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Ⅰ�１．カリキュラムマップ

ナンバリングコード

教育課程等の概要

（理学療法学専攻）
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理学療法学گүϠυϩ・αΠ・カリキュラムに基Ͱ͚
理学療法学専攻カリキュラム・Ϝρϕ

͖なਕؔと߶ౕな専門Νญͦඍ͓ͪਕࡒの
臨床ݳͲοʖム医療Ͳ͘るਕࡒの

ஏҮに必要な医療ਕࡒの

科学的
のߡࢧ
基൭

ਕช科学
社会科学
自ષ科学
学ޢ
ରү

A. 理学療法士として求められる
基本的な資質・能力

B. 社会と理学療法

C. 基礎医学と理学療法

ਕରのߑ造とؽ能、ৼ理、
ਫ਼֖ୣ・ՅྺรԿ

D. 臨床医学と理学療法

֦झ࣮׳のබସ、ਏஇ、
医学的࣑療・յգఖ、
ଠ৮झ理解

E. 理学療法専門科目

F. 臨床実習

֦大学のಝ৯͍る独自カリキュラム（ϕϫήラム）ʦࢨఈوଉの̑ׄఖౕ૮ʧ

理
学
療
法
士
ࠅ
Պ
ࢾ
ݩ
・

大
学
Ӆ

学

保健医療学部 υΡϕϫϜʖϛリεʖ（DP）
̏）看護ٶ;リύϑリτʖεϥϱの専門৮として߶ౕな知識とٗढ़Νਐにͯ͜、実践ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̐）科学的ࠞڎに基Ͱ͘कର的にߨಊͤる͞とにΓΕୌ解݀に͜て実践ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̑）૮घΝଜ॑し、ଠंとのαϝュωίʖεϥϱΝ通ͣてྒྷなؖܐΝ͏てఴͦ͠る͞と͗Ͳ͘るɽ
̒）保健・医療・ෳگ・ࢳү・ࢊ業֦ֆのؖ࿊৮झと࿊ܠし、ਕʓの健߃にر༫ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̓）گ͏߁と߶͏ྛ理؏Νͬ、έラΠϱφৼの医療Νकର的にͤڛる͞とにΓΕஏҮ社会に߫ͤݛる͞と͗Ͳ͘るɽ
̔）ଖ業ޛ自ݜހᮐにめ、ਫ਼֖にΚͪΕ自らの専門ҮΝ実践しକ͜る͞と͗Ͳ͘るɽ

ϕϫϓΥρεϥψリθム 理学療法学の知識とٗढ़
に基Ͱ͏ͪڎࠞ
ୌ解݀能力

質の୴保と؇理 ਫ਼֖学習のྯߨ αϝュωίʖεϥϱ能力

健߃の֕೨ 健߃と社会・ڧ 社会保্ౕ

࣮බ༩と健߃؇理 理学療法とؖ࿊法و Ӻ学・保健医療౹ڂݜ・ܯ

̏೧ ˲ ̐೧ ˲ ̑೧ ˲ ̒೧

基礎理学療法学

理学療法؇理学

理学療法Ճ・臨床ਬ

基本的な理学療法Ճٗढ़

基本的な理学療法࣑療ٗढ़

্֒พの理学療法ٗढ़

ஏҮ理学療法学

臨
床
実
習

ࢨ


臨
床
実
習
ޛ
ࢨ
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理学療法学専攻 作業療法学専攻

部局コード 部局コード

+ 保健医療学部 + 保健医療学部

学科コード（教育課程） 学科コード（教育課程）

16 看護学科　 16 看護学科　

37 理学療法学専攻 37 理学療法学専攻

27 作業療法学専攻 27 作業療法学専攻

C2 共通科目 C2 共通科目

理学コアカリコード 作業コアカリコード

A 理学療法士として求められる基本的な資質・能力 A 作業療法士として求められる基本的な資質・能力

% 社会と理学療法 % 社会と作業療法

C 基礎医学と理学療法 C 基礎医学

' 臨床医学と理学療法 ' 臨床医学

( 理学療法専門科目 ( 作業療法実践の基礎となる専門知識

) 臨床実習 ) 作業療法実践に必要な専門知識

2 大学独自のカリキュラム * 臨床実習

+ 作業療法学研究

2 大学独自のカリキュラム

水準コード（新ブルームタキソノミー） 水準コード（新ブルームタキソノミー）

� 記憶（Remembering）、 理解（Understanding） � 記憶（Remembering）、 理解（Understanding）

� 応用（Applying） � 応用（Applying）

� 分析（Analyzing） 、創造（ Creating） � 分析（Analyzing） 、創造（ Creating）

保健医療学部　リハビリテーション学科　授業科目ナンバリングコード

Ⅰ
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リ
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ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

教
育
課
程
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Ⅰ�２．カリキュラムマップ

ナンバリングコード

教育課程等の概要

（作業療法学専攻）

Ⅰ
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ュ
ラ
ム
マ
ッ
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教
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作業療法士گүϠυϩ・αΠ・カリキュラムに基Ͱ͚
作業療法学専攻カリキュラム・Ϝρϕ

͖なਕؔと߶ౕな専門Νญͦඍ͓ͪਕࡒの
臨床ݳͲοʖム医療Ͳ͘るਕࡒの

ஏҮに必要な医療ਕࡒの

科学的
の基൭ߡࢧ

ਕช科学
社会科学
自ષ科学
学ޢ
ରү

A. 作業療法士として求められる
基本的な資質・能力

B. 社会と作業療法

C. 基礎医学
ਕରのߑ造とؽ能、基本ಊ作、ৼ理、ਫ਼֖ୣ・ՅྺรԿ

D. 臨床医学
֦झ࣮׳のබସ、ਏஇ、
医学的࣑療・յգఖ、ଠ৮झ理解 G. 臨床実習

E. 作業療法実践の基礎となる専門知識 F.作業療法実践に必要な専門知識 H.作業療法学ڂݜ

֦大学のಝ৯͍る独自カリキュラム（ϕϫήラム）ʦࢨఈوଉの̑ׄఖౕ૮ʧ

作
業
療
法
士
ࠅ
Պ
ࢾ
ݩ
・
大
学
Ӆ

学

保健医療学部 υΡϕϫϜʖϛリεʖ（DP）
̏）看護ٶ;リύϑリτʖεϥϱの専門৮として߶ౕな知識とٗढ़Νਐにͯ͜、実践ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̐）科学的ࠞڎに基Ͱ͘कର的にߨಊͤる͞とにΓΕୌ解݀に͜て実践ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̑）૮घΝଜ॑し、ଠंとのαϝュωίʖεϥϱΝ通ͣてྒྷなؖܐΝ͏てఴͦ͠る͞と͗Ͳ͘るɽ
̒）保健・医療・ෳگ・ࢳү・ࢊ業֦ֆのؖ࿊৮झと࿊ܠし、ਕʓの健߃にر༫ͤる͞と͗Ͳ͘るɽ
̓）گ͏߁と߶͏ྛ理؏Νͬ、έラΠϱφৼの医療Νकର的にͤڛる͞とにΓΕஏҮ社会に߫ͤݛる͞と͗Ͳ͘るɽ
̔）ଖ業ޛ自ݜހᮐにめ、ਫ਼֖にΚͪΕ自らの専門ҮΝ実践しକ͜る͞と͗Ͳ͘るɽ

ϕϫϓΥρεϥψリθム ՟ୌ解݀能力と学ࢡ αϝュωίʖεϥϱ能力

ଡ৮झ࿊ܠ 作業療法の質と҈સの؇理
社会͖ら求められる

ༀׄの識と実践

健߃の֕೨ ༩と健߃؇理

作業療法に͕͜るྛ理 とのؖ࿊߃Կと健ࡏࠅ

作業療法؇理学

基礎作業療法学 作業࣑療学

ஏҮ作業療法学

専門共通

作業療法Ճ学

̏೧ ˲ ̐೧ ˲ ̑೧ ˲ ̒೧
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理学療法学専攻 作業療法学専攻

部局コード 部局コード

+ 保健医療学部 + 保健医療学部

学科コード（教育課程） 学科コード（教育課程）

16 看護学科　 16 看護学科　

37 理学療法学専攻 37 理学療法学専攻

27 作業療法学専攻 27 作業療法学専攻

C2 共通科目 C2 共通科目

理学コアカリコード 作業コアカリコード

A 理学療法士として求められる基本的な資質・能力 A 作業療法士として求められる基本的な資質・能力

% 社会と理学療法 % 社会と作業療法

C 基礎医学と理学療法 C 基礎医学

' 臨床医学と理学療法 ' 臨床医学

( 理学療法専門科目 ( 作業療法実践の基礎となる専門知識

) 臨床実習 ) 作業療法実践に必要な専門知識

2 大学独自のカリキュラム * 臨床実習

+ 作業療法学研究

2 大学独自のカリキュラム

水準コード（新ブルームタキソノミー） 水準コード（新ブルームタキソノミー）

� 記憶（Remembering）、 理解（Understanding） � 記憶（Remembering）、 理解（Understanding）

� 応用（Applying） � 応用（Applying）

� 分析（Analyzing） 、創造（ Creating） � 分析（Analyzing） 、創造（ Creating）

保健医療学部　リハビリテーション学科　授業科目ナンバリングコード

Ⅰ
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キ
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ラ
ム
マ
ッ
プ

教
育
課
程
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Ⅱ

授
業
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の
概
要
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授業科目のྡ⛠ 講義等の内容 㓄当年次

コミュニケーション論

ケアや社会福祉援ຓでは常に人と人との関ಀ性のあり方が問題となる。人間存在と人間関
ಀ、社会的┦作用と社会的役割の理解のୖに、医療をཷける人々を一人の人間として、ᚰ
からษにしようとする「ㄔ実さ」と、それに支えられた「ฟ会い」によって、対ヰがᡂ立
し、医療をཷける対㇟およびそのᐙ᪘の理解が実Ⓨ展でき、よりⰋい関ಀを築く基礎を学
習する。

1年前期

チーム医療論

まず、チーム医療に関する総括的な講義と、これからጞまる演習の概要を解説する。その
後、┳護、37、27ΰᡂのチーム（�㹼1�ྡ）に分かれ、提♧された臨床課題（臨床の実症例）
に関してまず問題Ⅼや問Ⅼをิᣲし、分担してㄪᰝのୖ㆟論する。その後、各々の専ᨷ分
野からのアプローチを提ၐし㆟論する。3㸪4チームに一人教員が㓄置されるが、チュートリ
アル教⫱様ᘧであるため┤᥋教えるのではなく㆟論のな㐍行をಁす役割を㈇う。୰間報
告・ࣞポート作ᡂの後、最終日にはすべてのチームが体⫱㤋に㞟合し、ポスター形ᘧで当ヱ
症例のࢧービス計画をⓎ⾲する。この、学生がチーム┦の評価を行うとともに、全教員
も参ほしコ࣓ントを㏙べ評価する。

4年後期

ⱥㄒⅠ
高等学ᰯで学んだ基本的事㡯を☜認しながら、さらに高度なⱥᩥのᩥ化にゐれるとともに、
まとまりのあるᩥ❶の概念や要Ⅼをできるだけ㏿く、多くㄞみ取るという高度なㄞ解ຊを㣴
い、目的に応じたㄞみを可能にすることを目的として学習する。

1年前期

ⱥㄒⅡ
1)ಖ・医療・福祉⣔のⱥㄒのᩥ❶をㄞࡴ⦎習をする。
2)ಖ・医療・福祉⣔のⱥㄒのリスニングの⦎習をする。
3)理学療法・作業療法の分野の基本用ㄒを㎡᭩やインターࢿットを使ってㄪべる。

2年前期

ⱥㄒϪ

ⱥㄒによる日常的なコミュニケーションຊのྥୖに加え、医療のさまࡊまな分野で使用され
ている特有の専門用ㄒやⱥㄒ⾲現を習得し、ᑗ来的な事の場で使えるⱥㄒのコミュニケー
ションຊを㣴う。同に、医療ᚑ事者としての基本的な⪃え方や態度を㣴うことやコミュニ
ケーションの基礎となる␗ᩥ化への理解を῝めることもど野に入れて学習する。ᑗ来的な職
業的ニーズに༶して必要となるであࢁうⱥㄒによるコミュニケーションをに行うຊを㣴
う。

2年後期

୰国ㄒ
୰国ㄒの基礎的知識を学習するとともに、୰国のᩥ化についてもゐれながら日常的なコミュ
ニケーションを身につけることを目指す。

1年前期

㡑国ㄒ
㡑国ㄒのᩥᏐとⓎ㡢および基礎的なᩥ法を学習するとともに、㡑国のᩥ化についてもゐれな
がら、日常的なコミュニケーションを身につけることを目指す。

1年後期

ᩥ学

ᩥ学の概念と日本の௦⾲的な㡩ᩥを୰ᚰに学習する。様々な形態の㡩ᩥをわいながら、ᩥ
学的価್を学習することを通して、௦⫼ᬒやಶ々のᩥ学の特徴をとらえるとともに、そこ
から日本のఏ統⨾、ことࡤの⨾しさ、ことࡤのリズム、日本人の⨾意識について理解すると
ともにᩥ学の基礎的なຊ、ឤ性を㣴い、その㐣⛬で⾲現する能ຊを身につけるよう学習す
る。

1年前期

教⫱学

教⫱の意義と基本的な事㡯、課題を理解し、現௦社会に生きるᏊどもと人の教⫱環境のあ
り方を⪃える。具体的には、බ教⫱と教⫱環境の理念、学ᰯ教⫱と社会教⫱の制度、特ู支
援教⫱、学ᰯの教⫱課⛬、Ᏻ全教⫱、学ᰯ⤥㣗、生ᾭ学習の᥎㐍、ᗂ児教⫱の動ྥ、そして
人ᶒ教⫱について、国内外の事例を参↷して学習する。

1年後期

ᩥ化人㢮学

我々人間が↓意識のうࡕに認識し実践しているᩥ化は、社会によって極めて多様であり、あ
る社会にとっての常識がูの社会ではそうではないことがめずらしくない。ᩥ化人㢮学と
は、そのようなᩥ化の多様性を認識しつつ、共通の理解が可能な普㐢性も求めていく学問で
ある。授業では、ẖᅇ一定のテーマにἢって様々なᩥ化的事㇟について解説し、ᩥ化人㢮学
の⪃え方について学ぶ。

1年前期

国際関ಀ論

国際関ಀ論の学問的⫼ᬒを理解し、国際的な課題や問題を理解するうえで基本となるㅖ概念
について学習する。国際社会がᢪえるㅖ問題のうࡕ、特に⚾たࡕがᏳ全・Ᏻᚰ、かつ、ᗣ
に暮らしていくためのㅖ課題（対立と⣮த、人ཱྀ、㣗⣊、Ỉ、㈋ᅔと格ᕪ、地球環境など）
を国際的見地から⪃ᐹし、国際社会の取組み、国際༠ຊのあり方について学習する。

1年前期

国際ಖ医療論

㐍行するグローバル化の୰で、ୡ⏺の医療分野で活躍できるような人ᮦを⫱ᡂするために、
ඛ㐍国と新⯆国におけるಖ医療の実態と主体的関わり方を学ぶ。また、:+2の役割とその実
際のᡂ果を学ぶ。࣡ーࢡショップを通して日本の┳護ᖌ、理学療法士、作業療法士が特にア
ジアやアフリ࢝の開Ⓨ㏵ୖ国でఱができるかを⪃え（援ຓの方法）、まとめる。

1年後期

㡢ᴦ論

ⱁ術㡿域である㡢ᴦを広く理解し、特に人々のᗣのために㡢ᴦを活用する「㡢ᴦ療法」の
知見を学ぶ。具体的には、㡢ᴦがᣢつ働き（生理的、ᚰ理的、社会的働き）を学修し、ᚰ身
の障害のᅇ、機能の⥔ᣢ改善、生活の質ྥୖ等にࡴけて㡢ᴦを意ᅗ的・計画的に用いて支
援する具体的な方法の基礎を学修する。

1年後期

総
合
教
⫱
科
目

（ಖ医療学部リハビリテーション学科ࠉ理学療法学専ᨷ）
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社会福祉論

現௦社会における社会問題や生活課題を取りୖࡆ、福祉制度の意義や理念、福祉政策との関
ಀ、福祉ニーズと社会資※、社会福祉専門機関や専門職の役割を学ぶ。また様々な福祉㡿域
の制度政策、実践方法にはどのようなものがあるのかなどについて基本的な学びを῝める。
さらにこれからの福祉のあり方についても⪃ᐹすることで、ಖ医療福祉分野での自身の専
門職としての役割や専門性についても⪃ᐹする。

2年後期

障害者スポーツ

この授業は、ᗙ学（�週間）実技（�週間）から構ᡂされる。ᗙ学では、「しࡻうがい」の⾲
グに関しての⪃え方、
障がいの臨床ീやパラリンピッࢡ、国内で行われている障がい者スポーツの➇技をどぬ教ᮦ
などを使用し説明すると共に、
障がいの有↓に関わらず、すべての人がスポーツ参画に⧅がる⪃え方や工ኵについても説明
をする。
実技では、ᗙ学で学習した内容を基にいくつかの障がい者スポーツを体験する。

1年通期

リエーションスポーツࢡࣞ
年௦、体ຊ、障害等を⪃៖した身体運動の必要性及び指導ୖのὀ意事㡯に関する基礎的知識
を理解する。高齢者を対㇟とした42/を高めるための 定、体᧯、各種ニュースポーツの基礎
的能ຊを身につける。

1年通期

報リテラシー

学習においてコンピュータを有効に活用するための能ຊ（コンピュータリテラシー）を身に
つける。現௦社会における報モラルと報セ࢟ュリテを理解し、,&7(,QIRUPDWLRQ�DQG
&RPPXQLFDWLRQ�7HFKQRORJ\)を用して、報を㞟・活用していくための方法と技術を修得
する事を目的とする。

1年前期

研究法入門

科学技術のⓎ展にకい研究手法や治療法は多様化しています。ᑗ来、臨床現場、研究機関で
働き、よりⰋい医療を患者さんにᒆけるためには研究に関するどⅬ、知識を㣴う必要があり
ます。研究立案（ࢡリニ࢝ルࢡエスチョン、論ᩥ᳨⣴、研究ࢨࢹイン、理指㔪・法ᚊ、統
計、研究計画᭩）、研究㈝⋓得からᡂ果බ⾲（学会Ⓨ⾲、論ᩥ、特チ）に⮳るまでの㐣⛬に
必要な基礎知識を講義、演習を通じて学びます。また、ᮘୖ論だけでなく、担当教員の経験
に基づいた実際の事例とともに授業を行います。

1年後期

බ⾗⾨生学

බ⾗⾨生の概念及びṔྐを㋃まえて、ᗣの指標、人ཱྀ問題とබ⾗⾨生、⾨生統計、学、
医療・ಖ・福祉における⾨生行政、ປ働⾨生および環境⾨生・බ害及びබ⾗⾨生の国際༠
ຊ等について学習する。また、疾病予防とᗣ管理、地域ಖと⾨生行政、学ᰯಖ、産業
ಖおよびᗣᡂ立の要ᅉとಖ活動、人間を取りᕳく環境とබ⾗⾨生活動の意義と役割と
組織的なබ⾗⾨生活動について学習する。

2年前期

ಖ行政論

ಖ医療福祉行政の基礎知識、地域におけるᗣ問題とその解Ỵに必要な社会資※とಖ医
療福祉ࢧービスおよびその評価・ㄪ整する基礎的な方法について学習する。特にಖ医療福
祉行政の᰿ᣐ、ಖ医療福祉行政の目指すもの、プライマリヘルスケア、ヘルスプロモー
ションを୰ᚰに、ಖ医療福祉における課題と政策のⓎ展について学習する。

2年前期

法学（ྵ日本国᠇法）

我が国の法の᰾である日本国᠇法を୰ᚰに我が国の法体⣔全体と法の組みとはたらきを学
習する。また、学生が教㣴としてᣢつべき基本的な法に関する知識について学習する。そ
の際必要に応じて、現実に起こった問題に対して自ら⪃ᐹできるように、Ẹ法、ฮ法などの
重要な法ᚊの概要およびุ員制度などをྵめて学習する。

1年前期

生物学

生物学は、㏆௦科学の方法論と手法により生物そのものにとどまらず、生物が♧す様々なࠉ
生現㇟を明らかにすることを目指す学問である。現௦の医学・⸆学分野のⓎ展は、生現
㇟の分Ꮚࣞ࣋ルでの理解と㑇ఏᏊ工学や⣽⬊工学などのバイオテࣀࢡロジーのⓎ展によると
こࢁがきい。ᚑって、医学・⸆学を理解するୖで、生物学の知識は必須のものである。本
講義では、生物学（生科学）の基礎知識を概説し、バイオテࣀࢡロジーのཎ理を理解し、
それらがどのように医療分野に応用されているかについて学修する。

1年前期

物理学
ຊ学、㟁☢Ẽ学、Ἴ動の分野について、自↛や身のᅇりの事㇟を理解するための物理学の基
本事㡯を学ぶ。

1年前期

生化学
人体の生現㇟を化学的方法で解明するために、生体を構ᡂする⢾質、⬡質、タンパࢡ質等
の物質を理解すると共に、それらの生体内の物質௦ㅰとエࢿルࢠー⋓得、および㑇ఏ報と
そのⓎ現について学習する。

1年後期

環境論
環境ಖ全は㸰㸯ୡ⣖に生きる人㢮にとって、その存ஸをかけた最の問題である。環境問題
とはఱか。環境ಖ全のṔྐ、環境問題が地球全体にかかわる問題であることを学習し、その
問題にどう対ฎするかを現௦人として論⪃できる能ຊを㣴う。

1年前期

ᨺᑕ⥺概論
臨床現場で必要とされるᨺᑕ⥺の知識およびᨺᑕ⥺治療総論、ᨺᑕ⥺による障害と防護やᨺ
ᑕ⥺の身体へのᙳ㡪について学習する。さらにᨺᑕ⥺画ീの基礎を学習する。また、Ⓨがん
へのᚰ理的・社会的問題についても学ぶ。

1年後期
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ဴ学

ᩥ明のⓎ⚈から現௦に⮳るまでのᮾすを問わずඛ人のဴ学思を通して、人間とはఱか、生
きるとはఱかについて思⣴する。「ဴ学を学ぶことの意義、科学と᐀教とဴ学、⚾であると
いうこと、物質と生の神秘、身体と⢭神、自由、および⨾しく善く生きること」等の学習
内容を通して、「生きること」や「存在の意」について、主体的に῝く思⣴するጼໃとᘓ
設的ᢈุຊを身につけ、自ᕫの人間ほやୡ⏺ほを㔊ᡂできることを目的とし、ᖜ広く人間を
理解する能ຊを㣴う。

1年後期

理学

理学は⚾たࡕ人間の「よい（善Ⰻな）生き方」および「ᖾせな生き方」について⪃える学
問である。しかも自分だけの「善Ⰻ（ᖾ福）な生き方」ではなく、「」というㄒが意す
る「⛛序ある人間関ಀ」、すなわࡕ社会全体がΰせず、より「よく（ᖾ福に）なる」ため
に各人はおいにどう行動すれࡤよいのかについて⪃える学問である。これらをとりわけ医
療分野における問題を例にしながら、医療における善ᝏのุ᩿の基‽や᰿ᣐについて学習す
る。

1年前期

社会学

社会的行Ⅽ、社会的㞟ᅋ、地位と役割、ᩥ化などの社会学の基本概念を理解するとともに身
㏆な社会現㇟であるᐙ᪘や職場、地域社会、ᗣ問題、福祉、理問題など、現実の社会や
社会問題がどのようにᤊえられ、理解されているかを学習する。さらに社会的・ᩥ化的な性
ᕪである「ジ࢙ンࢲー」が⚾たࡕの社会・ᩥ化の୰でどのように現れているか学ぶ。

1年後期

ᚰ理学

ᚰ理学は、人間の行動の法๎性に関する科学である。本教科では、知ぬ、ḧ求、思⪃、学
習、人格、࢝ウンセリングなどのᚰ理学の基礎から、Ⓨ㐩のᚰ理・医療とᚰ理学について学
習する。さらに、㘒ぬ、グ᠈、学習、㞟ᅋᚰ理、性格᳨ᰝ、知能᳨ᰝ等についても学習す
る。

1年前期

Ⓨ㐩ᚰ理学

人間の一生ᾭという全行⛬をⓎ㐩のプロセス、すなわࡕ人はⓎ㐩し続ける存在としてとら
え、人間への῝い理解とឡを⫱ࡴことができるように、ᚰ身のⓎ㐩および人格のᡂ⇍、Ⓨ
㐩課題とㅖ問題について学習する。具体的には、社会的存在としての人びとの生ᾭ的なⓎ㐩
㐣⛬を主としてライフコース論のどⅬから整理し、社会の変動と人びとの人生コースとの関
連について学習する。

1年後期

ボランテア学

ᑡᏊ高齢化や地方自治の῝化にకい、ᕷẸの自Ⓨ的な活動（ボランタリー活動）に対する期
ᚅや関ᚰが高まっている。その㡿域は、ᚑ来の福祉や国際༠ຊだけでなく環境や⅏害ᩆ援、
まࡕづくりなど多ᒱにΏっており、㠀Ⴀではあっても↓ൾではない事業ᆺ㹌㹎㹍やコミュ
ニテ・ビジࢿスも増えている。本講義では、そのようなボランテアの変化や意義を、
௦⫼ᬒからㄞみとき、ཷ講者自らも行動できるような⣲㣴・知識の修得を≺いとする。

1年後期

生理学

現௦医療は生理のᅵྎのୖにᡂり立っている。この講義では、生理学のᡂ立のṔྐ
をྵめ、医療人として必要な生理学の基礎的知識や理⥘㡿について学習する。また、
医療技術の㐍Ṍにకい生じる生理ୖの重要ないくつかの問題を取りୖࡆることにより、
その本質や最㏆の動ྥを理解するとともに、それらについて医療職が果たすべき役割を学
ぶ。

1年後期

解๗学Ⅰ（骨・筋）

本講義では、まず解๗学を学ぶୖでのᚰ構えについて概説する。学生は医療人として必須な
運動器⣔におけるཷ動運動器、ࡕトのからだに対する⏽ᩗの念を身につける。解๗学のうࣄ
である骨格について⣔統的ླྀ㏙を行う。全身の骨格について骨をどのようにほᐹするか、ま
た全体の୰でどんな位置を༨めているか、その形・外ほ・きさ等の形態的な特徴と骨の連
結を説明できるように学ぶ。また、関節の構ᡂ体である㠌ᖏ・⭝・筋の基本的構㐀（形態）
および部位ࡈとの特徴について学ぶ。

1年前期

解๗学Ⅱ（神経）

本講義では୰ᯡ神経⣔の生ᡂ・�Ⓨ㐩・構㐀・組み・働き等について学ぶ。神経組織学、神
経⣔のⓎ生、⬨㧊、⬻ᖿ、ᑠ⬻、⬻基ᗏ᰾、間⬻、⬻⓶質、⬻ᐊ⣔、⬻と⬨㧊の⾑管に
ついてその概要を講義する。さらにまとめとしてឤぬ⣔の神経ᅇ㊰、運動⣔の神経ᅇ㊰につ
いて講義する。解๗学Ⅰの内容とేせて、ࣄトの運動の機序について学ぶ。

1年前期

解๗学Ϫ（内⮚器）

本講義では、内⮚器の構㐀と㓄置を理解する。また自ᚊ神経⣔との関連を理解する。解๗学
Ⅱの内容とేせて、身体の各器ᐁをㄪ節する神経⣔とᙳ㡪するᚠ環器⣔を୰ᚰに、内⮚⣔全
⯡の基本的なᡂり立ࡕと構㐀について学習する。学習する内容は、ᚠ環器⣔、྾器⣔、ᾘ
化器⣔、Ἢ尿器⣔、生Ṫ器⣔、内分Ἢ⣔である。内⮚⣔は解๗学のみならず臨床医学とのか
かわりも῝い。したがって、本講義では医療人を目指すୖで実施されるさまࡊまな学習の基
┙として必要不可Ḟな人体解๗学の知識を修得する。

1年後期

解๗学実習

解๗学Ⅰ㹼Ϫで学んだ知識を実際の標本で☜認していく。標本としては骨標本、⮚器標本、
四肢標本、⬻神経標本などを活用し、その⢭ᕦな形態と多様性について教授する。さらに㢧
ᚤ㙾標本のほᐹを通して、人体ㅖ器ᐁのᚤ⣽構㐀とその基本的な機能を⪃ᐹする。解๗学Ⅰ
㹼Ϫで学習した⣔統解๗学的な知識を῝め、人体構㐀を総合的に理解・習得する。解๗標本
を自ら手にとってほᐹすることによって、人体各器ᐁの位置関ಀや構㐀を立体的に学習し、
それらをᒁ所解๗学的に説明できるようになる。

2年通期
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生理学Ⅰ
⣽⬊、組織、器ᐁ、ಶ体ࣞ࣋ルにおけるᅛ有機能、ᅛ有機能が統合されたシステムとそのㄪ
節機構、それらの┦作用により生体の内部環境が一定の⠊ᅖ内（ṇ常）に⥔ᣢされるため
にどの様な制ᚚ機構が働いているかを理解する。

1年前期

生理学Ⅱ
生理学Ⅰの内容とేせて、生体の器ᐁ⣔がᅛ有の機能を有することを学ぶと共に、それらの
間のㄪ節統合機構を学び、生現㇟に関わる専門教⫱に必要な基礎知識､学ຊをྥୖさせる。

1年後期

生理学演習

生理学,・,,で学んだ内容を実験を行うことで☜認し、その知識を῝める。生現㇟の࣓࢝ニ
ズムについて実際にほᐹする機会であり、実習をすることによって科学的な⪃え方を身につ
ける。実習内容は、ぬ、ゐぬ、⫈ぬ等のឤぬ機能 定、⾑⢾್、ங㓟್の生化学的᳨ᰝ、
ᾘ化ᾮの作用を理解する実験等である。

2年前期

基礎運動学

解๗学・生理学での学習とేせて人間の運動をຊ学的､生理学的㠃から総合的に理解するため
に､運動学のṔྐ､ຊ学的基礎知識､人間の形態及び生理機能について理解することを目的とす
る。身体運動に関わる生体の構㐀と機能をຊ学的､生理学的に理解し､ጼໃ､運動動作における
身体の࣓࢝ニズム及び運動能ຊのⓎ㐩や加齢化について総合的に学習する。

1年後期

運動機能学

身体を構ᡂする各関節について、関節運動の࣓࢝ニズムを具体的に学習する。ṇ常な基本動
作の࣓࢝ニズムと動作特性について学習する。講義の内容は関節運動の基礎、⫤関節､膝関
節､足関節､⬨᳝、肩関節､肘関節の運動法๎と運動の࣓࢝ニズムについてである。本講義は臨
床運動学・運動器⣔理学療法学、義肢具学Ⅰ・Ⅱ等の理学療法専門分野の学習の基礎とな
る。

2年前期

運動学演習

基礎運動学・運動機能学で学んだ身体運動の࣓࢝ニズムについて、筋㟁計、筋ຊ 定置、
重ᚰ動ᦂ計を用いた実習を通じてさらに理解を῝める。また、臨床における運動学的評価の
手法と解釈の方について基礎的知識を学習する。グループに分かれて各課題について計 
を行い、計 結果と得られた報からわかった事をࣞポートにまとめる。

2年後期

人間Ⓨ㐩学

人間Ⓨ㐩学は、人間のⓎ㐩を身体・⢭神の୧㠃から学ぶ科目である。本講義では主要なⓎ㐩
の法๎と理論を紹介し、新生児からᡂ人にいたるライフステージࡈとの⢭神的Ⓨ㐩と身体運
動機能のⓎ㐩について概説する。一連の講義を通じて、⫾生期から⪁年期までのⓎ㐩につい
て、身体Ⓨ⫱、運動Ⓨ㐩、認知Ⓨ㐩、ゝㄒⓎ㐩、⥴・社会性のⓎ㐩などの各Ⓨ㐩㡿域にお
けるⓎ㐩㐣⛬と、それࡒれのⓎ㐩期におけるⓎ㐩課題等を学習する。

1年後期

運動生理学

運動にకう身体の機能､構㐀の変化、྾､ᚠ環器⣔が運動により、どのような一㐣性の変化
を♧すか、および㛗期的な運動に適応する能ຊについて学ぶ。理学療法士が臨床現場におい
て᳨ᰝ、トࣞーニングを実施した際のバイタルࢧインの意を理解し、患者に説明できる能
ຊを身につける。本講義は、྾・ᚠ環⣔理学療法学、௦ㅰ⣔理学療法学、⪁年器理学療法
学等の基礎となる科目である。

1年後期

リハビリテーションᰤ㣴学

ᰤ㣴⣲の働き、ᰤ㣴⣲と㣗ရとの関ಀ、㣗事ᦤ取基‽と㣗生活、㣗生活と生活習慣病の
関ಀについて学び、ᰤ㣴㠃からみたᗣ⥔ᣢおよびᗣ増㐍、疾病予防についての基礎を学
習する。また、障害（児）者や高齢者、ⱝ年女性のపᰤ㣴、フࣞイル、ࢧルコ࣌ニアの予
防・改善のための評価、ᰤ㣴学的介入について学習する。

2年前期

臨床⸆理学
医⸆ရの基本的な報をṇ☜に理解するための基礎知識として、⸆物の生体内での྾・分
ᕸ・௦ㅰ・ἥの流れ、⸆物の生体内での主作用と作用、⸆物間の┦作用、⸆物と㣗物
の┦作用について学ぶ。また、⸆物使用のリスࢡマࢿジ࣓ントについて学ぶ。

2年後期

臨床ᚰ理学

臨床ᚰ理学は、ಶ人の行動障害や適応ᅔ㞴をᚰ理学的知識と技法に基づいて 定㺃分析し、解
Ỵすることを目的とする応用ᚰ理学の一分野である。本講義では障害理解の基礎として主要
な人格理論を教授する。また人々の⢭神的�ᗣのᅇ・ಖᣢ・増㐍について講義する。学生
は⢭神疾患やᚰ身症、�⢭神ᚰ理的問題・不適応行動などの病態、ཎᅉ、デ᩿法について理解
する。さらにこれらの患者障害理解の手ẁとしてのᚰ理᳨ᰝやᚰ理療法などの援ຓ技法につ
いて教授する。

2年前期

病理学

病理学とは病Ẽのཎᅉ、Ⓨ生機序の解明や病Ẽのデ᩿を☜定するのを目的とする、医学の一
分野である。本講義では疾病においてฟ現する形態と機能および௦ㅰの␗常について教授す
る。具体的には、㏥行性病変、ᚠ環障害、⅖症、腫⒆、ឤᰁ症、ወ形といった基本病変の定
義や病態について教授する。本講義を通じて、疾患のཎᅉ（病ᅉ）や機序（病態）を理解
し、それらの形態学的変化（病理形態ീ）を知ることで、リハビリテーション医学の基礎を
身につける。

2年前期

内科学Ⅰ
内科学では、全身の疾患の概念、病態のᡂ立機序について学ぶ。内科,では主要ೃ・症ೃ、
病態、྾器疾患、アࣞルࢠー、ឤᰁ症、ᚠ環器疾患などの概念について学習する。

2年前期

内科学Ⅱ
内科学では、全身の疾患の概念、病態のᡂ立機序について学ぶ。内科学Ⅱでは、⾑ᾮ疾患、
ᝏ性腫⒆、⭺ཎ病、ᾘ化器疾患、௦ㅰ・内分Ἢ疾患、⢾尿病、などについて学ぶ。

2年後期
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整形外科学Ⅰ

整形外科学における運動器の形態､機能､病態生理と評価､᳨ᰝ､治療方法、および総論的主要
疾患等について、リハビリテーションに必要な基礎的知識と概念を⋓得する。整形外科学Ⅰ
では、骨の構㐀・Ⓨ生とᡂ㛗・修と生・加齢変化、問デ・どデ・ゐデ、基本的᳨ᰝ（᳨
体᳨ᰝ・画ീ᳨ᰝ・生体᳨ᰝ）、⸆物療法、ᅛ定法、具、≌ᘬ療法、骨の手術、関節の手
術、ษ᩿・㞳᩿、ᮎᲈ神経の手術、軟部組織ឤᰁ症、急性化⮋性骨㧊⅖、慢性化⮋性骨㧊⅖
等について講義する。

2年前期

整形外科学Ⅱ

整形外科学における運動器の形態､機能､病態生理と評価､᳨ᰝ､治療方法、および総論的主要
疾患等について、リハビリテーションに必要な基礎的知識と概念を⋓得する。整形外科Ⅱで
は、骨ᢡの定義、分㢮、症状、デ᩿、合ే症、治⒵、治⒵後の合ే症、と⬺⮻、⁛症
ೃ⩌、肩関節部の骨ᢡと⬺⮻、ୖ⭎骨骨ᢡ、肘関節部の骨ᢡと⬺⮻、前⭎骨骨ᢡ、手の骨ᢡ
と⬺⮻、⬚㒌の外傷、骨┙の骨ᢡ、⫤関節部の骨ᢡと⬺⮻、⭣骨骨ᖿ部骨ᢡ、膝関節の骨
ᢡと⬺⮻、下⭣骨骨ᢡ、足関節部の骨ᢡ、足部の骨ᢡ等について講義する。

2年後期

⢭神医学Ⅰ

⢭神医学の概念と関連㡿域（⢭神科医療のṔྐ、⢭神障害の定義・分㢮、⢭神機能の障害と
⢭神症状）、⢭神障害のデ᩿と評価（デ᩿・評価の方法、各種᳨ᰝ法）、統合失ㄪ症・Ẽ分
障害・神経症性障害とストࣞス関連障害・器質性⢭神障害・⢭神作用物質による⢭神および
行動の障害・パーࢼࢯリテ障害・てんかん等の病ᅉ、病態、臨床経㐣、治療、㌿ᖐ等、⸆
物療法、ᚰ理社会的療法等を学ぶ。さらに、⢭神医療関連の法制度（ฮ法等）や、リエࢰン
⢭神医学とチーム医療等もあわせて学ぶ。

2年前期

神経内科学

神経内科学では神経症ೃおよび௦⾲的な神経・筋疾患（パー࢟ンࢯン病、パー࢟ンࢯン症ೃ
⩌、⬨㧊ᑠ⬻変性症、筋ⴎ⦰性ഃ⣴◳化症、⬨㧊性㐍行性筋ⴎ⦰症、多Ⓨ性◳化症、⬨㧊✵
Ὕ症、ࢠランバࣞー症ೃ⩌、ṇ常ᅽỈ㢌症、筋ジストロフー、重症筋↓ຊ症、多Ⓨ筋⅖、
他）、⬻⾑管障害（定義と分㢮、学、⬻⾑管の解๗と生理、⬻ฟ⾑、くも⭷下ฟ⾑、⬻᱾
ሰ、一㐣性⬻⾑Ⓨ作、他）を取りୖࡆ、それらの病態・デ᩿・治療および予後について知
識を教授する。

2年後期

ᑠ児科学

ᑠ児科学では基本となるᑠ児のṇ常Ⓨ㐩と療⫱�・�リハビリテーションの⪃え方を解説した
後、௦⾲的なᑠ児疾患の病態、デ᩿および治療について講義する。特に、リハビリテーショ
ン医療の対㇟となる疾患について重Ⅼ的に㏙べる。௦⾲的な疾患として、⬻性㯞⑷、分⬨
᳝、ᝏ性腫⒆、㑇ఏᏊ病�・�⣔統疾患（骨➃症をྵࡴ）等について、学�・�予後、病理�・
症状、評価�・�᳨ᰝ（画ീ�・�生理᳨ᰝ等）�・�デ᩿、リハビリテーション等、関連する治
療学を学ぶ。

2年前期

⬻神経外科学
⬻神経外科でᢅう疾患の概要を♧したうえで、その画ീデ᩿法、各種病態と機能、更には主
な⬻神経外科疾患の各論を教授する。

2年後期

リハビリテーション医学

リハビリテーション医学では、まず基礎となる学問体⣔を概説し、次に対㇟となる疾患や障
害に対するデ᩿や治療の㐍め方を解説する。医学全体における障害者治療の位置づけと意義
を理解させる。総論として、リハビリテーション医学の定義とṔྐ・特徴、リハビリテー
ション医学における障害のデ᩿と評価、機能障害・活動制㝈・参加制約の各々の評価とリハ
ビリテーション、各種リハビリテーション治療、ᗫ用症ೃ⩌（学、病理・病態・症ೃ、評
価・᳨ᰝ、リハビリテーション、その他の治療）等を学ぶ。

1年後期

一⯡臨床医学

医療者に必要な医学的知識を῝める。ここでは、臨床医学として習得すべき⪥㰯ဗႃ科学、
⓶科学、Ἢ尿器科学、፬人科学などの疾患を୰ᚰに、その特徴とデ᩿・᳨ᰝ（画ീ・生理
᳨ᰝ等）・治療について理解する。総合デ療科の役割、Ἢ尿器疾患、めまい、どຊ・║科デ
療、⓶疾患・⓶科デ療、፬人科疾患、࿘産期医療等について、テーマูにオムニバス方
ᘧで学習する。

2年後期

⪁年医学概論

⪁化の及ࡰす身体の変化と疾患について講義し、⪁年病を包括的に理解し、その予防と治療
およびその社会的な意義を知る。⪁年症ೃ⩌、認知症、⬻⾑管障害、うつ、ᚰ不全、ᮎᲈᚠ
環障害、⪁人性⫵⅖・ㄗᄟ性⫵⅖、慢性㛢ሰ性⫵疾患、ᝏ性腫⒆、変形性関節症、骨ᢡ、骨
⢒㧼症等の学・予後、病理・症ೃ、評価・᳨ᰝ・デ᩿、リハビリテーションとその他の治
療について学習する。さらに╧╀障害、ᦤ㣗・ᄟ下障害、ឤぬ器障害、終ᮎ期のケア等につ
いてあわせて学習する。

3年前期

ᩆᩆ急学概論

ᩆᩆ急医療の概論と基本的なᩆ急ฎ置について講義する。また、一⯡ᕷẸも行えるᩆ急⸽
生法（ᩆ急手当）やᩆ急⸽生法以外の手当（応急手当）を理解､修得する。急変、ᩆ急ฎ置
の必要な患者さんの対応を医療ᚑ事者として理解､修得する。
講義内容は、傷とฟ⾑・ショッࢡ、⇕୰症・അⓎప体 、⇕傷、⸆物୰ẘ、$('の使用法等
である。

3年後期
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リハビリテーション概論

リハビリテーションのṔྐと理念および医学的リハ、社会的リハ、職業的リハ、教⫱的リハ
を᥎㐍するうえでの㹇㹁㹄のどⅬ、多職種連携の意義とその有り様、地域包括ケアシステム
との関連性について教授する。具体的にはࣀーマライゼーション、障害者の自立を目指すᑵ
ປ支援や自立支援の在り方、さらに地域リハビリテーションでは㹁㹀㹐の理念を㋃まえた地
域包括ケアシステムとの関連性を解説し、リハビリテーションマインࢻに基づく理学・作業
療法の展開を教授する。

1年前期

医療制度と関連法つ
理学療法士または作業療法士としての職㈐を㐙行するための基本的な法つの内容を理解する
ために、ಖ医療福祉制度（主としてリハビリテーション専門職に関ಀするಖ医療制度）
に関連する主要な法ᚊとಖ㝤の基本的ᯟ組みについて講義を行う。

1年後期

終ᮎ期医療論

主にがんとᝏ性腫⒆に対する終ᮎ期を対㇟とする。日本におけるターミࢼルケア、⦆医療
の㐍Ṍと課題を学ぶ。各ಶ人によって␗なる「終ᮎ期」を支援するために、⪃៖すべきこと
はఱか、実践すべきことはఱかを理解する。�また、医療全⯡にわたる⦆医療・⦆ケアの
介入の必要性について理解し、よりよい終ᮎ期医療、患者及び患者ᐙ᪘の支援について⪃え
る。

3年前期

理学療法教㣴基礎
学生がに学生活に⛣行できるように、学のシステムを理解するとともに、学で学
ぶためのスタࢹ・ス࢟ル（基本的な学習技術）を身にける。また、理学療法士という医
療専門職を目指す学生としてᏲるべきつ⠊やとるべき学習態度を理解する。

1年前期

理学療法概論

理学療法士としての臨床経験を活かし、理学療法とはఱか、理学療法の役割と専門性につい
て概説する。具体的にはリハビリテーションの概要、リハビリテーション医学における位置
づけ、業務内容、学問的体⣔等について論じ、ᑗ来、理学療法士となるための動機づけを行
うとともに理学療法に関する基本的な知識を教授する。本講義は最初の理学療法専門科目で
あり、理学療法に対する意ḧ、⯆関ᚰ、基礎的価್ほを㣴う。

1年前期

理学療法概論演習

本講義では、理学療法士としての臨床経験を活かし、障害者体験を行う。学生は障害をఝ
体験したうえで、障害をᣢつ人を支える社会福祉制度や技術を自ら㏣求し、それにకう課題
についてグループウ論形ᘧで授業を展開する。また、㹇㹁㹄を㍈にした多様な支援について
演習的に思⪃し、理学療法概論により形ᡂされた価್ほをさらにⓎ展させる。

1年後期

臨床運動学

ᐷ㏉り・起きୖがり、ᗙ位でのリーチ動作、立ୖࡕがり、Ṍ行等の基本動作における関節運
動や筋活動について学習し、身体運動がどのような࣓࢝ニズムでᡂり立っているのかを理解
する。また、学生同士で動作をほᐹしあうことにより、常者の動作の多様性について理解
する。さらに動画から患者の␗常動作がどのような運動学的要⣲の␗常や◚たんによって構
ᡂされているのかを明らかにし、␗常身体運動のฟ現࣓࢝ニズムを運動学的に⪃ᐹする。

2年後期

統計学

本講義では௬説をࢹータに基づいて統計的に᳨ドしたり、ࢹータ解析の結果から、新たな事
実をⓎ見したりするときに役立つ統計的手法を身にける。講義はࢹータの整理の方、ᖹ
ᆒ、分ᩓ等を求めるグ㏙統計学よりጞめ、☜⋡、ẕ㞟ᅋ、標本ᢳฟ、☜⋡分ᕸを学び、最終
的に᥎定、᳨定といった᥎ 統計学を解説、演習する。本講義は、理学療法学研究法、作業
療法研究法、༞業研究の基礎となる科目である。

1年後期

理学療法学研究法
理学療法学研究法では、理学療法における研究の必要性について論じ、研究の形態や手㡰に
ついて研究例を提♧しながら、研究テーマの設定、ᩥ⊩᳨⣴方法、研究目的と方法、結果分
析の方法、⪃ᐹの実際について教授する。

3年前期

理学療法研究法演習

理学療法研究法演習はゼミ形ᘧで実践する。学生自らが設定した研究テーマについて具体的
な方法論、ࢹータ解析法、ᩥ⊩㞟、⪃ᐹ方法などの一連の研究手法に関して実践し、その
流れの୰で科学的な⫼ᬒを明らかにするまで手法を修得する。本講義でỴ定したテーマを４
年次の༞業研究テーマとして⥅続し、学修を㐍めるため、プࣞ実験まで行う。

3年後期

理学療法༞業研究

学⽣が自ら研究課題を設定し、指導教員のもと主体的な問題解Ỵの研究㐣⛬を経験する。研
究ୖの理をᑛ重したうえで科学的な⼿法によって研究を実施し、そのᡂ果を༞業研究Ⓨ⾲
会においてⓎ⾲するとともに༞業論⽂としてまとめる。
ゼミ形ᘧで、ࢹータ㞟からࢹータ解析、⪃ᐹ、論ᩥ作ᡂまでを行う。プࣞゼンテーション
の基本、Ⓨ⾲資ᩱ作ᡂを学び、༞業研究Ⓨ⾲会でⓎ⾲を行う。

4年通

理学療法管理学Ⅰ

医療､福祉の現場で理学療法を行うୖで必要となる理学療法士としての理と管理運Ⴀについ
て理解する。
理学療法管理学Ⅰでは、患者のリスࢡ管理、リスࢡマࢿジ࣓ントにおけるグ㘓・報告の方
法、ឤᰁの基礎と予防の実態、職場運Ⴀ管理、機ᮦ管理について学習する。

3年前期

理学療法管理学Ⅱ

医療､福祉の現場で理学療法を行うୖで必要となる理学療法士としての༴機管理について理解
する。
理学療法管理学Ⅱでは、リスࢡマࢿジ࣓ントとࢡライシスマࢿジ࣓ントの୧㠃から༴機管理
の概念について、⅏害༴機管理では、⅏害リハビリテーション支援の実際から多職種連携と
地域連携および予防・ಖについて学習する。

3年後期
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᳨ᰝ 定学概論

理学療法を実施するにあたって、理学療法評価は変重要であり、理学療法士として備えな
けれࡤならない基本的臨床技能である。その୰でも、理学療法評価に関連するㅖ事㡯、報
㞟、医療㠃᥋、一⯡的な᳨ᰝ 定、バイタルࢧインの意義や目的、㐍め方をこの授業にお
いて教授する。バイタルࢧインについて、患者の全身状態を把握するための重要な技能であ
り、最終講に演習を行う。

1年後期

᳨ᰝ 定学演習

機能・構㐀障害を評価するୖで、必要な身体指標Ⅼの☜認および骨関節、筋､⭝のゐデ法を学
ぶ。具体的には評価を行うୖでの᥋㐝㠃のὀ意Ⅼ、身体指標Ⅼの☜認、バイタルࢧインの☜
認、ୖ肢､体ᖿ、下肢のゐデ法を講義する。本講義では学生同士で࣌アとなって演習を行い、
常者の多様性についても理解を῝める。また、バイタルࢧインの 定も行う。

2年前期

運動器⣔᳨ᰝ 定学

各種運動障害の評価に共通した基本的評価法である形態計 法、関節可動域᳨ᰝ、筋ຊ᳨ᰝ
を୰ᚰにそれらの理論と実際について講義する。各᳨ᰝの方法、適応、意義、ู法を講義し
たのࡕ、学生同士で࣌アとなって演習を行う。演習では、身体部位のᅛ定法、機器の使用法
と起こりやすい間㐪い、௦ൾ動作等についてヲしく解説する。

2年後期

神経⣔᳨ᰝ 定学

本講義では理学療法で必要となる神経⣔の疾患による病態及び機能障害の理解を基礎とし
て、᳨ᰝ 定を学びその基本手技を習得する。特に、理学療法で重要となる⬻༞୰の理学療
法評価における᳨ᰝ 定㡯目について、その目的および方法をヲ⣽に学ぶ。また、それらの
知識を整理し、臨床で実践できる評価技術を習得することが本講義における最終目標とな
る。

2年前期

動作解析学

୕次ඖ動作解析置を用いた運動計 の手法について修得する。床反ຊや関節モー࣓ントな
どのຊ学パラ࣓ータについて説明し、これらのຊ学パラ࣓ータを得るための動作解析手法に
ついて実習形ᘧで学習する。運動学、運動ຊ学的知識を応用して、身体運動がどのような࣓
ニズムでᡂり立っているのかを⪃ᐹする。さらに、機器を用いた身体評価､障害評価の実際࢝
について教授する。

3年前期

ルリーズニング論࢝リニࢡ

ルリーズニングとは臨床的な᥎論や問題解Ỵの㐣⛬をさし、対㇟者に関する┤᥋的࢝リニࢡ
および間᥋的報、理学療法士の知識､経験､技術を駆使して、対㇟者の問題Ⅼを論理的に᥎
理しながら評価､治療を㐍める方法である。本科目では症例を通して理学療法の基本的な᥎論
㐣⛬を学習し、基本的なࢡリニ࢝ルリーズニングを実施できることを目標とする。

3年後期

運動療法学概論

本講義では、運動療法学の基礎理論と技術に関して学ぶ。各種の疾患・障害に対して適ษな
運動療法ができるよう、運動療法のṔྐ、定義、目的、対㇟、禁ᚷなど運動療法の基本概念
を理解する。さらに解๗学、生理学、運動学などの科目と関連づけながら運動療法の基礎理
論について理解する。また運動療法で使用する機器等についての理解も῝める。

1年後期

運動療法学基礎演習

運動療法学基礎演習では、身体᥋ゐの基本とὀ意Ⅼについて学ぶ。さらに運動療法学概論で
得た知識をᅵྎとして、Ᏻᴦ肢位、動作介ຓ､㌴いす介ຓといった初Ṍの技術から、関節可動
域⦎習、各種の筋ຊ増ᙉ⦎習法について演習形ᘧで学ぶ。本講義を通して、身体に᥋ゐする
際のᚰ構え、┦応しい態度を身につける。また、患者はもࢁࡕんのこと学生自身のᏳ全☜ಖ
の基本を学ぶ。

2年前期

運動器⣔理学療法学

変形性関節症、骨ᢡ、関節リウマチ、⭝、㠌ᖏ損傷等、について、疾患構㐀の理解と運動療
法の理論を学習する。各疾患における、ಖ存的治療、ほ⾑的治療、手術方法の㐪いなど、整
形外科的治療法の┦㐪における運動療法プログラムのᘓて方についても解説する。また、実
際の治療技術論については、㏆年における運動療法のトピッࢡスも加し、筋ຊ増ᙉや基本
動作などの基本的概␎もྵめ、ᖜ広い運動療法技術の修得をᅗる。

3年前期

運動器⣔理学療法学演習

本講義では、変形性関節症、㠌ᖏ損傷、༙月ᯈ損傷、肩関節࿘ᅖ⅖、⭝ᯈ損傷や人工関節ᤄ
入術後、㙾ど下手術後あるいは⬨᳝疾患、㹁㹐㹎㹑などといった௦⾲的な疾患を取りୖࡆ、
評価法、治療法など具体的な理学療法の㐍め方とゴールセッテングについて演習形ᘧで学
ぶ。

3年後期

神経⣔理学療法学

⬻⾑管障害による୰ᯡ神経性の∦㯞⑷やᑠ⬻性運動失ㄪ症､༠ㄪ運動障害などに関して、それ
らの評価法と運動療法の⪃え方を学習する。具体的には⬻⾑管障害患者、パー࢟ンࢯン病患
者、⬨㧊ᑠ⬻変性症患者、筋ⴎ⦰性ഃ⣴◳化症、多Ⓨ性◳化症患者等に対する評価・予後予
 ・理学療法の実際について講義する。

3年前期

神経⣔理学療法学演習

⬻⾑管障害による୰ᯡ神経性の∦㯞⑷やᑠ⬻性運動失ㄪ症､༠ㄪ運動障害に関する評価及び治
療技術を学習する。具体的には、&7､05,の見方、神経⣔障害の予後予 、⬻⾑管障害に対す
る評価の流れ、⬻基ᗏ᰾の機能とその障害、ᑠ⬻の機能とその障害、パー࢟ンࢯン病に対
する理学療法、運動失ㄪに対する理学療法、その他の神経疾患の理学療法について講義す
る。

3年後期

Ⓨ㐩⣔理学療法学

運動Ⓨ㐩障害を࿊するᑠ児疾患の୰の୰ᯡ神経疾患である⬻性㯞⑷の障害とその特徴につい
て理解するとともに、その障害のᤊえ方と評価､運動療法についての知識を習得する。また、
⬻性㯞⑷の␗常運動Ⓨ㐩を理解するために必要なጼໃ反ᑕとṇ常運動Ⓨ㐩についての知識を
習得する。さらに、⬻性㯞⑷以外の運動Ⓨ㐩障害を࿊するᑠ児疾患についても学習する。

3年前期

⪁年期理学療法学

⪁化にకってみられる身体的変化や⢭神的変化についての理解を῝め、⪁年期に㢖Ⓨする特
有な疾病や障害（パー࢟ンࢯン病、骨ᢡなど）に対する理学療法の介入方法について学習す
る。本講義を通じて高齢者に対する理学療法の役割を⪁年学的どⅬからᤊえられるよう理解
を῝める。包括的高齢者運動トࣞーニングを理解する。

3年前期
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྾・ᚠ環⣔理学療法学

内部障害患者に対する理学療法の臨床的意義と方法を理解する。྾ᚠ環機能の評価、問題
Ⅼᢳฟ、治療到㐩目標設定、運動ฎ方、理学療法プログラム作ᡂ、リスࢡ管理などについて
概説する。具体的には、྾不全の病態、྾理学療法評価法、྾理学療法の基本手技、
ᚠ環器⣔の構㐀と機能、ᚰ⮚リハビリテーションのための患者評価、ᚰ筋᱾ሰ・ᘚ⭷症・ᚰ
不全・⾑管疾患・ᮎᲈ動⬦疾患等の運動療法について学習する。

3年前期

྾・ᚠ環⣔理学療法学演習

内部障害の病態ീ、急性期ならびにᅇ期の理学療法評価・介入の流れを具体的に教授す
る。྾介ຓや㠀く的㝧ᅽẼの体験、Ẽ࢞ス分析置を用いての運動㈇Ⲵヨ験、Ẽ管
྾ᘬの基礎と適応について体験またはࢹモンストࣞーションを通して学習する。ᚠ環⣔で
は、標‽12ㄏ導ᚰ㟁ᅗならびにᚰ㟁ᅗモニター実習、ᚰ⫵運動㈇Ⲵヨ験の実施方法とほᐹ
Ⅼ、運動ฎ方とモニタリングの要Ⅼについて演習形ᘧで学習する。

3年後期

௦ㅰ⣔理学療法学

⢾質、タンパࢡ質、⬡質などの௦ㅰ␗常によって生じる多様な疾患について理解するととも
に理学療法介入の意義と方法を学ぶ。⢾尿病の評価と運動療法、患者教⫱および⭈機能障害
に対する運動療法について学習する。がんの理学療法では、⦆医療における理学療法士の
役割と病期ู理学療法について、がんのリハビリテーションに関する医療ಖ㝤制度の組み
を理解する。

3年前期

物理療法学

理学療法の௦⾲的な治療手ẁである物理療法について学習する。特に各種物理的エࢿルࢠー
が身体にもたらす生理的作用、各種物理療法機器のエࢿルࢠーⓎ生ཎ理、 ⇕療法・㟁☢Ἴ
療法・㉸㡢Ἴ療法・ᐮ෭療法・ග⥺療法・㟁Ẽ่⃭療法・≌ᘬ療法ならびにỈ治療法の適応
と禁ᚷについて教授する。

2年後期

物理療法学演習

臨床現場で用いることが多い各種物理療法機器について、その᧯作方法と効果を演習形ᘧで
学習する。具体的には࣍ットパッࢡ、パラフン、極㉸▷Ἴ置、アイスパッ16)7、ࢡ、ᖸ
΅ἼⓎ生置、,9(6、10(6の各物理療法を、学生同士を対㇟として実施し、ᐈほ的な指標に
基づいて効果᳨ドを行う。

3年前期

日常生活活動学

日常生活で基本として行われる⛣動、更衣、㣗事、ἥなどの௦⾲的な動作（日常生活活
動㸸$'/)を取りୖࡆ、それらの動作の分析､評価方法と障害を有する患者のトランスフーや
Ṍ行⿵ຓ器の使用など生活自立を目指した指導方法について教授する。また、生活の質につ
いての基本的な⪃え方についても学ぶ。

2年後期

日常生活活動学演習

起ᒃ動作や⛣・⛣動動作などを実際に行うことによって、動作障害に対する$'/�動作指導
や介ຓ法指導の要Ⅼについて学習する。日常生活活動学で学んだ生活基本動作の分析､評価お
よび指導方法について演習を通して学ぶ。本講義を通じて、介ຓ者､⿕介ຓ者､様々な生活環
境を᥎ でき、適ษな動作を㑅ᢥ､指導できるように学ぶ。

3年前期

義肢具学Ⅰ

四肢ษ᩿のリハビリテーションに必要な知識と技術を学習する。ษ᩿ཎᅉ、ษ᩿手技を理解
し、急性期からの理学療法、義肢╔カ⦎について学び、義手､義足の種㢮､ࢯケットの特徴､
ケットの適応ุ定､さらにษ᩿➃の評価から᩿➃カ⦎、アライ࣓ントㄪ整、Ṍ行カ⦎､応用ࢯ
動作カ⦎等については実習を取り入れながら学習する。また義肢ฎ方から義肢ᡂまでの㐣
⛬、義肢⤥制度について理解し、ษ᩿者の社会ᖐまでにおける理学療法士の役割と位置
づけについて教授する。

2年後期

義肢具学Ⅱ

下肢、体ᖿ、ୖ肢の具の目的、適応疾患ならびに身体症状と具との関連を臨床的に学
び、実際の理学療法における具療法の位置づけと適合ุ定について必要な知識と技術を修
得する。具療法の௦⾲的な疾患を୰ᚰに運動療法との関連をྵめて、一部演習形ᘧで具
について学習する。さらに、適応やチ࢙ッࢡアウトの義肢具士との連携について理解を
῝める。

3年前期

理学療法対㇟者行動論
理学療法士としての臨床経験を活かし、理学療法を実施する際の患者教⫱､患者指導をするୖ
で重要となる応用行動分析学の理論と技法を教授する。

3年前期

高次⬻障害学

失ㄒ・失行・失認をྵࡴ高次⬻機能障害のⓎ生機序、神経ᚰ理学的᳨ᰝ法、治療法などにつ
いて学習する。⬻༞୰や⬻外傷などに起ᅉする高次⬻機能障害の症ೃを理解し、神経ᚰ理学
᳨ᰝを用いた評価と障害ീに応じたリハビリテーションの実践㐣⛬を習得する。また、認知
症を有する対㇟者への理学療法士としての関わり方について学習する。

3年前期

理学療法特論Ⅰ

臨床実習の意義や一連の流れについて学び、これまで学んできたことの統合をᅗる。３年次
までのᗙ学､演習科目を統合し、評価学実習に結びつける。評価学実習を行うにあたり、ᚰ
得、᥋㐝、医療現場でのマࢼー、事ᨾ予防等についてロールプࣞイを行って修得する。さら
に、３年次までに学んだ各演習科目を統合し、実技の習を行う。

3年後期

理学療法特論Ⅱ

これまで学んできた基礎医学分野の知識を、理学療法士国ᐙヨ験のฟ題ഴྥにἢって整理す
る。基礎医学分野の୰でも解๗学・生理学・運動学を୰ᚰに知識の整理を行い、理学療法士
国ᐙヨ験合格に必要な知識としての統合をᅗる。この基礎医学分野の知識の整理と統合は、
臨床医学分野や理学療法専門分野の理解に῝く関連しており、今後の国ᐙヨ験ཷ験にྥけた
学修のための基礎ᅛめをᅗる。

4年後期

専
門
共
通

ྖ法⢭神科作業療法

ゐ法障害者の特性を理解し、対㇟者へのྖ法特有の高度なアプローチ技術を習得・実践して
いくなど、新たな分野としてྖ法㡿域での作業療法の基礎を学ぶ。具体的には、ྖ法特有の
アプローチや、対㇟者が社会にฟたときの地域生活を定した生活技能の⋓得や日常生活活
動のࢨࢹイン、地域生活をに行うための社会資※などの活用、経῭的基┙の☜ಖもど野
に入れた職業前カ⦎などの展開など、多㠃的に学ぶ。これらの学習を通して、対㇟者の社会
ᖐの支援や≢防Ṇにྥけた取り組みにᐤできる知識・技能の基礎を修得する。

3年後期

理
学
療
法
治
療
学専

門
科
目
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生活支援機器論

リハビリテーション分野における生活支援機器について、現状で広く活用されている機器の
概要を紹介する。医療・福祉・在宅での自立生活や社会参加を可能にする支援技術の具体的
な導入、評価、適応事例についても紹介する。また、コミュニケーション支援、認知機能障
害を有する児・者のスケジュール管理支援など、生活支援技術の積極的な活用・応用をする
ための支援技術論を学ぶ。

3年前期

地域高齢者支援論

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、住まい・医療・介護・生活支援の一
体的な提供を実現すべく包括的な地域ケアの展開がすすめられている。認知症高齢者への支
援システムの構築が重要な課題のひとつである。この授業では、高齢者への包括的地域ケア
において作業療法がどのように活かせるか、実践経験を交えて現状とこれからの課題につい
て学ぶ。

3年前期

徒手療法
筋、関節、軟部組織に対する整形外科徒手療法の理論を理解し、基本的な評価法と治療手技
を学習する。四肢の関節モビライゼーション、軟部組織に対する徒手療法の理論と技術を教
授し、筋・骨格疾患患者の評価・治療法について説明する。

3年後期

ウーマンズヘルスケア

思春期以降の女性のライフスタイル、身体の変化によって起こりうる機能不全（月経不全、
リンパ浮腫、尿失禁、便秘等）について理解する。さらに女性特有の日常生活活動障害（更
衣・整容等）への理学療法アプローチ、女性に多い整形外科疾患（変形性関節症、関節リウ
マチ、スポーツ障害等）の理学療法アプローチについて一部演習を交えて学習する

3年後期

スポーツ理学療法学

各スポーツ特有の動作についての特徴と分析のポイントを理解する。各種スポーツ損傷（急
性・慢性）の機序と病態を理解し、予防法・治療法・理学療法について学ぶ。具体的には、
膝関節スポーツ障害、足関節スポーツ障害、投球障害(肩・肘）、テニス肘、腰痛等について
講義する。さらに基礎的なテーピング技術について、演習を交えて講義する。

3年後期

地域理学療法学

理学療法士としての実見経験を活かし、地域リハビリテーションにおける理学療法の活動内
容を学び、他職種の役割、理学療法の役割を理解する。また、地域で生活するために必要な
法制度を学ぶ。生活環境の評価方法と改善のための目標のたて方、改善計画などについて学
ぶ。

2年前期

地域理学療法学演習

理学療法士としての実見経験を活かし、高齢化社会の到来により、地域社会では理学療法士
の重要性が増している。この授業では、実例（地域における要介護者の実態、地域で働いて
いる理学療法士の紹介など）を通して地域社会で求められているニーズを把握していく。地
域でも働ける理学療法士になるために、学んだ知識を統合して地域における役割・地域にお
いて必要となる知識・技術を整理して学んでいくことを目的とする。さらに、国際福祉機器
展の見学を通して、最新の福祉機器等の知識を修得する。

2年後期

バリアフリー

まず高齢者や障害者の生活環境に存在する様々な物理的環境バリアについて理解する。この
ような物理的環境の制約・障害を改善するために有効な福祉機器､住環境整備､地域の環境整
備とそのための法制度や行政・企業との連携の実際について、一部演習を交えて学ぶ。また
最新の福祉機器等の知識についても修得する。

3年前期

リハビリテーション工学

リハビリテーションにおける工学の役割について理解する。特に運動機能障害に対するリハ
ビリテーション支援ロボットについてロボット研究の現状を学ぶ。また理学療法(士)の知識
が活かされたロボット研究の実例、神奈川県の「さがみロボット産業特区」における生活支
援ロボットの実用化・普及を目指した産学連携の事例を通じて、この分野における理学療法
士の役割と活躍の可能性について学ぶ。

3年後期

見学実習（理学療法）

学内で学んだ理学療法の基礎知識を基に、病院､施設での見学実習を通じてリハビリテーショ
ン・理学療法の位置づけや各医療スタッフの業務内容､連携、また理学療法士の具体的な業務
を学習し、今後の授業に活用できるようにする。本実習を通じて、４年間の学習への動機づ
けとする。実習終了後には、学内にて反省会と報告会を実施する。

1年前期

評価学実習

各施設における実習指導者の指導､監督の下、実際の症例に対して理学療法評価を行い、その
結果の解釈､統合、さらに治療計画の立案までを体験するものとなる。学内においては、実習
前にオリエーテーション、実習終了後に学内にて反省会と報告会を実施する。
実習は同一の臨床実習施設において、４週間行われる。

3年後期

地域リハビリテーション実習（理
学療法）

通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの現場を見学を主体として、地域在住の
高齢者・障害者の生活支援や環境支援のあり方と制度的課題、地域リハビリテーションにお
ける理学療法・理学療法士の役割を学ぶ。

3年後期

総合臨床実習Ⅰ（理学療法）

３年次までの学内および学外学習を通じて得た知識､技術を駆使して、臨床実習指導者のもと
で患者を担当し、評価、ゴール設定、プログラム立案、治療の実践までのプロセスを体験す
る。実習は７週間行い、本実習を通して理学療法士に求められる基礎的な知識、技術を習得
する。また、実習終了後には、学内にて反省会と症例報告会を実施する。

4年前期

総合臨床実習Ⅱ（理学療法）

３年次までの学内および学外学習を通じて得た知識､技術を駆使して、臨床実習指導者のもと
で患者を担当し、評価、ゴール設定、プログラム立案、治療の実践までのプロセスを体験す
る。実習は７週間行い、本実習を通して理学療法士に求められる基礎的な知識、技術を習得
する。また、実習終了後には、学内にて反省会と症例報告会を実施する。

4年前期

2年前期

本講義は「初級障がい者スポーツ指導員」資格取得のための必須授業として実施する。講義
内容は障がい者がスポーツを行うことの意義や理念、指導者の資質および現在の我が国にお
ける障がい者スポーツへの取り組みや施策等について講義する。また障がい者のある人との
交流として、外部での実習を行う。

障がい者スポーツ概論

自
由
科
目

専
門
共
通

専
門
科
目
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社会福祉論

現௦社会における社会問題や生活課題を取り上ࡆ、福祉制度の意義や理念、福祉ᨻ策との関
ಀ、福祉ࢽーࢬと社会資※、社会福祉専門機関や専門職の役割を学ぶ。また様ࠎな福祉領域
の制度ᨻ策、実践方法にはどのようなものがあるのかなどについてᇶ本的な学びを深める。
さらにこれからの福祉のあり方についても考ᐹすることで、保健医療福祉ศ㔝での自身の専
門職としての役割や専門性についても考ᐹする。

2年後期

障害者スポーツ

この授業は、ᗙ学（�㐌間）実技（�㐌間）からᵓ成される。ᗙ学では、「しࡻうがい」の⾲
記に関しての考え方、障がいの臨床像やࣃラリンࢡࢵࣆ、国内で行われている障がい者ス
ポーツの➇技を視ぬᩍᮦなどを用しㄝ᫂すると共に、障がいの᭷↓に関わらず、すての
人がスポーツ参⏬に⧅がる考え方やᕤኵについてもㄝ᫂をする。
実技では、ᗙ学で学習した内容をᇶにいࡃつかの障がい者スポーツを体験する。

1年通期

リエーションスポーツࢡࣞ
年௦、体力、障害等を考慮した身体㐠ືの必要性及び指導上のὀ意事㡯に関するᇶ♏的知識
を理解する。高齢者を対象とした42/を高めるための測定、体᧯、各種ࣗࢽースポーツのᇶ♏
的能力を身につける。

1年通期

情報リテラシー

学習においてࢥンࣗࣆーࢱを᭷効に活用するための能力（ࢥンࣗࣆーࢱリテラシー）を身に
つける。現௦社会における情報ࣔラࣝと情報ࣗ࢟ࢭリテを理解し、,&7（,QIRUPDWLRQ�DQG
&RPPXQLFDWLRQ�7HFKQRORJ\）を用して、情報を収集・活用していࡃための方法と技術を修
得する事を目的とする。

1年前期

◊✲法入門

科学技術の発展にకい◊✲ᡭ法や治療法は多様しています。ᑗ᮶、臨床現場、◊✲機関で
働き、よりⰋい医療を患者さࢇにᒆけるためには◊✲に関する視点、知識を養う必要があり
ます。◊✲立案（ࢡリࢡࣝ࢝ࢽエスチョン、論ᩥ検⣴、◊✲ࢨࢹイン、理指㔪・法ᚊ、統
ィ、◊✲ィ⏬᭩）、◊✲㈝⋓得から成果බ⾲（学会発⾲、論ᩥ、特チ）に⮳るまでの過程に
必要なᇶ♏知識を講義、演習を通じて学びます。また、ᮘ上論ࡔけでなࡃ、ᢸ当ᩍ員の経験
にᇶ࡙いた実㝿の事例とともに授業を行います。

1年後期

බ⾗⾨生学

බ⾗⾨生の概念及び歴史を踏まえて、健康の指標、人ཱྀ問題とබ⾗⾨生、⾨生統ィ、学、
医療・保健・福祉における⾨生行ᨻ、ປ働⾨生および環境⾨生・බ害及びබ⾗⾨生の国㝿協
力等について学習する。また、疾病ண㜵と健康⟶理、地域保健と⾨生行ᨻ、学ᰯ保健、⏘業
保健および健康成立の要因と保健活ື、人間を取りᕳࡃ環境とබ⾗⾨生活ືの意義と役割と
組⧊的なබ⾗⾨生活ືについて学習する。

2年前期

保健行ᨻ論

保健医療福祉行ᨻのᇶ♏知識、地域における健康問題とࡑの解Ỵに必要な社会資※と保健医
療福祉ࢧービスおよびࡑの評価・ㄪ整するᇶ♏的な方法について学習する。特に保健医療福
祉行ᨻの᰿ᣐ、保健医療福祉行ᨻの目指すもの、プライマリࣝ࣊スケア、ࣝ࣊スプロࣔー
ションを中ᚰに、保健医療福祉における課題とᨻ策の発展について学習する。

2年前期

法学（含᪥本国᠇法）

我が国の法の᰾である᪥本国᠇法を中ᚰに我が国の法体⣔体と法の組みとはたらきを学
習する。また、学生がᩍ養としてᣢつきᇶ本的な法に関する知識について学習する。ࡑ
の㝿必要に応じて、現実に㉳こった問題に対して自ら考ᐹできるように、Ẹ法、ฮ法などの
重要な法ᚊの概要および判員制度などを含めて学習する。

1年前期

生≀学

　生≀学は、近௦科学の方法論とᡭ法により生≀ࡑのものにとどまらず、生≀が♧す様ࠎな
生現象を᫂らかにすることを目指す学問である。現௦の医学・⸆学ศ㔝の発展は、生現
象のศ子ࣞࣝ࣋での理解と㑇ఏ子ᕤ学や⣽⬊ᕤ学などのࣂイオテࣀࢡロジーの発展によると
こࢁがきい。ᚑって、医学・⸆学を理解する上で、生≀学の知識は必須のものである。本
講義では、生≀学（生科学）のᇶ♏知識を概ㄝし、ࣂイオテࣀࢡロジーのཎ理を理解し、
。れらがどのように医療ศ㔝に応用されているかについて学修するࡑ

1年前期

≀理学
力学、㟁☢Ẽ学、Ἴືのศ㔝について、自↛や身のᅇりの事象を理解するための≀理学のᇶ
本事㡯を学ぶ。

1年前期

生学
人体の生現象を学的方法で解᫂するために、生体をᵓ成する⢾質、⬡質、ࢱンࢡࣃ質等
の≀質を理解すると共に、ࡑれらの生体内の≀質௦ㅰとエネࣝࢠー⋓得、および㑇ఏ情報と
。の発現について学習するࡑ

1年後期

環境論
環境保は㸰１ୡ⣖に生きる人㢮にとって、ࡑのᏑஸをかけた᭱の問題である。環境問題
とはఱか。環境保の歴史、環境問題が地⌫体にかかわる問題であることを学習し、ࡑの
問題にどう対ฎするかを現௦人として論考できる能力を養う。

1年前期

ᨺᑕ⥺概論
臨床現場で必要とされるᨺᑕ⥺の知識およびᨺᑕ⥺治療総論、ᨺᑕ⥺による障害と㜵ㆤやᨺ
ᑕ⥺の身体へのᙳ㡪について学習する。さらにᨺᑕ⥺⏬像のᇶ♏を学習する。また、発がࢇ
へのᚰ理的・社会的問題についても学ぶ。

1年後期

人
間
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人
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ဴ学

ᩥ᫂の発⚈から現௦に⮳るまでのᮾすを問わずඛ人のဴ学ᛮを通して、人間とはఱか、生
きるとはఱかについてᛮ⣴する。「ဴ学を学ぶことの意義、科学と᐀ᩍとဴ学、⚾であると
いうこと、≀質と生の神⛎、身体と精神、自由、および⨾しࡃၿࡃ生きること」等の学習
内容を通して、「生きること」や「Ꮡ在の意」について、体的に深ࡃᛮ⣴する姿ໃとᘓ
設的ᢈ判力を身につけ、自ᕫの人間ほやୡ⏺ほを㔊成できることを目的とし、ᖜᗈࡃ人間を
理解する能力を養う。

1年後期

理学

理学は⚾たࡕ人間の「よい（ၿⰋな）生き方」および「ᖾࡏな生き方」について考える学
問である。しかも自ศࡔけの「ၿⰋ（ᖾ福）な生き方」ではなࡃ、「」というㄒが意す
る「⛛ᗎある人間関ಀ」、すなわࡕ社会体がΰࡏず、より「よࡃ（ᖾ福に）なる」ため
に各人はおいにどう行ືすれࡤよいのかについて考える学問である。これらをとりわけ医
療ศ㔝における問題を例にしながら、医療におけるၿᝏの判᩿のᇶ準や᰿ᣐについて学習す
る。

1年前期

社会学

社会的行Ⅽ、社会的集ᅋ、地と役割、ᩥなどの社会学のᇶ本概念を理解するとともに身
近な社会現象であるᐙ᪘や職場、地域社会、健康問題、福祉、理問題など、現実の社会や
社会問題がどのように捉えられ、理解されているかを学習する。さらに社会的・ᩥ的な性
ᕪである「ジ࢙ンࢲー」が⚾たࡕの社会・ᩥの中でどのように現れているか学ぶ。

1年後期

ᚰ理学

ᚰ理学は、人間の行ືの法๎性に関する科学である。本ᩍ科では、知ぬ、ḧ求、ᛮ考、学
習、人格、࢘࢝ンࢭリングなどのᚰ理学のᇶ♏から、発達のᚰ理・医療とᚰ理学について学
習する。さらに、㘒ぬ、記᠈、学習、集ᅋᚰ理、性格検査、知能検査等についても学習す
る。

1年前期

発達ᚰ理学

人間の一生ᾭという行程を発達のプロࢭス、すなわࡕ人は発達し⥆けるᏑ在としてとら
え、人間への深い理解とឡ情を⫱むことができるように、ᚰ身の発達および人格の成⇍、発
達課題とㅖ問題について学習する。具体的には、社会的Ꮡ在としての人びとの生ᾭ的な発達
過程をとしてライフࢥース論の視点から整理し、社会の変ືと人びとの人生ࢥースとの関
連について学習する。

1年後期

ア学ランテ࣎

ᑡ子高齢や地方自治の深にకい、ᕷẸの自発的な活ື（࣎ランࢱリー活ື）に対する期
ᚅや関ᚰが高まっている。ࡑの領域は、ᚑ᮶の福祉や国㝿協力ࡔけでなࡃ環境や⅏害ᩆ援、
まࡃ࡙ࡕりなど多ᒱにΏっており、非Ⴀではあっても↓ൾではない事業ᆺ㹌㹎㹍や࣑ࣗࢥ
アの変や意義を、時ランテ࣎のようなࡑ、ビジネスもቑえている。本講義では・テࢽ
௦背景からㄞみとき、ཷ講者自らも行ືできるような⣲養・知識の修得を≺いとする。

1年後期

生理学

現௦医療は生理のᅵྎの上に成り立っている。この講義では、生理学の成立の歴史
を含め、医療人として必要な生理学のᇶ♏的知識や理⥘領について学習する。また、
医療技術の㐍歩にకい生じる生理上の重要ないࡃつかの問題を取り上ࡆることにより、
き役割を学れらについて医療職が果たすࡑ、の本質や᭱近のື向を理解するとともにࡑ
ぶ。

1年後期

解๗学Ⅰ（㦵・➽）

本講義では、まず解๗学を学ぶ上でのᚰᵓえについて概ㄝする。学生は医療人として必須な
㐠ື器⣔におけるཷື㐠ື器、ࡕに対する⏽ᩗの念を身につける。解๗学のうࡔトのからࣄ
である㦵格について⣔統的ླྀ㏙を行う。身の㦵格について㦵をどのようにほᐹするか、ま
た体の中でどࢇな⨨を༨めているか、ࡑのᙧ・外ほ・きさ等のᙧ態的な特ᚩと㦵の連
結をㄝ᫂できるように学ぶ。また、関⠇のᵓ成体である㠌ᖏ・⭝・➽のᇶ本的ᵓ㐀（ᙧ態）
および部ࡈとの特ᚩについて学ぶ。

1年前期

解๗学Ⅱ（神経）

本講義では中ᯡ神経⣔の生成・�発達・ᵓ㐀・組み・働き等について学ぶ。神経組⧊学、神
経⣔の発生、⬨㧊、⬻ᖿ、小⬻、⬻ᇶᗏ᰾、間⬻、⬻⓶質、⬻ᐊ⣔、⬻と⬨㧊の⾑⟶に
ついてࡑの概要を講義する。さらにまとめとしてឤぬ⣔の神経ᅇ㊰、㐠ື⣔の神経ᅇ㊰につ
いて講義する。解๗学Ⅰの内容とేࡏて、ࣄトの㐠ືの機ᗎについて学ぶ。

1年前期

解๗学Ⅲ（内⮚器）

本講義では、内⮚器のᵓ㐀と㓄⨨を理解する。また自ᚊ神経⣔との関連を理解する。解๗学
Ⅱの内容とేࡏて、身体の各器ᐁをㄪ⠇する神経⣔とᙳ㡪するᚠ環器⣔を中ᚰに、内⮚⣔
⯡のᇶ本的な成り立ࡕとᵓ㐀について学習する。学習する内容は、ᚠ環器⣔、྾器⣔、ᾘ
器⣔、Ἢᒀ器⣔、生Ṫ器⣔、内ศἪ⣔である。内⮚⣔は解๗学のみならず臨床医学とのか
かわりも深い。したがって、本講義では医療人を目指す上で実施されるさまࡊまな学習のᇶ
┙として必要ྍḞな人体解๗学の知識を修得する。

1年後期

解๗学実習

解๗学Ⅰ㹼Ⅲで学ࡔࢇ知識を実㝿の標本で☜認していࡃ。標本としては㦵標本、⮚器標本、
ᅄ⫥標本、⬻神経標本などを活用し、ࡑの精ᕦなᙧ態と多様性についてᩍ授する。さらに㢧
ᚤ㙾標本のほᐹを通して、人体ㅖ器ᐁのᚤ⣽ᵓ㐀とࡑのᇶ本的な機能を考ᐹする。解๗学Ⅰ
㹼Ⅲで学習した⣔統解๗学的な知識を深め、人体ᵓ㐀を総合的に理解・習得する。解๗標本
を自らᡭにとってほᐹすることによって、人体各器ᐁの⨨関ಀやᵓ㐀を立体的に学習し、
。れらをᒁ所解๗学的にㄝ᫂できるようになるࡑ

2年通期
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生理学Ⅰ
⣽⬊、組⧊、器ᐁ、ಶ体ࣞࣝ࣋におけるᅛ᭷機能、ᅛ᭷機能が統合されたシステムとࡑのㄪ
⠇機ᵓ、ࡑれらの相作用により生体の内部環境が一定の⠊ᅖ内（ṇ常）に⥔ᣢされるため
にどの様な制ᚚ機ᵓが働いているかを理解する。

1年前期

生理学Ⅱ
生理学Ⅰの内容とేࡏて、生体の器ᐁ⣔がᅛ᭷の機能を᭷することを学ぶと共に、ࡑれらの
間のㄪ⠇統合機ᵓを学び、生現象に関わる専門ᩍ⫱に必要なᇶ♏知識㺂学力を向上さࡏる。

1年後期

生理学演習

生理学,・,,で学ࡔࢇ内容を実験を行うことで☜認し、ࡑの知識を深める。生現象のメࢽ࢝
ムについて実㝿にほᐹする機会であり、実習をすることによって科学的な考え方を身につࢬ
ける。実習内容は、ぬ、ゐぬ、⫈ぬ等のឤぬ機能測定、⾑⢾್、ங㓟್の生学的検査、
ᾘᾮの作用を理解する実験等である。

2年前期

㐠ື学Ⅰ

人間の㐠ືを力学的、解๗・生理学的㠃から総合的に理解するために、㐠ື学の歴史、力学
的ᇶ♏、人間の身体ᵓ㐀や生理機能について理解する。身体㐠ືに関わる生体のᵓ㐀や機能
を力学的視点で捉え、重力や㈇Ⲵに対して各関⠇のືきを、関する➽がどのように働いて
実現するかを理解し、᪥常生活でのᇶ本的姿ໃやື作について考ᐹできるようにする。

2年前期

㐠ື学Ⅱ

྾・ᚠ環、エネࣝࢠー௦ㅰ、㐠ືฎ方などの㐠ື生理学や、神経⣔による㐠ື学習・㐠ື
制ᚚ機ᵓについて学習する。また、ࡦとの᪥常生活に深ࡃ関わる上⫥・ᡭの㐠ື学について
学習する。さらに、ᐷ㏉り・㉳き上がり・立ࡕ上がりなどのᇶ本ື作を含め、ࡦとの㐠ືを
発達的ഃ㠃からも捉えることを目指す。

2年後期

㐠ື学演習（応用）
➽㦵格⣔（ᅄ⫥・体ᖿ）と中ᯡ神経⣔（⬻・⬨㧊）の㐠ື学を統合し、ᇶ本ື作および᪥常
生活活ືにおける身体㐠ືメࢬࢽ࢝ムと㐠ື制ᚚ機ᵓを学習する。また、⬻༞中や⬨㧊ᦆയ
患者を定して演習を行い、臨床㐠ື学の視点をᇵう。

3年前期

人間発達学

人間発達学は、人間の発達を身体・精神の୧㠃から学ぶ科目である。本講義では要な発達
の法๎と理論を⤂介し、᪂生児から成人にいたるライフステージࡈとの精神的発達と身体㐠
ື機能の発達について概ㄝする。一連の講義を通じて、⫾生期から老年期までの発達につい
て、身体発⫱、㐠ື発達、認知発達、ゝㄒ発達、情⥴・社会性の発達などの各発達領域にお
ける発達過程と、ࡑれࡒれの発達時期における発達課題等を学習する。

1年後期

リハビリテーションᰤ養学

ᰤ養⣲の働き、ᰤ養⣲と㣗ရとの関ಀ、㣗事ᦤ取ᇶ準と㣗生活、㣗生活と生活習័病の
関ಀについて学び、ᰤ養㠃からみた健康⥔ᣢおよび健康ቑ㐍、疾病ண㜵についてのᇶ♏を学
習する。また、障害（児）者や高齢者、ⱝ年ዪ性のపᰤ養、フࣞイࣝ、ࢽ࣌ࢥࣝࢧアのண
㜵・ᨵၿのための評価、ᰤ養学的介入について学習する。

2年前期

臨床⸆理学
医⸆ရのᇶ本的な情報をṇ☜に理解するためのᇶ♏知識として、⸆≀の生体内での྾収・ศ
ᕸ・௦ㅰ・ἥの流れ、⸆≀の生体内での作用と副作用、⸆≀間の相作用、⸆≀と㣗≀
の相作用について学ぶ。また、⸆≀用時のリスࢡマネジメントについて学ぶ。

2年後期

臨床ᚰ理学

臨床ᚰ理学は、ಶ人の行ື障害や適応ᅔ㞴をᚰ理学的知識と技法にᇶ࡙いて測定･ศᯒし、解
Ỵすることを目的とする応用ᚰ理学の一ศ㔝である。本講義では障害理解のᇶ♏として要
な人格理論をᩍ授する。また人ࠎの精神的�健康のᅇ・保ᣢ・ቑ㐍について講義する。学生
は精神疾患やᚰ身症、�精神ᚰ理的問題・適応行ືなどの病態、ཎ因、診᩿法について理解
する。さらにこれらの患者障害理解のᡭẁとしてのᚰ理検査やᚰ理療法などの援ຓ技法につ
いてᩍ授する。

2年前期

病理学

病理学とは病Ẽのཎ因、発生機ᗎの解᫂や病Ẽの診᩿を☜定するのを目的とする、医学の一
ศ㔝である。本講義では疾病において出現するᙧ態と機能および௦ㅰの異常についてᩍ授す
る。具体的には、㏥行性病変、ᚠ環障害、⅖症、⭘⒆、ឤᰁ症、ወᙧといったᇶ本病変の定
義や病態についてᩍ授する。本講義を通じて、疾患のཎ因（病因）や機ᗎ（病態）を理解
し、ࡑれらのᙧ態学的変（病理ᙧ態像）を知ることで、リハビリテーション医学のᇶ♏を
身につける。

2年前期

内科学Ⅰ
内科学では、身の疾患の概念、病態の成立機ᗎについて学ぶ。内科,では要ೃ・症ೃ、
病態、྾器疾患、アࣞࣝࢠー、ឤᰁ症、ᚠ環器疾患などの概念について学習する。

2年前期

内科学Ⅱ
内科学では、身の疾患の概念、病態の成立機ᗎについて学ぶ。内科学Ⅱでは、⾑ᾮ疾患、
ᝏ性⭘⒆、⭺ཎ病、ᾘ器疾患、௦ㅰ・内ศἪ疾患、⢾ᒀ病、などについて学ぶ。

2年後期

整ᙧ外科学Ⅰ

整ᙧ外科学における㐠ື器のᙧ態㺂機能㺂病態生理と評価㺂検査㺂治療方法、および総論的要
疾患等について、リハビリテーションに必要なᇶ♏的知識と概念を⋓得する。整ᙧ外科学Ⅰ
では、㦵のᵓ㐀・発生と成㛗・修と生・加齢変、問診・視診・ゐ診、ᇶ本的検査（検
体検査・⏬像検査・生体検査）、⸆≀療法、ᅛ定法、具、≌ᘬ療法、㦵のᡭ術、関⠇のᡭ
術、ษ᩿・㞳᩿、ᮎᲈ神経のᡭ術、㌾部組⧊ឤᰁ症、ᛴ性⮋性㦵㧊⅖、៏性⮋性㦵㧊⅖
等について講義する。

2年前期

整ᙧ外科学Ⅱ

整ᙧ外科学における㐠ື器のᙧ態㺂機能㺂病態生理と評価㺂検査㺂治療方法、および総論的要
疾患等について、リハビリテーションに必要なᇶ♏的知識と概念を⋓得する。整ᙧ外科Ⅱで
は、㦵ᢡの定義、ศ㢮、症状、診᩿、合ే症、治⒵、治⒵後の合ే症、と⬺⮻、⁛症
ೃ⩌、⫪関⠇部の㦵ᢡと⬺⮻、上⭎㦵㦵ᢡ、⫝関⠇部の㦵ᢡと⬺⮻、前⭎㦵㦵ᢡ、ᡭの㦵ᢡ
と⬺⮻、⬚㒌の外യ、㦵┙の㦵ᢡ、⫤関⠇部の㦵ᢡと⬺⮻、⭣㦵㦵ᖿ部㦵ᢡ、⭸関⠇の㦵
ᢡと⬺⮻、下⭣㦵㦵ᢡ、㊊関⠇部の㦵ᢡ、㊊部の㦵ᢡ等について講義する。

2年後期
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精神医学Ⅰ

精神医学の概念と関連領域（精神科医療の歴史、精神障害の定義・ศ㢮、精神機能の障害と
精神症状）、精神障害の診᩿と評価（診᩿・評価の方法、各種検査法）、統合ኻㄪ症・Ẽศ
障害・神経症性障害とストࣞス関連障害・器質性精神障害・精神作用≀質による精神および
行ືの障害・ࣃーࢼࢯリテ障害・てࢇかࢇ等の病因、病態、臨床経過、治療、㌿ᖐ等、⸆
≀療法、ᚰ理社会的療法等を学ぶ。さらに、精神医療関連の法制度（ฮ法等）や、リエࢰン
精神医学とチーム医療等もあわࡏて学ぶ。

2年前期

精神医学Ⅱ

精神医学Ⅰにᘬき⥆き、各種の精神障害を概ㄝすると共に、統合ኻㄪ症・うつ病・認知症等
の௦⾲的な精神疾患を᭷する事例を通して、多様な発病過程と臨床経過の理解をಁす。ま
た、精神障害者の地域生活の実態を知り、地域精神保健活ືのあるき姿を理解する。さら
に、精神障害者のฎ遇と医療の歴史、精神保健福祉法、障害者自立支援法に規定される保健
医療福祉、精神障害者のᑵປ支援施策等もあわࡏて学習する。

2年後期

神経内科学

神経内科学では神経症ೃおよび௦⾲的な神経・➽疾患（ࣃー࢟ンࢯン病、ࣃー࢟ンࢯン症ೃ
⩌、⬨㧊小⬻変性症、➽ⴎ⦰性ഃ⣴◳症、⬨㧊性㐍行性➽ⴎ⦰症、多発性◳症、⬨㧊✵
Ὕ症、ࢠランࣞࣂー症ೃ⩌、ṇ常ᅽỈ㢌症、➽ジストロフー、重症➽↓力症、多発➽⅖、
他）、⬻⾑⟶障害（定義とศ㢮、学、⬻⾑⟶の解๗と生理、⬻出⾑、ࡃも⭷下出⾑、⬻᱾
ሰ、一過性⬻⾑発作、他）を取り上ࡑ、ࡆれらの病態・診᩿・治療およびண後について知
識をᩍ授する。

2年後期

小児科学

小児科学ではᇶ本となる小児のṇ常発達と療⫱�・�リハビリテーションの考え方を解ㄝした
後、௦⾲的な小児疾患の病態、診᩿および治療について講義する。特に、リハビリテーショ
ン医療の対象となる疾患について重点的に㏙る。௦⾲的な疾患として、⬻性㯞⑷、ศ⬨
᳝、ᝏ性⭘⒆、㑇ఏ子病�・�⣔統疾患（㦵➃症を含む）等について、学�・�ண後、病理�・
症状、評価�・�検査（⏬像�・�生理検査等）�・�診᩿、リハビリテーション等、関連する治
療学を学ぶ。

2年前期

⬻神経外科学
⬻神経外科でᢅう疾患の概要を♧したうえで、ࡑの⏬像診᩿法、各種病態と機能、᭦には
な⬻神経外科疾患の各論をᩍ授する。

2年後期

リハビリテーション医学

リハビリテーション医学では、まずᇶ♏となる学問体⣔を概ㄝし、次に対象となる疾患や障
害に対する診᩿や治療の㐍め方を解ㄝする。医学体における障害者治療の⨨࡙けと意義
を理解さࡏる。総論として、リハビリテーション医学の定義と歴史・特ᚩ、リハビリテー
ション医学における障害の診᩿と評価、機能障害・活ື制㝈・参加制⣙の各ࠎの評価とリハ
ビリテーション、各種リハビリテーション治療、ᗫ用症ೃ⩌（学、病理・病態・症ೃ、評
価・検査、リハビリテーション、ࡑの他の治療）等を学ぶ。

1年後期

一⯡臨床医学

医療者に必要な医学的知識を深める。ここでは、臨床医学として習得すき⪥㰯ဗႃ科学、
⓶科学、Ἢᒀ器科学、፬人科学などの疾患を中ᚰに、ࡑの特ᚩと診᩿・検査（⏬像・生理
検査等）・治療について理解する。総合診療科の役割、Ἢᒀ器疾患、めまい、視力・║科診
療、⓶疾患・⓶科診療、፬人科疾患、࿘⏘期医療等について、テーマ別にオムࣂࢽス方
ᘧで学習する。

2年後期

老年医学概論

老の及ࡰす身体の変と疾患について講義し、老年病を包括的に理解し、ࡑのண㜵と治療
およびࡑの社会的な意義を知る。老年症ೃ⩌、認知症、⬻⾑⟶障害、うつ、ᚰ、ᮎᲈᚠ
環障害、老人性⫵⅖・ㄗᄟ性⫵⅖、៏性㛢ሰ性⫵疾患、ᝏ性⭘⒆、変ᙧ性関⠇症、㦵ᢡ、㦵
⢒㧼症等の学・ண後、病理・症ೃ、評価・検査・診᩿、リハビリテーションとࡑの他の治
療について学習する。さらに╧╀障害、ᦤ㣗・ᄟ下障害、ឤぬ器障害、⤊ᮎ期のケア等につ
いてあわࡏて学習する。

3年前期

ᩆᩆᛴ学概論
ᩆᩆᛴ医療の概論とᇶ本的なᩆᛴฎ⨨について講義する。また、一⯡ᕷẸも行えるᩆᛴ⸽
生法（ᩆᛴᡭ当）やᩆᛴ⸽生法௨外のᡭ当（応ᛴᡭ当）を理解㺂修得する。ᛴ変時、ᩆᛴฎ⨨
の必要な患者さࢇの対応を医療ᚑ事者として理解㺂修得する。

3年後期

リハビリテーション概論

リハビリテーションの歴史と理念および医学的リハ、社会的リハ、職業的リハ、ᩍ⫱的リハ
を᥎㐍するうえでの㹇㹁㹄の視点、多職種連携の意義とࡑの᭷り様、地域包括ケアシステム
との関連性についてᩍ授する。具体的にはࣀーマライࢮーション、障害者の自立を目指すᑵ
ປ支援や自立支援の在り方、さらに地域リハビリテーションでは㹁㹀㹐の理念を踏まえた地
域包括ケアシステムとの関連性を解ㄝし、リハビリテーションマインࢻにᇶ࡙ࡃ理学・作業
療法の展開をᩍ授する。

1年前期

医療制度と関連法規
理学療法士または作業療法士としての職㈐を㐙行するためのᇶ本的な法規の内容を理解する
ために、保健医療福祉制度（としてリハビリテーション専門職に関ಀする保健医療制度）
に関連する要な法ᚊと保㝤のᇶ本的ᯟ組みについて講義を行う。

1年後期

⤊ᮎ期医療論

にがࢇとᝏ性⭘⒆に対する⤊ᮎ期を対象とする。᪥本におけるࢱーࣝࢼ࣑ケア、⦆医療
の㐍歩と課題を学ぶ。各ಶ人によって異なる「⤊ᮎ期」を支援するために、考慮すきこと
はఱか、実践すきことはఱかを理解する。�また、医療⯡にわたる⦆医療・⦆ケアの
介入の必要性について理解し、よりよい⤊ᮎ期医療、患者及び患者ᐙ᪘の支援について考え
る。

3年前期
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作業療法ᇶ♏Ⅰ$
学で学ぶために必要なスࢹࢱスࣝ࢟、アࢡࢵ࣑ࢹ࢝スࣝ࢟を習得する。学生の現状や
ㅖ問題を取り上ࡆ、求められる学士力と学習方法について検討し、学習がに㐍むように
する。

1年前期

作業療法ᇶ♏Ⅰ%
臨床実習における事前演習を通して初年次に行われる見学実習（作業療法）の目的や概要、
健康⟶理、身ࡔしなみ、態度や理⥘領、記録の方などを学ぶ。

1年前期

作業療法ᇶ♏Ⅱ$

評価実習や臨床実習、国ᐙヨ験対策のᇶ♏となる、解๗学・生理学のண習・習となるよう
に、知識の整理および知識を結びつけることにより、ぬえるࡔけでなࡃ臨床に活きた知識の
習得をಁす。また、これらの科目の重要性を理解できるよう、他の臨床医学とのつながりも
♧しつつ、自ら⯆をᣢって学習するように授業展開する。

1年前期

作業療法ᇶ♏Ⅱ%

評価実習や臨床実習、国ᐙヨ験対策のᇶ♏となる、解๗学・生理学のண習・習として知識
の整理および知識を結びつけることにより、ぬえるࡔけでなࡃ臨床に活きた知識の理解をಁ
す。また、これらの科目の重要性を理解できるよう、他の臨床医学とのつながりも♧しつ
つ、自ら学習するように授業展開する。また、ゐ診や国ᐙヨ験の過ཤ問の解⟅作成など学生
の学習力を上ࡆる。

1年後期

作業療法ᇶ♏Ⅲ$

作業療法ᇶ♏Ⅲ㸿では国ᐙヨ験を題ᮦにし、ᇶ♏医学の解๗学・生理学・㐠ື学に加え、臨
床医学の総習を行う。内科学、整ᙧ外科学、神経学、病理学、リハビリテーション概論・
リハビリテーション医学、精神医学、ᚰ理学について、各科目の知識を総合的に関ಀ࡙けて
活用できるようにする。

3年前期

作業療法ᇶ♏Ⅲ%
作業療法ᇶ♏Ⅲ%では作業療法の専門科目について、各専門領域の知識を総合的に関ಀ࡙けて
活用できるようにする。

3年前期

作業療法概論

作業療法とはఱか（定義）、作業療法の歴史的変遷、実践の目的、方法、社会の変に対応
した対象・領域、専門職としての役割について学ぶ。また、国㝿的な作業療法の₻流も学習
し、より国㝿的な視点も⫱む。講義の中では視ぬ的メࢹアを介した具体的な作業療法の実
践場㠃を♧すと共に、対象者の捉え方の視点や障害をᢪえる方に対する職業人としての㈐௵
や理ほの重要性を学習する。

1年前期

作業療法理論

作業療法に関わる理論を理解することは、臨床実践での治療的ጇ当性とࡑのᡭᘬきとなる。
これまでの様ࠎな作業療法理論の歴史的変遷を᥈求し、作業療法実践でのᛮ考過程とࡑのጇ
当性・現性について理解する。いࡃつかの理論の成り立ࡕと᰿ᣐについて、臨床実践との
相関ಀを検討しながら各種理論の関連性について総合的に学ぶ。作業療法の医学的᰿ᣐに
ᇶ࡙いた᪂たな理論ᵓ⠏へ向け、ᇶ♏となる臨床◊✲法と統ィ学的ศᯒ過程についても理解
する。

3年前期

ᇶ♏作業学

作業療法士が介入ᡭẁとして用いている作業活ືが、人の生活とどのような関わりと治療的
意をもつのか、また、どのように治療的用が実践されていࡃのかを学習する。さらに、
治療的実践に活かす作業活ືの重要性を学習する。この授業を通して、作業療法の対象とな
る多種多様な背景をもった人ࠎに対して、より適ษかつ効果的な作業活ືをᥦ౪するための
ᇶ本的な視点や考え方を学ぶ。

1年年前期

作業技術学Ⅰ（ࣞࢡリエーショ
ン・㠉⣽ᕤ）

　作業活ືとして実践場㠃で活用されている㠉⣽ᕤをᏳに行うための一連の作業ᕤ程を実
㝿に経験し、講義及び作ရを通して技法のᇶ本を学ぶ。また、集ᅋで行うࣞࢡリエーション
の⏬・㐠Ⴀを行うことで、ࢽ࣑ࣗࢥケーション、集ᅋの働きや役割、他者との協働を経験
し、ࡑの役割を学ぶ。

1年前期

作業技術学Ⅱ（㝡ⱁ・⧊≀）

作業活ືとしての実践場㠃において㢖⦾に活用されている㝡ⱁ・⧊≀の技法について一連の
ᕤ程を実㝿に経験する。作業課題による治療的技法のᇶ本（ᡭ㡰と㐨具の用方法・各種技
法、Ᏻ⟶理等）を修得すると共に、対象者のスࣝ࢟に๎した作業活ືの選択と治療的用
の方、ᇶ本的活ືศᯒ、指導方法を実技学習を通して学ぶ。また、異なる作業課題を経験
することで、各種作業の共通性と相違性の理解を深め、より効果的な治療的用に結びつけ
るためのᇶ♏知識を得る機会とする。

1年後期

作業技術学Ⅲ（ᡭᕤⱁ）

作業活ືとしての実践場㠃において㢖⦾に活用されている各種ᡭᕤⱁの技法について一連の
ᕤ程を実㝿に経験する。作業課題による治療的技法のᇶ本（ᡭ㡰と㐨具の用方法・各種技
法、Ᏻ⟶理等）を修得すると共に、対象者のスࣝ࢟に๎した作業活ືの選択と治療的用
の方、ᇶ本的活ືศᯒ、指導方法を実技学習を通して学ぶ。また、異なる作業課題を経験
することで、各種作業の共通性と相違性の理解を深め、より効果的な治療的用に結びつけ
るためのᇶ♏知識を得る機会とする。

2年前期

作業ศᯒ学

作業の方は、ྠじ作業活ືを行う場合でもື作や行ືが変し、ࡑの変が身体・㐠ື学
的にえるᙳ㡪・効果とᚰ理・精神的にえるᙳ㡪・効果をศᯒし理解することで、どのよ
うな作業活ືをどのように行っていࡃかを設定することで、目的とする効果を☜実に達成さ
。る技術のᇶ本を学習し理解し応用できるようになるࡏ

3年前期

統ィ学

本講義では௬ㄝをࢹーࢱにᇶ࡙いて統ィ的に検ドしたり、ࢹーࢱ解ᯒの結果から、᪂たな事
実を発見したりするときに役立つ統ィ的ᡭ法を身にける。講義はࢹーࢱの整理の方、ᖹ
ᆒ、ศᩓ等を求める記㏙統ィ学よりጞめ、☜⋡、ẕ集ᅋ、標本抽出、☜⋡ศᕸを学び、᭱⤊
的に᥎定、検定といった᥎測統ィ学を解ㄝ、演習する。本講義は、理学療法学◊✲法、作業
療法◊✲法、༞業◊✲のᇶ♏となる科目である。

1年後期

作業療法◊✲法

◊✲の定義、◊✲の理・⟶理、◊✲の種㢮、ᇶ本的な流れとࢹーࢱのฎ理・解釈のᡭ法
等、作業療法領域での◊✲法のᇶ本を学ぶ。この科目を通して、科学的᰿ᣐや臨床的な࡙
けの重要性を理解しつつ、実践現場での問題解Ỵのᡭ法として◊✲法を用いることができる
よう、ᇶ本的な知識・技術を修得する。また、◊✲発⾲の種㢮や具体的な方法についても学
び、◊✲発⾲会に向けて必要な知識・技術・ࢽ࣑ࣗࢥケーション能力の向上をᅗる。

3年前期
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作業療法◊✲法演習

作業療法◊✲法での学びをᇶに、実㝿の◊✲がどのようにィ⏬され実行されていࡃか、ࡑの
ᇶ本的な流れについて演習を通して学習する。具体的には、ᩥ⊩検⣴、◊✲テーマの整理、
論ᩥのㄞみ方、◊✲問の設定、◊✲ィ⏬᭩の作成、介入◊✲に関連する理的㓄慮の重要
性等を演習により学習する。一連の演習を通して、◊✲に必要な考え方や実施方法について
の理解を深め、作業療法◊✲をに㐍めるために必要な知識や技術を身につける。

3年後期

作業療法⟶理・㐠ႠⅠ

作業療法技術の向上ࡔけでなࡃ、より質の高い作業療法をᥦ౪するため、保健、医療、福祉
に関する制度の理解を深め活用できるようにする。この科目では、作業療法に関する、関連
法規（医療保㝤、介ㆤ保㝤制度）など作業療法部門を⟶理㐠Ⴀするためのᇶ本的な知識とࡑ
の活用を学習する。

3年後期

作業療法⟶理・㐠ႠⅡ
作業療法士に求められる職業理について学習し、人事を含む作業療法等の組⧊㐠Ⴀに関す
るマネジメント能力を養うとともに学生・作業療法士のᩍ⫱を含む職場⟶理についての理解
を深める。

4年後期

作業療法評価学概論
作業療法における評価の目的や意義、評価の役割について理解するため、ࣝ࢝テなどからの
医療情報収集（⏬像評価を含む）、ほᐹ、㠃接方法、検査測定の結果のㄞみ方について講義
する。

1年後期

作業療法評価学（身体Ⅰ）

作業療法評価の中で、身体障害領域に関連した一⯡的な評価法について、評価目的と適用対
象を᫂らかにして、実技演習を通した各種評価のᡭ技を演習して学ぶ。学習対象とする評価
ᡭ技には、ࣂイࢧࣝࢱイン、ᚠ環・྾、関⠇ྍື域ィ測（520）、⬻神経・⬨㧊ᑕ、➽⥭
ᙇ等の他、身体障害領域で重要な身体各部の;⥺、&7、05,など⏬像評価を含む評価技法
を、定される臨床の場で適ษに実践・実施できるよう学習する。

2年前期

作業療法評価学（身体Ⅱ）

ឤぬ、姿ໃ・ࣂランス、協ㄪ性、上⫥機能などに関するᇶ本的な評価法について、ࡑの目的
や適用対象、課題や目標へのᛮ考・判᩿過程を演習して学ぶ。さらに、姿ໃやື作をほᐹ・
ศᯒし、➽の活ືや関⠇の㐠ືを、⬻⬨㧊を含む身体各部の;⥺、&7、05,など⏬像評価と
関連けて᥎測する技術を学ぶ。

2年前期

作業療法評価学（精神）

作業療法における精神㠃に焦点をあてた一⯡的評価について学ぶ。具体的には、自ᕫ概念・
対人関ಀ、社会的問題解Ỵ能力、ឤ情・性格、ࢽ࣑ࣗࢥケーション等の評価や、集ᅋの評
価、精神科疾患⣔の評価等が含まれる。また、評価技法としての㠃接・ほᐹ法を用いた評価
演習を行い、ࡑの技能を身につける。さらに、᪥常生活技能評価、⯆チࢡࢵ࢙リスト、ᢞ
ᙳ法、交流ศᯒ、⟽࡙ࡃり法、職業関連評価、社会機能評価等についても学ぶ。

2年前期

作業療法評価学総合演習

臨床実践でᏳかつ効果的な臨床実習を行うため、臨床実習における対象者への接遇態度、
Ᏻ⟶理・ឤᰁ症対策等、臨床実践で求められる実習生としてのᇶ本的姿ໃやᇶ本的評価技
術について総合的に修得する。この科目を通して、ᇶ本的姿ໃや各種のほᐹ、㠃接、検査・
測定などについて、各ࠎが習得状ἣを☜認することで、臨床実習に備えて自らに必要な課題
を᫂☜にする機会とする。

3年後期

身体障害作業療法学Ⅰ（総論・中
ᯡ神経⣔）

作業療法の対象となる身体障害のある者の⠊ᅖ、作業療法の役割、障害とࡑの介入・治療方
法のᇶ本を理解する。ࡑの上で、௦⾲的な作業療法の対象疾患である⬻⾑⟶障害などの中ᯡ
神経⣔疾患や、」㞧な病態や障害を♧す㢌部外യを中ᚰに、評価から介入への一連の作業療
法実践過程のᇶ本を学ぶ。また、医療スࢵࢱフの協働・連携によるチーム医療の᥎㐍を
に㐍めるための྾やᄟ下にకうリスࢡ⟶理としてのၻ⑱等の྾ᘬの技術等を理解する。

2年後期

身体障害作業療法学Ⅱ（整ᙧ外科
⣔・変性疾患）

これまでに学ࡔࢇ身体障害領域の作業療法のᇶ本をもとに、整ᙧ外科⣔疾患、⬨㧊ᦆയ、
྾器疾患、ᚰ疾患、神経変性疾患・がࢇ（ࢱーࣝࢼ࣑を含む）等、評価から介入への一連の
作業療法実践過程のᇶ本を学ぶ。各種疾患への具体的な実践技能のᇶ本が修得できるよう演
習も積極的に行う。一連の経験を通し、整ᙧ外科⣔の各種疾患や変性疾患を対象とした具体
的なカ⦎方法や種ࠎの介入方法に関する理解を深める。

3年前期

身体障害作業療法学Ⅲ（応用）

に中ᯡ神経⣔に疾患や障害のある対象者へのᇶ本的な身体障害作業療法プログラム（関⠇
ྍື域カ⦎・➽力ቑᙉカ⦎・ࣂランスカ⦎・上⫥機能カ⦎など）と、エビࢹンスにᇶ࡙いた
リハビリテーションの適用過程について、実践的に学習する。さらに、医学的リハビリテー
ションの立場から,&)を解釈し、「活ືと参加」のᣑを目指した目標（課題）指向ᆺの作業
療法ᡓ␎（ᇶ本方㔪・目標設定・プログラム）を立案・ィ⏬するための演習を行う。

3年後期

精神障害作業療法学Ⅰ（総論）

精神障害に対する保健医療福祉の歴史的変遷や障害の捉え方、この領域におけるリハビリ
テーションの発展と作業療法が果たす機能・役割、治療ᵓ㐀などを踏まえた評価から治療・
援ຓへ⮳る一連の作業療法の流れを体⣔的に学習する。また、௦⾲的な理論・ࣔࣝࢹ・技法
のᇶ♏知識を修得すると共に、たる対象疾患の臨床像を理解する。さらに各疾患における
適ษな作業療法の評価法や治療、指導、援ຓ内容、実践領域や場について理解を深め、作業
療法の役割を学ぶ。

2年後期

精神障害作業療法学Ⅱ（各論）

　精神障害作業療法学Ⅰ（総論）で学ࡔࢇ知識をもとに、対象者に対する疾患別・障害別の
評価や治療技法について演習や実技を通して、ࡑの知識・技能を深める。評価では、情報収
集や記録・報告、ほᐹ、㠃接、質問⣬を用いた評価法の実践技能を修得する。治療技法につ
いては作業活ືや集ᅋ療法、ᚰ理ᩍ⫱やᐙ᪘支援、667（生活技能カ⦎）等について、目的や
方法を理解し治療プログラムの立案が出᮶るように学習をすすめる。

3年前期
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発達障害作業療法学Ⅰ（総論）

発達障害における対象と障害像を理解し、作業療法士に求められる役割について学習する。
対象者をより深ࡃ理解するために、発達理論、発達過程と発達課題、௦⾲的な評価・検査
法、㐠ື・ᑕ・応の発達、学習の発達、などを学ぶ。また、ライフステージにἢった支
援のあり方、㐟びの発達を学習し、発達障害における㐟びの役割について考え、治療に応用
するためのᇶ本的知識を身につける。さらにプログラム立案から実施までの流れの理解や、
子どもを対象とする上での治療的な関わり方のᇶ本を学習する。

3年前期

発達障害作業療法学Ⅱ（各論）

発達障害の作業療法における治療理論と実㝿の支援方法について学習する。とࡃに㐟びの治
療的応用とࡑの効果について理解を深め、௦⾲的な疾患・障害（⬻性㯞⑷、神経➽疾患、学
習障害、ὀ意Ḟ㝗多ື性障害、ᗈỗ性発達障害、知的障害等）について、ࡑの臨床像におけ
る治療的視点、治療ィ⏬の立案、介入の実㝿を学習し、治療のᇶ本的技術について演習を通
して修得する。また、発達ẁ㝵とࡑのẁ㝵における発達課題を理解し、⋵具や㐟具を用いた
多ゅ的な治療的介入の方について、実㝿の体験を通して理解を深める。

3年後期

老年期作業療法学Ⅰ（総論）

ᛴ㏿な高齢への対応が、社会体での重要な課題の一つとなっている。この講義では、老
年期障害の対象者を理解するため、人生のまとめのẁ㝵としての老年期の捉え方や、ᛴ㏿な
高齢の㐍展と高齢者・ㅖ制度やᐙ᪘の状ἣ、老年期に特ᚩ的な疾患、評価法と治療過程・
介入方法とࡑの理論、リスࢡ⟶理などを通して、老年期作業療法の臨床実践で用いられるᇶ
本的知識や技術を修得する

3年前期

老年期作業療法学Ⅱ（各論）

老年期障害の作業療法を対象別・病期別（高齢期に特ᚩ的な疾患、認知症、うつ症状などの
精神障害をもつ高齢者等）に学習する。特に認知症高齢者への効果的な支援方策に㍈を⨨
いた、障害ᵓ㐀・行ື特性等を含めた具体的な作業療法の臨床実践を実症例情報を介して学
ぶ。症例検討はグࣝープ別で実施し、症例についての検討内容を共᭷して情報交すること
で、老年期障害への作業療法の視点や考え方についての理解を深める

3年後期

高次⬻機能障害作業療法学Ⅰ（総
論）

⬻⾑⟶障害や㢌部外യ、認知症など、⬻の病変やᦆയによってᘬき㉳こされる認知障害は、
さまࡊまな生活障害のཎ因となるため、作業療法目標の設定や治療ィ⏬立案時に考慮すき
重要な要⣲の一つである。作業療法士として臨床で必要な知識である高次⬻機能障害の定
義、症状と発現メࢬࢽ࢝ム、⏬像診᩿・症状・障害の見方とࡑの評価、治療理論と具体的な
治療方法等のᇶ本を学ぶ。

3年前期

高次⬻機能障害作業療法学Ⅱ（各
論）

臨床場㠃で実践できる高次⬻機能障害に関わる各種検査の具体的方法を学ぶと共に、評価や
結果の解釈とࡑのᛮ考の流れ等を学ぶ。具体的な高次⬻機能障害の症例を題ᮦに検討し、評
価・介入方法の立案や実践についてまとめる。得られた結果をᇶに、グࣝープࡈとに発⾲・
討論を通して実用的な╔║点を᫂☜にする。一連の学習を通して、高次⬻機能障害のある
人ࠎへの理解を深めると共に、効果的な介入に向けた作業療法士の役割について理解を深め
る。

3年後期

᪥常生活支援論Ⅰ（総論）

᪥常生活活ື（$'/）のᇶ本的な概念と⠊ᅖ、種ࠎのື作と᪥常生活との関ಀ、対象者を取り
ᕳࡃ環境と᪥常生活との関ಀについて学ぶ。また、身㎶ฎ理、ᐙᗞ生活・生活関連活ື、社
会活ືへとᗈがりをもった視点で対象者の生活を捉えられるようࡑの知識を習得する。さら
に、各種の$'/評価法や関連活ືの評価法について学ぶ。また、㉳ᒃື作についてほᐹ評価
し、介ຓ技法を習得する。

2年前期

᪥常生活支援論Ⅱ（各論）

᪥常生活支援論Ⅰ（総論）やこれまでのᒚ修してきた他科目で学ࡔࢇ内容を踏まえ、様ࠎな
生活障害をᢪえながらᬽらす人ࠎに応じた支援が検討できるよう、3UREOHP�EDVHG�OHDUQLQJ
の方法で事例から問題解Ỵに向けて検討することで実践的に知識・技術を習得する。また、
ᦤ㣗・ᄟ下の理解を深め、྾ᘬ・྾⑱の技術を具体的に演習する。

2年後期

義⫥具学

義⫥具の概念と作業療法士の役割、義⫥に関する知識（評価を含む）、適用・カ⦎（上⫥
ษ᩿者への義ᡭの適用・カ⦎）のᇶ本を修得する。また、具に関する知識（評価を含む）
とࡑの作成・適合技術のᇶ本を修得する。さらに、各種⿵具の支⤥に関わるㅖ制度につい
て学ぶ。上⫥の解๗・㐠ື学的なᇶ♏理論を☜認しながら、具体的なᡭ指・上⫥の機能障害
に対する具治療学を学ぶ。総合して、義⫥・具の活用目的や導入のᇶ本ཎ๎を理解し、
具の〇作の実践症例を通して作〇技術と╔☜認法を理解する。

3年後期

ングࢽࢬリーࣝ࢝ࢽリࢡ

の問題を解Ỵするためࡑングとは、対象者の臨床的な問題を᫂☜にしてࢽࢬリーࣝ࢝ࢽリࢡ
に、情報を収集、評価・ศᯒしこれを統合・解釈し、よりᏳで効果的な臨床実践の᰿ᣐ、
➽㐨を考えるᛮ考と意ᛮỴ定の過程である。実践事例を通して作業療法のᇶ本的な臨床᥎論
の過程を学び、治療ィ⏬作成や症例検討のなかで、「なࡑࡐの問題にὀ目したか」、「なࡐ
ࡑ」、「の方法を用したのかࡑずࡏ他の方法を選択ࡐな」、「の治療方法を考えたのかࡑ
の᰿ᣐはなにか」といった視点で、対象者に᭱も適した介入をỴ定していࡃ一連の過程をᛮ
考する力を修得する。

3年後期
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作業療法特論Ⅰ（身体障害）

身体障害領域の作業療法における᭱近の知見、実践上ὀ目されている課題や治療・支援方法
など、現状での作業療法実践がὀ目するテーマを⤂介して知見をᗈࡆ、報告や検討の中で᫂
らかとした課題について授業討論し、現実的な課題解Ỵの方法について考ᐹする。一連の学
習を通して、現ἣに༶応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、身体障害領域への効
果的な作業療法実践への理解を深める。

4年後期

作業療法特論Ⅱ（精神障害）

�精神疾患について、精神医学や評価から治療にかけての作業療法士にの関わりについて習
を行う。また、作業療法における᭱近の知見、実践上ὀ目されている課題や治療・支援方法
等、現状での作業療法実践がὀ目するテーマを⤂介して知見をᗈࡆる。一連の学習を通し
て、現ἣに༶応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、精神障害領域への効果的な作
業療法実践への理解を深める。

4年後期

作業療法特論Ⅲ（生ᾭ発達）

小児期から老年期までのライフステージを通した作業療法実践でὀ目されている課題や治
療、支援方法、作業療法の᭱᪂のテーマを⤂介し知見をᗈࡆる。また、一連の学習を通し
て、現ἣに༶応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、生ᾭを通した効果的な作業療
法実践への理解を深める。

4年後期

作業療法特論Ⅳ（がࢇ）

がࢇ領域の作業療法における᭱近の知見、実践上ὀ目されている課題や治療・支援方法等、
現状での作業療法実践がὀ目するテーマを⤂介して知見をᗈࡆ、報告や検討の中で᫂らかと
した課題について授業討論し、現実的な課題解Ỵの方法について考ᐹする。一連の学習を通
して、現ἣに༶応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、がࢇのリハビリテーション
領域への効果的な作業療法実践への理解を深める。

4年後期

作業療法特論Ϭ（高次⬻機能障
害）

高次⬻機能障害領域の作業療法における᭱近の知見、実践上ὀ目されている課題や治療・支
援方法等、現状での作業療法実践がὀ目するテーマを⤂介して知見をᗈࡆ、報告や検討の中
で᫂らかとした課題について授業討論し、現実的な課題解Ỵの方法について考ᐹする。一連
の学習を通して、現ἣに༶応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、高次⬻機能障害
領域への効果的な作業療法実践への理解を深める。

4年後期

作業療法◊✲
㸱年次の作業療法◊✲法・演習をᇶに、理ᑂ査⏦ㄳ᭩の指導と作成、◊✲ィ⏬の指導と作
成、ᡭ㡰にἢった◊✲実施をᢸ当ᩍ員指導の下で実施する。各学生は◊✲課題をまとめ、報
告する。

4年通期

作業療法学総合講義

これまでの学習の総まとめとして作業療法およびリハビリテーションに関する知識と技術を
整理し、統合的な能力をᇵう機会とする。医学⣔領域と作業療法の専門領域を統合し、実践
場㠃で活用できる知識及び技術として定╔できるように、グࣝープ࣡ーࢡも交えて☜実なも
のにしてࡃࡺ。一連の学習を通して、国ᐙヨ験ཷ験に向けた情報・知識の整理についての意
識を高める。

4年後期

ྖ法精神科作業療法

ゐ法障害者の特性を理解し、対象者へのྖ法特᭷の高度なアプローチ技術を習得・実践して
いࡃなど、᪂たなศ㔝としてྖ法領域での作業療法のᇶ♏を学ぶ。具体的には、ྖ法特᭷の
アプローチや、対象者が社会に出たときの地域生活を定した生活技能の⋓得や᪥常生活活
ືのࢨࢹイン、地域生活をに行うための社会資※などの活用、経῭的ᇶ┙の☜保も視㔝
に入れた職業前カ⦎などの展開など、多㠃的に学ぶ。これらの学習を通して、対象者の社会
ᖐの支援や≢㜵Ṇに向けた取り組みにᐤできる知識・技能のᇶ♏を修得する。

3年後期

生活支援機器論

リハビリテーションศ㔝における生活支援機器について、現状でᗈࡃ活用されている機器の
概要を⤂介する。医療・福祉・在宅での自立生活や社会参加をྍ能にする支援技術の具体的
な導入、評価、適応事例についても⤂介する。また、ࢽ࣑ࣗࢥケーション支援、認知機能障
害を᭷する児・者のスケジࣗーࣝ⟶理支援など、生活支援技術の積極的な活用・応用をする
ための支援技術論を学ぶ。

3年前期

地域高齢者支援論

住み័れた地域で自ศらしいᬽらしを⥆けられるよう、住まい・医療・介ㆤ・生活支援の一
体的なᥦ౪を実現すࡃ包括的な地域ケアの展開がすすめられている。認知症高齢者への支
援システムのᵓ⠏が重要な課題のࡦとつである。この授業では、高齢者への包括的地域ケア
において作業療法がどのように活かࡏるか、実践経験を交えて現状とこれからの課題につい
て学ぶ。

3年前期

ᚐᡭ療法
➽、関⠇、㌾部組⧊に対する整ᙧ外科ᚐᡭ療法の理論を理解し、ᇶ本的な評価法と治療ᡭ技
を学習する。ᅄ⫥の関⠇ࣔビライࢮーション、㌾部組⧊に対するᚐᡭ療法の理論と技術をᩍ
授し、➽・㦵格疾患患者の評価・治療法についてㄝ᫂する。

3年後期

スケアࣝ࣊ࢬーマン࢘

ᛮ期௨㝆のዪ性のライフスࢱイࣝ、身体の変によって㉳こりうる機能（᭶経、
リンࣃᾋ⭘、ᒀኻ⚗、౽⛎等）について理解する。さらにዪ性特᭷の᪥常生活活ື障害（᭦
⾰・整容等）への理学療法アプローチ、ዪ性に多い整ᙧ外科疾患（変ᙧ性関⠇症、関⠇リ࢘
マチ、スポーツ障害等）の理学療法アプローチについて一部演習を交えて学習する

3年後期

スポーツ理学療法学

各スポーツ特᭷のື作についての特ᚩとศᯒのポイントを理解する。各種スポーツᦆയ（ᛴ
性・៏性）の機ᗎと病態を理解し、ண㜵法・治療法・理学療法について学ぶ。具体的には、
⭸関⠇スポーツ障害、㊊関⠇スポーツ障害、ᢞ⌫障害（⫪・⫝）、テࢽス⫝、⭜③等につい
て講義する。さらにᇶ♏的なテーࣆング技術について、演習を交えて講義する。

3年後期

作
業
治
療
学

専
門
科
目

専
門
共
通

Ⅱ

授
業
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地域作業療法学Ⅰ（総論）

地域の捉え方、地域におけるリハビリテーション及び作業療法と背景にある理念を学ぶ。ま
た、地域作業療法に関わる社会保障制度の歴史的変遷と現行制度の概要、地域作業療法の対
象と評価及び支援内容に関する入門的な内容を学ぶ。地域での実践にあたっては、多職種連
携・協働が非常に重要であり、保健医療職に留まらず副指職と協働する他職種チームにおい
て作業療法士に求められる役割を理解する。

3年前期

地域作業療法学Ⅱ（老年期障害）

高齢期の地域作業療法について具体的に学習する。高齢の方の地域生活自立を目指して、
（一部健康高齢者含む）高齢障害者の地域支援のあり方やケア･ケースマネジメントのあり方
について理解する。また、身近な地域に焦点をあてた特定テーマの演習に取り組み、地域生
活者である学生自身の視点も交えて高齢期地域作業療法の望ましい姿を考える。一連の検討
の中で、医療職の立場から他職種協働でどの様な課題があるかも検討する。さらに、在宅生
活支援のための福祉機器の適用と関連法規、住環境整備を理解する。

3年前期

地域作業療法学Ⅲ（精神障害）
精神科領域における地域リハビリテーションを学び、他職種との連携、作業療法の役割を理
解する。

3年後期

地域作業療法学Ⅳ（身体障害・発
達障害）

小児期から成人期の身体障害と発達障害に対する、各病期・領域別の地域作業療法について
学習する。ライフステージに応じた生活者としての当事者の立場を踏まえた地域支援のあり
方、よりよい地域生活を送るために、他職種との協働についてマネジメントなどの視点や、
どの様な課題があるかを演習を通して理解する。

3年後期

見学実習（作業療法）

作業療法士の行う治療や支援の内容を理解するとともに、施設の概要、作業療法（士）と他
職種との連携について理解する。実習前に記録の方法や接遇などのオリエンテーション、実
習後には実習報告会を行い2年次の授業に活用できるようにする。実習期間中は、実習時間外
に行う学修として、１時間程度の記録・準備を行う。

1年後期

地域リハビリテーション実習（作
業療法）

通所や訪問リハビリテーション等の地域リハビリテーションの実践現場を見学することによ
り、地域在住の障害者・高齢者の生活支援や環境支援のあり方、制度的課題等について理解
するとともに、地域リハビリテーションにおける作業療法（士）の役割を学ぶ。さらに、各
施設における関連職種・部門との連携について、見学を通して学ぶ。

3年前期

評価実習
実習指導者の指導・監督の下、対象者に応じた情報の収集、評価法の選択、検査・測定の実
施、結果の記録、統合と解釈、課題の抽出、初歩的な作業療法プログラムの作成までの一連
の作業療法評価過程を体験する。

3年後期

総合臨床実習Ⅰ（作業療法）

3年次までの学びを通じて得た知識、技術、態度を用いて実習指導者の指導・監督の下、診療
に参加し、対象者に応じた作業療法評価、目標設定、プログラム立案、治療・介入、効果判
定といった一連の実践過程を体験する。この実習を通して、各種疾患の障害像や生活機能を
理解するとともに背景因子を考慮した作業療法の実践力を養う。総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ（作業
療法）のいずれかにおいて認知症事例への介入を経験し、我が国での包括ケアシステムの現
状・課題を理解し、より積極的に認知症高齢者支援の展開ができるよう学習する。

4年前期

総合臨床実習Ⅱ（作業療法）

総合臨床実習Ⅰと異なる領域で、実習指導者の指導・監督の下、診療に参加し、対象者に応
じた作業療法評価、目標設定、プログラム立案、治療・介入、効果判定といった一連の実践
過程を体験する。この実習を通して、各種疾患の障害像や生活機能を理解するとともに背景
因子を考慮した作業療法の実践力を養う。　この実習を通して、専門職としての知識や技術
をさらに高め、資質の向上を目指し、異なる領域での作業療法の共通性と相違性への理解を
深める。

4年前期

自
由
科
目

障がい者スポーツ概論

本講義は「初級障がい者スポーツ指導員」資格取得のための必須授業として実施する。講義
内容は障がい者がスポーツを行うことの意義や理念、指導者の資質および現在の我が国にお
ける障がい者スポーツへの取り組みや施策等について講義する。また障がい者のある人との
交流として、外部での実習を行う。

2年前期

専
門
科
目

地
域
作
業
療
法
学

臨
床
実
習
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回

単位数
(時間数)

配当
年次

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

長澤　里絵
－

コミュニケーション論
必修 講義 1単位 1年前期

Communication (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

到
達
目
標

授
業
概
要

ナンバリングコード HCOA1 オフィスアワー

人間とコミュニケーション

ケアや社会福祉援助では常に人と人との関係性のあり方が問題となる。人間存在と人間関係、社会的相互作用と社会的役割の理解の上に、医療を受
ける人々を一人の人間として、心から大切にしようとする「誠実さ」と、それに支えられた「出会い」によって、対話が成立し、医療を受ける対象およびその
家族の理解が充実発展でき、より良い関係を築く基礎を学習する。

人間関係の基礎となるコミュニケーションを理論的側面と実践的側面から理解できる。

本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目

1 コミュニケーションとは

コミュニケーションとは。その語源や重要性の説明
コミュニケーションの種類

長澤　里絵
事前学習（  0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

2
バーバルコミュニケーション
・コミュニケーション実習 (1)

コミュニケーションの構図・コミュニケーションの特徴・バーバルコミュニケーション（語彙理解と文章
理解）
コミュニケーショントレーニング話す① 【グループワーク】 長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

3
ノンバーバルコミュニケーション
・コミュニケーション実習 (2)

ノンバーバル（非言語的）コミュニケーションの分類　他
コミュニケーショントレーニング話す② 【グループワーク】

5
きくこと ・ 話すこと
・コミュニケーション実習 (4)

「聴く」と「聞く」・コミュニケーションにおける「話す」とは
触れて知る（エクササイズ） 【グループワーク】

長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

4
ノンバーバルコミュニケーション
・コミュニケーション実習 (3)

表情・アイコンタクト・近接学　他
耳をすます（エクササイズ） 【グループワーク】

長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

7 コミュニケーション実習 (6)

伝達②指定した文章をいくつかの感情で言ってみる 【グループワーク】

長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習し、ワークシートを仕上げる。

6 コミュニケーション実習 (5)

伝達①図形をことばで伝える 【グループワーク】

長澤　里絵
事前学習（ 0分）：特になし

事後学習（60分）：授業全体について復習し、ワークシートを仕上げる。

8 コミュニケーション実習 (7)

伝達③指定した文章を相手に分かりやすい言い方で伝えてみる 【グループワーク】
まとめ

長澤　里絵
事前学習（30分）：全体の復習をし、不明な点は質問できるようにしておく。

事後学習（60分）：授業全体について復習する。

留意事項 授業時の私語は授業妨害となるので厳禁とします。　　　※必ず事後学習を行うこと。

参考図書など 適宜紹介します。

アクティブ・ラーニング エクササイズ等のグループワークを行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

評価 定期試験(60％)、提出物(20％)、グループワークへの取り組み(20％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

課題については、授業内で全体の講評をする。

教科書 こころの行動と社会・応用心理学（仮）　川島書店　※詳細は決定後お知らせします

Ⅲ

総
合
教
育
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目
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回

留意事項 特に無し。

参考図書など

・新しいチーム医療－看護とインタープロフェッショナルワーク入門（改訂版）/田村由美/看護の科学社/2018年/ISBN：978-
4878041082
・「チーム医療」とは何か―医療ケアに生かす社会学からのアプローチ/細田満和子/2012年/ISBN：978-4818016583
事例に関する参考書は、事例提示の際に教示する。

アクティブ・ラーニング チュートリアル方式の演習であるので、少人数チーム内討論とそのプロダクトの発表が主体である。

実務経験のある
教員による授業

期間はそれぞれであるが、全教員とも臨床経験を有する。

評価 事例検討と討論参加での積極性６０％、個人レポート30％、グループレポート10％

課題に対する
フィードバックの方法

チームとしての発表とそのレポート、および個人としてのレポート。それぞれ同僚および教員からの評価を受ける。

教科書 必要に応じて資料の配布・紹介を行う。

1 授業の進め方

1）最初の授業で、チーム医療の概論を講義し、本演習の方法を解説する。
2）看護学科とリハビリ学科の学生を混合して、10～11名のグループを作り、チュートリアル方式で
演習を行う。
3）具体的な臨床事例（シナリオ）が提示され、その症例の問題点の抽出と調査、議論を行う。
4）各自の専攻の視点から、当該症例に関するアプローチを考え、意見交換をする。
5）各自レポートの作成、および事例発表会に向けて、パワーポイント作成などの準備を行う。
6）全てのグループが事例検討のまとめを発表し、それを出席した全ての学生と教員が評価する。

寺本　明
全教員

事前学習（１５分）：チーム医療とはどういうものかを確認してくる。

事後学習（３０分）：演習で得られたチーム医療の意義や問題点を整理する。

授
業
概
要

まず、チーム医療に関する総括的な講義と、これから始まる演習の概要を解説する。その後、看護、PT、OT混成のチーム（10～11名）に分かれ、提示さ
れた臨床課題（臨床の実症例）に関してまず問題点や疑問点を列挙し、分担して調査の上議論する。その後、各々の専攻分野からのアプローチを提唱
し議論する。3，4チームに一人教員が配置されるが、チュートリアル教育様式であるため直接教えるのではなく議論の円滑な進行を促す役割を負う。中
間報告・レポート作成の後、最終日にはすべてのチームが体育館に集合し、ポスター形式で当該症例のサービス計画を発表する。この時、学生がチー
ム相互の評価を行うとともに、全教員も参観しコメントを述べ評価する。

到
達
目
標

1）チーム医療の定義や意義を述べることができる。
2）チーム医療に影響する課題を列挙できる。
3）チーム医療に携わる多職種の役割を述べることができる。
4）事例について、患者中心の視点で検討することができる。
5）事例について、多職種が捉える保健・医療・福祉の視点から検討することができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

総合教育科目 DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間とコミュニケーション

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

ナンバリングコード HCOO2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

チーム医療論
必修 演習 1単位 4年後期 寺本　明、全教員

○
Interprofessional Education (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次
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回

12 ẚ㍑（２）・前⨨詞

エクササイズをやって、ẚ㍑⣭・前⨨詞について学習する。p.66

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

10 ືྡ詞（１）（２）

エクササイズをやって、ືྡ詞について学習する。p.64

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

11 ᙧ容詞・詞・ẚ㍑（１）

エクササイズをやって、ᙧ容詞・詞について学習する。p.65

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

8 定詞（１）（２）

エクササイズをやって、定詞について学習する。p.62

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

9 分詞（１）（２）

エクササイズをやって、現ᅾ分詞・㐣ཤ分詞について学習する。P.63

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

6 ຓື詞（１）（２）

エクササイズをやって、ຓື詞について学習する。p.60

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

7 ⬟ືែ・ཷືែ（１）（２）

エクササイズをやって、⬟ືែ・ཷືែについて学習する。p.61

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

4 ไ・㐍行ᙧ

エクササイズをやって、ไ・㐍行ᙧについて学習する。p.58

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

5 ᙧ（１）（２）

エクササイズをやって、ᙧについて学習する。p.59

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

2 ྡ詞・ෙ詞

エクササイズをやって、ྡ詞・ෙ詞を学習する。p.56

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする

3 ௦ྡ詞（１）（２）

エクササイズをやって、௦ྡ詞について学習する。p.57

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

1 導ධ

テキスト䛭の他の教ᮦを⏝した授業の㐍め方と英語学習法の⤂

宮本　和恵
事前学習：(20分)教科書を一読して䛚䛟

事後学習：(20分)参考表現をまとめて、発音練習する

ே㛫とコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン

授
業
ᴫ
要

㧗➼学ᰯで学んだᇶ本ⓗ事項を確認しな䛜ら、䛥らに㧗度な英文の文にゐれるとともに、まとまりのある文❶のᴫᛕや要点をで䛝るだ䛡㏿䛟、ከ䛟読䜏
ྲྀるという㧗度な読解力を㣴い、┠ⓗにᛂ䛨た読䜏をྍ⬟にすることを┠ⓗとして学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

１）་⒪関係を中ᚰにした日ᖖのᇶ本語ᙡのಟᚓ。
２）学習した表現を⏝して、⮬分の考䛘を英語で表現する力をつ䛡る。
䠏）学習した文法を⏝して、まとまった英文を読䜏こなす力をつ䛡る。

䝘ンバ䝸ングコード HCOA1 䜸フィスアワー 本科┠に関する㉁問は、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

⥲ྜ教⫱科┠
㻰P3）┦ᡭをᑛ重し、他⪅とのコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㏻䛨てⰋዲな関係を⠏いて発ᒎ䛥䛫ること䛜で䛝る。

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄当
年次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

英語䊠
ᚲಟ 演習 1単 1年前ᮇ 宮本　和恵

䠉
English I (30㛫)

Ⅲ
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評価 試験６０％、授業参加度２０％、小テスト２０％

課題に対する
フィードバックの方法

次の回の授業で解説を行う。

教科書 『読解力につなげるコア英文法』/福井慶一郎、山中マーガレット、他著/朝日出版社/2023年/ISBN：978-4255156385

留意事項
無断欠席、無断遅刻は厳禁とする。授業前にはテキストを一読して問題演習を行い、疑問点をまとめる。授業後は、問題演習で
理解したことを確認する。

参考図書など 尾崎哲夫/『新　病気になっても困らない英会話』/南雲堂/ISBN：987-4523422891

アクティブ・ラーニング グループワーク

実務経験のある
教員による授業

該当なし

14 仮定法（１）（２）

エクササイズをやって、仮定法について学習する。p.68

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。

15 まとめ

本講義で指導した内容を振り返り、重要点の解説をする。

宮本　和恵
事前学習：(30分)これまでの学習での疑問点を確認する。

事後学習：(30分)これまでの学習内容を振り返る。

13 関係詞（１）（２）

エクササイズをやって、関係詞について学習する。P.67

宮本　和恵
事前学習：(30分)単語の意味を調べて発音練習する。

事後学習：(30分)授業で学んだ表現や文を書いて発音練習をする。
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科┠

ⱥㄒ䊡
ᚲ修 ₇習 1༢ 2年前ᮇ 㡲田　⠜ஓ

䠉
English II 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢数
㻔時㛫数㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

⥲合教⫱科┠
㻰㻼3）相ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニケーションを㏻じてⰋ好な㛵ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

人㛫と䝁䝭ュニケーション

ナンバリング䝁ード HCOA1 䜸フィスア䝽ー 授業の前後、 ู㏵公㛤する୍覧⾲の時㛫にཷけける

授業科┠༊分 ༞業認ᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

1 導ධ（ガイダンス）

教科書の内ᐜと授業の進め方の☜認。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書をධᡭして、内ᐜを☜認する。

事後学習（30分）：ガイダンスにᚑい、授業の‽備を行う。

授
業
ᴫ
せ

1㻕ಖ・་療・⚟♴⣔のⱥㄒのᩥ❶をㄞむ⦎習をする。
2㻕ಖ・་療・⚟♴⣔のⱥㄒのリスニングの⦎習をする。
3㻕理学療法・స業療法の分㔝の基本⏝ㄒを㎡書やイン䝍ーネットをって調べる。

฿
達
┠
ᶆ

1㻕理学療法・స業療法のᑓ㛛分㔝に㛵する基本的なⱥㄒのᩥ❶を理ゎできるⱥㄒຊを修ᚓする。
2㻕་療⌧場での䝁䝭ュニケーションにᚲせなリスニングຊをྥ上さ䛫る。
3㻕理学療法・స業療法に㛵する⏝ㄒのⱥㄒ⾲⌧を覚える。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

3
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠎
パーキン䝋ン
Parkinson's Disease

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠎 の⦎習ၥ題をゎき、「パーキン䝋ン」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

2
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠍
㧗ḟ脳ᶵ⬟障ᐖ
High Brain Dysfunction

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠍 の⦎習ၥ題をゎき、「㧗ḟ脳ᶵ⬟障ᐖ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

5
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠐
脳༞中
Cerebral Apoplexy (Stroke)

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠐 の⦎習ၥ題をゎき、「脳༞中」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

4
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠏
㦵⢒し䜗う
Osteoporosis

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠏 の⦎習ၥ題をゎき、「㦵⢒し䜗う」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

7
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠒
⢾ᒀ
Diabetes Mellitus

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠒 の⦎習ၥ題をゎき、「⢾ᒀ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

6
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠑
ᚠ⎔ჾᝈ
Cardiovascular Disease

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠑 の⦎習ၥ題をゎき、「ᚠ⎔ჾᝈ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

9
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠔
៏性㛵⠇リ䜴マチ
Chronic Rhuumatoid Arthritis

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠔 の⦎習ၥ題をゎき、「៏性㛵⠇リ䜴マチ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

8
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠓
྾ჾᝈ
Respiratory Disease

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠓 の⦎習ၥ題をゎき、「྾ჾᝈ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

11
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠍䠌
⬨㧊ᦆയ
Spinal Cord Injury

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠍䠌 の⦎習ၥ題をゎき、「⬨㧊ᦆയ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

10
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠕
⭣㦵㢁㒊㦵ᢡ
Femoral Neck Fracture

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠕 の⦎習ၥ題をゎき、「⭣㦵㢁㒊㦵ᢡ」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

12
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠍䠍
脳性㯞⑷
Cerebral Palsy

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠍䠍 の⦎習ၥ題をゎき、「脳性㯞⑷」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。
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13
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠍䠎
事◊✲
Case Study

教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠍䠎 の⦎習ၥ題をゎき、「事◊✲」に㛵するⱥㄒ⾲⌧を学䜆。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

15
前ᮇのまとめを行い、学習内ᐜへ
の理ゎを῝める

までの学習内ᐜを習しながら、་療に㛵するⱥㄒ⾲⌧の理ゎを῝める。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

14
㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞 䠍䠎
事◊✲
Case Study

前ᅇに⥆き、教科書 㻯㼔㼍㼜㼠㼑㼞䠍䠎 の⦎習ၥ題をゎき、「事◊✲」に㛵する知㆑を῝める。

㡲田　⠜ஓ
事前学習（30分）：教科書の指ᐃ⠊ᅖをண習。༢ㄒの意を調べて⦎習ၥ題をゎく。

事後学習（30分）：授業内ᐜを習してⱥㄒ⾲⌧を覚える。

留意事項
↓断Ḟᖍ・↓断㐜้・↓断㏥ฟはཝ⚗。
ᚲ䛪自分の⟅えを‽備して授業に参ຍすること。

参考図書など ᚲせに応じて⤂します。

アクティブ・ラーニング 課題ゎỴ学習をồめる。₇習・グルー䝥䝽ークを行う。

実務経験のある
教員による授業

ヱᙜなし

評価 ᐃᮇ試験䠔䠌％、授業時の課題䠎䠌％

課題に対する
フィードバックの方法

授業に㛵するᑠテスト・課題で理ゎᗘを☜認する。ᑠテスト・課題に㛵して、ḟᅇ授業でゎ⟅・ゎ説を行う。

教科書
་療・リ䝝䝡リテーションを学䜆学生のための⥲合ⱥㄒ  㼀㼔㼑 㻭㼞㼠 㼛㼒 㻴㼑㼍㼘㼕㼚㼓/Ⲩ㔠ᡣᏊ䜋か編ⴭ/༡㞼ᇽ/2012年
/ ISBN：978-4523177074
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回

授業科┠の名⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄当
ᖺ次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

英語䊢
㑅ᢥ 演習 1単 2ᖺ後ᮇ 小山田　幸永

䠉
㻱n㼓㼘㼕s㼔 䊢 㻔30㛫㻕

ナンバリング䝁ード HCOA2 䜸フィスアワー 本科┠に関する㉁問は、授業の前後ཬ䜃メールで受けける

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

⥲ྜ教⫱科┠
㻰P6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆けることがで䛝る。

ே㛫と䝁䝭ュニ䜿ーション

授
業
ᴫ
要

英語による᪥ᖖ的な䝁䝭ュニ䜿ーションຊのྥୖに加え、医⒪の䛥ま䛦まな分㔝で用䛥れている≉᭷のᑓ㛛用語や英語表現を習ᚓし、ᑗ来的な事
の場でえる英語の䝁䝭ュニ䜿ーションຊを㣴う。

฿
㐩
┠
ᶆ

䠍㻕 医⒪の場を中ᚰに、᪥ᖖな䝁䝭ュニ䜿ーションでᚲ要と䛥れる英語表現を理解で䛝る。
䠎㻕 ᑓ㛛㡿ᇦの事を英語表現で説᫂で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

1 導ධ

テキストのᴫほと学習の㐍め方を確認する。

小山田　幸永事前学習（30分）：テキストに出て来る単語のᵓᡂ要⣲を確認する。

事後学習（30分）：単語の読䜏方を確認し、発音練習する。

2 あい䛥䛴、ᇶ本的な医学用語

あい䛥䛴に関する表現とᇶ本的な医学用語の解説する（Lesson 1、㈨ᩱ）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

3 問デ

問デに関する表現を解説する（Lesson 2, 3, 4）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

4 ⫥タ定

⫥タ定に関する表現を解説する（Lesson5, 6）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

5 バ䜲䝍ル䝃䜲ン、➽㦵᱁⣔

バ䜲䝍ル䝃䜲ンに関する表現と➽㦵᱁⣔の用語を解説する（Lesson 7、㈨ᩱ）

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

6 ⮬ືཬ䜃ືྍືᇦ

⮬ືཬ䜃ືྍືᇦに関する表現を解説をする（Lesson 8, 9）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

7 యᖿཬ䜃㢕㒊のྍືᇦ

యᖿཬ䜃㢕㒊のྍືᇦに関する表現を解説をする（Lesson 10, 11）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

8 ➽ຊ 定、ᚠ環ჾ⣔

➽ຊ 定に関する表現とᚠ環ჾ⣔の用語を解説をする（Lesson 12、㈨ᩱ）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

9 ゐぬཬ䜃バランス᳨ᰝ

ゐぬཬ䜃バランス᳨ᰝに関する表現を解説をする（Lesson 13, 14）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

10 Ṍ行評価、྾ჾ⣔

Ṍ行評価に関する表現を解説をする（Lesson 15、㈨ᩱ）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

11 ⒪

⒪に関する表現を解説をする（Lesson 16, 17）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

12 ADL

㻭㻰Lに関する表現の解説をする（Lesson 18, 19）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。
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13 環境調整

環境調整に関する表現の解説をする（Lesson 20, 21）。

小山田　幸永
事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

14 退院後の生活指導

退院後の生活指導に関する表現の解説をする（Lesson 22）。

小山田　幸永事前学習（30分）：単語の意味を調べ、発音練習する。

事後学習（30分）：授業で出来なかった問題をやり直し、発音練習をする。

15 まとめ

本講義で学習した内容を振り返り、重要点の解説をする。

小山田　幸永事前学習（30分）：これまでの学習での疑問点を確認する。

事後学習（30分）：事後学習：学習内容を振り返り、試験に備える。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

留意事項
授業前は、テキストを一読して発音練習を行う。授業後は、学習した実践的な英語表現の音声を何度も聴いて、発音練習をくり返
す。授業内容に関しては、受講者の希望もある程度考慮する。積極的な姿勢での参加が望ましい。

評価 試験60%、授業参加度20%、課題提出20%で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

次の回で解答確認。

教科書 PT・OTが書いたリハビリテーション英会話/三木 貴弘ほか/メジカルビュー社/ISBN：978-4758309653

参考図書など
最新医学用語演習＜改定新版＞/岡田 聚、名木田 恵理子/南雲堂/ISBN：978-4523178699
現場ですぐ引ける 医学・看護略語辞典/飯田恭子/ナツメ社/ISBN：978-4816365270
語源図解 からだと健康の英単語/清水建二/講談社/ISBN：978-4065184431

アクティブ・ラーニング 講義の中で会話練習などグループワークを行う。
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ᅇ

12
ᩘ詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.30，31）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の44，45，46番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

10
ຓ動詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.26，27）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の39，40，41番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

11 ᩘ詞

第課　本文　文法（p.28，29）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書28ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第課　本文の内容を復習する。

8
ሙᡤ௦ྡ詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.22，23）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の34，35，36番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

9 ຓ動詞

第ᅄ課　本文　文法（p.24，25）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書24ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第ᅄ課　本文の内容を復習する。

6
ᣦ♧௦ྡ詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.18，19）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の29，30，31番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

7 ሙᡤ௦ྡ詞

第୕課　本文　文法（p.20，21）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書20ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第୕課　本文の内容を復習する。

4
ே⛠௦ྡ詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.14，15）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の24，25，26番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

5 ᣦ♧௦ྡ詞

第課　本文　文法（p.16，17）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書16ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第課　本文の内容を復習する。

2 䝢ン䜲ンをぬ䛘よう

䝢ン䜲ンをぬ䛘よう（教科書 p.6䡚9）、▱䛳て౽な䜃方、こと䜀（p.10，11）

魯　大鳴
事前学習（30分）：テ䜻スト10，11ページの内容を予習する。

事後学習（30分）：授業で習䛳た䝢ン䜲ンを復習する。

3 ே⛠௦ྡ詞

第一課　本文　文法（p.12，13）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書12ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第一課　本文の内容を復習する。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 中国語の基本▱㆑

中国と中国語の基本▱㆑などについて説明する。⮬ᕫ⤂の説明

魯　大鳴
事前学習（0分）：と䛟に↓し

事後学習（30分）：⮬ᕫ⤂を練習する

ே㛫と䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン

授
業
ᴫ
せ

中国語の基♏的▱㆑を学習するとと䜒に、中国の文について䜒ゐ䜜ながら日常的な䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㌟につけることを┠ᣦす。

฿
達
┠
ᶆ

䠍）中国語の䝢ン䜲ン（䝻ーマᏐによる発音⾲グ）に基䛵いてṇ☜に発音できる。　
䠎）中国語で⮬ᕫ⤂ができる。

䝘ンバリング䝁ード HCOA1 䜸フィスア䝽ー 本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

⥲ྜ教⫱科┠
D㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫ることができる。

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

中国語
㑅ᢥ ₇習 1単 1年前ᮇ 魯　大鳴

䕿
Chinese 㻔30㛫㻕
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評価 小テスト30％、学習態度（積極的に朗読、発言など）20％、試験（或いはレポート）50％で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし

教科書 一冊めの中国語　会話クラス/劉穎、喜多山幸子、松田かの子 著/白水社/2008年/ISBN：978-4560069189

留意事項 予習、復習を繰り返すことが語学上達のカギである。

参考図書など 中国語発音マスター CD付き/高田裕子/大修館書店/ISBN：978-4469232738

アクティブ・ラーニング 講義の中で、グループに分けて日常会話練習を行う。

実務経験のある
教員による授業

京劇役者の歌、セリフの基本訓練した発音や経験を活かして講義する。

14
動詞・
リスニングトレーニング

リスニング トレーニング （p.34，35）

魯　大鳴
事前学習（30分）：ＣＤ音声の49，50，51番を予習する。

事後学習（30分）：授業での内容を復習する。

15 まとめ

第一課から第六課の復習とレポートについての説明

魯　大鳴
事前学習（30分）：第六課までの本文の内容を復習する。

事後学習：レポートの作成

13 動詞

第六課　本文　文法（p.32，33）

魯　大鳴
事前学習（30分）：教科書32ページの新しい単語を予習する。

事後学習（30分）：第六課　本文の内容を復習する。
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ᅇ

12
第5課：韓国の方でい䜙䛳し䜓いま
すか？

「体言+でい䜙䛳し䜓います(か？)」の䟊㣪体をసる、㻭のB、⪺き返し

金　美玹
事前学習（10分）：5課の文法と表現②を予習

事後学習（10分）：体言+指定詞이다の해요体(ᑛᩗᙧྵ䜐）：をᰂ㌾にస䜜るようにする。

11
第5課：韓国の方でい䜙䛳し䜓いま
すか？

「体言+です」の䟊㣪体をసる

金　美玹
事前学習（10分）：5課の文法と表現①を予習

事後学習（10分）：5課の本文音読

10 第4課：Ⓨ音つ๎

⃰音、⤊声のึ声

金　美玹
事前学習（15分）：ཱྀ音の㰯音に䛴いて学習

事後学習（20分）：⤊声のึ声を用いてṇし䛟Ⓨ音する。

9 第4課：䛣䜣に䛱は、䛥ような䜙

ᣵᣜ、ཱྀ音の㰯音、2䛴の文体　䞿┞다体と䟊㣪体

金　美玹
事前学習（10分）：第4課のヰを予習 㼜㼜㻚30-33

事後学習（10分）：第4課のヰを日本語ヂだけ䜏て韓国語で言う。

8 文Ꮠの復習と☜ㄆ

㻷-㼜㼛㼜音ᴦのḷ詞を読䜐。

金　美玹
事前学習（20分）：第1課～第3課の༢語学習

事後学習（20分）：ẕ音、Ꮚ音をぬ䛘る。

7 第3課：⤊声つ๎と⤊声Ꮠẕ

文ᏐとⓎ音(3)　Ꮚ音(⤊声)：ᛂ用

金　美玹
事前学習（10分）：第3課の復習 㼜㼜㻚22-26

事後学習（20分）：第1課～第3課までのⓎ音復習と☜ㄆ

6 第3課：Ꮚ音：⤊声

文ᏐとⓎ音(3)　Ꮚ音(⤊声)：⤊声(7䛴の音)の☜ㄆと、ハングルで⮬分のྡ前を書䛟

金　美玹
事前学習（20分）：ึ声の⃭音、⃰音、ὶ音を用いた༢語学習

事後学習（10分）：⤊声の復習

5 第2課：Ꮚ音：⃭音と⃰音、ὶ音

文ᏐとⓎ音(2)　ึ声：⃭音と⃰音、ὶ音

金　美玹
事前学習（15分）：ึ声の㰯音、ᖹ音を用いた༢語学習

事後学習（10分）：第2課(⃭音と⃰音、ὶ音）の復習

4 第2課：Ꮚ音：㰯音とᖹ音

文ᏐとⓎ音(2)　ึ声：㰯音とᖹ音

金　美玹
事前学習（15分）：ẕ音Ꮠẕの༢語学習

事後学習（10分）：第2課（㰯音・ᖹ音）の復習

3 第1課：ẕ音：༙ẕ音、㔜ẕ音

文ᏐとⓎ音(1)　䝽行の༙ẕ音、㔜ẕ音

金　美玹
事前学習（ 5分）：前ᅇの復習

事後学習（10分）：ẕ音のⓎ音をぬ䛘る。

2 第1課：ẕ音：༢ẕ音、༙ẕ音

文ᏐとⓎ音(1)　䠔䛴の༢ẕ音と䝲行の༙ẕ音

金　美玹
事前学習（ 5分）：前ᅇの復習

事後学習（10分）：ẕ音の復習

1 韓国語の体ീ

ᗎ❶　韓国語は、ど䜣な䛣とば？

金　美玹
事前学習（15分）：ᗎ❶を読䜐。

事後学習（10分）：ハングルのᵓ㐀を理解する。

授
業
ᴫ
せ

韓国語の文ᏐとⓎ音䛚よ䜃ᇶ♏的な文法を学習するとと䜒に、韓国の文に䛴いて䜒ゐ䜜な䛜䜙、日ᖖ的な䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㌟に䛴ける䛣とを┠指
す。

฿
㐩
┠
ᶆ

韓国語の文Ꮠの習ᚓとṇ☜な文ᏐのⓎ音を㌟にけ、ᇶ♏的な文法と語ᙡを習ᚓする。
ᣵᣜ、⮬ᕫ⤂とい䛳た⡆༢な日ᖖヰを習ᚓする。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

総ྜ教⫱科┠
D㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

ே間と䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン

䝘ンバ䝸ング䝁ード HCOA1 䜸フィスア䝽ー 本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

韓国語
㑅ᢥ ₇習 1༢ 1ᖺ後ᮇ 金　美玹

䠉
Korean Language (30間)

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(間ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員
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留意事項 予習・復習の際には教科書のCDを活用して、声を出して練習する。積極的に授業に参加していただきたい。

参考図書など 日本語とハングル/野間秀樹/2014/文春新書/ISBN: 978-4166609734

アクティブ・ラーニング 適宜、ペア練習を行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

評価 小テスト(40%)、レポート・課題(40%)、音読テスト(20%)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

授業内で直接、学生に返却する。

教科書 はばたけ！韓国語ライト版1/野間秀樹、村田寛、金珍娥/朝日出版社/ISBN: 978-4-255-55691-8

15 総まとめ

1課～6課までの文法と表現を振り返り、音読テスト

金　美玹
事前学習（20分）：今までの文法を理解する。

事後学習（20分）：総まとめ

14 第6課：私はキム・ソグと申します。

指定詞이다の「이」の脱落、…と申します。

金　美玹
事前学習（15分）：6課の文法と表現③④を予習

事後学習（15分）：6課の本文音読

13 第6課：私はキム・ソグと申します。

助詞の「は」、体言+です(か？)

金　美玹
事前学習（20分）：5課本文学習、6課の文法と表現①②を予習

事後学習（15分）：6課の本文音読
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科目ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

文学
㑅ᢥ 講義 1༢ 1ᖺ前期 ㏆⸨䚷ṇ⮧

䠉
Literature 㻔15㛫㻕

授業科目の名⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺ次

䝘ンバリング䝁ード HCOO1 䜸フィスアワー 本科目に関する㉁問は、授業の前ᚋཬ䜃䝯ールでཷ䛡付䛡る

授業科目༊ศ ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

⥲ྜ教育科目
㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、他⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを通じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎさ䛫る䛣と䛜できる。

ே㛫と文

授
業
ᴫ
要

文学のᴫᛕと日本の௦⾲的な㡩文を中ᚰに学習する。ᵝ䚻なᙧែの㡩文を䜟いな䛜䜙、文学的価್を学習する䛣とを通して、௦⫼ᬒやಶ䚻の文
学の≉ᚩをと䜙䛘るとと䜒に、そ䛣䛛䜙日本のఏ⤫⨾、䛣と䜀の⨾しさ、䛣と䜀のリ䝈䝮、日本ேの⨾意㆑について⌮解するとと䜒に文学の基♏的なຊ、
ឤᛶを㣴い、その㐣⛬で⾲⌧する⬟ຊを㌟につ䛡るよう学習する。

฿
㐩
目
ᶆ

１）文学とはఱ䛛・㡩文とはఱ䛛の定義䛵䛡䛜できる。
䠎）古典学習の意義を⌮解し、説明する䛣と䛜できる。
䠏）文学の発⏕について説明する䛣と䛜できる。
䠐）㡩文の中に䛚䛡る歌・▷歌、ತㅊ・ತྃ、川柳・狂歌➼のᙧែ・≉ᚩをసရを通して説明する䛣と䛜できる。
５）▷歌・ತྃの実సを通して、言ⴥのリ䝈䝮・䜒のに対するぢ方・ᤊ䛘方➼を説明する䛣と䛜できる。
䚷 また、సをする䛣との㞴しさ・ᴦしさ・႐䜃を説明する䛣と䛜できる。
䠒）古典文学での㡩文のま䛛なὶ䜜を⌮解し、説明できる。

授業項目
授業ෆᐜ

事前・事ᚋ学習䚷（予習・習・課題➼）
ᢸ当教員

1
䜺イ䝎ンス
䛂文学䛃とはఱ䛛

1）ᕭ・ᕭᖺについて⌮解する。
2）文学の科目を㑅んだ⌮⏤を説明する。
3㻕䛂文学とはఱ䛛䛃を発⾲する。
4㻕文学に対する⮬ศのᛮいを発⾲する。 ㏆⸨䚷ṇ⮧

事前学習（㻢0ศ）：配布プリントを読み、タ問を解き、⌮解を῝める。また、ู⣬プリントに䛂文学の科目を㑅んだ
⌮⏤䛃・䛂文学とはఱ䛛䛃・䛂文学に対する⮬ศのᛮい䛃をそ䜜䛮䜜100Ꮠ⛬ᗘにまとめる。

事ᚋ学習（20ศ）：タ問の解⟅の☜ㄆ・ᩚ⌮。発⾲ෆᐜの☜ㄆ・ᩚ⌮。

2
文学のᴫᛕ
䛂㡩文䛃とはఱ䛛

1）文学のᴫᛕ（定義）䚷䚷2）䛂㡩文とはఱ䛛䛃・䛂㡩文に対する⮬ศのᛮい䛃を発⾲する。

㏆⸨䚷ṇ⮧事前学習（40ศ）：文学に関する配布資料を読み、ᩚ⌮する（10ศ）。ู⣬プリントに䛂㡩文とはఱ䛛䛃・䛂㡩文に対
する⮬ศのᛮい䛃をそ䜜䛮䜜100Ꮠ⛬ᗘにまとめる（30ศ）。

事ᚋ学習：㻔25ศ）：䛂文学の定義䛃のᩚ⌮。発⾲ෆᐜの☜ㄆ・ᩚ⌮。

3
㡩文のᴫᛕ
古典学ಟの意義・文学の発⏕

1㻕 㡩文のᴫᛕ（定義）䚷䚷2）古典学習の意義䚷䚷3）文学の発⏕

㏆⸨䚷ṇ⮧
事前学習（40ศ）：㡩文に関する配布資料を読み、ᩚ⌮する（10ศ）。ู⣬プリントに䛂古典学習の意義䛃・䛂文学
の発⏕䛃について⮬ศの考䛘をまとめる（30ศ）。

事ᚋ学習（30ศ）：配布資料➼に基䛵き、㡩文のᴫᛕ（定義）を☜ㄆする（10ศ）。䛂古典学習の意義䛃・䛂文学の発
⏕䛃についてのᩚ⌮。まとめの☜ㄆ・ᩚ⌮（20ศ）。

4 歌・▷歌

1）歌・▷歌のᙧᘧ・≉ᚩ 䚷2）䛄ⴥ㞟䛅・䛄新古歌㞟䛅・䛄㔠ᵘ歌㞟䛅中、神奈川┴に関㐃す
る歌సရを読解・㚷㈹する。

㏆⸨䚷ṇ⮧事前学習（50ศ）：1）歌・▷歌の配布資料を読み、ᙧᘧ・≉ᚩの┦㐪をᩚ⌮する。䚷2）各歌㞟中のタ問の解⟅
を考䛘、㚷㈹する。

事ᚋ学習（20ศ）：配布資料を読み、歌・▷歌のᙧᘧ・≉ᚩをまとめ、各సရの読解・㚷㈹をする。

5 ತㅊ・ತྃ

1）ತㅊ・ತྃのᙧᘧ・≉ᚩ䚷2）㏆ୡ୕ತே㻔ⰸⷀ・ⷚᮧ・一Ⲕ）の神奈川┴に関㐃するసရを読
解・㚷㈹する。

㏆⸨䚷ṇ⮧事前学習（50ศ）：1）配布資料を読み、ತㅊ・ತྃのᙧᘧ・≉ᚩの┦㐪をᩚ⌮する。䚷2）各ತேసရでのタ問の
解⟅を考䛘、㚷㈹する。

事ᚋ学習（30ศ）：配布資料を読み、ತㅊ・ತྃのᙧᘧ・≉ᚩをまとめ。各సရの読解・㚷㈹をする。

6
ತྃと▷歌のస
㏆௦のತྃ・▷歌సရの読解・㚷
㈹

1）ತྃと▷歌のసり方を⌮解し、実స・発⾲・ྜ評をする。䚷2）㏆௦のತྃ・▷歌సရのఱ⠍䛛を読
解・㚷㈹する。

㏆⸨䚷ṇ⮧事前学習（40ศ）：１㻕事前の配布資料を読み、そ䜜䛮䜜のసり方を⌮解し、䛂ತྃ・▷歌のసシート䛃にసရを
グධする。  2㻕㏆௦のತྃ・▷歌のఱ⠍䛛のタ問の解⟅を考䛘、㚷㈹する。

事ᚋ学習（15ศ）：配布資料を読み、㏆௦のತྃ・▷歌のఱ⠍䛛について読解・㚷㈹をする。

7 川柳と狂歌

1）川柳・狂歌の㉳䛣り・ᙧᘧ・≉ᚩ䚷2）各䝆䝱ンルに䛚䛡るసရを読解・㚷㈹する。

㏆⸨䚷ṇ⮧
事前学習（40ศ）：1）配布資料を読み、川柳・狂歌のᙧᘧ・≉ᚩを⌮解する。  2）各䝆䝱ンルసရでのタ問の解
⟅を考䛘、㚷㈹する。

事ᚋ学習（25ศ）：配布資料を読み、川柳・狂歌の㠃ⓑさを☜ㄆし、各䝆䝱ンルに䛚䛡るసရの読解・㚷㈹をす
る。

8
సತྃと▷歌の㚷㈹
古典文学史に䛚䛡る㡩文のᒎ㛤
まとめ

1）提出さ䜜たತྃ・▷歌の㚷㈹。 2㻕古典文学史に䛚䛡る㡩文のま䛛なὶ䜜を⌮解する。
3㻕యの講義ෆᐜのまとめ。

㏆⸨䚷ṇ⮧事前学習（30ศ）：古典文学史に䛚䛡る㡩文のὶ䜜に関する配布資料を読み、ᩚ⌮する。

事ᚋ学習（25ศ）：ತྃ・▷歌の配布プリントཬ䜃古典文学史に䛚䛡る䛂㡩文のᒎ㛤䛃に関する配布資料➼に基
䛵き、本科目యの講義ෆᐜを⥲ᣓする。

Ⅲ
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評価 定期試験８５％、提出物１５％として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

提出物については、基本的に次回の講義で返却し、口頭説明・板書などでフィードバックを行う。

教科書 プリントによる教材を配付する。

留意事項

①各回の授業に関する課題や資料は、基本的に前以て配布しますので、必ず、目を通し、問題を解いたり課題をまとめたりして
予習を行い、授業に臨むようにしてください。
②毎回の資料は、きちんとファイルするようにしてください。
③講義中、適宜指名し、読みの依頼・発言を求めます。

参考図書など
神奈川の古典文学/尚文出版。川柳・狂歌（教育社歴史新書〈日本史〉82）/浜田義一郎 著/ISBN：978-4315402094
その他必要に応じて、 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 講義の中で適宜グループワークやディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし
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回

評価 リアクション・ペーパー、ワークシートの作成状況(40％)、レポート（60％）

課題に対する
フィードバックの方法

リアクション・ペーパーの記載内容は可能な限り授業内で講評・紹介し、質問に対して回答する。

教科書 ［新版］生涯学習時代の教育制度/久保内加菜/樹村房/ISBN:978-4883674053

留意事項 グループワークやリアクション・ペーパーで自分の考えを積極的に述べ、他の学生の意見をよく聴いてほしい。

参考図書など 教育小六法/学陽書房/2025年版/ISBN:978-4313012011、文部科学白書/文部科学省/日経印刷/令和6年度/ISBN:未定など

アクティブ・ラーニング グループワーク（調べた内容の情報交換、意見集約）、ディスカッション（調べた内容に基づく議論）を行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし

8 地域の連携と人権教育

地域連携にもとづく人権教育の取り組みを理解する。授業全体を総括する。［レポート作成］

久保内　加菜
事前学習（30分）：教科書と資料を参照し、第１−７回の授業を復習しておく。

事後学習（60分）：地域の教育環境の中で自分ができることを展望する。

6 社会教育・生涯学習振興行政

自治体の社会教育施設・事業の機能を理解する。［グループワーク］

久保内　加菜
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

7 生涯学習の原理と教育方法

成人教育の原理を理解し、プログラムを考案する。［グループワーク］

久保内　加菜
事前学習（30分）：基礎自治体の社会教育・生涯学習関連施設の種類とプログラム例を調べておく。

事後学習（60分）：調べ学習、グループワークをふまえて学習活動プログラム案をまとめておく。

4 後期中等教育・高等教育

義務教育段階後の教育の理解を深める。［ディスカッション］

久保内　加菜
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

5 幼児教育の意義と制度

幼児教育施設（幼稚園、認定こども園など）の役割と現状を理解する。［グループワーク］

久保内　加菜
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

2 学校教育と義務教育の制度

日本と海外の学校教育の制度を、義務教育段階を中心に理解する。［ディスカッション］

久保内　加菜
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

3
特別支援教育とさまざまな教育の
すがた

障害のある子どもや外国につながりのある子どもの教育、学校外の教育について理解を広げる。

久保内　加菜
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

授
業
概
要

教育の意義と基本的な事項、課題を理解し、現代社会に生きる子どもと大人の教育環境のあり方を考える。具体的には義務教育段階を中心とした公教
育と教育環境の理念、特別支援教育、中等教育以後と就学前の学校制度、生涯学習の原理と教育方法、そして地域連携にもとづく人権教育について、
国内外の事例を参照して学習する。

到
達
目
標

１)教育に関する基本的な事項を、歴史と現状、また現代的課題の理解をふまえて説明できる。
２)現代日本の学校教育について、特別支援教育を含めた諸制度を理解し、課題を考察できる。
３)社会教育・生涯学習振興行政、人権教育の理解をふまえ、地域の教育環境を幅広い視野から考察できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 公教育と教育環境の意義と構成

公教育と教育環境の理念・構成を理解する。［ワークシート作成］

久保内　加菜
事前学習（30分）：これまでの自分の教育環境をふり返り、言語化する。

事後学習（60分）：配付資料と教科書を参照し、授業全体を復習する。

ナンバリングコード HCOB1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP1）人間の命と個を尊重できる力

人間と文化

実務経験の
ある教員に
よる科目

教育学
必修 講義 1単位 1年後期 久保内　加菜

－
Education (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

文化人類学
選択 講義 1単位 1年前期 澁谷　俊樹

－
Cultural anthropology (15時間)

授業科目の名称
必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HCOB1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

人間と文化

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

我々人間が無意識のうちに認識し実践している文化は、社会によって極めて多様であり、ある社会にとっての常識が別の社会ではそうではないことがめ
ずらしくない。文化人類学とは、そのような文化の多様性を認識しつつ、共通の理解が可能な普遍性も求めていく学問である。授業では、毎回一定の
テーマに沿って様々な文化的事象について解説し、文化人類学の考え方について学ぶ。

到
達
目
標

１）文化人類学の基本姿勢としての文化相対主義の考え方と、その問題点を知る。
２）「私たちの思考やライフスタル」を少し離れた視点から捉え直すことができるようになる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
授業の全貌と文化人類学の図書
紹介

授業の全体像を説明し、文化人類学の図書を紹介する。加えて、生涯を見据えて、日本の大学図
書館・公共図書館の基本的な仕組みを理解してもらう。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：シラバスをよく読み、授業全体の流れを確認する。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

2 文化人類学のフィールドワーク

担当者のインドでの下宿生活を紹介しながら、文化人類学がどのような学問なのか、おおまかな輪
郭をつかむ。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：フィールドワークと聞いて想像することをメモする。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

3
自然と文化―人類学のいう「文
化」とは？

文化人類学のいう「文化」という概念はどのようなものなのかを理解する。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：ウェブ上の事典などを利用し、「文化」という概念について調べてメモする。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

4 インド・コルカタの路上の生活

路上が生活の場として使われるインドのライフスタイルを紹介する。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：身近な路上が交通とは異なる生活の場として使われることがあるかを考えてメモする。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

5 インド・コルカタの市場の生活

コルカタのスラムの市場（いちば）の生活から、身近な貧困や仕事、生活について考えなおす。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：「スラムに暮らす人々」がどのような生活をしているか、想像するか、webで調べてメモする。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

6
文化と進化—社会進化論時代の
人類学

人間社会は「遅れた」段階から白人社会のような「進んだ」段階へと進化する、という社会進化論の
考え方とその問題点を理解する。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：「人間社会の進化発展」と「多文化共生」は矛盾するのか両立するのかを考えてみる。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

7 文化相対主義

社会進化論と人種主義の思想に対抗して現れた「文化相対主義」の考え方と、その問題点につい
て考える。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：「社会は遅れたものから進んだものへと発展する」という考え方と、「開発」との関係を考える。

事後学習（30分）：配布資料を確認し、授業全体を復習する。

8
まとめ　および近年の文化人類学
の動向

全体を振り返ったうえで、受講者の今後に関わり得る人類学の近年の動向を紹介する。

澁谷　俊樹
事前学習（30分）：これまで学んだ授業の要点を確認する。

事後学習（30分）：「個人の自由と幸福」と「文化や社会の持続可能性」が相容れるかどうかを考える。

評価 コメントシート(20%)、中間レポート(30％)、最終レポート(50％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

次回の授業冒頭10分ほどで、受講者からの質問やコメントの一部を匿名にして紹介し、応答する。

教科書 指定しない。

留意事項 該当なし。

参考図書など 指定しない。参考文献は配布資料に掲載する。

アクティブ・ラーニング 講義の途中、適宜黙読の時間や、ディスカッション時間を設ける。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。
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留意事項

1) 事前学習・事後学習の内容は、上記記載に加えて、都度、講義中に提示します。
2) 講義や自己学習の際に分からなかったことや疑問に思ったことを言語化し、適切なリソース（資料、人、等）を活用し、自ら答え
を見出す姿勢を身につけましょう。
3) 参考図書等は、改訂版が出版されることがあります。その時点での最新版を参照してください。

参考図書など
(1) Next 教科書シリーズ 国際関係論 第3版（2018）/（編）佐渡友哲、信夫隆司、柑本英雄/弘文堂/ISBN：978-4-335-00233-5
(2) プライマリー国際関係学（2021）/（編）足立研幾・坂木正彦・白戸圭一、他/ミネルバ書房/ISBN：978-4-623-09126-3
(3) 中谷和弘、植木俊哉、河野真理子、他/国際法 第5版 (2024)/有斐閣アルマ/ISBN：978-4-641-22230-4

アクティブ・ラーニング
1) 事後学習・事前学習の内容に基づき、講義中に口頭発表の機会を設け、意見交換・フィードバックを行う。
2) 上記1) を発展させて、グループワークを行う（クラス規模による）。

実務経験のある
教員による授業

看護師として看護専門職能団体等の国際活動に従事した経験を活かし、基本的・実践的内容を講義する。

評価 レポート 100%

課題に対する
フィードバックの方法

適宜、口頭発表またはリアクション・ぺーパー提出を求め（成績評価対象外）、必要に応じて講義時にフィードバックを行う。

教科書 プリントを配付する。

8
国際社会における主要課題Ⅰ～
Ⅵに対する国際社会と日本の取
組み

世界の開発に向けた取組み、様々な将来予測

輪湖　史子
事前学習（30分）：「持続可能な開発目標（SDGs）」について調べる。

事後学習（60分）：SDGsにおける健康関連ゴールについて復習・整理する。

7
国際社会における主要課題Ⅵ
（地球環境問題）

地球温暖化、環境汚染、生態系の変化、水問題、等

輪湖　史子
事前学習（30分）：地球温暖化の現状について調べる。

事後学習（60分）：地球温暖化がもたらす影響について復習・整理する。

6
国際社会における主要課題Ⅴ
（人の移動）

世界的な人の移動とグローバル化、グローバル化の影響

輪湖　史子
事前学習（30分）：「人の移動」とはどのようなことを指すのか調べる。

事後学習（60分）：人の移動がもたらす影響について復習・整理する。

5
国際社会における主要課題Ⅳ
（人口問題、食糧問題）

世界における人口推移と今後の動向、人口増と食糧問題、人口高齢化、少子化地域

輪湖　史子
事前学習（30分）：世界人口の動向（増減）について調べる。

事後学習（60分）：世界人口の変動がもたららす影響について復習・整理する。

4
国際社会における主要課題Ⅲ
（貧困と格差）

世界における貧困と格差の状況、絶対的貧困と相対的貧困、貧困が人々に及ぼす影響

輪湖　史子
事前学習（30分）：「貧困」とはどのような状態を指すか、調べる。

事後学習（60分）：「貧困の構造」について復習・整理する。

3
国際社会における主要課題Ⅱ
（現代の国際紛争とその課題）

現代の紛争の特徴、テロ、難民問題、国際社会･日本の対応

輪湖　史子
事前学習（30分）：現在、世界各地で発生している紛争について調べる。

事後学習（60分）：国際紛争から派生する諸課題について復習・整理する。

2
国際社会における主要課題Ⅰ
（政治的対立と戦争・国際紛争の
概況）

戦争・国際紛争の歴史的概況、平和の達成に向けた国際社会の取組み、国際連合の役割

輪湖　史子
事前学習（30分）：代表的な国連機関について、その活動内容を調べる。

事後学習（60分）：国連の活動と国連ファミリーについて復習・整理する。

1 国際関係論概要

国際社会の成立、現代国際社会の構成、国際社会を支える理念

輪湖　史子
事前学習（30分）：自身が関心をもつ昨今の国際的課題を挙げる。

事後学習（60分）：国際社会に関する主要概念について復習・整理する。

授
業
概
要

国際関係論の学問的背景を理解し、国際的な課題や問題を理解するうえで基本となる諸概念について学習する。国際社会が抱える諸問題のうち、特に
私たちが安全・安心、かつ、健康に暮らしていくための諸課題（対立と紛争、人口、食糧、水、貧困と格差、地球環境など）を国際的見地から考察し、国際
社会の取組み、国際協力のあり方について学習する。

到
達
目
標

1）国際社会の仕組みと役割を理解する。
2）世界が抱える重要課題について理解する。
3）国連など国際機関の役割と活動、日本のODAの活動状況と役割を理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

総合教育科目 DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

人間と文化

ナンバリングコード HCOB1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

国際関係論
選択 講義 1単位 1年前期 輪湖　史子

○
The Study of International Relations (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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実務経験の
ある教員に
よる科目

国際保健医療論
選択 講義 1単位 1年後期 輪湖　史子

○
Introduction to Global Health (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HCOB2 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

人間と文化

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

進行するグローバル化の中で、世界の医療分野で活躍できるような人材を育成するために、先進国と開発途上国における保健医療の実態と主体的
関わり方を学ぶ。また、WHOの役割とその実際の成果を学ぶ。日本の看護師、理学療法士、作業療法士が特にアジアやアフリカの開発途上国で何が
できるかを考え（援助の方法）、まとめる。

到
達
目
標

1) 国際保健医療に関する基本的な概念及び用語が理解できる。
2) 国際保健医療の現状と課題、及びそれらが発生する背景が理解できる。
3) 国際保健医療における課題解決への取組み（関係機関、手法、具体的プロジェクト等）が理解できる。
4) 保健医療領域における国際協力の現状と課題が理解できる。
5) 国際保健医療に関する事柄やテーマについて、自身で情報収集ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 現代の世界における健康

①グローバル化と健康、②健康の定義、③人権としての健康

輪湖　史子事前学習（30分）：グローバル化とは、どのようなことかを考える。

事後学習（60分）：あなたの身近にある「グローバル化の影響」を考える。

2 世界の健康状況

①世界の健康を表す指標、②健康格差、③健康及び健康格差の要因

輪湖　史子事前学習（30分）：日本人の死亡因上位10疾患を調べる。

事後学習（60分）：健康の決定要因について復習・整理する。

3 健康の決定要因

①貧困・飢餓と健康、②疾病構造と疫学転換、③世界の開発目標と健康

輪湖　史子事前学習（30分）：貧困が健康に及ぼす影響について、調べる。

事後学習（60分）：貧困の測定指標について復習・整理する。

4 疾病に対する世界の取組み

①感染性疾患と非感染性疾患、②感染症対策における国際協力

輪湖　史子事前学習（30分）：代表的な感染性疾患と非感染性疾患を調べる。

事後学習（60分）：感染症対策における国際協力について復習・整理する。

5 世界の健康向上に向けた取組み

①プライマリ・ヘルス・ケア（PHC）、②ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）、③国際保健医
療の担い手

輪湖　史子
事前学習（30分）：健康関連の国際協力組織について調べる。

事後学習（60分）：PHCとUHCについて復習・整理する。

6
世界から見た日本の健康状況と
保健医療サービス

①世界から見た日本の健康状況、②世界から見た日本の保健医療、③世界の健康向上に対す
る日本の貢献

輪湖　史子
事前学習（30分）：病気・ケガの際、あなたはどのような対処をするか考える。

事後学習（60分）：日本の健康状況・保健医療の特徴について復習・整理する。

7
国際的取組みが必要な保健医療
領域の課題Ⅰー人の移動、他

①人の移動と健康課題、②難民・紛争地域の人々の健康、③訪日・在留外国人の健康課題

輪湖　史子事前学習（30分）：訪日・在留外国人の人数を調べる。

事後学習（60分）：紛争・戦争が健康に及ぼす影響について復習・整理する。

8
国際的取組みが必要な保健医療
領域の課題Ⅱ－地球環境問題、
他

①地球環境問題と健康、②医薬品等の規制、③世界の健康課題-最近のトピックス

輪湖　史子事前学習（30分）：地球温暖化の現状について調べる。

事後学習（30分）：医薬品の不適正使用の影響について復習・整理する。

評価 レポート 100%

課題に対する
フィードバックの方法

適宜、口頭発表またはリアクション・ぺーパー提出を求め（成績評価対象外）、必要に応じて講義時にフィードバックを行う。

教科書 プリントを配付する。

留意事項

1) 事前学習・事後学習の課題は、上記記載に加えて、都度、講義中に提示します。
2) 講義や自己学習の際に分からなかったことや疑問に思ったことを言語化し、適切なリソース（資料、人、等）を活用し、自ら答
えを見出す姿勢を身につけましょう。
3) 参考図書等は、改訂版が出版されることがあります。その時点での最新版を参照してください。

参考図書など
実践グローバルヘルス －現場における実践力向上をめざして-/ 日本国際保健医療学会編/杏林書院/2022/ISBN： 978-
4764405417

アクティブ・ラーニング 事後学習・事前学習の内容に基づき、講義中に口頭発表の機会を設け、意見交換・フィードバックを行う。

実務経験のある
教員による授業

看護師として看護専門職能団体等の国際活動に従事した経験を活かし、基本的・実践的内容を講義する。
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10
音楽療法実践のὶれの例（２）-
リ䝝ビリテーション䜋䛛

་療現場・㧗㱋者⚟♴の現場での目的・目標に合わせた音楽や楽器の活用について知る

三浦　優佳
事前学習（20分）：カ⦎や療とモ䝏䝧ーションについて考える

事後学習（20分）：配ᕸ資料や授業であつ䛛ったᫎ像資料の内容を配付プリントにまとめ、考ᐹする

11
音楽を活用したከᵝな事例
-認知㧗㱋者、⤊末期་療䜋䛛

ㆤ現場や㛗期療㣴の現場での音楽療法の実際を知る／対象者にᐤりῧう音楽の活用について
考える

三浦　優佳事前学習（20分）：身㏆な㧗㱋者と音楽との䛛䛛わりについて考える／人生の⥾めくくりについて、「その人らし
䛥」、「ᑛཝ」、「⤊末期་療」、「႙ኻ」等のキーワード䛛ら考えてみる

事後学習（20分）：配ᕸ資料や授業であつ䛛ったᫎ像資料の内容を配付プリントにまとめ、考ᐹする／「生活の
質」や「人にᐤりῧうこと」について自分自身の意見をまとめる

8 音楽のᣢつ機⬟（2）-社会的ാ䛝

音楽のᣢつᵝ䚻なാ䛝の活用方法についてᫎ像資料およ䜃事例、グループワーク䛛ら学ぶ

三浦　優佳
事前学習（20分）：自分自身にとっての音楽のᏑᅾ意⩏について考えてみる

事後学習（20分）：テキストや配付プリント、ᫎ像資料、演習を振り返り、内容をまとめる

9
音楽療法実践のὶれの例（１）䠉
子ども、㧗㱋者領域

発㐩ึ期ẁ㝵の子どもと療⫱現場、㧗㱋者⚟♴設でのそれ䛮れの音楽療法の実際を知る／対
象ඣ・者に合わせた楽器や音楽の活用

三浦　優佳
事前学習（20分）：子どもにとって「楽しい音楽活動」とは䠛　について考えてみる

事後学習（20分）：配ᕸ資料や授業であつ䛛ったᫎ像資料の内容を配付プリントにまとめ、考ᐹする

6
人の健康と音楽に関するṔྐ的
視点

ୡ⏺の❺ヰや㐓ヰにみられる「心身の健康と音楽」／音楽療法のṔྐと現状を知る

三浦　優佳
事前学習（20分）：音楽がもつ人の健康に対するᙳ㡪をしめしている❺ヰや㐓ヰを考えてみる（テキストを事前に
ㄞんでおくのもⰋい）

事後学習（20分）：自分自身やᐙ᪘等身㏆な人の心身の健康と音楽に関する䜶ピソードを考える／心身の健康
と科学について自分自身の考ᐹを῝める

7
音楽のᣢつ機⬟（1）- 生理的ാ
䛝、心理的ാ䛝

音楽のᣢつ3つのാ䛝生理的・心理的・社会的ാ䛝について、ᫎ像資料や事例、グループワーク䛛
ら学ぶ

三浦　優佳事前学習（20分）：音楽のാ䛝が人㛫の心身の状態にᙳ㡪している具体的な例についてᗈく考ᐹする

事後学習（20分）：テキストや配付プリントで習する／音楽のാ䛝が活䛛䛥れている社会の事例や健康に対す
る支援の事例を考える

4 音楽療法ᴫㄝ

音楽療法の定⩏、対象者、目的・目標、方法などについて学ぶ

三浦　優佳
事前学習（20分）：音楽療法に対する自分自身のイメージを考える

事後学習（20分）：配付資料、授業内容の習

5
音楽療法におけるᵝ䚻な音楽経
験とከᵝな楽器の使用

フ䜷ーマルな音楽療法におけるᵝ䚻な音楽経験と使用する楽器について学ぶ

三浦　優佳
事前学習（20分）：音楽はどのような方法で体験で䛝る䛛（⪺く、ḷうなど）考えておく。

事後学習（20分）：授業内容のㆶ、参考ᫎ像等の視聴

2 音楽とは

人㛫の生ᾭと音楽、「音楽とはఱ䛛䠛」について考える

三浦　優佳
事前学習（20分）：㐣ཤを振り返り、自分自身の人生の中での音楽について考える

事後学習（20分）：授業内でᢅったキーワードを習し、考えたことを配付プリントにまとめる

3 音楽を使ったアクティビティ

グループワーク

三浦　優佳
事前学習（20分）：自分自身が体験したことがある音楽を用いた活動をᛮい出しておく

事後学習（20分）：演習での体験を配付プリントにまとめておく

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題等）
ᢸᙜ教員

1
イントロ䝎クション：人㛫の発㐩と
音楽

ஙᗂඣ䛛ら㧗㱋者まで、人の発㐩と音楽の䛛䛛わりについて考える／音楽とはఱ䛛䠛について考
える

三浦　優佳事前学習 （15分）：自分自身と音楽との出会いや䛛䛛わりについて考える／㐣ཤを振り返り、自分自身の人生
の中での音楽について考える

事後学習 （20分）：自分自身と音楽との出会いや䛛䛛わりや、人生の中での音楽について考えたことを配付プリ
ントにまとめる／授業内でディスカッションした内容を配付プリントにまとめる

人㛫とᩥ

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クライアント中心の་療を体的に提౪することによりᆅ域社会に㈉⊩することがで䛝る。

授
業
ᴫ
要

ⱁ⾡領域である音楽をᗈく理ゎし、≉に人䚻の健康のために音楽を活用する「音楽療法」の知見を学ぶ。具体的には、音楽がᣢつാ䛝（生理的、心理
的、社会的ാ䛝）を学修し、心身の㞀ᐖの回、機⬟の⥔ᣢᨵၿ、生活の質向ୖ等に䜐けて音楽を意図的・ィ⏬的に用いて支援する具体的な方法の
基礎を学修する。

฿
㐩
目
標

1）音楽のᣢつാ䛝をᗈいほ点䛛ら考えることがで䛝る。
2）音楽療法の基本的なཎ理と考え方をㄝ᫂で䛝る。
3）対象者のニーズに合わせてどのように音楽のᣢつാ䛝を活用するの䛛ㄝ᫂で䛝る。

䝘ンバリングコード HCOO1 䜸フィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後ཬ䜃メールでཷけ付ける

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関㐃

⥲合教⫱科目 㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、他者とのコミュニ䜿ーションを通じてⰋ好な関ಀを⠏いて発ᒎ䛥せることがで䛝る。

㻰㻼4）ಖ健・་療・⚟♴・教⫱・⏘業等各⏺の関㐃⫋種と㐃ᦠし、人䚻の健康にᐤすることがで䛝る。

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科目音楽論

㑅ᢥ 演習 1༢ 1ᖺ後期 三浦　優佳Introduction to Music Theory and Music
Therapy

䕿
㻔30㛫㻕
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評価
期末テスト50％（基礎的な知識の獲得状態と、それをもとに自分の考えをまとめる力をみる）
プレゼンテーション50％（学修成果をもとに自分の考えやアイディアをまとめ、表現する力をみる。プレゼンテーションのための資
料は事前に提出を求める場合がある。提出の目安は第13回の予定。）

課題に対する
フィードバックの方法

提出した課題は後日返却する。返却の際（授業中）にフィードバックをおこなうと共に、必要に応じて課題に個別にコメントを記入
して返却する。授業中に学生同士でピアレビューをおこなう機会を設ける。

教科書
宮本啓子、二俣泉編著/2014/音楽療法を知る ― その理論と技法/杏林書院/ISBN：978-4764405325
その他、資料は配付プリントとして適宜配付する。

留意事項
履修にあたり、音楽の得意不得意、経験の有無、好み等は一切問いません。また、本授業ではピアラーニングの視点を大切にし
ます。ディスカッションや各種ワーク、プレゼンテーションと質疑応答には真摯な姿勢で臨みましょう。

参考図書など
二俣泉、白川ゆう子、三浦優佳著/2023/「音楽療法をまなぶ」新訂増補版/アカデミアミュージック株式会社/ISBN： 978-
4870170995、佐藤 由美子著/2014/ラスト・ソング―人生の最期に聴く音楽/ポプラ社/ISBN：978-4-591-14215-8

アクティブ・ラーニング
【ディスカッション】は、シラバス欄への記載はないが毎テーマでおこなう。【グループワーク】ではロールプレイ等もおこなう。
【プレゼンテーション】はグループワークも含み、自身やグループでの意見や考えをまとめてクラスで発表し、質疑応答をする。

実務経験のある
教員による授業

日本音楽療法学会認定音楽療法士の資格を有し、音楽を用いた健康への支援について臨床例を提示しながら実践的な授業を
おこなう。

14
音楽活動の創作（３）ープレゼン
テーションに向けての演習

立案した音楽活動のデモンストレーションと修正／グループワーク

三浦　優佳
事前学習（20分）：立案した音楽活動をおこなうための準備をすすめる

事後学習（20分）：デモンストレーションをもとに修正し、プレゼンテーションの準備をする

15
音楽活動の発表（プレゼンテー
ション）

これまでの学修内容をもとに、対象領域を設定し、そのニーズを踏まえた音楽や楽器の活用を具体
的に考える／考えた事柄について、プレゼンテーション（課題発表）をおこなう

三浦　優佳事前学習（60分）：学修内容をもとに対象者のニーズに合わせた音楽活動を考えまとめる／グループワークとプ
レゼンテーション（課題発表）の準備をする

事後学習（20分）：グループワークやプレゼンテーションを通して考えたことをまとめる

12
音楽活動の創作（１）ープログラム
ビルディング

対象者に合わせた音楽の創作について、目的設定、活動案の作成について学ぶ

三浦　優佳
事前学習（20分）：音楽活動を作成するにあたっての、関心のある対象領域を考えてみる

事後学習（20分）：テキストや配付プリントを振り返り、学修内容をまとめる

13
音楽活動の創作（２）ー対象者像
と活動の検討

対象者と課題、目標等を検討し、活動を立案する／グループワーク

三浦　優佳
事前学習（20分）：対象者像と目標について具体的に考え、使用音楽等を考えておく

事後学習（20分）：テキストや配付プリントを振り返り、学習内容をまとめる
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

社会福祉論
必ಟ 講義 1༢ 2年後期 ஂḟ　ዉ⨾

䕿
Social Welfare (Introduction to Social Welfare) (15㛫)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

䝘ンバリングコード HCOB1 䜸フィスアワー 本科┠に㛵する㉁ၥは䚸授業の前後及びメールでཷけける

授業科┠༊ศ ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

ᑓ㛛基礎科┠
㻰㻼1）ே㛫のとಶをᑛ重で䛝るຊ

㻰㻼4）䝏ー䝮で㐃ᦠし༠ാするຊ

健康支援と社会保㞀制度

授
業
概
せ

⌧௦社会に䛚ける社会ၥ題䜔⏕ά課題を取りୖ䛢䚸福祉制度の意義䜔理ᛕ䚸福祉ᨻ⟇との㛵ಀ䚸福祉ニー䝈と社会資※䚸社会福祉ᑓ㛛ᶵ㛵䜔ᑓ㛛
⫋のᙺを学䜆。またᵝ䚻な福祉㡿ᇦの制度ᨻ⟇䚸実践方法にはどのような䜒の䛜あるのかなどについて基本的な学びを῝める。䛥䜙にこ䜜か䜙の福
祉のあり方について䜒考ᐹすることで䚸保健་⒪福祉ศ㔝での⮬㌟のᑓ㛛⫋としてのᙺ䜔ᑓ㛛ᛶについて䜒考ᐹする。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）保健་⒪福祉に䛚ける社会福祉の⨨づけを理ゎしㄝ᫂で䛝る。
2）⌧௦社会の課題とᆅᇦ社会の中での社会福祉のᙺをㄝ᫂で䛝る。
3）社会福祉をᢸうே䚻のᑓ㛛ᛶとከ⫋✀㐃ᦠについて理ゎし䚸ከ⫋✀㐃ᦠに基づく䝏ー䝮アプ䝻ー䝏のษ䛥を実ឤで䛝る。
4）社会福祉の┦談援ຓᢏ⾡とソーシャルワークのᒎ㛤㐣⛬につい理ゎし䚸ㄝ᫂で䛝る。
5）保健福祉་⒪ศ㔝での⮬㌟のᑓ㛛⫋としてのᙺ䚸社会福祉との㛵わり方ついて考ᐹし䚸ᑗ᮶のᑓ㛛⫋ീにᙺ❧てる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1
社会福祉とはఱか
社会福祉を取りᕳく⎔ቃ

社会福祉の意義・理ᛕを理ゎする。⏕ά基┙となる社会の⌧≧とኚを学䜆。社会福祉援ຓᢏ⾡
の意義とᙧែを学䜆。

ஂḟ　ዉ⨾
事前学習（30ศ）⌧点で⮬㌟䛜ᛮう䛂社会福祉ീ䛃と䛂⌧௦社会の課題䛃を考䛘る。

事後学ಟ（30ศ）社会福祉とは䚸社会福祉を取りᕳく⎔ቃについての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する。

2 社会福祉のṔྐとືྥ

ྂ௦か䜙㏆௦までの᪥本とḢ⡿の社会福祉のṔྐとⓎᒎを学䜆。

ஂḟ　ዉ⨾
事前学習（30ศ）教科書　第I部䠎　᪥本の社会福祉のṔྐをㄞむ。

事後学習（30ศ）Ṕྐについての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する。

3 社会保㞀制度

社会保㞀の理ᛕ䚸┠的䚸ᶵ⬟とᵓᡂ䚸⌧≧とືྥを学䜆。社会保㝤制度（་⒪・年㔠・ປാ保㝤）に
ついて学䜆。

ஂḟ　ዉ⨾事前学ಟ（30ศ）教科書　第䠍部䠏　㻼32　図3㻚2の中か䜙⮬㌟䜔ᐙ᪘䛜⏝したこと䛜ある社会保㞀制度を書䛝
出すワークに取り組む。

事後学習（30ศ）社会保㞀制度についての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する。

4

社会福祉をᒎ㛤する組⧊
社会福祉をᢸうே䚻
┦談援ຓ・ソーシャルワークのᒎ
㛤

社会福祉をᒎ㛤する組⧊䚸社会福祉ᚑ事⪅の⫋✀䚸資格制度䚸ᑓ㛛ᛶ䚸άື範ᅖ䚸ከ⫋✀㐃ᦠ・
䝏ー䝮アプ䝻ー䝏を学䜆

ஂḟ　ዉ⨾事前学ಟ（30ศ）教科書　第I部3㻚4　社会福祉をᒎ㛤する組⧊䚸13　社会福祉をᢸうே䚻をㄞむ。ཌປ┬䝩ー䝮・
⮬Ꮿのᕷ༊⏫ᮧの䝩ー䝮ペー䝆を㜀ぴする

事後学ಟ（30ศ）①小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する②⮬ศ䛜ఫむᆅᇦをᢸᙜする社会福祉のᑓ㛛ᶵ㛵と施タを
ㄪ䜉る（リ䝃ー䝏）

5 పᡤᚓ⪅福祉

పᡤᚓと㈋ᅔの定義と⌧≧及び䚸పᡤᚓ⪅䜈の支援制度を学䜆

ஂḟ　ዉ⨾
事前学ಟ（30ศ）教科書　第I部䠓　పᡤᚓ⪅福祉をㄞみ䚸㈋ᅔ・పᡤᚓについて考䛘る。

事後学ಟ（30ศ）పᡤᚓ⪅福祉の小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する

6 子ど䜒ᐙᗞ福祉

子ど䜒とᐙᗞを取りᕳく⌧≧とᑡ子対⟇䚸ඣ❺福祉施タ䚸ẕ子保健䚸ඣ❺ᚅ䚸子⫱て支援事
業䚸子ど䜒の㈋ᅔについて学䜆

ஂḟ　ዉ⨾
事前学ಟ（30ศ）教科書　第I部䠐　子ど䜒ᐙᗞ福祉　をㄞみ䚸᪥本に䛚ける子ど䜒福祉の課題を考䛘る。

事後学ಟ（30ศ）子ど䜒ᐙᗞ福祉についての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する。

7 高㱋⪅福祉と介護保㝤制度

高㱋⪅を取りᕳく≧ἣ䚸高㱋⪅福祉䚸介護保㝤制度について学䜆

ஂḟ　ዉ⨾事前学ಟ（30ศ）教科書　第I部䠒高㱋⪅福祉　7介護福祉と介護保㝤制度　をㄞみ䚸᪥本に䛚ける高㱋⪅福祉
の課題を考䛘る。

事後学ಟ（30ศ）高㱋⪅福祉と介護保㝤制度についての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍で提出する。

8
㞀ᐖ⪅福祉・┦談援ຓ・ソーシャ
ルワークのᒎ㛤

㞀ᐖ⪅のと䜙䛘方䚸定義と⌧≧の理ゎ䚸㞀ᐖ⪅福祉に㛵する法と施⟇䚸㞀ᐖ⪅㞠⏝とᑵປ支援・
ソーシャルワーク実践について学䜆

ஂḟ　ዉ⨾
事前学ಟ（30ศ）教科書　第I部䠑　㞀ᐖ⪅福祉　をㄞみ䚸㞀ᐖの概ᛕ・定義について考䛘る。

事後学ಟ（30ศ）㞀ᐖ⪅福祉及びソーシャルワークについての小テストを㼙㼍㼚㼍㼎㼍にて提出する。

Ⅲ
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評価 定期試験(70％)　小テスト（15％）事前事後課題・授業中ワーク（15％）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

教員より評価点とコメントをつけて授業後に返却または授業中に口頭でフィードバックを行う

教科書 コメディカルのための社会福祉概論 第5版/鬼崎信好・本郷秀和編/講談社/2023年/ISBN：978-4065301937

留意事項 広範な内容を8回の講義で学習するため事前学習事後学習は必ず取り組むこと。

参考図書など

①よくわかる社会福祉/第11版/山縣文治・岡田忠克編/ミネルヴァ書房/2019年/ISBN:978-4623076765
②ソーシャルワーク実践の基礎理論（改定版）/北島英治・副田あけみ・高橋重宏・渡部律子編/有斐閣/2010年/ISBN:978-
4641055490
③新体系看護学全書　健康支援と社会福祉制度　社会福祉/メヂカルフレンド社/2024年/ISBN:978-4839234157
その他　講義の中で適宜紹介する

アクティブ・ラーニング
①各講義のテーマについてペアまたはグループワークによるディスカッションを実施しリアクションペーパーを提出する
②授業中及び事後学習を通して教員との意見交換を行う。

実務経験のある
教員による授業

社会福祉士及び精神保健福祉士資格を有しソーシャルワーカーとしての実務経験に基づく実践的な授業を行う
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10
肢体不自由に応じた競技䙷
【実技】

フライング䝕ィスク　ゲームの実施

原田　長
事前学習（30分）：フライング䝕ィスクのルールを調べる。

事後学習（30分）：実技で体験したことをイメージし、より上達するための方法を調べる。

9
肢体不自由に応じた競技䙶
【実技】

䝂ールボール （視覚障がい）　ゲームの実施

原田　長
事前学習（30分）：䝂ールボールのルールを調べる。

事後学習（30分）：実技で体験したことをイメージし、シュートをより上達するための方法を調べる。

8
肢体不自由に応じた競技①
【実技】

䝂ールボール （視覚障がい）

原田　長
事前学習（30分）：䝂ールボールのルールを調べる。

事後学習（30分）：実技で体験したことをイメージし、シュートをより上達するための方法を調べる。

7 障がい者スポーツを知る　【ᗙ学】

௦⾲的な障がい者スポーツについて、䛭の≉ᚩとルールを知る②

原田　長
事前学習（30分）：௦⾲的な障がい者スポーツのルールを調べる。

事前学習（30分）：௦⾲的な障がい者スポーツにおける公ᘧ試合の動画を探して閲覧する。

6 障がい者スポーツを知る　【ᗙ学】

௦⾲的な障がい者スポーツについて、䛭の≉ᚩとルールを知る①

原田　長
事前学習（30分）：௦⾲的な障がい者スポーツのルールを調べる。

事前学習（30分）：௦⾲的な障がい者スポーツにおける公ᘧ試合の動画を探して閲覧する。

5
障がい者スポーツにおける
リスク⟶理　【ᗙ学】

スポーツ指導をするためにᚲせなリスク⟶理について理ゎする

原田　長
事前学習（30分）：スポーツ指導をする上でᚲせなリスクにはどのような䜒のがあるか調べる

事後学習（㻢0分）：リスク⟶理としてᚲせなE㻭㻼（㼑㼙㼑㼞㼓㼑㼚㼏㼥 㼍㼏㼠㼕㼛㼚 㼜㼘㼍㼚）をసᡂする

4 障がい者スポーツのṔྐ　【ᗙ学】

障がい者スポーツのᡂり立䛱（パラリン䝢ック会の実際）

原田　長
事前学習（30分）：障がい者スポーツはいつ、どこで、だ䜜がጞめたスポーツかを調べる。

事後学習（㻢0分）：日本ཬ䜃ㅖእᅜにおける障がい者スポーツのᬑཬ状況を学習する。

3 障がいの理ゎ　【ᗙ学】

肢体不自由、視覚障ᐖ、⫈覚障ᐖ、知的障がいについて䛭䜜䛮䜜理ゎする

原田　長
事前学習（30分）：ྛ✀障がいとはどのような「し䜗うがい」なのかを学習する。

事後学習（㻢0分）：学習した内ᐜを基に障がいの方がスポーツを行う際の留意点を学習する。

2 障がいとは　【ᗙ学】

「し䜗うがい」のᐃ⩏とは。⾲記の考え方、臨床像を理ゎする。

原田　長事前学習（30分）：自身がいつ䜒⏝する「し䜗うがい」⾲記と、にはどのような⾲記方法があるのかを調べる。

事後学習（㻢0分）：自身が「し䜗うがい」と⾲記する際に、どのような⾲記が自身にとってⰋいのか理由とඹに考え
る。

1 ガイダンス

授業内ᐜ、進め方などの説明を行う。

原田　長
事前学習なし。

事後学習なし。

授
業
ᴫ
せ

この授業は、ᗙ学（㻢週㛫）実技（7週㛫）からᵓᡂさ䜜る。ᗙ学では、「し䜗うがい」の⾲記に㛵しての考え方、
障がいの臨床像やパラリン䝢ック、ᅜ内で行䜟䜜ている障がい者スポーツの競技を視覚教ᮦなどを⏝し説明するとඹに、
障がいの有↓に㛵䜟ら䛪、すべての人がスポーツ参画に⧅がる考え方やᕤኵについて䜒説明をする。
実技では、ᗙ学で学習した内ᐜを基にいくつかの障がい者スポーツを体験する。

฿
達
┠
ᶆ

1）　「し䜗うがい」⾲記の考え方を説明できる。
2）　障がいの臨床像（3障がい：身体/知的/精神）を理ゎし、説明できる。
3）　障がい者スポーツのṔྐを把握し、説明できる。
4）　パラリン䝢ックやᅜ内で行䜟䜜ている障がい者スポーツの競技の把握とルールを理ゎし、説明できる。
5）　障がい者スポーツとඹ生♫会を理ゎし、説明できる。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

⥲合教⫱科┠ 㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによりၥ題ゎỴにྥけて実践することができる。

㻰㻼3）相ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニケーションを㏻じてⰋ好な㛵ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

人㛫とᗣ

ナンバリング䝁ード HCOO1 䜸フィスア䝽ー 本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃メールでཷけける

授業科┠༊分 ༞業認ᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

障ᐖ者スポーツ
㑅ᢥ ₇習 1༢

1年前ᮇ
または
後ᮇ

原田　長
䕿

Universal Sports for People with Disability 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢数
㻔時㛫数㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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留意事項

実技は相応しい格好で行う。不備があると講師が判断した場合、リスクマネジメントの観点から見学扱いとなるので注意をする。
（詳細はガイダンス時に説明をします。）
【授業進行時の注意点】上記の授業計画を基に授業を進めますが、履修者数、授業の進行状況などにより変更する場合があり
ます。ご了承ください。

参考図書など 参考図書、参考WEBがあった際は、授業内にて説明をします。

アクティブ・ラーニング 障がいの体験を行い、障がいのある方の生活圏やスポーツを行う際の「できること」、 「困難であること」を把握する。

実務経験のある
教員による授業

①理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの資格を有し、障がいのある方の指導の経験から、実践的な授
業を行う。②理学療法士としての臨床経験を活かして、身体、知的、精神障がいの臨床像を説明する。

評価 レポート課題（50％）、リアクションペーパー（50％）から評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

授業内に適宜フィードバックをする。

教科書
改訂版　障がいのある人のスポーツ指導教本<初級・中級>/2020年改訂カリキュラム /（公財）日本パラスポーツ協会編/
ISBN：978-4-324-11250-2

15 まとめ

14週までのまとめを行う

原田　長
事前学習なし

事後学習なし。

14
脳性まひに応じた競技②
視覚障がいに応じた競技
【実技】

ボッチャ（ゲームを含む）

原田　長
事前学習（30分）：ボッチャにおける実際の試合動画を探して閲覧する。

事後学習（30分）：見え方の体験から、実際に「できること」と「困難であること」を整理する。

13
脳性まひに応じた競技①
【実技】

ボッチャ（ゲームを含む）

原田　長
事前学習（30分）：ボッチャのルールを調べる。

事後学習（30分）：勝つための戦略を自身で組み立てる。

12
肢体不自由に応じた競技⑤
【実技】

車いすバスケットボール 　ゲームの実施

原田　長
事前学習（30分）：車いすバスケットボールのルールを調べる。

事後学習（30分）：実技で体験したことをイメージし、シュートをより上達するための方法を調べる。

11
肢体不自由に応じた競技④
【実技】

車いすバスケットボール

原田　長
事前学習（30分）：車いすバスケットボールのルールを調べる。

事後学習（30分）：車いすバスケットボールにおける怪我防止（転倒など）への配慮点を調べる。
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

レクリエーションスポー䝒
㑅ᢥ ₇習 㻝༢

㻝年前ᮇ
または
後ᮇ

加藤　広大
䕿

Recreation Sports (30時間)

䝘ンバリング䝁ード HCOO1 䜸フィスアワー ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後及びメールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

総合教⫱科┠
D㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを通じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ることがで䛝る。

ே間と健康

授
業
概
せ

年௦、体力、㞀ᐖ等を考៖した㌟体㐠ືのᚲせ性及び指導ୖのὀ意事項に関するᇶ♏的▱㆑を理解する。㧗㱋者を対㇟とした㻽㻻㻸を㧗めるための 
ᐃ、体᧯、各種スポー䝒のᇶ♏的能力を㌟につ䛡る。

฿
㐩
┠
ᶆ

㻝)㌟体㐠ືのᚲせ性及び㔜せ性について理解し、説᫂で䛝る。
2)対㇟者の状ែに合䜟䛫たレクリエーションのィ⏬❧とᏳ全を留意した㐠ື指導がで䛝る。
3)対㇟者がᴦし䛟参加で䛝る㌟体㐠ືをᨭするための䝁䝭䝳ニ䜿ーションを実践で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
ᢸᙜ教員

1
䜸リエンテーション・健康学につい
て

授業の内容についての説᫂及び㻽㻻㻸、㌟体㐠ືのᚲせ性についての解説

加藤　広大
事前学習（30分）：自分にとって健康とはどのような状ែか考える。

事後学習（30分）：学⏕⏕活に䛚いて健康のためにఱがで䛝るかまとめる。

2 健康学概論 「㐠ື」

㌟体㐠ືの㔜せ性についての解説及び実践

加藤　広大
事前学習（30分）：㐠ື方法についてᖜ広䛟ண習する。

事後学習（30分）：㐠ື方法についてまとめる。

3 健康学概論 「ᰤ㣴」

ᰤ㣴についての解説及び実ᥦ♧

加藤　広大
事前学習（30分）：大ᰤ㣴⣲についてண習する。

事後学習（30分）：大ᰤ㣴⣲についてまとめる。

4 健康学概論 「ఇ㣴」

ఇ㣴についての解説及び実践

加藤　広大
事前学習（30分）：ఇ㣴方法についてண習する。

事後学習（30分）：ఇ㣴方法についてまとめる。

5 健康学概論 「健康䜈のᐖ」

アル䝁ール、ႚ↮䛚よび⸆≀が㻽㻻㻸に及䜌すᙳ㡪

加藤　広大
事前学習（30分）：アル䝁ールやႚ↮のᐖを調べる。

事後学習（30分）：アル䝁ールやႚ↮について自分の考えをまとめる。

6 体力 ᐃ実習 「ᰂ㌾性と➽力」

㧗㱋者を対㇟とした体力 ᐃの実践方法と評価について実施及び解説

加藤　広大
事前学習（30分）：体力 ᐃの方法についてண習する。

事後学習（30分）： ᐃ⤖ᯝについてまとめる。

7 体力評価 「評価法解説」

体力 ᐃの実践方法と評価について実施及び解説

加藤　広大
事前学習（30分）：体力せ⣲についてண習する。

事後学習（30分）：授業内容を㋃まえ㌟体活ືに䛚䛡る留意Ⅼについてまとめる。

8 前༙のまとめ（➨䠍回䡚䠓回）

฿㐩┠ᶆに対する理解度を る

加藤　広大
事前学習（30分）：前回までの内容についてண習する。

事後学習（30分）：健康と㐠ືについて考ᐹする。

9 ヨガ 「ポー䝈解説」

㻽㻻㻸ྥୖを┠的としたヨガの解説及び実践

加藤　広大
事前学習（30分）：ヨガについてண習する。

事後学習（30分）：実践を通じて、ヨガについてまとめる。

10 ヨガ 「㍍ῶ法」

㧗㱋者に対するヨガの実践方法及びὀ意Ⅼの解説

加藤　広大
事前学習（30分）：㧗㱋者の㌟体活ື状況についてண習する。

事後学習（30分）：㧗㱋者に対するヨガの有ຠ性についてまとめる。

11 ヨガ 「レ䜲䝲リング法」

䝪ディラ䜲ンをᩚえるヨガの解説及び実践

加藤　広大
事前学習（30分）：理の䝪ディラ䜲ンについて考える。

事後学習（30分）：䝪ディラ䜲ンをᩚえることの有用性についてまとめる。

12
健康学概論 「ストレス䝬䝛䝆メン
ト」

ストレスの解説及び、解ᾘ方法のᥦ

加藤　広大
事前学習（30分）：ストレスについて考える。

事後学習（30分）：ストレスついて自分の考えをまとめる。

Ⅲ

総
合
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13 健康学概論 「心理学」

心理的健康についての解説

加藤　広大
事前学習（30分）：心理的健康について考える。

事後学習（30分）：心理的健康ついて自分の考えをまとめる。

14 健康学概論 「持続可能性」

SDGs、エシカル、メディアリテラシーについての解説

加藤　広大
事前学習（30分）：SDGsを調べる。

事後学習（30分）：SDGsについて自分の考えをまとめる。

15 全授業内容のまとめ

前回までの内容の振り返りとまとめ、健康に関してのグループディスカッション

加藤　広大
事前学習（30分）：総合的に健康について考える。

事後学習（30分）：総合的に健康について自分の考えをまとめる。

評価 思考力、判断力をルーブリック評価(60％)し、更に意欲、表現力をレポート(40％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

レポートを実施した際は翌週解説を行う。

教科書 適宜紹介する。

留意事項 授業の内容は、施設・用具の状況や授業の進行状況によって変更することがあります。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング ディスカッション及び各種ワークを通じ、主体的な学び、対話的な学び、深い学びを促す。

実務経験のある
教員による授業

ヨガ指導者としての資格（RYT200等）を有し、年間500時間程度のヨガ、健康学指導経験を活かした包括的、実践的授業を行う。
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

情報リテラシー
㑅ᢥ 演習 1༢ 1年前期 橋本　規子

䕿
Information Literacy (30時間)

䝘ンバリング䝁ード HCOB2 オフィスア䝽ー 本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

総合教⫱科┠
㻰P1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実践すること䛜できる。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືすることによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実践すること䛜できる。

ே間と情報

㻰P4）ಖ・་⒪・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤすること䛜できる。

㻰P6）༞業後も自ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟た䜚自らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡ること䛜できる。

授
業
ᴫ
せ

学習にお䛔て䝁ン䝢䝳ー䝍を有効に活用するための能ຊ（䝁ン䝢䝳ー䝍リテラシー）を㌟に䛴䛡る。⌧௦♫にお䛡る情報䝰ラ䝹と情報䝉䜻䝳リティを理解
し、I㻯㼀(Information㻌an㼐㻌㻯omm㼡nication㻌㼀ec㼔no㼘o㼓㼥)を用して、情報を集・活用して䛔くための方法とᢏ⾡をಟᚓする事を┠的とする。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）情報䝰ラ䝹と情報䝉䜻䝳リティを理解し、I㻯㼀を活用方法に䛴䛔てㄝ᫂する。
2）䝁ン䝢䝳ー䝍（㼃in㼐ow㼟）の基本的な使䛔方を理解し、実務に活用する㔜せᛶを認識する。
3）㼃or㼐や㻱㼤ce㼘を理解し、実務に活用する㔜せᛶを認識する。
4）PowerPointを使った◊✲発表を行䛔、㐀的ᛮ考を深める。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 情報リテラシーとは

䝁ン䝢䝳ー䝍ーの基礎、イン䝍ー䝛ットの基礎、䝛ット♫とⴭ作ᶒ、SNSのᏳ全な用

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書のᗎ章を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容を確認して自分のものとする。

2 㼃in㼐ow㼟の基礎知識

フ䜷䝹䝎ーの作成、アク䝉サリの使用

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の1章を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

3 㼃or㼐の基礎知識

ᩥ書の作成、䝨ージ設定とᩥ書の印刷、表の作成

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の2章-1～4を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

4 ᩥ書の編集(基礎）

䛔䜝䛔䜝な書ᘧを設定する

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の2章-5を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

5 ᩥ書の編集（応用）

表⌧ຊをアップする

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の2章-6を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

6 㛗ᩥの編集

㛗ᩥ作成をサポートする

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の2章-7を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

7 㻱㼤ce㼘の基礎知識

デー䝍の入ຊ・編集、表の作成

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-1～4を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

8 基本的な関ᩘ

┦対参↷と⤯対参↷、関ᩘの入ຊ方法

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-5-1～2-䐡を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

9 知っておくと౽な関ᩘ

᮲௳によって集ィする、ᩥᏐิ᧯作関ᩘ、᪥䠋時้関ᩘ

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-5-2-䐢、5-2-䐦、䐧を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

10 関ᩘの䝛スト

ㄽ理関ᩘ、᳨⣴䠋行ิ関ᩘ

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-5-2-䐣～䐥を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

11 グラフと図ᙧ

䛔䜝䛔䜝なグラフの作成と編集、㻱㼤ce㼘デー䝍を㼃or㼐ᩥ書に用する

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-6、2章-8を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

12 デー䝍䝧ースの用

デー䝍の୪䜉᭰䛘、ᢳ出、䝢䝪ットテーブ䝹、᧯作の自ື

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の3章-7～9を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。
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13 PowerPointの基礎知識

プレゼンテーションの作成、図やオブジェクトの挿入と編集

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の4章-1～3を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

14 PowerPointの応用知識

図表・グラフ・表の挿入と編集、特殊効果の設定、印刷関係の機能、スライドショーをサポートする
機能

橋本　規子
事前学習(30分）：教科書の4章-4～7を読む。

事後学習(30分）：授業で行った内容・課題を確認して自分のものとする。

15 総合演習(期末演習)

Office全体の演習を行う

橋本　規子
事前学習(120分）：前回までの全講義内容を復習し理解を深める。

事後学習(60分）：総合演習(期末演習)の内容を確認して自分のものとする。

評価 段階別演習（50％）と定期試験（50％）で評価する。なお、段階別演習は第6、12、15回にそれぞれ実施する。

課題に対する
フィードバックの方法

授業での課題演習は、教科書またはスクリーン投影で模範解答を提示する。期末演習は、模範解答を掲示する。

教科書 30時間アカデミック　Office2021/杉本くみこ・大澤栄子/実教出版/2022年/ISBN：978-4407359435

留意事項
情報処理の資格を有しソフトウェア開発の経験から、情報を整理して、活用できる実践的な授業を行う。
manabaを使用する。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 課題演習を行う。

実務経験のある
教員による授業

情報処理の資格を有しソフトウェア開発の経験から、情報を整理して、活用できる実践的な授業を行う。
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回

12 成果公表（学発表、論文、特許）

論文の投稿か䜙ཷ理、特許申請か䜙取得までの流れを事例とともに学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：研究計画書の見直し

10 研究計画書の発表・㉁䐟

作〇した研究計画書について発表を行䛖。また、㉁・応答を行䛖

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：研究理の復習

11 研究計画書の発表・㉁䐠

作〇した研究計画書について発表を行䛖。また、㉁・応答を行䛖

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：研究計画書の作〇

8
研究計画書の作〇に必要なもの
は䠛

研究計画書の作〇に必要な項┠を学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：前回の復習

9 研究計画書の作〇

実際の研究計画書の作〇を行䛖

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：研究デザインについての復習

6 理ᣦ㔪・法ᚊ

研究を行䛖ୖでྍḞな理・法ᚊを学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：᳨⣴論文をㄞ䜐

7 ⤫計分ᯒ

事例、データをもとに୍⯡的な⤫計用ㄒ、ᡭ法について学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：論文の⤠䜚㎸䜏についての復習

4 研究デザインのỴ定

研究デザインの種㢮およびྛデザインの㛗ᡤ、▷ᡤを学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：㻼I㻯㻻/㻼㻱㻯㻻の復習

5 研究デザインูの論文᳨⣴方法

研究デザインูの論文の⤠䜚㎸䜏方法について学び、実㊶する

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：論文᳨⣴法の復習

2
ၥをᵓ㐀化する。
㻼I㻯㻻/㻼㻱㻯㻻とは䠛

䛂ၥ䛃か䜙研究を立案するために、研究の対㇟、方法、┠的を᫂☜化するための方法を学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（0分）：特になし

3
ሗ㞟（論文᳨⣴）法の習得お
よび論文のᵓ㐀

論文᳨⣴䝃イト（㻼㼡㼎㼙㼑㼐）の使い方や文⊩の取䜚ᐤ䛫方、論文のᵓ㐀について学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（0分）：特になし

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1
研究に必要なものはఱか䠛ၥ、
クリニ䜹䝹ク䜶ス䝏ョンの重要性

研究のスタートᆅ点である䛂ၥ䛃をもつことの重要性を䝜ー䝧䝹㈹ཷ㈹者の事例をもとに学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（0分）：特になし

ே㛫とሗ

授
業
ᴫ
要

科学ᢏ⾡の発ᒎにకい研究ᡭ法や⒪法は多ᵝ化している。ᑗ᮶、臨床現場、研究ᶵ㛵でാき、よ䜚Ⰻい医⒪をᝈ者䛥䜣にᒆ䛡るためには研究に㛵
する視点、知識を㣴䛖必要がある。研究立案（クリニ䜹䝹ク䜶ス䝏ョン、論文᳨⣴、研究デザイン、理ᣦ㔪・法ᚊ、⤫計、研究計画書）、研究費獲得か䜙
成果公表（学発表、論文、特許）に⮳るまでの㐣⛬に必要な基礎知識を講義、₇習を通じて学ぶ。また、ᮘୖ論䛰䛡でな䛟、ᢸᙜ教員の経験に基䛵い
た実際の事例とともに授業を行䛖。

฿
㐩
┠
ᶆ

1) 論文が᳨⣴できるよ䛖になる。 論文のᵓ㐀を理解する。
2) 研究デザインの特ᚩを理解し、㐺ษな研究デザインを㑅ᢥできる。
㻟) 理ᣦ㔪・法ᚊに㛵する㐺ษな知識をㄝ᫂できる。
4) ⤫計に㛵する୍⯡的な用ㄒを理解できる。
5) 研究計画書に必要な事項をᣲ䛢ることができる。
6) 成果公表の流れについてㄝ᫂できる。

䝘ンバリングコード HCOA1 䜸フィスア䝽ー ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬびメー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵連

⥲ྜ教⫱科┠
㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືすることによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することができる。

㻰㻼5）ᖜ広い教㣴と㧗い理ほをもち、クライアント୰ᚰの医⒪を体的に提౪することによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩することができる。

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

研究法ධ㛛
必ಟ 講義 2༢ 1ᖺ後期 内田　健太郎

䕿
Introduction to Research Methods (㻟0㛫)
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評価 レポート（20％） 、授業内理解度テスト(20%) および定期テスト（60％）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

提出物に対して講評を記載し、学生へ返却する。また、授業内で全体の講評を伝える。

教科書 なし

留意事項
基礎研究、臨床研究に従事した経験を活かして、研究の立案に必要な知識や論文作成、特許出願、研究資金獲得など研究成果
の公表や研究の遂行に必要な知識について講義する。事前学習は必ずしも必要としないが、事後学習に努める。

参考図書など
臨床研究の教科書：研究デザインとデータ処理のポイント/川村孝/第1版/医学書院/ISBN：978-4260024976、
現場で使える臨床研究法/藤原康弘/南江堂/ISBN：978-4525060114

アクティブ・ラーニング 授業毎のリアクションペーパーに対する応答、発表に対するコメントを通じてフィードバックする。

実務経験のある
教員による授業

基礎研究、臨床研究に従事した経験を活かして、研究の立案に必要な知識や論文作成、特許出願、研究資金獲得など研究成果
の公表や研究の遂行に必要な知識について講義する。

14
学際的研究、実用化研究につい
て学ぶ

広い視点を持ち、多職種、異分野、企業の研究者と連携することの重要性を事例をもとに学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：論文投稿方法、特許取得までの流れについての復習

15 まとめ

第1〜14回で学習したことのまとめ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：第1〜14回で学習したことの復習

13 研究費の取得方法について

事例をもとに研究費の取得方法や申請書の書き方（論文との違い）について学ぶ

内田　健太郎
事前学習（0分）：特になし

事後学習（60分）：研究計画書の見直し
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回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

公衆衛生学
必修 講義 1単位 2年前期 松木　秀明

－
Public Health (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HCOB1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

人間と環境

授
業
概
要

公衆衛生の概念及び歴史を踏まえて、健康の指標、人口問題と公衆衛生、衛生統計、疫学、医療・保健・福祉における衛生行政、労働衛生および環境
衛生・公害及び公衆衛生の国際協力等について学習する。また、疾病予防と健康管理、地域保健と衛生行政、学校保健、産業保健および健康成立の
要因と保健活動、人間を取り巻く環境と公衆衛生活動の意義と役割と組織的な公衆衛生活動について学習する。

到
達
目
標

各領域の健康指標・疾病予防の実態を理解することにより、現在の公衆衛生・社会医学の課題を説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 公衆衛生学の目的、予防医学

健康の概念、予防医学、公衆衛生の歴史

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第1章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

2 人口統計・保健統計

人口静態統計、人口動態統計、保健統計

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第2章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

3 地域保健・母子保健

衛生行政と地域保健、母子保健と地域活動

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第3章、第5章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

4 学校保健、成人保健

学校保健行政と学校保健の実態、生活習慣病、健康日本21

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第6章、第7章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

5 高齢者保健、精神・障害者保健

認知症、フレイル、精神保健行政と障害者保健

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第8章、第14章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

6 感染症、食品衛生、国民栄養

感染症の疫学、感染症法、食中毒、国民健康栄養調査

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第9章、第10章、第11章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

7 環境保健

生活環境、地域環境、地球環境と健康

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第12章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

8 産業保健、国際保健

産業衛生、職業病、国際保健協力

松木　秀明
事前学習（15分）：教科書の第15章、第16章を読んでおく。

事後学習（15分）：ポイントの整理

評価 定期試験100％で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

次の授業時間の最初で解説

教科書 よくわかる専門基礎講座 公衆衛生 第16版/松木秀明 編/金原出版/2025年/ISBN：978-4307702492

留意事項 特になし。

参考図書など 特になし。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

公衆衛生研究、疫学研究、看護研究、臨床研究について、46年の指導経験あり、実践的な内容も含む。
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回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

保健行政論
必修 講義 1単位 2年前期 村嶋幸代、牛田貴子

○
Health and medical administration (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HCOB1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

人間と環境

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授
業
概
要

保健医療福祉行政の基礎知識、地域における健康問題とその解決に必要な社会資源と保健医療福祉サービスおよびその評価・調整する基礎的な方
法について学修する。特に保健医療福祉行政の根拠、保健医療福祉行政の目指すもの、保健医療福祉における課題と政策の発展について学修する。

到
達
目
標

1）保健医療行政の管理・運営について理解することができる
2）行政運営に必要な財政の仕組みについて理解することができる
3）社会保障制度の現状と課題について理解することができる
4）地域保健施策を理解することができる
5）医療提供体制と関連法令について理解することができる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 保健行政とは

ガイダンス　日本の保健医療行政の仕組み

村嶋幸代
事前学習：特に指定しない

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

2 保健行政概論

保健衛生行政機構、保健衛生行政の財政、健康危機管理について

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

3 社会保障制度概論１

社会保障の概念、日本の社会保障制度の概要と動向

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

4 社会保障制度概論２

社会保障の課題について

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

5 医療制度概論１

医療提供体制（医療法の理解）、医療財政、政策医療

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

6 医療制度概論２

医療提供体制　診療報酬　公的医療保険について

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

7 地域包括ケアと介護保険制度

地域包括ケアの定義と構成要素、地域ケア会議、介護保険の理念と仕組み

牛田貴子
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

8 保健行政の限界と今後

保健医療行政の課題と解決方法の探索

村嶋幸代
事前学習（30分）：指定されたテーマについて事前に学習しておく。

事後学習（30分）：授業内容を振り返り、ノートや資料等を用いて復習する。

評価 筆記試験（50％）、課題・GWへの貢献度(50%）

課題に対する
フィードバックの方法

授業の中で解説する。

教科書 保健医療福祉行政論/メヂカルフレンド社/2022年発行/ISBN:978-4839221928

留意事項
行政の中で保健医療の専門職として働く保健師を教育してきた経験、施策化に関わってきた経験を踏まえて、授業を行う。
保健医療情報処理論と関連させて知識を習得し構造化する。

参考図書など
衛生行政大要/ISBN：978-4-8192-0247-3、国民衛生の動向/ISBN：978-4-87511-920-3、公衆衛生看護概論/ISBN：978-260-
04707-4

アクティブ・ラーニング 講義の中で、適宜グループワークやディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし
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ᅇ

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

配当
ᖺ次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

法学（ྵ᪥ᮏᅜ᠇法）
㑅ᢥ ㅮ⩏ 2༢ 1ᖺ前期 真島　信英

䠉
Jurisprudence(including constitution) (30㛫)

䝘ンバリング䝁ード HCOB1 䜸フィ䝇ア䝽ー ᮏ科目に関する質問は、授業の前後ཬ䜃䝯ー䝹でཷけける

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

⥲ྜ教⫱科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗度な▱㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶することがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基づ䛝య的に行ືすることによ䜚問題解Ỵにྥけて実㊶することがで䛝る。

ே㛫と⎔ቃ

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント୰心の医療をయ的にᥦ౪することによ䜚ᆅᇦ社に㈉⊩することがで䛝る。

㻰㻼㻢）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆けることがで䛝る。

授
業
ᴫ
要

ᡃがᅜの法の᰾である᪥ᮏᅜ᠇法を୰心にᡃがᅜの法య⣔యと法の仕⤌みとはたら䛝を学習する。また、大学⏕が教㣴としてᣢつべ䛝基ᮏ的な法
に関する▱㆑について学習する。その㝿ᚲ要にᛂじて、⌧実に㉳こ䛳た問題に対して⮬ら考ᐹで䛝るように、Ẹ法、刑法などの㔜要な法ᚊのᴫ要䛚よ䜃
裁判員制度などをྵめて学習する。

฿
㐩
目
ᶆ

１）᠇法を➹㢌に医療にᚑ事する者として、その⎔ቃに関する法ᚊのᏑᅾとその内容についてᴫほし、法のᏑᅾをㄆ㆑する。
２）ㅮ⩏に䛚いて用いる判ཬ䜃事問題を考えることで、実㝿の法の適用であ䛳た䜚、解㔘について理解を῝める。
䠏）᪥ᖖ⏕άに䛚いて法が担うᙺ䜔ᶵ⬟について῝く理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題等）
担当教員

1 䜺䜲䝎ン䝇

ㅮ⩏に䛚けるయീ、䛂法学六法䛃のい方・䛂法ᚊ基♏用ㄒ䛃について　䛆䜿ー䝇䝯䝋ッド䛇

真島　信英
事前学習（30分）：䛂医療と法䛃のかかわ䜚について考える。

事後学習（30分）：配布したプリントをよく読み理解する。

2 法と㐨ᚨ

法のᴫᛕ、法的㈐௵の✀㢮（～Ẹ事㈐௵、刑事㈐௵、行ᨻୖの㈐௵～）、法と㐨ᚨの㐪い

真島　信英
事前学習（30分）：六法でẸ法の法行Ⅽ䜔刑法のẅே罪に目を通して䛚く。

事後学習（30分）：配布プリントで䛂法と㐨ᚨ䛃について習する。

3 法の✀㢮

法と法ᚊ、බ法と⚾法、実య法（䠙実定法）とᡭ⥆法、成ᩥ法とᩥ法、୍⯡法と≉ู法、௵意つ定
とᙉ行つ定

真島　信英
事前学習（30分）：䛂基ᮏ六法䛃とはఱか、調べる。

事後学習（30分）：配布プリントをよく読み、理解を῝める。

4 法の解㔘・適用

ᩥ理解㔘・ᣑᙇ（䠙ᣑ大）解㔘・⦰ᑠ解㔘・㢮᥎解㔘・対解㔘・目的ㄽ的解㔘、裁判制度など

真島　信英
事前学習（30分）：法解㔘とはどのようなものか、について調べる。

事後学習（30分）：配布プリントをよく読み理解を῝める。

5 ᶒと⩏務

ᶒ・⩏務ᴫᛕ、ᶒの℃用、ᶒのᚓ႙

真島　信英
事前学習（30分）：䛂ᶒ䛃と䛂⩏務䛃について調べる。

事後学習（30分）：配布プリントをよく習する。

6 ᠇法（１）

基ᮏ的ேᶒ、法のୗのᖹ等（～⏨ዪの定ᖺᖺ㱋によるᕪู、刑法200᮲尊ᒓẅே事件など～）、┤
᥋適用・㛫᥋適用、᪥⏘⮬ື㌴事件

真島　信英
事前学習（30分）：୰学・㧗ᰯで学䜣だことを䜚返る。

事後学習（30分）：配布プリントを習し、ྛ⮬ᩚ理する。

7 ᠇法（２）

⤫ᶵᵓ（～୕ᶒ分立、㝔制など～）

真島　信英
事前学習（30分）：୰学・㧗ᰯで学䜣だことを習する。

事後学習（30分）：配布プリントをよく読み理解を῝める。

8 Ẹ法（１）

ዎ⣙法(～ዎ⣙に関する法つ⠊を学䜆～）ዎ⣙はどのように成立するのか、ዎ⣙の䛂↓ຠ䛃と䛂ྲྀ䜚
ᾘし䛃の㐪いとはఱか

真島　信英
事前学習（30分）：᪥ᖖ⏕άにある䛂ዎ⣙䛃を考える。

事後学習（30分）：配布プリントをよく習する。

9 Ẹ法（２）

䜲ン䝍ー䝛ットと法(～䜲ン䝍ー䝛ットとዎ⣙法、ⴭసᶒ法、㜌バ䜲トと犯罪など～）䝛ット社に䛚け
る法的問題についてゝཬする

真島　信英
事前学習（30分）：䝛ット䝅䝵ッ䝢ングに関する法ᚊについて考える。

事後学習（30分）：配布プリントについてよく習する。

10 Ẹ法（䠏）

法行Ⅽ(～䜔通事ᨾにక䛳て加ᐖ者が⿕ᐖ者䜈ᨭᡶう៘ㅰᩱ・ᦆᐖ㈺ൾなど～）

真島　信英
事前学習（30分）：は㞳፧事⏤になるのか、考える。

事後学習（30分）：配布プリントを⇍読し、理解する。

11 Ẹ法（䠐）

ᐙ᪘法(～ぶ᪘の⠊ᅖ、内⦕と同᳇、፧⣙と፧ጻ、㞳፧など～）

真島　信英
事前学習（30分）：ኵ፬ูጣに関する判Ỵをྲྀ䜚ୖ䛢た新聞記事に目を通す。

事後学習（30分）：配布プリントを䛝䛱䜣と理解する。

12 Ẹ法（䠑）

┦⥆と法(～┦⥆ேはㄡか、┦⥆㈈⏘の㝈定ᢎㄆ・༢⣧ᢎㄆ・ᨺᲠなど～）

真島　信英
事前学習（30分）：┦⥆ேが┦⥆するのはプラ䝇の㈈⏘だけか、調べる。

事後学習（30分）：配布プリントを読み返し、䛝䛱䜣と理解する。

Ⅲ
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13 刑事法と裁判員制度

犯罪の成立要件、裁判員法に基づいて裁判員の参加する仕事とはどのようなものか

真島　信英
事前学習（30分）：なぜ裁判員制度が導入されたのか、その背景を考える。

事後学習（30分）：裁判員制度の仕事内容について理解し、まとめる。

14 医事法（１）

尊厳死と安楽死(～東海大学安楽死事件などを素材として～）

真島　信英
事前学習（30分）：医療と法に関する新聞記事に目を通す。

事後学習（30分）：配布プリントを読み返し、理解する。

15 医事法（２）

脳死と臓器移植（～脳死判定基準、臓器移植法をめぐる法的問題など～）

真島　信英
事前学習（30分）：臓器移植法が施行されたのはいつか、調べる。

事後学習（30分）：配布プリントを読み返し、理解する。

評価 定期試験(100％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

担当教員が課した課題を質問・感想用紙に記入してもらい、次週に同担当者が解説する。

教科書
法学六法 '25/池田真朗、宮島司他編/信山社/ISBN：978-4797257557
その他、適宜プリント配布

留意事項 新聞等を通じて法にかかわる記事に触れることを心がけてください。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。
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回

11 が䜣の生物学（2）

Ⓨが䜣ᅉ子、Ⓨが䜣機構、ᾐ₶と㌿⛣

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第7章：p.180-181、第10章：p.270-274）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

10 が䜣の生物学（1）

が䜣の分㢮、が䜣を防䛠機構（テロメア、ア䝫トーシス等）

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第10章：p.260-264）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

9 演習とまとめ（3）

第7～8回目の講義内容の復習およびグループワーク

殿山　泰弘
事前学習（30分）第7～8回目の講義内容を復習する。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、小テストを解き直す。

8
ከ細胞生物䜈の㐨（2）
個体のᩘをቑやす・Ⓨ生と分

ῶᩘ分と受⢭、個体のⓎ生のしく䜏

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第8章：p.186-213）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

7
ከ細胞生物䜈の㐨（1）
細胞間のሗ、細胞のᩘを
ቑやす

細胞᥋着とシグナル伝㐩のしく䜏、細胞࿘期と体細胞分

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第6章：p.146-168、第7章：p.175-178）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

6 演習とまとめ（2）

第4～5回目の講義内容の復習およびグループワーク

殿山　泰弘
事前学習（30分）第4～5回目の講義内容を復習する。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、小テストを解き直す。

5
ఱが細胞のᙧや機⬟を決めてい
るか（2）

㌿機構、⩻訳機構、分子シ䝱䝨ロン、䝍ン䝟ク質の構㐀と機⬟

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第3章：p.87-102、第5章：p.126-145）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

4
ఱが細胞のᙧや機⬟を決めてい
るか（1）

᰾㓟（㻰N㻭、㻾N㻭）の構㐀、㻰N㻭の」〇、✺然ኚ␗と㻰N㻭ಟ復機構

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第3章：p.78-87、第7章：p.169-174、p.178-183）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、小テストを解き直す。

3 演習とまとめ（䠍）

第1～2回目の講義内容の復習およびグループワーク

殿山　泰弘
事前学習（30分）第1～2回目の講義内容を復習する。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

2 細胞のプロフィール

細胞と細胞小ჾᐁの構㐀・機⬟

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第2章：p.49-77）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

1 生物学の基本

科学・生物学の方法、生物学のṔྐ・ᡂり❧䛱（分㢮・㐍・遺伝）

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（ᗎ章および第1章：p.20-48）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

授
業
ᴫ
せ

　生物学は、㏆௦科学の方法ㄽとᡭ法により生物䛭のものにとどまらず、生物が示すᵝ䚻な生⌧㇟を᫂らかにすることを目ᣦす学問である。⌧
௦の医学・⸆学分㔝のⓎᒎは、生⌧㇟の分子䝺䝧ルでの理解と遺伝子工学や細胞工学などのバイオテクノロジーのⓎᒎによるとこ䜝がきい。
ᚑって、医学・⸆学を理解するୖで、生物学の知識は必㡲のものである。本講義では、生物学（生科学）の基礎知識をᴫㄝし、バイオテクノロジー
の原理を理解し、䛭れらがどのように医療分㔝に応用されているかに䛴いて学ಟする。

฿
㐩
目
ᶆ

1）生科学の基礎知識を理解し、ேにㄝ᫂できる。
2）医療の㐍Ṍに䛴いて生科学のⓎᒎと㛵㐃䛡て考ᐹできる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸ当教員

⥲ྜ教⫱科目
㻰㻼2）䜶䝡䝕ンスに基䛵く実㊶ຊ

ே間と⎔ቃ

ナンバ䝸ング䝁ード HCOC1 オフィスアワー
本科目に㛵する質問は、授業の前後ཬびู㏵බ㛤するオフィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕
された時間に受䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

生物学
選択 講義 2༢ 1ᖺ前期 殿山　泰弘

䠉
Biology (30時間㻕

授業科目のྡ⛠
必ಟ・

選択のู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員

Ⅲ

総
合
教
育
科
目

77



留意事項
本講義は、生物学全般の基礎知識の習得に重点を置いているため、高校で「生物」を選択していない方は是非受講して下さ
い。毎回の講義で学習した内容を理解し、記憶に定着させるために事後学習を必ず行って下さい。疑問点は、講義前後の
時間やメールを利用して早めに解決することをお勧めします。

参考図書など Essential細胞生物学/中村桂子・松原謙一・榊佳之・水島昇［監訳］/南江堂/原書第5版/ISBN:978-4524226825

アクティブ・ラーニング 演習とまとめの回でピア・インストラクション法を用いたグループワーク行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし

評価 定期試験 (60%）、小テスト（20%）、および課題（20%）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

課題に対して、講義の中で適宜フィードバックする。
小テスト実施後に解答を提示し、質問に対応する。

教科書 基礎から学ぶ生物学・細胞生物学/和田　勝/羊土社/第4版/ISBN:978-4-7581-2108-8

15 演習とまとめ（5）

第13～14回目の講義内容の復習およびグループワーク

殿山　泰弘
事前学習（30分）第13～14回目の講義内容を復習する。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、小テストを解き直す。

14
バイオテクノロジーが拓く最先端
医療

遺伝子工学や細胞工学技術を用いた再生医療、遺伝子治療、細胞治療

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（Column：p.212, p.243, p.253-255）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

13 個体を守る免疫システム

ヒトの生体防御機構、自然免疫、獲得免疫（細胞性免疫・体液性免疫）、モノクローナル抗体

殿山　泰弘
事前学習（30分）教科書の該当箇所（第9章：p.214-252）を読む。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、提示された課題に取り組む。

12 演習とまとめ（4）

第10～11回目の講義内容の復習およびグループワーク

殿山　泰弘
事前学習（30分）第10～11回目の講義内容を復習する。

事後学習（30分）教科書や配布資料等をもとに講義内容を振り返り、小テストを解き直す。
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回

11 波動(1)

波の⾲し方（波㛗、波ᩘ、࿘期、動ᩘ）、ᶓ波と⦪波

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

10 電磁Ẽ学(3)

磁Ẽຊ、電ὶと磁ሙ、電磁ㄏᑟ

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

9 電磁Ẽ学(2)

電ὶ、䝆䝳ール⇕、䜸ー䝮の法๎、┤ὶ回㊰

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

8 電磁Ẽ学(1)

クー䝻ンの法๎、電ሙ、電

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

7 演習

問題演習による第1～6回の復習

古谷　実
事前学習（60分）：演習問題（事前に配布）を解く。

事後学習（60分）：演習問題を通した復習。

6 ຊ学(㻡)

「㉁Ⅼ」と「๛体」の㐪い、「๛体」のຊ学、ຊの䝰ー䝯ント（トルク）

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

5 ຊ学(4)

事、䜶䝛ル䜼ー、㐠動䜶䝛ル䜼ー、⨨䜶䝛ル䜼ー、䜶䝛ル䜼ーಖᏑの法๎

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

4 ຊ学(3)

「㉁Ⅼ」のຊ学、㐠動の法๎、㐠動方⛬ᘧ

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

3 ຊ学(2)

い䜝い䜝なຊ、「㉁Ⅼ」にാくຊのつりあい

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

2 ຊ学(1)

㐠動の⾲し方（ኚ、㏿䛥、㏿ᗘ、ຍ㏿ᗘ）

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

1 ᗎㄽ

物理㔞の⾲し方、物理㔞のḟඖ、ᅜ㝿༢⣔、大䛝な㔞とᑠ䛥な㔞の⾲し方、ス䜹ラー㔞とベクトル
㔞、ຊの⾲し方

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の䜎䛘䛜䛝、┠ḟに┠を通し、該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
要

ຊ学、電磁Ẽ学、波動の分㔝について、⮬↛や身の回りの事㇟を理解するための物理学の基ᮏ事項を学䜆。

฿
㐩
┠
ᶆ

 1）物理㔞の⾲し方、物理㔞のḟඖ、ᅜ㝿༢⣔、ຊの⾲し方について説明で䛝る。
 2）㐠動の⾲し方（ኚ、㏿䛥、㏿ᗘ、ຍ㏿ᗘ）について説明で䛝る。
 3） 「㉁Ⅼ」のຊ学、ຊ、㐠動の法๎、㐠動方⛬ᘧについて説明で䛝る。
 4）事と䜶䝛ル䜼ー、ຊ学ⓗ䜶䝛ル䜼ーಖᏑの法๎について説明で䛝る。
 㻡） 「๛体」のຊ学、ຊの䝰ー䝯ントについて説明で䛝る。
 6）クー䝻ンの法๎、電ሙ、電について説明で䛝る。
 7）電ὶ、䝆䝳ール⇕、䜸ー䝮の法๎、電ὶ回㊰などを説明で䛝る。
 8）磁ሙ、電ὶと磁ሙ、電磁ㄏᑟについて説明で䛝る。
 9）波の⾲し方と特性（屈折、回折など）を説明で䛝る。
10)光（電磁波）について説明で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

総ྜ教⫱科┠ 㻰㻼2）䜶䝡䝕ンスに基䛵く実㊶ຊ

ே㛫と⎔ቃ

䝘ンバ䝸ング䝁ード HCOC1 䜸フィスア䝽ー ᮏ科┠に㛵する㉁問は、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

物理学
㑅ᢥ ㅮ⩏ 2༢ 1年前期 古谷　実

䠉
Physics (30㛫)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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留意事項 ベクトルと三角比（sin, cos,tan）の基礎知識を必要とする。

参考図書など 必要に応じて紹介する。希望者には「ベクトル」「三角比」「微分・積分」の基礎学習教材を配布する。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

評価 定期試験（100％）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

授業中に使用した練習問題や演習問題の解答・解説を行う。

教科書 大学新入生のための物理入門（第2版）/廣岡秀明 著/共立出版/2012年/ISBN：978-4320034938

15 演習

問題演習による第1～13回の総復習

古谷　実
事前学習（60分）：演習問題（事前に配布）を解く。

事後学習（60分）：演習問題を通した復習。

14 演習

問題演習による第8～13回の復習

古谷　実
事前学習（60分）：演習問題（事前に配布）を解く。

事後学習（60分）：演習問題を通した復習。

13 波動(3)

ホイヘンスの原理、波の特性（反射、屈折、回折、干渉）

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。

12 波動(2)

光、電磁波、身の回りの電磁波

古谷　実
事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業内容や練習問題など、授業全体について復習する。
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回

評価 定期試験で評価する (100%)。

課題に対する
フィードバックの方法

必要に応じてmanaba等を利用してフィードバックを行う。

教科書 系統看護学講座-専門基礎分野 生化学 第14版/畠山 鎮次著/医学書院/2019年/ISBN：978-4260035569

留意事項 初回講義時に説明する。

参考図書など
病気を理解するための病態生化学 第2版/丸善出版/ISBN：978-4-621-07692-7
基礎からしっかり学ぶ生化学/羊土社/ISBN：978-4-7581-2050-0

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

8 脂質代謝異常症と動脈硬化症

脂質代謝の異常によって生じる疾患として、臨床的に非常に重要な動脈硬化症に焦点を当て、そ
の発症原因や病態について生化学的な視点から学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

6 内分泌機構とホルモン分子

恒常性維持に関わる神経系と内分泌系について理解し、情報分子について物質の側面から学修
する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

7 脂質の構造と代謝

脂質の構造と生体内での代謝について学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

4
細胞レベルでの糖代謝〜解糖、ク
エン酸回路、電子伝達系

細胞がどのような仕組みで糖を分解し、エネルギーに変換するのかについて学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

5
個体レベルでの糖代謝
糖尿病

糖質がどのような仕組みで利用されているのか、血中のグルコース濃度を一定に保つ仕組みに着
目し、臨床的に非常に重要な糖尿病に焦点を当て、生化学的な視点から学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

2
タンパク質の機能異常と認知症、
アルツハイマー病とプリオン病の
発症機構

タンパク質の配列と機能の多様性について理解し、機能異常によって発生する疾患について、近年
大きな社会問題となっている認知症を例にして学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

3 代謝概説、糖の構造

細胞が生きるためのエネルギーを得るとはどういうことかについて理解し、三大栄養素の一つ糖に
着目して、糖質の主成分であるグルコースの構造と代謝経路について学修する。

汾陽 光盛事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
遺伝情報の流れ (セントラルドグ
マ) と遺伝病、タンパク質のアミノ
酸置換と疾患

遺伝子 (DNA) からタンパク質が合成される機構 (セントラルドグマ) と遺伝の仕組みについて復習
し、アミノ酸置換を伴う遺伝子変異によって発生する疾患について、鎌状赤血球貧血症を例にして
理解する。

汾陽 光盛
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：講義ノートや配布資料、教科書を元に、講義内容と関連事項をノートにまとめ直し、内容の理
解に努める。

人間と環境

授
業
概

要
人体の生命現象を化学的方法で解明するために、生体を構成する糖質、脂質、タンパク質等の物質を理解すると共に、それらの生体内の物質代謝とエ
ネルギー獲得、および遺伝情報とその発現について学習する。

到
達
目
標

1)遺伝情報の流れと遺伝性疾患が生じる仕組みについて説明できる。
2) タンパク質の構造と機能の観点から、認知症 (アルツハイ マー病とプリオン病) の発症原因について説明できる。
3) 糖の構造と代謝、血糖を維持する仕組み、および糖尿病の発症原因について説明できる。
4) 糖の構造と代謝の観点から糖尿病の合併症が生じる仕組みを説明できる。
5) 脂質の構造とリポタンパク質について説明できる。
6) 脂質の体内輸送を理解し、動脈硬化症の発症原理を説明できる。

ナンバリングコード HCOC1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

生化学
選択 講義 1単位 1年後期 汾陽 光盛

－
Biochemistry (15時間)

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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回

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

Environmentalism

ナンバリングコード HCOB2 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分

総合教育科目
DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

科目担当教員

高岸　慧
－

授業科目の名称
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

実務経験の
ある教員に
よる科目

環境論
1単位

必修・
選択の別

選択 講義 1年前期

(15時間)

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

授業内容
事前・事後学習　（予習・復習・課題等）

環境とは何か？物理的環境と生物的環境

高岸　慧

人間の生存基盤として陸圏を中心とした物質循環

高岸　慧

事前学習（20分）：「環境」の定義について予習する。

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

担当教員

特になし。講義内で次回講義におけるキーワードを挙げるので、事前にある程度調べておくこと。
また授業に用いた資料は実施後にmanabaにアップロードする予定である。

特になし・適宜講義中に紹介する。

生物多様性の消失とその保全

高岸　慧

高岸　慧

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

近年の環境問題と持続可能社会

二次的自然環境における人と自然の関係について

高岸　慧

様々な環境問題と取り組み

高岸　慧

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

生物はどのように生まれ、進化してきたのか

高岸　慧

高岸　慧

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

事前学習（20分）：キーワードについての予習（下記、教科書項目参照）

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

植物の基本生存原則とヒトとの関わり

アクティブ・ラーニング

実務経験のある
教員による授業

留意事項

環境問題

生物多様性

持続可能な社会にむけて

評価

課題に対する
フィードバックの方法

教科書

参考図書など

実施予定なし。

該当なし。

特になし。

事後学習（40分）：授業スライドを再度確認する。

定期試験時に筆記試験を実施して評価する。

全体の講評を提示、公開する。

8

2 地球圏の物質循環

3 生物進化と適応

4 環境とヒトをささえる植物

ヒトと環境／希少種の保全・保護

1 環境とは何か

5

6

7

人間と環境

授
業
概
要

到
達
目
標

授業項目

持続可能な社会を未来に向けて構築していくためには、地球を構成する海や陸や大気についてと生物間の関わりを正しく理解したうえで、人間の生存
基盤としての食料やエネルギーの見方を身に付け、過去の環境破壊の原因をとらえる必要がある。そこで本科目では、地球史の概要と水圏・陸圏・気圏
の仕組みおよび生物間関係の基礎を理解し、人間が食料やエネルギーを得ている原理を学ぶ。次いで、それら自然の仕組みを人間が崩した環境問題
の例を紹介する。そして、環境問題や環境教育に関する世界や国内の動向を学び、持続可能な社会づくりに向けた取り組みを考える。

1）地球システムの水圏・陸圏・気圏の物理的な構成を理解し説明できる。
2）地球史と生物進化の基礎的な仕組みを理解し、生物多様性の重要性を理解し説明できる。
3）植物の生存原理と、人間にとっての食料やエネルギーとしての価値を理解し説明できる。
4）これまでの環境破壊の事例から、環境問題の生じる原因を説明できる。
5）持続可能な社会を構築するための取り組みを考えることができる。

82



回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

放射線概論
選択 講義 1単位 1年後期 星川　嘉一

○
Radiology (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HCOC1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

人間と環境

授
業
概
要

臨床現場で必要とされる放射線の知識および放射線治療総論、放射線による障害と防護や放射線の身体への影響について学習する。さらに放射線画
像の基礎を学習する。また、発がんへの心理的・社会的問題についても学ぶ。

到
達
目
標

1）医療における放射線医療の役割について説明でき、放射線による障害とその防護方法を説明する。
2）画像診断の概要、放射線治療における医療者の役割、Interventional Radiology (IVR)について概要を説明する。
3）日常生活において法が担う役割や機能について認識する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 医療における放射線医学の役割

医療における放射線医療の役割および歴史

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の序章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

2 放射線被ばく

放射線による障害と防護。　放射線被ばくの心理的・社会的問題

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第11章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

3 画像診断概論

医療現場における画像診断の有用性。画像診断における安全性の確保とセーフティーマネジメント

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第1章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

4 Ｘ線診断・CT・MRI

Ｘ線診断・CT・MRIの実際

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第2章～第4章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

5 超音波検査・核医学

超音波検査・核医学、原理と実際

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第5章～第6章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

6 IVR(Interventional Radiology)

IVR（Interventional Radiology）の概念。実際と有用性

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第7章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

7 放射線治療総論

放射線治療における原理と基礎及び医療者の役割

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第8章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

8 放射線治療各論

各種腫瘍に対する放射線治療の概要。治療効果と早期反応

星川　嘉一
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の第9章を読む。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

評価 定期試験(100％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

講評を掲示をして、学生に公開する。

教科書 系統看護学講座 別巻　臨床放射線医学　第10版/尾尻博也/医学書院/2021年/ISBN：978-4260042178

留意事項
放射線科専門医の資格を有し多数の臨床経験から、放射線診療全般について実践的な授業を行う。
授業中、毎回発言を求める。事前学習を忘れても真摯な態度で授業に臨んでください。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 特に行う予定なし。

実務経験のある
教員による授業

放射線科専門医としての臨床経験を活かして放射線医学の基本的な知識と手法とその考え方について講義する。

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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回

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

ဴ学
㑅ᢥ 講⩏ 1༢ 1年ᚋᮇ ⡿⏣䚷♸介

䕿
Philosophy 㻔15時間㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

䝘ンバリングコード HCOO1 䜸フィ䝇アワー 本科┠に㛵する質問は、授業の๓ᚋཬびメー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊ศ ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

⥲ྜ教育科┠
㻰㻼3䠅┦ᡭをᑛ㔜し、他者とのコ䝭䝳ニケーションを通じてⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

㻰㻼5䠅ᖜᗈい教㣴と㧗い倫理観をもち、クラ䜲アント୰ᚰの医⒪をయ的にᥦ౪することにより地域社に㈉⊩することができる。

人間の本質とᑛཝ

㻰㻼6䠅༞業ᚋも自ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり自らのᑓ㛛㡿域を実㊶し⥆䛡ることができる。

授
業
ᴫ
せ

ᩥ᫂のⓎ⚈から現௦に⮳るまでのᮾすを問䜟ずඛ人のဴ学思を通して、人間とは何か、生きるとは何かについて思⣴する。「ဴ学を学䜆ことの意⩏、
科学と᐀教とဴ学、私であるということ、物質と生命の⚄⛎、㌟యと⢭⚄、自⏤、および⨾しくၿく生きること」➼の学⩦内ᐜを通して、「生きること」䜔「Ꮡ
ᅾの意」について、య的に῝く思⣴するጼໃとᘓタ的ᢈุຊを㌟につ䛡、自ᕫの人間観䜔ୡ⏺観を㔊ᡂできることを┠的とし、ᖜᗈく人間を理ゎす
る⬟ຊを㣴う。

฿
㐩
┠
ᶆ

1䠅人間Ꮡᅾの䞂䜯䝹䝛ラ䝡リティ䠄യつき䜔すさ䠅を理ゎしたうえで、障ᐖ学の視点を活かし他者への寄り添いを考えることができる
2䠅䝘ラティ䞂・アプ䝻ー䝏を理ゎしたうえで、実㊶することができる
3䠅ලయ的な社事㇟に対しဴ学のᇶ♏的ᴫᛕを⏝いて考ᐹすることができる

授業項┠
授業内ᐜ

事๓・事ᚋ学⩦䚷䠄ண⩦・⩦・課題➼䠅
ᢸᙜ教員

1
䐟䜸リ䜶ンテーション
䐠ဴ学と医⒪

䐟授業の┠ᶆ、評価ᇶ‽、シラバ䝇のㄝ᫂
䐠ဴ学とは何か、医⒪とは何か、について᫂らかにしたうえで、୧者の㛵䜟りについて㏙䜉る

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ㻕 䠖「ဴ学」ときいて㛵ᚰのあるㅖ問題について᳨ウしておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ㻕 䠖 ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

2
時௦の生き䛵らさにྥきྜう1
䇷䚾まな䛦し䚿による支配と⒵しの
✵間䠖㌟య感ぬのリアリティ䇷

視ぬ䠄まな䛦し䠅は、㏆௦社のᡂ❧とともに他の㌟య感ぬに対して≉ᶒ的な置を༨めるように
な䛳た。とくに視ぬがᶒຊと⤖びつくሙ㠃にὀ┠し、その支配のメ䜹ニ䝈䝮をゎ᫂する

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖䚾におい䚿と䚾まな䛦し䚿のᙺを事๓に䝜ートに書く

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

3
時௦の生き䛵らさにྥきྜう2 䇷
いじめを生みだす「ඃしい㛵ಀ」䇷

人間Ꮡᅾの䞂䜯䝹䝛ラ䝡リティ䠄യつき䜔すさ䠅にගをあて、いじめというලయ的事を᳨ウすること
を通じて、「いのち」とは何か、「生きる」ことの意について考ᐹする

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖᪂⪺䜔䜲ンター䝛ットなどでいじめの事についてㄪ䜉ておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

4
䝘ラティ䞂・アプ䝻ー䝏ᇶ♏編1 䇷
ゝⴥ・物語・ケア䇷

ဴ学、ᚰ理学、社学の᭱๓⥺で㆟ㄽされている䝘ラティ䞂・アプ䝻ー䝏の考え方を紹介し、それが
ケア学に一つの理ㄽ的ᇶ♏をえるものであることを♧し、᪂たなୡ⏺観との出いをಁす

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖これまでの経験から「語る」ことの意について᳨ウしておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

5
䝘ラティ䞂・アプ䝻ー䝏ᇶ♏編2 䇷
物語としての自ᕫ䇷

自ᕫをめ䛠るဴ学ྐをᴫ観したうえで、「自ᕫは物語のᙧᘧでᏑᅾする」とᤊえる社ᵓᡂ⩏の
❧ሙにගをあて、それが他者への寄り添いを考えるうえで一つのᡭがかりとなることをゎㄝする

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖ᇶ♏編1のせ点を理ゎしておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

6
䝘ラティ䞂・アプ䝻ー䝏ᛂ⏝編1 䇷
እᅾと䜸䝹タ䝘ティ䞂・䝇トー
リー䇷

㻹㻚䝩ワ䜲トのእᅾという考え方をලయ的事の᳨ウを通じてゎㄝし、「人が問題なのではなく、問
題が問題なのである」ということの意を考ᐹする

⡿⏣䚷♸介
事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖ᇶ♏編1・2のせ点を理ゎしておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する

7
䝘ラティブ・アプ䝻ー䝏ᛂ⏝編2 䇷
「↓▱」のጼໃ䇷

㻴㻚グーリシ䝱ンと㻴㻚アン䝎ー䝋ンの「↓▱」のጼໃという考え方をゎㄝし、理ゎの㏵上にとどまり⥆䛡
ることによ䛳て「いまだ語られなか䛳た物語」が語られるవ地がひら䛡てくることの意⩏について考
ᐹをຍえる ⡿⏣䚷♸介

事๓学⩦䠖㻔30ศ䠅䠖ᇶ♏編1・2のせ点を理ゎしておく

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖レポート課題をᮇ日までにᥦ出する

8 まとめ䇷自ᕫを⫯ᐃするということ

まとめとしてこれまでの授業を䜅りかえり、「自ᕫを⫯ᐃするということ」について考ᐹする。

⡿⏣䚷♸介事๓学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖これまでの配㈨ᩱをてㄞみ、せ点を理ゎしておくこと

事ᚋ学⩦䠖㻔60ศ䠅䠖ᙜ事者意㆑をも䛳て配布㈨ᩱをㄞみ、授業యについて⩦する
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評価 毎回のリアクションペーパー40％、レポート60％

課題に対する
フィードバックの方法

毎回、リアクションペーパーを書いていただき、授業冒頭にて紹介しコメントを行います。

教科書 毎回授業時にプリントを配布します。

留意事項 本講では、「語り・物語」が一つのキーワードになりますが、ぜひ、自らを語り、表現することの喜びを感じてください。

参考図書など

物語としてのケア/野口裕二/医学書院/2002年/ISBN: 9784260332095
私とは何か/平野啓一郎/講談社/2012年/ISBN: 9784062881722
なぜ生命倫理なのか／朝倉輝一編／大学教育出版／2024年/ ISBN:9784866922942
ほか適宜紹介します。

アクティブ・ラーニング リアクションペーパーへのフィードバックはもとより授業内での質問・意見を積極的に取り上げます。

実務経験のある
教員による授業

障がい者サポートセンターでの勤務を通し障がいをもつ方たちの地域活動支援・生活支援、そしてなによりも、日常という時間を
共に過ごしてきました。本講のテーマとなる他者に寄り添うこととは、とりもなおさずその人が置かれている状況・環境・価値観を
含めた人生物語に寄り添うということだと考えます。こうした視点を活かし、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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回

評価 定期試験(60％)、課題・リアクションペーパー(40％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

定期試験に関して、試験後に全体の講評をHPもしくは掲示にて受講生に公開する。
また、課題の一部は集計結果と簡単な解説を講義で行う。

教科書 特になし（授業時にプリントを配布する）。

留意事項
「自ら考える」という意識を持ち、主体的に授業に参加して下さい。医療者になるという自覚を持って、授業で学んだことを臨床の
現場や日常で生かせるように、普段から倫理的な視点で物事を考えるように心がけてみて下さい。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング

実務経験のある
教員による授業

介護福祉士の資格を持ち、実際に難病患者や終末期患者の在宅介護に携わっている教員が、臨床現場での当事者や家族の声
を紹介しながら、講義を行う。

実施予定なし。

8 現代における倫理的問題

現代における具体的問題における、倫理学の観点からの考察

小館　貴幸
事前学習（45分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を確認する。　

事後学習（45分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。

6 主要学説４〔徳倫理学〕

徳倫理学の短所と長所
この学説を用いた臨床現場での具体的事例の考察

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。

7 主要学説５〔ケアの倫理〕

ケアの倫理の短所と長所
この学説を用いた臨床現場での具体的事例の考察

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。

4 主要学説２〔功利主義〕

功利主義の長所と短所
この学説を用いた臨床現場での具体的事例の考察

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。

5 主要学説３〔プラグマティズム〕

プラグマティズムの長所と短所
この学説を用いた臨床現場での具体的事例の考察

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。

2 倫理的判断の基準と根拠

倫理的判断（善悪の判断）の基準と根拠がどこにあるか
各倫理学説の位置づけ

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：提示された課題に取り組む。　　　　　　　　　　

3
主要学説１
〔人格の倫理：義務論〕

カントの人格の倫理（義務論）の長所と短所
この学説を用いた臨床現場での具体的事例の考察

小館　貴幸
事前学習（30分）：前回の配布プリントを読み返し、授業内容を再確認する。

事後学習（60分）：内容を復習し、リアクションペーパーに整理しまとめる。　　　　　　　　

授
業
概
要

倫理学とは、私たちの「よい生き方」および「幸福な生き方」について考える学問である。しかしそれは、自分だけの「よい（幸福な）生き方」に留まるので
はなく、共に存在する人間どうしの「よい（幸福な）生き方」を対象とするのである。なぜなら、人間は社会的存在だからである。秩序ある人間関係を築くた
めには、いかなるルールに従うべきであるのか。また、どのように振る舞うことが善い／悪いといえるのであろうか。本講義では、倫理とは何かについて
明らかにした上で、「善悪」についてのいくつかの倫理学の主要理論について扱い、様々な臨床現場で対応できる多角的な視点を養っていく。さらに、こ
れらの学説を医療分野における事例を用いながら、「いのち」の尊厳についてもじっくり向き合っていく。

到
達
目
標

1）倫理とは何かを説明する。
2）倫理学の各主要学説について理解し、その概要や利点／欠点について説明する。
3）倫理学的観点から、具体的事例について判断し、自分の意見を明確に表現する。
4）「いのち」の尊厳ににおいて配慮すべき事項を説明する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 「いのち」とは何か

倫理学の基盤となる「いのち」とは何か
「いのち」の尊厳について

小館　貴幸
事前学習：特になし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事後学習（90分）：提示された課題に取り組む。　　　　　　　　　　

ナンバリングコード HCOA1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間の本質と尊厳

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

倫理学
選択 講義 1単位 1年前期 小館　貴幸

○
Ethics (15時間)

授業科目の名称
必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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回

10 闘病記の社会学的◊✲

門林䛄がん闘病記の社会学䛅よりがん闘病記のኚ㑄や闘病記の社会的意義、書くことの意味につ
いて解説する。

門林　道子
事前学習（30分）：「闘病記」とは何か、「書く」ことの意味などを考えてくる

事後学習（60分）：学習の内容を整理、習する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11 ホス䝢ス・⦆䜿アのẚ㍑社会学

日本と海እの終ᮎ期䜿アをめ䛠る状況を門林の調ᰝ◊✲に基䛵いて解説する。

門林　道子
事前学習（30分）：ホス䝢ス䜿ア・⦆䜿アについて基本報を知っておく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事後学習（60分）：日本と海እとのẚ㍑など、せⅬを整理する

8 㞟ᅋ論

「㞟ᅋ」とはなにか。ಶ人と社会㞟ᅋ、⤌⧊・⫋業と社会について解説する。

門林　道子
事前学習（30分）：「㞟ᅋ」と「㞟まり」の㐪いを考えてくる

事後学習（60分）：ಶ人にとって社会にとっての㞟ᅋの存ᅾ意義を理解する

9 社会調ᰝの方法

社会学での調ᰝ方法を取り上げる。ここではとくに終ᮎ期་⒪に関するグラウンデッドセ䜸リーにල
体的に触れる。

門林　道子
事前学習㻌(30分）：㔞的調ᰝ・㉁的調ᰝのそれ䛮れの意義を考えてくる

事後学習（60分）：㉁的調ᰝやグラウンデッドセ䜸リーの習・理解　

6 現代ᐙ᪘論䊢

「㧗㱋者」をめ䛠って：「⪁ᖺ期」というラ䜲フステージを考える。

門林　道子
事前学習（30分）：「㧗㱋者」観について⮬分の考えをまとめる

事後学習（60分）：「㧗㱋者」と㧗㱋者をめ䛠るさま䛦まな問題について理解する

7 行Ⅽと欲求

人間の「行Ⅽ」がどのように成り立つのか。行Ⅽのཎ動力となる「欲求」や行Ⅽのᵓ㐀・㢮ᆺについ
て解説する。

門林　道子
事前学習（30分）：「行Ⅽ」とは、また「欲求」がどのように行Ⅽとなるのか考える

事後学習（60分）：「行Ⅽ」の成り立ちや学習した⏝ㄒなどを習する

4 現代ᐙ᪘論Ⅰ

「ᐙ᪘」とはなにか。基♏ᴫᛕを理解したうえで、㏆現代におけるᐙ᪘形態や機⬟のኚ化をみてい
く。

門林　道子
事前学習（30分）：「ᐙ᪘」とはなにかを考えてくる

事後学習（60分）：「ᐙ᪘」の基♏ᴫᛕと、㏆現代におけるኚ化を習する

5 現代ᐙ᪘論Ⅱ

「ᐙ᪘」に何が㉳きているのか。介ㆤや待などのㅖ問題をとりあげ、現状を理解するとともにせᅉ
などを考える。

門林　道子
事前学習（30分）：新聞やテレ䝡などで　「ᐙ᪘」に㉳きている問題を調べておく

事後学習（60分）：社会現㇟の⫼後にあるせᅉをᢕᥱ・理解するようにດ力する

2 現代社会論Ⅰ

人口動態統計等を⏝いて「少子㧗㱋社会」や「ᐙ᪘の小規ᶍ化」が㐍䜐現代社会を理解する。

門林　道子
事前学習（30分）：ཌ生労働┬Ⓨ⾲の人口動態統計などを事前に┠を通してくる

事後学習（60分）：「㧗㱋化⋡」「㧗㱋化社会」「㧗㱋社会」など⏝ㄒを理解する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　分）

3 現代社会論Ⅱ

の社会問題から現代社会を考え、社会保㞀制ᗘとの関ಀ等についてもみていく。「孤⊂Ṛ」や
「孤立Ṛ」「ⴿ㏦♩のኚ容」等を取り上げる予定である。

門林　道子
事前学習（60分）：人口動態統計からみる現代社会について小テストを実施：予習

事後学習（60分）：取り上げた社会問題についての習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題等）
ᢸ当教員

1 社会学とはなにか

「社会学」がどのような学問であるか、「社会」とはなにか、人間が「社会的存ᅾ」であることを理解す
るとともに、་⒪において社会学を学䜆意義を考えてみる。

門林　道子
事前学習（30分）：「社会」とはなにか、「人間」とはなにかを考えてくる

事後学習（60分）：「社会」や「人間」「社会学とはなにか」についての習

人間の本㉁と尊厳

D㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理観をもち、クラ䜲アント中心の་⒪を主体的に提౪することによりᆅᇦ社会に㈉⊩することができる。

D㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ門㡿ᇦを実㊶し続けることができる。

授
業
ᴫ
せ

社会的行Ⅽ、社会的㞟ᅋ、ᆅとᙺ、文化などの社会学の基本ᴫᛕを理解するとともに㌟㏆な社会現㇟であるᐙ᪘や⫋ሙ、ᆅᇦ社会、ᗣ問題、⚟
♴、理問題など、現実の社会や社会問題がどのようにᤊえられ、理解されているかを学習する。さらに社会的・文化的な性差である「ジェンダー」が⚾
たちの社会・文化の中でどのように現れているか学䜆。

฿
㐩
┠
標

1）「人間とはなにか、社会とはなにか」を考え、｢現代｣という時代の全体をとらえ、⚾たちが生きる現代社会が、どのような社会なのかを社会学的見方を
通して理解し、説᫂する。
2）人が、社会の中の関ಀ性の中で生きていることをㄆ識し、ᖜᗈい視㔝で人間と社会における問題Ⅼについて説᫂する。
3）社会生活をႠ䜐䜂とりの人間として、社会を理解し考える力をᾰ㣴するとともに、現代社会で㉳きているㅖ問題をᢕᥱし、ᐈ観的論理的なᛮ考に基䛵
き評価する。
4）་⒪人として、また実生活にᛂ⏝できる社会学的知見を習得し活⏝する。

䝘ンバリングコード HCOB1 䜸フィスアワー 本科┠に関する㉁問は、授業の前後ཬ䜃メールでཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

総合教育科┠
D㻼3）┦ᡭを尊重し、者とのコミュニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

D㻼4）保・་⒪・⚟♴・教育・産業等ྛ界の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤすることができる。

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

選ᢥの別
授業
形態

༢数
(時間数)

配当
ᖺ次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

社会学
選ᢥ 講義 2༢ 1ᖺ後期 門林　道子

䠉
Sociology (30時間)

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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評価
定期試験(70％)、課題レポート・授業時の小レポート・リアクションペーパー・小テスト(30％)で総合評価する。小テストは、第2回
「人口動態統計からみる現代社会」終了後、その内容について第3回から第5回の授業冒頭のうち1回を選んで行う予定である。

課題に対する
フィードバックの方法

授業終了時には、毎回のように、授業時に指定した課題についての小レポートやリアクションペーパーの提出を求め、次回の授
業の冒頭でそれらの内容について紹介、コメントする。

教科書 特になし（毎回レジュメや資料を配布)。

留意事項
現代社会がどのような状況にあるのか、つねにマスコミの報道などに関心をもってほしい。授業中には意見を聞いたり、リアク
ションペーパーなどの提出を求め、学習意欲を重視する。欠席が続くと授業についていけなくなるため、毎回必ず主体的積極的
に出席することを期待している。

参考図書など
生きる力の源に：がん闘病記の社会学/門林道子/2011/青海社/ISBN：978-4902249576、孤立の社会学/石田光規/2011/勁草
書房/ISBN：978-4326653683、「病いの経験」を聞き取る/蘭由岐子/新版/生活書院/ISBN：978-4865000641、ほか適宜授業で
紹介する。

アクティブ・ラーニング 講義の中で適宜少人数で話し合うグループワークやディスカッションを実施予定

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

14 ジェンダー論Ⅰ

社会のなかで形成される「男らしさ」「女らしさ」、ジェンダー論の基本について解説する。

門林　道子
事前学習（30分）：「ジェンダー」とはなにか、事前に調べてくる

事後学習（60分）：日常生活における「男らしさ」「女らしさ」を考えてみる

15 ジェンダー論Ⅱ

教育や労働のなかにみられるジェンダーについて、男女参画社会を標榜する現代においてもなお
残される問題とは何かを考える。

門林　道子
事前学習（30分）：教育でみられた社会的文化的性差（ジェンダー）を考えてみる

事後学習（60分）：ジェンダー問題の整理と学期全体を通してのまとめ

12 ハンセン病―差別と人権

ハンセン病を取り上げ、日本社会が生み出した｢差別｣と｢人権｣問題にふれることで｢差別｣がどのよ
うに形成されていくのか、また人間の尊厳を考える機会とする。

門林　道子
事前学習（30分）：ハンセン病やハンセン病問題について知識を得る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事後学習（60分）：問題の整理とこれからの課題について考える

13

"「人間」をみつめる
―ホロコーストとアウシュヴィッツ
強制収容所―
"

DVD　SHOAH等を観て、ホロコースト体験者の話に触れることから始める。「人間」を見つめ、現代
社会で「負の遺産」を保存し、残していくことの意味を共に考える機会とする。

門林　道子
事前学習（30分）：第2次世界大戦やホロコーストについて基本知識を得ておく

事後学習（60分）：現代社会に残存する「負の遺産」の意味について考える
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時㛫ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

心理学
必ಟ 講義 2༢ 1ᖺ前期 長澤　里絵

䠉
Psychology (30時㛫)

䝘ンバリング䝁ード HCOC1 䜸フィ䝇ア䝽ー ᮏ科┠に関する質問は、授業の前後ཬ䜃䝯ー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

⥲ྜ教⫱科┠
㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ンを㏻䛨てⰋ好な関係を⠏いてⓎᒎ䛥せること䛜できる。

人㛫のᮏ質とᑛ厳

授
業
ᴫ
せ

心理学は、人㛫の行動の法๎性に関する科学である。ᮏ教科では、知覚、ḧồ、ᛮ考、学習、人格、䜹䜴ン䝉リングなどの心理学のᇶ♏から、Ⓨ㐩の心
理・医療と心理学について学習する。䛥らに、㘒覚、グ᠈、学習、集団心理、性格検査、知⬟検査➼について䜒学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）学の知ぢ䛜医療ሙ㠃にどのように関䜟り、ᙺ立っているかをㄆ㆑する。
2）学䜣䛰心理学的ᇶ♏知㆑のල体的応用についてㄝ明する。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 心理学とは

心理学とはどのような学問か・心理学のṔྐ・心理学の◊✲法

長澤　里絵
事前学習（10分）：シラバ䝇を読䜏、不明な点を質問できるようにしてくる。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

2 知覚とㄆ知の心理　䐟

ឤ覚ჾᐁ・知覚特性䐟（図とᆅ対ẚ的知覚䝀シ䝳䝍䝹䝖的知覚、知覚のᜏᖖ性）

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第1章1節から3節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

3 知覚とㄆ知の心理　䐠

知覚特性䐠（㐠動知覚✵㛫知覚）・㘒ど・ㄆ知プ䝻䝉䝇

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第1章3節から5節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

4 ឤと⥴の心理

⥴ᙧᡂの䠏せ⣲・⥴生㉳の䝯䜹ニ䝈䝮

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第2章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

5 ḧồと動ᶵの心理

生理的ḧồと心理（社会）的ḧồ・እⓎ的動ᶵ䛵䛡と内Ⓨ的動ᶵ䛵䛡

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第3章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

6 㐺応心理

心の㐺応と不㐺応・ⴱ藤と䝇䝖䝺䝇・㐺応ᶵไ

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第3章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

7 ⮫ᗋ心理

こころの・な心理療法の✀㢮・䜹䜴ン䝉リングと༴ᶵධ

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第㻢章㻠節と5節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

8 性格の心理　䐟

性格とは・㢮ᆺㄽと特性ㄽ

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第5章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

9 性格の心理　䐠

性格検査

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第5章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

10 学習とグ᠈の心理

学習の䝯䜹ニ䝈䝮・ྂ典的学習と䜸䝨ラン䝖学習・ຠᯝ的学習法・グ᠈のプ䝻䝉䝇

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第㻠章を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

11 Ⓨ㐩とᡂ長の心理　䐟

Ⓨ㐩とは・ஙᗂඣのⓎ㐩

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第㻣章1節と2節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

12 Ⓨ㐩とᡂ長の心理　䐠

ඣ❺期から㧗㱋期のⓎ㐩と心理

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第㻣章䠏節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。
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13 自己と対人の心理

自己について・対人知覚の誤り・対人的好意の心理

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第8章1節と2節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

14 社会と組織の心理

集団の特性と個人との関係・リーダーシップ・群集心理・社会的影響

長澤　里絵
事前学習（30分）：教科書第8章3節から5節を読む。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

15 医療と心理　　　まとめ

患者の心理と心理的反応・末期患者の心理

長澤　里絵
事前学習（30分）：全体の復習をし、不明な点は質問できるようにしておく。

事後学習（30分）：授業全体について復習する。

評価 定期試験(100％)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

課題については、授業内で全体の講評をする。

教科書 こころの行動と社会・応用心理学（仮）　川島書店　※詳細は決定後お知らせします

留意事項 授業時の私語は授業妨害となるので厳禁とする。　　　※必ず事後学習を行うこと。

参考図書など
心理学辞典／中島 義明、子安 増生、繁桝 算男、箱田 裕司、安藤 清志、坂野 雄二、立花 政夫 (編集)／有斐閣／1999／ISBN 
978-4641002593

アクティブ・ラーニング 授業で扱った性格検査を実習として体験する。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

生命倫理学
選択 講義 1単位 1年後期 小館　貴幸

○
Bioethics (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HCOA1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間の本質と尊厳

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授
業
概
要

現代医療は生命倫理の土台の上に成り立っている。この講義では、生命倫理学の成立の歴史を含め、医療人として必要な生命倫理学の基礎的知識や
倫理綱領について学習する。また、医療技術の進歩に伴い生じる生命倫理上の重要ないくつかの問題を取り上げることにより、その本質や最近の動向
を理解するとともに、それらについて医療職が果たすべき役割を学ぶ。

到
達
目
標

1）「医の倫理」と「生命倫理」の違いを指摘でき、生命倫理とは何かを説明することができる。
2）生命倫理の四原則を列挙することができ、インフォームド・コンセントについて具体的に述べることができる。
3）生命の始まりや終わりに関する具体的諸問題について述べることができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 医の倫理

『ヒポクラテスの誓い』について解説する。
「医の倫理」における倫理原則やその意義、パターナリズムなどについて解説する。

小館　貴幸
事前学習（60分）：事前課題に取り組む。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、テキスト（117頁～123頁）に目を通しておく。

2 医の倫理から生命倫理へ

「生命倫理」へと至るプロセスを解説し、生命倫理学の歴史や意義を解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（123頁～135頁）をしっかり読んでおく。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

3
生命倫理の四原則　１
〔自律尊重の原則〕

インフォームド・コンセントを取り上げ、自律尊重の原則の意義について解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（136頁～141頁、168頁～170頁）を熟読しておく。

事後学習（30分）：内容を復習し、疑問点などをまとめておく。

4
生命倫理の四原則　２
〔善行・無危害・正義の原則〕

善行の原則、無危害の原則、正義の原則について解説し、まとめを行う。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（136頁～141頁）を熟読し、前回のプリントを復習しておく。

事後学習（60分）：提示された課題に取り組む。

5 個人情報の保護

守秘義務と個人情報の相違や法律について概説していく。

小館　貴幸事前学習（30分）：事前に自分で下調べしておく。

事後学習（60分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

6
生命の始まりをめぐる諸問題
〔人工受精〕

人工受精や不妊治療について、当事者の声に耳を傾けながら、問題点を探求していく。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（15頁～29頁）を熟読しておく。

事後学習（60分）：課題に取り組む。

7
生命の終わりをめぐる諸問題　１
〔人生の最終段階の意思決定〕

ターミナルケアとは何かについて学び、人生の最終段階における意思決定のあり方を解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（100頁～107頁）を熟読しておく。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

8
生命の終わりをめぐる諸問題　２
〔人生の最終段階におけるケア〕

人生の最終段階を迎えた患者について理解を深め、適切なケアのあり方や考え方を学ぶ。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（108頁～113頁）を熟読しておく。

事後学習（60分）：課題に取り組む。

評価 定期試験60％、中間レポート15％、授業への取り組み（課題）25％、という総合評価。

課題に対する
フィードバックの方法

中間レポートに関しては、授業内で模範解答例とやり方を解説する。
課題（リアクションペーパー等）に関して、manabaで解答を示す。

教科書 なぜ生命倫理なのか/朝倉輝一編/大学教育出版/2024年/ISBN：9784866922942

留意事項
生命の始まりや終わりにまつわる諸問題について、日常の中で取り上げられるニュースに敏感になり、生命倫理を普段から身近
に感じるように心がけて下さい。授業では、すべて自分の問題と置き換えて、「脳に汗をかく」ほど考え、「心が燃える」ほど感じて
もらいたいと思います。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし

実務経験のある
教員による授業

介護福祉士の資格を持ち、実際に難病患者や終末期患者の在宅介護に携わっている教員が、臨床現場での当事者や家族の声
を紹介しながら、講義を行う。
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回

留意事項 特になし

参考図書など
学生のためのボランティア論/岡本榮一・菅井直也・妻鹿ふみ子/大阪ボランティア協会/第1版/ISBN978-4873080536
ボランティアってなんだっけ？/猪瀬浩平/岩波書店/第1版/ISBN978-4002710181

アクティブ・ラーニング 授業のなかで適宜、グループワークやディスカッションを実施する。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は、10年以上のボランティアコーディネーション経験を有する。

評価 リアクションペーパー（40％）、レポート（60％）

課題に対する
フィードバックの方法

毎授業で提出するリアクションペーパーの内容について、次回授業の冒頭にてコメントする。

教科書 特になし

8 ボランティアの課題

ボランティアの課題として、参加者募集に焦点を当てて理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティアの参加者募集の課題点と解決案を調べる。

事後学習（30分）：第8回の授業内容を復習する。

7 ボランティアの参加と参画

ボランティアの参加のために有用な情報や、参画のためのボランティア企画を理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティア参加のための相談先やボランティア企画のフォーマットを調べる。

事後学習（30分）：第7回の授業内容を復習する。

6 ボランティアの発見

ボランティアを発見するため、社会が抱える課題やその活動形態を理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：社会が抱える課題やボランティアの活動形態を調べる。

事後学習（30分）：第6回の授業内容を復習する。

5 ボランティアの影響

ボランティアの影響を、個人と社会の双方の立場に焦点を当てて理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティアの影響を、個人と社会の双方の立場から調べる。

事後学習（30分）：第5回の授業内容を復習する。

4 ボランティアの源流

ボランティアの源流を、ワークキャンプという活動に焦点を当てて理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ワークキャンプ（合宿型のボランティア活動）を調べる。

事後学習（30分）：第4回の授業内容を復習する。

3 ボランティアの歴史

ボランティアの歴史を、言説（どのように語られてきたか）に焦点を当てて理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティアに先行する言説の「奉仕」や「慈善」の意味を調べる。

事後学習（30分）：第3回の授業内容を復習する。

2 ボランティアの概要

ボランティアの位置づけ、現状およびその背景にある出来事や制度を理解する。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティアの意味や性格、認知度や参加、興味・関心の度合いを調べる。

事後学習（30分）：第2回の授業内容を復習する。

1 イントロダクション

本講義の目的・目標、概要、進め方、評価を理解する。またボランティアの具体的な活動内容を知
る。

直井　友樹
事前学習（30分）：ボランティアの具体的な活動内容を調べる。

事後学習（30分）：第1回の授業内容を復習する。

授
業
概
要

少子高齢化や地方自治の深化に伴い、市民の自発的な活動（ボランタリー活動）に対する期待や関心が高まっている。その領域は、従来の福祉や国際
協力だけでなく環境や災害救援、まちづくりなど多岐に渡っており、非営利ではあっても無償ではない事業型ＮＰＯやコミュニティ・ビジネスも増えている。
本講義では、そのようなボランティアの変化や意義を、時代背景から読みとき、受講者自らも行動できるような素養・知識の修得を狙いとする。

到
達
目
標

ボランティアの歴史や意味、社会における役割から、①他者と関係を構築する重要性、②ボランティアが他者と関係を構築する一つの方途である点につ
いて理解することができる。そのうえで、ボランティア参加のために有用なスキルや知識を身につけることができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

総合教育科目 DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間の本質と尊厳

ナンバリングコード HCOO1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

ボランティア学
選択 講義 1単位 1年後期 直井　友樹

○
Studies of Voluntary Activities (15時間)

授業科目の名称
必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

92



回

実務経験の
ある教員に
よる科目

生命倫理学
選択 講義 1単位 1年後期 小館　貴幸

○
Bioethics (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HCOA1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間の本質と尊厳

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授
業
概
要

現代医療は生命倫理の土台の上に成り立っている。この講義では、生命倫理学の成立の歴史を含め、医療人として必要な生命倫理学の基礎的知識や
倫理綱領について学習する。また、医療技術の進歩に伴い生じる生命倫理上の重要ないくつかの問題を取り上げることにより、その本質や最近の動向
を理解するとともに、それらについて医療職が果たすべき役割を学ぶ。

到
達
目
標

1）「医の倫理」と「生命倫理」の違いを指摘でき、生命倫理とは何かを説明することができる。
2）生命倫理の四原則を列挙することができ、インフォームド・コンセントについて具体的に述べることができる。
3）生命の始まりや終わりに関する具体的諸問題について述べることができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 医の倫理

『ヒポクラテスの誓い』について解説する。
「医の倫理」における倫理原則やその意義、パターナリズムなどについて解説する。

小館　貴幸
事前学習（60分）：事前課題に取り組む。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、テキスト（117頁～123頁）に目を通しておく。

2 医の倫理から生命倫理へ

「生命倫理」へと至るプロセスを解説し、生命倫理学の歴史や意義を解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（123頁～135頁）をしっかり読んでおく。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

3
生命倫理の四原則　１
〔自律尊重の原則〕

インフォームド・コンセントを取り上げ、自律尊重の原則の意義について解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（136頁～141頁、168頁～170頁）を熟読しておく。

事後学習（30分）：内容を復習し、疑問点などをまとめておく。

4
生命倫理の四原則　２
〔善行・無危害・正義の原則〕

善行の原則、無危害の原則、正義の原則について解説し、まとめを行う。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（136頁～141頁）を熟読し、前回のプリントを復習しておく。

事後学習（60分）：提示された課題に取り組む。

5 個人情報の保護

守秘義務と個人情報の相違や法律について概説していく。

小館　貴幸事前学習（30分）：事前に自分で下調べしておく。

事後学習（60分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

6
生命の始まりをめぐる諸問題
〔人工受精〕

人工受精や不妊治療について、当事者の声に耳を傾けながら、問題点を探求していく。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（15頁～29頁）を熟読しておく。

事後学習（60分）：課題に取り組む。

7
生命の終わりをめぐる諸問題　１
〔人生の最終段階の意思決定〕

ターミナルケアとは何かについて学び、人生の最終段階における意思決定のあり方を解説する。

小館　貴幸事前学習（60分）：テキスト（100頁～107頁）を熟読しておく。

事後学習（30分）：講義内容を復習し、ポイントを整理する。

8
生命の終わりをめぐる諸問題　２
〔人生の最終段階におけるケア〕

人生の最終段階を迎えた患者について理解を深め、適切なケアのあり方や考え方を学ぶ。

小館　貴幸事前学習（30分）：テキスト（108頁～113頁）を熟読しておく。

事後学習（60分）：課題に取り組む。

評価 定期試験60％、中間レポート15％、授業への取り組み（課題）25％、という総合評価。

課題に対する
フィードバックの方法

中間レポートに関しては、授業内で模範解答例とやり方を解説する。
課題（リアクションペーパー等）に関して、manabaで解答を示す。

教科書 なぜ生命倫理なのか/朝倉輝一編/大学教育出版/2024年/ISBN：9784866922942

留意事項
生命の始まりや終わりにまつわる諸問題について、日常の中で取り上げられるニュースに敏感になり、生命倫理を普段から身近
に感じるように心がけて下さい。授業では、すべて自分の問題と置き換えて、「脳に汗をかく」ほど考え、「心が燃える」ほど感じて
もらいたいと思います。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし

実務経験のある
教員による授業

介護福祉士の資格を持ち、実際に難病患者や終末期患者の在宅介護に携わっている教員が、臨床現場での当事者や家族の声
を紹介しながら、講義を行う。

Ⅲ

総
合
教
育
科
目
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門
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回

12 㢁部、⬨ᰕ㉳❧筋の名称と機能

㢁部、⬨ᰕに付╔している筋にはどのようなものがあり、どのような機能があるかを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：ᅛ有⫼筋にはどのようなものがあるかを調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

10
筋の形態、㉳ጞとṆおよび筋の
స⏝

筋の㉳ጞとṆを説明し、それにおけるస⏝を解説する。体の運動についての⏝ㄒを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：筋の㉳ጞ・Ṇ、それに伴うస⏝について調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

11 表筋、ᄮ筋の名称と機能

㢌の筋は表筋、ᄮ筋に分けられ、それぞれの特徴的なാきについて解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：表筋、ᄮ筋にはどのようなものがあるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

8
ୗ⫥帯の㦵と⮬⏤ୗ⫥の構造と
名称

ୗ⫥を構成する㦵の種㢮と名称を解説する。㦵┙の構成と機能についても解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：㦵┙を構成する㦵と性ᕪについて調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

9
㦵格筋・心筋・ᖹ筋の構造と機
能

㦵格筋・心筋・ᖹ筋の基本的な構造の㐪いを説明し、それぞれの筋のാきを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（30分）：３種㢮の筋組⧊についての㐪いを調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

6 ⬨ᰕと⬚㒌の構造と名称

⬨ᰕを構成する各᳝㦵の部位における特徴を説明し、⬚㒌の構造と機能を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）各᳝㦵にはどのような特徴があるかを調䜉る

事後学習（45分）小試験の内容の復習と䝜ートస成

7
ୖ⫥帯の㦵と⮬⏤ୖ⫥の構造と
名称及び機能

ୖ⫥を構成する㦵の種㢮と名称を解説する。䜎た、⫝関節の特徴を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬚㙐関節䡚ᣦ節間関節䜎でどのような関節があるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

4 関節の構造とാき。㠌帯のാき

基本的な関節の構造を解説し、そのാきを考える。䜎た、基本的な㠌帯の機能を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：それぞれの関節に対応する動きと㠌帯について調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

5 㢌㦵の構造と名称

㢌㦵を構成する15種23ಶについて名称および特徴を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：それぞれの㢌㦵の特徴について調䜉る　

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

2 解๗学的⏝ㄒと体の方向⏝ㄒ

臨床においても⏝する解๗学⏝ㄒを説明。㦵の構造と機能について解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：レジュメを参考に解๗学⏝ㄒに関するⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

3 㦵の構造と機能および成長

㦵の組⧊学的構造と機能を解説する。㦵はどのように成長し維持されるかを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：㦵の構造の図をᥥき名称を調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 人体の構成

人体の構成要素にはどのようなものがあるかを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：人体を構成する要素にはどのようなものがあるか予習

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

授
業
概
要

本講義では、䜎ず解๗学を学ぶୖでの心構えについて概説する。学生は医療人として必㡲な䝠トのからだに対する⏽ᩗの念を身につける。解๗学のう
䛱、運動器系における受動運動器である㦵格について系⤫的ླྀ㏙を行う。全身の㦵格について㦵をどのようにほᐹするか、䜎た全体の中でどんな位⨨
を༨めているか、その形・እほ・きさ等の形態的な特徴と㦵の連結を説明できるように学ぶ。䜎た、関節の構成体である㠌帯・⭝・筋の基本的構造（形
態）および部位䛤との特徴について学ぶ。

到
達
目
標

1)人体を構成する基本的な構造とそれらの❧体的な構成および機能の調節機構を説明でき、記㏙できる。
2)㦵格とその連結を理解し、㦵格筋の㉳ጞ・Ṇの位⨨および機能を説明および記㏙できる。　
3)ୖ⫥・ୗ⫥についてはそれぞれの筋の㉳ጞ・Ṇの位⨨を図にᥥけ、機能を説明できる。
4）㠌帯については名称と特徴を説明できる。

人体の構造と機能および心身の発達

DP3）┦ᡭをᑛ㔜し、者とのコ䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎさ䛫ることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり⮬らの専門㡿ᇦを実践し⥆けることができる。

ナンバリングコード HPTC1/HOTC1 オフィスアワー

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

解๗学䊠（㦵・筋）
必修 講義 1単位 1年前期 ᰘ田　ᫀ

○
㻭㼚a㼠㼛m㼥 䊠 (30時間)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 各回䛤との小テスト10䠂、課題ᥦฟ10䠂および期ᮎ試験80䠂として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験は᥇Ⅼし、次回講義に返却・解説をする。課題に関しては学生ಶ々に講評し返却する。

教科書 ⸨田ᜏኴ㑻ⴭ　䛂人体解๗学䛃ᨵゞ第42版　༡Ụᇽ　2003年　ISBN：978-4524222469

留意事項
ୖ記の参考図書の、中ᮧ㝯一ⴭ䛂基礎運動学䛃医ṑ⸆ฟ版、㔝ᮧᕂ⦅䛂標‽理学療法学・స業療法学　専門基礎分㔝　解๗
学䛃医学書院 などを参考に各回の単ඖ䛤との予習をする。䜎た、各講義⤊後に䝜ートをస成する。期ᮎ試験⤊後䝜ートᥦฟ
あり。

参考図書など
ఀ⸨㝯ⴭ䛂解๗学講義 第３版䛃༡ᒣᇽ　2014年 ISBN：978-4525100537、　㔠Ꮚଢ଼அຓⴭ䛂᪥本人体解๗学　ୖᕳ䛃༡ᒣᇽ　2020
年　ISBN：978-4525101008

アクティブ・ラーニング 該当なし

実務経験のある
教員による授業

Ṛ体解๗資格を有し、⫗║解๗の経験を㏻して、人体の構造と機能について分かりやすい講義を行う。

14
ୖ⫥帯筋・ୖ⭎筋・前⭎筋・ᡭ筋
の名称と機能

ୖ⫥の筋および㠌帯について説明、その機能的なാきを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：ୖ⫥の筋を体ᖿഃから㡰にどのような筋があるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

15
ୗ⫥帯筋・⭣筋・ୗ⭣筋・㊊筋
の名称と機能

ᐶ㦵እ・内筋の名称と機能および⭣、ୗ⫥、㊊の筋の名称と機能について解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：ୗ⫥の筋を㦵┙ഃから㡰にどのような筋があるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

13
ὸ・῝⬚筋、ഃ⭡筋などの名称と
機能

⭡ഃ、⫼ഃにはどのような筋があり、どのような機能があるかを解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：ୖ⫥の筋を体ᖿഃから㡰にどのような筋があるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

解๗学䊡（⚄経）
必修 講義 1単位 1年前期 ᰘ田　ᫀ

○
㻭㼚a㼠㼛m㼥 䊡 (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

人体の構造と機能および心身の発達

DP3）┦ᡭをᑛ㔜し、者とのコ䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎさ䛫ることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり⮬らの専門㡿ᇦを実践し⥆けることができる。

ナンバリングコード HPTC1/HOTC1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1 ⚄経の区分・構成

⚄経系の基本的な区分と⚄経⣽⬊の構造について解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⚄経にはどのような種㢮があるか調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

授
業
概
要

本講義では中ᯡ⚄経系の生成・ 発達・構造・組み・ാき等について学ぶ。⚄経組⧊学、⚄経系の発生、⬨㧊、⬻ᖿ、小⬻、⬻基ᗏ᰾、間⬻、⬻⓶
質、⬻ᐊ系、⬻と⬨㧊の⾑⟶についてその概要を講義する。さらに䜎とめとしてឤぬ系の⚄経回㊰、運動系の⚄経回㊰について講義する。解๗学䊠の
内容とే䛫て、䝠トの運動の機ᗎについて学ぶ。

到
達
目
標

1)中ᯡ⚄経では、⬻の各部位の構造と機能を説明でき、⬨㧊では基本的な構造を名称とともに図をᥥくことができ、各㧊節についての名称も説明でき
る。
2)ᮎᲈ⚄経では、12⬻⚄経の名称と機能を説明でき、⬨㧊⚄経ではそれぞれの⚄経ྀの㉮行とᨭ配筋を説明できる。
3)ୗ行性ఏᑟ㊰では、㗹体㊰と㗹体እ㊰の説明をできる。　
4)⮬ᚊ⚄経系ではឤ⚄経とឤ⚄経の㐪いと機能を説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 ⬻ᐊと㧊⭷

⬻ᐊと中心⟶の意味と⬻㧊⭷の構造を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬻関㧊⭷の構造を図にᥥき名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

2 ⚄経の発生

እ⬇ⴥから発生する⚄経の各部の名称と⚄経⣽⬊や⚄経⭺⣽⬊の分化を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⚄経発生の⬇ⴥについて調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

5
⬻ᖿ(中⬻、ᶫ、ᘏ㧊）の位⨨と機
能

⬻ᖿの意味、中⬻・ᶫ・ᘏ㧊の構造と機能を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬻ᖿの位⨨とそれぞれの機能を調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

4 ⬨㧊の構造と機能

⬨㧊の基本的構造と各部位の㐪い、䝧ル・䝬ジ䝱ン䝕ィーの法則を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬨㧊⚄経のᶓ᩿㠃図をᥥき名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

7 小⬻の構造と機能

小⬻の構造である⓶質部、㧊質部の構造と機能を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：小⬻構造を図にᥥき名称を入れる　

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

6
間⬻（ど床・ど床ୗ部）の位⨨と機
能

ど床ୗ部、ୗᆶ体、ᯇ果体の位⨨と機能を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：小⬻構造を図にᥥき名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

9 ⬻の構造と機能

⬻基ᗏ᰾の構造と機能や㧊質の㉮行の㐪いを解説する。䜎た、⬻の⾑⟶についても解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬻基ᗏ᰾にはどのようなものがあるかを調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

8 ⬻の概要および構造と機能

⬻⓶質の機能ᒁᅾについて解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬻⓶質に関して構造と機能を調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

11 㢁⚄経ྀの㉮行とᨭ配筋

㢁⚄経ྀのᯞと機能、㢁⚄経ワナの構造と機能およびᨭ配筋を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：㢁⚄経ྀの図をᥥきそれぞれの名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

10 ⬻⚄経の名称と機能

12対の⬻⚄経の名称と位⨨および機能について解説する。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⬻⚄経12対の名称とⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

12 ⭎⚄経ྀ・⬚⚄経の㉮行とᨭ配筋

⭎⚄経ྀの㉮行とᨭ配筋の関連と運動をྜわ䛫て解説する。⫘間⚄経の形態を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⭎⚄経ྀの根・ᖿ・᮰の図をᥥきそれぞれの名称を書く

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成
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13 ⭜㦵⚄経の㉮行とᨭ配筋

⭜⚄経ྀと㦵⚄経ྀの㉮行とᨭ配筋の関連、ୗ⫥の運動を解説。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⭜⚄経ྀの図をᥥきそれぞれの名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

15 ⮬ᚊ⚄経系の構造と機能

ୗ行性の㏻㊰の㗹体㊰、㗹体እ㊰の㐪いを解説する。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：㗹体㊰と㗹体እ㊰の㐪いを調䜉る

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

14 ୖ行性⚄経とୗ行性⚄経

ୗ行性の㏻㊰の㗹体㊰、㗹体እ㊰の㐪いを解説する。

ᰘ田　ᫀ
事前学習（45分）：⭜⚄経ྀの図をᥥきそれぞれの名称を入れる

事後学習（45分）：小試験の内容の復習と䝜ートస成

留意事項
ୖ記の参考図書の、中ᮧ㝯一ⴭ䛂基礎運動学䛃医ṑ⸆ฟ版、㔝ᮧᕂ⦅䛂標‽理学療法学・స業療法学　専門基礎分㔝　解๗
学䛃医学書院 などを参考に各回の単ඖ䛤との予習をする。䜎た、各講義⤊後に䝜ートをస成する。期ᮎ試験⤊後䝜ートᥦฟ
あり。

参考図書など
ఀ⸨㝯ⴭ䛂解๗学講義 第３版䛃༡ᒣᇽ　2014年 ISBN：978-4525100537、　㔠Ꮚଢ଼அຓⴭ䛂᪥本人体解๗学　ୖᕳ䛃༡ᒣᇽ　2020
年　ISBN：978-4525101008

アクティブ・ラーニング 該当なし

実務経験のある
教員による授業

Ṛ体解๗資格を有し、⫗║解๗の経験を㏻して、人体の構造と機能について分かりやすい講義を行う。

評価 各回䛤との小テスト10䠂、課題ᥦฟ10䠂および期ᮎ試験80䠂として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験は᥇Ⅼし、次回講義に返却・解説をする。課題に関しては学生ಶ々に講評し返却する。

教科書 ⸨田ᜏኴ㑻ⴭ　䛂人体解๗学䛃ᨵゞ第42版　༡Ụᇽ　2003年　ISBN：978-4524222469
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

解剖学Ⅲ（内臓器）
必修 講義 1単位 1年後期 柴田　昌和

○
Anatomy Ⅲ (15時間)

本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

授
業
概
要

本講義では、内臓器の構造と配置を理解する。また自律神経系との関連を理解する。解剖学Ⅱの内容と併せて、身体の各器官を調節する神経系と影
響する循環器系を中心に、内臓系全般の基本的な成り立ちと構造について学習する。学習する内容は、循環器系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生
殖器系、内分泌系である。内臓系は解剖学のみならず臨床医学とのかかわりも深い。したがって、本講義では医療人を目指す上で実施されるさまざま
な学習の基盤として必要不可欠な人体解剖学の知識を修得する。

到
達
目
標

1）脈管系では心臓の構造と機能を理解し、動脈の走行と支配器官を説明できる。
2）呼吸器系では肺の構造と機能を理解し、どのようにガス交換を行っているかを説明できる。　
3）消化器系では口腔から直腸までのミクロからマクロレベルまでの構造と機能を説明できる。肝臓、胆嚢、膵臓の位置と構造および機能を説明できる。
4）泌尿器系では腎臓で血液を濾過し尿を生成するメカニズムを生殖器系では男性、女性の生殖器の発生と違いを説明できる。
5）内分泌系ではホルモンの基本的な働きと下垂体、甲状腺、副腎などの器官の構造と機能を説明できる。

人体の構造と機能および心身の発達

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTC1/HOTC1 オフィスアワー

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 脈管系Ⅰ（心臓、動脈）

心臓の構造と機能および動脈の走行について解説。

柴田　昌和
事前学習(45分)：右心房から右心房に血液が戻るまでの流れを調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

2 脈管系Ⅱ（静脈、リンパ）

静脈の走行と特徴およびリンパの走行や機能を解説。

柴田　昌和
事前学習(45分)：静脈にはどのような特徴があるかを調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

3 呼吸器系

肺の構造と機能、気管、気管支の構造と機能について解説。

柴田　昌和
事前学習(45分)：外呼吸・内呼吸とはどのようなものなものか調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

4 消化器系Ⅰ（口腔、食道、胃）

口腔、食道、胃までのミクロからマクロまでの構造と機能について解説する。

柴田　昌和
事前学習(45分)：口腔・食道・胃の構造や機能の違いを調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

5
消化器系Ⅱ（小腸、大腸、肝臓、
胆嚢、膵臓）

小腸、大腸のミクロからマクロまでの構造の解説と肝臓、胆嚢、膵臓の構造と機能について解説す
る。

柴田　昌和
事前学習(45分)：肝臓の内部構造（ミクロ）はどのようなものか調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

6 泌尿器系

腎臓、尿管、膀胱の構造と機能について解説する。

柴田　昌和
事前学習(45分)：尿を作るメカニズムについて調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

7 生殖器系

腎臓、尿管、膀胱の構造と機能について解説する。

柴田　昌和
事前学習(45分)：尿を作るメカニズムについて調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

8 内分泌系

内分泌系の器官の下垂体、甲状腺、副腎などの形態と機能および特徴を解説する。

柴田　昌和
事前学習(45分)：内分泌にはどのようなものがあるかを調べる

事後学習(45分)：小試験の内容の復習とノート作成

評価 各回ごとの小テスト10％、課題提出10％および期末試験80％として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験は採点し、次回講義に返却・解説をする。課題に関しては学生個々に講評し返却する。

教科書 藤田恒太郎著/人体解剖学 改訂第42版/南江堂 /ISBN：978-4524222469

留意事項
上記の参考図書の他、中村隆一著「基礎運動学」医歯薬出版、野村嶬編「標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　解剖
学」医学書院 などを参考に各回の単元ごとの予習をする。また、各講義終了後にノートを作成する。期末試験終了後ノート提出
あり。

参考図書など
伊藤隆著/解剖学講義 第３版/南山堂/2012/ISBN：978-4525100537、　金子丑之助著/日本人体解剖学　下巻/南山堂/2020年
/ISBN：978-4525101107

アクティブ・ラーニング 該当なし

実務経験のある
教員による授業

死体解剖資格を有し、肉眼解剖の経験を通して、人体の構造と機能について分かりやすい講義を行う。
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回

12 㦵学実習䊢（ୖ⫥㦵）

ୖ⫥帯・⮬⏤ୖ⫥㦵のほᐹとス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜82䡚㼜90䜎で読䜐

事後学習（30分）：⫝関節について䝜ートに䜎とめる

11 㦵学実習䊢（ୖ⫥㦵）

ୖ⫥帯・⮬⏤ୖ⫥㦵のほᐹとス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜82䡚㼜90䜎で読䜐

事後学習（30分）：⫪関節について䝜ートに䜎とめる

10 㦵学実習䊡（⬨ᰕ・⬚㒌）

⬨ᰕおよび⬚㒌を分解㦵で組み❧て、ほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜68䡚㼜90䜎で読䜐

事後学習（30分）：⬨ᰕ・⫘㦵の関節とそのస⏝について䝜ートに䜎とめる

9 㦵学実習䊡（⬨ᰕ・⬚㒌）

⬨ᰕおよび⬚㒌を分解㦵で組み❧て、ほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜68䡚㼜82䜎で読䜐

事後学習（30分）：⬨ᰕ・⫘㦵の関節とそのస⏝について䝜ートに䜎とめる

8 㦵学実習䊠（㢌㦵）

㢌部の分解㦵の内㢌ᗏ・እ㢌ᗏのほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜42䡚㼜68䜎で読䜐

事後学習（30分）：ᄮ筋の㉳ጞ・Ṇ部を図をᥥき䝜ートに䜎とめる

7 㦵学実習䊠（㢌㦵）

㢌部の分解㦵の内㢌ᗏ・እ㢌ᗏのほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜42䡚㼜68䜎で読䜐

事後学習（30分）：内㢌ᗏ・እ㢌ᗏのᏍに㏻るものを䝜ートに䜎とめる

6 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

5 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

4 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

3 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

2 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

1 㦵学実習　ペー䝟ークラフトస成

人体の㦵がどのようにつながりがあるかペー䝟ークラフトの䝪ーニーをస成。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：㢌㦵のそれぞれの名称のⱥㄒ名を調䜉る

事後学習（30分）：㢌のそれぞれの㦵の特徴を䝜ートに䜎とめる

授
業
概
要

解๗学䊠䡚䊢で学んだ知識を実際の標本で☜認していく。標本としては㦵標本、⮚器標本、ᅄ⫥標本、⬻⚄経標本などを活⏝し、その⢭ᕦな形態とከ
ᵝ性について教授する。さらに㢧ᚤ㙾標本のほᐹを㏻して、人体ㅖ器ᐁのᚤ⣽構造とその基本的な機能を考ᐹする。解๗学䊠䡚䊢で学習した系⤫解
๗学的な知識を῝め、人体構造を⥲ྜ的に理解・習ᚓする。解๗標本を⮬らᡭにとってほᐹすることによって、人体各器ᐁの位⨨関ಀや構造を❧体的
に学習し、それらをᒁ所解๗学的に説明できるようになる。

到
達
目
標

1)㦵格と筋の┦の関連を❧体的に理解し、図示および説明できる。
2)⚄経・⾑⟶の㉮行や┦の関連を❧体的に理解し、図示および説明できる。
3)運動器についての⥲ྜ的な説明ができる。
4)⮚器の位⨨関ಀを❧体的に理解し、図示および説明ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門基礎科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

人体の構造と機能および心身の発達

DP3）┦ᡭをᑛ㔜し、者とのコ䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎさ䛫ることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり⮬らの専門㡿ᇦを実践し⥆けることができる。

ナンバリングコード HPTC2/HOTC2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表にᥖ載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

解๗学実習
必修 実験･実習 2単位 2年㏻期 ᰘ田　ᫀ、ᅵ田　ᑗஅ

○
Anatomy practice (90時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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31 解๗学ぢ学実習䊠

⚄ዉᕝṑ科学で解๗実習ぢ学を行う。⮚器等の標本ぢ学。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜182-293䜎でを読み、レポートに䜎とめる

事後学習（30分）：当᪥学習した内容を䝜ートにᩚ理し、䜎とめる

30 㦵・筋・㠌帯学グルー䝥発表

㦵・筋・㠌帯の内容をグルー䝥単位で発表・質応⟅を行う。䛆䝥レ䝊ンテーション䛇
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：ス䜿ッ䝏ブック・䝜ート・教科書の読み┤し

事後学習（30分）：理解㊊の部分を䝜ートに⿵㊊、加➹する

29 㦵・筋・㠌帯学グルー䝥発表

㦵・筋・㠌帯の内容をグルー䝥単位で発表・質応⟅を行う。䛆䝥レ䝊ンテーション䛇
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：ス䜿ッ䝏ブック・䝜ート・教科書の読み┤し

事後学習（30分）：理解㊊の部分を䝜ートに⿵㊊、加➹する

28
筋・㠌帯学䊤（ᡭ・㊊の㠌帯および
筋）

⫤関節、⭸関節の㠌帯の位⨨や༙᭶ᯈの位⨨を☜認する。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜151-164を読み、レポートに䜎とめる。

事後学習（45分）：ᡭ・㊊の㠌帯・筋の䜎とめ

27 筋・㠌帯学䊣(ୗ⫥の㠎帯)

⫤関節、⭸関節の㠌帯の位⨨や༙᭶ᯈの位⨨を☜認する。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜151-164を読み、レポートに䜎とめる。

事後学習（45分）：㦵┙࿘ᅖの㠌帯・筋、⫤関節、⭸関節の㠌帯の䜎とめ

26 筋・㠌帯学䊣(ୗ⫥の筋)

ୗ⫥の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜151-164を読み、レポートに䜎とめる。

事後学習（45分）：ୗ⫥のఙ筋⩌について㉳ጞ・Ṇ、ᨭ配⚄経を䜎とめる

25 筋・㠌帯学䊣(ୗ⫥の筋)

ୗ⫥の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜151-164を読み、レポートに䜎とめる。

事後学習（45分）：ୗ⫥のఙ筋⩌について㉳ጞ・Ṇ、ᨭ配⚄経を䜎とめる

24 筋・㠌帯学䊣(ୗ⫥の筋)

ୗ⫥の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜151-164を読み、レポートに䜎とめる。

事後学習（45分）：ୗ⫥のఙ筋⩌について㉳ጞ・Ṇ、ᨭ配⚄経を䜎とめる

23 筋・㠌帯学䊢(ୖ⫥の筋)

⫪関節、⫝関節の㠌帯の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜139䡚151を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：ୖ⫥の㠌帯について䝜ートに䜎とめる

22 筋・㠌帯学䊢(ୖ⫥の筋)

ୖ⫥の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜139䡚151を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：ୖ⫥のᒅ筋⩌の㉳ጞ・Ṇ、ᨭ配⚄経を䝜ートに䜎とめる

21 筋・㠌帯学䊢(ୖ⫥の筋)

ୖ⫥の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜139䡚151を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：ୖ⫥のᒅ筋⩌の㉳ጞ・Ṇ、ᨭ配⚄経を䝜ートに䜎とめる

20
筋・㠌帯学䊡(⫼ഃ・⭡ഃ・㦵┙࿘
ᅖ筋)

⫼ഃ・⭡ഃ・㦵┙࿘ᅖ筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜106䡚164を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：ഃ⭡筋の位⨨関ಀを理解し、その特徴を䝜ートに䜎とめる

19
筋・㠌帯学䊡(⫼ഃ・⭡ഃ・㦵┙࿘
ᅖ筋)

⫼ഃ・⭡ഃ・㦵┙࿘ᅖ筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜106䡚164を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：ᅛ有⫼筋について䝜ートに図をᥥき䜎とめる

18
筋・㠌帯学䊠（前㢁部・⬚部・⭡
部）

前㢁部・⬚部・⭡部の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜106䡚164を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：)⬚部にある筋を῝ᒙから㡰に䝜ートに䜎とめる

17
筋・㠌帯学䊠（前㢁部・⬚部・⭡
部）

前㢁部・⬚部・⭡部の筋の㉳ጞ・Ṇおよびᨭ配⚄経の位⨨☜認を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学㼜106䡚164を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：前㢁部の筋を῝ᒙから㡰に䝜ートに䜎とめる　

16 㦵学実習（ᡭ・㊊の㦵）

身体各部の㦵・関節のほᐹおよびస⏝についてほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：ᡭの㦵と関節について調䜉る

事後学習（30分）：ᡭの㦵と関節について調䜉る

15 㦵学実習（ᡭ・㊊の㦵）

身体各部の㦵・関節のほᐹおよびస⏝についてほᐹおよびス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：ᡭの㦵と関節について調䜉る

事後学習（30分）：ᡭと㊊の関節の䜎とめ　

14 㦵学実習䊣（ୗ⫥㦵）

ୗ⫥帯・⮬⏤ୗ⫥㦵のほᐹとス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜90䡚㼜103䜎で読䜐

事後学習（30分）：⫤関節と⭸関節について䝜ートに䜎とめる

13 㦵学実習䊣（ୗ⫥㦵）

ୗ⫥帯・⮬⏤ୗ⫥㦵のほᐹとス䜿ッ䝏を行う。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（30分）：人体解๗学教科書㼜90䡚㼜103䜎で読䜐

事後学習（30分）：㦵┙を構成する㦵について䝜ートに䜎とめる

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 実習時にオリジナルの実習書も配ᕸし䜎す。㻓実習ᐊ・ぢ学実習ではⓑ⾰╔⏝、実習前の予習必㡲。

参考図書など
解๗学カラーアトラス 第䠕版/医学書院/2023年/ISBN：978-4260050487、ネッター解๗学アトラス/༡Ụᇽ/2016年/ISBN：978-
4524259670

アクティブ・ラーニング これ䜎でに学んだ㦵・筋・㠌帯の内容をグルー䝥単位で質・応⟅形ᘧで䝥レ䝊ンテーション・䝕ィスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

Ṛ体解๗資格を有し、これ䜎での⫗║解๗の経験を㏻して、人体の構造と機能について分かりやすい実習を行う。

評価 課題20䠂、項目別試験と中間試験および⥲ྜ試験80䠂として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

項目別試験は᥇Ⅼし、次回の実習時に返却・解説をする。課題に関しては学生ಶ々に講評し返却する。

教科書 ⸨田ᜏኴ㑻ⴭ/人体解๗学 ᨵゞ第42版/༡Ụᇽ/2003年/ISBN：978-4524222469

45 解๗ぢ学実習䊣（関節・⬻）

⬻・⬨㧊および⬚⭍内・⭡⭍内の⮚器のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜388-466を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

44 解๗ぢ学実習䊣（関節・⬻）

⬻・⬨㧊および⬚⭍内・⭡⭍内の⮚器のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜388-466を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

43 解๗ぢ学実習䊣（関節・⬻）

⬻・⬨㧊および⬚⭍内・⭡⭍内の⮚器のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜388-466を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

42 解๗ぢ学実習䊣（関節・⬻）

⬻・⬨㧊および⬚⭍内・⭡⭍内の⮚器のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜388-466を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

41 解๗ぢ学実習䊢（῝部筋・内⮚）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜303-362を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

40 解๗ぢ学実習䊢（῝部筋・内⮚）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜252-292を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

39 解๗ぢ学実習䊢（῝部筋・内⮚）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜231-252を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

38 解๗ぢ学実習䊢（῝部筋・内⮚）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：：人体解๗学㼜174-231を読み、レポートに䜎とめる

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

37 解๗学ぢ学実習䊡（ ⭡ഃὸᒙ筋）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜106-164䜎でを読䜐

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

36 解๗学ぢ学実習䊡（ ⭡ഃὸᒙ筋）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜106-164䜎でを読䜐

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

35 解๗学ぢ学実習䊡（ ⭡ഃὸᒙ筋）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜106-164䜎でを読䜐

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる

34 解๗学ぢ学実習䊡（ ⭡ഃὸᒙ筋）

体ᖿ・ᅄ⫥、ὸᒙの前㠃および後㠃の⓶・筋・⚄経・⾑⟶のほᐹ。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜106-164䜎でを読䜐

事後学習（45分）：実習䝏䜵ックリストを参考に当᪥の実習を䜎とめる。

33 解๗学ぢ学実習䊠(⫼ഃὸᒙ筋）

⚄ዉᕝṑ科学で解๗実習ぢ学を行う。⮚器等の標本ぢ学。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜106-164䜎でを読䜐

事後学習（30分）：当᪥学習した内容を䝜ートにᩚ理し、䜎とめる

32 解๗学ぢ学実習䊠(⫼ഃὸᒙ筋）

⚄ዉᕝṑ科学で解๗実習ぢ学を行う。⮚器等の標本ぢ学。
ᰘ田　ᫀ
ᅵ田　ᑗஅ事前学習（45分）：人体解๗学㼜182-293䜎でを読み、レポートに䜎とめる

事後学習（30分）：当᪥学習した内容を䝜ートにᩚ理し、䜎とめる
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ᅇ

12 ⾑ᾮ⣔䐟

⾑ᾮ䛾⤌ᡂ䠄㉥⾑⌫䚸ⓑ⾑⌫䚸⾑ᑠᯈ䠅

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

10 ឤぬ⣔䐟

≉Ṧឤぬ䛸୍⯡ឤぬ䚸どぬ䚸⫈ぬ䚸ᖹ⾮ぬ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

11 ឤぬ⣔䐠

Ⴅぬ䚸ぬ䚸యᛶឤぬ䚸ෆ⮚ឤぬ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠖䠅㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

8 ➽⣔䐠

ᚰ➽䚸ᖹ➽

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

9 㦵᱁⣔䐟

䝝䝞䞊䝇㦵䚸㦵ᡂ㛗䚸㌾㦵䚸㛵⠇

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

6 ⚄⤒⣔䐣

⬨㧊䚸ᮎᲈ⚄⤒⣔䠄⬻⚄⤒䠅䚸㐠ືไᚚ⣔䚸⮬ᚊ⚄⤒⣔

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

7 ➽⣔䐟

㦵᱁➽䠄➽⣳㗽䚸㻳㼛㼘㼓㼕⭝ჾᐁ䠅䚸➽⦰

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

4 ⚄⤒⣔䐡

୰ᯡ⚄⤒⣔䚸⬻⓶㉁䚸⬻ᇶᗏ᰾䚸㎶⦕⣔䚸⬻Ἴ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

5 ⚄⤒⣔䐢

㛫⬻䚸⬻ᖿ䠄୰⬻䚸ᶫ䚸ᘏ㧊䠅䚸ᑠ⬻

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

2 ⚄⤒⣔䐟

㟼Ṇ⭷㟁䚸άື㟁䚸⯆ዧ䛾ఏᑟ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

3 ⚄⤒⣔䐠

䝅䝘䝥䝇䚸䝅䝘䝥䝇ఏ㐩䚸㻱㻼㻿㻼䚸㻵㻼㻿㻼䚸⚄⤒ྍረᛶ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

ᤵᴗ㡯┠
ᤵᴗෆᐜ

๓䞉ᚋᏛ⩦䚷䠄ண⩦䞉⩦䞉ㄢ㢟➼䠅
ᢸᙜᩍဨ

1 ᗎㄽ䞉⣽⬊䛸⤌⧊

⏕య䛾ᜏᖖᛶ䚸⣽⬊䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

ᮏ⛉┠䛻㛵䛩䜛㉁ၥ䛿䚸ᤵᴗ䛾๓ᚋཬ䜃䝯䞊䝹䛷ཷ䛡䛡䜛

ᤵᴗ⛉┠༊ศ ༞ᴗㄆᐃ䞉Ꮫᤵ䛾᪉㔪䛸ᙜヱᤵᴗ⛉┠䛾㛵㐃

ᑓ㛛ᇶ♏⛉┠
㻰㻼㻝䠅┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䛾ᑓ㛛⫋䛸䛧䛶㧗ᗘ䛺▱㆑䛸ᢏ⾡䜢㌟䛻䛴䛡䚸ᐇ㊶䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

㻰㻼2䠅⛉Ꮫⓗ᰿ᣐ䛻ᇶ䛵䛝యⓗ䛻⾜ື䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚ၥ㢟ゎỴ䛻ྥ䛡䛶ᐇ㊶䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

ᤵ
ᴗ
ᴫ
せ

⣽⬊䚸⤌⧊䚸ჾᐁ䚸ಶయ䝺䝧䝹䛻䛚䛡䜛ᅛ᭷ᶵ⬟䚸ᅛ᭷ᶵ⬟䛜⤫ྜ䛥䜜䛯䝅䝇䝔䝮䛸䛭䛾ㄪ⠇ᶵᵓ䚸䛭䜜䜙䛾┦స⏝䛻䜘䜚⏕య䛾ෆ㒊⎔ቃ䛜୍ᐃ䛾
⠊ᅖෆ䠄ṇᖖ䠅䛻⥔ᣢ䛥䜜䜛䛯䜑䛻䛹䛾ᵝ䛺ไᚚᶵᵓ䛜ാ䛔䛶䛔䜛䛛䜢⌮ゎ䛩䜛䚹

฿
㐩
┠
ᶆ

䝠䝖䛾⏕䛾ᶵ⬟ⓗഃ㠃䜢⌮ゎ䛧䚸ᑓ㛛⫋⪅䛸䛧䛶ᚲせ䛺䛻䛭䛾▱㆑䜢⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䚹

ேయ䛾ᵓ㐀䛸ᶵ⬟䛚䜘䜃ᚰ㌟䛾Ⓨ㐩

䝘䞁䝞䝸䞁䜾䝁䞊䝗 HPTC1/HOTC1 䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊

ᤵᴗ⛉┠䛾ྡ⛠
ᚲಟ䞉

㑅ᢥ䛾ู
ᤵᴗ
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

⛉┠ᢸᙜᩍဨ ᐇົ⤒㦂䛾
䛒䜛ᩍဨ䛻
䜘䜛⛉┠

⏕⌮Ꮫ䊠
ᚲಟ ㅮ⩏ 㻝༢ 㻝ᖺ๓ᮇ ➉ᒃ䚷ගኴ㑻

䠉
㻼㼔㼥㼟㼕㼛㼘㼛㼓㼥䊠 㻔30㛫㻕

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ホ౯ ᐃᮇヨ㦂䠄㻝00䠂䠅

ㄢ㢟䛻ᑐ䛩䜛
䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛾᪉ἲ

ᐇணᐃ䛺䛧

ᩍ⛉᭩
ᶆ‽⌮Ꮫ⒪ἲᏛ䞉సᴗ⒪ἲᏛ㻌ᑓ㛛ᇶ♏ศ㔝䞉⏕⌮Ꮫ㻌㻛ᒸ⏣㝯ኵ䚸㕥ᮌᩔᏊ䚸㛗ᒸṇ⠊㻛་Ꮫ᭩㝔㻛➨㻡∧㻛㻵㻿㻮㻺䠖㻥㻣㻤㻙
4260036443�������������������

␃ព㡯 ᭱䜒ᇶ♏ⓗ䛺Ꮫၥ䛸䛧䛶䛧䛳䛛䜚Ꮫ⩦䛩䜛䛣䛸䚹༢ඖẖ䛻ㅮ⩏㈨ᩱ䛾䛂Ꮫ⩦䛾せⅬ䛃䜢䝏䜵䝑䜽䛩䜛䛣䛸䚹

ཧ⪃ᅗ᭩䛺䛹 䝅䞁䝥䝹⏕⌮Ꮫ㻛༡Ụᇽ㻛㻵㻿㻮㻺䠖㻥㻣㻤㻙4㻙㻡24㻙226㻡㻡㻙㻥䚸ᶆ‽⏕⌮Ꮫ㻛་Ꮫ᭩㝔㻛㻵㻿㻮㻺䠖㻥㻣㻤㻙4㻙260㻙0342㻥㻙6

䜰䜽䝔䜱䝤䞉䝷䞊䝙䞁䜾 ᐇணᐃ䛺䛧

ᐇົ⤒㦂䛾䛒䜛
ᩍဨ䛻䜘䜛ᤵᴗ

30ᖺ௨ୖ䛻Ώ䜛⏕⌮Ꮫㅮ⩏䛾⤒㦂䛛䜙䚸య⣔ⓗ䛻ᐇົⓗ䛻⏕⌮Ꮫ䜢⌮ゎ䛩䜛䜘䛖ᩍ⫱䛩䜛䚹

14 ᚠ⎔ჾ⣔䐟

ᚰ⮚䛾ᶵ⬟䠄่⃭ఏᑟ⣔䚸ᚰ㟁ᅗ䚸ᚰ࿘ᮇ䛺䛹䠅

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

15 ᚠ⎔ჾ⣔䐠

⬦⟶⣔䛾ᶵ⬟䠄⾑ᾮ䛾ᚠ⎔䚸ᚤᑠᚠ⎔䚸≉Ṧᚠ⎔䚸䝸䞁䝟ᚠ⎔䚸⾑ᅽ䛺䛹䠅

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹

13 ⾑ᾮ⣔䐠

จ⾑䛸⥺⁐䚸⾑ᾮᆺ

➉ᒃ䚷ගኴ㑻
๓Ꮫ⩦䠄20ศ䠅䠖ᤵᴗෆᐜ䛻㛵䛩䜛ヱᙜ⟠ᡤ䜢ண⩦䛩䜛䚹

ᚋᏛ⩦䠄30ศ䠅䠖㓄ᕸ㈨ᩱ䜔ᤵᴗయ䛻䛴䛔䛶⩦䛧䚸ㄢ㢟䜢䜎䛸䜑䜛䚹
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12 内分泌系䐡

⮅⮚、ᾘ⟶、䛭の（⬚腺、ᚰ⮚、⭈⮚、⾑⟶内⓶など）

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

10 内分泌系①

䝩ル䝰ンの作⏝、⬻、どᗋୗ㒊、ୗᆶ体

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分：）配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

11 内分泌系②

⏥≧腺、上⓶ᑠ体、⭈（⓶㉁と㧊㉁）

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

8 ᾘ器系䐡

ᑠ⭠（✵⭠、回⭠）、ᾘと྾、⭠、౽

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

9 ච系

リン䝟系器ᐁ、⓶バリア、⮬↛ච、⋓ᚓච、液性ච（ᢠ体）、⣽⬊性ච、⮬ᕫචᝈ

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

6 ᾘ器系①

ᾘ器のᵓ㐀とᙺ、ཱྀ⭍とᄟୗ、㣗㐨、⫶

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

7 ᾘ器系②

༑ᣦ⭠、⮅⮚、⫢⮚

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

4 泌ᒀ器系①

体液、⭈⮚のᵓ㐀と䝛フ䝻ン、ᒀの生ᡂ（⣒⌫体ℐ㐣、྾と分泌）

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

5 泌ᒀ器系②

⭈のクリアラン䝇、㓟ሷ基ᖹ⾮、ᒀᶵᵓ、ᒀ

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

2 ྾器系①

྾器系のᵓ㐀（㰯、㰯⭍、ဗ㢌、ႃ㢌、Ẽ⟶、⫵）、Ẽ（྾ẼとẼ）、䝇䝟䜲䝻グラ䝮

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

3 ྾器系②

྾（䜺䝇：እ྾、内྾）、䜺䝇㐠ᦙ、྾のㄪ⠇、␗ᖖ྾

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 እ⓶系と体 

እ⓶系、体 、体 ㄪ⠇

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

ᮏ科┠に関する㉁問䛿、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶すること䛜で䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に⾜ືすることにより問題解Ỵにྥ䛡て実㊶すること䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
要

生理学䊠の内容とే䛫て、生体の器ᐁ系䛜ᅛ᭷のᶵ⬟を᭷することを学䜆とඹに、䛭れらの㛫のㄪ⠇⤫ྜᶵᵓを学䜃、生⌧㇟に関䜟る専門教育に
ᚲ要な基礎▱㆑䡠学ຊをྥ上䛥䛫る。

฿
㐩
┠
標

䝠トの生のᶵ⬟的ഃ㠃を理解し、専門⫋⪅としてᚲ要なに䛭の▱㆑を⏝すること䛜で䛝るようになる。

ே体のᵓ㐀とᶵ⬟䛚よ䜃ᚰ㌟のⓎ㐩

䝘ンバリング䝁ード HPTC1/HOTC1 䜸フィ䝇ア䝽ー

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

生理学䊡
ᚲಟ 講義 1単 1年後期 竹居　光太郎

䠉
㻼㼔㼥㼟㼕㼛㼘㼛㼓㼥䊠I 㻔30㛫㻕

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 定期試験（100％）

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし

教科書
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野・生理学 /岡田隆夫、鈴木敦子、長岡正範/医学書院/第5版/ISBN：978-
4260036443

留意事項 最も基礎的な学問としてしっかり学習すること。単元毎に講義資料の「学習の要点」をチェックすること。

参考図書など シンプル生理学/南江堂/ISBN：978-4-524-22655-9、標準生理学/医学書院/ISBN：978-4-260-03429-6

アクティブ・ラーニング 実施予定なし

実務経験のある
教員による授業

30年以上に渡る生理学講義の経験から、体系的に実務的に生理学を理解するよう教育する。

14 生殖器系①

女性生殖器（卵子、卵巣、子宮）、妊娠と分娩

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。

15 生殖器系②

男性生殖器（精子、精巣）、射精と精液

竹居　光太郎
事前学習（20分）：前回までの授業内容プリントを見直しする。

事後学習（30分）：期末試験に備え、これまでの学習内容を振り返る。

13 内分泌系④

生殖腺（精巣、卵巣）

竹居　光太郎
事前学習（20分）：授業内容に関する該当箇所を予習する。

事後学習（30分）：配布資料や授業全体について復習し、課題をまとめる。
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回

２䠑・
２䠒・
２䠓

྾ᶵ⬟・心㟁図・➽㟁図

ス䝟䜲䝻䝯ー䝍ーによる測ᐃ法を習得し、྾ᶵ⬟を理解する。また、心㟁図、➽㟁図について理
解する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行う

䠍９・
２０・
２䠍

ங㓟್

✀䚻の㐠ື㈇Ⲵ後のங㓟್測ᐃを行い、᥇⾑・測ᐃ方法を習得する。また、各㈇Ⲵによるங㓟௦
ㅰㄪ⠇ᶵᵓと⑂ປの䝯カニ䝈䝮を理解する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

２２・
２３・
２䠐

ᾘ化㓝⣲の作用

ၚᾮア䝭ラーゼによるデンプン分解、䝨プシンによる䝍ン䝟ク㉁分解の観察を行い、ᾘ化㓝⣲のാ
䛝を理解する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

䠍３・
䠍䠐・
䠍䠑

ཱྀ⭍ឤぬ（ぬ）

⯉の各㒊にお䛡る≀㉁のឤཷᛶを測ᐃし、ぬᘚ別ᶵ⬟を理解する。
平林 敬浩
塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

䠍䠒・
䠍䠓・
䠍８

⾑⢾್

✵⭡時ཬび⢾㈇Ⲵ後の⾑⢾್測ᐃを行い、᥇⾑・測ᐃ方法を習得する。また、䝩ル䝰ンや自ᚊ⚄
経による⢾௦ㅰㄪ⠇ᶵᵓを理解する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

䠓
・
８
・
９

⫈ぬ・平⾮ឤぬ

⫈ຊを測ᐃし、⫈ぬఏᑟ㊰を理解する。また、平⾮ឤぬにお䛡るどぬᶵ⬟のᙳ㡪を理解する。
平林 敬浩
塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

䠍０・
䠍䠍・
䠍２

⾑ᅽ・心ᢿᩘ

体や㐠ື㈇Ⲵによる⾑ᅽ・心ᢿᩘの変化を観察し、これらの⚄経ᛶㄪ⠇の⤌䜏を理解する。
平林 敬浩
塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

授
業
ᴫ
せ

生理学I・IIで学䜣䛰内容を実験を行うことで☜ㄆし、その▱㆑を῝める。生⌧㇟の䝯カニ䝈䝮について実㝿に観察するᶵであり、実習をすることに
よ䛳て科学的な考䛘方を身につ䛡る。実習内容は、ぬ、ゐぬ、⫈ぬ➼のឤぬᶵ⬟測ᐃ、⾑⢾್、ங㓟್の生化学的᳨ᰝ、ᾘ化ᾮの作用を理解する
実験➼である。

䠍
・
２
・
３

䜺䜲䝎ンス

生理学実習を実する意⩏について理解する。実習実ୖの留意Ⅼ、レポートの書䛝方について
理解する。生理学に㛵㐃する≉別講⩏を実する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）教科書䛂医療系学生のための生理学実習書䛃をᴫㄞする。

事後学習：（30分）学習のまとめ方、レポートの書䛝方について習する。実習のὶれを☜ㄆしてお
䛟。

䠐
・
䠑
・
䠒

⓶ឤぬ・㔜㔞ឤぬ

⓶ឤぬ（ゐᅽぬ）、㔜㔞ឤぬを測ᐃし、ឤぬの✀㢮、ឤぬのᡂ❧ᶵᗎ、体ᛶឤぬの✀㢮とཷ容ჾ
などについて理解する。 平林 敬浩

塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）実習のᡭᘬ䛝、教科書をㄞ䜏䠈実習内容を理解する。

事後学習：（120分）実習の習・まとめを行い、レポートを作ᡂする。

฿
㐩
┠
標

1）参考書および㓄ᕸした実習のᡭᘬ䛝を参考とし、各実習項┠の┠的を理解する。
2）実習ჾලおよびᶵᮦの使用方法を理解し、また実習のᡭᘬ䛝においてᣦ♧䛥れたᡭ㡰にᚑい、各実習項┠をṇし䛟、䛛つᏳに㐙行することがで䛝
る。
3）各実習において得られた結果を観察、グ㘓、分ᯒし、ㄽ理的な結ㄽをᑟ䛟ことがで䛝る。
4）各実習の┠的、方法、結果、考察をレポートにまとめることがで䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習䚷（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

䝘ンバリング䝁ード HPTC2/HOTC2 䜸フィスア䝽ー

専門基礎科┠ 㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝䝡リテーションの専門⫋として高ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶することがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行ືすることによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することがで䛝る。

人体のᵓ㐀とᶵ⬟および心身のⓎ㐩

㻰㻼6）༞業後䜒自ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり自らの専門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ることがで䛝る。

ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬび䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

生理学演習
ᚲಟ 演習 2༢ 2ᖺ前ᮇ 平林 敬浩、塩田 清二、山崎 泰広

䠉
Practice of Physiology (60時間)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 ルーブリック評価(20%)、各回のレポート(40%)、小テスト(30%)、プレゼンテーション(10%)で評価を行う。

課題に対する
フィードバックの方法

レポートの内容は提出後の演習時間内に講評をする。また、プレゼンテーションはその場で講評を行う。

教科書 医療系学生のための生理学実習書/斉藤琴子 實木-高橋葵 實木亨 須鎌康介 /丸善雄松堂/ ISBN：978-4841940312

留意事項
各自が実験者、被験者として人体を使用して身体の生理学的変化の観察や計測を体験するため、事前に実習内容について十
分に理解をし、実習中は事故が起こらないように細心の注意を払うことを求める。

参考図書など 生理学 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 第4版/奈良勲 鎌倉矩子/医学書院 /ISBN：978-4260016520

アクティブ・ラーニング 各演習で得られた結果について班内でディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

該当なし

２８・
２９・
３０

まとめ
（小テスト・プレゼンテーション）

生理学演習のまとめとして、小テスト、および班別のプレゼンテーションを行う。
平林 敬浩
塩田 清二
山崎 泰広事前学習：（60分）プレゼンテーションの準備を行う

事後学習：（120分）プレゼンテーションの振り返りを行う
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

基礎運動学
ᚲಟ 講義 1単 1年後期 櫻井好美、㕥ᮌ　ᬛ㧗

䕿
Kinematics 㻔30時間㻕

本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤するオフィスア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
䛯時間に受䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
D㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テーシ䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑と技⾡を㌟につ䛡、実践することがで䛝る䚹

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝య的に行動することによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実践することがで䛝る䚹

授
業
ᴫ
せ

解๗学・生理学での学習とే䛫てே間の運動を力学的䡠生理学的㠃から⥲ྜ的に理解する䛯䜑に䡠運動学のṔྐ䡠力学的基礎▱㆑䡠ே間のᙧែཬび生
理ᶵ⬟について理解することを┠的とする䚹㌟య運動に関䜟る生యのᵓ㐀とᶵ⬟を力学的䡠生理学的に理解し䡠ጼໃ䡠運動動作にお䛡る㌟యの䝯カニ䝈
䝮ཬび運動⬟力の発達䜔ຍ㱋について⥲ྜ的に学習する䚹

฿
達
┠
標

1）運動学用ㄒを理解し、使用で䛝る
2）運動ჾのᵓ㐀とᶵ⬟を説明で䛝る
3）㝶意運動の神経ᶵᵓを説明で䛝る
4）運動力学の基礎を理解し、基礎的なၥ題が解䛡る
5）ጼໃಖᣢᶵᵓを説明で䛝る
6）歩行分ᯒにお䛡る㔞的指標をิᣲで䛝る

ேయのᵓ㐀とᶵ⬟およびᚰ㌟の発達

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTC1 オフィスア䝽ー

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 運動学の定義

運動学の基礎（運動㍈・運動方ྥ）　理学療法㻔士㻕にと䛳ての運動学の㔜せᛶ

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜160-162㻘528-532　②ᗎ説、㼜㼜3-5を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

2 運動ჾのᵓ㐀とᶵ⬟

骨のᵓ㐀・関節のᵓ㐀とᶵ⬟

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜36-38䠈㼜㼜53-57䠈②㼜㼜50-51を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

3 運動の中ᯡ神経ᶵᵓ　⥲ㄽ

神経系の基本ᵓ㐀

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜81-87　㼜㼜②74-85を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

4
運動の中ᯡ神経ᶵᵓ　
ᑕとጼໃಖᣢ

ᑕ・ጼໃಖᣢ・㝶意運動の神経ᶵᵓ①

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜87-35を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

5
運動の中ᯡ神経ᶵᵓ
㝶意運動の䝯カニ䝈䝮

ᑕ・ጼໃಖᣢ・㝶意運動の神経ᶵᵓ②

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書の　②㼜㼜74-85を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

6 ឤぬჾのᵓ㐀とᶵ⬟

యᛶឤぬ、ᖹ⾮ឤぬ、どぬ

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜95-108を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

7 ጼໃไᚚとバランス

ጼໃไᚚとឤぬ、㌿ಽ

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜310-327を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

8 運動学習

運動学習のㅖ理ㄽ、学習とグ᠈

㕥ᮌ　ᬛ㧗
事前学習（30分）：教科書①㼜㼜455-475を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

9 運動のᴫᛕと⾲⌧

㏿ᗘとຍ㏿ᗘ、୪㐍運動と回㌿運動、ゅ㏿ᗘとゅຍ㏿ᗘ

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書の②7-14

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

10 力のᴫᛕ・運動と力

力のྜᡂと分解

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書②㼜㼜15-24を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

11 回㌿運動

㌟యとてこ、関節運動とてこ　䝰ー䝯ント

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書の①㼜㼜32-38を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

12 ጼໃ

ጼໃの✀㢮とྡ⛠、ጼໃの分ᯒ、㔜ᚰと床力作用Ⅼ

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書②第5章を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　
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13 歩行の基本的事項

歩行周期と時間距離因子

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書②第6章ABとDを読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

14 歩行のキネマティクス

歩行中の関節運動と筋活動

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書②第6章CとEを読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

15 運動の発達

運動発達の指標

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書②の第7章を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

評価 小テスト20％　　定期試験80％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは原則として実施後1週間以内に返却する
定期試験については、終了後に講評ならびに模範解答の説明会を行う

教科書
①基礎運動学 第7版/中村隆一/医歯薬出版/2024年/ISBN978-4-263-26682-3　【1-14回の講義で使用する】
②標準理学療法学・作業療法学専門基礎「運動学」/伊東　元/2012年/ISBN-：978-4260000208　【6・7回以外で使用する】

留意事項 簡単な実技を行うことがあるのでスカートでの受講は不可とします

参考図書など 筋骨格系のキネシオロジー/Donald A.Neumann/医歯薬出版/2018年/ISBN：978-4263265819

アクティブ・ラーニング 第12回、13回、15回では学生同士で観察演習を行う

実務経験のある
教員による授業

講師は理学療法士としての臨床経験を活かして、理学療法実践の基礎となる神経生理学、力学について講義する
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回

12 ⭸関節の運動メカニズム

⭸関節の運動のメカニズムについて

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第13章「筋と関節の相互作用」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

10 ⫤関節の運動メカニズム

⫤関節の運動のメカニズムについて

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第12章「筋と関節の相互作用」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

11 ⭸関節の運動の構造

⭸関節の運動法則、構造について

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第13章の「骨学・関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

8 脊柱の運動メカニズム

脊柱の運動のメカニズムについて

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第10章「筋と関節の相互作用」読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

9 ⫤関節の運動の構造

⫤関節の運動法則、構造について

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第12章の「骨学・関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

6 ᡭ関節・ᡭの運動

ᡭ関節・ᡭの運動法則、構造について

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第7章を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

7 脊柱の運動の構造

脊柱の運動法則、構造について

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第9章「骨学・関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

4 ⫝関節・前⭎の構造

⫝関節・前⭎の運動法則、構造について

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第6章「骨学・関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

5 ⫝関節・前⭎の運動メカニズム

⫝関節・前⭎の運動のメカニズムについて

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第6章「筋と関節の相互作用」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

2 ⫪関節・⫪⏥ᖏの構造

⫪関節・⫪⏥ᖏの運動法則、構造について

下⏣　ᰤḟ
事前学習（30分）：教科書①第5章「骨学・関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

3 ⫪関節・⫪⏥ᖏの運動メカニズム

⫪関節・⫪⏥ᖏの運動のメカニズムについて

下⏣　ᰤḟ
事前学習（30分）：教科書①第5章「筋と関節の相互作用」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

1 関節運動学ᴫㄽ

関節運動学の基礎

櫻井　好美
事前学習（30分）：1年ḟ基礎運動学の資料で復習しておく　　　　

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤するオフィスア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
䛯間に受けける

授業科┠༊分 ༞業認定・学位授与の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

ᑓ㛛基礎科┠
D㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝ビ䝸テーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身につけ、実践すること䛜できる。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによ䜚ၥ題解Ỵに向けて実践すること䛜できる。

授
業
ᴫ
せ

身体を構成する各関節について、関節運動のメカニズムをල体的に学習する。ṇᖖな基ᮏ動作のメカニズムと動作特ᛶについて学習する。講義の内ᐜ
は関節運動の基礎、⫤関節䡠⭸関節䡠足関節䡠脊᳝、⫪関節䡠⫝関節の運動法則と運動のメカニズムについてである。ᮏ講義は臨床運動学・運動器系理
学療法学、義肢装ල学Ⅰ・䊡等の理学療法ᑓ㛛分㔝の学習の基礎となる。

฿
㐩
┠
ᶆ

䠍）ṇᖖな関節運動における運動の法則を説明できる
䠎）関節構成体、筋のᙺについて説明できる

ே体の構造と機能およびᚰ身のⓎ㐩

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTC1 オフィスア䝽ー

授業科┠の名称
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単位ᩘ
㻔間ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動機能学
ᚲಟ 講義 1単位 2年前期 櫻井　好美、下⏣　ᰤḟ、中村　壽志

䕿
Kinesiology 㻔30間㻕
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評価 小テスト20％　　定期試験80％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは原則として実施後1週間以内に返却する
定期試験については、終了後に講評ならびに模範解答の説明会を行う

教科書
1）筋骨格系のキネシオロジー 原書第3版/Donald A.Neumann/医歯薬出版/2018年/ISBN：978-4263265819【2-15回で使用】
2）基礎運動学 第6版/中村隆一・斉藤宏/医歯薬出版/2015年/ISBN：978-4263211533【全講義で使用】

留意事項 単元の部位を触察できる服装（Tシャツ・スパッツ等）で受講すること。スカートでの受講は認めない

参考図書など

カパンディー関節の生理学Ⅰ～Ⅲ/I. A. Kapandji著/医歯薬出版/ISBN：978-4263211816、 978-4263265925、978-4263211830
図解　関節・運動器の機能解剖「上肢・脊柱編」「下肢編」/Castaing J et al 著/協同医書/ISBN：978-4763910059、978-
4763910066
身体運動学　関節の制御機構と筋機能/市橋則明編/メジカルビュー社/ISBN：978-4758317122

アクティブ・ラーニング 各講義中に骨運動の確認、個体差の確認、評価の視点の確認を行う

実務経験のある
教員による授業

講師は、理学療法士としての臨床経験をもとに理学療法実践の基礎となる関節運動のメカニズムを解説する

14 足関節・足部の運動メカニズム

足関節・足部の運動のメカニズムについて

中村　壽志
事前学習（30分）：距腿関節と距骨下関節の運動と三面複合運動について確認する

事後学習（60分）：歩行などの動作の際の足関節の機能的な特徴について復習する　　

15 咀嚼運動

咀嚼運動における筋と関節の相互作用

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①第11章「顎関節の関節学」を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

13 足関節・足部の運動の構造

足関節・足部の運動法則、構造について

中村　壽志
事前学習（30分）：足部を構成する骨と足関節の運動に関与する筋の名称を確認する

事後学習（60分）：足部の骨の構造的特徴と運動方向について復習する

114



回

10
実習2-3：　筋電計、重心動揺計、
筋力測定装置の計測、解析準備

実習2-3：　実習1䠉2に引き続き、筋電計、重心動揺計、筋力測定装置のグループに分かれて、そ
れぞれの課題の元で計測、解析準備を行う。 大村　優慈

中村　壽志
下田　栄次事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について確認しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題の結果について、各グループで十分なディスカッションを行う。

11
実習2-4：　筋電計、重心動揺計、
筋力測定装置の計測後の解析

実習2-4：　計測後のデータ解析・統計解析を行い、レポート作成の準備を行う。
大村　優慈
中村　壽志
下田　栄次

事前学習（20分）：引用文献、参考文献を調べる。資料を読み直しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。授業で測定した内容を
理解し、各自まとめる。

8
実習2-1：　筋電計、重心動揺計、
筋力測定装置の計測準備

実習2-1：　筋電計、重心動揺計、筋力測定装置のグループに分かれて、それぞれの課題の元で計
測準備を行う。 大村　優慈

中村　壽志
下田　栄次事前学習（20分）：講義1～3回で配布されたレジュメ、資料などの内容について復習しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。

9
実習2-2：　筋電計、重心動揺計、
筋力測定装置の計測

実習2-2 ：　筋電計、重心動揺計、筋力測定装置のグループに分かれて、それぞれの課題の元で
計測を行う。 大村　優慈

中村　壽志
下田　栄次事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について、各グループで話し合っておく。

事後学習（60分）：与えられた課題の結果について、各グループで十分なディスカッションを行う。

6
実習1-3：　筋力測定装置、筋電
計、重心動揺計の計測、解析準備

実習1-3：　実習1䠉2に引き続き、筋力測定装置、筋電計、重心動揺計のグループに分かれて、そ
れぞれの課題の元で計測、解析準備を行う。 下田　栄次

大村　優慈
中村　壽志事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について確認しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。

7
実習1-4：　筋力測定装置、筋電
計、重心動揺計の計測後の解析

実習1-4：　計測後のデータ解析・統計解析を行い、レポート作成の準備を行う。
下田　栄次
大村　優慈
中村　壽志

事前学習（20分）：引用文献、参考文献を調べる。配布されたレジュメや資料を読み直しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。授業で測定した内容を
理解し、各自まとめる。

4
実習1-1：　筋力測定装置、筋電
計、重心動揺計の計測準備

実習1-1：　筋力測定装置、筋電計、重心動揺計のグループに分かれて、それぞれの課題の元で計
測準備を行う。 下田　栄次

大村　優慈
中村　壽志事前学習（20分）：講義1～3回で配布されたレジュメ、資料などの内容について復習しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。

5
実習1-2：　筋力測定装置、筋電
計、重心動揺計の計測

実習1-2 ：　筋力測定装置、筋電計、重心動揺計のグループに分かれて、それぞれの課題の元で
計測を行う。 下田　栄次

大村　優慈
中村　壽志事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について、各グループで話し合っておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。

2 神経筋機能概論

神経筋機能概論を学䜆。教科書㼜㼜72-87（生యのᵓ㐀と機能䠈㦵᱁筋～筋⫧大と筋ⴎ縮）䠈㼜㼜134
～137（生యのᵓ㐀と機能䠈運動の中ᯡ神経機ᵓ）　㼜㼜297～305（運動と動作の分析）参↷。

大村　優慈事前学習（20分）：解剖学、生理学、運動学、統計学、運動療法学概論、生理学演習、解剖学実習を復習してお
く。

事後学習（60分）：授業で学䜣䛰内容を理解し、計測準備の䜲メージをᣢ䛱、まとめておく。

3 ጼໃ・運動機能概論

ጼໃ・運動機能概論を学䜆。教科書の㼜㼜347～376（ጼໃ）を参↷。

中村　壽志事前学習（20分）：解剖学、生理学、運動学、統計学、運動療法学概論、生理学演習、解剖学実習を復習してお
く。

事後学習（60分）：授業で学䜣䛰内容を理解し、計測準備の䜲メージをᣢ䛱、まとめておく。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
担ᙜ教員

1
䜸リ䜶ンテーション、レポートの書
き方、筋力測定概論

䜸リ䜶ンテーション（レポートの書き方およ䜃演習方法）、筋力測定概論を学䜆。　教科書㼜㼜㻘28-33（運動、筋
力と重力㻘๛యと回㌿運動、䝰ーメント）㻘 㼜㼜㻚42㻘43（力の作用するゅ度）㻘 㼜㼜㻚84-89（筋ᙇ力と筋㛗およ䜃Ⲵ重と▷
縮㏿度、筋収縮のᵝ態、筋⫧大と筋ⴎ縮）参↷。

下田　栄次
事前学習（20分）：解剖学、生理学、運動学、統計学、運動療法学概論、生理学演習、解剖学実習を復習してお
く。

事後学習（60分）：授業で学䜣䛰内容を理解し、計測準備の䜲メージをᣢ䛱、まとめておく。

本科目に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ表にᥖ㍕され
た㛫にཷけ付ける

授業科目༊分 ༞業認定・学授与の方㔪とᙜヱ授業科目の㛵㐃

ᑓ㛛基礎科目
DP1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として高度な知識とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶する䛣とができる。

DP2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵きయⓗに行動する䛣とによりၥ題解Ỵにྥけて実㊶する䛣とができる。

授
業
概
せ

基礎運動学・運動機能学で学䜣䛰㌟య運動のメカニズ䝮について、筋電計、筋力測定装置、重心動揺計を用いた実習を㏻䛨てさらに理解を῝める。ま
た、臨床における運動学ⓗ評価の手法と解㔘の方について基礎ⓗ知識を学習する。グループに分かれて各課題について計測を行い、計測結果とᚓ
られたሗから䜟かった事をレポートにまとめる。

฿
達
目
ᶆ

運動学演習を㏻䛨て、㌟య運動をᐈほⓗにᢕᥱし解析方法を理解し習ᚓする。
1）➼㏿ᛶ筋力測定装置の計測、筋電図計測、重心動揺計測のཎ理と方法を理解する。
2）実㝿の㌟య運動を運動学の知識を基に、ほᐹ、計測、分析ができる。
3）分析結果を論理ⓗに考ᐹし、記㏙およ䜃ㄝ᫂ができる。

人యのᵓ㐀と機能およ䜃心㌟の発達

DP3）┦手をᑛ重し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎさ䛫る䛣とができる。

DP4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の㛵㐃⫋種と㐃ᦠし、人䚻の康にᐤ与する䛣とができる。

DP5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほを䜒䛱、クラ䜲アント中心の医療をయⓗに提౪する䛣とによりᆅᇦ♫に㈉献する䛣とができる。

䝘ンバリング䝁ード HPTC2 䜸フィスアワー

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

༢数
(㛫数)

配ᙜ
年次

科目担ᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

運動学演習
ᚲ修 演習 1༢ 2年後期 下田　栄次、大村　優慈、中村　壽志

䕿
Laboratory in Kinesiology (30㛫)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価
課題レポート75％　実習態度15％で評価します。小テスト10％で評価します。再試験は筆記試験のみとします。
実習態度は、各演習への参加程度を評価します。
各講義の課題レポートの評価は、レポート内容と提出期限の遵守を評価します。

課題に対する
フィードバックの方法

課題を添削し、Web上でフィードバックを行います。

教科書 ・基礎運動学第6版/中村隆一・斉藤宏/医歯薬出版/2015年/ISBN：978-4263211533

留意事項
筋力計測装置、筋電計、重心動揺計を用いた演習をグループに分かれて行います。本科目実施にあたっての予習内容として
は、筋力発揮や筋収縮、バランス能力を可視化し、機器の操作や計測値の処理を行います。そのため、解剖学・生理学・基礎運
動学・統計学・運動療法学概論・生理学演習の復習をしておいて下さい。

参考図書など

・理学療法研究法/対馬栄輝/医歯薬出版/2020/ISBN：978-4263267356
・初めての研究法/第2版/九州神陵文庫/2011/ISBN：978-4915814303
・運動学実習 (15レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト)/石川 朗 (編集)、種村留美 (編集)、小島 悟 (編集)、小林麻衣 
(編集)/中山書店/2016/ISBN：978-4521736662
・リハビリテーション統計学 (15レクチャーシリーズ リハビリテーションテキスト/対馬栄輝 (編集)、木村雅彦 (編集)、石川 朗 (編
集)、種村留美 (編集)/中山書店/2014年/ISBN：978-4521736679
・臨床にいかす表面筋電図 [Web動画付] セラピストのための動作分析手法/勝平 純司 、 田中 惣治 、井川 達也 、中谷 知生 、
加藤 浩 (監修)、山本 澄子 (監修)/2020/ISBN：978-4260042567
・医療系学生のための生理学演習書(電子版/PDF)/斉藤琴子、實木-高橋葵、實木亨、須鎌康介/丸善雄松堂/2020

アクティブ・ラーニング 【グループワーク 学生を少人数のグループに分け、課題に協同で取り組み、十分なディスカッションを重ねる。】

実務経験のある
教員による授業

理学療法士として病院に勤務していた教員が、筋力測定装置、筋電計、重心動揺計の知識や計測方法などについて講義・実習
を行います。

14
実習3-3：　重心動揺計、筋力測定
装置、筋電計の計測、解析準備

実習3-3：　実習3-2に引き続き、重心動揺計、筋力測定装置、筋電計のグループに分かれて、それ
ぞれの課題の元で計測、解析準備を行う。 中村　壽志

下田　栄次
大村　優慈事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について確認しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題の結果について、各グループで十分なディスカッションを行う。

15
実習3-4：　重心動揺計、筋力測定
装置、筋電計の計測後の解析

実習3-4：　計測後のデータ解析・統計解析を行い、レポート作成の準備を行う。
中村　壽志
下田　栄次
大村　優慈

事前学習（20分）：引用文献、参考文献を調べる。資料を読み直しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。授業で測定した内容を
理解し、各自まとめる。

12
実習3-1：　重心動揺計、筋力測定
装置、筋電計の計測準備

実習3-1：　重心動揺計、筋力測定装置、筋電計のグループに分かれて、それぞれの課題の元で計
測準備を行う。 中村　壽志

下田　栄次
大村　優慈事前学習（20分）：講義1～3回で配布されたレジュメ、資料、内容などについて復習しておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。

13
実習3-2：　重心動揺計、筋力測定
装置、筋電計の計測

実習3-2 ：　重心動揺計、筋力測定装置、筋電計のグループに分かれて、それぞれの課題の元で
計測を行う。 中村　壽志

下田　栄次
大村　優慈事前学習（20分）：与えられた課題の手順や役割分担について、各グループで話し合っておく。

事後学習（60分）：与えられた課題について、各グループで十分なディスカッションを行う。
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ᅇ

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

配当
年ḟ

科目ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

人間発達学
ᚲಟ ㅮ⩏ 1単 1年後期 黒住　享弘

䕿
Human Development 㻔30時間㻕

ᮏ科目に㛵する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬび䝯ール䛷受けける

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

専門基礎科目
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身に䛴け、実践すること䛜䛷䛝る。

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、他⪅とのコ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを通䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏䛔て発ᒎ䛥䛫ること䛜䛷䛝る。

授
業
ᴫ
せ

人間発達学䛿、人間の発達を身体・⢭⚄の୧面から学䜆科目䛷ある。ᮏㅮ⩏䛷䛿せな発達の法๎と理ㄽを紹介し、᪂⏕ඣからᡂ人に䛔たるライフス
テー䝆ごとの⢭⚄的発達と身体㐠動ᶵ⬟の発達に䛴䛔てᴫㄝする。୍㐃のㅮ⩏を通䛨て、⫾⏕期から老年期䜎䛷の発達に䛴䛔て、身体発⫱、㐠動発
達、ㄆ▱発達、ゝㄒ発達、⥴・♫ᛶの発達などのྛ発達㡿ᇦにおける発達㐣⛬と、䛭れ䛮れの発達時期における発達課題➼を学習する。

฿
達
目
標

人間の発達に䛴䛔て理ゎし、䛥䜎䛦䜎な身体的・⢭⚄的変化の体ീを理ゎする。ஙᗂඣから㧗㱋⪅䜎䛷ᖜᗈ䛔対㇟⪅に対して、人間発達のどⅬから
理ゎしかか䜟ること䛜䛷䛝るようになる。

人体のᵓ㐀とᶵ⬟および心身の発達

䝘ンバ䝸ングコード HPTC1/HOTC1 䜸フィスア䝽ー

授業項目
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 ⏕ᾭ発達　ᴫᛕ

発達心理学のᡂ❧および䛭の㐣ཤに䛴䛔て

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

2 ⫾⏕期

⫾⏕期（前⬇ⱆ期䡚⬇ⱆ期䡚⫾ඣ期）の発達に䛴䛔て　䝥ラス動⏬

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

3 ⫾⏕期

⫾⏕期（前⬇ⱆ期䡚⬇ⱆ期䡚⫾ඣ期）の発達に䛴䛔て　身体ᶵ⬟に㛵して

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

4 ஙඣ期

ஙඣ期の身体ᶵ⬟の発達

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

5 ஙඣ期

ஙඣ期のឤ面、コ䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ン面の発達　ア䝍ッ䝏䝯ント

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

6 ᗂඣ期

ᗂඣ期の㐠動、ㄆ▱、♫ᛶの発達　心の理ㄽ

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

7 ᗂඣ期

ᗂඣ期の心理的ഃ面の発達　䜶䝸ク䝋ン発達課題

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

8 ඣ❺期

ඣ❺期の身体面、ᛮ考面、学習面、㐨ᚨ面、♫ᛶの発達

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

9 㟷年期

㟷年期の発達　䜶䝂グラ䝮を通䛨て⮬分を▱る

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

10 㟷年期

㟷年期の発達　アイ䝕ンティティステイ䝍ス他

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

11 ᡂ人期

ᡂ人前期の発達のㅖഃ面　䜻䝱䝸アᙧᡂ、⤖፧

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

12 ᡂ人期

ᡂ人後期　Ꮚ⫱て　介ㆤ

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

117



13 老年期

身体的変化　フレイルティ　サルコペニア

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

14 老年期

心理面の変化　死をどう受け入れるか？

黒住　享弘
事前学習（15分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：配布資料、および教科書、参考図書の読み直し

15 振り返り

人間発達学　振り返り

黒住　享弘
事前学習（30分）：教科書および参考図書の該当箇所に目を通す

事後学習（30分）：テストに向けた復習

評価 筆記試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし。

教科書
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 人間発達学　第3版/加藤寿宏・松島佳苗編集/医学書院/2025年/
ISBN：978-4260057035　　他に随時紹介する。

留意事項 適宜提示する。

参考図書など こころの行動と発達・臨床心理/軽部幸浩（編）/福村出版/東京/2023/ISBN：978-4571230677

アクティブ・ラーニング 机上にて個人的に行えるごく簡単な体験学習を行う。

実務経験のある
教員による授業

臨床心理士の資格を有し、臨床経験から実践的な授業を行う。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

運動生理学
必修 講義 1単位 1年後期 森尾　裕志

○
Exercise Physiology (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

人体の構造と機能および心身の発達

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

ナンバリングコード HPTC2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1 体力の概念

体力の概念を理解することを主題とし、心肺運動負荷試験の結果をもとに、最高酸素摂取量の構
成要素について教授する（教科書第12章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

授
業
概
要

運動に伴う身体の機能､構造の変化、呼吸､循環器系が運動により、どのような一過性の変化を示すか、および長期的な運動に適応する能力について
学ぶ。理学療法士が臨床現場において検査、トレーニングを実施した際のバイタルサインの意味を理解し、患者に説明できる能力を身につける。本講義
は、呼吸・循環系理学療法学、代謝系理学療法学、老年器理学療法学等の基礎となる科目である。

到
達
目
標

運動に伴う身体の機能､構造の変化、呼吸､循環器系が運動により、どのような一過性の変化を示すか、および長期的な運動に適応する能力について
学ぶ。理学療法士が臨床現場において検査、トレーニングを実施した際のバイタルサインの意味を理解し、患者に説明できる能力を身につける。本講義
は、呼吸・循環系理学療法学、代謝系理学療法学、老年期理学療法学等の基礎となる科目である。１) 運動時における呼吸・循環機能の変化、２) 運動
トレーニングの原理・原則、基本的な運動処方、３) 健康を維持･増進するためには、どのような運動が必要か、４) 加齢に伴う体力の変化とその特徴、に
ついてそれぞれ理解できることを到達目標とする。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 運動と呼吸

運動に伴う呼吸機能の変化について教授する（教科書第6章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2 運動処方

運動処方の基本コンポーネントと、筋収縮や身体のエネルギー供給系について教授する（教科書
第1章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5 運動と体温調節

運動と体温調節、身体組成と肥満について教授する（教科書第9章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4 運動と循環

運動に伴う循環機能の変化について教授する（教科書第5章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7 加齢に伴う身体機能の変化

加齢に伴う身体機能の変化について教授する（教科書第14章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6 運動と生活習慣病

生活習慣病に対する運動の関わりについて教授する（教科書第11章、第13章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

8 運動とサルコペニア

サルコペニアの概念、および運動との関わりについて教授する（教科書第14章）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

留意事項 講義中、毎回発言を求める。必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など リハビリテーション運動生理学/:玉木彰/メジカルビュー/ISBN：978-4758317191

アクティブ・ラーニング 授業時にはその場で考えて頂き、一部発表を課す。積極的な参加を期待する

実務経験のある
教員による授業

内部障害専門理学療法士の資格を有し、１８年間の臨床経験から、運動生理学について実践的な授業を行う

評価 定期試験　65%、小テスト　35%

課題に対する
フィードバックの方法

毎回の授業中での対応と、随時E-mailでの対応を行う。小テストは原則、実施後１週間以内に返却する。

教科書 入門運動生理学/勝田茂/杏林書院/第4版/ISBN：978-4764411593

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

119



ᅇ

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
形態

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

㓄当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

リハビリテーション栄養学
ᚲಟ 講義 1༢ 2年前期 大島　朋実

䕿
Nutrition 㻔30時㛫㻕

本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃メールでཷけける

授業科┠༊分 卒業ㄆ定・学授与の方㔪と当該授業科┠の関㐃

ᑓ㛛基♏科┠
DP4）ಖ・་療・⚟♴・教⫱・⏘業等ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤ与すること䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
要

ప栄養や脳卒中等の主な病態の栄養療法の基♏を学習し、リハビリテーションに䛚ける栄養管理の基♏知識を習得する。また、大栄養⣲のാ䛝や、
ラ䜲フステージにᛂ䛨た栄養学を学䜃、栄養学からみたᗣ⥔ᣢ䛚よ䜃ᗣቑ㐍、疾病ண㜵について学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

䠍）傷病者や要介護者の栄養管理とリハビリテーションを関㐃䛵けて㏙べる。
䠎）生⥔ᣢにᚲ要な大栄養⣲の代ㅰを理ゎする。
䠏）ᗣのಖᣢ・ቑ㐍や疾病のண㜵に栄養・食事䛜どのように関わ䛳ているか理ゎする。

疾病と㞀ᐖの成䜚❧䛱䛚よ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

䝘ンバリング䝁ード HPTC1/HOTC1 䜸フィスアワー

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸ当教員

1 リハビリテーションと栄養学

䜺䜲䝎ンス、リハビリテーションのᑓ㛛⫋䛜栄養学を学䜆ᚲ要ᛶ・ከ⫋✀㐃ᦠ

大島　朋実
事前学習（15分）：リハᑓ㛛⫋䛜栄養学を学䜆こと、ከ⫋✀㐃ᦠのᚲ要ᛶを考えてくる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

2 栄養⣲の✀㢮とാ䛝䐟

䝍ン䝟ク㉁・⬡㉁のാ䛝・ᾘ化・྾・代ㅰ

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

3 栄養⣲の✀㢮とാ䛝䐠

ⅣỈ化≀のാ䛝、ാ䛝・ᾘ化・྾・代ㅰ、␗化とྠ化

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

4 栄養⣲の✀㢮とാ䛝③

ビ䝍䝭ン・䝭䝛ラル・Ỉのാ䛝・ᾘ化・྾・代ㅰ

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

5 ラ䜲フステージと栄養䐟

ዷፎ期・授ங期、発⫱期、ᛮ期、㟷年期、成人期

大島　朋実
事前学習（15分）：ዷፎ期・授ங期、発⫱期、ᛮ期、㟷年期、成人期の生理的≉ᚩを調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

6 ラ䜲フステージと栄養䐠

㧗㱋期

大島　朋実
事前学習（15分）：㧗㱋期の生理的≉ᚩを調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

7 䜶䝛ル䜼ー代ㅰ

䜶䝛ル䜼ーᾘ㈝㔞、㐠ືと栄養

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

8 疾患と栄養

く時・ᝏᾮ㉁の栄養療法

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

9 栄養評価

栄養スクリーニング、⮫ᗋ᳨ᰝ್

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

10 栄養⿵⤥法

経⭠栄養法、㟼⬦栄養法

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

11 主な病態の栄養療法䐟

ప栄養、䝃ル䝁䝨ニア・フレ䜲ルの栄養療法と実際

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

12 主な病態の栄養療法䐠

⢾ᒀ病、៏ᛶ⭈⮚病の栄養療法と実際

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する
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13 主な病態の栄養療法③

脳卒中、摂食嚥下の栄養療法と実際

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

14 主な病態の栄養療法④

COPD、要介護者の栄養・食事ケアの実際

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

15 主な病態の栄養療法⑤

脊髄損傷、神経・筋疾患の栄養療法

大島　朋実
事前学習（15分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、不明なところは調べる

事後学習（15分）：授業内容を復習する

評価
定期試験50%（基本的な知識の獲得状態と、自分の考えをまとめ、表現する力をみる）
与えられたテーマに関する小レポートなどの作成と発表50%

課題に対する
フィードバックの方法

フィードバックは授業中または返却時に実施する

教科書 Crosslink basic リハビリテーションテキスト　栄養学・生化学/吉村芳弘/メジカルビュー社/ISBN：978-4-7583-2090-0

留意事項 講義形式の授業だけでなく、グループワークやグループ発表を行います。主体的に参加してください

参考図書など
日本人の食事摂取基準/2020年版/第一出版/ISBN：9784804114088
楽しくわかる栄養学/羊土社/ISBN：978-4-7581-0899-7

アクティブ・ラーニング 事前学習の内容を踏まえ、講義のテーマ等についてグループワークやディスカッションを実施し、代表者による発表を行う

実務経験のある
教員による授業

管理栄養士の資格を有し、病院、在宅での栄養ケアの経験から、栄養学について実践的な授業を行う
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ᅇ

12 抗ឤᰁ薬

【ឤᰁ治療薬】ឤᰁと䛿、治療方㔪、【抗ឤᰁ薬】ྛ✀抗生物質、抗┿⳦薬、抗䜴イル䝇薬、
抗⤖᰾薬、【抗ᐤ生薬・抗原薬】、【ᾘ毒薬】

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

10 ホルモン系స用薬

【ホルモン系స用薬】⢾ᒀ病、⏥≧⭢ᶵ⬟ஹ㐍、⏥≧⭢ᶵ⬟పୗ、㦵⢒㧼

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

11 生Ṫჾ系స用薬

【生Ṫჾ系స用薬】前❧⭢⫧、㝕③ㄏⓎ、ዷ、ཷ⫾ㄪ⠇

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

8 ྾ჾ系స用薬

Ẽ⟶ᨭႍᜥ、྾ჾឤᰁ等による⃭しいတ、⑱、៏性྾全、╧╀時↓྾ೃ⩌、䜃まん
性ỗ⣽Ẽ⟶ᨭ⅖

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

9 ᾘ化ჾ系స用薬

⫶⅖、⫶・༑ᣦ⭠₽瘍、㣗ḧ、ᾘ化Ⰻ、ྤ、౽⛎、ୗ⑩

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

6 心⮚・血⟶స用薬（䠎）

【輸液・⭈⮚స用薬】、【血液、㐀血ჾ系స用薬】㈋血、ฟ血性と血ᰦ性ᝈ

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

7 抗⅖薬

【抗⅖薬】【免疫関㐃薬】、関⠇䝸䜴䝬䝏、③㢼

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

4 中ᯡ⚄経స用薬

麻酔、⑊③、╀、⚄経、Ẽ分㞀害、⤫ྜኻㄪ、てんかん、䝟ーキンソン病、認▱、アル䝒
䝝イ䝬ー病、䛭の

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

5 心⮚・血⟶స用薬（䠍）

【抗㧗血ᅽ薬】、【心⮚స用薬】心全、⊃心、ᩚ⬦、⬡質␗ᖖ

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

2 総ㄽ（䠎）医薬ရの⟶理

ᑠඣ、ዷ፬、㧗㱋⪅の薬物療法、【医薬ရの⟶理】医薬ရと法つ、医薬ရの安全な使用と⟶理、ฎ
方⟢とㄪ剤、医薬ရῧᩥ書

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

3 ᮎᲈ⚄経స用薬

⮬ᚊ⚄経స用薬、筋弛緩薬、ᒁ所麻酔薬

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸ当教員

1 総ㄽ（䠍）薬理学を学䜆にあ䛯䛳て

薬理学と䛿なにか、薬物療法の目的、薬理స用とస用ᶵᗎ、薬物ືែ、స用と有害స用、薬物
┦స用、薬物療法にᙳ㡪を䛘るᅉ子、᪂薬の㛤Ⓨ

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

ᮏ科目に関する質ၥ䛿、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィ䝇アワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
䛯時㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

ᑓ㛛ᇶ♏科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝ビ䝸テーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践する䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼㻞）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行ືする䛣とによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実践する䛣と䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
要

医薬ရのᇶᮏ的なሗをṇ確に理解する䛯めのᇶ♏▱㆑として、薬物の生య内での྾・分ᕸ・代謝・ἥのὶ䜜、薬物の生య内でのస用とస
用、薬物㛫の┦స用、薬物と㣗物の┦స用について学䜆。ま䛯、薬物使用時の䝸䝇ク䝬䝛䝆メントについて学䜆。

฿
㐩
目
標

薬䛜ேయに対してどのようにస用するか、薬䛜ேయ内でどのようなᣲືをするかなどを理解で䛝る。ேయに䛚䛡る薬物のຠᯝに関する科学的᰿ᣐ㻔有ຠ
性と安全性、స用ᶵᗎ、薬物のయ内ືែ、有ຠ性の評価、臨床的ᛂ用㠃など㻕を理解で䛝る。薬物治療をᝈ⪅䜿アのどⅬから、薬のᛂ用⠊ᅖ、ຠᯝ、ṇ
しい使用法やᢞ法などを理解し、適ṇな薬物の⟶理やྲྀりᢅい方法を理解で䛝る。

病と㞀害のᡂり❧䛱䛚よ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業等ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼㻡）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療をయ的にᥦ౪する䛣とによりᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわ䛯り⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡る䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTC1/HOTD1 䜸フィ䝇アワー

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

㓄当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

臨床薬理学
ᚲಟ 講義 1༢ 㻞ᖺ後期 加藤　裕久

䕿
Clinical pharmacology 㻔30時㛫㻕
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評価 定期試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

特になし

教科書 わかりやすい薬理学 第4版/安原一編集/ヌーヴェルヒロカワ/ISBN：978-4861740770

留意事項 特になし

参考図書など 適宜紹介する

アクティブ・ラーニング 予定なし

実務経験のある
教員による授業

薬剤師の資格を有し病院薬剤師の経験から、臨床薬理学について実践的な講義を行う

14 救命・救急時に使用する薬

【ショック治療薬】【解毒薬】【麻酔薬】【筋弛緩薬】【輸液】【血液製剤】

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

15 漢方医療・総まとめ

【漢方医学】【漢方治療薬】【総まとめ】重要項目の再確認、補足事項のまとめ

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

13 抗悪性腫瘍薬

【抗腫瘍薬】アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗生物質、トポイソメラーゼ阻害薬、白金製剤、ビンカア
ルカロイド、タキソイド系、ホルモン薬、【分子標的薬】、【免疫療法薬】

加藤　裕久
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：板書内容等を中心に授業全般について復習をする。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科┠

臨床心理学
ᚲಟ ㅮ⩏ 1単 2ᖺ前ᮇ 黒住　享弘

䕿
Clinical Psychology 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

単ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

㓄当
ᖺḟ

科┠担当教員

ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬび䝯ー䝹䛷ཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

ᑓ㛛ᇶ♏科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛職として㧗度な▱㆑とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実践することが䛷䛝る。

㻰㻼3）相ᡭをᑛ㔜し、他者との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを通じてⰋዲな㛵ಀを⠏䛔て発ᒎ䛥䛫ることが䛷䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTC2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー

授
業
ᴫ
せ

臨床心理学は、個人の行動㞀ᐖ䜔適ᛂᅔ㞴を心理学的▱㆑とᢏ法にᇶ䛵䛔て 定・分ᯒし、ゎỴすることを┠的とするᛂ⏝心理学の䠉分㔝䛷ある。ᮏ
ㅮ⩏䛷は㞀ᐖ理ゎのᇶ♏としてせな人格理ㄽを学ಟする。䜎た人䚻の⢭⚄的ᗣのᅇ・ಖᣢ・ቑ㐍に䛴䛔て学䜆こと䛷、⢭⚄ᝈ䜔心㌟、⢭⚄
心理的ၥ題・適ᛂ行動などの態、ཎᅉ、デ᩿法に䛴䛔て理ゎする。䛥らにこ䜜らのᝈ者理ゎのᡭẁとしての心理᳨ᰝ䜔心理療法などのຓᢏ法に
䛴䛔て学ಟする。

฿
達
┠
ᶆ

⏕ᾭ発達のどⅬから人の成㛗㐣程（心㌟⯡）に䛴䛔て学䜆。䜎た、臨床心理学的などⅬ䛷人と㛵䜟るには、どのような㓄៖をして、どう㛵䜟るのかを
▱ること䛷、後の対人ຓにάかすᇶ♏を学䜆

と㞀ᐖの成り❧䛱およびᅇ㐣程のಁ㐍

授業項┠
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（予習・習・課題➼）
担当教員

1 臨床心理学ᴫㄽ

臨床心理学のṔྐと⌧≧　および人㛫の心理学的理ゎに䛴䛔て

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　

3 ラ䜲フ䝃䜲ク䝹２

成人ᮇ䡚⪁ᖺᮇ、発達課題とᖺ௦ูの⢭⚄的なㅖၥ題

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　　　　

2 ラ䜲フ䝃䜲ク䝹䠍

⏕ᾭ発達ㄽに䛴䛔て、ஙᗂඣᮇ䡚㟷ᖺᮇ

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　　　　　　　　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

5 臨床心理学と⢭⚄་学2

ṇᖖと␗ᖖ、スト䝺スと心㌟の㐃㛵

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

4 臨床心理学と⢭⚄་学䠍

ṇᖖと␗ᖖ、スト䝺スと心㌟の㐃㛵

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　

7 心理ア䝉ス䝯ント

心理ᰝ定とは　および心理ᰝ定のとり方

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　　　　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　

6 䝟ー䝋䝘䝸ティ理ㄽ

䝟ー䝋䝘䝸ティの分類と㞀ᐖ

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

9 心理᳨ᰝ２

人格᳨ᰝᴫㄽ䐟（㉁ၥ⣬法）

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　

8 心理᳨ᰝ䠍

▱⬟᳨ᰝ

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　　　　　　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　

11 心理療法とは

心理療法の定⩏　およびᇶᮏ的態度

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

10 心理᳨ᰝ䠏

人格᳨ᰝᴫㄽ䐠（ᢞᙳ法、ᥥ⏬法）

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　

12
心理療法の䝥䝻䝉ス　および⢭⚄
分ᯒ的心理療法に䛴䛔て

⢭⚄分ᯒ的⢭⚄療法

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　　　　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り
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13 心理療法の種類1

来談者中心療法

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

15 臨床心理士の仕事

臨床心理士の職域　および他職種との共同

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り　　　　

14 心理療法の種類２

その他の療法　および体験学習

黒住　享弘
事前学習（20分）：教科書上の該当箇所の通し読み　

事後学習（20分）：資料および上記箇所の振り返り

留意事項 適宜提示する。

参考図書など
はじめての臨床心理学/森谷寛之・竹松志乃　編著/北樹出版/ISBN：978-4893845504
'随時紹介する。

アクティブ・ラーニング

実務経験のある
教員による授業

机上にて個人的に行えるごく簡単な体験学習を行う。

臨床心理士の資格を有し、臨床経験から実践的な授業を行う。

評価
授業態度（10％程度）およびテストの成績（90％程度）にて評価する。このため、欠席した授業があった場合には担当教員に相談
すること。

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし。

教科書 こころの行動と発達・臨床心理/軽部幸浩（編）/福村出版/東京/2023/ISBN：978-4571230677

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄当
年次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

病理学
ᚲಟ 講義 1༢ 2年前期 代田　欣二

䠉
Pathology 㻔30㛫㻕

ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬび䝯ー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実㊶する䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵䛝主యⓗに行動する䛣とによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶する䛣と䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
せ

病理学とは病Ẽのཎᅉ、Ⓨ生ᶵᗎの解᫂䜔病Ẽのデ᩿を☜定するのを┠ⓗとする、医学の一分野である。ᮏ講義では疾病にお䛔てฟ⌧するᙧែとᶵ
⬟および代ㅰの␗常に䛴䛔て教授する。ලయⓗには、㏥行ᛶ病ኚ、ᚠ⎔㞀ᐖ、⅖、⭘⒆、感ᰁ、ወᙧと䛔䛳た基ᮏ病ኚの定義䜔病ែに䛴䛔て教授
する。ᮏ講義を㏻じて、疾患のཎᅉ（病ᅉ）䜔ᶵᗎ（病ែ）を理解し、䛭䜜䜙のᙧែ学ⓗኚ（病理ᙧែീ）を▱る䛣とで、䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン医学の基礎を
㌟に䛴䛡る。

฿
㐩
┠
標

1）病Ẽのཎᅉ、疾病の分㢮を説᫂で䛝る。
2）⣽⬊⤌⧊の㏥行ᛶཬび㐍行ᛶኚの病理を説᫂で䛝る。
3）お䜒な代ㅰ㞀ᐖの病理を説᫂する䛣と䛜で䛝る。
4）ᚠ⎔㞀ᐖの病理を説᫂する䛣と䛜で䛝る。
5）චのᴫせと、お䜒な⮬ᕫච疾患の病理を説᫂する䛣と䛜で䛝る。
6）⅖の定義とお䜒な感ᰁの病ཎయの病理を説᫂で䛝る。
7）⭘⒆の定義と分㢮を説᫂で䛝る。
8）⪁に䛴䛔て病理学ⓗぢᆅ䛛䜙説᫂で䛝る。
9）お䜒なඛኳ␗常と㑇ఏᏊ␗常の病理を説᫂で䛝る。
10）主な臓器（ᚠ⎔器、྾器、ᾘ器、神経系・運動器、泌尿器・生殖器、内分泌、造血㈗、皮膚・感覚器）の疾患の病理に䛴䛔て説᫂で䛝る。

疾病と㞀ᐖのᡂ䜚❧䛱およびᅇ復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟た䜚⮬䜙の専門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1
⥲論第1章　病理学のᴫせ
⥲論第2章　病ᅉ論

病理学の定義・病理学の分野（第１章）、病Ẽのཎᅉ（第２章）

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：と講義資料で復習しておく

2
⥲論第3章　㏥行ᛶ病ኚおよび㐍
行ᛶ病ኚ

⣽⬊・⤌⧊の㏥行ᛶ病ኚ、㐍行ᛶ病ኚ

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく

3 ⥲論第4章　代ㅰ㞀ᐖ

⺮ⓑ㉁・ア䝭䝜㓟、᰾㓟、⬡㉁、⢾㉁、↓ᶵ≀㉁、Ⰽ⣲代ㅰ␗常

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく

4 ⥲論第5章　ᚠ⎔㞀ᐖ

యᾮᚠ⎔ᶵᵓ、ᒁ所ᚠ⎔㞀ᐖ、㌟ᚠ⎔㞀ᐖ

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

5 ⥲論第6章　ච

චのᴫᛕ、චのᡂ❧、චᛂによるയᐖ・⅖、⛣᳜ච

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

6 ⥲論第7章　⅖、感ᰁ

⅖のᴫせ、感ᰁ

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

7 ⥲論第8章　⭘⒆

⭘⒆の定義・分㢮、ᙧែ、ᝏᛶ⭘⒆の㐍ᒎᙧᘧ、⭘⒆Ⓨ生のཎᅉ、Ⓨ䛜ん䝯䜹ニ䝈䝮

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく

8
⥲論第9章　⪁
⥲論第10章　ඛኳ␗常・ወᙧ

生理ⓗ⪁・ᑑ、生理ⓗ⪁、ຍ㱋と疾患、ඛኳ␗常・ወᙧのᴫᛕ、㑇ఏᏊ␗常と㑇ఏᛶ疾患、
ᰁⰍయ␗常、ወᙧ

代田　欣二
事前学習（20分）：科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく

9 各論第1章　ᚠ⎔器

主なᚠ⎔器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく

10 各論第2章　྾器

主な྾器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

11 各論第3章　ᾘ器

主なᾘ器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　
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12 各論第4章　神経系

主な神経系疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

13 各論第5章　運動器

主な運動器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

14
各論第6章　泌尿・生殖器
各論第7章　造血器

主な泌尿・生殖器および造血器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

15
各論第8章　内分泌臓器
各論第9章　皮膚、感覚器

主な内分泌臓器および皮膚、感覚器疾患

代田　欣二
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：教科書と講義資料で復習しておく　

評価 定期試験：９０％、平常点：１０％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストを実施した際には、次の講義にて解説を行う。

教科書
横井豊治・村雲芳樹　編/標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学 第４版/医学書院/2017年/ISBN：978-
4260028714

留意事項 適宜提示する

参考図書など 深山正久　編、はじめの一歩のイラスト病理学、第２版（羊土社） ISBN：978-4758120364

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

10 症例検討

アレルギー、感染疾患の症例検討

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

8 感染症 I

標準ண㜵策と感染経㊰ูண㜵策

浦　裕之
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

9 感染症 II

病原体と感染経㊰、感染症の分㢮（⣽⳦、ウ䜲ルス）

浦　裕之
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

6 アレルギー性疾患䊡

アレルギー性疾患、アレルギーマーチ

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

7 ⮬ᕫ免疫疾患

せな⮬ᕫ免疫疾患

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

4 症ೃ学䊡

身体所見とその見方䐠

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

5 アレルギー性疾患䊠

アレルギーの分㢮と≉ᚩ

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

2 診察の実㝿

診察方法、検査項┠、薬≀療

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

3 症ೃ学䊠

身体所見とその見方䐟

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
担当教員

1 内科学

内科学とは、診療㘓について

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

疾病と㞀ᐖのᡂ䜚立䛱およ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント中心の医療を体ⓗに提౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣とがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、⏕ᾭに䜟䛯䜚⮬䜙の専門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣とがで䛝る。

授
業
ᴫ
せ

内科学では、全身の疾患のᴫᛕ、病ែのᡂ立ᶵᗎについて学䜆。内科Iではせೃ・症ೃ、病ែ、྾器疾患、アレルギー、感染症、循環器疾患など
のᴫᛕについて学習する。

฿
㐩
┠
標

1）アレルギー疾患・感染症・膠原病・血管疾患・循環器の⮬↛経㐣を説᫂で䛝る。
2）アレルギー疾患・感染症・膠原病・血管疾患・循環器とල体ⓗ症状䡡身体ᚩೃと検査所見を⤖䜃䛡る䛣とがで䛝る。
3）アレルギー疾患・感染症・膠原病・血管疾患・循環器についてな療法とそのຠᯝをᩘᩥでᴫ説で䛝る。

䝘ンバリングコード HPTD2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー 本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授与の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶する䛣とがで䛝る。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵䛝体ⓗに行ືする䛣とによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶する䛣とがで䛝る。

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

内科学䊠
ᚲಟ 講義 1༢ 2年前期 定本　清美、浦　裕之、非常勤講師

䕿
Internal Medicine I 㻔30㛫㻕
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評価 授業中の小テスト20％、定期テスト80％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストを実施し、終了後に模範解答を解説する。

教科書 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学 第4版/奈良 勲 著/医学書院/2020年/ISBN：978-4260042901

留意事項 適宜提示する

参考図書など
プリンシパル　ファーマコテラピー/ISBN：978-4904634165、病気がみえる vol.2 循環器/ISBN：978-4-89632-830-1、病気がみえ
る vol.6 免疫・膠原病・感染症/ISBN：978-4-89632-720-5、その他

アクティブ・ラーニング 症例検討において、課題を与えて行う

実務経験のある
教員による授業

[定本　清美]
内科医師として、アレルギー、リウマチ、感染症に関する臨床経験をもとに、実務に活かせる講義を行います。
[浦　裕之]
ICT（感染対策チーム）担当薬剤師としての経験を活かし、感染症の講義を行う。
[新規非常勤講師]
担当者は心臓血管外科、循環器内科、循環器小児科の経験をもとに、臨床に役立つ講義を行います。

14 循環器疾患症例検討

循環器疾患の症例提示と検討

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

15 内科学総括I

内科疾患の診察、アレルギー疾患、感染症、循環器疾患

定本　清美
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

12 循環器疾患II

不整脈、虚血性心疾患、心不全、先天性心疾患

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

13 循環器疾患Ⅲ

不整脈、虚血性心疾患、心不全、先天性心疾患

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

11 循環器疾患I

循環器の構造、循環器疾患の症状・身体所見・検査

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく　　　　　　 

事後学習（30分）：配布資料と教科書で復習しておく　

Ⅳ

専
門
基
礎
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目
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門
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目
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回

12 呼吸器疾患䊡

1. 㛢ሰ性㞀ᐖ　2. ᣊ᮰性㞀ᐖ　3. ⫵ᚠ⎔㞀ᐖ　4. 呼吸䝸䝝䝡䝸テーション

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

10
⭈疾患・௦ㅰ・⢾ᒀ・内分Ἢ疾
患症例検討

⢾ᒀ・⭈疾患・内分Ἢ疾患の症例提示と検討

㎷  ṇ富
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

11 呼吸器疾患䊠

1. ᵓ㐀とᶵ⬟　2. 症≧と㌟体所ぢ　3. 呼吸全

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

8 ௦ㅰ・⢾ᒀ

௦ㅰ・⢾ᒀ

㎷  ṇ富
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

9 内分Ἢ疾患

⏥≧⭢疾患、⭈疾患、⬻ୗᆶ体疾患など

㎷  ṇ富
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

6 ᾘ器疾患症例検討

ᾘ器疾患の症例提示と検討

非常勤講師
事前学習：せ

事後学習（120分）：配布資料で復習しておく。

7 ⭈疾患

⭈疾患䠗⭈⅖、䝛フ䝻ー䝊症ೃ⩌、⾑⟶⅖など

㎷  ṇ富
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

4 ᾘ器疾患䊠

ᾘ器疾患䠗⫶・༑ᣦ⭠₽瘍、₽瘍性⭠⅖など

非常勤講師
事前学習：せ

事後学習（10分）：配布資料で復習しておく。

5 ᾘ器疾患䊡

ᾘ器疾患䠗肝⮚、胆㐨疾患、膵⮚疾患

非常勤講師
事前学習：せ

事後学習（10分）：配布資料で復習しておく。

2 ⾑ᾮ疾患䊡

⾑ᾮ疾患䠗⾑ᰦ・Ṇ⾑⾑疾患（ฟ⾑ഴྥ・⾑ᰦ症䠗小ᯈῶᑡ症など）

⧊本　ྖ
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。　

3 ⾑ᾮ疾患症例検討

⾑ᾮ疾患の症例提示と検討、䝸䝝䝡䝸テーションとの㛵㐃、ᅜᐙヨ験対⟇₇習

⧊本　ྖ
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 ⾑ᾮ疾患䊠

⾑ᾮ疾患䠗㐀⾑㞀ᐖ（㈋⾑䠗㐀⾑期悪性腫瘍など）

⧊本　ྖ
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。　

本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テーションの専門⫋として㧗度な▱㆑とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実㊶する䛣とができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືする䛣とによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶する䛣とができる。

授
業
概
せ

内科学では、全㌟の疾患の概念、ែのᡂ❧ᶵᗎに䛴䛔て学䜆。内科学䊡では、⾑ᾮ疾患、悪性腫瘍、⭺ཎ、ᾘ器疾患、௦ㅰ・内分Ἢ疾患、⢾ᒀ
、などに䛴䛔て学䜆。

฿
㐩
┠
標

⾑ᾮ疾患、悪性腫瘍、ᾘ器疾患、௦ㅰ・内分Ἢ疾患、⢾ᒀ、呼吸器疾患に䛴䛔て
　1㻕 ⮬↛経㐣を説᫂できる。
　2㻕 具体的症≧䡡㌟体ᚩೃと検ᰝ所ぢを⤖䜃䛡る䛣とができる。
　3㻕 な治療法とそのຠᯝをᩘᩥで概説できる。

疾と㞀ᐖのᡂり❧䛱およ䜃回復㐣程のಁ㐍

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏䛔てⓎᒎ䛥䛫る䛣とができる。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

内科学䊡
ᚲಟ 講義 1༢ 2年後期 ⧊本　ྖ、㎷  ṇ富、非常勤講師

䕿
I㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼘 㻹㼑㼐㼕㼏㼕㼚㼑 䊡 㻔30時㛫㻕
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評価 定期テスト100％

課題に対する
フィードバックの方法

講義終了30分前から15分程度で回答できる小テストを実施し、終了後に模範解答を解説する。

教科書 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学　第5版/前田眞治著/医学書院/2024年/ISBN：978-4260056083

留意事項 適宜提示する。

参考図書など 随時紹介する。

アクティブ・ラーニング ディスカッションを通して、理解を深める。

実務経験のある
教員による授業

講師は全員、その専門分野で診療経験豊富な医師であり、実際の臨床現場に沿った具体的な内容の講義を行う。

14 悪性腫瘍

悪性腫瘍の概念と治療の基本

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

15 肝胆膵がん

肝胆膵がんの症例提示と検討

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

13 呼吸器疾患Ⅲ

1. 胸膜縦隔の疾患　2. 感染症　3. 腫瘍

非常勤講師
事前学習（20分）：教科書の該当箇所を読んでおく。

事後学習（40分）：配布資料と教科書で復習しておく。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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12
整形外科疾病論
脊椎・脊髄病学䐠

⭜部脊ᰕ⟶⊃✽，⭜椎分㞳，㢕椎椎㛫ᯈ䝦ルニア

横関　雄司
事前学習（30分）：⭜椎の解剖について

事後学習（60分）：配布資料の再読，授業で解いた試験問題の復習

10
整形外科疾病論
ኚ形ᛶ⭸関⠇

ኚ形ᛶ関⠇

㏄　学
事前学習（30分）：ኚ形ᛶ関⠇とはఱでし䜗うか

事後学習（60分）：配布資料の再読，授業で解いた試験問題の復習

11
整形外科疾病論　
脊椎・脊髄病学䐟

⭜椎椎㛫ᯈ䝦ルニア　病態と治療

横関　雄司
事前学習（30分）：䛂䛞䛳くり⭜䛃䛳てఱでし䜗う䠛

事後学習（60分）：配布された資料を༑分読み㎸䜣でください

8
整形外科疾病論　
⅖ᛶ疾患䐠

リウマ䝏・⭺ཎ病（各論）

非常勤講師
事前学習（30分）：リウマ䝏について調べてください

事後学習（60分）：授業で解いたᅜᐙ試験問題の復習

9
整形外科疾病論　
⅖ᛶ疾患③

骨・関⠇ឤᰁの病態と治療，③㢼ᛶ関⠇⅖，⤖᰾ᛶ関⠇⅖

ᶫ　ஂ
事前学習（30分）：⤖᰾について調べてください

事後学習（60分）：授業で解いたᅜᐙ試験問題の復習

6 総論䊥　治療学䐠

⢭神・ᚰ理学，東洋医学，鍼治療の実㝿，【鍼実習】

非常勤講師
事前学習（30分）：薬⮃についてሗ㞟してください

事後学習（30分）：東洋医学の⡆༢なᮏを読䜣でみてください

7
整形外科疾病論　
⅖ᛶ疾患䐟

චシステムᴫ論，リウマ䝏（総論）

非常勤講師
事前学習（30分）：㢼㑧やインフル䜶ン䝄にかかる組みを調べてください

事後学習（30分）：චの配布資料を読み㎸䜣でください

4 総論䊣　骨ᢡ学

骨ᢡ・⬺⮻の基ᮏ的ᴫᛕ，骨⒵ྜの⏕理学

ᗉ司┿ኴ㑻
事前学習（30分）：骨ᢡや⬺⮻の経験䛜あるேのヰを⪺いてきてください

事後学習（60分）：配布された資料を༑分読み㎸䜣でください

5 総論䊤　治療学䐟

外科的ฎ⨨，骨ᢡ治療，関⠇㙾ど下ᡭ⾡，≀理療法，薬≀療法

ᗉ司┿ኴ㑻
事前学習（30分）：≀理療法とẸ㛫療法についてሗ㞟してきてください

事後学習（30分）：関⠇の✀㢮をし䛳かり記᠈してください

2 総論䊡　整形外科の基礎

骨௦ㅰ，骨⢒㧼と骨㌾，関⠇₶

ෆ⏣ኴ㑻
事前学習（30分）：ᫎ⏬䛂ノートル䝎ムの㚝䛃を㚷㈹してください

事後学習（30分）：䇾くる病䇿について調べてください

3
総論䊢　運動器の評価およ䜃᳨
ᰝ法

問診・ど診・ゐ診，ᚐᡭ᳨ᰝ法，⿵ຓ診断（⏬ീ・᥇⾑・㟁Ẽ⏕理学的᳨ᰝ）

非常勤講師
事前学習（30分）：㨶⩌᥈知ᶵについて調べてください

事後学習（60分）：配布された資料を༑分読み㎸䜣でください

授業項┠
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 総論䊠　整形外科の基礎

Ⓨ⏕と骨，骨のᵓ㐀と骨関㐃⣽⬊，骨㌾骨௦ㅰ

ෆ⏣ኴ㑻
事前学習（30分）：㌾Ỉと◳Ỉの㐪いについて調べてください

事後学習（30分）：䇾㌾骨形成全䇿について調べてください

疾病と障害の成り立䛱およ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

DP4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

DP6）༞業後も自ᕫ◊㛑にດ䜑、⏕ᾭに䜟たり自らの専門㡿ᇦを実㊶し⥆ける䛣と䛜できる。

授
業
ᴫ
せ

整形外科学における運動器の形態䡠ᶵ能䡠病態⏕理と評価䡠᳨ᰝ䡠治療方法、およ䜃総論的せ疾患➼について、リ䝝ビリテーシ䝵ンに必せな基礎的知
識とᴫᛕを⋓ᚓする。整形外科学䊠では、骨のᵓ㐀・Ⓨ⏕と成㛗・ಟ復と再⏕・加㱋ኚ、問診・ど診・ゐ診、基ᮏ的᳨ᰝ（᳨య᳨ᰝ・⏬ീ᳨ᰝ・⏕య᳨
ᰝ）、薬≀療法、ᅛ定法、ල、≌ᘬ療法、骨のᡭ⾡、関⠇のᡭ⾡、ษ断・㞳断、末梢神経のᡭ⾡、㌾部組⧊ឤᰁ、ᛴᛶ⮋ᛶ骨髄⅖、៏ᛶ⮋ᛶ
骨髄⅖➼について講義する。

฿
㐩
┠
標

整形外科医療の一⩼をᢸうに㊊る基礎的な医学知識を⋓ᚓし、䛂自ら考えて理解し実㊶するリ䝝ビリテーシ䝵ン学䛃をᵓ⠏する。疑問を疑問のまま⤊䜟ら
䛫䛪、病態を理解する中で᪂たなⓎ見や᪂しい治療学を見出す基礎力を㌟に付ける。

䝘ンバリング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスアワー ᮏ科┠に関する質問は、授業の前後ཬ䜃メールで受け付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
DP1）┳ㆤཬ䜃リ䝝ビリテーシ䝵ンの専門⫋として㧗度な知識とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶する䛣と䛜できる。

DP2）科学的᰿ᣐに基䛵きయ的に行動する䛣とにより問題解Ỵにྥけて実㊶する䛣と䛜できる。

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
形態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺ次

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

整形外科学䊠
必ಟ 講義 1༢ 2ᖺ前期

ෆ⏣ ኴ㑻、ᶫ ஂ、ᗉ司 ┿ኴ㑻、
㏄ 学、横関 雄司、非常勤講師 䕿

㻻r㼠㼔o㼜aed㼕㼏㼟 䊠 㻔30㛫㻕
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評価 定期試験（80％），実習提出レポート（20％）

課題に対する
フィードバックの方法

各授業でスライドデータはWEBで配布します。授業中の疑問や質問、評価はWEBで受け付けます。それぞれWEBでフィードバック
します。

教科書
全部見えるスーパービジュアル整形外科疾患/成美堂出版/ISBN：978-4415319216
標準整形外科学　第15版/医学書院/ISBN：978-4-260-04936-8

留意事項
授業でラインアプリを使用しますので、スマホかPDAで参加してください。授業で寝ない工夫をして下さい。ノートはレポート用紙な
ど片面のみ記載するものを使用し、自室の壁に貼れるような工夫をして下さい。絶対に休まないように（特に脊損の講義は必
須）。実習では打腱器・角度計・メジャーを使用します。

参考図書など
プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論運動器系　第2版/医学書院/ISBN：978-4-260-01068-9
ブルンストローム臨床運動学/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-21437-4

アクティブ・ラーニング 東洋医学講座において鍼治療の実習を行う。脊髄神経所見のとり方について実習。ワークシート提出。

実務経験のある
教員による授業

整形外科専門医としての経験を活かして基礎分野から臨床まで、幅広い知識と診断能力、病態の理解から治療の組み立てにつ
いて講義する。

14
整形外科疾病論　
脊髄損傷

脊髄損傷（横断神経損傷）Brown Sequard【ワークシート作成（実習）】

横関　雄司
事前学習（30分）：脊髄神経の解剖について調べてきて下さい

事後学習（60分）：配布資料の再読，授業で解いた試験問題の復習

15
整形外科疾病論
末梢神経障害

末梢神経障害（尺骨神経麻痺・正中神経麻痺・橈骨神経麻痺）

非常勤講師
事前学習（30分）：中枢神経・末梢神経に関しての予習

事後学習（30分）：授業で解いた試験問題を復習して下さい

13
整形外科疾病論
脊椎・脊髄病学③

脊髄・脊椎にかかる神経学的診察（実習）

横関　雄司
事前学習（30分）：一次ニューロンと二次ニューロンを確実にしておいて下さい

事後学習（30分）：診察方法と理論を復習して下さい

Ⅳ

専
門
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目
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目
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科┠

整形外科学䊡
ᚲಟ 講義 1༢ 2ᖺ後期

ᶫ㻌ஂ、ᗉྖ㻌┿ኴ㑻、⏣⃝㻌ㄹ、
㏄㻌学、非常勤講師 䕿

㻻㼞㼠㼔㼛㼜㼍㼑㼐㼕㼏㼟㻌䊡 (30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
形態

༢ᩘ
(時㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝ビリテーシ䝵ンの専門⫋として㧗度な知識とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶する䛣とがで䛝る。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵䛝యⓗに⾜動する䛣とによ䜚問題解Ỵにྥけて実㊶する䛣とがで䛝る。

疾病と㞀ᐖの成䜚立䛱䛚よ䜃ᅇ復過⛬のಁ㐍

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣とがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、⏕ᾭに䜟䛯䜚⮬らの専門㡿ᇦを実㊶し⥆ける䛣とがで䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスアワー ᮏ科┠に㛵する質問は、授業の前後ཬ䜃メールで受け付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

1
整形外科疾病論
⫤㛵⠇のᵓ㐀と疾患䐟

⫤㛵⠇疾患（䝨ルテス病・⭣㦵㢌す䜉䜚他）外യ

ᶫ　ஂ
事前学習（120分）：トム䝝ンクス₇フ䜷レスト䜺ンプを㚷㈹

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習

授
業
ᴫ
せ

整形外科学に䛚ける運動ჾの形態䡠機能䡠病態⏕理と評価䡠᳨ᰝ䡠治療方法、䛚よ䜃⥲論ⓗせ疾患➼について、リ䝝ビリテーシ䝵ンにᚲせな基礎ⓗ知
識とᴫᛕを⋓ᚓする。整形外科䊡では、㦵ᢡの定義、分㢮、≧、診断、ྜే、治⒵、治⒵後のྜే、と⬺⮻、⁛ೃ⩌、⫪㛵⠇部の㦵ᢡと
⬺⮻、上⭎㦵㦵ᢡ、⫝㛵⠇部の㦵ᢡと⬺⮻、前⭎㦵㦵ᢡ、ᡭの㦵ᢡと⬺⮻、⬚㒌の外യ、㦵┙の㦵ᢡ、⫤㛵⠇部の㦵ᢡと⬺⮻、⭣㦵㦵ᖿ部㦵ᢡ、⭸
㛵⠇の㦵ᢡと⬺⮻、下⭣㦵㦵ᢡ、㊊㛵⠇部の㦵ᢡ、㊊部の㦵ᢡ➼について講義する。

฿
㐩
┠
標

国家試験ྜ᱁後，実社会に出て༶戦力とな䜚ᚓる基礎力・ᛂ用力を㌟に付ける。

授業項┠
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

3
整形外科疾病論
⭸㠎ᖏᦆയ䐟

⭸㛵⠇の疾患と診察，⭸の㠎ᖏᦆയ・㠎ᖏ再ᘓ⾡の✀㢮・≉ᛶ

㏄　学
事前学習（60分）：⭸㛵⠇の解剖

事後学習（60分）：診察法の理解

2
整形外科疾病論
⫤㛵⠇のᵓ㐀と疾患䐠

ேᕤ⫤㛵⠇ᡭ⾡，⬺⮻肢

ᶫ　ஂ
事前学習（60分）：前ᅇの授業の復習

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習

5
整形外科疾病論
⫪㛵⠇の基礎

⫪㛵⠇の基礎

⏣⃝　ㄹ
事前学習（60分）：⫪㛵⠇の解剖

事後学習（60分）：配布資料の再読，診察法の理解

4
整形外科疾病論
⭸㠎ᖏᦆയ䐠

⭸㠎ᖏᦆയ・⭸スポー䝒ᦆയの診断，䛆ワークシートస成（実習）䛇

㏄　学
事前学習（60分）：前ᅇの授業の復習

事後学習（60分）：ワークシートస成

7
整形外科疾病論
⫪㛵⠇疾患と診察䐠

⫪㛵⠇疾患各論，診察法，䛆ワークシートస成（実習）䛇

⏣⃝　ㄹ
事前学習（60分）：前ᅇ授業の復習

事後学習（60分）：ワークシートస成

6
整形外科疾病論
⫪㛵⠇疾患と診察䐟

⫪㛵⠇疾患各論，診察法，⫪㛵⠇ᣊ⦰の理論

⏣⃝　ㄹ
事前学習（60分）：前ᅇ授業の復習

事後学習（60分）：診察法の理解

9 ᡭ外科疾患䐠

㼀㻲㻯㻯ᦆയ，ẕᣦ㻯㻹㛵⠇，㻯㻾㻼S

非常勤講師
事前学習（60分）：前ᅇ授業の復習

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習

8 ᡭ外科疾患䐟

ᡭ᰿㦵㦵ᢡ，ᡭ᰿㦵配ิ␗常（㻰ISI・㼂ISI㻕

非常勤講師
事前学習（60分）：ᡭ᰿㦵の解剖

事後学習（60分）：配布資料の再読

11 ேᕤ⭸㛵⠇と㻰㼂㼀

ேᕤ⭸㛵⠇のᵓ㐀，✀㢮，≉ᛶ，⾡後可動ᇦప下の理⏤とᅇ㑊方法

㏄　学
事前学習（30分）：῝部㟼⬦の解剖

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習

10 ⫝㛵⠇疾患

⫝㛵⠇࿘囲㦵ᢡ，㠎ᖏᦆയ

ᗉྖ┿ኴ㑻
事前学習（60分）：⫝࿘囲の解剖の復習

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習

12 国家試験対策

過去の国家試験の解答解説

非常勤講師
事前学習（60分）：前期・後期講義の復習

事後学習（60分）：授業で配布䛥れ䛯資料の再読䠊国家試験問題の復習
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13 国家試験対策

過去の国家試験の解答解説

非常勤講師
事前学習（60分）：前期・後期講義の復習

事後学習（60分）：配布資料の再読

15 国家試験対策

最新国家試験対策

非常勤講師
事前学習（60分）：前期・後期講義の復習

事後学習（60分）：試験対策

14 国家試験対策

過去の国家試験の解答解説

非常勤講師
事前学習（60分）：前期・後期講義の復習

事後学習（60分）：配布資料の再読

留意事項
講義は整形外科専攻医レベルです。理解すれば実社会で整形外科医との論戦が可能です。前期と同じくラインアプリを使用しま
す。試験は前期後期全ての範囲から国試レベルの出題です。実習では角度計・メジャーを使用します。

参考図書など
ブルンストローム臨床運動学/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-21437-4、カパンジー機能解剖学(医歯薬出版）第7版/ISBN：978-
4-263-26595-6、他随時紹介

アクティブ・ラーニング 下肢の診察方法（実習）上肢の診察方法（実習）それぞれワークシート提出

実務経験のある
教員による授業

整形外科専門医としての経験を活かして基礎分野から臨床まで、幅広い知識と診断能力、病態の理解から治療の組み立てにつ
いて講義する。

評価 定期試験（80％），実習提出レポート（20％）

課題に対する
フィードバックの方法

各授業でスライドデータはWEBで配布します。授業中の疑問や質問、評価はWEBで受け付けます。それぞれWEBでフィードバック
します。

教科書
全部見えるスーパービジュアル整形外科疾患/成美堂出版/ISBN：978-4415319216
標準整形外科学　第15版/医学書院/ISBN：978-4-260-04936-8

Ⅳ
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

精神医学䊠
ᚲಟ ㅮ⩏ 1単 2年前期 内山　彰

䕿
㻼㼟㼥㼏㼔㼕㼍㼠㼞㼥㻌䊠 㻔30㛫㻕

ᮏ科┠に㛵する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬび䝯ー䝹䛷ཷけける

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬびリハビリテーションの専門⫋として㧗度な知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶する䛣とが䛷きる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動する䛣とによ䜚ၥ題解Ỵにྥけて実㊶する䛣とが䛷きる。

授
業
ᴫ
せ

精神医学のᴫᛕと㛵㐃㡿ᇦ（精神科医療のṔྐ、精神㞀ᐖの定⩏・分㢮、精神ᶵ⬟の㞀ᐖと精神症≧）、精神㞀ᐖの診᩿と評価（診᩿・評価の方法、
各✀᳨ᰝ法）、⤫ྜኻㄪ症・気分㞀ᐖ・神経症ᛶ㞀ᐖと䝇䝖䝺䝇㛵㐃㞀ᐖ・ჾ㉁ᛶ精神㞀ᐖ・精神作⏝物㉁による精神および行動の㞀ᐖ・䝟ー䝋䝘リティ
㞀ᐖ・てんかん➼の病ᅉ、病ែ、⮫ᗋ経㐣、治療、㌿ᖐ➼、薬物療法、心理♫的療法➼を学䜆。䛥らに、精神医療㛵㐃の法制度（ฮ法➼）䜔、リ䜶䝌ン
精神医学と䝏ー䝮医療➼䜒あわ䛫て学䜆。

฿
㐩
┠
標

精神疾患の基ᮏを学習し、豊富な症例を㏻䛨ての具体的理解を図䜚、来たる䜉き⮫ᗋ実㊶にഛ䛘る。㛫があれば᭱㏆の精神医学の䝖䝢ック䝇に䜒ゐ
れる䛣とによ䜚精神科医療の後の方ྥᛶについてಠ▔していく。

疾病と㞀ᐖのᡂ䜚❧䛱および回復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣とが䛷きる。

㻰㻼㻡）ᖜᗈい教㣴と㧗い理観を䜒䛱、クラ䜲アン䝖中心の医療を体的に提౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣とが䛷きる。

㻰㻼6）༞業後䜒自ᕫ◊㛑に努め、⏕ᾭにわた䜚自らの専門㡿ᇦを実㊶し⥆ける䛣とが䛷きる。

䝘ンバリング䝁ード HPTD1/HOTD2 䜸フィ䝇ア䝽ー

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 ⥲ㄽ

精神医学と䛿、ニ䝳ー䝻ンと神経ఏ㐩物㉁、ᡂᅉと疾患分㢮、精神症≧

内山　彰
事前学習（0分）：事前学習䛿せ䛥ない。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

2 ᳨ᰝ法

⬻Ἴ᳨ᰝ、神経⏬ീ᳨ᰝ、ග䝖䝫グラフィー、心理᳨ᰝ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

3 ⤫ྜኻㄪ症䐳

学、⮫ᗋ症≧（㝧ᛶ症≧、㝜ᛶ症≧、認知ᶵ⬟㞀ᐖ）、病ᆺ、経㐣

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業全体を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

4 ⤫ྜኻㄪ症䐴

᳨ᰝ、ᡂᅉ、治療、再Ⓨ予㜵、⤫ྜኻㄪ症㛵㐃㞀ᐖ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

5 気分㞀ᐖ䐳

学、⮫ᗋ症≧、うつ病およびᴟᛶ㞀ᐖのㅖ㢮ᆺ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

6 気分㞀ᐖ䐴

᳨ᰝ、ᡂᅉ、♫的⫼ᬒ、治療、自ẅ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

7 ჾ㉁ᛶ精神㞀ᐖ䐳

認知症（⮫ᗋ症≧、㚷ู疾患、疾患分㢮、௦⾲的疾患、㍍度認知㞀ᐖ）

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

8 ჾ㉁ᛶ精神㞀ᐖ䐴

䛭ののჾ㉁ᛶ精神㞀ᐖ、てんかん、症≧精神病

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

9 神経症ᛶ㞀ᐖ

䝟ニック㞀ᐖ、♫不安㞀ᐖ、ᙉ㏕ᛶ㞀ᐖ、㻼㼀S㻰、㌟体⾲⌧ᛶ㞀ᐖ、解㞳ᛶ㞀ᐖなど

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

10 ⏕理的㞀ᐖ

╧╀㞀ᐖ（╧╀の䝯䜹ニ䝈䝮、不╀の✀㢮、╧╀㞀ᐖ各ㄽ、治療）、ᦤ㣗㞀ᐖ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

11 物㉁㛵㐃㞀ᐖなど

物㉁㛵㐃㞀ᐖ（ア䝹䝁ー䝹㛵㐃㞀ᐖ、薬物㛵㐃㞀ᐖ）、䝟ー䝋䝘リティ㞀ᐖ、行動ႴⒷ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

12 ඣ❺期精神㞀ᐖ

知的㞀ᐖ、Ⓨ㐩㞀ᐖ（自㛢症䝇䝨ク䝖ラ䝮㞀ᐖ、㻭㻰㻴㻰㻌など）、䛭ののඣ❺期精神㞀ᐖ

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。
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13 薬物療法など

薬物療法（抗精神病薬、抗うつ薬、抗不安薬など）、電気けいれん療法、うつ病の新しい治療法

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

14 精神療法

来談者中心療法、精神分析療法、内観療法、認知療法、行動療法、森田療法　など

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

15 精神科法規など

精神保健福祉制度、精神科リハビリテーション、精神科法規

内山　彰
事前学習（30分）：前回の授業を再度確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習し、余力があれば教科書の該当単元を熟読する。

評価 定期試験100%

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし

教科書 標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　精神医学　第4版増補版/医学書院/ISBN：978-4260044769

留意事項 特になし

参考図書など 特になし

アクティブ・ラーニング 実施予定なし

実務経験のある
教員による授業

精神科医として長年入院診療および外来診療に携わってきた経験から豊富な自験症例を提示して各精神疾患についての具体
的理解の浸透に努める。

Ⅳ
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

神経内科学
必修 講義 1༢ 2ᖺ後期 杉山　誠、菊池　雷太、中野渡　雅樹

䕿
Neurology 㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目担当教員

専門基礎科目
D㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーションの専門⫋として㧗度な▱㆑とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶する䛣とができる。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基づき体的に行ືする䛣とによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶する䛣とができる。

疾病と障害のᡂり❧䛱䛚よ䜃回復㐣程のಁ進

D㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃携し、ே䚻のᗣにᐤする䛣とができる。

D㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわたり⮬らの専門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣とができる。

䝘ンバリングコード HPTD2/HOTD2 オフィスア䝽ー ᮏ科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

1 ⥲ㄽ　意㆑障害

神経内科疾患のᴫせ　意㆑障害・神経のみかた①

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

授
業
ᴫ
せ

神経内科学では神経症候䛚よ䜃௦⾲的な神経・筋疾患（パー䜻ン䝋ン病、パー䜻ン䝋ン症候群、⬨髄小脳ኚ性症、筋ⴎ⦰性ഃ⣴◳症、⬨髄性進行性
筋ⴎ⦰症、多発性◳症、⬨髄✵Ὕ症、ギランバレー症候群、ṇᖖᅽỈ㢌症、筋ジストロフィー、重症筋無力症、多発筋炎、他）、脳⾑⟶障害（定義と分
㢮、学、脳⾑⟶の解๗と⏕理、脳ฟ⾑、くも膜ୗฟ⾑、脳᱾ሰ、୍㐣性脳⾑発作、他）を取り上げ、䛭䜜らの病態・診᩿・療䛚よ䜃ண後について▱
㆑を教授する。

฿
㐩
目
標

1）神経疾患の病態、診᩿、療、ண後について理解できる。
2）神経疾患の┳ㆤのᴫせについて理解できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
担当教員

3 脳⾑⟶障害①

㛢ሰ性脳⾑⟶障害の病態と対ᛂ 　アテロー䝮⾑ᰦ性᱾ሰ・ラク䝘᱾ሰ・ᚰཎ性脳ሰᰦ

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

2 脳神経の障害

神経のみかた②　」ど　ᄟୗ障害　ᵓㄒ障害　⌫麻痺　௬性⌫麻痺

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

5 㢌部እയ

እയ性脳ᦆയ　脳┞　ᛴ性◳膜ୗ⾑⭘　慢性◳膜ୗ⾑⭘　ᛴ性◳膜እ⾑⭘

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

4 脳⾑⟶障害②

ฟ⾑性脳⾑⟶障害の病態と対ᛂ　脳ฟ⾑・くも膜ୗฟ⾑

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

7 脳⭘瘍

ཎ発性脳⭘瘍　㌿⛣性脳⭘瘍　定ᨺᑕ⥺療

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

6 ㄆ▱症

アルツ䝝イ䝬ーᆺㄆ▱症　脳⾑⟶性ㄆ▱症　㻼㼕㼏㼗病　㻸㼑㼢㼥小体ᆺㄆ▱症　ṇᖖᅽỈ㢌症

杉山　誠
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

9 㧗ḟ脳ᶵ⬟障害

㧗ḟᶵ⬟障害　ㄆ▱障害

中野渡　雅樹
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

8 㗹体እ㊰疾患

パー䜻ン䝋ン病　䝝ンチントン⯙㋃病

中野渡　雅樹
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

11 ኚ性疾患

⬨髄小脳ኚ性症　多⣔⤫ⴎ⦰症（オリーブᶫ小脳ኚ性症）

中野渡　雅樹
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

10 ኚ性疾患

㐠ືニューロン疾患　筋ⴎ⦰性ഃ⣴◳症

中野渡　雅樹
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

12 脱髄疾患

多発性◳症　ᛴ性ᩓᅾ性脳⬨髄炎

菊池　雷太
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する
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13 末梢神経障害

ギランバレー症候群　慢性炎症性脱髄性多発ニューロパチー　多発ニューロパチー 絞扼ニューロ
パチー

菊池　雷太
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

15 感染性疾患

髄膜炎　脳炎　脳膿瘍　プリオン病（クロイツフェルトヤコブ病）

菊池　雷太
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

14 筋疾患・神経筋接合部疾患

進行性筋ジストロフィー　多発性筋炎　周期性四肢麻痺　筋強直性ジストロフィー 重症筋無力症

菊池　雷太
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

留意事項 必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など 適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング ディスカッションを通して、理解を深める。

実務経験のある
教員による授業

[杉山 誠]
　・実際の臨床の現場に沿った具体的な内容の解説をする。
[中野渡 雅樹]
　・神経内科医としての臨床経験を活かし、実際の症例を多く取り上げた講義を実施する。
[菊池 雷太]
　・担当者は神経内科臨床に多く携わった経験から、診療の実態にもとづいて講義する。

評価 定期試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

[1～7回目] 20分程度で回答できる小テストを実施し、解説を行い、国家試験に備える。

教科書
①標準理学療法学・作業療法学＜専門基礎分野＞　神経内科学　第6版/川平和美/医学書院/ISBN：978-4260056670
②病気がみえる７　脳・神経/尾上尚志他監修/MEDIC MEDIA/ISBN：9784-896326864

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

12 චア䝺ル䜼ー疾患

Ẽ⟶ᨭႍᜥ、食≀ア䝺ル䜼ー、ච不全、䝸ウ䝬チ性疾患

神㇂　ᑦᏹ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

10 ⓶ ・ ║ ・ ⪥㰯ဗႃ科

ア䝖䝢ー性⓶⅖、║科疾患（ᒅᢡ␗ᖖ、ᩳど）⪥㰯ဗႃ科疾患（୰⪥⅖、ア䝕䝜イド、㰯ฟ⾑）

㔠子　ಟஓ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

11 ⾑ᾮ疾患、ᝏ性᪂生≀

ⓑ⾑、⭘⒆、㈋⾑、ฟ⾑性疾患

神㇂　ᑦᏹ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

8 ⭈ ・ Ἢᒀ器疾患

⭈⮚のᶵ⬟と᳨ᒀ␗ᖖ、⭈⣒⌫体疾患、ඛኳ性⭈ᒀ㊰ወᙧ、៏性⭈⮚

㔠田　朋ஓ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

9 事ᨾ ・ እയ

事ᨾ、ㄗ㣧、ㄗᄟ、⁒水、⇕യ、⇕୰症

㔠子　ಟஓ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

6 ᚠ⎔器疾患

ඛኳ性ᚰ疾患、ᕝᓮ、✺↛Ṛ

▼　༟
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

7 ᾘ器疾患

ᾘ器症≧と疾患、ඛኳ性ᾘ器疾患、ඛኳ性⫢疾患

㔠田　朋ஓ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

4 ᚅ

ᚅ

㧗⃝　ၨ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

5 ྾器疾患

ୖẼ㐨⅖、ୗẼ㐨⅖、予㜵᥋✀

▼　༟
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

2 ᪂生児 ・ ᮍ⇍児

పฟ生体㔜児、᪂生児疾患

ᮡỤ　学
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

3 ௦ㅰ ・ 内分Ἢ疾患

ඛኳ௦ㅰ␗ᖖ、⢾ᒀ、ୗᆶ体疾患、性分疾患

㧗⃝　ၨ
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

授業項┠
授業内容
事前 ・ 事後学習　（予習 ・ 復習 ・ 課題➼）

担当教員

1 ඛኳ␗ᖖ

染Ⰽ体␗ᖖ、ฟ生前デ᩿

ᮡỤ　学
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

疾と障害のᡂり❧䛱䛚よ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼4）ಖ ・ ་療 ・ ⚟♴ ・ 教⫱ ・ ⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣とがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、生ᾭに䜟䛯り⮬䜙の専門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣とがで䛝る。

授
業
ᴫ
要

小児科学では基ᮏとなる小児のṇᖖ発達と療⫱ ・ 䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの考え方をゎㄝし䛯後、௦⾲ⓗな小児疾患のែ、デ᩿䛚よ䜃療について講義
する。≉に、䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン་療の対㇟となる疾患について㔜Ⅼⓗに㏙䜉る。௦⾲ⓗな疾患として、⬻性㯞⑷、分⬨᳝、ᝏ性⭘⒆、㑇ఏ子 ・ ⣔
⤫疾患（㦵➃症をྵ䜐）➼について、学 ・ 予後、理 ・ 症≧、評価 ・ ᳨ᰝ（⏬ീ ・ 生理᳨ᰝ➼） ・ デ᩿、䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン➼、関㐃する療学を学
䜆。

฿
達
┠
標

1）௦⾲ⓗな小児疾患のᡂᅉについて理ゎする。
2）臨床ⓗに㐼㐝するྍ⬟性の㧗い௦⾲ⓗ小児疾患の症ೃ、ែീ、デ᩿、療、臨床ീ、予後、予㜵の基ᮏⓗな知識を習ᚓする。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定 ・ 学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの専門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶する䛣とがで䛝る。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵䛝体ⓗに行動する䛣とによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実㊶する䛣とがで䛝る。

授業科┠のྡ⛠
必ಟ ・
㑅ᢥのู

授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科┠担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

小児科学
必ಟ 講義 1༢ 2ᖺ前期

▼　༟、 鹿島田 彩子、㔠子 ಟஓ、
㔠田 朋ஓ、神㇂ ᑦᏹ、ᮡỤ　学、

㧗⃝　ၨ、水野 朋子 䕿
Pediatrics 㻔30時㛫㻕
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評価 定期試験100%により評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし。

教科書 標準理学療法学 ・ 作業療法学　専門基礎分野　小児科学　第5版/冨田豊/ISBN：978-4-260-03434-0

留意事項 適宜提示する。

参考図書など 随時紹介する。

アクティブ ・ ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

担当者は全員小児科の該当分野の臨床経験が豊富であり、その経験を生かして臨床の場で必要な知識と考え方について講義
を行う。

14 神経 ・ 運動器疾患

神経疾患、痙攣性疾患、運動器疾患

鹿島田　彩子
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

15 精神疾患

発達障害、チック、不登校、摂食障害

鹿島田　彩子
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

13 感染症

ウイルス感染症、細菌感染症

水野　朋子
事前学習（60分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。　　　　

事後学習（60分）：配布資料など授業全体について復習する。　　　　　　　　

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

授業科┠の名⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

༢ᩘ
(時間ᩘ)

㓄当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

脳神経外科学
ᚲ修 講義 1༢ 2年後期 寺本　明、▼　ᫎᖾ

䕿
Neurosurgery (30時間)

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTD2/HOTD2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥れ
た時間にཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

ᑓ㛛基♏科┠
D㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実㊶することがで䛝る。

D㻼㻡）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント୰ᚰの医療を主య的にᥦ౪することによりᆅᇦ♫に㈉⊩することがで䛝る。

疾病と㞀ᐖのᡂり❧䛱およびᅇ㐣⛬のಁ㐍

授
業
ᴫ
せ

脳神経外科でᢅう疾患のᴫせを♧したうえで、䛭の⏬ീ診᩿法、ྛ種病態と機能、᭦には主な脳神経外科疾患のྛ論を教授する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1) 脳神経外科疾患の主な病態の基♏をㄝ明で䛝る。
2) 脳神経外科疾患の主な⏬ീ診᩿の意義とᡤぢをㄝ明で䛝る。
3) 主たる脳神経外科疾患に㛵する診᩿法䜔療法をㄝ明で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

1 脳神経外科総論

脳神経外科でᢅう主な疾患

寺本　明
事前学習（30分）：脳神経外科とはどのような診療科なのかを調べてくる

事後学習（30分）：脳神経外科の主な疾患のᴫ␎をまとめる。

2 神経⏬ീ診᩿（１）

㼄⥺ᙳ、C㼀のㄞᙳ

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：小脳テントとは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：C㼀で脳、小脳、脳ᖿの⨨㛵ಀをまとめる。

3 神経⏬ീ診᩿（䠎）

脳脊髄のᙧ態：M㻾I、M㻾Aなどのㄞᙳ

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：どᗋとは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：M㻾Iで㐠ື㔝、内ໟ、脳⬮などの⨨㛵ಀをまとめる。

4 脳と脊髄の病態（１）

㢌内ᅽஹ㐍、Ỉ㢌症

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：⭜椎✸่とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：脳⾑ὶ㔞、㢌内ᅽ、⾑ᅽの㛵ಀをまとめる。

5 脳と脊髄の病態（䠎）

脳⾑、脳ᾋ腫、脳腫⬽、脳䝦䝹ニア

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：N㼍䝫ン䝥とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：脳ᾋ腫・腫⬽の䝯䜹ニ䝈䝮をまとめる。

6 脳と脊髄の機能（１）

意㆑㞀ᐖ、᳜≀≧態、脳Ṛ

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：ぬ㓰の䝯䜹ニ䝈䝮を調べてくる。

事後学習（30分）：意㆑のᡂり❧䛱に䛴いて考えてみる。

7 脳と脊髄の機能（䠎）

㐠ື㯞⑷、②⦰、ᅛ⦰

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：②⦰とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：②⦰の療に䛴いてまとめる。

8 脳と脊髄の機能（䠏）

ኻㄒ症、㧗ḟ脳機能㞀ᐖ

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：ኻㄒ症とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：㧗ḟ脳機能㞀ᐖのၥ題Ⅼをまとめる。

9 脳と脊髄の機能（４）

②ᨥ、て䜣か䜣

▼　ᫎᖾ
事前学習（30分）：て䜣か䜣とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：て䜣か䜣にはどのような種類があるかをまとめる。

10 疾患（１）

脳⾑⟶㞀ᐖ１（総論とฟ⾑性病ኚ）

寺本　明
事前学習（30分）：脳༞୰とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：脳༞୰・脳⾑⟶㞀ᐖの種類と診᩿法をまとめる。

11 疾患（䠎）

脳⾑⟶㞀ᐖ䠎（１の⥆䛝と㛢ሰ性病ኚ）

寺本　明
事前学習（30分）：㛢ሰ性病ኚとは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：脳༞୰・脳⾑⟶㞀ᐖの病態をまとめる。

12 疾患（䠏）

㢌㒊外യ

寺本　明
事前学習（30分）：㢌㒊外യの種類を調べてくる。

事後学習（30分）：㢌㒊外യの病態をまとめる。
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13 疾患（４）

脳腫瘍１（総論と悪性腫瘍）

寺本　明
事前学習（30分）：脳腫瘍の種類を調べてくる。

事後学習（30分）：悪性脳腫瘍の病態をまとめる。

14 疾患（５）

脳腫瘍2（良性脳腫瘍）

寺本　明
事前学習（30分）：主な良性脳腫瘍の症候を調べてくる。

事後学習（30分）：良性脳腫瘍の病態をまとめる。

15 疾患（６）

脊髄・脊椎疾患、先天性疾患および機能的外科疾患

寺本　明
事前学習（30分）：脊椎・脊髄疾患、先天性疾患および機能的外科疾患とは何かを調べてくる。

事後学習（30分）：これらの疾患の病態をまとめる。

評価 定期試験（100%）

課題に対する
フィードバックの方法

講義内容の理解を深めるために、講義の最後の時間を利用して小テストを行う場合がある。

教科書 病気がみえる（7）脳・神経/尾上尚志他監修/MEDIC MEDIA/ISBN：978-4896326864

留意事項 特になし

参考図書など 絵でみる脳と神経(第4版)/馬場元毅/医学書院/ISBN：978-4260027830

アクティブ・ラーニング 該当なし

実務経験のある
教員による授業

講師は両名とも脳神経外科医としての永年の経験を有しており、脳神経外科診療の実態に基づいて講義する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

リハビリテーション医学
必修 講義 1単位 1年後期 展広ᬛ、山田拓実

○
Rehabilitation Medicine (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

と㞀ᐖの成り立ち䛚よび回復㐣⛬のಁ進

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTD2/HOTD2 オフィスアワー 授業の前後及び䝯ールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1 リハビリテーション医学⥲論

リハビリテーション医学の⥲論、リハビリテーションᨭなど

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚3～22、55～65、118～127）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

授
業
概
要

リハビリテーション医学では、ま䛪基礎となる学問体⣔を概説し、次に対㇟となるᝈ䜔㞀ᐖに対するデ᩿䜔療の進め方を解説する。医学体に䛚
ける㞀ᐖ者療の位⨨づけと意義を理解させる。⥲論として、リハビリテーション医学の定義とṔྐ・≉ᚩ、リハビリテーション医学に䛚ける㞀ᐖのデ᩿
と評価、ᶵ能㞀ᐖ・活動ไ㝈・参加ไ⣙の各々の評価とリハビリテーション、各種リハビリテーション療、ᗫ⏝ೃ⩌（学、理・態・ೃ、評価・検
ᰝ、リハビリテーション、その他の療）等を学䜆。

到
達
目
標

１） 各ᝈの概要とそれによって生じる≧、㞀ᐖの概要を理解する。
２） 㞀ᐖにᛂじたリハビリテーションの概要を理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 ⬻⾑⟶㞀ᐖと㢌㒊እയ䐳

⬻⾑⟶㞀ᐖ、㢌㒊እയの態、㞀ᐖീ、リハビリテーションなど（前༙）

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚131～145）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

2
リハビリテーションに䛚ける評価と
デ᩿

リハビリテーションに䛚ける評価、デ᩿について、評価法、⿵ຓデ᩿法など

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P66～91）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

5 高次⬻ᶵ能㞀ᐖ

⬻⾑⟶㞀ᐖ䜔㢌㒊እയによる高次⬻ᶵ能㞀ᐖの概要（評価、㈐௵ᕢなど）

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚145～152）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

4 ⬻⾑⟶㞀ᐖと㢌㒊እയ䐴

⬻⾑⟶㞀ᐖ、㢌㒊እയの態、㞀ᐖീ、リハビリテーションなど（後༙）

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書のP㻚131～145を復習する。⬻⾑⟶㞀ᐖと㢌㒊እയ䐳の㈨ᩱを復習する。

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

7 ⬨㧊⬨᳝㞀ᐖ䐳

⬨㧊ᦆയの概要、⬨㧊⬨᳝の解๗、㞀ᐖの評価、ྜేなど

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚193～213）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

6
㐠動ჾᝈ（⫤関⠇ᝈ等）
ᮎᲈ神経㞀ᐖ

㐠動ჾᝈ（⫤関⠇ᝈ等）、ᮎᲈ神経㞀ᐖの概要とリハビリテーションなど

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚155～193）

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

9 神経ᝈ、➽䝆スト䝻フィー

䝟ーキン䝋ン、⬨㧊小⬻ኚᛶ、ከ発ᛶ◳、㻭㻸S、PPSの概要とリハビリテーション　　　　　
➽䝆スト䝻フィーの概要・リハビリテーション

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚214～231）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

8 ⬨᳝⬨㧊㞀ᐖ䐴

⬨㧊ᦆയによるྜేの対ᛂとリハビリテーションなど

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書のP㻚193～213を復習する。⬨㧊⬨᳝㞀ᐖ䐳の㈨ᩱを復習する。

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

11 ⬻ᛶ㯞⑷、発達㞀ᐖ

⬻ᛶ㯞⑷の概要・評価・㞀ᐖീ・リハビリテーション、発達㞀ᐖなど

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚242～251）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

10 ษ᩿と義⫥

下⫥ษ᩿と義㊊療法、上⫥ษ᩿と義手療法など

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚232～241）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

12 リ䜴マチᛶᝈ

関⠇リ䜴マチ、ከ発ᛶ➽⅖、䜼ランバレーೃ⩌、重➽↓力の概要とリハビリテーションなど

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚252～256）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ
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13 ᚠ⎔ჾᝈ、⭈ᝈ、⢾ᒀ等

ᚠ⎔ჾᝈの態生理とリハビリテーションなど、⭈ᝈと⢾ᒀ等について

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚257～268、276～279、280～285）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

15
䝃ルコ䝨ニア、フレイル、その他
（㦵⢒㧼、認知、⢭神ᝈ）

䝃ルコ䝨ニア、フレイルその他（㦵⢒㧼、認知、⢭神ᝈ等）について

展広ᬛ
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚313～324）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

14 ྾ჾᝈ、ᦤ㣗ᄟ下㞀ᐖ

྾ჾᝈの態生理とリハビリテーション、ᦤ㣗ᄟ下㞀ᐖについて

山田拓実
事前学習(45分）：教科書の該当䝨ー䝆（P㻚269～275、299～304）を予習する

事後学習(45分）：配ᕸ㈨ᩱの復習、テーマのຮᙉ

留意事項
解๗学、生理学などが基礎になる。教科書以እに、スライド配ᕸ㈨ᩱを中心に授業を進める。≉に、⬻⾑⟶㞀ᐖと㢌㒊እയ、⬨
㧊⬨᳝㞀ᐖ等は、配ᕸ㈨ᩱが中心になる。

参考図書など
神経ᒁᅾデ᩿第䠒版（ⰼ井㡰ဢヂ、文光ᇽ）ISBN：978-4-8306-1544-3
䝧ッド䝃イドの神経のデかた第１䠔版（田ᓮ義、༡山ᇽ）ISBN：978-4-525-24798-0
リハビリテーションのための画ീのㄞみ方（本間光ಙ、䝯ディカルビュー社）ISBN：978-4-7583-1686-6

アクティブ・ラーニング 実予定なし

実務経験のある
教員による授業

⬻神経እ科専門医としての臨床経験、リハビリテーション科理学療法士としての臨床経験を活かして講義を行う

評価 基本的には選択式ヨ験、ሙྜによっては記述式ヨ験もある。定期ヨ験を中心に評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

レ䝫ート提出を実した㝿には、必要にᛂじて概要を解説する

教科書 リハビリテーション医学・医療コアテキスト䠋ஂ保　ಇ一䠋医学書院䠋第2版䠋ISBN：978-4-260-04959-7

Ⅳ

専
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

一般臨床医学
必修 講義 1単位 2年後期

寺本明、石田克紀、金田英蘭、山崎圭子
織本健司、星川嘉一、下平憲治、櫻井嘉彦 ○

Clinical Topics (15時間)

ナンバリングコード HPTD2/HOTD1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

疾病と障害の成り立ちおよび回復過程の促進

授
業
概
要

医療者に必要な医学的知識を深める。ここでは、臨床医学として習得すべき耳鼻咽喉科学、眼科学、外科学、泌尿器科学、産婦人科学などの疾患を中
心に、その特徴と診断・検査（画像・生理検査等）・治療について理解する。総合診療科の役割、泌尿器疾患、めまい、視力・眼科診療、婦人科疾患、周
産期医療等について、テーマ別にオムニバス方式で学習する。更に、いくつかの臨床分野のトピックスを学ぶ。

到
達
目
標

1）医療のトピックスについて述べる ことができる
2）それぞれの分野の疾患の症状・病態を述べることができる
3）疾患の症状・病態とADL・QOLの影響について述べることができる

授業内容
事前・事後学習　（予習・復習・課題等）

担当教員

1 耳鼻咽喉科学

耳の構造と生理及び関連する疾患、特に、めまいの症状・病態と、それに伴うADL・QOLの影響に
ついて講義する。

石田　克紀
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する

2 眼科学

眼の構造と生理及び関連する疾患、特に、眼疾患の症状・病態と、それに伴うADL・QOLの影響に
ついて講義する。

金田　英蘭
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

3 外科学

医学における外科学の位置づけ、主要な胸部・消化器系などの疾患に対する外科治療法について
講義する

櫻井 嘉彦
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 産婦人科学

受精・着床から妊娠・分娩・産褥について講義する。

山崎　圭子事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5
腎臓内科学
人工透析とリハビリテーション

腎代替療法の原理、管理指標、薬物療法の理論について講義する。特に腎・心・貧血連関につい
て理解を深める。腎臓リハビリテーションについても総説的講義を行う。

織本　健司
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 がんと放射線医学

がんの診断から治療にかかわる放射線診療について講義する

星川　嘉一事前学習（30分）：がんの画像診断、放射線治療、カテーテル治療について調べてくる。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7 泌尿器科学

泌尿器の構造と生理及び関連する疾患、特に下部尿路症状（畜尿・排尿障害）について解説する。

下平　憲治
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8 脳神経外科手術法と神経解剖学

脳神経外科で用いられる各種手術アプローチの根拠を、頭蓋や脳の解剖や機能から解説する。

寺本　明事前学習（30分）：頭蓋や脳の大まかな解剖を調べてくる。

事後学習（30分）：主な脳神経外科手術法の種類と根拠を整理する。

評価 定期試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

講義内容の理解を深めるために、講義の最後の時間を利用して小テストを行う場合がある。

教科書 PT・OT・STのための 一般臨床医学 第3版/医歯薬出版/2014年/ISBN：978-4263219324

留意事項 特になし。

参考図書など 必要に応じ、講義中で紹介する。

アクティブ・ラーニング 該当せず。

実務経験のある
教員による授業

講師は全員、その専門分野に関して豊富な経験をもつ。
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

選ᢥのู
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

老年医学ᴫㄽ
ᚲಟ 講義 1༢ 3年前期 平野　克治

䕿
Geriatrics outline 㻔30㛫㻕

䝘ンバリングコード HPTD1/HOTD1 䜸フィ䝇アワー ᮏ科┠に関する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬ䜃メールでཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門基礎科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門職として高度な▱㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶する䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵䛝体ⓗに行ືする䛣とによりၥ題ゎỴにྥけて実㊶する䛣と䛜で䛝る。

疾と㞀ᐖのᡂり立䛱およ䜃ᅇ復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業等ྛ⏺の関㐃職種と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜で䛝る。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟䛯り⮬䜙の専門㡿ᇦを実㊶し⥆ける䛣と䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
せ

老のཬ䜌す㌟体のኚと疾患について講義し、老年をໟᣓⓗに理ゎし、䛭のண㜵と治療およ䜃䛭の♫ⓗな意義を▱る。老年症候群、ㄆ▱症、⬻
⾑⟶㞀ᐖ、うつ、ᚰ全、ᮎᲈᚠ環㞀ᐖ、老ே性⫵⅖・ㄗᄟ性⫵⅖、៏性㛢ሰ性⫵疾患、ᝏ性⭘⒆、ኚᙧ性関⠇症、㦵ᢡ、㦵⢒㧼症等の学・ண後、
理・症候、評価・᳨ᰝ・診᩿、リハビリテーションと䛭の他の治療について学習する。䛥䜙に╧╀㞀ᐖ、ᦤ㣗・ᄟୗ㞀ᐖ、ឤぬჾ㞀ᐖ、⤊ᮎ期の䜿ア等に
ついてあ䜟䛫て学習する。

฿
㐩
┠
標

1㻕㻌老年期にあるேの㌟体ⓗ・ᚰ理ⓗ・♫ⓗ特徴について理ゎで䛝る。
2）老年期にあるேに特᭷なᗣၥ題およ䜃リハビリについて理ゎで䛝る。
3）老年期にあるேをリハビリするୖで基┙となるᴫᛕ䜔理ㄽを理ゎで䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸ当教員

1 ⪁と⪁ᖺの⪃࠼᪉

老のᴫᛕとᶵᗎ、加齢による⏕理ᶵ⬟のኚと老年のⓎ症の関㐃、高齢者のᶵ⬟評価㻌㻔教科
書第1章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

2 ຍ齢క࠺㌟య࣭⢭神ኚ

⏕理ᶵ⬟の加齢ኚと䛭䜜にかか䜟るᙧ態ኚ、Ᏻ㟼、㈇Ⲵの⏕理ᶵ⬟の加齢ኚ㻌㻔教科
書第2章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

3 ຍ齢క࠺㌟య࣭⢭神ኚ

加齢にకう㐠ືᶵ⬟のኚ、加齢にకう⢭神ᚰ理㠃のኚ㻔教科書第3・4章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

4 高齢者ከ࠸ೃと⪁ᖺೃ⩌

老年症候群と㻭㻰㻸のかか䜟り、リハビリテーションにおけるὀ意Ⅼ（教科書第12章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：提示䛥䜜䛯課題を行い、期㝈までに提出する。

5 ᚠ⎔ჾ疾患

高齢者におけるᚠ環ჾ疾患の特徴（教科書第14章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

6 ྾ჾ疾患

高齢者における྾ჾ疾患の特徴（教科書第15章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

7 㐠ືჾ疾患

高齢者における㐠ືჾ疾患の特徴（教科書第23章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：提示䛥䜜䛯課題を行い、期㝈までに提出する。

8 ⢭神疾患࣭ෆศἪ௦ㅰ疾患

高齢者における⢭神疾患の特徴（教科書第18章）内分Ἢ௦ㅰ疾患の特徴（教科書第19章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

9 ᾘჾ࣭⭈

高齢者におけるᾘჾ疾患の特徴（教科書第16章）・⭈疾患の特徴（第21章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

10 ⾑ᾮ࣭ච

高齢者における⾑ᾮ・ච疾患の特徴（教科書第20章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

11 ឤᰁ

高齢者におけるឤᰁ症の特徴（教科書第25章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

12 ⪥㰯ဗႃ⛉疾患࣭║⛉疾患

高齢者における⪥㰯ဗႃ科疾患の特徴（教科書第26章）・║科疾患の特徴（第27章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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13 神経疾患

高齢者における神経疾患の特徴（教科書第17章）

平野　克治
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：配布資料で、授業全体について復習する。

14 高齢者福祉と社会資源

高齢者をとりまく環境

平野　克治
事前学習（60分）：グループワークの課題に関し、シートに沿ってまとめる。

事後学習（60分）：グループワーク等での話し合いの内容など、復習する。　

15 高齢者のリハビリテーション

高齢者のリハビリテーション（教科書第35章）

平野　克治
事前学習（60分）：グループワークの課題に関し、シートに沿ってまとめる。

事後学習（60分）：グループワーク等での話し合いの内容など、復習する。　

評価 定期試験80％、提出物12％、授業参加態度8％として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

老年症候群についてのレポートに対してコメントする。

教科書 大内尉義・奈良勲/標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　老年学　第6版/医学書院/ISBN：978-4260056717

留意事項 適宜提示する

参考図書など 「老年症候群」の診察室/朝日選書/ISBN：978-4022630056

アクティブ・ラーニング 高齢者のとりまく環境について、他職種の立場になり意見を出し合うグループワークを行う。

実務経験のある
教員による授業

内科医としての臨床経験を活かして、老年期疾患の特異性について講義する。
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回

留意事項 ≉になし

参考図書など
ᨵゞ第䠒版 ᩆᛴデ療指針 上ᕳ㻛一⯡社ᅋ法人日本ᩆᛴ医学会┘修㻛䜈るす出版㻛2024年㻛ISBN：978-4867190838
ᨵゞ第䠒版 ᩆᛴデ療指針 下ᕳ㻛一⯡社ᅋ法人日本ᩆᛴ医学会┘修㻛䜈るす出版㻛2024年㻛ISBN：978-4867190845

アクティブ・ラーニング 心⫵⸽生トレーニングの実習と見学

実務経験のある
教員による授業

実㝿の臨床の⌧ሙにἢった具体的な内容の解説をする。

評価 定期ヨ験100䠂

課題に対する
フィードバックの方法

医療関連ニュースの解説　（）᪂ᆺコ䝻ナ䜴イルスឤᰁ

教科書 ⣔統看護学講ᗙ別ᕳ ᩆᛴ看護学 第7版㻛山ໃ༤ᙲ著㻛2024年㻛ISBN：978-4260053075

8 ⢭神≧䜈の対ᛂ

ᩆᛴでよくみられ䛘る⢭神≧とは、⢭神≧時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

7
⁒Ỉ䜈の対ᛂ
่ည䜈の対ᛂ

⁒Ỉとは、⁒Ỉ時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
่ညとは、่ည時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する

6
⇕䜈の対ᛂ
中ẘ䜈の対ᛂ

⇕とは、⇕時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
中ẘとは、中ẘ時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する

5
体 異ᖖ䜈の対ᛂ
እയ䜈の対ᛂ

⇕中、ᝏᛶ高⇕、ᝏᛶೃ⩌、ప ≧とは、各≧のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
⬺Ỉ、ᾋ⭘、高カリ䜴䝮⾑、ప⾑⢾とは、各≧ᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

4
Ἢᒀჾ・生Ṫჾ㞀ᐖ䜈の対ᛂ
体ᾮ・௦ㅰ異ᖖ䜈の対ᛂ

⭜背㒊③、ᒀ㛢、⾑ᒀ、正ᛶჾ出Ḟ、各≧のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
⬺Ỉ、ᾋ⭘、高カリ䜴䝮⾑、ప⾑⢾、各≧のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

3
ショック、ᚠ⎔㞀ᐖ䜈の対ᛂ
ᛴᛶ⭡䜈の対ᛂ

ショックとは、ショック・ᚠ⎔㞀ᐖ時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
ᛴᛶ⭡とは、ᛴᛶ⭡のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

2
意識㞀ᐖ䜈の対ᛂ
྾㞀ᐖ䜈の対ᛂ

意識㞀ᐖとは、意識㞀ᐖ時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ
྾㞀ᐖとは、྾㞀ᐖ時のᩆᛴฎ⨨と検ᰝ

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

1 心⫵Ṇ≧態䜈の対ᛂ

一次ᩆฎ⨨、次ᩆฎ⨨、小ඣの心⫵⸽生

ᮡ山　ㄔ
事前学習：≉になし

事後学習(40分）：講義内容をよく復習する　

授
業
概
要

ᩆᩆᛴ医療の概論と基本的なᩆᛴฎ⨨について講義する。また、一⯡ᕷẸも行䛘るᩆᛴ⸽生法（ᩆᛴ手当）䜔ᩆᛴ⸽生法以እの手当（ᛂᛴ手当）を
理解､修得する。ᛴኚ時、ᩆᛴฎ⨨の必要なᝈ者さ䜣の対ᛂを医療従事者として理解､修得する。
講義内容は、യと出⾑・ショック、⇕中・അ発ప体 、⇕യ、⸆≀中ẘ、㻭㻱Dの⏝法等である。

到
達
目
標

ᩆᛴのシステ䝮を述䜉ることができる。
一次ᩆฎ⨨に関し概␎を説明し実行ができる。
ฎ⨨䜔⇕യ、ショックに関し説明ができる。
ᛴᛶ期の体 ⟶理䜔栄養⟶理に関し概説できる。
⸆≀中ẘ䜔自ẅ者に関し概␎を理解できる。
医療Ᏻ・医療倫理に関し理解し⡆単に説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門基礎科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

と㞀ᐖの成り立ち䛚よび回復㐣⛬のಁ進

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTC1/HOTD1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及び䝯ールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

ᩆᩆᛴ学概論
必修 講義 1単位 3年後期 ᮡ山　ㄔ

○
Introduction to Emergency and Critical Care (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ
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目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

リハビリテーション概論
必修 講義 2単位 1年前期 㭯見隆正

○
Introduction to rehabilitation (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

保健医療福祉とリハビリテーションの理ᛕ

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード 䠤䠫䠰䠠1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1
リハビリテーション⥲論①オリ䜶ン
テーションと医療のཎⅬ

リハビリテーション専門職を目指したཎⅬを㉳しながらリハビリテーションの位⨨づけを理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：教科書（専ᨷ分野）の第1❶を通ㄞしリハビリテーションのㄒᙡを理解する

事後学習（10分）：リハのㄒ※の意ྜい、定義の背景を復習する

授
業
概
要

リハビリテーションのṔྐと理ᛕ䛚よび医学的リハ、社会的リハ、職業的リハ、教育的リハを᥎進するう䛘での䠥䠟䠢のどⅬ、ከ職種連携の意義とその᭷り
ᵝ、地域ໟᣓケアシステ䝮との関連ᛶについて教授する。具体的には䝜ーマライゼーション、㞀ᐖ者の自立を目指すᑵປᨭ䜔自立ᨭのᅾり方、さら
に地域リハビリテーションでは䠟䠞䠮の理ᛕを㋃ま䛘た地域ໟᣓケアシステ䝮との関連ᛶを解説し、リハビリテーションマインドに基づく理学・作業療法の
展開を教授する。

到
達
目
標

1) リハビリテーションの定義、理ᛕとཎ๎を理解し、㞀ᐖ分㢮との位⨨づけを理解できる。
2) ᝈ者・㞀ᐖ者の心理・社会的ഃ㠃を理解し、䠥䠨䜔䝜ーマライゼーションの背景と意を理解できる。
3) リハビリテーション医療に䛚けるチー䝮医療について理解できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3
リハビリテーション⥲論③䝜ーマラ
イゼーションと䠥䠨㐠動

䝜ーマライゼーションと䠥䠨㐠動の発⚈とその背景を理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：身㏆な生活ሙ㠃での䝜ーマライゼーションをᛮ考する

事後学習（15分）：䝜ーマライゼーションと䠥䠨㐠動を復習する

2
リハビリテーション⥲論②リハビリ
テーションとは

リハビリテーションの定義、ㄒ※とその背景を理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：医療䜔福祉の時事問題等からリハビリテーションを考䛘る

事後学習（10分）：リハビリテーションの定義を復習する

5
リハビリテーション⥲論䐣䠝䠠䠨
（a㼏ti㼢ities 㼛f 㼐ai㼘㼥 㼘i㼢i㼚g）と䠭䠫䠨
（㼝㼡a㼘it㼥 㼛f 㼘ife）

䠝䠠䠨と䠭䠫䠨の定義・≉ᛶと分㢮について理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：自身の1日の㻭D㻸を振り㏉りどのような動作・意義があるかをᛮ考する

事後学習（10分）：㈨ᩱを基に䠝䠠䠨と䠭䠫䠨の定義・≉ᛶを復習する

4
リハビリテーション⥲論④ᡃがᅜ
の䝜ーマライゼーション

ᅜ内の䝜ーマライゼーションの⌧≧と課題を理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：身㏆な生活ሙ㠃での䝜ーマライゼーションをᛮ考する

事後学習（10分）：䝜ーマライゼーションの課題を考䛘る

7
⬻⾑⟶㞀ᐖ事からリハビリテー
ションを考䛘る

事の発から社会復ᖐまでの㐣⛬の課題を考䛘る

㭯見隆正
事前学習（5分）：⬻の解๗を概観する

事後学習（15分）：中ᯡ神経䝯カニズ䝮を復習する

6
健康と医学的リハビリテーション
の対㇟

健康と㞀ᐖとの関連を学䜆医学的リハ対㇟を理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：健康の定義を考䛘医学的リハの対㇟・㞀ᐖをᛮ考する

事後学習（15分）：㈨ᩱを基に健康䜔医学的リハの対㇟・㞀ᐖを復習する

9 リハビリテーション領域②

教育的リハ、職業的リハ、社会的リハについて理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：リハの4領域について事前☜認する

事後学習（10分）：リハの4領域についてを復習する

8 リハビリテーション領域①

リハビリテーションのᅄ領域とその背景について理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：医学的リハの対㇟ᝈからὴ生するㅖ課題をᛮ考する

事後学習（15分）：リハの各領域の目標、課題等について㈨ᩱを基に復習する

11 医学的リハと医療ᶵ関について

医学的リハでの医療設の分㢮とᶵ能を理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：医療ᶵ関、院について☜認する

事後学習（10分）：医学的リハの対㇟ᝈを復習する

10 㞀ᐖとは

リハビリテーションに関連する各専門職のᙺとチー䝮医療について理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：㞀ᐖについてᛮ考し、ᅜ㝿的な㞀ᐖ分㢮について学習する

事後学習（10分）：医療、社会生活に䛚ける㞀ᐖとそのᨭを復習する

12 地域リハビリテーション

地域リハビリテーションのኚ㑄、地域ໟᣓケア等について理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：地域リハビリテーションをᛮ考し、目指す専門職との関連ᛶを考䛘る

事後学習（10分）：㈨ᩱを基に地域リハビリテーションの意義、展開を復習する
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13
リハビリテーションに䛚けるチー䝮
医療

チー䝮医療の目的、⤌⧊、アプ䝻ーチについて理解する

㭯見隆正
事前学習（10分）：医療⌧ሙ、福祉行ᨻ⌧ሙに䛚ける専門職のᙺをᛮ考する

事後学習（15分）：㈨ᩱを基にチー䝮医療を概観し各専門職間の連携を復習する

15 事のチー䝮医療の発表䊡

各事に関するチー䝮医療を䠣䠳にてプレゼンテーションをする

㭯見隆正
事前学習（20分）：プレゼンテーションに向けて䝟ワー䝫イントにて準ഛする

事後学習（20分）：発表後の質を振り㏉り学習をする

14 事のチー䝮医療の発表䊠

ᶍᨃ事に対するリハアプ䝻ーチをチー䝮医療の観Ⅼでプレゼンテーションする

㭯見隆正
事前学習（20分）：プレゼンテーションに向けて䝟ワー䝫イントにて準ഛする

事後学習（20分）：プレゼンテーションの内容を☜認する

留意事項 初回講義時に説明する

参考図書など
中村隆一編著(2009)：ධ門リハビリテーション概論、医ṑ⸆出版(ISBN：978-4-263-21326-1)
中山Ꮥ(編): ビ䝆ュアルレクチャー理学療法基礎療学䊠 㐠動療法 医ṑ⸆出版（ISBN：978-4-263-21806-8）

アクティブ・ラーニング ᶍᨃ事の演習を通してリハ対ᛂについて䠝䠨をಁす。１３・１４・１５コマ

実務経験のある
教員による授業

大学院で24年間の臨床経験を基に、リハビリテーションを臨床的に講義する

評価 ➹記ヨ験（70䠂）と小テスト（30䠂）で評価

課題に対する
フィードバックの方法

定義、各種アプ䝻ーチ等については、事等の経⦋、䠥䠟䠢による⌧≧からከ㠃的にフィードバックする

教科書
PT学生：加⸨᐀つ編集(2018)：PTスタート䜺イド　基礎理学療法概論 䝯䝆カルビュー社 第１版 ISBN：9784758319218
OT学生：「作業療法概論」（ᨵゞ第３版　2011）日本作業療法士༠会┘修　༠ྠ医書出版　ISBN：978-4-7639-2118-5
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留意事項 特になし

参考図書など 厚生労働省など関連省庁のHPの該当ページについて講義内で紹介をする

アクティブ・ラーニング 講義の中で適宜グループワークやディスカッションを行う

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての回復期リハビリテーション病棟、外来、訪問看護ステーションでの臨床経験を活かして、臨床において遵守す
べき法律と倫理観についての考え方を講義する

評価

定期試験76％、授業時の提出課題24％で評定を行う
※授業後に授業の振り返りとしてmanabaにアンケートを毎回オープンします。「授業で学んだこと」「質問」をそれぞれ記入するこ
とを事後課題とします。期日内に入力し，よく書けている場合は3点、記入があまりない場合は2点、期日から遅れて提出の場合
は1点、未提出は0点とする。

課題に対する
フィードバックの方法

manabaにおけるフィードバック及び授業内での補足説明を行う

教科書 指定なし（本講義用に関連法規についてまとめた資料を使用）

8
これからの理学療法士・作業療法
士像と職業倫理／制度改定の概
要

世の中の様々なニーズと職業倫理のバランスについて／制度改定の変遷と今年のトピックス

中本　久之
事前学習：(30分)　前回講義内容の復習をする

事後学習：(40分)　本講義全体の内容を改めて復習する

7
総合支援法の中の理学療法士・
作業療法士

総合支援法における理学療法士・作業療法士の役割を解説する

中本　久之
事前学習：(30分)　レジュメの総合支援法部分を予読する

事後学習：(20分)　講義内容を確認する

6 地域包括ケアシステム

今、地域で理学療法士・作業療法士に求められていることとは？

中本　久之
事前学習：(30分)　地域包括ケアシステムについてインターネット記事を調べる

事後学習：(20分)　講義内容を確認する

5
介護保険制度の中の理学療法
士・作業療法士Ⅱ

介護保険法関連施設における理学療法士・作業療法士の役割について（各論）

中本　久之
事前学習：(30分)　前回講義内容の復習をする

事後学習：(20分)　講義内容を確認する

4
介護保険制度の中の理学療法
士・作業療法士Ⅰ

介護保険法における理学療法士・作業療法士の役割について（概論）

中本　久之
事前学習：(20分)　レジュメの介護保険部分を予読する

事後学習：(20分)　講義内容を確認する

3
医療制度と理学療法士・作業療法
士法Ⅱ

医療関連施設における理学療法士・作業療法士の役割について（各論）

中本　久之
事前学習：(20分)　前回講義内容の復習をする

事後学習：(20分)　講義内容を確認する

2
医療制度と理学療法士・作業療法
士法Ⅰ

医療制度における理学療法士・作業療法士の役割について（概論）

中本　久之
事前学習：(20分)　理学療法学概論、作業療法概論の復習をする

事後学習：(30分)　講義内容を確認する

1 理学療法と作業療法の専門性

職種の専門性について相互理解をする

中本　久之事前学習：(30分)　理学療法学概論、作業療法概論の復習と志望理由の振り返りを行う

事後学習：(30分)　授業内容を振り返る。日本理学療法士協会、日本作業療法士協会のHPを閲覧する

授
業
概
要

理学療法士または作業療法士としての職責を遂行するための基本的な法規の内容を理解するために、保健医療福祉制度（主としてリハビリテーション
専門職に関係する保健医療制度）に関連する主要な法律と保険の基本的枠組みについて講義を行う。

到
達
目
標

1）法規（医療保険，介護保険，障害者総合支援法）の理解と理学療法士・作業療法士の置かれた立場について理解し、それぞれの領域での役割を
   説明することができる
2）地域包括ケアシステムの中での理学療法士・作業療法士の役割を理解し、説明できる。
3）社会のニーズを捉え、理学療法士・作業療法士としての将来像を形成できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門基礎科目
DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

保健医療福祉とリハビリテーションの理念

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HPTB1/HOTA1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目医療制度と関連法規

必修 講義 1単位 1年後期 中本　久之Medical system, nursing insurance and
the other laws

○
(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次
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実務経験の
ある教員に
よる科目

終末期医療論
必修 講義 1単位 3年前期 平野　克治

○
Terminal care  theory (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HPTC1/HOTD1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門基礎科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

保健医療福祉とリハビリテーションの理念

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

主にがんと悪性腫瘍に対する終末期を対象とする。日本におけるターミナルケア、緩和医療の進歩と課題を学ぶ。各個人によって異なる「終末期」を支
援するために、考慮すべきことは何か、実践すべきことは何かを理解する。 また、医療全般にわたる緩和医療・緩和ケアの介入の必要性について理解
し、よりよい終末期医療、患者及び患者家族の支援について考える。

到
達
目
標

1）がんの進行期・終末期の患者にみられる代表的な身体症状と治療について説明できる
2）がんの進行期・終末期の患者の精神・心理的問題について説明できる
3）緩和ケアチームの役割について説明できる
4）緩和ケアにおけるリハビリテーションの役割について説明できる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 終末期医療の概念

終末期医療とは。終末期医療の現状と課題

平野　克治
事前学習 (20分）：「終末（期）医療」でネット検索し該当したHPを読む

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　　　 

2 患者の抱える痛みや苦しみ１

がん患者の身体症状と緩和ケア　①

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書 P26-41を読む　　　　　　　　　　　　

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　　

3 患者の抱える痛みや苦しみ２

がん患者の身体症状と緩和ケア　②

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書P68-132を読む　　　　 　　 　　　　　

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　

4 患者の抱える痛みや苦しみ３

がん患者の精神症状と緩和ケア

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書P42-47を読む                    

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　　

5
"緩和ケア病棟とは
緩和ケアチームの役割と活動"

緩和ケアチームが行う支援

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書　教科書P14-17とP168-178を読む　　

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　

6
緩和ケアにおけるリハビリテー
ションの意義

終末期の患者のリハビリテーション。医師としてOT/PTに求めるもの。

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書P60-66を読む 　　　　　　　　　　　　

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　

7 家族支援のあり方

家族支援の意義とあり方

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書 P192-210　を読む　　　　　　　　　

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　　

8 医療者のストレスマネジメント

自分自身のためのストレスマネジメント

平野　克治
事前学習 (20分）：教科書P264－269を読む 　　　　　　　　　　 

事後学習 (40分）：配布資料と教科書で復習する　　　　　　　

評価 定期試験80％、提出物12％、授業参加態度8％として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

DNRのレポートに対してコメントする。

教科書 緩和ケアが主体となる時期のがんのリハビリテーション/中山書店/ISBN：978-4521737171

留意事項 適宜提示する

参考図書など
終末期リハビリテーションの臨床アプローチ/メジカルビュー/ISBN：978-4-7583-1718-4
がんのリハビリテーションマニュアル/ISBN：978-4-260-04643-5

アクティブ・ラーニング リハスタッフとして終末期の患者に何ができるかグループワークを通じて学習する。

実務経験のある
教員による授業

内科医の診療経験を活かして、終末期に必要な医療について講義する。
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12
レポートの書き方（MSワード、MS
䜶ク䝉ルの使用方法）

レポートを作成するための 㼃or㼐、㻱㼤㼏e㼘の基本的な使い方について教授する。

森尾　裕志
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

10 本・文⊩のㄞ䜏方

大学の学習において㔜せである本・文⊩のㄞ䜏方について教授する。

㭯ぢ　㝯ṇ
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

11
レポートの書き方（基本的なルー
ル）

基本的な文書の書き方やルール、レポートのᙧᘧについて教授する。

ᒣ田　ᣅ実
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

8
ሗの᥈し方（図書㤋の用方
法）

大学において学修や◊✲を㐍めるためのሗをᚓるᡭẁとして、図書㤋の用方法を教授する。

ୗ田　ᰤḟ
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

9
ሗの᥈し方（インター䝛ットの
用方法）

大学において学修や◊✲を㐍めるためのሗをᚓるᡭẁとして、インター䝛ットの用方法を教授
する。

୰村　ኖ志
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

6
ノートのྲྀ䜚方（授業の理ゎにྥ
けて）

授業の理ゎを῝め、ၥⅬをⓎぢできるようなノート・テイクを教授する。

Ḉ井　ዲ⨾
事前学習：事前に㓄ᕸする資料を⇍ㄞして䛟る。

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

7
ノートのྲྀ䜚方（ᐃᮇ試験やレポー
トにྥけて）

ᐃᮇ試験やレポート作成に᭷用なノート・テイクを教授する。

Ḉ井　ዲ⨾
事前学習：事前に㓄ᕸする資料を⇍ㄞして䛟る。

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

4 大学で学ぶとは䠛

大学で学ぶ䛣との意義や目的について、₇習ᙧᘧで考䛘る。

ᆏୖ　᪼事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

5 医学を学ぶᚰᵓ䛘

医学のⓏ❳門となるゎ๗学や生理学などの基礎医学の㔜せᛶについて教授する。

ᰘ田　ᫀ和
事前学習：Ẽとはఱかをㄪべ、説明できるようにする。

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

2
医療専門職を目指す大学生の♩
⠇について

社会生活の基礎となる♩・♩⠇の意義と㔜せᛶについて教授する。

ᑠᯘ　和ᙪ
事前学習：♩や♩⠇がな䛬ᚲせか考䛘て䛟る。

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

3 SNSの用と䛭のὀ意Ⅼ

SNSなどインター䝛ット用についてと䛭のὀ意Ⅼ、また、ሗのఏ㐩の方（ビジ䝛スメールの書
き方）について教授する。

୰尾　㝧ග
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1
大学での学䜃（ᒚ修Ⓩ㘓・成⦼評
価䜋か）

大学生活をに㏦るための教務的なྲྀ䜚Ỵめ、㻰Pや㻯Pを教授する。

大森　ᆂ㈉
事前学習：学生౽ぴをㄞ䜏、アドミッションポ䝸シー、カ䝸キュラ䝮ポ䝸シー、ディプロ䝬ポ䝸シーを☜ㄆして䛟る。

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

基礎理学療法学

㻰P3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁ミュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣とができる。

㻰P4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃職✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣とができる。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント୰ᚰの医療をయ的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅ域社会に㈉⊩する䛣とができる。

㻰P6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわた䜚⮬らの専門領域を実㊶し⥆ける䛣とができる。

授
業
概
せ

学生がに大学生活に⛣⾜できるように、大学のシステ䝮を理ゎするとと䜒に、大学で学ぶためのスタディ・スキル（基本的な学習技⾡）を㌟に付け
る。また、理学療法士という医療専門職を目指す学生として守るべき規範やとるべき学習態度を理ゎする。

฿
㐩
目
ᶆ

1㻕大学という場と䛭䛣での学䜃とはどういう䜒のなのかを理ゎする。
2㻕大学で学ぶためのスタディ・スキルを理ゎする。
3㻕医療専門職にồめられる⣲㣴を理ゎする。

ナンバ䝸ング䝁ード HPTA1 䜸フィスアワー
本科目に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥れ
た㛫にཷけ付ける

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の㛵㐃

専門科目 㻰P1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝ビ䝸テーションの専門職として㧗度な知㆑と技⾡を㌟につけ、実㊶する䛣とができる。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵きయ的に⾜動する䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実㊶する䛣とができる。

理学療法教㣴基礎

Liberal Arts and Foundation for
Physical Therapy

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚲ修 ₇習 2༢ 1ᖺ前ᮇ
ᆏୖ　᪼・大森ᆂ㈉・ᑠᯘ和ᙪ・ᰘ田ᫀ和・㭯ぢ㝯ṇ
森尾裕志・ᒣ田ᣅ実・ᩧ藤⍆Ꮚ・Ḉ井ዲ⨾・୰尾㝧ග

大村優慈・ୗ田ᰤḟ・୰村ኖ志・土田将之 䕿
㻔30㛫㻕
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評価 レポート（100％）にて評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書 網本和（監）加藤宗規（編）/2023/PTスタートガイド　基礎理学療法概論改訂第2版/メジカルビュー社/ISBN：978-4-7583-2256-0

留意事項 特になし

参考図書など
①佐藤望 編著/2019/アカデミック・スキルズ 大学生のための知的技法入門/慶應義塾大学出版会
/ISBN：978-4-7664-1960-3
②石井一成/2011/ゼロからわかる 大学生のためのレポート・論文の書き方/ナツメ社/ISBN：978-4-8163-5057-3

アクティブ・ラーニング グループディスカッション・プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床現場での学生指導の経験を活かして、理学療法士という医療専門職を目指す学生として守るべき規範
やとるべき学習態度について講義する。

14 医学用語

医学、特に理学療法学領域において用いられる専門用語（日本語）について教授する。

大村　優慈
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

15 理学療法士の臨床

大学において理学療法学を学ぶための動機付けとして、理学療法士の実際の臨床業務を紹介す
る。

土田　将之
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。

13
レポートの書き方（MSパワーポイ
ントの使用方法）

レポートを作成するための Power Point の基本的な使い方について教授する。

森尾　裕志
事前学習：なし

事後学習（30分）：講義資料と学修内容をノートにまとめる。
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実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法概論
必修 講義 1単位 1年前期 小林　和彦

○
Principles of Physical Therapy (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

基礎理学療法学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTE1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1
理学療法士の事と対㇟及び⌧
≧

理学療法士の業務、理学療法の対㇟、理学療法士の⌧≧について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚2～㼜㻚7をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

授
業
概
要

理学療法士としての臨床経験を活かし、理学療法とはఱか、理学療法のᙺと専門ᛶについて概説する。具体的にはリハビリテーションの概要、リハビ
リテーション医学に䛚ける位⨨づけ、業務内容、学問的体⣔等について論じ、将᮶、理学療法士となるための動ᶵづけを行うとともに理学療法に関する
基本的な知識を教授する。本講義は᭱初の理学療法専門科目であり、理学療法に対する意ḧ、⯆関心、基礎的価್観を養う。

到
達
目
標

1）リハビリテーションに䛚ける理学療法の位⨨付けについて習得し、その基本的事項を説明できる。
2）理学療法・理学療法士について習得し、その基本的事項を説明できる。
3）理学療法の具体的な流れについて習得し、その基本的事項を説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 理学療法士䜈の㐣⛬と関連職種

理学療法士なるまでの㐣⛬と関連する職種について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚14～㼜㻚19をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

2
理学療法士の定義と意義及び
事のሙ

理学療法士の定義と意義、理学療法士の職ሙについて概説する。。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚8～㼜㻚13をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

5 㯞⑷の回復ಁ進

㐠動㯞⑷䛚よび㯞⑷の回復ಁ進に関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚22～㼜㻚23をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

4 ➽力ቑᙉトレーニング

➽力とቑᙉトレーニングに関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚20～㼜㻚21をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

7 ≀理療法・ᚐ手療法

≀理療法䛚よびᚐ手療法に関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚26～㼜㻚29をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

6 関⠇ྍ動域㐠動・ストレッチング

関⠇ྍ動域㐠動䛚よびストレッチングに関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚24～㼜㻚25をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

9 義⫥・具・㌴᳔Ꮚ・᮫

義⫥・具・㌴᳔Ꮚ・᮫に関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚36～㼜㻚39をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

8 身体バランス

身体バランスに関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚30～㼜㻚31をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

11 ᗫ⏝ೃ⩌

ᗫ⏝ೃ⩌とはఱか、䛚よびその基礎的事項について概説する。

小林　和彦
事前学習（30分）：テキスト㼜㻚44～㼜㻚45をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

10 日ᖖ生活活動⦎習

日ᖖ生活活動とその⦎習方法に関する基礎的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚40～㼜㻚43、㼜㻚76～㼜㻚78をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

12 リラクゼーション・③みの療

③みとリラク䝉ーションの基本的事項について概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚74～㼜㻚79をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：バランスとは、バランスの㞴᫆度、評価のための考䛘方について復習する。
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13 接ᝈ・接㐝

接ᝈ・接㐝の基本と重要ᛶについて概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚84～㼜㻚87をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

15 一⯡的な理学療法の流れ

一⯡的な理学療法の流れについて概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：ሗ収集・検ᰝ 定、問題Ⅼのᢳ出、䝂ール設定、療計画等をㄪ䜉てくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

14
医療㠃接・インフ䜷ー䝮ドコン䝉ン
ト

医療㠃接・インフ䜷ー䝮ドコン䝉ントの基本と重要ᛶについて概説する。

小林　和彦事前学習（30分）：テキスト㼜㻚84～㼜㻚87をㄞ䜣でくる。

事後学習（60分）：授業にて重要であると指した、専門⏝ㄒの理解と記᠈に務める。

留意事項 主に専門⏝ㄒの意を自学自習し、理解することが重要である。

参考図書など
①内山靖編集(2014)：標準理学療法学　理学療法学概説、医学書院(ISBN：978-4-7583-2256-0)　②石川朗⥲編集（2017）：15レ
クチャー理学療法テキスト 理学療法概論、中山書店（ISBN：978-4-521-73233-6）　③ᗉ本康編集（2017）：PT・OTビ䝆ュアル
テキスト 理学療法概論（2017）、羊土社（ISBN：978-4-7581-0224-7）

アクティブ・ラーニング アクティブラーニングとして、授業内に適宜ディスカッションをྲྀりධれる。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士の㈨᱁を᭷し院・設に䛚ける臨床活動の経験から、理学療法の基本的な内容について実践的な授業を行う。

評価 小テスト15䠂　➹記ヨ験85䠂。

課題に対する
フィードバックの方法

授業時に口㢌説明にて行う。

教科書 加⸨᐀つ編集(2024)：PTスタート䜺イド　基礎理学療法概論 䝯䝆カルビュー社 第２版（ISBN：9784758319218）
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回

留意事項 演習授業であるため、動きやすい服装で参加する。

参考図書など
①内山靖編集/2014/標準理学療法学　理学療法学概説/医学書院/ISBN：978-4-260-01336-9、②石川朗総編集/2017/15レク
チャー理学療法テキスト 理学療法概論/中山書店/ISBN：978-4-521-73233-6、③庄本康治編集/2017/PT・OTビジュアルテキス
ト 理学療法概論/2017/羊土社/ISBN：978-4-7581-0224-7

アクティブ・ラーニング 講義の中で適宜グループワークやディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は、理学療法士の資格を有し病院・施設等での臨床経験から、各授業内容について実践的な授業を行う。

評価 レポート80%、小テスト20%

課題に対する
フィードバックの方法

授業時に口頭説明にて行う。

教科書 加藤宗規編集/2023/PTスタートガイド 基礎理学療法概論/メジカルビュー社/第２版/ISBN：978-4-7583-2256-0

8
理学療法士によるスポーツ支援に
ついて学ぶ

スポーツ理学療法について概説し、その意義・課題等についてグループディスカッションを行い、レ
ポートにまとめる。

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

7
認知症予防エクササイズを体験す
る

認知症および軽度認知機能障害の病態、主な症状について概説する。認知症予防エクササイズを
体験後、グループディスカッションを行い、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

6 障害のある方の歩行を体験する

脳卒中片麻痺の病態、後遺症および歩行の問題点について概説する。脳卒中片麻痺者の杖歩行
を体験後、グループディスカッションを行い、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

5
障害のある方の起居動作を体験
する

脊髄損傷と頚髄損傷の基本事項について概説する 。頚髄損傷者の寝返り・起き上がりを実践し、
グループディスカッションの後、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

4
障害のある方の車椅子移動を体
験する

車椅子介助の方法について概説する。歩道を自力走行し、不整路や坂道、段差などを体験する。
グループディスカッションを行い、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した課題に対してグループでまとめる。

3
障害のある方の車椅子操作を体
験する

車椅子の各部分の名称とその役割について概説する。片麻痺者の車椅子操作を体験、グループ
ディスカッションを行い、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

2 患者様とコミュニケーションを取る

コミュニケーションの基礎、望ましい非言語行動について概説する。患者役と理学療法士役に分か
れてロールプレイングを行い、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

1
障害のある人(脳性麻痺者)を理解
する

脳性まひの病態・障害、脳性まひ者の生活について概説する。１人の脳性まひ青年の生き方を知
り、レポートにまとめる。

小林　和彦
事前学習（20分）：授業内容に関連する資料・参考図書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：授業で実施した内容を理解し、全体的に復習する。

授
業
概
要

本講義では、理学療法士としての臨床経験を活かし、臨床上、理学療法士が体験しておくべき重要課題について体験実習を行う。各課題についてグ
ループディスカッションを行う中で、なぜそのようなことを学ぶ必要があるのか、理学療法士として知っておく必要があるのか、等に関する気づきや学びを
得る。そして、学びの成果をレポートにまとめ提出する。

到
達
目
標

1)障害のある人を理解できる。　
2)患者とのコミュニケーションの取り方を理解できる。　
3)理学療法における主なアプローチの方法を体験し、理学療法士の業務内容を具体的にイメージできるようになる。　
4)理学療法士が対象とする障害のある人の心理面を理解し、その人の悩みや苦しみを想像することが出来る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

基礎理学療法学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法概論演習
必修 演習 1単位 1年後期 小林　和彦、中尾　陽光

○
Practice of Physical Therapy (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次
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12
㉳き上がり動作のバイオメカニク
ス2

㉳き上がり動作の分析

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊣3-4を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

10 ᐷ返り動作のバイオメカニクス2

ᐷ返り動作の分析

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊢3-4を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

11
㉳き上がり動作のバイオメカニク
ス1

㉳き上がり動作の運動パターンとメカニズム

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊣1-2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

8 歩行の分析

歩行分析の䝫イントを動⏬を用いて解説する。【グループワーク】歩行分析を行う。

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書䐠ᕳᮎの歩行分析シートの内ᐜを☜認する

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

9 ᐷ返り動作のバイオメカニクス1

ᐷ返り動作の運動パターンとメカニズム

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊢1-2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

6
歩行のバイオメカニクス䠐
歩行中の筋活動

歩行中の筋活動と関節䝰ーメント

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書䐠歩行の筋活動を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

7
歩行のバイオメカニクス䠑
歩行の⚄経機構㻌␗ᖖ歩行

歩行の⚄経機構㻌␗ᖖ歩行

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊥5を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

4
歩行のバイオメカニクス䠎
立⬮期

立⬮期の各┦のᴫせ・3つの䝻ッカーフ䜯ンクシ䝵ン

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊥2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

5
歩行のバイオメカニクス䠏
㐟⬮期・㔜ᚰ制御と⫤関節の୧ഃ
ᛶ活動

㐟⬮期の各┦のᴫせ・㔜ᚰ制御と⫤関節の୧ഃᛶ活動

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊡5と䊥2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

2 動作分析の基礎

動作␗ᖖに関する機能㞀ᐖ・௦ൾ運動

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①ᗎㄽを読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

3
歩行のバイオメカニクス䠍
歩行の基礎ຊ学

歩行のຊ学ⓗ䜶䝛ル䜼ー

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊣1を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

1 ጼໃ制御のバイオメカニクス

ጼໃ制御の基礎ⓗ事項

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①䊡1-4を読んで䛚く　

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

基礎理学療法学

授
業
ᴫ
せ

ᐷ返り・㉳き上がり、座位でのリーチ動作、立ち上がり、歩行等の基本動作に䛚䛡る関節運動䜔筋活動について学習し、身体運動がどのようなメカニズ
ムでᡂり立䛳ているのかを理解する。䜎た、学⏕ྠ士で動作を観察しあうことにより、ᖖ⪅の動作のከᵝᛶについて理解する。䛥らに動⏬からᝈ⪅の
␗ᖖ動作がどのような運動学ⓗせ⣲の␗ᖖ䜔◚たんによ䛳て構ᡂ䛥䜜ているのかを明らかにし、␗ᖖ身体運動の出⌧メカニズムを運動学ⓗに考察す
る。

฿
㐩
┠
ᶆ

1㻕㻌ᐷ返り動作のメカニズムを説明できる
2）㉳き上がり動作のメカニズムを説明できる
3㻕立ち上がり動作のメカニズムを説明できる
4）着座動作のメカニズムを説明できる
5㻕歩行のメカニズムを説明できる

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 オフィスアワー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤するオフィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た間に受䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学位授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

ᑓ㛛科┠ 㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝ビリテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶することができる。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵き体ⓗに行動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することができる。

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単位ᩘ
㻔間ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

臨床運動学
ᚲಟ 講義 1単位 2ᖺ後期 櫻井　好美

䕿
Clinical Kinesiology 㻔30間㻕

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 小テスト20％　　定期試験80％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは原則として実施後1週間以内に返却する。
定期試験については、終了後に講評ならびに模範解答の説明会を行う。

教科書
1）動作分析　臨床活用講座/石井慎一郎著/メジカルビュー/2013/ISBN：978-4758314749【全講義で使用する】
2）15レクチャーシリーズ　臨床運動学/石川　朗　編集/中山書店/2015/ISBN：978-4521736655【2・6・8回で使用する】

留意事項 単元の部位を触察できる服装（Tシャツ・スパッツ等）で受講すること。スカートでの受講は認めない。

参考図書など
臨床に役立つ歩行運動学/畠中泰彦著/運動と医学の出版社/ISBN：978-4904862551
身体運動学　関節の制御機構と筋機能/市橋則明編/メジカルビュー社/ISBN：978-4758317122

アクティブ・ラーニング 各講義中に動作理解のための演習を行う。第8回と15回では観察による動作分析のグループワークを行う。

実務経験のある
教員による授業

講師は理学療法士としての臨床経験ならびに各種動作分析研究の実績から、基本動作のバイオメカニクスと評価の基礎を解説
する。

14 着座動作のバイオメカニクス2

着座動作の運動パターンとメカニズム

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①Ⅴ1-2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

15 立ち上がり・着座動作の分析

観察による立ち上がり・着座動作の分析　【グループワーク】動作分析を行う。

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①Ⅴ3-4を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　

13
立ち上がり動作のバイオメカニク
ス

立ち上がり動作の運動パターンとメカニズム

櫻井　好美
事前学習（30分）：教科書①Ⅴ1-2を読んでくる

事後学習（60分）：配布資料と教科書で復習する　　
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12 復 ᐃ

復 ᐃの概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

10 デ᩿のᣦᶆ,　ಙ㢗ᛶಀ数

デ᩿のᣦᶆ、ಙ㢗ᛶಀ数の概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

11 ୍ඖ㓄⨨分ᩓ分析

୍ඖ㓄⨨分ᩓ分析の概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

8 ┦関・回帰分析　演習

┦関・回帰分析のయを整理し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

9 分⾲の᳨ᐃ

分⾲の᳨ᐃの概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

6
ᕪの᳨ᐃ　䝜ン䝟ラ䝯トリック法,　
ᕪの᳨ᐃ演習

ᕪの᳨ᐃの䝟ラ䝯トリック法と䝜ン䝟ラ䝯トリック法を理解し、ᕪの᳨ᐃのయを整理し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

7 ┦関・回帰分析

┦関・回帰分析の概要と᳨ᐃ結果の読み方、適用の注意点を理解する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

4
㻾䝁䝬ン䝎ーの᧯స方法,　2ᶆᮏ
のᕪの᳨ᐃ　䝟ラ䝯トリック法

㻾䝁䝬ン䝎ーの使用方法、2ᶆᮏのᕪの᳨ᐃの概要と᳨ᐃ結果の読み方、適用の注意点を理解す
る。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

5
1ᶆᮏのᕪの᳨ᐃ　䝟ラ䝯トリック
法

1ᶆᮏのᕪの᳨ᐃの概要と᳨ᐃ結果の読み方、適用の注意点を理解する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

2 データのᑻᗘ・≉ᛶ್・グラフ

データのᑻᗘ分類や≉ᛶ್を理解する。グラフの≉ᚩ・意を理解する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認など、授業యについて復習する。

3 ᥎ᐃと᳨ᐃのᇶ♏

᥎ᐃの⤌みを理解する。統計的௬ㄝ᳨ᐃの⤌みを理解する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認など、授業యについて復習する。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 統計学のᇶ♏

統計学の概␎を理解する。統計学のᚲ要ᛶを理解する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認など、授業యについて復習する。

ᇶ♏理学療法学

㻰P6）༞業後䜒⮬ᕫ研㛑にດ䜑、⏕ᾭに䜟䛯り⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆けること䛜で䛝る。

授
業
概
要

ᮏ講義では௬ㄝをデータにᇶ䛵いて統計的に᳨ドし䛯り、データ解析の結果か䜙、᪂䛯な事実をⓎぢし䛯りすると䛝にᙺ❧つ統計的ᡭ法を㌟に付ける。
講義はデータの整理の方、ᖹᆒ、分ᩓ➼をồ䜑るグ㏙統計学よりጞ䜑、確⋡、ẕ㞟ᅋ、ᶆᮏᢳ出、確⋡分ᕸを学䜃、᭱⤊的に᥎ᐃ、᳨ᐃとい䛳䛯᥎
 統計学を解ㄝ、演習する。ᮏ講義は、理学療法学研究法、స業療法研究法、༞業研究のᇶ♏となる科┠である。

฿
㐩
┠
ᶆ

1)　データ解析のᇶ♏を学䜃, データの管理を行䛘る.
2)　ᚓ䜙れ䛯データの要⣙を行うこと䛜で䛝る.
3)　データか䜙ẕ㞟ᅋの᥎ᐃ, ᳨ᐃを行うこと䛜で䛝る.
4)　理学療法を行うୖで, 統計学䛜どのように用い䜙れているのか理解で䛝る.

䝘ンバリング䝁ード HPTA2 䜸フィスア䝽ー ᮏ科┠に関する㉁問は、授業の前後ཬ䜃䝯ー䝹でཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業認ᐃ・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

ᑓ㛛科┠ 㻰P2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行ືすることにより問題解Ỵにྥけて実践すること䛜で䛝る。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中ᚰの医療をయ的に提౪することによりᆅᇦ社に㈉⊩すること䛜で䛝る。

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢数
(㛫数)

㓄当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

統計学
ᚲಟ 講義 1༢ 1年後ᮇ 五嶋　裕子

䕿
Statistics (30㛫)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 レポート　100%

課題に対する
フィードバックの方法

講義内演習

教科書
15レクチャーシリーズ　リハビリテーションテキスト　リハビリテーション統計学　第2版/対馬栄輝・石川朗/中山書店/
2024年/ISBN：978-4521749907

留意事項 レポートや演習で使用するデータ保存用のUSBを準備すること.　データの管理には十分気を付けること。

参考図書など
1)　対馬栄輝/SPSSで学ぶ医療系データ解析/東京図書/ ISBN-13：978-4489022586 
2)　対馬栄輝/医療統計改易使いこなし実践ガイド/羊土社/ ISBN-13：978-4758102483 
他講義中に提示する

アクティブ・ラーニング 講義内で類似問題の演習を実施

実務経験のある
教員による授業

理学療法士と理学（数学）学士の資格を有しており、臨床研究の経験を活かして，データ解析について実践的な授業を行う。

14 多重ロジスティック回帰分析

多重ロジスティック回帰分析の概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

15 総復習,　演習

これまでのデータの整理と提出、実際の研究の活用法を紹介する。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。

13 重回帰分析

重回帰分析の概要と結果の読み方、適用の注意点を理解し、演習を行う。

五嶋　裕子
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習(60分）：用語の確認・実際の使用方法について復習する。
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回

評価 小テスト20％　　定期試験80％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは，後の講義の際に解答を示し，学生の質問を受け回答する。定期試験結果には講評を作成し、掲示によって学生に公
開する。

教科書 臨床研究の教科書 第2版/川村孝 (著)/ ISBN：978-4-260-04237-6

留意事項 １年次で学んだ「研究法入門」、「統計学」の授業を復習しておくと、授業の理解度が高まります。

参考図書など 臨床研究の道標 第2版＜下巻＞/福原俊一 (著)/ ISBN－978-4-903803-27-2

アクティブ・ラーニング 研究テーマとリサーチクエションをプレゼンテーションする。

実務経験のある
教員による授業

大学病院で臨床・研究、および大学院で院生の臨床研究の指導に従事していたことを授業に反映させる。

8 研究倫理と研究計画、まとめ

研究倫理と研究計画の立案、研究計画書の作成について教授する（pp139-168）。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料をまとめ、ノートを整理する。　

6 統計手法

統計手法の選択方法について教授する（pp57-pp137）。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料をまとめ、ノートを整理する。

7 論文化，図・表の書き方

論文化と図・表の特徴、書き方、ポスター発表の準備や手順について教授する。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料をまとめ、ノートを整理する。

4
研究デザイン２（観察研究，アン
ケート調査，介入・実験研究）

観察研究，アンケート調査，介入（実験）研究について教授する（pp15-57）

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：リサーチクエッションを明らかにする研究デザインを考える。

5 測定尺度・測定指標

測定尺度の特徴を知り、機器を使用した測定の注意点について教授する。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料をまとめ、ノートを整理する。　

2 文献検索の方法

文献検索の方法について教授する。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料を参考にして，文献検索をする。

3
研究デザイン１（シングルケース
法）

研究テーマとリサーチクエッションをプレゼンテーションする。研究デザインの概要とシングルケース
法について教授する（pp15-57）

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：研究テーマを見つけ，リサーチクエッションを再考する。　

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
研究の必要性と研究テーマの見
つけ方

研究の必要性、重要性、分類、研究テーマの見つけ方、リサーチクエッションについて教授する
（pp6-pp10）。

山田拓実
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：講義内容・資料をまとめ、ノートを整理する。

基礎理学療法学

授
業
概
要

理学療法学研究法では、理学療法における研究の必要性について論じ、研究の形態や手順について研究例を提示しながら、研究テーマの設定、文献
検索方法、研究目的と方法、結果分析の方法、考察の実際について教授する。

到
達
目
標

1）理学療法士が行う研究の意味やその必要性を理解し、説明できる。
2）研究テーマ・研究モデルの設定、仮説の設定、研究計画立案を理解し、説明できる。
3）研究の手順、統計処理方法、結果のまとめ方、論文作成の仕方を理解し、説明できる。
4）1）－3）により４年次の卒業課題研究へと展開し、実践できる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目理学療法学研究法

必修 講義 1単位 3年前期 山田拓実Theory and Application in　Physical
Therapy Research ○

(15時間)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

1

～

13

14

～

15

実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法研究法演習
Theory and Application in Physical 

Therapy Research
必修 演習 1単位 3年後期

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

(30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

基礎理学療法学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

理学療法研究法演習はゼミ形式で実践する。学生自らが設定した研究テーマについて具体的な方法論、データ解析法、文献収集、考察方法などの一
連の研究手法に関して実践し、その流れの中で科学的な背景を明らかにするまで手法を修得する。本講義で決定したテーマを４年次の卒業研究テーマ
として継続し、学修を進めるため、プレ実験まで行う。

到
達
目
標

１）研究課題を見つけ出すために文献検索ができる。
２）研究テーマを設定し、研究計画を立案できる。
３）プレ実験、データ解析を行うことができる。
４）研究計画の発表を行うことができる。
５）４年次の卒業研究に繋げる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

講義1回目　～　講義13回目

「講義1回目　～　講義13回目」

指導教員の指導の下､以下の内容を遂行する。
　1）研究テーマの探索（文献検索、ディスカッション）
　2）文献クリティーク
　3）研究テーマの設定
　4）研究計画の立案
　5）プレ実験
　6）プレ実験データの解析
　7）研究計画書の作成と発表プレゼンテーションの作成

坂上　昇
大森　圭貢
小林　和彦
鶴見　隆正
森尾　裕志
山田　拓実
櫻井　好美
中尾　陽光
大村　優慈
下田　栄次
中村　壽志
土田　将之

講義14回目　～　講義15回目
「講義14回目　～　講義15回目」
　8）学会形式での研究計画の口述発表

坂上　昇
大森　圭貢
小林　和彦
鶴見　隆正
森尾　裕志
山田　拓実
櫻井　好美
中尾　陽光
大村　優慈
下田　栄次
中村　壽志
土田　将之

評価 研究計画書(40%)、発表(40%)、研究遂行能力(10%)、参加度(10%)で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書 網本和、高倉保幸（2017）：臨床研究first stage、医学書院（ISBN:978-4-260-03227-8）

留意事項
ゼミ形式の授業であり、教員１人に対して数名の学生がつくこととなる。学生の振り分けについては授業開講前に別途行う。授業
開講の曜日、時間は担当となった教員によって異なるので指示に従うこと。

参考図書など

①山田実 編著（2016）：PT・OTのための臨床研究はじめの一歩、羊土社（ISBN:978-4-7581-0216-2)
②内山靖、島田裕之（2014）：標準理学療法学 専門分野 理学療法研究法 第3版、医学書院（ISBN:978-4-260-01547-9）
③千住秀明、玉利光太郎（2014）：初めての研究法 第2版、神陵文庫（ISBN:978-4-915814-30-3）
④石川朗、種村留美（2015）：15レクチャーシリーズ リハビリテーションテキスト リハビリテーション統計学、中山書店（INBS:978-
4-521-73667-9）

アクティブ・ラーニング ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験と研究活動経験を活かして、研究の方法論、データ解析法、文献収集、考察方法などについて教
授する。
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回

27

～

30

「講義27回目　～　講義30回目」

　5）学会形式での卒業論文の口述発表
  6）研究論文の提出

坂上　昇
大森　圭貢
小林　和彦
鶴見　隆正
森尾　裕志
山田　拓実
櫻井　好美
中尾　陽光
大村　優慈
下田　栄次
中村　壽志
土田　将之

留意事項
授業開講の曜日、時間は担当となった教員によって異なるので指示に従うこと。指導教員と研究内容について十分に討論するこ
と。倫理的配慮の点から、研究プロトコールは倫理審査委員会の審査を受けること。

参考図書など

①山田実 編著/2016/PT・OTのための臨床研究はじめの一歩/羊土社/ISBN:978-4-7581-0216-2
②内山靖、島田裕之/2014/標準理学療法学 専門分野 理学療法研究法 第3版/医学書院/ISBN:978-4-260-01547-9
③千住秀明、玉利光太郎/2014/初めての研究法 第2版/神陵文庫/ISBN:978-4-915814-30-3
④石川朗、種村留美/2014/15レクチャーシリーズ リハビリテーションテキスト リハビリテーション統計学/中山書店/INBS:978-4-
521-73667-9

アクティブ・ラーニング ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験と研究活動経験を活かして、一連の研究過程を教授する。

評価 卒業研究の内容（80%）、発表（20%）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書 網本和、高倉保幸/2017/臨床研究first stage/医学書院/ISBN:978-4-260-03227-8

授
業
概
要

学⽣が自ら研究課題を設定し、指導教員のもと主体的な問題解決の研究過程を経験する。研究上の倫理を尊重したうえで科学的な⼿法によって研究を

実施し、その成果を卒業研究発表会において発表するとともに卒業論⽂としてまとめる。

ゼミ形式で、データ収集からデータ解析、考察、論文作成までを行う。プレゼンテーションの基本、発表資料作成を学び、卒業研究発表会で発表を行う。

到
達
目
標

1）理学療法学に関するテーマに基づいて、研究論文を作成する。
2）研究内容の主旨を学会形式で発表できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

講義１回目

     ～

講義26回目

「講義1回目　～　講義26回目」

理学療法研究法演習で作成した研究計画書に基いた内容を自分の研究テーマとする。
指導教員の指導の下､以下の内容を遂行する。
　1）研究テーマに関連した文献調査
　2）実験研究手法の学習、実験装置を用いたデータを収集と分析
　3）調査研究手法の学習、フィールド調査とデータ分析
　4）研究論文の作成

坂上　昇
大森　圭貢
小林　和彦
鶴見　隆正
森尾　裕志
山田　拓実
櫻井　好美
中尾　陽光
大村　優慈
下田　栄次
中村　壽志
土田　将之

講義27回目

     ～

講義30回目

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

基礎理学療法学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。
DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

1

～

26

実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法卒業研究
必修 演習 4単位 4年通期

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

Graduation Research of Physical therapy (120時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法管理学Ⅰ
必修 講義 1単位 3年前期 大森　圭貢

○
Administration for Physical Therapy (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法管理学

授
業
概
要

医療､福祉の現場で理学療法を行う上で必要となる理学療法士としての倫理と管理運営について理解する。
理学療法管理学Ⅰでは、患者のリスク管理、リスクマネジメントにおける記録・報告の方法、感染の基礎と予防の実態、職場運営管理、機材管理につい
て学習する。

到
達
目
標

1) 理学療法士としての倫理、職場の管理運営の必要性を理解できる。
2) 起こりうるリスクの管理方法を理解できる。
3) 理学療法管理で求められる記録・報告ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
理学療法士の倫理と職場の管理
運営

理学療法士の倫理と職場の管理運営について教授する（資料配付）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：倫理について調べてくる。

事後学習（60分）：配付資料をもとにして、授業全体について復習する。　

2
運動療法に伴うリスクとその管
理

運動療法に伴うリスクと、その原因およびマネジメントについて教授する（pp1-9）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：配付資料と教科書をもとにして、授業全体について復習する。

3 リスク管理に必要な検査データ

理学療法を行うえで把握すべき検査データについて教授する（資料配布）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：貧血、栄養の指標となる検査データを調べてくる。

事後学習（60分）：理学療法を行ううえで把握すべき検査データを覚える。

4
感染および凝固異常に対するリ
スク管理

感染および凝固異常によって生じるリスクと、その把握および対応方法について教授する（資料配
付、pp149-151）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：感染および凝固異常によって生じるリスクと、その把握および対応方法を覚える。

5
循環器疾患者に対するリスク管
理

虚血性心疾患者および心不全者の理学療法時に考えるべきリスクと、その把握方法および対応方
法について教授する（資料配付、pp11‐20、pp31-37）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：虚血性心疾患者および心不全者の理学療法時のリスクと対応方法を覚える。

6
脳血管障害患者に対するリスク
管理

虚血性脳血管障害者および出血性脳血管障害者の理学療法時に考えるべきリスクと、その把握方
法および対応方法について教授する（資料配付）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：脳神経外科学を復習してくる。

事後学習（60分）：脳血管障害者の理学療法時のリスクと対応方法を覚える。

7 理学療法記録の方法

理学療法実施記録の方法について教授する（資料配付）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：倫理を復習し、理学療法の記録について調べてくる。      

事後学習（60分）：理学療法実施記録の方法を覚える。

8 理学療法記録の実践

提示症例の理学療法実施の際のリスクマネジメントと、理学療法記録について演習し、ディスカッ
ションを行う（資料配付）。

大森　圭貢
事前学習（30分）：前回の授業までの配付資料を読んでくる。  

事後学習（60分）：理学療法実施記録ができる。

評価 定期試験 70%、小テスト 30% として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは、後の講義の際に解答を示し、学生の質問を受け、回答する。定期試験結果には講評を作成し、掲示によって学生へ
公開する。

教科書 内部障害理学療法学テキスト/山﨑裕司・川俣幹雄・丸岡弘（編集）/南江堂/改訂第4版/ISBN：978-4-524-23117-1

留意事項
この講義で学習する内容は、「理学療法概論」「神経系理学療法学」「運動器系理学療法学」「呼吸・循環系理学療法学」「代謝系
理学療法学」「老年期理学療法学」「評価学実習」での学習に関連する。講義中、毎回発言を求める。必ず、事前学習を行って授
業に臨んでいただきたい。

参考図書など 疾患別ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ ﾘｽｸ管理ﾏﾆｭｱﾙ/聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学ﾘﾊ部(編)/ﾋｭｰﾏﾝﾌﾟﾚｽ/ISBN：978-4908933110

アクティブ・ラーニング 理学療法実施の際のリスクマネジメントと理学療法記録についての演習、ディスカッション

実務経験のある
教員による授業

大学病院と地域において急性期と生活期の理学療法に従事した理学療法士が講義する。
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評価 定期試験 70% 、 小テスト 30% として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは、後の講義の際に解答を示し、学生の質問を受け、回答する。定期試験結果には講評を作成し、掲示によって学生へ
公開する。

教科書
斉藤秀之、能登真一/標準理学療法学・作業療法学・言語聴覚障害学 別巻 リハビリテーション管理学/医学書院/
ISBN：978-4-260-04312-0

留意事項
この講義で学習する内容は「理学療法概論」「老年期理学療法学」「地域理学療法学」での学習に関連する。講義中、毎回発言を
求める。必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など
鶴見隆正、隆島研吾 編/標準理学療法学 日常生活活動学･生活環境学第6版/医学書院/ISBN：978-4-260-04751-7
日本災害リハビリテーション支援協会編/災害リハビリテーション標準テキスト第2版/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-21885-3
隆島研吾、田中康之  編/ビルドアップ地域理学療法/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-26644-1

アクティブ・ラーニング 各講義のまとめとして、危機管理や生活環境支援に関するグループワークおよびディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

理学療法部門管理者としての実務経験と、豊富な災害支援経験に基づき、適宜、対応事例を提示し、理解を深める。

8
災害危機管理⑤
予防・保健
まとめ

平時・災害時における予防活動・地域保健活動について教授する（教科書pp56-63）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6
災害危機管理③
避難所等における生活環境支援

災害時に防災拠点となる避難所等の分類と避難所生活環境支援について教授する

下田　栄次
事前学習（30分）：避難所の分類について調べる。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7
災害危機管理④
多職種連携と地域連携

平時・災害時における多職種連携・地域連携について教授する（教科書pp121-156）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4
災害危機管理①
総論

災害の定義と分類、災害対策としての「防災」と「減災」について教授する

下田　栄次
事前学習（30分）：災害の分類、防災と減災について調べる。　

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5
災害危機管理②
災害リハビリテーション支援

災害時におけるリハビリテーション支援について教授する

下田　栄次
事前学習（30分）：災害リハビリテーションについて調べる。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2
「リスクマネジメント」と
「リスクコミュニケーション」

危機管理に関する概念として「リスクマネジメント」と「リスクコミュニケーション」について教授する
（資料配付）（教科書pp158-173）

下田　栄次
事前学習（30分）：リスクマネジメントとリスクコミュニケーションについて調べる。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。　　

3
「クライシスマネジメント」と
「クライシスコミュニケーション」

危機が発生した後の事後対応として「クライシスマネジメント」と「クライシスコミュニケーション」につ
いて教授する

下田　栄次
事前学習（30分）：クライシスマネジメントとクライシスコミュニケーションについて調べる。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 危機管理とは

理学療法士に関連する危機管理について教授する（教科書pp80-99）

下田　栄次
事前学習（30分）：リスク、クライシス、ハザードについて調べる。

事後学習（60分）：配付資料など、授業全体について復習する。

理学療法管理学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

保健医療､福祉の現場で理学療法を行う上で必要となる理学療法士としての危機管理について理解する。
理学療法管理学Ⅱでは、リスクマネジメントとクライシスマネジメントの両面から危機管理の概念について、災害危機管理では、災害リハビリテーション
支援の実際から多職種連携と地域連携および予防・保健について学習する。

到
達
目
標

1) 理学療法士として必要な危機管理について理解できる。
2) 災害危機管理で起こりうるリスクの管理方法と事後対応について理解できる。
3) 災害リハビリテーション支援におけるマネジメントの方法を理解できる。
4）災害時の多職種連携および予防・保健について理解できる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法管理学Ⅱ
必修 講義 1単位 3年後期 下田　栄次

○
Administration for Physical Therapy Ⅱ (15時間)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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12 協ㄪ性検査

協ㄪ性検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教
科書 第11章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

11 筋⥭ᙇ検査

筋⥭ᙇ検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教
科書 第䠕章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

10 ᑕ検査

ᑕ検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教科
書 第䠕章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

9 ឤぬ（知ぬ）検査

ឤぬ検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教科
書 第䠔章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

8 ③䜏の評価

③䜏評価の意義・目的、その種類、評価の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教科
書 第䠔章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

7 筋力検査

筋力検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教科
書 第䠓章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

6 関⠇ྍືᇦ測定

関⠇ྍືᇦ測定の意義・目的、その種類、測定の手順、および測定結果の解釈について教授す
る。（教科書 第䠒章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

5 ᙧែ測定

ᙧែ測定の意義・目的、その種類、測定の手順、および測定結果の解釈について教授する。（教科
書 第䠑章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

4 評価の基本　医療㠃接

医療ሗを集するためにᚲ要な医療㠃接について、その㐍め方䜔配៖Ⅼについて教授する。
（教科書 第䠏章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

3 評価の基本　୍⯡的ሗ集

医療ሗの種類、集の方、その内容の解釈について教授する。（教科書 第䠎章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

2
理学療法評価の⥲ㄽ（理学療法
評価の種類、グ㘓方法など）

理学療法評価の種類、実期とその目的、グ㘓方法について教授する。（教科書 第䠍章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

1
理学療法評価の⥲ㄽ（理学療法
評価の意義・目的など）

理学療法評価の意義・目的、㐣⛬、および㞀ᐖ䝰䝕ルについて教授する。（教科書 第䠍章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
要

理学療法を実するにあた䛳て、理学療法評価はኚ重要であ䜚、理学療法士としてഛえな䛡れ䜀な䜙ない基本的臨床ᢏ⬟である。その中で䜒、理学
療法評価に関連する諸事項、ሗ集、医療㠃接、୍⯡的な検査測定、バイタルサインの意義䜔目的、㐍め方をこの授業において教授する。バイタル
サインについて、ᝈ⪅の全㌟≧ែをᢕᥱするための重要なᢏ⬟であ䜚、᭱⤊講に演習を行う。

฿
㐩
目
ᶆ

1）理学療法評価について説明できる。
2）㞀ᐖ䝰䝕ルについて説明できる。
3）理学療法評価にᚲ要な医療ሗとそれを集するための医療㠃接について説明できる。
4）理学療法評価においてẚ㍑的、୍⯡的に実される検査・測定の意義・目的、検査手順を説明できる。
5）2ᖺḟの科目である䛂検査測定学演習䛃、䛂⚄経⣔検査測定学䛃、䛂㐠ືჾ⣔検査測定学䛃のᒚಟにつな䛢る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

ᑓ㛛科目 D㻼1）┳ㆤཬびリハビリテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶することができる。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືすることによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することができる。

理学療法評価学

D㻼3）┦手をᑛ重し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーシ䝵ンを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

D㻼4）ಖ健・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関連⫋種と連ᦠし、ே䚻の健ᗣにᐤすることができる。

D㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中ᚰの医療を体的にᥦ౪することによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩することができる。

D㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟た䜚⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ることができる。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
本科目に関する質ၥは、授業の前後ཬび別途බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た㛫に受䛡付䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

検査測定学ᴫㄽ

ᚲಟ 講義
1༢

1ᖺ後期 坂上　昇
䕿Introduction to Tests and

Measurements of Physical Therapy
㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員
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留意事項
教科書と配付資料を併用して授業を行います。各授業に対応する教科書の章を予習して臨むと理解が深まるでしょう。授業を集
中して受講し、毎回の復習を欠かさないことが肝要です。授業に関する諸注意については別途説明する。

参考図書など

①松澤正/2022/理学療法評価学 第6版補訂版/金原出版/ISBN:978-4-307-75068-4
②石川朗/2013/15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 理学療法評価学Ⅰ/中山書店/ISBN:978-4-521-73668-6
③中山恭秀/2022/CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-2000-9
④Dale Avers, Marybeth Brown /2020/新・徒手筋力検査法原著/第10版/協同医書/ISBN:978-4763900418
⑤細田多穂・柳澤健/2010/理学療法ハンドブック/改訂第4版/第1巻/理学療法の基礎と評価/協同医書/ISBN:978-4-7639-
1060-8（ISBNは4巻セットの番号）

アクティブ・ラーニング
これまで講義と見学実習で学んできた基礎知識との関連性の確認のために質疑応答を適宜行う。15回目講義は学生同士による
演習を行う。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、理学療法評価の重要性とその基本的な内容について講義する。

評価 定期試験（100％）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書 臼田　滋/2014/理学療法基礎評価学/医歯薬出版/ISBN:978-4-263-21810-5

15 バイタルサイン（演習）

実際にバイタルサインを測定し、その測定方法を習得する。（教科書 第４章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

14
バイタルサイン（種類、測定方法な
ど）

バイタルサインの種類、測定方法、測定結果の捉え方について教授する。（教科書 第４章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

13 バランス検査

バランス検査の意義・目的、その種類、検査の手順、および測定結果の解釈について教授する。
（教科書 第12章）

坂上　昇
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に目を通し、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 演習 1単 2年前ᮇ 坂上　昇、中尾　陽光
䕿

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科目ᢸ当教員

検査測定学演習
Practice in Tests and Measurements of

Physical Therapy

ᑓ㛛科目
㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝ビリテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識と技術を㌟につ䛡、実㊶することがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝主体的に⾜動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することがで䛝る。

理学療法評価学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーシ䝵ンを通じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることがで䛝る。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋種と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤすることがで䛝る。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント中ᚰの医療を主体的にᥦ౪することによりᆅᇦ社に㈉⊩することがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ることがで䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕され
た㛫に受䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

1 バ䜲䝍ル䝃䜲ン

バ䜲䝍ル䝃䜲ンの種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第４章）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

授
業
概
要

機能・ᵓ㐀㞀ᐖを評価する上で必要な検査測定法について学ぶ。ල体的には、上肢䡠体幹、下肢にお䛡る㌟体ᣦᶆ点の☜ㄆ、骨・関⠇、筋、⭝などの触
診法、バ䜲䝍ル䝃䜲ンの☜ㄆ、③䜏、感覚㞀ᐖ、反射・筋緊張␗ᖖ、協調性㞀ᐖ、バランス㞀ᐖの検査測定法を講義する。
ᮏ講義では学生同士でペアとなって演習を⾜い、ᖖ⪅の多ᵝ性についても理解を深める。

฿
達
目
ᶆ

1）上肢䡠体幹、下肢にお䛡る㌟体ᣦᶆ点の☜ㄆ、骨・関⠇、筋、⭝などの触診することがで䛝る。
2）バ䜲䝍ル䝃䜲ン、③䜏の評価、感覚検査、反射・筋緊張検査、協調性検査、バランス検査の意義と目的を理解し、検査測定を実施することがで䛝る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 触診（⫪関⠇・上⭎）

⫪関⠇・上⭎の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書② 䊡-3、䊢-1、䊣-1䡡3）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

2 触診（⫪⏥ᖏ）

⫪⏥ᖏの骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書② 䊡-1䡡2、䊣-2）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

5 触診（ᡭ関⠇・ᡭ㒊）

ᡭ関⠇・ᡭ㒊の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書② 䊡-6、䊢-3、䊣-4）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

4 触診（⫝関⠇・前⭎）

⫝関⠇・前⭎の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書② 䊡-4䡡5、䊢-2、䊣-3）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

7 触診（骨┙）

骨┙の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書③ Ⅰ-1、䊡-1、䊢-1）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

6 触診（体幹）

体幹の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書③ 䊣-1䡡2）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

9 触診（⭸関⠇・下⭣）

⭸関⠇・下⭣の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書③ Ⅰ-3、䊡-2、䊢-3）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

8 触診（⫤関⠇・大⭣）

⫤関⠇・大⭣の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書③ Ⅰ-2、䊡-1、䊢-1䡡2）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

11 ③䜏の評価

③䜏の評価の種類とその評価方法を教授する。（教科書① 第８章および配資料）【実技】

坂上　昇
中尾　陽光

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書および１年の検査測定学概論で配布した資料の該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した評価方法を全体的に復習する。

10 触診（㊊関⠇・㊊㒊）

㊊関⠇・㊊㒊の骨ᣦᶆと筋⫗の触診方法を教授する。（教科書③ Ⅰ-4、䊡-3、䊢-2）【実技】
坂上　昇

中尾　陽光事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。
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13 反射・筋緊張検査

反射・筋緊張検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書① 第９章）（教科書④ ４）【実技】

坂上　昇
中尾　陽光

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書および１年の検査測定学概論で配布した資料の該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

12 感覚検査

感覚検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書① 第８章）（教科書④ ５）【実技】

坂上　昇
中尾　陽光

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書および１年の検査測定学概論で配布した資料の該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

15 バランス検査

バランス検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書① 第12章）【実技】

坂上　昇
中尾　陽光

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書および１年の検査測定学概論で配布した資料の該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した評価方法を全体的に復習する。

14 協調性検査

協調性検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書① 第11章）（教科書④ ８）【実技】

坂上　昇
中尾　陽光

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書および１年の検査測定学概論で配布した資料の該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

留意事項
授業は主に教科書の範囲ですが、単元によっては１年の科目である解剖学、生理学、検査測定学概論などの知識が求められま
す。予習をして臨むと理解が深まります。また、学修量が多くなるので、授業を集中して受講し、毎回の復習を欠かさないことが肝
要です。

参考図書など

①松澤正/2022/理学療法評価学 第6版補訂版/金原出版/ISBN:978-4-307-75068-4
②石川朗/2013/15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 理学療法評価学Ⅰ/中山書店/ISBN:978-4-521-73668-6
③中山恭秀/2022/CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-2000-9
④河上敬介・磯貝香/2013/改訂第2版 骨格筋の形と触察法/大峰閣/ISBN:978-4-9980686-2-4
⑤野島元雄/1984/図解 四肢と脊椎の診かた/医歯薬出版/ISBN:978-4-263-20368-2

アクティブ・ラーニング 学生同士がペアとなり、主体的に理学療法評価に必要な検査・測定を演習形式で学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、授業項目に挙げている検査・測定、触診について演習を通じて教授する。

評価
筆記試験（40％）、実技試験（60％）で評価する。
ただし、一方の試験の得点が配点の50％未満の場合は、合算で60％に達していても合格とはしない。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書

①臼田　滋/2014/理学療法基礎評価学/医歯薬出版/ISBN:978-4-263-21810-5【第1回、第11～15回講義で利用】
②林　典雄/2022/運動療法のための機能解剖学的触診技術<上肢>/改訂第2版/動画＋/メジカルビュー社/ISBN:978-4-7583-
2093-1【第2～5回講義で利用】
③林　典雄/2022/運動療法のための機能解剖学的触診技術<下肢・体幹>/改訂第2版/動画＋/メジカルビュー社/ISBN:978-4-
7583-2094-8【第6～10回講義で利用】

Ⅳ

専
門
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回

10
徒手筋力測定（⭸関節・㊊関節・
㊊㊑）

⭸関節・㊊関節・㊊㊑の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第䠒章）【実
技】

中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

9 徒手筋力測定（⫤関節）

⫤関節の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第䠒章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

8 関節ྍ動ᇦ測定（頸部・体幹）

頸部・体幹の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

7 関節ྍ動ᇦ測定（手関節・手指）

手関節・手指の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

6
関節ྍ動ᇦ測定（肩関節・肘関
節・前腕）

肩関節・肘関節・前腕の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）
【実技】

中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

5
関節ྍ動ᇦ測定（肩甲帯・肩関
節）

肩甲帯・肩関節の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

4
関節ྍ動ᇦ測定（⭸関節・㊊関
節・㊊部）

⭸関節・㊊関節・㊊㊑の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）
【実技】

中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

3 関節ྍ動ᇦ測定（⫤関節）

⫤関節の関節ྍ動ᇦ測定の種類とその測定方法を教授する。（教科書① 第䠒章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

2 形ែ測定（࿘ᚄ）

㌟体の࿘ᚄの種類、その測定方法を教授する。（教科書① 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書䛚よ䜃１年の検査測定学概論で配布した㈨ᩱの該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

1 形ែ測定（ᅄ⫥㛗・⫥節㛗）

ᅄ⫥㛗・⫥節㛗の種類、その測定方法を教授する。（教科書① 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇

事前学習（30分）：授業内容に関する教科書䛚よ䜃１年の検査測定学概論で配布した㈨ᩱの該当箇所を読んで
くる。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

授
業
概
要

ྛ種運動㞀ᐖの評価にඹ通した基ᮏ的検査測定法である形ែィ測、関節ྍ動ᇦ検査、徒手筋力検査を中ᚰにそれらの理論と実㝿について講義する。
ྛ検査測定法の適ᛂ、意義、方法（ู法ྵむ）、㌟体部のᅛ定法、ᶵჾの用法と㉳こり䜔すい㛫㐪い、代償動స➼についてヲしく解説する。講義後
に学生同士でペアとなって演習を⾜䛖。

฿
達
目
ᶆ

1）形ែ測定の意義と目的を理解し、測定を実施することがで䛝る。
2）関節ྍ動ᇦ測定の意義と目的を理解し、測定を実施することがで䛝る。
3）徒手筋力検査の意義と目的を理解し、検査を実施することがで䛝る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

ᑓ㛛科目 D㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識と技⾡を㌟につ䛡、実践することがで䛝る。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝主体的に⾜動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実践することがで䛝る。

理学療法評価学

D㻼3）┦手をᑛ㔜し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーシ䝵ンを通じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることがで䛝る。

D㻼4）ಖ健・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋種と㐃ᦠし、ே䚻の健ᗣにᐤすることがで䛝る。

D㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント中ᚰの医療を主体的に提౪することによりᆅᇦ♫に㈉⊩することがで䛝る。

D㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡ることがで䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕され
た㛫に受䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 演習 1単 2年後ᮇ 坂上　昇、中尾　陽光
䕿

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

単ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科目ᢸ当教員

運動ჾ⣔検査測定学
Practice in Tests and Measurements of

Musculoskeletal conditions
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留意事項
授業は主に教科書の範囲ですが、単元によっては１年の科目である解剖学、生理学、検査測定学概論などの知識が求められま
す。予習をして臨むと理解が深まります。また、学修量が多くなるので、授業を集中して受講し、毎回の復習を欠かさないことが肝
要です。

参考図書など

①松澤正/2022/理学療法評価学 第6版補訂版/金原出版/ISBN:978-4-307-75068-4
②石川朗/2013/15レクチャーシリーズ 理学療法テキスト 理学療法評価学Ⅰ/中山書店/ISBN:978-4-521-73668-6
③中山恭秀/2022/CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-2000-9
④齋藤慶一郎/2016/ROM測定法 代償運動の捉え方と制動法の理解と実践/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-1694-1
⑤細田多穂・柳澤健/2010/理学療法ハンドブック改訂第4版/第1巻/理学療法の基礎と評価/協同医書/ISBN:978-4-7639-
1060-8（ISBNは4巻セット番号）

アクティブ・ラーニング 学生同士がペアとなり、主体的に理学療法評価に必要な検査・測定を演習形式で学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、授業項目に挙げている検査・測定について演習を通じて教授する。

評価
筆記試験（40％）、実技試験（60％）
ただし、一方の試験の得点が配点の50％未満の場合は、合算で60％に達していても合格とはしない。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書
①臼田　滋/2014/理学療法基礎評価学/医歯薬出版/ISBN:978-4263218105【第1～8回講義で利用】
②Dale Avers, Marybeth Brown /2020/新・徒手筋力検査法原著第10版/協同医書/ISBN:978-4-7639-0041-8【第9～15回講義
で利用】

15 徒手筋力測定（頸部・体幹）

頸部・体幹の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第３・４章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

14 徒手筋力測定（手関節・手指）

手関節・手指の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

13 徒手筋力測定（肘関節・前腕）

肘関節・前腕の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

12 徒手筋力測定（肩関節）

肩関節の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

11 徒手筋力測定（肩甲帯）

肩甲帯の徒手筋力検査の種類とその検査方法を教授する。（教科書② 第５章）【実技】
中尾　陽光
坂上　昇事前学習（40分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。配布した予習課題に取り組み提出する。

事後学習（40分）：この授業で実施した測定方法を全体的に復習する。

Ⅳ
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回

ᚲ修・
㑅ᢥのู

授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔間ᩘ㻕

㓄当
ᖺ次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

神経系検査 定学
Physical Therapy of Evaluation 

Neurological conditions
ᚲ修 ₇習 1単 2ᖺ前期 大村　優慈

䕿
㻔30間㻕

授業科┠のྡ⛠

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 オフィスアワー
ᮏ科┠に㛵する質問は、授業の前後ཬびู㏵බ㛤するオフィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た間にཷけ付ける

授業科┠༊分 卒業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

ᑓ㛛科┠
㻰P1）┳護ཬびリハビリテーションのᑓ㛛⫋として高度な知識と技⾡を㌟につけ、実践することができる。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基づき体的に行ືすることによ䜚問題解Ỵにྥけて実践することができる。

理学療法評価学

㻰P3）┦手をᑛ㔜し、他⪅との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫ることができる。

授
業
ᴫ
せ

ᮏㅮ⩏では理学療法でᚲせとなる神経系の疾患による病ែཬび機能障害の理解を基礎として、検査 定を学び䛭の基ᮏ手技を習得する。特に、理学
療法で㔜せとなる脳卒中の理学療法評価における検査 定項┠について、䛭の┠的および方法をヲ細に学ぶ。また、䛭䜜らの知識をᩚ理し、臨床で実
践できる評価技⾡を習得することがᮏㅮ⩏における᭱⤊┠ᶆとなる。

฿
㐩
┠
ᶆ

1） 神経疾患の機能障害のメカニ䝈䝮を説᫂できる。
2） 神経疾患に㛵する評価内容を理解し、オリ䜶ンテーションから実㝿の検査までṇしく実施することができる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸ当教員

1 神経系のᵓ㐀と機能

神経系のᵓ㐀と機能について学ぶ（教科書①第1章～3章）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

2 第䊠～䊣、䊥脳神経検査

第䊠～䊣、䊥脳神経検査について学ぶ（教科書①第4章 pp.40㻘41）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

3 第䊤、䊦～䊫脳神経検査

第䊤、䊦～䊫脳神経検査について学ぶ（教科書①第4章 pp.42㻘43）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

4
麻痺・失調・㝶意㐠ື・筋トー䝚
ス・ᑕの症候学
【小テスト１】

麻痺・失調・㝶意㐠ື・筋トー䝚ス・ᑕの症候学について学ぶ（教科書①第4章 pp.44～47）（教
科書②片麻痺機能検査とは）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

5 ୖ⫥の片麻痺機能検査

ୖ⫥の片麻痺機能検査について学ぶ（教科書②ୖ⫥ 㼟㼠㼍㼓㼑 䊢～ୖ⫥ス䝢ードテスト）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

6 手ᣦの片麻痺機能検査

手ᣦの片麻痺機能検査について学ぶ（教科書②手ᣦ）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

7 ୗ⫥の片麻痺機能検査

ୗ⫥の片麻痺機能検査について学ぶ（教科書②ୗ⫥ 㼟㼠㼍㼓㼑 䊢～ୗ⫥ 㼟㼠㼍㼓㼑 䊥）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

8
感ぬ系/㉳❧とṌ行/㧊⭷่⃭の
症候学
【小テスト２】

感ぬ系/㉳❧とṌ行/㧊⭷่⃭の症候学について学ぶ（教科書①第4章 pp.48～49）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。
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9
高次脳機能検査（１）意識障害、認
知症、失語・失読・失書

高次脳機能検査（１）意識障害、認知症、失語・失読・失書について学ぶ（教科書①第5章pp.52-
57）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

10

高次脳機能検査（２）健忘・注意障
害・遂行機能障害、失行・失認・視
空間認知障害、社会的認知障害・
半球離断症候群

高次脳機能検査（２）健忘・注意障害・遂行機能障害、失行・失認・視空間認知障害、社会的認知障
害・半球離断症候群について学ぶ（教科書①第5章pp.58-63）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

11 神経学的診断、頭痛/てんかん

神経学的診断、頭痛/てんかんについて学ぶ（教科書①第6章、第15章）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

12
脳血管障害と理学療法検査
【小テスト３】

脳血管障害と理学療法検査について学ぶ（教科書①第7章、8章、12章pp.136-137）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

13 脳腫瘍/頭部外傷と理学療法検査

脳腫瘍/頭部外傷と理学療法検査について学ぶ（教科書①第11章）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

14 神経変性疾患と理学療法検査

神経変性疾患と理学療法検査について学ぶ（教科書①第13章、14章）。

大村　優慈事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読む。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

15
感染症/自己免疫疾患、末梢神経
障害/筋疾患と理学療法検査
【小テスト４】

感染症/自己免疫疾患、末梢神経障害/筋疾患と理学療法検査について学ぶ（教科書①第9章、10
章）。

大村　優慈事前学習（60分）：1回から14回までの授業内容を復習する。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理解し、授業全体の復習を行う。理解できなかったことはオ
フィスアワー等を活用し、質問する。

評価 定期試験50%、小テスト40%（10%×4）、授業参加度10%

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは実施後に解答解説を行う。

教科書
① 永井知代子/15章で学ぶ ビジュアル臨床神経学/医歯薬出版/ISBN：978-4263266472（1～4、8～15回の授業で使用）
② 伊藤俊一（監修）/片麻痺機能検査・協調性検査/新装版/三輪書店/ISBN：978-4895908122（4～7回の授業で使用）

留意事項 特になし

参考図書など

・ 医療情報科学研究所（編集）/病気がみえる vol.7 脳・神経/第2版/メディックメディア/ISBN：978-4896326864
・ 潮見泰藏・他（編集）/リハビリテーション基礎評価学/第2版/羊土社/ISBN：978-4758102452
・ 畠昌史・他（編集）/PT臨床評価ガイド/医学書院/ISBN：978-4260042956
・ 千野直一・他（編集）/脳卒中の機能評価―SIASとFIM[基礎編]/金原出版/ISBN：978-4307750332
・ 細田多穂（編集）/理学療法ハンドブック 第1巻 理学療法の基礎と評価/改訂第4版/協同医書/ISBN：978-4763910561
・ 医療情報科学研究所（編集）/病気がみえる vol.12 眼科/メディックメディア/ISBN：978-4896327601
・ 医療情報科学研究所（編集）/病気がみえる vol.13 耳鼻咽喉科/メディックメディア/ISBN：978-4896328158
・ 浅井友詞・他（編集）/前庭リハビリテーション/第2版/三輪書店/ISBN：978-4895907903
・ 伏木宏彰・他（編集）/前庭障害に対するリハビリテーション/メジカルビュー/ISBN：978-4758320221
・ 中島雅美・他（編集）/基礎から学ぶ 画像の読み方/第3版/医歯薬出版/ISBN：978-4263265901

アクティブ・ラーニング
単に検査手技を修得することを求めるのではなく、適宜発問を行い、検査対象となる機能障害と病巣や疾患を結び付けて考える
ことを求める。

実務経験のある
教員による授業

脳卒中認定理学療法士の資格を有する教員が、リハビリテーション病院や介護老人保健施設における神経系理学療法の豊富
な臨床経験に基づき、具体的な事例を提示しながら授業を行うことで、臨床実践力を養う。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

ືసゎᯒ学
必ಟ ₇習 1༢ 3年前期 Ḉ　ዲ⨾

䕿
Biomechanics (30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣と䛜できる。

理学療法評価学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜できる。

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1 ືసゎᯒ学ᴫㄽ

ືసゎᯒのᴫ␎と臨床的意義    㔜心と床ຊ

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：臨床㐠ື学の講義資料を読䜏復習してくる䛣と

事後学習（60分）：配ᕸ資料の内容を復習する　　

授
業
ᴫ
せ

୕ḟඖືసゎᯒ⨨を⏝いた㐠ືィ のᡭ法についてಟᚓする。床ຊ䜔関⠇䝰ー䝯ントなどのຊ学䝟ラ䝯ータについてㄝ᫂し、䛣䜜らのຊ学䝟ラ
䝯ータをᚓるためのືసゎᯒᡭ法について実習ᙧᘧで学習する。㐠ື学、㐠ືຊ学的知㆑を応⏝して、㌟体㐠ື䛜どのような䝯䜹ニ䝈ムでᡂ䜚❧ってい
るのかを考ᐹする。䛥らに、ᶵ器を⏝いた㌟体評価䡠障害評価の実㝿について教授する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1) 㐠ືຊ学的䝟ラ䝯ータについてㄝ᫂できる
2) ୕ḟඖືసゎᯒを⏝いたືసィ のᡭ㡰を理ゎする
3) ᇶᮏືసの䝯䜹ニ䝈ムについて、㐠ື学的、㐠ືຊ学的にㄝ᫂できる
4) 分ᯒした䝕ータのᣢつ意をゎ㔘し、ㄝ᫂する䛣と䛜できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 ືసゎᯒ₇習　1

䛆₇習・実験䛇୕ḟඖືసゎᯒ⨨を⏝した㌟体㐠ືのィ 

Ḉ　ዲ⨾
事前学習：≉になし

事後学習：≉になし

2 ᇶ♏バイ䜸䝯䜹ニクス

関⠇䝰ー䝯ントと䝟䝽ー

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：ᇶ♏㐠ື学の当該分野について復習しておく䛣と

事後学習（60分）：配ᕸ資料の内容を復習する　　

5 ືసゎᯒ₇習　3

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

4 ືసゎᯒ₇習  2

䛆₇習・実験䛇୕ḟඖືసゎᯒ⨨を⏝した㌟体㐠ືのィ 

Ḉ　ዲ⨾
事前学習：≉になし

事後学習：≉になし

7 ືసゎᯒ₇習　5

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

6 ືసゎᯒ₇習　4

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

9 ືసゎᯒ₇習　7

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

8 ືసゎᯒ₇習　6

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

11 ືసゎᯒ₇習　9

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

10 ືసゎᯒ₇習　8

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐

12 ືసゎᯒ₇習　10

䛆グループ䝽ーク䛇　䝕ータゎᯒ　㔜心と床ຊస⏝Ⅼ
㉳❧ືస・Ṍきጞめ・Ṍ行・㝵ẁ᪼㝆・╔ᗙ　グループ䛤とにゎᯒを行う

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：事前課題を読んでくる䛣と

事後学習（60分）：事後課題にྲྀ䜚⤌䜐
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13 ືసゎᯒ₇習　11

䛆グループ䝽ーク䛇課題発表の‽ഛ

Ḉ　ዲ⨾
事前学習：≉になし

事後学習（60分）：発表にഛえた‽ഛ

15 課題発表

課題発表

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（90分）：発表にഛえて‽ഛをしておく

事後学習：≉になし　

14 課題発表

課題発表

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（90分）：発表にഛえて‽ഛをしておく

事後学習：≉になし　

留意事項 個ே㻼㻯のᣢ䛱㎸䜏をྍとする。

参考図書など
臨床にᙺ❧つṌ行㐠ື学、␊中Ὀᙪⴭ、㐠ືと医学の出版♫/ISBN：978-4904862551
㌟体㐠ື学　関⠇のไᚚᶵᵓと➽ᶵ⬟、ᕷᶫ๎᫂編、䝯䝆䜹ルビュー♫/ISBN：978-4758317122

アクティブ・ラーニング
3ḟඖືసィ の一㐃のὶ䜜を体験する。グループで䝕ータのゎᯒ行う。課題発表の‽ഛを㏻じて、ゎᯒ⤖ᯝのຠᯝ的なᥦ♧・
ㄝ᫂方法について学䜆。課題発表では、ᘓタ的な㉁ၥ、㉁応⟅について学䜆。

実務経験のある
教員による授業

講ᖌは理学療法士としての臨床経験なら䜃に୕ḟඖືసゎᯒ⨨を⏝いたືస分ᯒ◊✲実⦼を䜒とに、ᇶᮏືసのືస分ᯒ
のᇶᮏ的ᡭ法とゎ㔘の方法について教授する。

評価 㐍ᤖ≧ἣシート（講義中配ᕸ）20䠂　発表プレ䝊ンテーション　40䠂　　レ䝫ート40䠂

課題に対する
フィードバックの方法

㐍ᤖ≧ἣシートはḟ回の講義で㏉༷する。　発表プレ䝊ンテーションについては、発表⤊後に講評を㏙べる。レ䝫ートは講評
をᑓᨷᥖ♧ᯈにᥖ♧する。

教科書
1）ືస分ᯒ　臨床ά⏝講ᗙ/▼ៅ一㑻ⴭ/䝯䝆䜹ルビュー/2013/ISBN：978-4758314749　䛆講義3-13で⏝䛇
2）15レク䝏䝱ーシリー䝈　臨床㐠ື学/▼川　ᮁ　編集/中山書ᗑ/2015/ISBN：978-4521736655　䛆講義3-13で⏝䛇

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

༢ᩘ
(間ᩘ)

配ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

クリニカルリーズニング論
ᚲಟ 講義 1༢ 3ᖺ後期

櫻井　好美・ᒣ田　ᣅ実・᳃ᆂ㈉
᳃ᑿ　⿱ᚿ・ᅵ田　ᑗஅ・ᮧ　ඃឿ 䕿

Clinical Reasoning (30間)

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た間に受䛡䛡る

授業科┠༊分 卒業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝ビリテー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ術を㌟につ䛡、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵きయ的に行動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実践することができる。

理学療法評価学

㻰㻼3）┦手をᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンを㏻䛨てⰋ好な関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理観をも䛱、クライアント中ᚰの医療をయ的に提౪することによりᆅᇦ♫会に㈉⊩することができる。

授
業
ᴫ
せ

クリニカルリーズニングとは臨床的な推論やၥ題解Ỵの過⛬をさし、対㇟者に関する┤᥋的䛚よび間᥋的ሗ、理学療法士の知識䡠経験䡠ᢏ術を㥑使し
て、対㇟者のၥ題Ⅼを論理的に推理しながら評価䡠療を㐍める方法である。本科┠では症例を㏻して理学療法の基本的な推論過⛬を学習し、基本的
なクリニカルリーズニングを実施できることを┠ᶆとする。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）クリニカルリーズニングを実施する意義と┠的を理解する
2）各種疾患の対㇟者のၥ題Ⅼを論理的に推理しながら評価する方法を理解する
3）各種疾患の対㇟者のၥ題Ⅼを論理的に解Ỵするための療方法について学䜆

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 クリニカルリーズニングの定義

クリニカルリーズニングの定義について教授する

櫻井　好美
事前学習（30分）：検ᰝ 定項┠について復習して䛚く　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

2
変形性膝関節症を既往にもつ人
工膝関節置換術後患者に対する
理学療法の基本的事項

変形性膝関節症に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

ᅵ田　ᑗஅ
事前学習（30分）：変形膝関節症についての資料・教科書を読んでくる　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

3
変形性膝関節症を既往にもつ人
工膝関節置換術後患者に対する
クリニカルリーズニング

人工膝関節置換術後患者に対するクリニカルリーズニングを実例を提示しながら教授する

ᅵ田　ᑗஅ
事前学習（30分）：基礎運動学のᙜヱ分㔝について復習して䛚くこと

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

4
脳卒中患者に対する理学療法の
基本的事項

脳卒中患者に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

ᮧ　ඃឿ
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

5
脳卒中患者に対するクリニカル
リーズニング

脳卒中患者に対するクリニカルリーズニングを実例を提示しながら教授する

ᮧ　ඃឿ
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

6
⚄経㞴患者に対する理学療法
の基本的事項

⚄経㞴患者に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

7
⚄経㞴患者に対するクリニカル
リーズニング

⚄経㞴患者に対するクリニカルリーズニングを実例を提示しながら教授する

᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

8
ᚠ⎔器疾患に対する理学療法の
基本的事項

ᚠ⎔器疾患に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

᳃ᑿ　⿱ᚿ
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

9
ᚠ⎔器疾患に対するクリニカル
リーズニング

ᚠ⎔器疾患に対するクリニカルリーズニングを実例を提示しながら教授する

᳃ᑿ　⿱ᚿ
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

10
ᆅᇦᅾఫ㧗㱋者に対する理学療
法の基本的事項

ᆅᇦᅾఫ㧗㱋者に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

ᒣ田　ᣅ実
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

11
ᆅᇦᅾఫ㧗㱋者に対するクリニカ
ルリーズニング

ᆅᇦᅾఫ㧗㱋者に対するクリニカルリーズニングを実践例を提示しながら教授する

ᒣ田　ᣅ実
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

12
変形性股関節症を既往にもつ人
工膝関節置換術後患者に対する
理学療法の基本的事項

変形性股関節症に対する理学療法の基本的・୍⯡的事項を教授する

櫻井　好美
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　
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13
変形性股関節症を既往にもつ人
工膝関節置換術後患者に対する
クリニカルリーズニング

人工股関節置換術後患者に対するクリニカルリーズニングを実例を提示しながら教授する

櫻井　好美
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

14
動作障害に対するクリニカルリー
ズニング　総論

各種動作障害の原因となる機能障害について教授する

櫻井　好美
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

15
動作障害に対するクリニカルリー
ズニング　事例検証

各種動作障害の原因となる機能障害の分析について実例を提示しながら教授する

櫻井　好美
事前学習（30分）：事前課題を読んでくること

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

評価 各教員から課される小テストもしくは課題10％　　定期試験90％

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは原則として実施後1週間以内に返却する。
定期試験については、終了後に講評ならびに模範解答の説明会を行う。

教科書 臼田　滋/2014/理学療法基礎評価学/医歯薬出版/ISBN：978-4263218105)　【講義2-9と12-13で使用】

留意事項 演習を取り入れるため、動きやすい服装で受講すること

参考図書など
新人理学療法士のためのスキルアップガイド/佐藤房郎編/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-26623-6
症状・経過観察に役立つ 脳卒中の画像のみかた/市川 博雄著/医学書院/ISBN：978-4260019484
運動器障害理学療法/加藤浩(編集）/メジカルビュー/ISBN：978-4-7583-2001-6

アクティブ・ラーニング 評価の実践方法についての演習を行う

実務経験のある
教員による授業

講師は理学療法士としての臨床経験を活かして、各種疾患や障害のの基本的な知識と手法、評価と臨床推論についての考え方
について講義する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

12
移乗動作の獲得・改善に対する運
動療法 1(総論）

移乗動作練習の理論と方法について教授する。(教科書pp108-116)

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

10
㉳ᒃ動作の獲得・改善に対する運
動療法 1(総論）

㉳ᒃ動作の基礎知識について教授する。（教科書pp70-76）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

11
㉳ᒃ動作の獲得・改善に対する運
動療法 2（各論）

㉳ᒃ動作の練習方法について、具体的な症例を通して教授する。（教科書pp77-84）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

8
運動⪏容能ቑに対する運動療
法 2（各論）

運動⪏容能の改善を目的とした運動療法の理論と基本技術について、具体的な症例を通して教授
する。

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

9
ጼໃಖᣢの改善に対する運動療
法

ጼໃಖᣢの改善を目的とした運動療法の理論と基本技術、および注意点について教授する。（教
科書pp86-94）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

6
➽力ప下に対する運動療法 2（各
論）

運動と➽力に関する力学的せᅉと➽力ቑᙉ運動について、具体的な症例を通して教授する。
（教科書pp44-53）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

7
運動⪏容能ቑに対する運動療
法 1（総論）

運動⪏容能の改善を目的とした運動療法の理論と基本技術について教授する。
（教科書pp59-68）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

4
関節ྍ動ᇦไ㝈に対する運動療
法 2（各論）

関節ྍ動ᇦ運動およびストレッチングについて、具体的な症例を通して教授する。（教科書pp28-
42）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

5
➽力ప下に対する評価方法・運動
療法 1（総論）

運動と➽力に関する力学的せᅉを理解する。➽力ቑᙉ運動のཎ理を教授する。
（教科書pp44-53）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

2 運動学習

運動学習の定義、運動ไᚚと運動学習、具体的な運動学習方法について教授する。
（教科書pp10-17）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

3
関節ྍ動ᇦไ㝈に対する運動療
法 1（総論）

基本的な関節運動とไ㝈ᅉᏊについて教授する。（教科書pp20-27）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
担当教員

1
理学療法基礎治療学とは
➽力と運動

運動療法の総論、意義と目的などを教授する。（教科書pp2-7）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

理学療法治療学

D㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ることがで䛝る。

D㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業等各⏺の関連⫋✀と連ᦠし、ே々のᗣにᐤすることがで䛝る。

D㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほを䜒䛱、クラ䜲アント中ᚰの医療を体的にᥦ౪することによりᆅᇦ♫に㈉⊩することがで䛝る。

D㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟たり⮬䜙の専門㡿ᇦを実践し⥆けることがで䛝る。

授
業
概
せ

本講義では、運動療法学の基礎理論と技術に関して学䜆。各✀の疾患・障害に対して適ษな運動療法がで䛝るよう、運動療法のṔྐ、定義、目的、対
㇟、⚗ᚷなど運動療法の基本概ᛕを理解する。䛥䜙に解๗学、⏕理学、運動学などの科目と関連䛵けなが䜙運動療法の基礎理論について理解する。ま
た運動療法で⏝するᶵ器等についての理解䜒῝める。

฿
㐩
目
標

1) 運動療法の意義、目的、対㇟、⚗ᚷなど運動療法の基本概ᛕを理解で䛝る。
2) 運動療法の基礎理論について理解で䛝る。
3) 運動療法で⏝するᶵ器等について理解で䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスアワー
本科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た時間にཷけ付ける

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関連

専門科目 D㻼1）┳ㆤཬびリ䝝ビリテー䝅䝵ンの専門⫋として高ᗘな知識と技術を㌟につけ、実践することがで䛝る。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥけて実践することがで䛝る。

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

運動療法学概論
ᚲಟ 講義 1༢ 1年後期 下田 栄次、中村 壽志

䕿
Concepts in Therapeutic Exercise (30時間)
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評価 定期試験 60%、小テスト 40%で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

①小テスト：小テスト実施の次回以降の授業時間内に、解説を行う。
②定期試験：個々に対し、試験結果と間違えた箇所の説明を行う。

教科書 中山孝(編)/ビジュアルレクチャー理学療法基礎治療学Ⅰ 運動療法/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-21806-8

留意事項
講義中、実技を行うことがあるので、動ける服装で臨むこと。
本概論で学習する内容は、「運動療法学基礎演習」「老年期理学療法学」「呼吸・循環系理学療法学」「運動器系理学療法学」「神
経系理学療法学」での学習に関連する。

参考図書など
吉尾雅春、横田一彦　編/標準理学療法学　運動療法学　総論第5版/医学書院/ISBN：9784260052924
吉尾雅春/標準理学療法学　運動療法学　各論第5版/医学書院/ISBN：9784260052931
高柳清美、中川法一　編/運動器障害理学療法学テキスト　改訂第3版/南江堂/ISBN：978-4-524-24983-1

アクティブ・ラーニング 講義中、適宜実技を行う。各講義のまとめとして、運動療法に関する理論や方法について、グループワークおよび演習を行う。

実務経験のある
教員による授業

講師は、運動器認定理学療法士の資格を有し、病院やクリニックにおいて該当疾患を担当していた。運動器、骨関節疾患等の専
門分野における経験、知識・技術が豊富であり、実践的な授業を行う。

14
歩行の獲得・改善に対する運動療
法

歩行能力の改善を目的とした運動療法の理論と基本技術、および注意点について教授する。（教
科書pp95-108）

中村　壽志
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

15 患者指導とADL指導

患者指導とADL指導の理論と方法について教授する。（教科書pp118-129）

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

13
移乗動作の獲得・改善に対する運
動療法 2(各論）

移乗動作練習の理論と方法について、具体的な症例を通して教授する。(教科書pp108-116)

下田　栄次
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

12 ᪥ᖖ生ά動స⦎習

᪥ᖖ生ά動స⦎習の理論と基本技⾡について、演習形式で教授し、その後グループワークで深め
る。（教科書pp118-128）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

10 基本動స

基本動సの概ᛕ、およ䜃介助方法について、演習形式で教授し、その後グループワークで深める。
（教科書pp70-84㻘108-116）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

11 Ṍ行の介助方法

Ṍ行の介助方法、およ䜃Ṍ行⿵助ලの理論と基本技⾡について、演習形式で教授し、その後グ
ループワークで深める。（教科書pp96-106）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

8 身体に᥋ゐする㝿の心ᵓ䛘

身体᥋ゐ（⎔ቃタ定、᥋㐝）の基本について、演習形式で教授し、その後グループワークで深め
る。（教科書pp2-7）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

9 基本的な䝫ジ䝅䝵ニング

基本的な䝫ジ䝅䝵ニングについて、演習形式で教授し、その後グループワークで深める。　（教科書
pp70-84㻘108-116）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6 ᣢஂຊトレーニング

基本的なᣢஂຊトレーニング方法について、演習形式で教授し、その後グループワークで深める。
（教科書pp58-68）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7 バランスᨵၿ運動

基本的なバランス⬟ຊのᨵၿトレーニング方法について、演習形式で教授し、その後グループワー
クで深める。（教科書pp86-94）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4 テー䝢ングの基本

㊊関⠇のテー䝢ング方法の基本について演習形式で教授し、その後グループワークで深める。
（配ᕸ資料）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する資料を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5 ➽ຊቑᙉ運動

ᚐᡭ、およ䜃動సでの基本的な各✀➽ຊቑᙉ運動について、演習形式で教授し、その後グループ
ワークで深める。（教科書pp44-56）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2
関⠇ྍ動ᇦ運動
ストレッチングの基本（ୖ⫥）

ୖ⫥の基本的な関⠇ྍ動ᇦ運動、ストレッチングについて、その理論と基本的な技⾡を演習形式で
教授し、その後グループワークで深める。（教科書pp20-42㻌配ᕸ資料）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

3
関⠇ྍ動ᇦ運動
ストレッチングの基本（下⫥）

下⫥の基本的な関⠇ྍ動ᇦ運動、ストレッチングについて、その理論と基本的な技⾡を演習形式で
教授し、その後グループワークで深める。（教科書pp20-42㻌配ᕸ資料）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 運動療法の理論

運動療法の理論について、演習形式で教授し、その後グループワークで深める。　
　（教科書pp2-7）

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

理学療法治療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎ展䛥䛫ることができる。

授
業
概
せ

運動療法学基礎演習では、身体᥋ゐの基本とὀ意Ⅼについて学䜆。䛥䜙に運動療法学概論でᚓた▱㆑をᅵྎとして、Ᏻᴦ⫥、動స介助䡠車いす介助
とい䛳たึṌの技⾡䛛䜙、関⠇ྍ動ᇦ⦎習、各✀の➽ຊቑᙉ⦎習法について演習形式で学䜆。本講義を㏻して、身体に᥋ゐする㝿の心ᵓ䛘、┦ᛂしい
ែᗘを身につ䛡る。また、患者はも䛱䜝んのこと学生⮬身のᏳ全☜ಖの基本を学䜆。

฿
㐩
┠
標

1)㻌身体に᥋ゐする㝿の心ᵓ䛘、およ䜃┦ᛂしいែᗘについて理解できる。
2)㻌関⠇ྍ動ᇦ⦎習、➽ຊቑᙉ⦎習の㝿のὀ意Ⅼ、およ䜃基本的なアプ䝻ーチ方法について理解できる。
3)㻌基本動సに関䜟る介助方法、およ䜃そのὀ意Ⅼについて理解できる。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスアワー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ開する䜸フィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た時㛫にཷ䛡付䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門科┠ 㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝ビリテー䝅䝵ンの専門⫋として高ᗘな▱㆑と技⾡を身につ䛡、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実践することができる。

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

༢ᩘ
(時㛫ᩘ)

配当
年次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動療法学基礎演習
ᚲ修 演習 1༢ 2年前ᮇ 中尾　陽光、下田　栄次

䕿
Consepts in Therapeutic Exercise (30時㛫)
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評価 小テスト40%、実技試験60%

課題に対する
フィードバックの方法

①小テストについて：小テストを実施した次の授業において、テスト返却とともに、解説する。
②実技試験について：実技試験実施後に、学生個々へ試験結果の解説と今後の課題について説明する。

教科書 中山孝(編著)/ビジュアルレクチャー理学療法基礎治療学Ⅰ運動療法/医歯薬出版/ISBN：9784263218068

留意事項
1年時で学んだ「解剖学I」、「生理学」、「運動生理学」、「基礎運動学」、「検査測定学概論」、「運動療法学概論」について復習して
おくこと。また、講義では実技を行うため、動きやすい服装で授業に臨むこと。

参考図書など

高橋哲也(編)/“臨床思考”が身につく運動療法Q&A/医学書院/ISBN：9784260027953
吉尾雅春，福井勉(編)/標準理学療法学　運動療法学　総論第5版/医学書院/ISBN：9784260052924　
吉尾雅春(監修)/標準理学療法学　運動療法学　各論第5版/医学書院/ISBN：9784260052931　
中山孝(編著)/ビジュアルレクチャー理学療法基礎治療学Ⅰ運動療法/医歯薬出版/ISBN：9784263218068
井樋栄二(著)/標準整形外科学　第14版/医学書院/ISBN：9784260038805

アクティブ・ラーニング 実技を中心に、グループワークや演習形式を採用し、授業を展開していく。

実務経験のある
教員による授業

講師陣は、病院やクリニックにおいて様々な患者様に対して、運動療法を実践してきた。その専門分野の経験が豊富であり、実
践的な授業を行う。

14 痛みに対する運動療法

運動療法による疼痛緩和の理論と機器について、演習形式で教授し、その後グループワークで深
める。

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する資料を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

15 整形外科疾患に対する運動療法

整形外科疾患を想定した基本的な運動療法について、演習形式で教授し、その後グループワーク
で深める。

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する資料を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

13 車いすの介助方法

整形外科疾患、中枢神経疾患を想定した基本的な車いすの介助方法について、演習形式で教授
し、その後グループワークで深める。（教科書pp110-116）

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を熟読する。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

㐠ື器系理学療法学

必ಟ 講義

1༢

3年前期 大᳃　ᆂ㈉・㭯見　㝯ṇ・Ḉ　ዲ⨾
䕿

Physical Therapy Management of 
㻻㼞㼠㼔㼛㼜㼑㼐i㼏 㻯㼛㼚㼐i㼠i㼛㼚㼟１

(30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

理学療法療学

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1 ⥲ㄽ　㐠ື器障害とは

㐠ື器疾患全⯡に⏕じ䜔すい≧、㐠ື器の⒵㐣⛬と一⯡的理学療法など㐠ື器疾患に対す
る理学療法のᇶᮏ的事項を教授する。（㼜㼜1-16)

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：㐠ື器疾患全⯡に⏕じる≧と㐠ື器の⒵㐣⛬をぬえる。

授
業
ᴫ
せ

ኚᙧᛶ関⠇、上⫥㦵ᢡ、関⠇リ䜴マ䝏、ഃᙃ➼について、疾患ᵓ㐀の理ゎと㐠ື療法の理ㄽを学習する。ྛ疾患における、ಖᏑ的療、ほ⾑的
療、ᡭ⾡方法の㐪いなど、ᩚᙧእ科的療法の┦㐪における㐠ື療法プログラムのᘓて方について䜒ゎㄝする。䜎た、実㝿の療ᢏ⾡ㄽについては、
㏆年における㐠ື療法のト䝢ックス䜒加し、➽ຊቑᙉ䜔ᇶᮏືసなどのᇶᮏ的ᴫ␎䜒ྵめ、ᖜᗈい㐠ື療法ᢏ⾡のಟᚓを図る。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）㦵ᢡ、関⠇リ䜴マ䝏、ഃᙃ、ኚᙧᛶ関⠇などの㐠ື器疾患のᇶᮏ的事をㄝ᫂できる。
2）㦵ᢡ、関⠇リ䜴マ䝏、ഃᙃ、ኚᙧᛶ関⠇などの㐠ື器疾患に対するᇶᮏ的な㐠ື療法をㄝ᫂できる。
3）㦵ᢡ、関⠇リ䜴マ䝏、ഃᙃ、ኚᙧᛶ関⠇などの㐠ື器疾患に対する㐠ື療法の留意Ⅼをㄝ᫂できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 ኚᙧᛶ⬨᳝の理学療法

ኚᙧᛶ⬨᳝の理学療法を教授する。（㼜㼜27-36）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ኚᙧᛶ⬨᳝のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

2 ኚᙧᛶ関⠇の理学療法

ኚᙧᛶ関⠇のᴫ␎、ኚᙧᛶ関⠇の理学療法を教授する。（㼜㼜17-24）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ኚᙧᛶ関⠇のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

5
ኚᙧᛶ⭸関⠇を有する㧗㱋者
の理学療法

ኚᙧᛶ⭸関⠇を有する㧗㱋者に対する理学療法を教授する。（㼜㼜57-65）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ኚᙧᛶ⭸関⠇を有する㧗㱋者のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

4
ኚᙧᛶ⭸関⠇の理学療法（ಖ
Ꮡ療法）

ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⭸関⠇の理学療法を教授する。（㼜㼜37-45）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⭸関⠇のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

7 関⠇リ䜴マ䝏の理学療法

関⠇リ䜴マ䝏の理学療法を教授する。（㼜㼜277-292）

Ḉ　ዲ⨾
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：関⠇リ䜴マ䝏のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

6
ኚᙧᛶ⫤関⠇の理学療法（ಖ
Ꮡ療法）

ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⫤関⠇の理学療法を教授する。（㼜㼜67-75）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⫤関⠇のᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

9 上⫥㦵ᢡの理学療法

上⫥㦵ᢡの理学療法を教授する。（㼜㼜187-194）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：上⫥㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

8 㦵ᢡの理学療法

㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、理学療法を教授する。（㼜㼜137-145）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。

11 ഃᙃの理学療法

ഃᙃの理学療法を教授する。（資料配ᕸ）

㭯見　㝯ṇ
事前学習（30分）：授業内容に関してㄪべる。

事後学習（60分）：ഃᙃで⏕じる障害をぬえる。

10 ⬨᳝㦵ᢡの理学療法

⬨᳝の㦵ᢡの理学療法の教授する。（㼜㼜197-206）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：⬨᳝㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、理学療法をぬえる。
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13
上⫥㦵ᢡに対する理学療法
プログラムを❧

ᥦ♧䛥䜜た上⫥㦵ᢡに対する理学療法プログラムを❧し、そのጇ当ᛶを䝕ィス䜹ッションす
る。（㼜㼜187-195、資料配ᕸ）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：上⫥㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、䛣䜜ら疾患に対する理学療法をぬえる。

12
ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⭸関⠇
に対する理学療法プログラム❧


ᥦ♧䛥䜜たኚᙧᛶ⭸関⠇に対する理学療法プログラムを❧し、そのጇ当ᛶを䝕ィス䜹ッ
ションする。（㼜㼜37-45、57-65、資料配ᕸ）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：ಖᏑ療法中のኚᙧᛶ⭸関⠇の理学療法プログラムの᰿ᣐを☜ㄆする。

15 㐠ື器系理学療法学の䜎とめ

㐠ື器系理学療法の䜎とめを行い、䝕ィス䜹ッションする。（資料配ᕸ）

大᳃　ᆂ㈉事前学習（30分）：1䡚14回┠䜎で授業内容を読んでくる。

事後学習（90分）：㐠ື器系理学療法全体を復習し、᭕なⅬをなくす。

14
⬨᳝ᅽ㏕㦵ᢡ㦵ᢡに対する
理学療法プログラムを❧

ᥦ♧䛥䜜た⬨᳝ᅽ㏕㦵ᢡに対する理学療法プログラムを❧し、そのጇ当ᛶを䝕ィス䜹ッショ
ンする。（㼜㼜197-206。資料配ᕸ）

大᳃　ᆂ㈉
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：上⫥㦵ᢡのᴫ␎と≉ᚩ、䛣䜜ら疾患に対する理学療法をぬえる。

留意事項
㐠ື器系疾患者に対する理学療法のᇶ♏であ䜚、ᅜ家試験で䜒㢖出する㡿ᇦです。事前事後の学習は必ず行い、᫂なⅬを
ṧ䛥ないように㐍めてくだ䛥い。

参考図書など ᶆ‽理学療法学　㐠ື療法学　ྛㄽ　第4版　医学書院（ISBN：978-4-260-02791-5）

アクティブ・ラーニング 授業中には発言を求める。ᥦ♧では䝕ィス䜹ッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

大学病院䜔ᆅᇦリハビリテーションにおいてᩚᙧእ科疾患患者の理学療法にᚑ事した理学療法士䛜、講義する。

評価 小テスト30䠂　　定期試験70䠂

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは、後の講義の㝿にゎ⟅を♧し、学⏕の㉁ၥをཷけ回⟅する。定期試験⤖ᯝには講評をసᡂし、ᥖ♧によって学⏕にබ
㛤する。

教科書
シンプル理学療法学シリー䝈　㐠ື器系理学療法学テキスト/㧗ᰗΎ⨾、中川法一、ᮌ⸨ఙᏹ、᳃山ⱥᶞ（編集）/南江堂/　改
訂第3版/ISBN：978-4-524-24983-1
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回

ᚲ修・
㑅ᢥのู

授業
形ែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

配当
ᖺḟ

科┠担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動器系理学療法学演習
Physical Therapy Management of 

Orthopedic Conditions 2
ᚲ修 演習 1༢ 3ᖺ後期 中尾　陽光、ୗ田　栄ḟ

䕿
(30㛫)

授業科┠のྡ⛠

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスアワー
ᮏ科┠に関する質問は、授業の前後ཬびู㏵公開する䜸フィスアワー一ぴ⾲に掲㍕䛥䜜
た㛫に受けける

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝ビリテーションの専門⫋として高ᗘな▱㆑と技⾡を身につけ、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによ䜚問題解Ỵにྥけて実践することができる。

理学療法治療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ることができる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤすることができる。

授
業
ᴫ
せ

ᮏ講義では、ኚ形ᛶ関節症、㠌ᖏᦆ傷、༙᭶ᯈᦆ傷、⫪関節࿘ᅖ⅖、⭝ᯈᦆ傷やேᕤ関節ᤄධ⾡後、㙾どୗᡭ⾡後あるいは⬨᳝疾患、熱傷などと
いった௦⾲的な疾患をྲྀ䜚ୖ䛢、評価法、治療法など具体的な理学療法の㐍め方と䝂ール䝉ッティングについて演習形式で学䜆。

฿
㐩
┠
標

1）௦⾲的な運動器系疾患の病ែについてㄝ᫂ができる。
2）௦⾲的な運動器系疾患に対する評価法、治療法を㑅ᢥし、㐺ษな䝂ール䝉ッティングができる。
3）௦⾲的な運動器系疾患に対する具体的な治療技⾡を経験する。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
担当教員

1
関節㌾㒊⤌⧊障害䠍
㠌ᖏᦆ傷・༙᭶ᯈᦆ傷に対する理
学療法評価

㠎ᖏᦆ傷や༙᭶ᯈᦆ傷および㙾どୗ⾡後➼の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.87-
115)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

2
関節㌾㒊⤌⧊障害２
㠌ᖏᦆ傷・༙᭶ᯈᦆ傷に対する運
動療法

㠎ᖏᦆ傷や༙᭶ᯈᦆ傷および㙾どୗ⾡後➼の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.87-
115)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

3
㦵・㌾㦵障害䠍
ኚ形ᛶ⭸関節症（ᡭ⾡療法）に対
する理学療法

ኚ形ᛶ⭸関節症に対する⾡前・⾡後の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.47-56)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

4
㦵・㌾㦵障害２
ኚ形ᛶ⫤関節症（ᡭ⾡療法）に対
する理学療法

ኚ形ᛶ⫤関節症に対する⾡前・⾡後の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.77-85)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

5
㦵ᛶ障害䠍
⭣㦵㢕㒊㦵ᢡ・㌿Ꮚ㒊㦵ᢡに
対する理学療法評価

⭣㦵㢕㒊㦵ᢡや㌿Ꮚ㒊㦵ᢡの⾡前後の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.147-176)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

6
㦵ᛶ障害２
⭣㦵㢕㒊㦵ᢡ・㌿Ꮚ㒊㦵ᢡに
対する理学療法評価

⭣㦵㢕㒊㦵ᢡや㌿Ꮚ㒊㦵ᢡの⾡前後の理学療法について、演習形式で教授する。(pp.147-176)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

7
➽・㌾㒊⤌⧊ᛶ障害䠍
ᴫ論および⫪関節࿘ᅖ⅖に対す
る理学療法

➽・㌾㒊⤌⧊ᛶ障害、⫪関節࿘ᅖ⅖の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.207-225)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

8
➽・㌾㒊⤌⧊ᛶ障害２
⫪⭝ᯈᦆ傷・᩿に対する理学療
法

⭝ᯈᦆ傷・᩿の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.227-235)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

9
⬨᳝ᛶ障害䠍
㢕㒊障害に対する理学療法

㢕㒊の⬨᳝ᛶ障害の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.247-256)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

10
⬨᳝ᛶ障害２
ᛴᛶ⭜③・៏ᛶ⭜③に対する理学
療法

ᛴᛶ⭜③・៏ᛶ⭜③の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.257-276)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

11
関節構造に由来する障害䠍
⬺⮻に対する理学療法

⬺⮻の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.117-126)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

12
㦵ᛶ障害䠏
ୗ⫥の㦵ᢡに対する理学療法お
よびୗ⫥Ⲵ㔜⦎習

ୗ⫥の㦵ᢡに対する理学療法およびୗ⫥Ⲵ㔜⦎習について、演習形式で教授する。
(pp.177-186，313-314、配布資料)

ୗ田　栄ḟ
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。
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13
末梢神経障害に対する理学療法
評価

末梢神経障害の理学療法、特に評価について、演習形式で教授する。
(pp.237-246，配布資料)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

14
末梢神経障害に対する運動療法
複合障害：熱傷に対する理学療法

末梢神経障害の運動療法および熱傷に対する理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.237-246，303-308，配布資料)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

15
関節構造に由来する障害２
動揺関節・関節不安定症に対する
理学療法

関節不安定症の理学療法について、演習形式で教授する。
(pp.127-136，配布資料)

中尾　陽光
事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：授業内容の疾患の患者に対する理学療法を確認する。

評価 定期試験70%、小テスト30%

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは後の講義の際に解答を示し、学生の質問を受け回答する。定期試験結果には講評を作成し、掲示によって学生に公
開する。

教科書 細田多穂(監修)/シンプル理学療法学シリーズ　運動器障害理学療法学テキスト　改訂第3版/南江堂/ISBN：9784524249831

留意事項 実技を中心に行う授業です。授業参加は、実技ができる服装で参加することを条件とします。

参考図書など

高橋哲也(編)/“臨床思考”が身につく運動療法Q&A/医学書院/ISBN：9784260027953
吉尾雅春，横田一彦(編)/標準理学療法学　運動療法学　総論第5版/医学書院/ISBN：9784260052924　
吉尾雅春(監修)/標準理学療法学　運動療法学　各論第5版/医学書院/ISBN：9784260052931　
中山孝(編著)：ビジュアルレクチャー理学療法基礎治療学Ⅰ運動療法/医歯薬出版/ISBN：9784263218068
井樋栄二(著)/標準整形外科学　第14版/医学書院/ISBN：9784260038805

アクティブ・ラーニング
各疾患において、具体的な症例紹介を行い、その症例における評価方法や治療方法などをグループワーク・演習形式で自ら考
え理解していく。また各疾患のまとめとして運動器系の理学療法についてのディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

講師は、運動器認定理学療法士の資格を有し、病院やクリニックにおいて該当疾患を担当していた。その専門分野を活かした実
践的な授業を行う。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

⚄経系理学療法学
Physical Therapy of Evaluation 

Neurological conditions
必ಟ 講義 1༢ 3年前期 大ᮧ　ඃឿ

䕿
(30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣と䛜できる。

理学療法療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1 ⚄経系理学療法学⥲ㄽ

⚄経系理学療法学のᴫせについて学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 1）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

授
業
ᴫ
せ

⬻⾑管障害による中ᯡ⚄経ᛶの∦㯞⑷䜔小⬻ᛶ㐠ືኻㄪ䡠༠ㄪ㐠ື障害などに関して、そ䜜らの評価法と㐠ື療法の考え方を学習する。ල体的に
は⬻⾑管障害患者、䝟ーキン䝋ン病患者、⬨㧊小⬻ኚᛶ患者、➽ⴎ⦰ᛶഃ⣴◳、ከ発ᛶ◳患者➼に対する評価・ண後ண ・理学療法の実
㝿について講義する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1) ⚄経疾患の理学療法のᴫせをㄝ᫂できる。
2) ⚄経疾患者に対する理学療法評価の項┠をิᣲできる。
3) 理学療法評価の⤖ᯝを㋃䜎えて理学療法プログラムを❧できる。
4) 理学療法を行う上でのリスク管理上の留意Ⅼをㄝ᫂できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 ⬻⾑管障害

⬻⾑管障害について学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 4）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

2
⬻のᶵ⬟とᵓ㐀䠉㐠ື、ឤぬ、⬻
⾑管の㉮行と㑏ὶ㡿ᇦ

⬻のᶵ⬟とᵓ㐀䠉㐠ື、ឤぬ、⬻⾑管の㉮行と㑏ὶ㡿ᇦについて学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 2㻘3）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

5 中ᯡᛶ㐠ື障害の病ែ

中ᯡᛶ㐠ື障害の病ែについて学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 6）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

4 そのの⬻ᦆയ疾患

そのの⬻ᦆയ疾患について学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 5）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

7
⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療
法（１）一⯡的トレーニングと課題
≉␗的トレーニング

⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療法（１）一⯡的トレーニングと課題≉␗的トレーニングについて学
䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 9）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

6
中ᯡᛶ㐠ື障害に対する評価
䛆小テスト１䛇

中ᯡᛶ㐠ື障害に対する評価について学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 7㻘8）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

9
⬻༞中後∦㯞⑷に対するᛴᛶ期
のධ

⬻༞中後∦㯞⑷に対するᛴᛶ期のධについて学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 12）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

8
⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療
法（䠎）ල療法、ᶵ⬟的㟁Ẽ่
⃭、ロ䝪ット療、合ే

⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療法（䠎）ල療法、ᶵ⬟的㟁Ẽ่⃭、ロ䝪ット療、合ేについ
て学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 10㻘11）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。
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11
⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療
法の実㝿

⬻༞中後∦㯞⑷に対する理学療法の実㝿について学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 14㻘15）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

10
⬻༞中後∦㯞⑷に対する回復期
のධ

⬻༞中後∦㯞⑷に対する回復期のධについて学䜆（教科書䐟㻸E㻯㼀㼁㻾E 13）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

13
䝟ーキン䝋ン病、㐠ືኻㄪに対す
る理学療法とその実㝿

䝟ーキン䝋ン病、㐠ືኻㄪに対する理学療法とその実㝿について学䜆（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 
19㻘20㻘21㻘22）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

12
⬻のᵓ㐀とᶵ⬟䠉大⬻ᇶᗏ᰾、
小⬻、⬻幹
䛆小テスト䠎䛇

⬻のᵓ㐀とᶵ⬟䠉大⬻ᇶᗏ᰾、小⬻、⬻幹について学䜆（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 16㻘17㻘18）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

15
䜎とめ
䛆小テスト䠏䛇

1䡚14回の学習内容を䛥らに῝める。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

14
ከ発ᛶ◳、➽ⴎ⦰ᛶഃ⣴◳
に対する理学療法とその実
㝿

ከ発ᛶ◳、➽ⴎ⦰ᛶഃ⣴◳に対する理学療法とその実㝿について学䜆（教科書䐠
㻸E㻯㼀㼁㻾E 27㻘28㻘29㻘30）。

大ᮧ　ඃឿ事前学習（60分）：教科書の該当箇所を読䜐。

事後学習（60分）：授業で学んだ内容を理ゎし、授業全体の復習を行う。理ゎできなかった䛣とは䜸
フィスア䝽ー➼をά⏝し、㉁ၥする。

留意事項 ≉になし。

参考図書など

・ 大ᮧඃឿ/リハにᙺ❧つ⬻画像/第2版/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN：978-4758320139
・ 大ᮧඃឿ/⬻༞中リハのⴠとし✰100/ヒューマンプレス/ISBN：978-4908933042
・ ₻見Ὀ⸝（編集）/⚄経障害理学療法学/第2版/⨺ᅵ♫/ISBN：978-4758114370
・ 医療情報科学◊✲所（編集）/病Ẽ䛜䜏える 㼢㼛l.7 ⬻・⚄経/第2版/䝯䝕ィック䝯䝕ィア/ISBN：978-4896326864
・ 㧘ᶫᛅ志・（編集）/⬻༞中リハビリテーション療・ᨭの㻲i㼞㼟㼠 S㼀E㻼/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN：978-4758320917
・ ▼合⣧ኵ/㧗ḟ⬻ᶵ⬟障害学/第3版/医歯薬出版/ISBN：978-4263266519
・ 㐨චஂ（編集）/⬻༞中ᶵ⬟評価・ண後ண マニュアル/医学書院/ISBN：978-4260017596
・ ᪥ᮏ⬻༞中学 ⬻༞中䜺イドラインጤ員（編集）/⬻༞中療䜺イドライン2021/༠画/ISBN：978-4877942229
・ ⬻ᶵ⬟とリハビリテーション◊✲/⬻ᶵ⬟のᇶ♏知㆑と⚄経ೃ䜿ーススタ䝕ィ/改訂第2版/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN： 978-
4758320405
・ ᆅ⚄裕ྐ・（編集）/上⫥の理学療法/୕㍯書ᗑ/ISBN：978-4895905558

アクティブ・ラーニング
ྛ疾患の理学療法の実㝿についての授業では、一方的な知㆑のఏ㐩ではなく、必せな評価項┠䜔理学療法プログラムについて
学⏕䛜考え、㆟ㄽし、発表する䛣とを求める。

実務経験のある
教員による授業

⬻༞中ㄆ定理学療法士、⿵ලㄆ定理学療法士の資格を有する教員䛜、リハビリテーション病院䜔ㆤ⪁ேಖタでの⚄
経系理学療法に関する㇏ᐩな臨床経験を⫼ᬒとして、臨床実践に༶した内容の授業を行う。

評価 定期試験60%、小テスト30%（10%㽢3）、授業参加ᗘ10%

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは実後にゎ⟅ゎㄝを行う。

教科書
䐟 ▼川ᮁ（⥲編集）/⚄経障害理学療法学䊠/第2版/中山書ᗑ/ISBN：978-4521744964䛆1䡚10㻘15回の授業で⏝䛇
䐠 ▼川ᮁ（⥲編集）/⚄経障害理学療法学䊡/第2版/中山書ᗑ/ISBN：978-4521744971䛆11䡚15回の授業で⏝䛇

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

⚄経系理学療法学₇習
Physical Therapy management of 

Neurological conditions
必ಟ ₇習 1༢ 3年後期 大ᮧ　ඃឿ

䕿
(30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣と䛜できる。

理学療法療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜できる。

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1 ⬻画像⥲ㄽ、小テスト

⬻画像を読䜐┠的、ྛ✀⬻画像の≉ᚩ、画像所見の経時的ኚ、᩿ᒙ画像のᇶ‽⥺について学
䜆（教科書䐟㼜㼜.2-26）。䜎た、⬻のᶵ⬟ゎ๗学についての小テストを行う。

大ᮧ　ඃឿ事前学習(30分）：⚄経内科学、⬻⚄経እ科学の⬻⾑管障害（⬻༞中）の内容を復習する。

事後学習(30分）：⬻画像のᴫせについて復習する。

授
業
ᴫ
せ

⬻⾑管障害による中ᯡ⚄経ᛶの∦㯞⑷䜔小⬻ᛶ㐠ືኻㄪ䡠༠ㄪ㐠ື障害に関する評価ཬ䜃療ᢏ⾡を学習する。ල体的には、㻯㼀䡠㻹㻾Iの見方、⚄
経系障害のண後ண 、⬻⾑管障害に対する評価のὶ䜜、大⬻ᇶᗏ᰾のᶵ⬟とその障害、小⬻のᶵ⬟とその障害、䝟ーキン䝋ン病に対する理学療法、
㐠ືኻㄪに対する理学療法、そのの⚄経疾患の理学療法について講義する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1) 中ᯡ⚄経障害の⬻画像から⬻のᦆയ㡿ᇦをྠ定し、臨床≧を᥎ し、必せな評価項┠をᣲ䛢る䛣と䛜できる。
2) 課題指ྥᆺトレーニングをはじめとした中ᯡ⚄経障害に対する理学療法アプロー䝏をᶍᨃの病ែに合わ䛫て❧し、実践できる。
3) 事検ウ、グループ学習、発表、ウ㆟を㏻し、医療ேとして䜅䛥わしい体ᛶ、理ほ、䝁䝭ュニ䜿ーション⬟ຊ、᥈✲心、ၥ題ゎỴ⬟ຊをಟᚓする。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 ⬻画像読ᙳによる臨床≧᥎ 

⬻⾑管障害の⬻画像読ᙳによる臨床≧᥎ について学䜆（教科書䐟㼜㼜.101-185)。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：⚄経系検査 定学、㧗ḟ⬻障害学で学んだྛ✀評価法を復習する。

事後学習(60分）：⬻⾑管障害の⬻画像の≉ᚩ、⬻のᦆയ㡿ᇦと≧の対応関ಀについて復習する。

2 ⬻のᶵ⬟ゎ๗と画像ゎ๗

⬻のᶵ⬟ゎ๗と画像ゎ๗について学䜆（教科書䐟㼜㼜.27-99)。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：ゎ๗学䊡（⚄経）の⬻ゎ๗の内容を復習する。

事後学習(60分）：⬻のᶵ⬟ゎ๗と画像ゎ๗について復習する。

5
⬻⾑管障害事の⬻画像読ᙳと
臨床≧の検ウ

⬻⾑管障害事の⬻画像から⬻のᦆയ㡿ᇦと臨床≧について検ウする（教科書䐟㼜㼜.2-185)。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：1-3回┠の授業内容について復習する。

事後学習(30分）：授業内で理ゎできなかった内容についてㄪべ学習をする。

4
⚄経䝛ット䝽ークにᇶ䛵く臨床
≧の理ゎ

大⬻-小⬻ループ、大⬻⓶㉁-ᇶᗏ᰾ループ、㐃合⥺⥔・㐃⥺⥔と関㐃付けて臨床≧を理ゎす
る（教科書䐟㼜㼜.69-88）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：2㻘3回の授業内容について復習する。

事後学習(60分）：⚄経䝛ット䝽ークにᇶ䛵く臨床≧の理ゎについて復習する。

7 課題発表（⬻画像）

⬻⾑管障害事の⬻画像から⬻のᦆയ㡿ᇦと臨床≧についてグループ内で検ウした内容を発
表する（教科書䐟㼜㼜.2-185)。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：前回の授業の事後学習の内容䛜ᮏ授業の事前学習に┦当する。

事後学習(30分）：ྛグループの発表内容について復習し、ၥⅬのㄪべ学習をする。

6 グループ学習（⬻画像）

⬻⾑管障害事の⬻画像から⬻のᦆയ㡿ᇦと臨床≧についてグループ内で検ウする（教科書
䐟㼜㼜.2-185)。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：前回の授業の事後学習の内容䛜ᮏ授業の事前学習に┦当する。

事後学習(30分）：授業内で理ゎできなかった内容についてㄪべ学習をする。

9 そのの理学療法ධ

中ᯡ⚄経障害者に対するᵝ䚻な理学療法ධについて学䜆（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 9）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：⚄経系理学療法学で学んだ理学療法ධについて復習する。

事後学習(30分）：中ᯡ⚄経障害者に対するᵝ䚻な理学療法ධについて復習する。

8 課題指ྥᆺトレーニング

中ᯡ⚄経障害者に対する課題指ྥᆺトレーニングについて学䜆（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 9）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：⚄経系理学療法学で学んだ理学療法ධについて復習する。

事後学習(30分）：課題指ྥᆺトレーニングのᴫせについて復習する。

11
䝟ーキン䝋ン病に対する理学療法
の実㝿

䝟ーキン䝋ン病に対する理学療法ධについて実ᢏをえて学䜆（教科書䐡㻸E㻯㼀㼁㻾E 20）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：⚄経系理学療法学で学んだ䝟ーキン䝋ン病に対する理学療法ධの内容を復習する。

事後学習(30分）：䝟ーキン䝋ン病に対する理学療法ධの内容について復習する。

10
⬻⾑管障害に対する理学療法の
実㝿

⬻⾑管障害に対する理学療法ධについて実ᢏをえて学䜆（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 9䡚15）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：⚄経系理学療法学で学んだ⬻⾑管障害に対する理学療法ධの内容を復習する。

事後学習(30分）：⬻⾑管障害に対する理学療法ධの内容について復習する。
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13
グループ学習（⬻⾑管障害事に
対する理学療法ධ）

⬻⾑管障害事に対する理学療法ධについて検ウする（教科書䐠㻸E㻯㼀㼁㻾E 9䡚15）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：8-10回の授業内容について復習する。

事後学習(30分）：授業内で理ゎできなかった内容についてㄪべ学習をする。

12
㐠ືኻㄪに対する理学療法の実
㝿

ኻㄪに対する理学療法ධについて実ᢏをえて学䜆（教科書䐡㻸E㻯㼀㼁㻾E 22）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：⚄経系理学療法学で学んだኻㄪに対する理学療法ධの内容を復習する。

事後学習(30分）：ኻㄪに対する理学療法ධの内容について復習する。

15 課題発表（理学療法ධ）

中ᯡ⚄経障害事に対する理学療法ධについてグループ内で検ウした内容を発表する。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(30分）：課題発表の‽ഛを行う。

事後学習(30分）：ྛグループの発表内容について復習し、ၥⅬのㄪべ学習をする。

14
グループ学習（⚄経㞴病事に対
する理学療法ධ）

⚄経㞴病事に対する理学療法ධについて検ウする（教科書䐡㻸E㻯㼀㼁㻾E 20、22）。

大ᮧ　ඃឿ
事前学習(60分）：8㻘9㻘11㻘12回の授業内容について復習する。

事後学習(30分）：授業内で理ゎできなかった内容についてㄪべ学習をする。

留意事項
3䡚6回┠の授業では⬻画像䛜༳ๅ䛥䜜たプリントにᥥき䛣䜏を行う₇習を行うため、8ⰍのỈᛶ䜹ラーマー䜹ーをᣢ参する䛣と。
10䡚15回┠の授業では実ᢏを行うため、ືき䜔すい᭹で出ᖍする䛣と。

参考図書など

・ 大ᮧඃឿ/⬻༞中リハのⴠとし✰100/ヒューマンプレス/ISBN：978-4908933042
・ ₻見Ὀ⸝（編集）/⚄経障害理学療法学/第2版/⨺ᅵ♫/ISBN：978-4758114370 （6䡚15回の授業で⏝）
・ 医療情報科学◊✲所（編集）/病Ẽ䛜䜏える 㼢㼛l.7 ⬻・⚄経/第2版/䝯䝕ィック䝯䝕ィア/ISBN：978-4896326864
・ 㧘ᶫᛅ志・（編集）/⬻༞中リハビリテーション療・ᨭの㻲i㼞㼟㼠 S㼀E㻼/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN：978-4758320917
・ ▼合⣧ኵ/㧗ḟ⬻ᶵ⬟障害学/第3版/医歯薬出版/ISBN：978-4263266519
・ 㐨චஂ（編集）/⬻༞中ᶵ⬟評価・ண後ண マニュアル/医学書院/ISBN：978-4260017596
・ ᪥ᮏ⬻༞中学 ⬻༞中䜺イドラインጤ員（編集）/⬻༞中療䜺イドライン2021/༠画/ISBN：978-4877942229
・ ⬻ᶵ⬟とリハビリテーション◊✲/⬻ᶵ⬟のᇶ♏知㆑と⚄経ೃ䜿ーススタ䝕ィ/改訂第2版/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN： 978-
4758320405
・ ᆅ⚄裕ྐ・（編集）/上⫥の理学療法/୕㍯書ᗑ/ISBN：978-4895905558

アクティブ・ラーニング
6䡚7回およ䜃13-15回に事検ウとプレ䝊ンテーションを課し、学⏕䛜⬟ື的に、事の≧の᥎ 䜔、病ែを㋃䜎えた理学療
法アプロー䝏を検ウ・実践する䛣とを求める。

実務経験のある
教員による授業

⬻༞中ㄆ定理学療法士、⿵ලㄆ定理学療法士の資格を有する教員䛜、リハビリテーション病院䜔ㆤ⪁ேಖタにおける
⚄経系理学療法の㇏ᐩな臨床経験にᇶ䛵き、ල体的な事をᥦ♧しな䛜ら授業を行う䛣とで、臨床実践ຊを㣴う。

評価 定期試験（➹記）50%、小テスト10%、課題発表（⬻画像）15%、課題発表（理学療法ධ）15%、授業参加ᗘ10%

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは実後にゎ⟅ゎㄝを行う。事検ウでは学⏕からの積極的な㉁ၥを求め、㒔ᗘフィードバックする。7回┠、15回┠の
課題発表後にྛグループの発表内容に対してཱྀ㢌でフィードバックを行う。

教科書
䐟 大ᮧඃឿ/リハにᙺ❧つ⬻画像/第2版/䝯䝆䜹ルビュー/ISBN：978-4758320139（1䡚7回の授業で⏝）
䐠 ▼川ᮁ（⥲編集）/⚄経障害理学療法学䊠/第2版/中山書ᗑ/ISBN：978-4521744964（8䡚10、13、15回の授業で⏝）
䐡 ▼川ᮁ（⥲編集）/⚄経障害理学療法学䊡/第2版/中山書ᗑ/ISBN：978-4521744971（11、12、14、15回の授業で⏝）

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

発㐩系理学療法学
Physical Therapy of Pediatric 

Conditions
必ಟ 講義 1༢ 3年前期 ᆏ上　᪼

䕿
(30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣と䛜できる。

理学療法療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜できる。

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1
䜸リ䜶ンテーション
⬻ᛶ㯞⑷⥲ㄽ

授業ᴫせをㄝ᫂する。⬻ᛶ㯞⑷の定義・ཎᅉ➼について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
せ

㐠ື発㐩障害を࿊する小ඣ疾患の中の中ᯡ⚄経疾患である⬻ᛶ㯞⑷の障害とその≉ᚩについて理ゎするとと䜒に、その障害のᤊえ方と評価䡠㐠ື療
法についての知㆑を習ᚓする。䜎た、⬻ᛶ㯞⑷の␗ᖖ㐠ື発㐩を理ゎするために必せなጼໃᑕとṇᖖ㐠ື発㐩についての知㆑を習ᚓする。䛥らに、
⬻ᛶ㯞⑷௨እの㐠ື発㐩障害を࿊する小ඣ疾患について䜒学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1） ⬻ᛶ㯞⑷の定義、ཎᅉ、病ᆺ分㢮、病ᆺ分㢮別の㐠ືの≉ᚩ、理学療法評価、㐠ື療法を理ゎし、ㄝ᫂する䛣と䛜できる。
2） ጼໃᑕ、ṇᖖ㐠ື発㐩を理ゎし、ㄝ᫂する䛣と䛜できる。
3） ⬻ᛶ㯞⑷௨እの㐠ື発㐩障害を࿊する小ඣ疾患を理ゎし、ㄝ᫂する䛣と䛜できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3
ጼໃᑕ（❧䛱┤䜚応、ᖹ⾮
応）

ጼໃᑕのう䛱、❧䛱┤䜚応、ᖹ⾮応について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

2 ጼໃᑕ（ཎጞᑕ）

ጼໃᑕのう䛱、ཎጞᑕについて教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

5 ṇᖖ㐠ື発㐩（䠓か᭶䡚１䠎か᭶）

䠓䡚１䠎か᭶のṇᖖ㐠ື発㐩について教授をする。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

4 ṇᖖ㐠ື発㐩（䠌か᭶䡚䠒か᭶）

䠌䡚䠒か᭶のṇᖖ㐠ື発㐩について講義をする。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

7 ⬻ᛶ㯞⑷　②┤ᆺᅄ⫥㯞⑷

②┤ᆺᅄ⫥㯞⑷ඣの㐠ືの≉ᚩについて教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

6 ⬻ᛶ㯞⑷⥲ㄽ

⬻ᛶ㯞⑷の分㢮、≧、理学療法評価、理学療法（療）について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

9 ⬻ᛶ㯞⑷②┤ᆺ∦㯞⑷

②┤ᆺ∦㯞⑷ඣの㐠ືの≉ᚩについて教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

8 ⬻ᛶ㯞⑷　②┤ᆺ୧㯞⑷

②┤ᆺ୧㯞⑷ඣの㐠ືの≉ᚩについて教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

11 㐠ື・㐠ື発㐩、䠝䠠䠨の評価法

ஙᗂඣの発㐩およ䜃㐠ື発㐩、䠝䠠䠨の評価法について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

10 ⬻ᛶ㯞⑷　アテトー䝊ᆺᅄ⫥㯞⑷

アテトー䝊ᆺᅄ⫥㯞⑷ඣの㐠ືの≉ᚩについて教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

12 ⬻ᛶ㯞⑷の評価と療

⬻ᛶ㯞⑷の病ែをᤊえるための理学療法評価と療ཎ๎について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。
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13
⬻ᛶ㯞⑷௨እの㐠ື発㐩障害を
࿊する小ඣ疾患について

分⬨᳝、䝎䜴ンೃ⩌のཎᅉ、≧、障害、理学療法について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

15 㔜心㌟障害ඣについて

㔜心㌟障害ඣのཎᅉ、≧、障害、理学療法について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

14
⬻ᛶ㯞⑷௨እの㐠ື発㐩障害を
࿊する小ඣ疾患について

➽䝆ストロフィーのཎᅉ、≧、障害、理学療法について教授する。

ᆏ上　᪼
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（40分）：教科書、配付資料に┠を㏻し、授業全体について復習する。

留意事項
教科書と配付資料をే⏝して授業を行い䜎す。ྛ授業に対応する教科書の❶をண習して臨䜐と理ゎ䛜῝䜎るでし䜗う。授業を集
中してཷ講し、毎回の復習をḞか䛥ない䛣と䛜⫢せです。授業に関するㅖὀ意については別㏵ㄝ᫂する。

参考図書など

䐟༓ఫ⚽᫂（2010）：䛣ど䜒の理学療法 第2版、⚄㝠ᩥᗜ（ISBN㻦978-4-915814-20-4）
䐠⸭中Ⰻᙪ・（2020）：㻯㼞㼛㼟㼟㻸i㼚㼗 理学療法学テキスト 小ඣ理学療法学、䝯䝆䜹ルビュー（ISBN㻦978-4-7583-2007-8）
䐡▼川ᮁ（2022）：15レク䝏䝱ーシリー䝈 理学療法テキスト 小ඣ理学療法学、中山書ᗑ（ISBN㻦978-4-521-74816-0）
䐢┿野行⏕　┘ヂ（1983）：㐠ື発㐩とᑕ䠉ᑕ検査のᡭᢏと評価䠉、医歯薬出版（ISBN㻦978-4-263-21072-7）
䐣小ụᩥⱥ（2004）：⬻ᛶ㯞⑷のᑕ検査 ᪩期診᩿と療のᡭ䛜か䜚 第2版、医歯薬出版（978-4-263-21037-9）

アクティブ・ラーニング 䛣䜜䜎で学んできたᇶ♏知㆑とᮏ授業との関㐃ᛶの☜ㄆのために㉁応⟅を㐺ᐅ行う。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験をάかして、⬻ᛶ㯞⑷と⬻ᛶ㯞⑷௨እの㐠ື発㐩障害の小ඣ疾患についてのᇶᮏ的な知㆑につ
いて講義する。

評価 定期試験（100䠂）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

試験⤖ᯝについてフィードバックを希望する学⏕に対しては、教員䛜㐺ᐅ、┤᥋ㄝ᫂する。

教科書 ⣽⏣ከ✑・┘ಟ（2024）：小ඣ理学療法学テキスト改訂第4版、南江堂（ISBN㻦978-4-524-20453-3）

Ⅳ
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

老年期理学療法学
必修 講義 1単位 3年前期 森尾　裕志、長谷川　由理

○
Physical Therapy in Gerontology (15時間)

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授
業
概
要

老化に伴ってみられる身体的変化や精神的変化についての理解を深め、老年期に頻発する特有な疾病や障害（パーキンソン病、骨折など）に対する理
学療法の介入方法について学習する。本講義を通じて高齢者に対する理学療法の役割を老年学的視点から捉えられるよう理解を深める。包括的高齢
者運動トレーニングを理解する。

到
達
目
標

老化に伴ってみられる身体的変化や精神的変化についての理解を深め、老年期に頻発する特有な疾病や障害（パーキンソン病、骨折など）に対する理
学療法の介入方法について学習する。本講義を通じて高齢者に対する理学療法の役割を老年学的視点から捉えられるよう理解を深める。包括的高齢
者運動トレーニングを理解する。

1) 加齢変化、高齢者の暮らしと健康を身近なものとして実感できる。
2) 老年期に頻発する特有な疾患や障害に対する理学療法の介入方法
3) 地域リハビリテーションの実際と高齢社会の課題
4) 多職種連携で支える高齢者の健康と生活、についてそれぞれ説明できることを到達目標とする。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 加齢に伴う心身機能の変化

理学療法の対象となる高齢者の身体的特徴について教授する。（教科書pp1-37）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2 高齢者の生活機能評価

高齢者の生活機能評価に必要な認知･精神機能の評価、日常生活動作の評価、生活環境の評価
について教授する。（教科書pp39-50）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

3 高齢者の身体運動機能評価

高齢者に特徴的な健康障害に関連した病態、治療、予防に関する身体運動機能評価について教
授する。（教科書pp53-165）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4 高齢者疑似体験１

高齢者疑似体験、およびグループ別による体験を行い、高齢者の生活について演習形式で教授す
る。

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5 高齢者疑似体験２

高齢者疑似体験、およびグループ別による体験の振り返りを行い、高齢者の生活について演習形
式で相互に意見を出し合う。

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6 地域高齢者と理学療法１

理学療法士が関わる地域リハビリテーションの高齢社会の実際について教授する。（教科書
pp169-182）

長谷川　由理
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7 地域高齢者と理学療法２

理学療法士が関わる地域リハビリテーションと高齢社会の課題について教授し、学生からの意見を
組み込みながら、総括する。（教科書pp169-182）

長谷川　由理
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

8 老年期理学療法のまとめ

高齢者疑似体験の振り返りを行うとともに、理学療法士としての高齢社会への展望について教授す
る。（教科書pp186-221）

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

評価 レポート90%（機能評価30、地域高齢者30、疑似体験30）、小テスト10% として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

毎回の授業中での対応と、随時E-mailでの対応を行う。個別面談を希望する場合には応じる。

教科書 シンプル理学療法学シリーズ 高齢者理学療法学テキスト/細田多穂/南江堂/改訂第２版/ISBN：978-4524228249

留意事項 講義中、毎回発言を求める。必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など 厚生労働白書/厚生労働省/令和５年度版/ISBN：978-4865793840

アクティブ・ラーニング 授業時にはその場で考えて頂き、一部発表を課す。積極的な参加を期待する。

実務経験のある
教員による授業

内部障害専門理学療法士の資格を有し、地域リハビリテーションや介護予防に関する臨床経験、および訪問リハビリテーション
の経験から、実例を紹介しながら高齢者の抱える課題や課題解決方法の考え方について講義する。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

呼吸・循環系理学療法学
Physical Therapy Management of 

Cardiopulonary Conditions
必ಟ 講義 1༢ 3年前期 ᳃ᑿ　裕志、横山　仁志

䕿
(30時間)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

理学療法療学

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜できる。

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇ䜏ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
一ぴ表に記㍕䛥䜜ている時間ᖏにཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

1 ⾑ᛶ心疾患の病ែ

⾑ᛶ心疾患の病ែ䡡≧䡡検査所見䡡療について教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
せ

内部障害患者に対する理学療法の臨床的意義と方法を理ゎする。呼吸循環ᶵ⬟の評価、ၥ題Ⅼᢳ出、療฿㐩┠ᶆタ定、㐠ືฎ方、理学療法プログ
ラムసᡂ、リスク管理などについてᴫㄝする。ල体的には、呼吸全の病ែ、呼吸理学療法評価法、呼吸理学療法のᇶᮏᡭᢏ、循環器系のᵓ㐀とᶵ
⬟、心臓リハビリテーションのための患者評価、心➽᱾ሰ・ᘚ⭷・心全・大⾑管疾患・ᮎᲈື⬦疾患➼の㐠ື療法について学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

内部障害患者に対する理学療法の臨床的意義と方法を理ゎする。呼吸循環ᶵ⬟の評価、ၥ題Ⅼᢳ出、療฿㐩┠ᶆタ定、㐠ືฎ方、理学療法プログ
ラムసᡂ、リスク管理などについてᴫㄝする。ල体的には、呼吸全の病ែ、呼吸理学療法評価法、呼吸理学療法のᇶᮏᡭᢏ、循環器系のᵓ㐀とᶵ
⬟、心臓リハビリテーションのための患者評価、心➽᱾ሰ・ᘚ⭷・心全・大⾑管疾患・ᮎᲈື⬦疾患➼の㐠ື療法について講義する。１) 㐠ື㈇Ⲵ
にకう循環、呼吸の⏕理的応、䠎) 循環器疾患、呼吸器疾患の病ែ、䠏) 内部障害の理学療法における評価、およ䜃理学療法プログラム、をそ䜜䛮䜜
理ゎする䛣とを฿㐩┠ᶆとする。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 ᩚ⬦と理学療法

䝰ニター心㟁図の䜏かた、⾑のุ定、ᩚ⬦での㐠ືの中Ṇᇶ‽について教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2 心㟁図でわかる䛣と

12ㄏ導心㟁図の䜏かた、ゎ㔘について教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5 心➽᱾ሰの理学療法評価

⾑ᛶ心疾患の理学療法で⏝いら䜜る評価指ᶆについて教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4 心➽⾑と理学療法

䝰ニター心㟁図での⾑のุ定方法、およ䜃心➽⾑に対する理学療法管理について教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7 心臓リハビリテーションの実㝿

ᛴᛶ期䡚回復期における心臓リハビリテーションプログラムについて教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6
心➽᱾ሰに対する理学療法プロ
グラム

⾑ᛶ心疾患の一⯡的なリハビリテーションプログラムについて教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

9 呼吸リハビリテーションのᴫᛕ

呼吸器のゎ๗学・⏕理学・㐠ື学・病理学的なᇶ♏知㆑、ᇶᮏ的療について教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

8 心⫵㐠ື㈇Ⲵ試験の実㝿

心⫵㐠ື㈇Ⲵ試験の実₇を㏻して、心大⾑管疾患患者の㔜ᗘุ定、理学療法のධ方法につ
いて教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

11 呼吸リハビリテーションの┠的

呼吸器疾患患者の┠的、㐺応、⚗ᚷについて知䜚、実㝿の呼吸器ᐁ者のリハビリテーションについ
て教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

10 呼吸リハビリテーションのᇶᮏ

呼吸器のゎ๗学・⏕理学・㐠ື学・病理学的なᇶ♏知㆑、ᇶᮏ的療について教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

12 呼吸リハビリテーションの㐺応

呼吸器疾患患者の┠的、㐺応、⚗ᚷについて知䜚、実㝿の呼吸器ᐁ者のリハビリテーションについ
て教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
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13
呼吸リハビリテーションにおける画
像評価

呼吸器疾患患者を診るにあたっての診療記録(知るべき画像所見、検査所見、薬物療法など)、ス
タッフ・家族からの情報収集による評価について教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

15
呼吸リハビリテーションにおける理
学療法プログラム

呼吸器疾患患者を診るにあたっての診療記録(知るべき画像所見、検査所見、薬物療法など)、ス
タッフ・家族からの情報収集による評価について教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

14
呼吸リハビリテーションにおける理
学療法評価

呼吸器疾患患者を診るにあたっての診療記録(知るべき画像所見、検査所見、薬物療法など)、ス
タッフ・家族からの情報収集による評価について教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

留意事項 講義中、毎回発言を求める。必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など
イラストでわかる内部障害/上杉雅之/医歯薬出版/ISBN：978-4263266113. 疾患別リハビリテーションリスク管理マニュアル/聖
マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部（編集）/ヒューマン・プレス/ISBN：978-4-908933-11-0

アクティブ・ラーニング 授業時にはその場で考えて頂き、一部発表を課す。積極的な参加を期待する。

実務経験のある
教員による授業

心臓リハビリテーション指導士の資格を有し、大学病院での１８年間の臨床経験から、呼吸循環系理学療法学について実践的な
授業を行う。

評価 定期試験 65%（循環分野40、呼吸分野 25）、小テスト 35%とする。

課題に対する
フィードバックの方法

毎回の授業中での対応と、随時E-mailでの対応を行う。個別面談を希望する場合には応じる。

教科書 内部障害理学療法学テキスト/山﨑裕司・川俣幹雄・丸岡弘（編集）/南江堂/改訂第4版/ISBN：978-4-524-23117-1
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回

必ಟ・
㑅ᢥの別

授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

呼吸・循環系理学療法学₇習
Physical Therapy Management of 

Cardiopulonary Conditions 2
必ಟ ₇習 1༢ 3年後期 ᳃ᑿ　裕志、横山　仁志

䕿
㻔30時間㻕

授業科┠のྡ⛠

ナンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬび別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ表にᥖ㍕䛥䜜
た時間にཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

専門科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬびリハビリテーションの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ術を㌟につけ、実践する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣と䛜できる。

理学療法療学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわた䜚⮬らの専門㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜できる。

授
業
ᴫ
せ

内部障害の病ែീ、急性期ならびに回復期の理学療法評価・ධのὶ䜜をල体的に教授する。呼吸ຓや㠀く的㝧ᅽẼの体験、呼Ẽ䜺ス分ᯒ
⨨を⏝いての㐠ື㈇Ⲵ試験、Ẽ管吸ᘬのᇶ♏と㐺応について体験䜎たはデ䝰ンストレーションを㏻して学習する。循環系では、ᶆ‽12ㄏ導心㟁図な
らびに心㟁図䝰ニ䝍ー実習、心肺㐠ື㈇Ⲵ試験の実方法とほᐹⅬ、㐠ືฎ方と䝰ニ䝍リングのせⅬについて₇習ᙧᘧで学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

内部障害の病ែീ、急性期ならびに回復期の理学療法評価・ධのὶ䜜をල体的に教授する。呼吸ຓや㠀く的㝧ᅽẼの体験、呼Ẽ䜺ス分ᯒ
⨨を⏝いての㐠ື㈇Ⲵ試験、Ẽ管吸ᘬのᇶ♏と㐺応について体験䜎たはデ䝰ンストレーションを㏻して学習する。循環系では、ᶆ‽12ㄏ導心㟁図な
らびに心㟁図䝰ニ䝍ー実習、心肺㐠ື㈇Ⲵ試験の実方法とほᐹⅬ、㐠ືฎ方と䝰ニ䝍リングのせⅬについて₇習ᙧᘧで講義する。１㻕 㐠ື㈇Ⲵにక
う循環、呼吸の⏕理的応、䠎㻕 循環ჾ疾患、呼吸ჾ疾患の病ែ、䠏㻕 内部障害の理学療法における評価、および理学療法プログラム、を䛭䜜䛮䜜₇習
を㏻して理ゎする䛣とを฿㐩┠ᶆとする。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 心臓リハビリテーションの実㝿

急性期䡚回復期における心臓リハビリテーションについて、₇習ᙧᘧで教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2 心肺㐠ື㈇Ⲵ試験の実㝿

呼Ẽ䜺ス分ᯒ⨨を⏝いた᭱㧗㓟⣲ᦤྲྀ㔞、および᎘Ẽ性௦ㅰ㜈್の 定方法について、₇習
ᙧᘧで教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

3
循環ჾリハビリテーションで⏝いら
䜜るフィールドテスト

循環ჾリハビリテーションで⏝いら䜜るフィールドテストについて、₇習ᙧᘧで教授し、㐠ືにకう心
ᢿ⾑ᅽ応のኚを☜ㄆする。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：レポート課題䛂心肺㐠ື㈇Ⲵ試験䛃をᥦ出する。

4 䠒分間Ṍ行テストの実㝿

フィールドテストのテーマを䛘、㐠ືにకう⏕体応のኚについて、₇習ᙧᘧで教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：レポート課題䛂䠒分間Ṍ行テスト䛃をᥦ出する。

5 䝰ニ䝍リングのせⅬ

㐠ືฎ方の内容と、㐠ື時の⏕体応からฎ方内容の᳨ド方法を教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（60分）：レポート課題䛂30⛊᳔Ꮚ❧䛱上䛜䜚テスト䛃をᥦ出する。

6 心臓⾑管術後の理学療法の実㝿

心臓⾑管術後の理学療法と、䛭の実㝿について₇習ᙧᘧで教授する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7
循環系理学療法学₇習課題発表
（前༙）

循環系理学療法学₇習で実㝿に行ってきたフィールドテストについて、テーマを㑅び、䛭のテストの
ၥ題Ⅼと理学療法場面でのά⏝方法について、意ぢを䜎とめて発表する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（15分）：⮬㌟でసᡂしたレポートを䜚㏉䜚、ཱྀ㢌発表のண₇を行う。

事後学習（30分）：場から出䛥䜜た㉁に対して、考する。

8
循環系理学療法学₇習課題発表
（後༙）

循環系理学療法学₇習で実㝿に行ってきたフィールドテストについて、テーマを㑅び、䛭のテストの
ၥ題Ⅼと理学療法場面でのά⏝方法について、意ぢを䜎とめて発表する。

᳃ᑿ　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

9
呼吸リハビリテーション₇習（⑱
法）

呼吸リハビリテーションの㔜せな項┠である⑱について、ᇶᮏ的な▱㆑の学習と臨床場面での
ά⏝する⑱ᡭᢏ・တႿຓなどの実践的な方法を教授する。

横山　仁志
事前学習（15分）：⮬㌟でసᡂしたレポートを䜚㏉䜚、ཱྀ㢌発表のண₇を行う。

事後学習（30分）：場から出䛥䜜た㉁に対して、考する。

10
呼吸リハビリテーション₇習（⑱
ຓ）

呼吸リハビリテーションの㔜せな項┠である⑱について、ᇶᮏ的な▱㆑の学習と臨床場面での
ά⏝する⑱ᡭᢏ・တႿຓなどの実践的な方法を教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

11
呼吸リハビリテーション₇習（評価
法）

呼吸リハビリテーションの㔜せな項┠である⑱について、ᇶᮏ的な▱㆑の学習と臨床場面での
ά⏝する⑱ᡭᢏ・တႿຓなどの実践的な方法を教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

12 呼吸リハビリテーションの㐺応

急性呼吸不全患者、各周術期患者やICUにおける人工呼吸患者などの呼吸リハビリテーションに
ついて教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
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13
急性呼吸不全患者に対する呼吸
リハビリテーション

急性呼吸不全患者、各周術期患者やICUにおける人工呼吸患者などの呼吸リハビリテーションに
ついて教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

14
慢性呼吸不全患者に対する呼吸
リハビリテーション

臨床で遭遇しやすい慢性閉塞性肺疾患を中心とする慢性呼吸不全患者に対する呼吸リハビリテー
ションについて教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

15
呼吸リハビリテーションにおける理
学療法プログラム

臨床で遭遇しやすい慢性閉塞性肺疾患を中心とする慢性呼吸不全患者に対する呼吸リハビリテー
ションについて教授する。

横山　仁志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

評価 定期試験 30%（呼吸分野）、レポート＋課題発表 70%（循環分野）として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

毎回の授業中での対応と、随時E-mailでの対応を行う。個別面談を希望する場合には応じる。

教科書 内部障害理学療法学テキスト/山﨑裕司・川俣幹雄・丸岡弘（編集）/南江堂/改訂第4版/ISBN：978-4-524-23117-1

留意事項 講義中、毎回発言を求める。必ず、事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など
イラストでわかる内部障害/上杉雅之/医歯薬出版/ISBN：978-4263266113. 疾患別リハビリテーションリスク管理マニュアル/聖
マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部（編集）/ヒューマン・プレス/ISBN：978-4-908933-11-0

アクティブ・ラーニング グループディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

内部障害専門理学療法士、および心臓リハビリテーション指導士の資格を有し、１８年間の臨床経験から、呼吸循環系理学療法
学について実践的な授業を行う。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科┠

代謝⣔理学療法学
ᚲಟ 講義 1༢ 3ᖺ前期 中ᮧ　ኖᚿ

䕿

㓄ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前ᚋཬ䜃ู㏵බ開する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲
にᥖ㍕された㛫にཷ䛡䛡る

Physical Therapy in Internal Medicine 㻔15㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
形態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

理学療法療学

㻰㻼5）ᖜᗈい教養と高い理ほをも䛱、クラ䜲アント中ᚰの医療をయ的に提౪する䛣とによりᆅᇦ♫会に㈉⊩する䛣とができる。

㻰㻼6）༞業ᚋも⮬ᕫ研㛑にດ䜑、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣とができる。

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として高度な▱㆑とᢏ⾡を㌟に䛴䛡、実㊶する䛣とができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵きయ的に行ືする䛣とによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実㊶する䛣とができる。

授
業
ᴫ
せ

糖㉁、䝍ン䝟ク㉁、⬡㉁などの代謝␗ᖖによって生䛨る多ᵝなᝈに䛴いて理ゎするとともに理学療法ධの意義と方法を学䜆。糖尿病の
評価と㐠ື療法、ᝈ⪅教⫱およ䜃⭈ᶵ⬟障害に対する㐠ື療法に䛴いて学習する。が䜣の理学療法では、⦆医療にお䛡る理学療法士の
ᙺと病期ู理学療法に䛴いて、が䜣のリ䝝䝡リテーシ䝵ンに㛵する医療ಖ㝤ไ度の⤌䜏を理ゎする。

฿
㐩
┠
ᶆ

糖尿病に対する理学療法の実㊶で、᪤ Ṕに糖尿病がある症例をᢸᙜしている理学療法が多い。糖尿病の合ే症が⫼ᬒとなり、ᩚ形እ科
ᝈ・中ᯡᝈ・ᚠ⎔ჾᝈをⓎ症するた䜑である。䛣のた䜑、糖尿病に対する理ゎを῝䜑る䛣とは、のᝈがせとなる症例をᢸᙜした
場合も㔜せになる。䛣のⅬを䜅まえて、௨ୗの3䛴を本講義の฿㐩┠ᶆとする。
1）糖尿病の理学療法に䛴いて、᪤ に糖尿病がある症例をᢸᙜした㝿にᚲせな情報を㞟し理学療法実施にᚲせな評価項┠をิᣲする䛣
とができる。また、㐠ື療法䜔リスク⟶理に㛵しても㓄៖がᚲせな項┠を☜認する䛣とができる。糖尿病の病態の⫼ᬒからせᝈとの㛵㐃
ᛶに䛴いて理ゎできる。
2）⭈ᝈの理学療法に䛴いて、㏱ᯒᝈ⪅をᢸᙜした㝿にᚲせな情報を㞟し理学療法実施にᚲせな評価項┠をิᣲする䛣とができる。
3）が䜣の理学療法に䛴いて、が䜣ᝈ⪅をᢸᙜした㝿にᚲせな情報を㞟し理学療法実施にᚲせな評価項┠をิᣲする䛣とができる。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事ᚋ学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 代謝⣔のṇᖖなᶵ⬟

代謝の基本ᵓ㐀に䛴いて、糖㉁代謝・⬡㉁代謝を中ᚰに䛴いて㐠ືとの㛵㐃をᙉㄪし
たどⅬで教授する。㻔教科書㼜㼜335-344㻕

中ᮧ　ኖᚿ
事前学習（30分）：糖㉁代謝に䛴いて習し、授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

2 糖尿病の医学的デ᩿と療ධ

糖尿病の病態とデ᩿基‽およ䜃䛭の療ධに䛴いて教授する。㻔教科書㼜㼜345-358㻕

中ᮧ　ኖᚿ事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

3
糖尿病の合ే症に対する理学療
法

糖尿病のᛴᛶ合ే症と៏ᛶ合ే症の臨床症≧およ䜃評価結果のゎ㔘とリスク⟶理に
䛴いて教授する。㻔教科書㼜㼜359-374㻕

中ᮧ　ኖᚿ
事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

4 糖尿病ᝈ⪅の理学療法：㍍症例

糖尿病ᝈ⪅（㍍症例）に対する理学㻌㻔㐠ື㻕㻌療法のຠ果と䛭のメ䜹ニズムに䛴いて教授
する。㻔教科書㼜㼜375-393㻕

中ᮧ　ኖᚿ
事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

5 糖尿病ᝈ⪅の理学療法：㔜症例

糖尿病ᝈ⪅（㔜症例）に対する理学㻌㻔㐠ື㻕㻌療法のຠ果と䛭のメ䜹ニズムに䛴いて教授
する。㻔教科書㼜㼜394-406㻕

中ᮧ　ኖᚿ
事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

6 ⭈ᝈと理学療法

⭈⮚のᶵ⬟と៏ᛶ⭈の病態、およ䜃㐠ື療法に䛴いて教授する。㻔教科書㼜㼜165-
178)

中ᮧ　ኖᚿ
事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

7 が䜣ᝈ⪅の理学療法

が䜣ᝈ⪅の理学療法とリスク⟶理に䛴いて教授する。㻔教科書㼜㼜407-437㻕

中ᮧ　ኖᚿ事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。

8
ケースス䝍ディ：⭈ᶵ⬟障害を合ే
した㔜症糖尿病症例

症例情報からア䝉スメントした理学療法の実㝿に䛴いて教授する。㻔教科書㼜㼜467-471㻕

中ᮧ　ኖᚿ事前学習（30分）：授業内ᐜに㛵する教科書をㄞ䜐。ヱᙜ⠊ᅖのື⏬をど聴する。

事ᚋ学習（30分）：⪅より教示された部分を習し、授業యに䛴いて内ᐜの理ゎ度を☜認する。
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留意事項 講義中に学生同士で教え合う場面がありますので、提示された事前学習を行ってきてください。

評価 定期試験：60%、小テスト：40%

課題に対する
フィードバックの方法

聴衆応答システムを活用してフィードバックしながら小テストを行う。また、ピア評価の結果をmanabaで開示する。

教科書 シンプル理学療法学シリーズ内部障害理学療法学テキスト/細田多穂/南江堂/ISBN：978-4-524-23117-1

実務経験のある
教員による授業

認定理学療法士（代謝）と糖尿病療養指導士の資格を有し、糖尿病理学療法の基礎から日本フットケア・足病医学会
でトピックになっている話題まで症例を提示しながら臨床的活用度の高い授業を行う。

参考図書など 病気が見える　糖尿病・代謝・内分泌/医療情報科学研究所/メディックメディア/第３版/ISBN：978-4-89632-415-0

アクティブ・ラーニング
本講義は反転授業の形態をとっており、講義内ではジグソー法と聴衆応答システムを活用する。また、毎回の講義で
ピア評価を実施する。最終講義ではケースメソッドも実施する。
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

༢ᩘ
(時間ᩘ)

配当
ᖺ次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

物理療法学
ᚲ修 講義 1༢ 2ᖺ後期 土田　将之

䕿
Physical Modalities (30時間)

䝘ンバ䝸ング䝁ード 䜸フィスアワー
本科┠に関する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た時間にཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関連

ᑓ㛛科┠
㻰P1）┳ㆤཬび䝸ハビ䝸テーションのᑓ㛛⫋として高ᗘな知識とᢏ⾡を身につけ、実㊶すること䛜で䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行ືすることによ䜚ၥ題解Ỵにྥけて実㊶すること䛜で䛝る。

理学療法治療学

㻰P3）┦手をᑛ㔜し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ること䛜で䛝る。

㻰P4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関連⫋✀と連ᦠし、ே々の康にᐤすること䛜で䛝る。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほを䜒䛱、クラ䜲アント中心の医療を体的にᥦ౪することによ䜚ᆅᇦ社に㈉⊩すること䛜で䛝る。

㻰P6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、生ᾭに䜟た䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆けること䛜で䛝る。

授
業
ᴫ
せ

理学療法の௦⾲的な治療手ẁである物理療法について学習する。≉に各✀物理的エ䝛ル䜼ー䛜身体に䜒たらす生理的作用、各✀物理療法機ჾのエ
䝛ル䜼ーⓎ生原理、温熱療法・電☢Ἴ療法・㉸㡢Ἴ療法・ᐮ෭療法・ග⥺療法・電気刺激療法・牽引療法ならびに水治療法の適応と禁忌について教授
する。

฿
㐩
┠
ᶆ

1） 各物理的刺激䛜生体にどのᵝな応をえているかを理解する。
2） 対㇟⪅のែをᢕᥱし、適ษな物理的刺激方法を㑅ᢥし、適ษな刺激㔞で実施するた䜑の方法を理解する。
3） 治療䝸スクを理解する。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 物理療法の意義と┠的

理学療法の中での物理療法の⨨䛵け、物理療法の分㢮について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

2 ⅖応

⅖応の意義、ᚩೃ、プロ䝉スについて、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

3 ⤌⧊修復

⤌⧊修復のプロ䝉スについて、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

4 ⑊③䠍(⥲論）

③みの䝯カニ䝈䝮について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

5 ⑊③２（各論）

③みの✀㢮、③みの評価について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

6 温熱療法䠍（⥲論）

温熱療法の原理と生理的作用について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

7 温熱療法２（⾲ᅾ温熱)

䝩ットパック、パラフィンについて、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

8 温熱療法３（῝部温熱)

㉸▷Ἴ療法、ᴟ㉸▷Ἴ療法、㉸㡢Ἴ療法について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

9 ᐮ෭療法

ア䜲ス䝬ッ䝃ージ、ア䜲シングについて、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

10 ග⥺療法

䝺ー䝄ー療法、㉥እ⥺療法、⣸እ⥺療法について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

11 電気刺激療法䠍(⥲論）

電気療法の原理と生理的作用について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

12 電気刺激療法２（各論䠍）

経⓶的電気⚄経刺激療法、⚄経・➽電気刺激療法について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。
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13 電気刺激療法３（各論２）

機能的電気刺激療法、微弱電流刺激療法、干渉電流療法、高電圧パルス電流刺激療法につい
て、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

14 牽引療法

頸椎・腰椎牽引療法について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

15 水治療法

渦流浴、ハバードタンク、気泡浴について、講義形式で教授する。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。

評価 小テスト(４０%)、定期試験（６０%)

課題に対する
フィードバックの方法

①小テスト：小テスト実施の次回以降の授業時間内に、解説を行う。
②定期試験：個々に対し、試験結果と間違えた箇所の説明を行う。

教科書 庄本康治編/エビデンスから身につける物理療法(PT・OTビジュアルテキスト)第二版/羊土社/ISBN：978-4758102629

留意事項 授業中に配布した資料および紹介する参考書や関連する書籍をなるべく多く読み、復習すること。

参考図書など

Michele H、Cameron　編著, 渡部一郎監訳/EBM物理療法　原著第4版/医歯薬出版/ISBN：978-4263219423
烏野大、川村博文編著/最新理学療法学講座　物理療法学/医歯薬出版/ISBN：978-4263267370
望月久、棚橋信雄編著/PT・OTゼロからの物理学/羊土社/ISBN：978-4758107983
細田多穂監修/物理療法学テキスト/南江堂/ISBN：978-4524251797
松澤正著/物理療法学/金原出版/ISBN：978-4307750639

アクティブ・ラーニング 各講義ごとにグループワークの時間を設け、物理療法の生理学的作用、適応と禁忌についてディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

温熱療法、電気刺激療法を中心とした物理療法の臨床経験を活かして、 物理療法の基本的な知識と手法について講義する。
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

配当
年次

科┠ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

物理療法学演習
必修 演習 1༢ 3年前期 土田　将之、下田　栄次

䕿
Lebolatory in Physical Modalities (30㛫)

䝘ンバ䝸ング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥れ
た㛫にཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

ᑓ㛛科┠
㻰P1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝ビ䝸テーションのᑓ㛛⫋として㧗度な知識と技⾡を身につけ、実㊶することができる。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືすることによりၥ題ゎỴにྥけて実㊶することができる。

理学療法治療学

㻰P3）┦手をᑛ㔜し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ることができる。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理観をも䛱、クラ䜲アント中心の医療を体的にᥦ౪することによりᆅᇦ社に㈉⊩することができる。

㻰P6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆けることができる。

授
業
ᴫ
せ

臨床⌧ሙで用いることが多い各種物理療法機器について、䛭の᧯作方法と効果を演習形式で学習する。ල体的には䝩ット䝟ック、䝟ラフィン、超▷波・
ᴟ超▷波装⨨、ア䜲ス䝟ック、TENS、ᖸ΅波Ⓨ生装⨨、I㼂ES、NMESの各物理療法を、学生ྠኈを対㇟として実し、ᐈ観的な指ᶆに基䛵いて効果検
証を行う。

฿
㐩
┠
ᶆ

1） 各物理療法機器の᧯作を修ᚓする。
2)　各物理療法機器を実際に体験し、生体に対する物理的刺激のᙳ㡪について理ゎする。
3） 各種臨床≧を࿊するᝈに対し適ษな物理療法の㑅ᢥ䛚よ䜃刺激㔞で治療を行うことができる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 䜸䝸エンテーション

実習‽ഛ、機器の確ㄆ、演習、グループ䝽ークについて、講義形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

2 温熱療法䠍（⾲ᅾ温熱）

䝩ット䝟ック、䝟ラフィンなどの温熱療法について、温度計、⾑ᅽ計などを用いて演習形式で教授す
る。 土田　将之

下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

3 温熱療法䠎（῝部温熱䠍）

超▷波、ᴟ超▷波療法による温熱療法について、温度計、⾑ᅽ計などを用いて演習形式で教授す
る。 土田　将之

下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

4 温熱療法３（῝部温熱䠎）

超音波療法による温熱療法について、温度計、⾑ᅽ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

5 講義䠍（⑊③）

物理療法の臨床応用について、⑊③との関㐃の観点から講義形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

6 Ỉ治療法

㐣ὶᾎについて、温度計、角度計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

7 ᐮ෭療法

ア䜲ス䝬ッ䝃ージ、ア䜲シングについて、温度計、⾑ᅽ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

8 電気刺激療法䠍（TENS）

経⓶的電気⚄経刺激療法について、③ぬ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

9 講義䠎（スポー䝒との関㐃）

物理療法の臨床応用についてスポー䝒との関㐃の観点から講義形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

10 電気刺激療法䠎（TES）

治療的電気刺激について、③ぬ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

11 電気刺激療法３（㻲ES）

機⬟的電気刺激について、③ぬ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

12 電気刺激療法䠐（NMES）

⚄経➽電気刺激療法について、③ぬ計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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13 牽引療法

腰椎牽引療法などについて、角度計などを用いて演習形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

14 講義３（超音波）

物理療法の臨床応用について、超音波の観点から講義形式で教授する。
土田　将之
下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

15 まとめ

物理療法で用いる機器の特徴と生理学的意義を総括し、臨床で活用する際の適応と禁忌、注意点
を整理する。 土田　将之

下田　栄次事前学習（20分）：授業内容に関する配布資料の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分）：配付資料など、授業全体について復習する。　

評価 定期試験（50%)、レポート課題(50%)

課題に対する
フィードバックの方法

レポートと定期試験のいずれも、フィードバックを希望する学生に対しては教員が適宜、個別に説明する。

教科書
庄本康治編/PT・OTビジュアルテキスト　エビデンスから身につける物理療法/羊土社/ISBN：978-4758102216
上記に加え補足資料を適宜配布する。

留意事項
安全確保のため、必ず事前に物理療法学の講義資料と教科書を熟読し、予習をしてから演習に臨むこと。
実技のできる服装で出席すること。

参考図書など

Michele H、Cameron　編著, 渡部一郎監訳/EBM物理療法　原著第4版/医歯薬出版/ISBN：978-4263219423
烏野大、川村博文編著/最新理学療法学講座　物理療法学/医歯薬出版/ISBN：978-4263267370
望月久、棚橋信雄編著/PT・OTゼロからの物理学/羊土社/ISBN：978-4758107983
細田多穂監修/物理療法学テキスト/南江堂/ISBN：978-4524251797
松澤正著/物理療法学/金原出版/ISBN：978-4307750639

アクティブ・ラーニング
各種物理療法機器を演習形式で実際に使用し、グループディスカッションとレポート作成で効果検証を行う。これにより物理療法
機器の効果と使用法について体験的に学習する。

実務経験のある
教員による授業

指導教員は物理療法機器を用いた臨床を10年以上経験している。温熱療法、電気刺激療法を中心とした物理療法の臨床経験
を活かして、 物理療法の基本的な知識と手法について演習形式で講義する。
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12 ⬻ᛶ㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動

⬻ᛶ㯞⑷者に生じる身体ᶵ能および活動の㞀ᐖ、᪥ᖖ生活活動のᨭ方法を教授する。（教科書
㼜㼜142-155）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：⬻ᛶ㯞⑷者の㞀ᐖをぬえる。

10
∦㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動
（䠎）᪥ᖖ生活活動の⋓得に向
けたධ

∦㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動の⋓得に向けたධ方法を教授する。（教科書㼜㼜106-123）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：∦㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動の⋓得に向けたධ方法をぬえる。

11 ⬨㧊ᦆയ者の᪥ᖖ生活活動

⬨㧊ᦆയ者に生じる身体ᶵ能および活動の㞀ᐖと᪥ᖖ生活活動䜈のᙳ㡪、᪥ᖖ生活活動の⋓
得に向けたධの方法を教授する。（教科書㼜㼜124-141）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：⬨㧊ᦆയ高位と᪥ᖖ生活活動の関連をぬえる。

8
᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾ（3）
㌴いす

᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾとして、㌴いすの᥇ᑍと㌴᳔Ꮚ㥑動のຓ方法について教授する。
（教科書㼜㼜90-103）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：㌴いすのᙺと作〇時の留意事項をぬえる。

9
∦㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動 
（䠍）心身ᶵ能・身体構㐀のኚ

∦㯞⑷者に生じる心身ᶵ能・身体構㐀および活動に生じる㞀ᐖを教授する。（教科書㼜㼜106-123）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：∦㯞⑷者に生じる㞀ᐖををぬえる。

6 ᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾ（1）
自ຓල・᪥ᖖ生活⏝ල

᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾとして、自ຓල・᪥ᖖ生活⏝ලのᙺと使⏝時の留意事項を教授す
る。（教科書㼜㼜77-85）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：自ຓල・᪥ᖖ生活⏝ලのᙺと留意事項をぬえる。

7
᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾ（2）
Ṍ行⿵ຓල

᪥ᖖ生活活動をᨭするᶵჾとして、Ṍ行⿵ຓලのᙺと使⏝時の留意事項を教授する。（教科
書㼜㼜85-89）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：Ṍ行⿵ຓලのᙺと留意事項をぬえる。

4 ᪥ᖖ生活活動の㐠動学的分ᯒ

㐠動学の基礎を習し、㐠動学的など点から見たຠ果的なຓ方法について教授する。ຓ者、
㠀ຓ者がともにᴦとឤじるຓ方法をディスカッションする。（教科書㼜㼜32-45）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：⬻卒中∦㯞⑷者に対するຓ方法を考える。

5 ᪥ᖖ生活活動の評価

᪥ᖖ生活活動評価の目的と意義 、௦表的な᪥ᖖ生活活動の評価方法を教授する。（教科書㼜㼜46-
76）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：᪥ᖖ生活活動の評価の目的と意義、௦表的な評価方法をぬえる。

2 ᪥ᖖ生活活動と㞀ᐖ

IC㻲を習し、㞀ᐖと᪥ᖖ生活活動の関連について教授する。（教科書㼜㼜13-22）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：㞀ᐖと㞀ᐖ䝰デル、㞀ᐖと᪥ᖖ生活活動の関連をぬえる。

3
᪥ᖖ生活活動と生活の質（㻽㼡ality 
of Life:QOL)

生活の質と᪥ᖖ生活活動の関連について教授する。（教科書㼜㼜23-31）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：生活の質の評価方法、生活の質と᪥ᖖ生活活動との関連をぬえる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

1
᪥ᖖ生活活動（A㼏tivities o㼒 Daily 
Livin㼓䠗ADL）の概ᛕ

᪥ᖖ生活活動の概ᛕと⠊ᅖ、重要ᛶについて教授する。（教科書㼜㼜4-12）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：᪥ᖖ生活活動の概ᛕと⠊ᅖをぬえ、理学療法における重要ᛶを確認する。

理学療法治療学

授
業
概
要

᪥ᖖ生活で基本として行われる⛣動、᭦⾰、㣗事、ἥなどの௦表的な動作（᪥ᖖ生活活動：ADL)をྲྀり上䛢、それらの動作の分ᯒ､評価方法と㞀ᐖを
᭷する患者のトランスフ䜯ーやṌ行⿵ຓჾの使⏝など生活自立を目指した指導方法について教授する。また、生活の質についての基本的な考え方につ
いても学ぶ。

到
達
目
標

1）᪥ᖖ生活活動の概ᛕと理学療法における重要ᛶを理解し、㞀ᐖと᪥ᖖ生活活動の関連が説明できる。
2）௦表的な᪥ᖖ生活活動の評価、ᨭᶵჾを説明できる。
3）㐠動学的など点で᪥ᖖ生活活動のᨭ方法を理解する。
4）௦表的な㞀ᐖ・疾患者に対する᪥ᖖ生活活動の指導方法を説明できる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

᪥ᖖ生活活動学
必修 ㅮ義 1単位 2年後期 大森　圭貢

○
Activities of Daily Living (30時間)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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評価 小テスト30䠂　　定期ヨ験70䠂

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは、後のㅮ義の際に解⟅を♧し、学生の質問を受ける。定期ヨ験結果にはㅮ評を作成し、ᥖ♧によって学生䜈公開す
る。

教科書 ᪥ᖖ生活活動学・生活⎔ቃ学㻛㭯見隆正（編）㻛医学書院㻛第6版㻛ISBN：978-4-260-04751-7

留意事項 理学療法における重要な内容です。事前事後の学習は必䛪行い、事後は明な点をṧさないように臨んで下さい。

参考図書など
山ᓮ裕ྖ・山本῟一 編集（2019）：リハビリテーションຠ果を᭱大㝈にᘬき出すコ䝒　ᛂ⏝行動分ᯒ学で㐠動療法とADLカ⦎はኚ
わる 第3版、୕㍯書ᗑISBN：978-4-89590-663-0

アクティブ・ラーニング
᪥ᖖ生活活動と生活の質の関連、ຓ者、㠀ຓ者がともにᴦにឤじるຓ方法などについてディスカッションのᶵ会を設け、
臨床現場で活⏝できる考え方を身につけてもらう。

実務経験のある
教員による授業

∦㯞⑷患者、整形እ科疾患者、認知ᶵ能ప下のある患者、⬨㧊ᦆയ患者などᵝ々な疾患および患者に対する理学療法にᚑ事
していた教員がㅮ義する。

14
྾ჾ疾患者・ᚠ⎔ჾ疾患者の
᪥ᖖ生活活動

྾ჾ疾患者・ᚠ⎔ჾ疾患者に生じる身体ᶵ能および活動の㞀ᐖ、᪥ᖖ生活活動の指導方法を
教授する。（教科書㼜㼜184-194）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：྾ჾ疾患者・ᚠ⎔ჾ疾患者に対する᪥ᖖ生活活動指導をぬえる。

15
⚄経筋疾患者、どぬ㞀ᐖ者に対
するᨭ方法とᅾᏯ生活に向け
た᪥ᖖ生活活動指導

⚄経筋疾患者に生じる身体ᶵ能および活動の㞀ᐖ、᪥ᖖ生活活動のᨭ方法、 どぬ㞀ᐖ者に対
するᨭ方法を教授する。（教科書㼜㼜195-212、㼜㼜213-224）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：⚄経筋疾患者に対する᪥ᖖ生活活動指導、どぬ㞀ᐖ者䜈のᨭ方法をぬえる。

13
関⠇リ䜴マチ者・人ᕤ⫤関⠇術後
者・下⫥切断者の᪥ᖖ生活活動

関⠇リ䜴マチ者・人ᕤ⫤関⠇術後者・下⫥切断者に生じる身体ᶵ能および活動の㞀ᐖと᪥ᖖ生活
活動の指導方法を教授する。（教科書㼜㼜156-165）

大森　圭貢
事前学習(30分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習(60分）：授業で⤂した疾患の㞀ᐖおよび᪥ᖖ生活活動指導をぬえる。
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12
⬨㧊ᦆയ者の㉳ᒃ⛣動動作の
ຓ・指導方法ー䠍：㉳ᒃ動作

⬨㧊ᦆയ者に対する㉳ᒃ動作の指導方法を教授し、グループワーク形ᘧで演習する。（教科書
㼜㼜124-141）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬨㧊ᦆയ者に対する㉳ᒃ動作の指導方法をぬえる。

11
ᶍᨃ症例の᪥ᖖ生活活動ไ㝈に
対する⦎習方法の出とプレゼン
テーション

グループ䛤とにᶍᨃ症例の᪥ᖖ生活活動ไ㝈に対するධをプレゼンテーションする。（㈨ᩱ配
ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（60分）：プレゼンテーションに対する質問をணし、ᅇ⟅を考える。

事後学習（60分）：質問に対するᅇ⟅をㄪべて、まとめる。

10
ᶍᨃ症例の᪥ᖖ生活活動ไ㝈に
対する⦎習方法の出

ᶍᨃ症例の᪥ᖖ生活活動ไ㝈に対するධをグループで考え、䝟ワー䝫イントにまとめる。（㈨ᩱ
配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：᪥ᖖ生活活動ไ㝈に対するධを習して䛟る（᪥ᖖ生活活動学）。

事後学習（90分）：䝟ワー䝫イントを⏝いたプレゼンテーションを準備する。

9
᪥ᖖ生活活動⦎習における↓ㄗ
学習㐣⛬と᪥ᖖ生活活動ไ㝈の
原ᅉ分ᯒに活⏝できる基準್

᪥ᖖ生活活動、㉳ᒃ⛣動動作の⦎習方法として⏝いる↓ㄗ学習の理ㄽ的⫼ᬒを教授する。
᪥ᖖ生活活動に必要とされる身体ᶵ能の基準್とその活⏝方法を教授する。（㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢事前学習（45分）：↓ㄗ学習についてㄪべて䛟る。

事後学習（60分）：↓ㄗ学習に配៖した⬻卒中∦㯞⑷者の᪥ᖖ生活活動のᨭ方法を考える。௦表的な基準್
をぬえる。

8
認知ᶵ能ప下者に対する᪥ᖖ生
活活動の⦎習とᨭ

認知ᶵ能ప下者の行動と対処の動画をど⫈し、医療䝃ービスの提供者として適切な対ᛂと適切
な対ᛂについて、グループディスカッションする。（㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：認知ᶵ能ప下によって生じる㞀ᐖをㄪべて䛟る。

事後学習（60分）：認知ᶵ能ప下者に対する適切な対ᛂをぬえる。

7
整形እ科疾患者の᪥ᖖ生活活動
⦎習

部分Ⲵ重⦎習方法指導をグループワーク形ᘧで実践する。（㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関してㄪべて䛟る。

事後学習（60分）：部分Ⲵ重⦎習の方法をぬえる。

6

㌴᳔Ꮚによるキ䝱スター上䛢と∦
㯞⑷者の㉳き上がり・⛣ຓと
㌴いす᧯作䠉䠏：指導・᧯作の
評価

㌴いすでのキ䝱スター上䛢、∦㯞⑷者の㉳き上がり・⛣のຓと㌴いす᧯作の実技をグループ
ワーク形ᘧで実践する。ኚした点を明らかにする。（教科書㼜㼜130、㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：演習内容を確認する。

5
㌴᳔Ꮚによるキ䝱スター上䛢と∦
㯞⑷者の㉳き上がり・⛣ຓと
㌴いす᧯作䠉䠎：᧯作の⦎習

㌴いすでのキ䝱スター上䛢、∦㯞⑷者の㉳き上がり・⛣のຓと㌴いす᧯作の実技をグループ
ワーク形ᘧで実践する。ኚを評価する。（教科書㼜㼜130、㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：演習内容を確認する。

4

㌴᳔Ꮚによるキ䝱スター上䛢と∦
㯞⑷者の㉳き上がり・⛣ຓと
㌴いす᧯作䠉䠍：指導・᧯作方法
の理解と評価

㌴いすでのキ䝱スター上䛢、∦㯞⑷者の㉳き上がり・⛣ຓと㌴いす᧯作の方法の実技をグ
ループワーク形ᘧで実践する。（教科書㼜㼜130、㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：演習内容を確認する。

3 ∦㯞⑷者の᭦⾰動作⦎習

⬻卒中∦㯞⑷者の᭦⾰動作をグループワーク形ᘧで演習し、⦎習方法のᕤኵすべき点をディス
カッションする。（㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：⬻卒中∦㯞⑷者の᭦⾰動作の方法をㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬻卒中者∦㯞⑷者の᭦⾰動作の指導方法をぬえる。

2 ∦㯞⑷者の立位・Ṍ行⦎習

⬻卒中∦㯞⑷者の立位・Ṍ行⦎習について教授し、グループワーク形ᘧで演習する。（教科書
㼜㼜112-115）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬻卒中者の立位・Ṍ行のຓ方法をぬえる。

1
∦㯞⑷者の∦手動作⦎習（⠂᧯
作）

⬻卒中∦㯞⑷者の∦手動作をグループワーク形ᘧで演習し、⦎習方法のᕤኵすべき点をディス
カッションする。（㈨ᩱ配ᕸ）

大森　圭貢
事前学習（45分）：㠀き手で⠂を᧯作して、㣗事をしてみる。

事後学習（60分）：⬻卒中者の∦手動作の指導方法をぬえる。

授
業
概
要

㉳ᒃ動作や⛣・⛣動動作などを実際に行うことによって、動作㞀ᐖに対するADL 動作指導やຓ法指導の要点について学習する。᪥ᖖ生活活動学
で学んだ生活基本動作の分ᯒ､評価および指導方法について演習を通して学ぶ。本ㅮ義を通じて、ຓ者､⿕ຓ者､ᵝ々な生活⎔ቃを᥎測でき、適切
な動作を選択､指導できるように学ぶ。

到
達
目
標

1）疾患や動作㞀ᐖにᛂじた᪥ᖖ生活活動の方法を説明・選択できる。
2）疾患や動作㞀ᐖに合わせた᪥ᖖ生活活動の指導、動作ຓが行える。
3）疾患や動作㞀ᐖにᛂじた福祉⏝ලの選定、使⏝方法を理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

᪥ᖖ生活活動学演習
必修 演習 1単位 3年前期 大森　圭貢

Practice of Activities of Daily Living (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 理学療法における重要な内容です。事前事後の学習は必䛪行い、明な点をṧさないように臨んで下さい。

参考図書など
山ᓮ裕ྖ・山本῟一 編集（2019）：リハビリテーションຠ果を᭱大㝈にᘬき出すコ䝒　
ᛂ⏝行動分ᯒ学で㐠動療法とADLカ⦎はኚわる 第3版、୕㍯書ᗑ（ISBN：978-4-89590-663-0）

アクティブ・ラーニング 開ㅮᅇ数15ᅇのうち14ᅇにグループワークを設け、そのうち1ᅇはプレゼンテーションとする。

実務経験のある
教員による授業

大学病院および地域において、∦㯞⑷患者、整形እ科疾患者、認知ᶵ能ప下のある患者、⬨㧊ᦆയ患者に対するᛴᛶ期と生
活期の理学療法にᚑ事していた教員が演習を行う。

評価 実技テスト40䠂　　定期ヨ験60䠂

課題に対する
フィードバックの方法

定期ヨ験結果にはㅮ評を作成し、ᥖ♧によって学生䜈公開する。

教科書 ᪥ᖖ生活活動学・生活⎔ቃ学（第6版）㻛㭯見隆正（編）㻛医学書院㻛ISBN：978-4-260-04751-7

15
⬨㧊ᦆയ者の㉳ᒃ⛣動動作の
ຓ・指導方法ー４：㌴᳔Ꮚ᧯作

⬨㧊ᦆയ者に対する㌴᳔Ꮚ᧯作の指導方法を教授し、グループワーク形ᘧで演習する。（教科書
㼜㼜124-141）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬨㧊ᦆയ者に対する㌴᳔Ꮚ㥑動の指導・ᨭ方法をぬえる。

14
⬨㧊ᦆയ者の㉳ᒃ⛣動動作の
ຓ・指導方法ー䠏：㝖ᅽ動作

⬨㧊ᦆയ者に対する㝖ᅽ動作の指導方法を教授し、グループワーク形ᘧで演習する。（教科書
㼜㼜124-141）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬨㧊ᦆയ者に対する㝖ᅽ動作の指導方法をぬえる。

13
⬨㧊ᦆയ者の㉳ᒃ⛣動動作の
ຓ・指導方法ー䠎：⛣動作

⬨㧊ᦆയ者に対する⛣動作の指導方法を教授し、グループワーク形ᘧで演習する。（教科書
㼜㼜124-141）

大森　圭貢
事前学習（45分）：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞんで䛟る。

事後学習（60分）：⬨㧊ᦆയ者に対する⛣動動作の指導方法をぬえる。
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12 ୧ഃ下⫥切断

୧ഃ下⫥切断の原ᅉと䝋ケット・⥅手、Ṍ行指導について学ぶ（䡌䡌34-42）

㭯見隆正
事前学習（10分）：୧下⫥切断の原ᅉを確認する（䡌䡌）

事後学習（15分）：୧ഃ大⭣切断の義⫥╔㐣⛬と指導法を確認する

11 ⭸関⠇㞳断・䝃イム切断と⫤㞳断

⭸・䝃イム切断と⫤㞳断の切断原ᅉ、䝋ケットの関連ᛶを学ぶ（䡌䡌49-50）（䡌䡌64-68）

㭯見隆正
事前学習（10分）：⫤・⭸、㊊関⠇の解๗学的ᶵ能を確認する

事後学習（10分）：⫤㞳断・⭸関⠇㞳断、䝃イム切断の術ᘧと≉ᚩ、䝋ケットᶵ能を理解する

10 下⭣切断と下⭣義㊊

各種の下⭣䝋ケットの形≧とᶵ能≉ᛶ、Ṍ行について学ぶ（䡌䡌43-49）（䡌䡌54-58）

㭯見隆正
事前学習（10分）：教科書から下⭣義㊊各タイプを確認する

事後学習（15分）：䝋ケットの形≧とⲴ重部位との関連ᛶ、≉ᚩを確認する

9 大⭣義㊊の演習

大⭣義㊊の䝋ケット形≧、アライメント、⭸⥅手の᧯作、␗ᖖṌ行の原ᅉとᵝᘧとの関連ᛶを演習
する（䡌䡌12-42）

㭯見隆正
事前学習（15分）：䝋ケット、各種⥅手を事前学習する

事後学習（15分）：䝋ケットᶵ能、⥅手ᶵ能と␗ᖖṌ行の関連ᛶを確認する

8 ⭸⥅手・㊊⥅手

⭸⥅手・㊊⥅手の構㐀とᶵ能について学ぶ（26-32）

㭯見隆正
事前学習（15分）：各種の⭸⥅手・㊊⥅手のタイプのᶵ能を確認する

事後学習（15分）：各種の⭸⥅手・㊊⥅手のタイプのᶵ能を確認する

7 大⭣義㊊の␗ᖖṌ行

大⭣切断者の␗ᖖṌ行の原ᅉとṌ行指導のᅾり方を学ぶ（䡌䡌39-42）

㭯見隆正
事前学習（10分）：␗ᖖṌ行のᵝᘧを確認する

事後学習（15分）：␗ᖖṌ行のᵝᘧと原ᅉの関連ᛶを確認する

6 大⭣義㊊のアライメント

大⭣義㊊のアライメントㄪ整と力学的関連ᛶを学ぶ（33-39）

㭯見隆正
事前学習（10分）：䝧ンチアライメント、㟼的アライメントを確認する

事後学習（15分）：䝧ンチから䝎イナミックアライメントの意義を確認する

5 大⭣義㊊䝋ケット

大⭣義㊊の䝋ケット形≧を学ぶ（䡌䡌22-26）

㭯見隆正
事前学習（10分）：大⭣義㊊䝋ケットの各種を確認する

事後学習（15分）：ᖖ⏝ᘧ、྾╔ᘧᅄ㎶形䝋ケット、TCなどを確認する

4 切断術と断➃管理

切断術と断➃管理を学ぶ（䡌䡌4-8）

㭯見隆正
事前学習（15分）:切断術の術ᘧ、断➃管理について学ぶ

事後学習（20分）:ᙎᛶໟ帯・䜼プスໟ帯での断➃管理の意義を確認する

3 切断原ᅉ

切断原ᅉのኚ㑄について学ぶ（䡌䡌2-4）

㭯見隆正
事前学習（15分）：切断原ᅉを確認する

事後学習（15分）：切断原ᅉと疾病構㐀のኚ㑄を確認する

2 切断と義⫥のṔ史・実態

切断・義⫥のṔ史と実態を学ぶ（䡌䡌1-2）

㭯見隆正
事前学習（10分）：切断・義⫥のṔ史と実態を確認する

事後学習（15分）：切断・義⫥のṔ史・実態の⫼ᬒを確認する

1 切断のオリエンテーション

切断のリハビリテーションにおける理学療法士の位置づけとᙺを学ぶ

㭯見隆正
事前学習（10分）：事前学習：リハビリテーションの理ᛕ、構㐀について確認をする

事後学習（20分）：切断のリハビリテーション㐣⛬と理学療法の関連を確認する

授
業
概
要

ᅄ⫥切断のリハビリテーションに必要な知識と技術を学習する。切断原ᅉ、切断手技を理解し、ᛴᛶ期からの理学療法、義⫥╔カ⦎について学び、
義手､義㊊の種㢮､䝋ケットの≉ᚩ､䝋ケットの適ᛂ判定､さらに切断➃の評価から断➃カ⦎、アライメントㄪ整、Ṍ行カ⦎､ᛂ⏝動作カ⦎等については実
習をྲྀりධれながら学習する。また義⫥処方から義⫥成までの㐣⛬、義⫥⤥付ไ度について理解し、切断者の社会ᖐまでにおける理学療法士の
ᙺと位置づけについて教授する。

到
達
目
標

1） ᅄ⫥切断・Ḟᦆの原ᅉと切断術を理解する。
2） 義㊊・䝋ケットの種㢮と≉ᚩを理解する。
3） 切断のリハビリテーションにおける理学療法士のᙺを理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

理学療法治療学

ナンバリングコード 䠤䠬䠰䠡2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

義⫥ල学䊠
必修 ㅮ義 1単位 2年後期 㭯見隆正

○
㼜rostheti㼏s㻛orthoti㼏s 䊠 (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 義㊊を手にして、形≧やᶵ能などを体ឤすることが大切です

参考図書など ⃝村ㄔ志著(2007)：切断と義⫥、医ṑ⸆出版(ISBN：978-4-263-21300-1)

アクティブ・ラーニング 13ᅇの切断者評価をグループ演習でアクティブ・ラーニングをಁす

実務経験のある
教員による授業

大学病院で24年間の臨床経験を基に、切断のリハビリテーションのハード・䝋フト㠃について臨床的にㅮ義する

評価 ➹記ヨ験（70䠂）と小テスト（30䠂）で評価

課題に対する
フィードバックの方法

義㊊のアライメントㄪ整の理ㄽやプレゼンテーション等のフィードバックはデ䝰ンストレーションを⧊り䛬教員が適宜実施する

教科書 ▼ᕝᮁ編集：理学療法テキスト：義⫥学　第2版、中山書ᗑ（ISBN：978-4-521-74490-2)

15 下⫥切断・義⫥のまとめ

大⭣切断者の義⫥╔からṌ行指導、ADLを学ぶ

㭯見隆正
事前学習（10分）：大⭣切断の断➃カ⦎、理学療法を確認する（䡌䡌108-112）

事後学習（20分）：義⫥╔・䠝䠠䠨、断➃カ⦎を習する

14
演習：下⫥切断者の理学療法㐣
⛬

ᶍᨃ下⫥切断事例についての理学療法評価をグループ発表のプレゼンテーションを課す（䡌䡌103-
107）

㭯見隆正
事前学習（15分）：下⫥切断の理学療法評価を確認する

事後学習（20分）：プレゼンテーションの内容を確認する

13 下⫥切断者の理学療法評価

ᶍᨃ大⭣切断者の理学療法評価を演習的にグループ学習で学ぶ（䡌䡌73-82）

㭯見隆正
事前学習（5分）：理学療法の評価法を確認する

事後学習（15分）：下⫥切断者の評価プロ䝉スと実際を確認する
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ᅇ

12
疾患別ලの処方（䠎）
整形እ科疾患のල

整形እ科疾患のලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 12）。

大村　優慈
事前学習（90分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐

事後学習（30分）：授業内容を習する

11
疾患別ලの処方（䠍）
⬻卒中∦㯞⑷のල
䛆小テスト䠎䛇

⬻卒中∦㯞⑷のලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 11）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

10 ㌴᳔Ꮚ、Ṍ行⿵ຓල

㌴᳔Ꮚ、Ṍ行⿵ຓලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 10）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

9 上⫥ලと自ຓල

上⫥ලと自ຓලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 9）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

8 体ᖿල、ഃᙙ症ල

体ᖿල、ഃᙙ症ලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 8）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

7
下⫥ලのチェックア䜴ト䠉実習
䛆レ䝫ート䛇

下⫥ලのチェックア䜴ト䠉実習について学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 7）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐

事後学習（90分）：授業内容を習する。レ䝫ートを作成する。

6 下⫥ලのチェックア䜴ト

下⫥ලのチェックア䜴トについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 6）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

5
㠐ᆺල
䛆小テスト䠍䛇

㠐ᆺලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 5）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

4 㛗下⫥ල・⫤ල・⭸ල

㛗下⫥ල・⫤ල・⭸ලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 4）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

3 ▷下⫥ල

▷下⫥ලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 3）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

2 下⫥ලの部ရとそのᶵ能

下⫥ලの部ရとそのᶵ能について学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 2）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

1 ල学総ㄽ

ල学の概要について学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 1）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

授
業
概
要

下⫥、体ᖿ、上⫥のලの目的、適ᛂ疾患ならびに身体症≧とලとの関連を臨床的に学び、実際の理学療法におけるල療法の位置づけと適合判
定について必要な知識と技術を修得する。ල療法の௦表的な疾患を中心に㐠動療法との関連をྵめて、一部演習形ᘧでලについて学習する。さ
らに、適ᛂやチェックア䜴ト時の義⫥ල士との連携について理解を῝める。

到
達
目
標

1） ල療法の目的を理解する。
2） 各種ලの名称・構㐀・ᶵ能を理解し説明できる。
3） 身体ᶵ能㞀ᐖ別にලの適ᛂを理解する。
4)  ල╔と適合判定、理学療法との⤌合せで患者指導が演習できる。
5)  ල療法におけるチームアプローチを理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

義⫥ල学䊡
必修 演習 1単位 3年前期 大村　優慈

○
Prostheti㼏s an㼐 㻻rthoti㼏s 䊡 (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
ලにゐれるᶵ会をከ䛟設けるため、授業開ጞ前の手Ὑいをお㢪いします。また、ලを実際に╔した≧態で㐠動を行うこと
がありますので、スカートでの参ຍは㑊けていただ䛟ようお㢪いします。

参考図書など

・ 大村優慈（編集）㻛⬻卒中リハ ල活⏝実践レクチ䝱ー㻛メジカルビュー㻛ISBN：978-4758319287
・ 大村優慈㻛⬻卒中リハのⴠとし✰100㻛ヒューマンプレス㻛ISBN：978-4908933042
・ ᪥本整形እ科学会・᪥本リハビリテーション医学会（監修）㻛義⫥ලのチェック䝫イント㻛第9版㻛医学書院㻛ISBN:978-
4260045896
・ ᯇ田㞞弘・㐲⸨正ⱥ（編集）㻛⬻卒中のලのミカタ㻛医学書院㻛ISBN：978-4260043236
・ Ώ㑓ⱥኵ・平山史ᮁ・⸨ᓮᣑ᠇㻛⬻卒中の下⫥ල㻛第4版㻛医学書院㻛ISBN：978-4260050333
・ 㜿部ᾈ明（編集）㻛Ṍ行ᘓを目指す下⫥ලを⏝いた理学療法㻛ᩥ光ᇽ㻛ISBN：978-4830645730

アクティブ・ラーニング
ලを╔したりㄪ整したりすることで動作がどのようにኚするのかを実際に体験したり観ᐹしたりするᶵ会を設け、ලが動
作に与えるᙳ㡪について学生自身で考えるᶵ会を設ける。また、ලの適合演習を行う中で、正確に手᪩䛟適合判定を行うため
にはどうしたら良いのか学生自身が考えることをồめる。

実務経験のある
教員による授業

⬻卒中認定理学療法士、⿵ල認定理学療法士の㈨᱁を᭷する教員が、リハビリテーション病院や護⪁人保健施設での
ල療法に関する㇏ᐩな臨床経験を⫼ᬒとして、ලの実≀を⏝い、ලの╔、適合判定、ㄪ整の演習を行い、また、義⫥ල
士や看護ᖌなど他職種との連携のあり方までྵめて実践的な授業を行う。

評価 定期ヨ験（➹記）50㻑、小テスト30㻑（10㻑㽢3ᅇ）、レ䝫ート10㻑、授業参ຍ度10㻑

課題に対する
フィードバックの方法

小テストは実施後に解⟅解説を行う。提出されたレ䝫ートにはコメントを記載して㏉༷する。

教科書 ▼ᕝᮁ（総編集）㻛ල学 (15レクチ䝱ーシリー䝈理学療法テキスト)㻛第2版㻛中山書ᗑ㻛ISBN：978-4521744919

15
まとめ
䛆小テスト䠏䛇

1䡚14ᅇの学習内容をさらに῝める。

大村　優慈
事前学習（30分）：1䡚14ᅇの総習を行う。

事後学習（30分）：授業内容を習する。

14
疾患別ලの処方（４）
対㯞⑷・小ඣのල

対㯞⑷・小ඣのලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 14）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐。

事後学習（90分）：授業内容を習する。

13
疾患別ලの処方（䠏）
関⠇リ䜴マチのල

関⠇リ䜴マチのලについて学ぶ（教科書 L㻱CT㼁㻾㻱 13）。

大村　優慈
事前学習（30分）：教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐

事後学習（30分）：授業内容を習する
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回

留意事項 本授業で学習する内容は、「日常生活活動学及び実習」「臨床実習」等に関連する。

参考図書など
①ポ-ル・Ａ．アルバ-ト著/2004/はじめての応用行動分析 日本語版（第２版）/二瓶社（ISBN：9784861080159）、②杉山 尚子著
/1998/行動分析学入門（第2版）/産業図書/ISBN：9784782890356、③島宗宗著/2019/応用行動分析学―ヒューマンサービスを
改善する行動科学（第1版）/新曜社/ISBN：9784788516229

アクティブ・ラーニング アクティブラーニングとして、授業内に適宜ディスカッションを取り入れる。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、応用行動分析の基本的な知識と手法、行動変容についての基本的な考え方について
講義する。

評価 定期試験90%、小テスト10%として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験など、その後の授業において時間がとれる場合は、受講学生全員にフィードバックを行う。期末試験もしくはレポート等に
おいては、希望者がいれば個別に対する。

教科書 杉山尚子著/2005/行動分析学入門/第1版/集英社/ISBN：978-4-08-720307-3

8 機能分析とは

機能分析の考え方、機能分析の実践

小林　和彦
事前学習（30分）：ＡＢＣ分析の考え方と応用方法について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

7
行動を変えるための基本的な考え
方について考える

応用行動分析学に基づく行動改善のための考え方、介入方法、、行動改善事例

小林　和彦
事前学習（30分）：行動分析学に基づくアプローチの基本的な考え方について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

6
人の行動に影響を与える要因に
ついて考える

確立操作（状況要因）

小林　和彦
事前学習（30分）：確立操作（状況要因）について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

5
行動が復活するのはなぜか。人
がその場に相応しい行動がとれる
ようになるのはなぜか。

復帰、刺激性制御（先行刺激による行動の制御）

小林　和彦
事前学習（30分）：復帰、刺激性制御（先行刺激による行動の制御）について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

4 なぜ人は行動しなくなるのか

嫌子出現による弱化、好子消失による弱化、消去

小林　和彦
事前学習（30分）：嫌子出現・好子消失による弱化、消去（復帰）について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

3 なぜ人は行動するようになるのか

好子とは、嫌子とは、好子出現による強化、嫌子消失による強化

小林　和彦
事前学習（30分）：好子出現による強化、嫌子消失による強化について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

2 行動の原因について考える

循環論、ラベリング、行動随伴性、オペラント条件付け、オペラント行動

小林　和彦
事前学習（30分）：行動モデルの視点での行動の原因について考えてくる

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

1 行動分析学とは何か

行動分析学の概念、目的、方法。医学モデルと行動モデル

小林　和彦
事前学習（30分）：行動分析学とはどのような学問か、その概要を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

授
業
概
要

理学療法士としての臨床経験を活かし、理学療法を実施する際の患者教育､患者指導をする上で重要となる応用行動分析学の理論と技法を教授する。

到
達
目
標

1）ヒトが動きにくくなったり、動けなくなる理由を説明できる。
2）行動分析学の基本的概念について説明できる。
3）行動の法則（原理）について説明できる。
4）行動分析学の枠組みに基づく問題行動のとらえ方と解決のための基本的な考え方を説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目理学療法対象者行動論

必修 講義 1単位 3年前期 小林　和彦Behavior Theory for Objects of
Physical Therapy ○

(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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11
高次⬻ᶵ能㞀ᐖまとめ
症例検ウ

高次⬻ᶵ能㞀ᐖのまとめ
症例をもとに必要な⚄経心理学検査ならびに理学療法ධを㆟ㄽする

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

10
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ学ㄽ9
（知能）

知能に関する⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

9
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠔
（እയᛶ⬻ᦆയ）

እയᛶ⬻ᦆയの症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

8
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠓
（㐙行ᶵ能㞀ᐖ・その他の前㢌ⴥ
症≧）

㐙行ᶵ能㞀ᐖ・その他の前㢌ⴥ症≧の症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

7
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠒
（記᠈㞀ᐖ）

記᠈㞀ᐖの症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

6
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠑
（意識㞀ᐖと注意㞀ᐖ）

意識㞀ᐖ・注意㞀ᐖの症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

5
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ４
（↓ど症ೃ⩌・እ界と身体の処理
に関わる✵間ᛶ㞀ᐖ）

↓ど症ೃ⩌・✵間ᛶ㞀ᐖの症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

4
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠏
（ኻ認と関連症≧）

ኻ認と関連症≧の症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

3
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠎
（ኻ行、行Ⅽ・行動の㞀ᐖ）

ኻ行、行Ⅽ・行動の㞀ᐖなどの症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

2
高次⬻ᶵ能㞀ᐖ各ㄽ䠍
（ኻㄒ・ኻㄞ・ኻ書）

ኻㄒ・ኻㄞ・ኻ書の症ೃ・⚄経心理学的検査法・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

1 高次⬻ᶵ能㞀ᐖ総ㄽ

大⬻のᶵ能ᒁᅾ、⚄経心理学的検査の概要など高次⬻ᶵ能㞀ᐖの基礎知識について

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

授
業
概
要

ኻㄒ・ኻ行・ኻ認をྵ䜐高次⬻ᶵ能㞀ᐖの発生ᶵᗎ、⚄経心理学的検査法、治療法などについて基礎を中心に学習する。⬻卒中や⬻እയなどに㉳ᅉ
する高次⬻ᶵ能㞀ᐖの症ೃを理解し、⚄経心理学検査を⏝いた評価と㞀ᐖീにᛂじたリハビリテーションの実践㐣⛬を習得する。また、認知症を᭷す
る対㇟者䜈の理学療法士としての関わり方について学習する。

到
達
目
標

(1) 高次⬻ᶵ能㞀ᐖの発生ᶵᗎや症ೃにᛂじた⚄経心理学的検査法の選択と実施方法について理解できる。
(2) ⚄経心理学的検査結果の解釈と㞀ᐖീにᛂじたリハビリテーションの実践㐣⛬について理解できる。
(3) 認知症の㢮ᆺ、行動心理症≧について理解できる。
(4) 認知症を᭷する対㇟者䜈の理学療法士としての関わり方について説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

高次⬻㞀ᐖ学
必修 ㅮ義 1単位 3年前期 ᐑ内　㈗之

○
Cognitive disorders (30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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留意事項
「解๗学」「生理学」「⬻⚄経እ科学」「⚄経内科学」「リハビリテーション医学」「⪁年医学概ㄽ」など専門基礎科目での学習に関連
する。また䠈「⚄経⣔理学療法学」の知識も重要となる。事前学習を行って授業に臨䜐こと。

参考図書など
▼合⣧ኵ：高次⬻ᶵ能㞀ᐖ学 第3版、医ṑ⸆出版、2022、ISBN:978-4263266519
森ᒸ࿘：高次⬻ᶵ能の⚄経科学とニューロリハビリテーション、協同医書出版社、2020、ISBN:978-4763910899

アクティブ・ラーニング
⚄経心理学検査を学生同士で演習する。⚄経心理学検査の結果や画ീᡤ見を解釈し、リハビリテーションᡓ␎にᙺ立てるプロ
䝉スについて、グループ演習を行う。また、認知症についてジグ䝋ー法によるプレゼンテーション学習を実施する。

実務経験のある
教員による授業

身体㞀ᐖ領域の作業療法臨床経験と専門作業療法士（⬻⾑管㞀ᐖ）の㈨᱁を活かして、高次⬻ᶵ能㞀ᐖに関するᛂ⏝的な知
識とリハビリテーションධ手法についての考え方についてㅮ義する。

評価 定期ヨ験70䠂、プレゼンテーション30䠂、

課題に対する
フィードバックの方法

グループ発表内容および課題に対して授業内にㅮ評を行う。

教科書
▼合⣧ኵ(編集)：高次⬻ᶵ能㞀ᐖ学　第3版、医ṑ⸆出版、2022、ISBN978-4-263-26651-9䛆第1䡚11ᅇㅮ義で⏝䛇
ᓥ田裕之(監修)、∾㏕㣕㞝㤿 (編集)：理学療法士のための知っておきたい！認知症知識㻽䠃A、医ṑ⸆出版、2018、ISBN:978-
4263265635䛆第12䡚15ᅇㅮ義で⏝䛇

15
認知症
グループワーク・発表

各グループに分かれて䠈担当部分に関してㄪべる・プレゼンテーション（PPT形ᘧ）

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

14
認知症
グループワーク

各グループに分かれて䠈担当部分に関してㄪべる

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

13
認知症
グループワーク

各グループに分かれて䠈担当部分に関してㄪべる

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

12 認知症総ㄽ

認知症の症ೃ・リハビリテーション

ᐑ内　㈗之
事前学習：授業内容に関する教科書の該当⟠ᡤをㄞ䜐 (30分)

事後学習：配ᕸ㈨ᩱなど、授業全体について習する (30分)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
臨床実習を定した᭹、㧥ᆺでㅮ義に臨䜐こと。䠏年次までに学修した臨床医学、評価学について習してお䛟こと。臨床実習
に㉱䛟上でのハードル科目である。

参考図書など
臨床技能と㻻SC㻱㻛ᡯ⸨栄一㻛䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙とຓ・検査測定編㻛㔠原出版㻛ISBN：978-4307750455
臨床技能と㻻SC㻱㻛ᡯ⸨栄一㻛ᶵ能㞀ᐖ・能力ప下䜈のධ編㻛㔠原出版㻛ISBN：978-4307750516

アクティブ・ラーニング
学生同士でグループを⤌ませる。教員が臨床を定したシナリオを作〇し、受ㅮ学生はᶍᨃ患者、ᶍᨃ䝉ラ䝢ストに別れ、実技
を通して、より適切な接㐝、身体測定法の手順や手技、ᛂ⟅を学生自身で考えてもらう。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士の㈨᱁を᭷した教員がそれ䛮れ対ᛂする。またそれ䛮れが㇏ᐩな臨床経験を᭷しており、臨床場㠃を定した授業
を展開する。

評価
CBT（Co㼙㼜㼡ter Base㼐 Testin㼓: 80㻑以上の得点⋡）を㻻SC㻱の受験᮲௳とする、
㻻SC㻱（㻻b㼖e㼏tive Str㼡㼏t㼡re㼐 Clini㼏al 㻱㼤a㼙ination: 80㻑以上の得点⋡）100㻑、として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

ẖᅇの授業中での対ᛂと、㝶時㻱-㼙ailでの対ᛂを行う。ಶ別㠃ㄯを希望する場合にはᛂじる。

教科書 なし（ㅮ義の中で適宜プリントを配ᕸする）

8
⬻卒中患者を定した臨床実習
前演習（Phase 3）

⬻卒中患者の立位での評価を定した演習を行う。

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

7
⬻卒中患者を定した臨床実習
前演習（Phase 2）

⬻卒中患者のᗙ位での評価を定した演習を行う。

大村　優慈
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

6
⬻卒中患者を定した臨床実習
前演習（Phase 1）

⬻卒中患者の䝧ッド上の評価を定した演習を行う。

中村　壽志
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

5
大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者を定
した臨床実習前演習（Phase 3）

大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者の立位での評価を定した演習を行う。

下田　栄次
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

4
大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者を定
した臨床実習前演習（Phase 2）

大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者のᗙ位での評価を定した演習を行う。

土田　将之
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

3
大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者を定
した臨床実習前演習（Phase 1）

大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者の䝧ッド上の評価を定した演習を行う。

中尾　陽光
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

2
病Ჷでの㞳床を定した臨床実
習前演習（㌴᳔Ꮚ）

大⭣㦵㢕部㦵ᢡ術後患者、⬻卒中の病Ჷでの㞳床を定した演習を実施する。

大森　圭貢
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

1
臨床現場での心得、接㐝、医療現
場でのマナーについて

臨床現場での理学療法士としての心得、ᚅ㐝、医療現場でのマナー、事ᨾண㜵について演習す
る。

森尾　裕志
事前学習（20分）：授業内容に関する䠏年次までの学修内容を習してお䛟。

事後学習（30分）：配付㈨ᩱなど、授業全体について習する。

授
業
概
要

臨床実習の意義や一連のὶれについて学び、これまで学んできたことの統合を図る。䠏年次までのᗙ学､演習科目を統合し、評価学実習に結びつける。
評価学実習を行うにあたり、心得、接㐝、医療現場でのマナー、事ᨾண㜵等についてロールプレイを行って修得する。さらに、䠏年次までに学んだ各演習
科目を統合し、実技の習を行う。

到
達
目
標

臨床実習の意義や一連のὶれについて学び、これまで学んできたことの統合を図る。䠏年次までのᗙ学､演習科目を統合し、評価学実習に結びつける。
評価学実習を行うにあたり、心得、接㐝、医療現場でのマナー、事ᨾண㜵等についてロールプレイを行って修得する。さらに、䠏年次までに学んだ各演習
科目を統合し、実技の習を行う。䠍）臨床現場での理学療法士としての心得、接㐝、医療現場でのマナー、事ᨾண㜵、䠎）各種検査・測定を患者䜈の
オリエンテーションから実際の検査・測定、䠏）臨床実習の準備としての基本的な手技と一連のὶれ、についてそれ䛮れ理解、実践することができること
を到達目標とする。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法≉ㄽ䊠
必修 ㅮ義 1単位 3年後期

森尾裕志、大森圭貢、中尾陽光、大村優慈、
下田栄次、中村壽志、土田将之 ○

Selected Topics on Physical Therapy I (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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留意事項
これまでᇵってきた知識を整理し、ᅜᐙヨ験に向けての準備を進める授業です。授業を受けるにあたっては、関連部分の習を
必䛪実施しておいて䛟ださい。

参考図書など

①⸨田ᜏኴ㑻著（2003）：人体解๗学 ᨵ定第42版、༡Ụᇽ（ISBN:978-4-524-22246-9）
②ᒸ田隆ኵ、㕥木ᩔᏊ、㛗ᒸ正⠊（2018）：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 生理学 第5版、医学書院（ISBN:978-4-
260-03644-3）
③中村隆一、㰻⸨ᏹ、㛗ᓮᾈ（2015）：基礎㐠動学 第6版 ⿵ゞ、医ṑ⸆出版（ISBN:978-4-263-21153-3）
④医ṑ⸆出版 編（2026）：理学療法士・作業療法士ᅜᐙヨ験 必修䝫イント 㞀ᐖ別PT治療学、医ṑ⸆出版（ISBN:6᭶㡭ห行のた
めᮍ定）
⑤医ṑ⸆出版 編（2026）：理学療法士・作業療法士ᅜᐙヨ験 必修䝫イント 基礎PT学、医ṑ⸆出版（ISBN:6᭶㡭ห行のためᮍ
定）

アクティブ・ラーニング ㅮ義後にグループ学習にྲྀり⤌ませる。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、理学療法士にồめられる基礎的知識を理学療法士ᅜᐙヨ験の出題ഴ向に沿って教
授する。

評価 ➹記ヨ験（100䠂）で合᱁点に達することを単位認定の᮲௳とする。

課題に対する
フィードバックの方法

ヨ験結果についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書 ᅜヨの達人　PT・㻻Tシリー䝈2026年　㐠動解๗生理学編　第31版　アイ䝨ック（ISBN:6᭶㡭ห行のためᮍ定）

8 ᚠ⎔⣔・㐠動エ䝛ル䜼ー

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜213-238䠈275-290についての内容を教授する。

森尾　裕志
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

7 筋・上⫥の㐠動学・下⫥の㐠動学

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜83-116についての内容を教授する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

6 生理学　྾ჾ⣔

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜239-250についての内容を教授する。

大森　圭貢
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

5
㢦㠃と体ᖿ・ጼໃ・Ṍ行・バイオメ
カニクス・㐠動学習

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜117-148についての内容を教授する。

櫻井　好美
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

4 ᮎᲈ⚄経

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜187-197についての内容を教授する。

下田　栄次
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

3 中ᯡ⚄経

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜153-186についての内容を教授する。

中村　壽志
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

2 ᾘと྾収・Ἢᒀჾと生Ṫჾ

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜251-274についての内容を教授する。

中村　壽志
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

1 㦵・関⠇・㠌帯

ᅜヨの達人（㐠動解๗生理学編）の㼜1-33についての内容を教授する。

坂上　昇
事前学習（30分）：該当䝨ージの内容を事前に確認してお䛟。

事後学習（40分）：授業内容および付㘓の問題集を活⏝して習する。

授
業
概
要

これまで学んできた基礎医学分野の知識を、理学療法士ᅜᐙヨ験の出題ഴ向に沿って整理する。基礎医学分野の中でも解๗学・生理学・㐠動学を中
心に知識の整理を行い、理学療法士ᅜᐙヨ験合᱁に必要な知識としての統合を図る。この基礎医学分野の知識の整理と統合は、臨床医学分野や理
学療法専門分野の理解に῝䛟関連しており、後のᅜᐙヨ験受験に向けた学修のための基礎ᅛめを図る。

到
達
目
標

1）基礎医学分野に関する知識を整理し、その分野でのᅜᐙヨ験問題が理解できるようになる。
2）基礎医学分野に関する知識の整理を基に、それと関連する臨床医学分野のᅜᐙヨ験問題が理解できるようになる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

理学療法治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。
DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

理学療法≉ㄽ䊡
必修 ㅮ義 1単位 4年後期

坂上　昇・大森圭貢・森尾裕志
櫻井好美・中尾陽光・下田栄次・中村壽志 ○

Sele㼏te㼐 To㼜i㼏s on Physi㼏al Thera㼜y 䊡 (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

杉村　直哉、鶴見　隆彦
司法精神科作業療法

選択 講義 3年後期1単位
○

授業科目の名称

Forensic Occupational Therapy (15時間)

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

ナンバリングコード HPTE2/HOTF1 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。
専門科目

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

触法障害者の特性を理解し、対象者への司法特有の高度なアプローチ技術を習得・実践していくなど、新たな分野として司法領域での作業療法の基礎
を学ぶ。具体的には、司法特有のアプローチや、対象者が社会に出たときの地域生活を想定した生活技能の獲得や日常生活活動のデザイン、地域生
活を円滑に行うための社会資源などの活用、経済的基盤の確保も視野に入れた職業前訓練などの展開など、多面的に学ぶ。これらの学習を通して、対
象者の社会復帰の支援や再犯防止に向けた取り組みに寄与できる知識・技能の基礎を修得する。

1）司法精神科作業療法の領域と歴史、及び、我が国の心神喪失者等医療観察制度の経緯について説明できる。
2）心神喪失者等医療観察制度の処遇の流れと司法特有の高度なアプローチを説明できる。
3）司法精神科作業療法の流れと役割について説明できる。

専門共通

授
業
概
要

到
達
目
標

評価 課題レポート１００％

保護観察所の社会復帰調整官と
まとめ

鶴見　隆彦

指定通院医療機関の作業療法 鶴見　隆彦

指定通院医療機関の治療と作業療法の実際を講義する。事例について、グループワークを行い検
討する。

事前学習（30分）：通院の治療とは

課題に対する
フィードバックの方法

レポートを講評し、学生に公開する。また授業内での課題については，毎授業内で講評し，再学習を促す。

教科書
PT学生：加藤宗規編集/2018/PTスタートガイド　基礎理学療法概論 /メジカルビュー社/第１版/ISBN:9784758319218
OT学生：作業療法概論/改訂第３版/2011/日本作業療法士協会監修/協同医書出版/ISBN:978-4-7639-2118-5

参考図書など 司法精神科作業療法/鶴見隆彦，井坂真規　監訳/三輪書店/２０１１/ ISBN:978-4-8959-0394-3

アクティブ・ラーニング
毎回。事例等を提議し、グループワークを実施する。特に刑務所での作業療法や事例についてはグループでのプレゼンテーショ
ンも実施する。

実務経験のある
教員による授業

精神医療センター、就労支援、保護観察所において精神障害者のリハビリテーションに従事経験を生かし講義する。また厚生労
働省・法務省勤務において障害者支援制度の構築の従事経験の立場からも講義する。

留意事項 グループワークを多く行うが、主体的、積極的に自己の意見を言うなど，参加する。

1

2

3

4

5

6

7

8

指定入院医療機関の作業療法 鶴見　隆彦
事前学習（20分）：司法病棟での入院治療とは

事後学習（40分）：司法病棟での作業療法の役割とは

事後学習（30分）：通院での作業療法とは

社会復帰調整官の処遇の実際について講義し、司法精神科作業療法全体の振り返りをグループ
ワークを行い学習を深める。

事前学習（20分）：社会復帰調整官とは

事後学習（40分）：司法精神科作業療法とは

医療観察制度の概要２ 鶴見　隆彦

医療観察制度の概要１ 鶴見　隆彦

司法病棟（医療観察病棟）の作業療法の実際を講義する。その事例について、グループワークを行
い検討する。

事前学習（20分）：医療観察制度の成り立ちとは

事後学習（40分）：医療観察制度の流れ

医療観察制度の概要（医療、保護観察所）について講義する。事例について、グループワークを行
い検討する。

事前学習（30分）：医療観察制度での医療の役割とは

事後学習（30分）：保護観察所の役割とは

医療観察制度の概要（経緯、処遇の流れ、特徴）について講義・学習する。

司法精神科作業療法の概要と領
域

鶴見　隆彦

触法後の司法の流れと刑事施設
の触法障害者・触法高齢者

杉村　直哉

司法精神医療の歴史と触法精神
障害者

杉村　直哉

事後学習（30分）：触法障害者・触法高齢者とは

司法精神科作業療法の概要と領域について講義・学習する。

事前学習（20分）：司法精神科作業療法の領域とは

事後学習（40分）：司法精神科作業療法の意義とは

司法精神医療の歴史と触法精神障害者についてグループワークを行い、障害者の罪についての
ディベート含むディスカッションと講義する。

事前学習（30分）：精神障害者の歴史とは

事後学習（30分）：触法精神障害者とは

触法障害者の触法後の司法の流れ、その後の刑務所の障害者の処遇・作業療法について講義及
びグループワークを行いディスカッションする。

事前学習（30分）：刑事司法制度とは
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科┠

生活支援機器論
㑅ᢥ 講義 㻝༢ 3ᖺ๓ᮇ ᒸᮏ⤮㔛ຍ、ቑ⏣㞝ு

䕿
usufull tools and machines for life 㻔㻝㻡㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼㻝䠅┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋䛸して㧗ᗘな▱㆑䛸ᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣䛸䛜䛷䛝る。

㻰㻼㻞䠅科学ⓗ᰿ᣐに基づ䛝యⓗに行ືする䛣䛸によりၥ題ゎỴにྥけて実践する䛣䛸䛜䛷䛝る。

ᑓ㛛ඹ㏻

㻰㻼3䠅┦ᡭをᑛ㔜し、⪅䛸の䝁䝭䝳ニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣䛸䛜䛷䛝る。

㻰㻼㻠䠅ಖ・医療・福祉・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃⫋✀䛸㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤする䛣䛸䛜䛷䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィ䝇ア䝽ー
ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の๓ᚋཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィ䝇ア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥
䜜た㛫にཷけける

授業科┠༊ศ ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪䛸ᙜヱ授業科┠の㛵㐃

1 生活支援機器のᴫ要

対㇟⪅䛜ᮃ䜐䛂よりよい生活䛃を支援するための生活支援機器のᴫ要䛸ᑟධにおける評価や実
㝿の支援について講義する。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

授
業
ᴫ
要

リハビリテーションศ㔝における生活支援機器について、⌧≧䛷ᗈく活用䛥䜜ている機器のᴫ要を⤂する。医療・福祉・ᅾᏯ䛷の自立生活や♫
参ຍをྍ⬟にする支援ᢏ⾡の具యⓗなᑟධ、評価、㐺応事についても⤂する。䜎た、䝁䝭䝳ニ䜿ーション支援、ㄆ▱機⬟㞀ᐖを᭷するඣ・⪅の
䝇䜿ジ䝳ール⟶⌮支援など、生活支援ᢏ⾡の✚ᴟⓗな活用・応用をするための支援ᢏ⾡論を学䜆

฿
㐩
┠
ᶆ

㻝䠅 リハビリテーションศ㔝における生活支援機器について、そのᴫ要を⌮ゎ䛷䛝る。
㻞䠅 自立生活や♫参ຍをྍ⬟にする支援ᢏ⾡の具యⓗなᑟධ、評価、㐺応事について⌮ゎ䛷䛝る。
3䠅 䝁䝭䝳ニ䜿ーション㞀ᐖ、ㄆ▱機⬟㞀ᐖを᭷するඣ・⪅に対する支援ᢏ⾡の具యⓗなᑟධ、評価、㐺応事について⌮ゎ䛷䛝る。
㻠䠅 支援┠ⓗに応じた生活支援機器について、そのいくつかを調べ、ㄝ᫂䛷䛝る。

授業項┠
授業内ᐜ

事๓・事ᚋ学習䚷䠄ண習・習・課題➼䠅
ᢸᙜ教員

3 生活支援機器の実㝿䐠

ᝈูに対㇟⪅䛜よく用している生活支援機器や自ຓ具を学䜃、支援の方について講義す
る。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

2 生活支援機器の実㝿䐟

ᝈูに対㇟⪅䛜よく用している生活支援機器や自ຓ具を学䜃、支援の方について講義す
る。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

5 生活支援機器・自ຓ具の㛤Ⓨ䐠

具యⓗな生活㞀ᐖをᐃし、支援機器や自ຓ具の㛤Ⓨを行う。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

4 生活支援機器・自ຓ具の㛤Ⓨ䐟

具యⓗな生活㞀ᐖをᐃし、支援機器や自ຓ具の㛤Ⓨを行う。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

7
テクノロジー䛸生活支援機器䐟
䠄ㄆ▱・ሗ科学䛸人ᕤ▱⬟䠅

人ᕤ▱⬟䠄㻭I䠅のⓎᒎに大䛝く㈉⊩したㄆ▱科学・ሗ科学ศ㔝のᴫ要䛸生活支援機器䛸の㛵㐃
について講義する。

ቑ⏣ 㞝ு
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

6
基┙ᆺ学習
生活支援機器を活用した事

を㏻し、実㝿の支援について考䛘る演習を㏻して⌮ゎを῝める。

ᒸᮏ ⤮㔛ຍ
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

8
テクノロジー䛸生活支援機器䐠
䠄IC㼀・ロ䝪ッ䝖䠅

IC㼀やロ䝪ッ䝖ᢏ⾡を活用した生活支援機器について講義する。

ቑ⏣ 㞝ு
事๓学習䠖᪥ᖖ生活や♫参ຍの㞀ᐖについて習しておく 㻔30ศ䠅

事ᚋ学習䠖講義内ᐜを習する 㻔㻢0ศ䠅

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

219



留意事項 特になし

参考図書など
大橋謙策監修/ICFの視点に基づく自立生活支援の福祉用具: その人らしい生活のための利活用/三輪書店
/2021/ISBN:978-4805882290

アクティブ・ラーニング グループ演習により生活支援機器について調べ、プレゼンテーションを実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、テクノロジーや福祉機器を活用した生活支援の方法論につ
いて講義する。

評価 学習課題70％、プレゼンテーション30％

課題に対する
フィードバックの方法

授業内もしくは必要に応じて授業外にて学生に対してフィードバックを行う。

教科書 必要に応じて資料を配布する
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Regional Elderly Support Theory (15時間)

ナンバリングコード HPTE2/HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

オリエンテーション、「高齢期をどう過ごすか、よりよく生きる・暮らすとは？」
ヘルスプロモーション概論、加齢に伴う変化（高齢者の強み・活躍、老化・虚弱）

事前学習（30分）：過去の授業を振り返り、加齢変化を確認

事後学習（30分）：授業内容の復習、manabaレポート作成

高齢者に対する各種評価・検査

事前学習（30分）：いままでの授業を振り返り、加齢に伴う変化とその状態を評価する手法を確認

事後学習（30分）：各種検査の復習、模擬患者像の設定検討、manabaレポート作成

握力、筋力、30秒椅子立ち上がりテスト、TUG、FRT、開眼片足立ちテスト、他

事前学習（30分）：該当するテスト等を書籍等で確認

事後学習（30分）：実施した模擬演習の内省、manabaレポート作成

評価 manabaレポート80％、プレゼンテーション20％

課題に対する
フィードバックの方法

受講者全体並びに個別に講評する。('manabaレポートの設問は内省を中心。manabaシステムを使ったフィードバック）

教科書 理学療法士・作業療法士のためのヘルスプロモーション(改訂第2版)理論と実践/南江堂/2023/ISBN:978-4524203512

参考図書など
manaba及び授業の中で紹介・配布する。
（他科目で使っている高齢者に関係する書籍・資料も持参し、活用してもらいたい）

アクティブ・ラーニング
既習した専門知識・技術・態度を活用した演習を中心に展開する。具体的には、心身に障害のある高齢者への集団プログラムの
検討、高齢者向けの各種検査の模擬演習等を通し、高齢期の対象者へのリハ職としての支援について検討・理解を深める。

実務経験のある
教員による授業

市町村の高齢者向け介護予防事業への参画、介護老人保健施設・介護老人福祉施設、通所リハビリテーション、訪問リハビリ
テーションへの従事経験を反映し、実践事例を交えた内容を取り入れる予定。

留意事項

グループ学習を中心に展開する。他のメンバーに影響しないよう欠席や遅刻が極力ないように気をつけること。
共修生とのペアワークやグループ学習を通し、自らの経験や気づき・考えを積極的に語り相互に学び合う機会となることを期待
する。（PT学生とOT学生の混合チームでの学習を通し、専門性の相互理解が深まることを期待する。）
manabaレポートは、気づきや課題を具体的に記すことを期待する。（演習体験に基づいた具体的な考察等を評価する。）

実務経験の
ある教員に
よる科目

地域高齢者支援論
選択 講義 1単位 3年前期 久保田清子

○

専門科目

専門共通

授
業
概
要

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、住まい・医療・介護・生活支援の一体的な提供を実現すべく包括的な地域ケアの展開がすすめら
れている。認知症高齢者への支援システムの構築が重要な課題のひとつである。この授業では、高齢者への包括的地域ケアにおいて作業療法がどの
ように活かせるか、実践経験を交えて現状とこれからの課題について学ぶ。

到
達
目
標

1）地域在住高齢者の健康増進におけるリハビリテーション職の役割を説明できる。
2）高齢者健康増進における評価を理解し、代表的な検査・測定を経験する。
3）地域包括ケアシステムの概要を理解し、多職種連携支援の在り方について演習を通して理解する。
4）地域リハビリテーションにおける介護予防の実際について、事例検討を通して理解する。
5）人として、また専門職として、身近な地域と高齢者の生活との関係をどう捉えるか、どんな課題があるかを検討する。

1 ヘルスプロモーション総論 久保田清子

2
高齢者の評価
使用頻度の高い評価や検査は？
演習（第3・4回の準備）

久保田清子

3
高齢者の身体機能評価と模擬演
習　※体育館で実施予定

久保田清子

4
高齢者の認知機能、精神・心理機
能の評価と模擬演習

久保田清子

5
高齢者への集団プログラムの検
討①

久保田清子

認知症スクーリニングテスト、精神心理検査、他

事前学習（30分）：該当するテスト等を書籍等で確認

事後学習（30分）：実施した模擬演習の内省、manabaレポート作成

集団プログラムの立案の検討（グループ学習）

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：班員との集団プログラムの検討

6
高齢者への集団プログラムの検
討②

久保田清子

7 検討した集団プログラムの発表 久保田清子

8
振り返りとまとめ
「よりよく生きる・暮らすとは？」

久保田清子

立案したプログラムの発表・ディスカッション

事前学習（30分）：発表準備（グループ別に）

事後学習（30分）：発表内容の振り返りおよび発展的考察、manabaレポート作成

第7回までの学びを通して気づいたことを中心テーマにディスカッション

事前学習（30分）：

事後学習（30分）：授業内容の総振り返り、manabaレポート作成

第5回の続き：集団プログラムの立案の検討（グループ学習）

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：班員との集団プログラムの検討、発表準備（グループ別に）

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

221



回

8
㊊㛵⠇に対する㛵⠇䝰ビライ䝊ー
ションによる治療

㊊㛵⠇に対する㛵⠇䝰ビライ䝊ーションによる治療方法を教授する。䛆実技䛇

下田ᰤḟ事๓学習（30ศ）㊊㛵⠇の骨指ᶆを確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した治療方法を体的に習する。

7
⫪㛵⠇に対する㛵⠇䝰ビライ䝊ー
ションによる治療

⫪㛵⠇に対する㛵⠇䝰ビライ䝊ーションによる治療方法を教授する。䛆実技䛇

下田ᰤḟ事๓学習（30ศ）⫪㛵⠇࿘囲の骨指ᶆを確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した治療方法を体的に習する。

6
⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋・大⭣๓㠃
筋に対するᚐ手療法による治療

⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋、⭜⫼㒊筋に対するᚐ手療法による治療方法を教授する。䛆実技䛇

ᆏ上　᪼事๓学習（30ศ）⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋、⭜⫼㒊筋の骨指ᶆと筋⫗を確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した治療方法を体的に習する。

5
⭜⫼㒊筋に対するマイオチューニ
ングアプローチによる治療

⭜⫼㒊筋に対するマイオチューニングアプローチによる治療方法を教授する。䛆実技䛇

中ᮧኖᚿ事๓学習（30ศ）⭜⫼㒊の骨指ᶆと筋⫗を確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した治療方法を体的に習する。

4
⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋に対するマ
イオチューニングアプローチによる
治療

⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋に対するマイオチューニングアプローチによる治療方法を教授する。䛆実技䛇

中ᮧኖᚿ
事๓学習（30ศ）⫪⏥骨と⫪㛵⠇ᚋ㠃の骨指ᶆと筋⫗を確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した治療方法を体的に習する。

3 ⭜⫼㒊・㊊㒊の触診

⭜⫼㒊と㊊㒊の骨指ᶆと筋⫗の触診方法を教授する。䛆実技䛇

中ᮧኖᚿ事๓学習（30ศ）⭜⫼㒊と㊊㒊の骨指ᶆと筋⫗を確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した触診箇所、触診方法を体的に習する。

2 ⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲の触診

⫪⏥骨と⫪㛵⠇ᚋ㠃の骨指ᶆと筋⫗の触診方法を教授する。⫪⏥骨に䛴いては、その形状を体⾲
上にᥥできるようにする。䛆実技䛇

中ᮧኖᚿ
事๓学習（30ศ）⫪⏥骨と⫪㛵⠇ᚋ㠃の骨指ᶆと筋⫗を確認して䛚く。

事ᚋ学習（30ศ）授業で実した触診箇所、触診方法を体的に習する。

1 ⑊③、⑊③ᢚไの基♏▱㆑

⑊③と⚄経⏕理学的⌧㇟による③䜏のᢚไ機ᗎに䛴いて教授する。

ᆏ上　᪼事๓学習（30ศ）⑊③の✀㢮に䛴いて習する。

事ᚋ学習（30ศ）ㅮ⩏ෆᐜ・資料をまとめ、䝜ー䝖をᩚ理する。　

授
業
ᴫ
要

筋、㛵⠇、㌾㒊⤌⧊に対するᩚ形እ科ᚐ手療法の理ㄽを理解し、基ᮏ的な評価法と治療手技を学習する。ᅄ肢の㛵⠇䝰ビライ䝊ーション、㌾㒊⤌⧊に
対するᚐ手療法の理ㄽと技術を教授し、筋・骨格ᝈᝈ者の評価・治療法に䛴いて説明する。

฿
㐩
目
ᶆ

1） ⑊③、≉に៏ᛶ⑊③と⑊③ᢚไに䛴いて理解し、説明できる。
2） ⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲の骨指ᶆと筋⫗を触診できる。　
3） ⫪⏥骨・⫪㛵⠇࿘囲筋に対する⑊③㍍ῶの治療法を実できる。　
4） 大⭣๓㠃の骨指ᶆと筋⫗を触診できる。　
5） 大⭣๓㠃の筋に対する⑊③㍍ῶの治療法を実できる。　
6） ⫪㛵⠇、㊊㛵⠇に対する㛵⠇䝰ビライ䝊ーションを実できる。

授業項目
授業ෆᐜ

事๓・事ᚋ学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

ᑓ門科目 㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ門⫋として高ᗘな▱㆑と技術を身に䛴䛡、実㊶することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基づき主体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することができる。

ᑓ門ඹ㏻

㻰㻼3）┦手をᑛ㔜し、他者との䝁䝭ュニ䜿ーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

㻰㻼4）ಖ健・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻の健ᗣにᐤすることができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほをも䛱、クライアン䝖中心の医療を主体的に提౪することによりᆅᇦ社に㈉⊩することができる。

㻰㻼6）༞業ᚋも自ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭにわたり自らのᑓ門㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ることができる。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 オフィ䝇ア䝽ー
ᮏ科目に㛵する㉁ၥは、授業の๓ᚋཬ䜃ู㏵බ㛤するオフィ䝇ア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た時㛫にཷ䛡付䛡る

授業科目༊ศ ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

科目ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚐ手療法
㑅ᢥ ₇習 1༢ 3ᖺᚋ期 中ᮧኖᚿ、ᆏ上　᪼、下田ᰤḟ

䕿
Techniqes of Manual Therapy 㻔15時㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
形ែ

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ
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留意事項
初回の授業を除き、触診と治療手技の修得を目的とした実技を主体とした授業となる。そのため、該当箇所を露出することとなる
ので、それにふさわしい服装で授業に出席すること。その他は、初回の授業の時に伝える。

　参考図書など

①松原貴子・他/2015/ペイン リハビリテーション/三輪書店/ISBN：978-4-89590-385-1
②沖田実・他/2019/ペイン リハビリテーション入門/三輪書店/ISBN：978-4-89590-634-0
③高田治実/2012/マイオチューニングアプローチ入門/協同医書/ISBN：978-4-7639-1055-4
④林 典雄/2011/運動療法のための機能解剖学的触診技術 上肢　改訂第2版/メジカルビュー社/ISBN：978-4-7583-1136-6
⑤林 典雄/2011/運動療法のための機能解剖学的触診技術 下肢・体幹 改訂第2版/メジカルビュー/ISBN：978-4-7583-1137-3
⑥河上敬介、磯貝香/2015/骨格筋の形と触察法改訂第2版/大峰閣/ISBN：978-4-9980686-2-4
⑦細田多穂、柳澤健・編集/理学療法ハンドブック改訂第3版/協同医書/ISBN：978-47639-10233
他、適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 実技が中心の授業であり、提示した課題に対して学習者が自身の進捗状況を確認しながら実技指導を進めていく。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての豊富な臨床経験に基づき、適宜、症例も提示して理解を深める。

評価 定期試験（100％）で評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

個人に対して定期試験の結果と不正解の箇所の説明を行う。また、必要な学習範囲の確認を行う。

教科書 適宜資料を配付する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

ウーマンズヘルスケア
選択 講義 1単位 3年後期 櫻井　好美

○
Women's Health Care (15時間)

授業科目の名称
必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HPTE2/HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載された
時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

専門共通

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授
業
概
要

思春期以降の女性のライフスタイル、身体の変化によって起こりうる機能不全（月経不全、リンパ浮腫、尿失禁、便秘等）について理解する。さらに女性特
有の日常生活活動障害（更衣・整容等）への理学療法アプローチ、女性に多い整形外科疾患（変形性関節症、関節リウマチ、スポーツ障害等）の理学療
法アプローチについて一部演習を交えて学習する

到
達
目
標

1）女性のライフサイクルについて説明できる　
2）女性特有の機能不全と生活問題について説明できる
3）理学療法士・作業療法士として、障害の性差にどのように対応できるか意見を述べられる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
リハビリテーションと性差　女性の
ライフサイクル

リハビリテーションの枠組みの中での性差　女性の年代別の特徴と障害

櫻井　好美
事前学習（30分）：人間発達学の教科書の児童期～老年期の箇所を読んでおく

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

2 月経周期と月経随伴症状

月経のメカニズム、月経随伴症状と月経異常　スポーツ障害と月経周期との関連

櫻井　好美
事前学習（30分）：解剖学・内科学の教科書で復習しておく　　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

3 骨盤底の障害と評価

排尿・排便障害

櫻井　好美
事前学習（30分）：解剖学・内科学の教科書で復習しておく　　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

4 骨盤底の障害と理学療法

【演習】骨盤底筋の機能障害に対する理学療法アプローチ

櫻井　好美
事前学習（30分）：解剖学・内科学の教科書で復習しておく　　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

5 妊娠と出産

【演習】産前産後の身体の変化と理学療法アプローチ

櫻井　好美
事前学習（30分）：解剖学の教科書で復習しておく　　　　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

7 女性の栄養問題

現代女性の栄養摂取状況　　やせ　肥満

6 女性のがん

女性特有のがんとリハビリテーションアプローチ　リンパ浮腫に対する対応

櫻井　好美
事前学習（30分）：内科学の教科書で復習しておく　　　　　

櫻井　好美
事前学習（30分）：栄養学教科書で5大栄養素について復習する

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

8
更年期以降の代謝性疾患　ロコモ
ティブシンドローム

変形関節症・骨粗鬆症の対応と予防

櫻井　好美
事前学習（30分）：整形外科学の教科書で復習しておく　　　　　

事後学習（60分）：配布資料などで復習する　　

評価 レポート100％

課題に対する
フィードバックの方法

講評はmanabaで発表する

教科書
指定しない
適宜資料を配布する

留意事項 男性も履修可能です。実技を取り入れながら行うため、スカート・ジーンズでの受講は不可

参考図書など
ウィメンズヘルスリハビリテーション／ウィメンズヘルス理学療法研究会／メジカルビュー／ISBN：978-4-75831-493-0
ウィメンズヘルスと理学療法／石井美和子他編／三輪書店／ISBN：978-4-89590-553-4

アクティブ・ラーニング 骨盤底筋機能の評価（視診・触診）の基礎的事項について演習を行う。また排尿機能障害の問診表の扱いについて演習を行う。

実務経験のある
教員による授業

講師は専門理学療法士（運動器）としての多くの臨床経験を有している。女性のマイナートラブルについて主に運動器理学療法の
視点から問題解決に向けた介入方法の解説を行う。
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回

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

スポーツ理学療法学
選択 講義 1単位 3年後期 中尾　陽光

○
Sports Medicine Physical Therapy (15時間)

授業科目の名称
必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

ナンバリングコード HPTE2/HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

専門共通

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

各スポーツ特有の動作についての特徴と分析のポイントを理解する。各種スポーツ損傷（急性・慢性）の機序と病態を理解し、予防法・治療法・理学療法
について学ぶ。具体的には、膝関節スポーツ障害、足関節スポーツ障害、投球障害(肩・肘）、テニス肘、腰痛等について講義する。さらに基礎的なテー
ピング技術について、演習を交えて講義する。

到
達
目
標

1）スポーツ外傷・障害を理解し、競技特性（動作）に合わせた理学療法を展開できる。
2）外傷・障害の時期・程度に合わせた理学療法を展開できる。
3）テーピングの特性を理解し，疾患に合わせたテーピングを実施できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
スポーツ理学療法　総論
スポーツ理学療法とアスリハ・メ
ディカルリハについて

スポーツ外傷・障害，スポーツ理学療法，メディカルリハビリテーション，アスレティックリハビリテー
ションについて説明を行い，その後グループワークにて実技を実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：スポーツによって生じる整形外科疾患について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

2
スポーツ理学療法　各論１
スポーツにおける救急処置と急性
期対応の考え方

スポーツにおける救急処置と急性期に対する考え方および下肢のスポーツ疾患に対する評価につ
いて説明を行い，その後グループワークにて実技を実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：骨・筋・関節等の触察法について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

3
スポーツ理学療法　各論２
下肢のスポーツ疾患に対するメ
ディカルリハビリテーション

下肢のスポーツ疾患に対する評価について説明を行い，その後グループワークにて実技を実施す
る。

中尾　陽光
事前学習（30分）：下肢の触察法および整形外科疾患について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

4
スポーツ理学療法　各論３
下肢のスポーツ疾患に対するアス
レティックリハビリテーション

下肢のスポーツ疾患に対するアスレティックリハビリテーションについて説明を行い，その後グルー
プワークにて実技を実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：下肢の触察法および整形外科疾患について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

5
スポーツ理学療法　各論４
上肢のスポーツ疾患に対するメ
ディカルリハビリテーション

上肢のスポーツ疾患に対する評価とメディカルリハビリテーションについて説明を行い，その後グ
ループワークにて実技を実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：上肢の触察法および整形外科疾患について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

6
スポーツ理学療法　各論５
上肢のスポーツ疾患に対するアス
レティックリハビリテーション

上肢のスポーツ疾患に対する評価とメディカルリハビリテーションについて説明を行い，その後グ
ループワークにて実技を実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：上肢の触察法および整形外科疾患について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

7
テーピング技術論１
膝関節靭帯損傷に対するテーピ
ングの考え方と実技

膝関節靱帯損傷，膝周囲に対するテーピングほかについて説明を行い，その後グループワークに
て実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：膝関節の機能解剖および膝靭帯損傷について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

8

テーピング技術論２
足関節靭帯損傷に対するテーピ
ングとキネシオロジーテーピング
の実技

足関節靱帯損傷，足部に対するテーピングほかについて説明を行い，その後グループワークにて
実施する。

中尾　陽光
事前学習（30分）：足関節の機能解剖および膝靭帯損傷について復習してくる。

事後学習（30分）：配布資料及び授業内容について復習する。

評価 筆記試験（持ち込みあり）70%、各授業で実施するリアクションペーパー30%

課題に対する
フィードバックの方法

筆記試験結果については、結果発表後、個々に解説を行う。

教科書 細田多穂(監修)/シンプル理学療法学シリーズ　運動器障害理学療法学テキスト/改訂第3版/南江堂/ISBN：9784524249831

留意事項
運動（下肢はハーフパンツ着用のこと）のできる服装で出席のこと。
第4回講義（各論３）は体育館で実施します。体育館シューズ持参のこと。

参考図書など

スポーツ医学検定機構(著)/スポーツ医学検定公式テキスト2級・3級改訂版/東洋館出版/ISBN：9784491041193
青木隆明(編)/初めて携わるメディカルスタッフのための障害者スポーツ/メジカルビュー/ISBN：9784758320337
赤坂清和(編)/スポーツ理学療法学/メジカルビュー/ISBN：9784758114356
鈴川仁人(編)/スポーツリハビリテーションの臨床/メディカルサイエンス・インターナショナル/ISBN：9784815701550
鵜飼健志(編)/セラピストのための機能解剖学的ストレッチング上肢/メジカルビュー/ISBN：9784758317030
鵜飼健志(編)/セラピストのための機能解剖学的ストレッチング下肢・体幹/メジカルビュー/ISBN：9784758317047

アクティブ・ラーニング 実技を中心に、グループワークや演習形式を採用し、授業を展開していく。

実務経験のある
教員による授業

講師は、スポーツ認定理学療法士・アスレティックトレーナーの資格を有し、病院やクリニックおよびスポーツ現場においてスポー
ツ疾患患者を担当し治療していた。その専門分野専門を活かした実践的な授業を行う。

Ⅳ

専
門
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目
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ᅇ

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

地域理学療法学
ᚲಟ 講⩏ 1༢ 2ᖺ前期 小林　和彦

䕿
Physical Therapy for Local Area 㻔30時間㻕

本科┠に関する㉁問は、授業の前後及び別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥れ
䛯時間に受けける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関連

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳ㆤ及びリハビリテーションのᑓ㛛⫋として高ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣とがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝య的に行動する䛣とにより問題解Ỵにྥけて実践する䛣とがで䛝る。

授
業
概
要

理学療法士としての実ぢ経験を活かし、地域リハビリテーションにおける理学療法の活動内容を学び、⫋✀の役割、理学療法の役割を理解する。䜎
䛯、地域で生活する䛯めにᚲ要な法ไᗘを学䜆。生活⎔ቃの評価方法とᨵၿの䛯めの┠ᶆの䛯て方、ᨵၿィ⏬などについて学䜆。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）ᅜ㝿生活ᶵ⬟分㢮㻔IC㻲㻕の生活ᶵ⬟䝰デルについてㄝ᫂で䛝る。
2）地域リハビリテーションの概念および基本的な考䛘方をㄝ᫂で䛝る。
3）地域理学療法の概念および基本的な考䛘方をㄝ᫂で䛝る。
4）地域理学療法の実㝿、実践についてㄝ᫂で䛝る。
5）終末期におけるリハビリテーションについてㄝ᫂で䛝る。

地域理学療法学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ重し、者との䝁䝭ュニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣とがで䛝る。

㻰㻼4）ಖ健・་療・⚟♴・教育・⏘業等ྛ⏺の関連⫋✀と連ᦠし、ே䚻の健康にᐤする䛣とがで䛝る。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほをも䛱、クラ䜲アント୰ᚰの་療をయ的にᥦ౪する䛣とにより地域社に㈉⊩する䛣とがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟䛯り⮬らのᑓ㛛㡿域を実践し⥆ける䛣とがで䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

1 ᅜ㝿㞀ᐖ分㢮ึ版（ICI㻰㻴）とは

リハビリテーション་学における㞀ᐖ、ᅜ㝿㞀ᐖ分㢮ึ版による㞀ᐖのとら䛘方

小林　和彦
事前学習（30分）：ᅜ㝿㞀ᐖ分㢮ึ版における᪤ಟᚓ内容について復習しておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

2
ᅜ㝿㞀ᐖ分㢮ึ版（ICI㻰㻴）からᅜ
㝿生活ᶵ⬟分㢮（IC㻲）䜈

ᅜ㝿生活ᶵ⬟分㢮（IC㻲）の生活ᶵ⬟䝰デル、地域リハビリテーション䜈の応⏝

小林　和彦
事前学習（30分）：IC㻲、地域リハビリテーション䜈の応⏝について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

3
ビデ䜸教ᮦを⏝い䛯地域リハビリ
テーションの概要ㄝ᫂

地域リハビリテーションの概要、地域リハビリテーションの考䛘方

小林　和彦
事前学習（30分）：IC㻲における᪤ಟᚓ内容について復習しておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

4
な䛬地域リハビリテーションなの
か

地域とはఱか、ᅜ㝿的動ྥ、社のニー䝈

小林　和彦
事前学習（30分）：地域とはఱか、ᅜ㝿的動ྥ、地域リハのニー䝈等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

5 地域リハビリテーションとは

地域リハビリテーションの定⩏、┠的、方法

小林　和彦
事前学習（30分）：地域リハビリテーションの定⩏、┠的、方法を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

6
地域リハビリテーションの活動ᣦ
㔪

地域リハビリテーションの活動ᣦ㔪、地域における連ᦠ・༠ྠ

小林　和彦
事前学習（30分）：地域リハの活動ᣦ㔪、地域における連ᦠ・༠ྠの意⩏・┠的を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

7 ㆤಖ㝤ไᗘとは

ㆤಖ㝤ไᗘの定⩏、ㆤಖ㝤ไᗘᑟ入の経⦋・意⩏

小林　和彦
事前学習（30分）：ㆤಖ㝤ไᗘの定⩏、ไᗘᑟ入の経⦋・意⩏等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

8 ㆤಖ㝤ไᗘの概要

ಖ㝤者と⿕ಖ㝤者、要ㆤ≧ែと≧ែീ、ㆤಖ㝤䝃ービス⏝のὶれ

小林　和彦
事前学習（30分）：ಖ㝤者と⿕ಖ㝤者、≧ែീ、䝃ービス⏝のὶれ等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

9 要ㆤ者に対するㆤ䝃ービス

施設䝃ービス、ᒃᏯ䝃ービス、地域ᐦ╔ᆺ䝃ービス、等

小林　和彦
事前学習（30分）：施設䝃ービス、ᒃᏯ䝃ービス、地域ᐦ╔ᆺ䝃ービス等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

10 要ᨭ者に対するㆤ䝃ービス

通所⣔䝃ービス、訪問⣔䝃ービス、地域ᐦ╔ᆺㆤண㜵䝃ービス、等

小林　和彦
事前学習（30分）：通所⣔、訪問⣔、地域ᐦ╔ᆺㆤண㜵䝃ービス等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

11 地域理学療法とは

地域理学療法の定⩏、地域理学療法のṔྐ、地域理学療法のどⅬ

小林　和彦
事前学習（30分）：地域理学療法のᯟについてᢕᥱしておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

12 ᅾᏯにおける地域理学療法

ᅾᏯ䜿ア、ᅾᏯ་療、䜿ア䝬䝛ジメント

小林　和彦
事前学習（30分）：ᅾᏯでの理学療法のᚲ要ᛶ、意⩏等について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。
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13
訪問理学療法および通所理学療
法

訪問および通所リハビリテーションの概要、理学療法士の役割

小林　和彦
事前学習（30分）：訪問、通所所リハの概要、理学療法士の役割について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

14 施設における地域理学療法

施設における理学療法の概念、理学療法の特徴、理学療法士の役割

小林　和彦
事前学習（30分）：施設における理学療法の概念および特徴について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

15 終末期における地域理学療法

終末期における地域理学療法とは、終末期における理学療法士の役割

小林　和彦
事前学習（30分）：終末期における地域理学療法の概要について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

評価 定期試験85%、小テスト15%として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験など、その後の授業において時間がとれる場合は、受講学生全員にフィードバックを行う。期末試験もしくはレポート等に
おいては、希望者がいれば個別に対応する。

教科書 浅川育世編集/2024/ビジュアルレクチャー 地域理学療法学（第４版）/南江堂/ISBN：978-4263218143

留意事項 本授業で学習する内容は、「日常生活活動学及び実習」「臨床実習」「地域理学療法学実習」等に関連する。

参考図書など
①日高正巳編集/2022/理学療法アクティブ・ラーニング・テキスト 地域理学療法学（第1版）/文光堂/ISBN：9784830647031、 ②
重森健太編集/2019/地域リハビリテーション学（第2版）/羊土社/ISBN：978-4-7581-0238-4、③浅川康吉編集/2019/Crosslink
理学療法学テキスト（第1版）/メディカルビュー社/ISBN：978-4-7583-2010-8

アクティブ・ラーニング アクティブラーニングとして、授業内に適宜ディスカッションを取り入れる。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士の資格を有し病院・施設及び地域における臨床活動の経験から、理学療法士が実践する地域理学療法の基本的な
内容について実践的な授業を行う。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

12
介護予防におけるリハビリテー
ション

地域リハと予防リハの㐪い、地域でのリハᑓ㛛⫋の考䛘方

小林　和彦
事前学習（30分）：地域リハと予防リハの㐪い、地域でのリハᑓ㛛⫋の考䛘方を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

7
国際福祉機器展での見学実習発
表会（後༙䠏グループ）

国際福祉機器展からの学びを発表、福祉機器・福祉⏝ලの⏝方法および⏝方法

小林　和彦
事前学習（30分）：発表会、レポートᥦฟの‽ഛを行う。

事後学習（60分）：発表内容についての┬および⿵㊊学習を行う。

11 他の老年症候群と㐠動のຠ果

㻹CI、ᒀኻ⚗、྾機⬟పୗ、䜸ーラルフレイル、㐠動のຠ果

小林　和彦
事前学習（30分）：㻹CI、ᒀኻ⚗、྾機⬟పୗ、䜸ーラルフレイル、㐠動ຠ果を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

10 な老年症候群

フレイル、䝃ル䝁䝨ニア、㌿ಽ・㦵ᢡ、関⠇③

小林　和彦
事前学習（30分）：老年症候群のᴫ要、フレイル、䝃ル䝁䝨ニアについて調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

9 介護予防とは

3つのẁ㝵、導入の経⦋、健康ᑑと健康期間、老年症候群のᴫ要

小林　和彦
事前学習（30分）：3つのẁ㝵、経⦋、健康ᑑについて調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

8
地域ໟᣓ䜿アシステ䝮における地
域理学療法

地域ໟᣓ䜿アシステ䝮におけるリハビリテーションのᙺ、地域ໟᣓ䜿アシステ䝮における理学療
法のᙺ、地域ໟᣓ䜿アシステ䝮の後と課題

小林　和彦
事前学習（30分）：地域ໟᣓ䜿アの୰でのリハビリテーション、理学療法についてᢕᥱしておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

6
国際福祉機器展での見学実習発
表会㻔前༙䠏グループ）

国際福祉機器展からの学びを発表、福祉機器・福祉⏝ලの✀㢮と機⬟

小林　和彦
事前学習（30分）：発表会、レポートᥦฟの‽ഛを行う。

事後学習（60分）：発表内容についての┬および⿵㊊学習を行う。

4
国際福祉機器展での見学実習㻔福
祉機器の✀㢮と機⬟）

国際福祉機器展、見学実習、福祉機器・福祉⏝ලの✀㢮と機⬟

小林　和彦
事前学習（30分）：福祉機器・福祉⏝ලの✀㢮と機⬟について調べておく。

事後学習（60分）：見学し䛯福祉機器・福祉⏝ලの✀㢮と機⬟について䜎とめておく。

5
国際福祉機器展での見学実習㻔ྛ
✀福祉機器の⏝方法㻕

国際福祉機器展、見学実習、福祉機器・福祉⏝ලの⏝方法および⏝方法

小林　和彦
事前学習（30分）：福祉機器・福祉⏝ලの⏝方法、⏝方法について調べておく。

事後学習（60分）：見学し䛯福祉機器・福祉⏝ලの⏝方法、⏝方法について䜎とめておく。

2 地域ໟᣓ䜿アシステ䝮とは

地域ໟᣓ䜿アシステ䝮の定義、地域ໟᣓ䜿アシステ䝮導入の経⦋と意義、地域ໟᣓ䜿アシステ䝮
のጼ

小林　和彦
事前学習（30分）：地域ໟᣓ䜿アシステ䝮の大枠についてᢕᥱしておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

3
国際福祉機器展での見学実習㻔福
祉機器とはఱか㻕

国際福祉機器展、見学実習、福祉機器・福祉⏝ලの考䛘方

小林　和彦
事前学習（30分）：福祉機器・福祉⏝ලとはどのようなものかについて調べておく。

事後学習（60分）：見学し䛯福祉機器・福祉⏝ලについて䜎とめておく。

授
業
ᴫ
要

理学療法士としての実見経験を活かし、高齢社会の฿᮶により、地域社会では理学療法士の重要性がቑしている。䛣の授業では、実（地域におけ
る要介護者の実ែ、地域でാいている理学療法士の⤂介など）を通して地域社会でồめられているニー䝈をᢕᥱしていく。地域でもാける理学療法士
になる䛯めに、学䜣䛰▱㆑を⤫合して地域におけるᙺ・地域において必要となる▱㆑・ᢏ⾡をᩚ理して学䜣でいく䛣とを┠的とする。䛥らに、国際福祉
機器展の見学を通して、᭱᪂の福祉機器等の▱㆑をಟᚓする。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）地域ໟᣓ䜿アシステ䝮についてㄝ᫂で䛝る。
2）健康づくりにおける地域理学療法についてㄝ᫂で䛝る。
3）介護予防の基本的な考䛘方とアプローチ方法についてㄝ᫂で䛝る。
4）介護予防の理学療法についてㄝ᫂で䛝る。
5）地域理学療法における評価についてㄝ᫂で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

1 地域ໟᣓ䜿アシステ䝮のᴫ要

地域ໟᣓ䜿アシステ䝮の構成要⣲、地域ໟᣓ䜿アシステ䝮における４つのᨭ

小林　和彦
事前学習（30分）：地域ໟᣓ䜿アシステ䝮の構成要⣲、４つのᨭについて調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

ᑓ㛛科┠
㻰㻼1）┳護及びリハビリテーションのᑓ㛛⫋として高ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣とがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基づ䛝య的に行動する䛣とによりၥ題解Ỵにྥけて実践する䛣とがで䛝る。

地域理学療法学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ重し、他者との䝁䝭ュニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発展䛥䛫る䛣とがで䛝る。

㻰㻼4）ಖ健・་療・福祉・教育・⏘業等ྛ⏺の関連⫋✀と連ᦠし、ே䚻の健康にᐤする䛣とがで䛝る。
㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほをも䛱、クライアント୰ᚰの་療をయ的にᥦ౪する䛣とにより地域社会に㈉⊩する䛣とがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後も自己◊㛑にດめ、生ᾭに䜟䛯り自らのᑓ㛛㡿域を実践し⥆ける䛣とがで䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後及び別㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ表にᥖ㍕䛥れ
䛯時間に受けける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関連

実務経験の
ある教員に
よる科┠

必ಟ ₇習 1༢ 2年後期 小林　和彦
䕿

㻔30時間㻕

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

地域理学療法学₇習
Seminar in  Physical Therapy for Local

Area
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留意事項 本授業で学習する内容は、「日常生活活動学及び実習」「臨床実習」「地域理学療法学」等に関連する。

参考図書など
①日高正巳編集2022/理学療法アクティブ・ラーニング・テキスト 地域理学療法学（第1版）/文光堂/ISBN：9784830647031、 ②重
森健太編集/2019/地域リハビリテーション学（第2版）/羊土社/ISBN：978-4-7581-0238-4、③浅川康吉編集2019/Crosslink 理
学療法学テキスト/第1版/メディカルビュー社/ISBN：978-4-7583-2010-8

アクティブ・ラーニング
アクティブラーニングとして、国際福祉機器展見学実習に基づく自己学習と学習成果の発表、およびレポートの作成を行う。他
の、講義形式における授業においては、授業内に適宜ディスカッションを取り入れる。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士の資格を有し病院・施設及び地域における臨床活動の経験から、理学療法士が実践する地域理学療法および地域
における介護予防の基本的な内容について実践的な授業を行う。

評価 定期試験75%、小テスト15%、見学実習発表5%、見学実習レポート5%として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

小試験など、その後の授業において時間がとれる場合は、受講学生全員にフィードバックを行う。期末試験もしくはレポート等に
おいては、希望者がいれば個別に対する。

教科書 浅川育世編集/2024/ビジュアルレクチャー 地域理学療法学（第４版）/南江堂/ISBN：978-4263218143

15 地域理学療法における評価

生活している地域の評価、ICFで構成する評価、“健康づくり”に関する評価、総合的な評価及びそ
の他の評価

小林　和彦
事前学習（30分）：地域理学療法における評価の大枠について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

14 介護予防活動の実際

ヘルスプロモーション、行動変容、集団に対する指導のポイント、介護予防の評価

小林　和彦
事前学習（30分）：ヘルスプロモーション、行動変容、介護予防の評価について調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

13 老年症候群を防ぐ地域づくり

高齢者の社会参加の意義と必要性、地域づくりによる介護予防、通いの場

小林　和彦
事前学習（30分）：高齢者の社会参加、地域づくりによる介護予防、通いの場を調べておく。

事後学習（60分）：授業内容について復習し、理解を深めておく。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

評価 定期試験100％として評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

レポートについてはコメントを付す。グループ発表については講評を付す。

教科書 鶴見隆正、隆島研吾 編/標準理学療法学 日常生活活動学･生活環境学第6版/医学書院/ISBN：978-4-260-04751-7

留意事項 特になし。

参考図書など
シンプル理学療法学・作業療法学シリーズ　生活環境学テキスト改訂第2版/編集: 村田伸/岡本加奈子/北島栄二
/ISBN：978-4-524-22702-0
生活環境学テキスト改訂第2版臼田滋　編/リハビリテーションテキスト　生活環境学/メジカルビュー/ISBN：978-4-7583-2098-6

アクティブ・ラーニング
各講義のまとめとして、バリアフリーに関する施策などについて、グループワーク・演習を行う。また、バリアフリーの街づくりの現
状を調査しグループごとに発表する。

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての豊富な実務経験に加え、バリアフリーの街づくり、障害者・高齢者の住環境整備、福祉用具の活用と開発に
関する経験をもとに、実践的な授業を行う。

8
バリアフリーの街づくり
フィールドワーク　事例報告

フィールドワークを通して、バリアの具体的事例およびそのバリアを取り除く有効な環境作りについ
てディスカッションする。 山田　拓実

下田　栄次事前学習（30分）：周囲に存在するバリアについて列挙しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

6
バリアフリーの街づくり
フィールドワーク 1

バリアフリーの街づくりについて、東戸塚駅周辺でバリアフリーの街づくりの現状を確認する。
山田　拓実
下田　栄次事前学習（30分）：事前学習：教科書等で法制度などについて確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

7
バリアフリーの街づくり
フィールドワーク　2

バリアフリーの街づくりについて、東戸塚駅周辺でバリアフリーの街づくりの現状を確認する。
山田　拓実
下田　栄次事前学習（30分）：事前学習：教科書等で法制度などについて確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

4
ユニバーサルデザインとユニバー
サルマナー

ユニバーサルデザインとユニバーサルマナーについて学ぶ。（身近にあるユニバーサルデザインの
実例を探す。）

下田　栄次
事前学習（30分）：上記の用語について資料等で確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

5
バリアフリーの街づくり
フィールドワーク事前説明

バリアフリーの街づくりについて、法制度や行政の取り組みの現状を学ぶ。

下田　栄次事前学習（30分）：事前学習：教科書等で法制度などについて確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

2
住環境整備 1（総論）
福祉用具の活用

住環境整備と福祉用具の活用について、その基本的事項を学ぶ。

山田　拓実事前学習（30分）：教科書等で住環境整備の基本を確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

3
住環境整備 2（各論）
福祉用具の活用

障害者・高齢者の住環境整備について、その具体的事例を学ぶとともに、最新の福祉用具開発の
現状および地域での実践例を学ぶ。（自分が暮らす家の住環境を把握する。）

山田　拓実
事前学習（30分）：教科書等で具体的対処法を確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 バリアフリーの概念 （総論）

バリアフリーの概念をとらえる。

山田　拓実事前学習（30分）：「バリアフリー」とは何か？資料等で確認しておく

事後学習（30分）：配布資料等で確認する

本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

授
業
概
要

高齢者や障害者の生活環境に存在する様々な物理的環境バリアについて理解する。このような物理的環境の制約・障害を改善するために有効な福祉
機器､住環境整備､地域の環境整備とそのための法制度や行政・企業との連携の実際について、一部演習を交えて学ぶ。また最新の福祉機器等の知
識についても修得する。

到
達
目
標

1）バリアフリーの概念を理解する。
2）高齢者・障害者をとりまく生活環境の課題を理解する。
3）理学療法士として必要な住環境整備の手法と福祉用具の活用法を理解する。

地域理学療法学

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

バリアフリー
選択 講義 1単位 3年前期 山田　拓実、下田　栄次

○
Barrier free (15時間)
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留意事項 必須ではないが、臨床運動学の単位を取得済みであることが望ましい。

参考図書など
臨床に役立つ歩行運動学/畠中泰彦著/運動と医学の出版社/ISBN：978-4904862551
身体運動学　関節の制御機構と筋機能/市橋則明編/メジカルビュー社/ISBN：978-4758317122

アクティブ・ラーニング バイオメカニクスの視点にたった介助誘導方法について実技を行う。また、事例を提示し学生間の意見交換の時間を設ける。

実務経験のある
教員による授業

講師は理学療法士としての臨床経験ならびにバイオメカニクス研究実績が豊富である。理学療法実践における工学的視点の活
用について教授する。

評価 レポート100％

課題に対する
フィードバックの方法

講評はWeb掲示板で発表する

教科書 動作分析　臨床活用講座/石井慎一郎著/メジカルビュー/2013/ISBN：978-47583-1474-9

8
リハビリテーション工学における理
学療法士の視点と役割

理学療法士の視点と工学的視点の融合
【グループディスカッション】　バリアを解決する福祉機器、社会システムのアイディア

石井　慎一郎
事前学習（30分）：高齢者が地域で暮らし続けるために必要なシステムや援助技術について調べる

事後学習（60分）：配布資料で復習する

7
リハビリテーション工学における理
学療法士の視点と役割

理学療法士の視点と工学的視点の融合
【グループディスカッション】　バリアを解決する福祉機器、社会システムのアイディア

石井　慎一郎
事前学習（30分）：高齢者が地域で暮らし続けるために必要なシステムや援助技術について調べる

事後学習（60分）：配布資料で復習する

6 工学的視点から見た動作介助

工学的視点から見た動作介助

石井　慎一郎
事前学習（30分）：寝返り・起き上がり・起立・着座について復習

事後学習（60分）：配布資料で復習する

5 工学的視点から見た動作介助

工学的視点から見た動作介助

石井　慎一郎
事前学習（30分）：寝返り・起き上がり・起立・着座について復習

事後学習（60分）：配布資料で復習する

4 工学的視点から見た転倒予防

ヒトはなぜ転倒するのか、転倒を回避するためのメカニズム　
転倒予防と工学

石井　慎一郎
事前学習（30分）：教科書の歩行に関する項を読んで復習しておく

事後学習（60分）：配布資料で復習する

3 工学的視点から見た転倒予防

ヒトはなぜ転倒するのか、転倒を回避するためのメカニズム　
転倒予防と工学

石井　慎一郎
事前学習（30分）：教科書の歩行に関する項を読んで復習しておく

事後学習（60分）：配布資料で復習する

2 機器と人の接点

地域創生とリハビリテーション工学
Continuing Care At Homeと生活支援システム、サポート体制の構築特徴と障害

石井　慎一郎
事前学習：とくになし

事後学習（60分）：配布資料で復習する

1 機器と人の接点

地域創生とリハビリテーション工学
Continuing Care At Homeと生活支援システム、サポート体制の構築特徴と障害

石井　慎一郎
事前学習：特になし

事後学習（60分）：配布資料で復習する

授
業
概
要

リハビリテーションにおける工学の役割について理解する。特に運動機能障害に対するリハビリテーション支援ロボットについてロボット研究の現状を学
ぶ。また理学療法(士)の知識が活かされたロボット研究の実例、神奈川県の「さがみロボット産業特区」における生活支援ロボットの実用化・普及を目指
した産学連携の事例を通じて、この分野における理学療法士の役割と活躍の可能性について学ぶ。

到
達
目
標

1）理学療法を行ううえで求められる工学的視点について理解する。　
2）基本動作の障害を工学的視点から捉えることができる。
3）支援機器開発における理学療法士の役割を理解する。　
4）地域創生とリハビリテーション工学の関わりと理学療法士の役割を理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目 DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

地域理学療法学

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HPTE2 オフィスアワー 本科目に関する質問は、授業の前後及びメールで受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

リハビリテーション工学
選択 講義 1単位 3年後期 石井　慎一郎

○
Assistive Engineering (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

Ⅳ

専
門
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礎
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目

専
門
科
目
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配当
年次

科目担当教員

学内で学んだ理学療法の基礎知識を基に、病院､施設での見学実習を通じてリハビリテーション・理学療法の位置づけや各医療スタッフの業務内容､連
携、また理学療法士の具体的な業務を学習し、今後の授業に活用できるようにする。本実習を通じて、４年間の学習への動機づけとする。実習終了後に
は、学内にて反省会と報告会を実施する。

見学実習（理学療法）
必修 実験･実習 1単位 1年前期

Clinical Early Exposure (Physical therapy) (40時間)

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

到
達
目
標

1）各施設の役割と機能、リハビリテーションの位置づけを説明できる。
2）理学療法・理学療法士の役割について説明できる。
3）チーム医療の意義について自身の考えを述べることができる。
4）理学療法士としての将来像をイメージする。
5）見学した内容と今後の課題を的確にまとめ、プレゼンテーションすることができる。

ナンバリングコード HPTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

留意事項 実習要綱を使って説明する。

参考図書など

①鶴見隆正、辻下守弘/2020/標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習とケーススタディ 第3版/医学書院/ISBN:978-4-
260-04268-0
②山口美和/2016/PT・OTのためのコミュニケーション実践ガイド 第2版/医学書院/ISBN:978-4-260-02787-8
③公益社団法人 日本理学療法士協会 編/2020/臨床実習教育の手引き（第6版）/公益社団法人 日本理学療法士協会

アクティブ・ラーニング 実習、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、臨床実習において学んだ理学療法に関する基礎知識と基本的手技に関して統合を図
る。

評価
実習の合否ならびに成績の判定は実習成果報告書、発表プレゼンテーション、課題レポートを基に専任教員全員の総合的な判
断で行う。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書
①網本和（監）、加藤宗規（編）/2018/PTスタートガイド　基礎理学療法概論/メジカルビュー社/ISBN:978-4-7583-1921-8
②実習要綱

授
業
の
進
め
方

1）事前演習
1） 事前指導：実習施設の説明および諸注意
　 「実習要綱」に沿って、実習の目的、臨床現場での心構えや注意事項を確認する。

2）見学実習

1） 見学実習
　  配置先の施設にて以下の内容を学ぶ。
　 ・施設概要、施設の役割　・理学療法部門の見学　・関連部署（病棟など）の見学　・他（多）職種と
　　の連携の実際

3）事後演習・実習報告会
1） 事後演習・実習報告会
　　各学生が見学し理解した内容をまとめて提出する。
　　大学にてグループ討議と発表会を行う。
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成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

留意事項 実習要綱を使って説明する。

参考図書など

①中山恭秀（2022）：CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学、メジカルビュー（ISBN:978-4-7583-2000-9）
②Dale Avers, Marybeth Brown (2020)：新・徒手筋力検査法原著第10版、協同医書(ISBN:978-4763900418)
③青木主税、飯田修平（2018）：基礎から確認！ PT臨床実習チェックリスト、メジカルビュー（ISBN:978-4-7583-1924-9）
④畠 昌史 他（2022）：臨床評価ガイド、医学書院（ISBN:978-4-260-04295-6）
⑤聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部 編（2018）：疾患別リハビリテーション リスク管理マニュアル、ヒューマン・プレ
ス（ISBN:978-4-908933-11-0）

アクティブ・ラーニング 実習、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、臨床実習において学んだ理学療法に関する基礎知識と基本的手技に関して統合を図
る。

教科書
①鶴見隆正、辻下守弘（2020）：標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習とケーススタディ 第3版、医学書院（ISBN:978-4-
260-04268-0）
②実習要綱

授
業
概
要

各施設における実習指導者の指導､監督の下、実際の症例に対して理学療法評価を行い、その結果の解釈､統合、さらに治療計画の立案までを体験す
るものとなる。学内においては、実習前にオリエンテーション、実習終了後に学内にて反省会と報告会を実施する。
実習は同一の臨床実習施設において、４週間行われる。

到
達
目
標

1）医療職を目指す学生として適切な態度を身につける。
2）症例に即した情報収集や検査・測定項目の選択ができる。
3）リスク管理をしながら基本的な検査・測定が実施できる。
4）検査・測定結果を整理し、問題点の抽出ができる。
5）目標の設定、プログラムの立案について体験する。
6）症例の評価結果をレジュメにまとめ、発表できる。

授
業
の
進
め
方

1）事前演習
1） 事前演習：実習施設の説明および諸注意
　　「実習要綱」に沿って、実習の目的、臨床現場での心構えや注意事項を確認する。

2）評価学実習

1） 評価学実習
　 　 配置先の施設にて以下の内容を学ぶ。
　　　・処方箋から得られる患者情報の臨床的意義
　　　・理学療法を進めるにあたって収集すべき情報と優先順位
　　　・情報の収集と整理
　　  ・評価項目の列挙と優先順位
　　　・評価の実施
　　　・問題点の抽出と優先順位

　　 さらに可能であれば、以下の内容について学ぶ。
　　　・目標設定
　　　・プログラムの立案

3）事後演習・実習報告会
1） 事後演習・実習報告会
　　　学内にて、症例報告書（レジュメ）の作成と発表の準備を行う。
　　　実習反省会ならびに症例報告会を実施する。

評価
実習の合否ならびに成績の判定は実習成果報告書、デイリーノート、発表プレゼンテーションを基に専任教員全員の総合的な判
断で行う。

課題に対する
フィードバックの方法

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。
DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HPTF3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

評価学実習
必修 実験･実習 4単位 3年後期

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

Clinical Education for Evaluation (160時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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地域リハビリテーション実習（理学療法）

Clinical Education for Community
Rehabilitation' (Physical therapy)

配当
年次

科目担当教員

通所リハビリテーションや訪問リハビリテーションの現場の見学を主体として、地域在住の高齢者・障害者の生活支援や環境支援のあり方と制度的課
題、地域リハビリテーションにおける理学療法・理学療法士の役割を学ぶ。

必修 実験･実習 1単位 3年後期

(40時間)

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

到
達
目
標

1）各施設の役割と機能、リハビリテーションの位置づけ、地域リハビリテーションの意義、理学療法・理学療法士の役割について理解する。
2）専門職としてのふさわしい態度、行動を実践する。
3）地域リハビリテーションにおける理学療法士の現場を見学することで、その重要性を理解する。
4）見学した内容と今後の課題を的確にまとめ、プレゼンテーションすることができる。

ナンバリングコード HPTF3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

留意事項 実習要綱を使って説明する。

参考図書など

①中山恭秀/2022/CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-2000-9
②Dale Avers, Marybeth Brown /2020/新・徒手筋力検査法原著第10版/協同医書/ISBN:978-4763900418
③青木主税、飯田修平/2018/基礎から確認！ PT臨床実習チェックリスト/メジカルビュー/ISBN:978-4-7583-1924-9
④畠 昌史 他/2022/臨床評価ガイド/医学書院/ISBN:978-4-260-04295-6
⑤聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部 編/2018/疾患別リハビリテーション リスク管理マニュアル/ヒューマン・プレス
/ISBN:978-4-908933-11-0

アクティブ・ラーニング 実習、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、臨床実習において学んだ理学療法に関する基礎知識と基本的手技に関して統合を図
る。

評価
実習の合否ならびに成績の判定は実習成果報告書、デイリーノート、発表プレゼンテーションを基に専任教員全員の総合的な判
断で行う。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

教科書
①鶴見隆正、辻下守弘/2020/標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習とケーススタディ 第3版/医学書院/ISBN:978-4-
260-04268-0
②実習要綱

授
業
の
進
め
方

1）事前演習
1） 事前演習：実習施設の説明および諸注意
　 「実習要綱」に沿って、実習の目的、臨床現場での心構えや注意事項を確認する。

2）地域リハビリテーション実習

1） 地域リハビリテーション実習
　  配置先の施設にて以下の内容を学ぶ。
　　・実習施設の概要
　　・地域リハビリテーションにおける理学療法士の役割
　　・多職種との連携の実際について
　　・実際に見学した理学療法場面（症例の経過報告を含む）について
　　・今後の学習に向けた目標

3）事後演習・実習報告会

1） 事後演習・実習報告会
　　・学生は、実習課題を中心に実習施設の概要や実習した内容および体験した事柄（症例の経過報告
　　　等を含む） について要点をまとめて提出する。
　　・大学にてグループ討議と発表会を行う。
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実務経験の
ある教員に
よる科目

総合臨床実習䊠（理学療法）
必修 実験･実習 7単位 4年前期

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

Clinical Education 䊠 (280時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HPTF3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。
DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

教科書
①鶴見隆正、辻下守弘（2020）：標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習とケーススタディ 第3版、医学書院（ISBN:978-4-
260-04268-0）
②実習要綱

授
業
概
要

３年次までの学内および学外学習を通じて得た知識､技術を駆使して、臨床実習指導者のもとで患者を担当し、評価、ゴール設定、プログラム立案、治
療の実践までのプロセスを体験する。実習は７週間行い、本実習を通して理学療法士に求められる基礎的な知識、技術を習得する。また、実習終了後
には、学内にて反省会と症例報告会を実施する。

到
達
目
標

1）検査・測定結果から、問題点を抽出し優先順位をつけることができる。
2）指導者の指導の下で、目標の設定、プログラムの立案ができる。
3）指導者の指導の下で、症例の病態に即した理学療法を実施することができる。
4）理学療法実施中に、患者の状況変化に対応することができる。
5）一連の流れを記録・報告することができる。

授
業
の
進
め
方

1）事前演習

1） 実習前評価
　　臨床実習において、直接患者に接するに当たり、総合的知識及び基本的技能・態度を備えていることを
　確認するためにＯＳＣＥを実施する。 
2） 事前演習：実習施設の説明および諸注意
　 「実習要綱」に沿って、実習の目的、臨床現場での心構えや注意事項を確認する。

2）総合臨床実習

1） 総合臨床実習
　  配置先の施設にて、実習指導者の指導・監督の下、治療に参加し以下の内容を体験する。
　　・検査・測定結果から、問題点を抽出し、整理し、優先順位をつける。
　　・症例に即したゴール設定を行う。
　　・プログラム立案する。
　　・治療実践のプロセスを体験する。
　　・一連の内容を記録・報告する。

3）事後演習・実習報告会

1） 事後演習：実習報告会
　　大学にて症例の評価結果をまとめ、それをもとに成果発表会を実施する。
　　成果発表会の発表内容は、以下の2つから選択する。
　　　(1）症例を継続的に評価できた場合
　　　　理学療法を模倣・体験した症例の中から1例を選び、症例のプロフィールから実施した理学療法
　　　　の内容について発表する。
　　　(2）症例を継続的に評価できなかった場合
　　　　複数回理学療法を模倣・体験した症例の特徴や、興味関心のある内容に関して、理学療法の適
　　　　応と効果について調べ学習を行い、発表する。
2） 実習後評価
　　臨床実習による教育の結果を確認するためにＯＳＣＥを実施する。

評価
実習の合否ならびに成績の判定は実習成果報告書、デイリーノート、発表プレゼンテーションを基に専任教員全員の総合的な判
断で行う。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

留意事項 実習要綱を使って説明する。

参考図書など

①中山恭秀（2022）：CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学、メジカルビュー（ISBN:978-4-7583-2000-9）
②Dale Avers, Marybeth Brown (2020)：新・徒手筋力検査法原著第10版、協同医書(ISBN:978-4763900418)
③畠 昌史 他（2022）：臨床評価ガイド、医学書院（ISBN:978-4-260-04295-6）
④聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部 編（2018）：疾患別リハビリテーション リスク管理マニュアル、ヒューマン・プレ
ス（ISBN:978-4-908933-11-0）
⑤吉尾雅春、横田一彦（2017）：標準理学療法学 専門分野 運動療法学 各論 第4版、医学書院（ISBN:978-4-260-02791-5）

アクティブ・ラーニング 実習、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、臨床実習において学んだ理学療法に関する基礎知識と基本的手技に関して統合を図
る。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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実務経験の
ある教員に
よる科目

総合臨床実習Ⅱ（理学療法）
必修 実験･実習 7単位 4年前期

坂上　昇・大森圭貢・小林和彦・鶴見隆正
森尾裕志・山田拓実・櫻井好美・中尾陽光
大村優慈・下田栄次・中村壽志・土田将之 ○

Clinical Education Ⅱ (280時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HPTF3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、昼休み及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間帯に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。
DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

教科書
①鶴見隆正、辻下守弘（2020）：標準理学療法学 専門分野 理学療法 臨床実習とケーススタディ 第3版、医学書院（ISBN:978-4-
260-04268-0）
②実習要綱

授
業
概
要

３年次までの学内および学外学習を通じて得た知識､技術を駆使して、臨床実習指導者のもとで患者を担当し、評価、ゴール設定、プログラム立案、治
療の実践までのプロセスを体験する。実習は７週間行い、本実習を通して理学療法士に求められる基礎的な知識、技術を習得する。また、実習終了後
には、学内にて反省会と症例報告会を実施する。

到
達
目
標

1）検査・測定結果から、問題点を抽出し優先順位をつけることができる。
2）指導者の指導の下で、目標の設定、プログラムの立案ができる。
3）指導者の指導の下で、症例の病態に即した理学療法を実施することができる。
4）理学療法実施中に、患者の状況変化に対応することができる。
5）再評価を行うことができる。
6）再評価の内容を整理し、プログラムの修正が行える。
7）一連の流れを記録・報告することができる。

授
業
の
進
め
方

1）事前演習

1） 実習前評価
　　臨床実習において、直接患者に接するに当たり、総合的知識及び基本的技能・態度を備えていることを
　確認するためにＯＳＣＥを実施する。 
2） 事前演習：実習施設の説明および諸注意
　 「実習要綱」に沿って、実習の目的、臨床現場での心構えや注意事項を確認する。

2）総合臨床実習

1） 総合臨床実習
　  配置先の施設にて、実習指導者の指導・監督の下、治療に参加し以下の内容を体験する。
　　・検査・測定結果から、問題点を抽出し、整理し、優先順位をつける。
　　・症例に即したゴール設定を行う。
　　・プログラム立案する。
　　・治療実践のプロセスを体験する。
　　・患者の状態の変化に合わせて再評価を行う。
　　・再評価の内容を整理し、プログラムの修正を行う。
　　・一連の内容を記録・報告する。

3）事後演習・実習報告会

1） 事後演習：実習報告会
　　大学にて症例の評価結果をまとめ、それをもとに成果発表会を実施する。
　　成果発表会の発表内容は、以下の2つから選択する。
　　　(1）症例を継続的に評価できた場合
　　　　理学療法を模倣・体験した症例の中から1例を選び、症例のプロフィールから実施した理学療法
　　　　の内容について発表する。
　　　(2）症例を継続的に評価できなかった場合
　　　　複数回理学療法を模倣・体験した症例の特徴や、興味関心のある内容に関して、理学療法の適
　　　　応と効果について調べ学習を行い、発表する。
2） 実習後評価
　　臨床実習による教育の結果を確認するためにＯＳＣＥを実施する。

評価
実習の合否ならびに成績の判定は実習成果報告書、デイリーノート、発表プレゼンテーションを基に専任教員全員の総合的な判
断で行う。

課題に対する
フィードバックの方法

成績評価についてフィードバックを希望する学生に対しては、教員が適宜、直接説明する。

留意事項 実習要綱を使って説明する。

参考図書など

①中山恭秀（2022）：CrossLink 理学療法学テキスト 理学療法評価学、メジカルビュー（ISBN:978-4-7583-2000-9）
②Dale Avers, Marybeth Brown (2020)：新・徒手筋力検査法原著第10版、協同医書(ISBN:978-4763900418)
③畠 昌史 他（2022）：臨床評価ガイド、医学書院（ISBN:978-4-260-04295-6）
④聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部 編（2018）：疾患別リハビリテーション リスク管理マニュアル、ヒューマン・プレ
ス（ISBN:978-4-908933-11-0）
⑤吉尾雅春、横田一彦（2017）：標準理学療法学 専門分野 運動療法学 各論 第4版、医学書院（ISBN:978-4-260-02791-5）

アクティブ・ラーニング 実習、グループ・ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験のある
教員による授業

理学療法士としての臨床経験を活かして、臨床実習において学んだ理学療法に関する基礎知識と基本的手技に関して統合を図
る。
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12 下肢（⫤関節）の運動

⫤関節の筋学：内転筋のᒅఙ作用・እ᪕筋の内እ転作用・ᶓ᩿㠃の❧య的理解（教科書P246〜
256)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

11 下肢（⫤関節）の運動

⫤関節の筋学について㍈と䝧クト䝹か䜙筋の作用を理解する（教科書P246〜256)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

10 下肢（⫤関節）の運動

⫤関節の関節構造（教科書P246〜256)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

9 ୖ肢（ᡭᣦ）の運動

ᡭ内在筋のᙺとᣦ⫼⭝⭷の構造（教科書P229-246)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

8 ୖ肢（ᡭᣦ）の運動

ᡭᣦの関節構造か䜙ᡭᣦのᙺを理解する/前⭎筋⩌の㉮行（教科書P229-246)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

7 ୖ肢（ᡭ関節）の運動

ᡭ関節の構造、関節生理、運動方向と関与する筋（教科書P229-246)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

6 ୖ肢（⫝・前⭎）の運動

⫝・前⭎の関節の構造、関節生理、運動方向と関与する筋（教科書P224-228)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

5 ୖ肢（ୖ肢ᖏ・⫪関節）の運動

⫪関節の筋学/㍈と䝧クト䝹か䜙筋の作用を理解する（教科書P213〜224)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

4 ୖ肢（ୖ肢ᖏ・⫪関節）の運動

ୖ肢ᖏの筋学/䝧クト䝹の๛ຊ・分解か䜙作用を理解する（教科書P213〜224)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

3 ୖ肢（ୖ肢ᖏ・⫪関節）の運動

ୖ肢ᖏ・⫪の関節構造/⬚㙐関節・⫪㙐関節・⫪関節（教科書P213〜224)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

2 テコの原理か䜙ேయをほᐹする

テコの原理と関節運動の理解

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書第䠎❶P40-44「㌟యとてこ」を読んでおく。

事後学習（60分）：配布課題、Keyquestionを復習する。

1 ⥲ㄽ・ຊ学の基礎

運動の✵間的ഃ㠃（㠃と㍈）を理解する
基本的肢䠋解剖学的肢䠋前㢠㠃䠋▮≧㠃䠋Ỉ平㠃䠋ᆶ┤㍈䠋▮≧Ỉ平㍈䠋前㢠Ỉ平㍈

神保洋平
事前学習（30分）：教科書P20-21を読んでおく。

事後学習（60分）：配布課題、Keyquestionを復習する。

授
業
ᴫ
要

ே間の運動をຊ学的、解剖・生理学的㠃か䜙⥲ྜ的に理解する䛯䜑に、運動学のṔྐ、ຊ学的基礎、ே間の㌟య構造䜔生理ᶵ⬟について理解する。
㌟య運動に関䜟る生యの構造䜔ᶵ⬟をຊ学的視Ⅼでᤊえ、㔜ຊ䜔㈇Ⲵに対してྛ関節の動䛝を、関与する筋䛜どのようにാいて実⌧するかを理解
し、᪥ᖖ生活での基本的ጼໃ䜔動作について考ᐹで䛝るようにする。

฿
達
┠
ᶆ

1） ㌟య運動のᶵ構䡡原理を理解して運動学的ᛮ考に基䛵い䛯ㄝ᫂䛜で䛝る。
2） 運動䡡作業に関与する筋⩌䜔ᨭ配神経経㊰との関ಀを理解してㄝ᫂䛜で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習䚷（予習・復習・課題等）
ᢸ当教員

ᑓ㛛基礎科┠ 㻰P1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につけ、実践すること䛜で䛝る。

㻰P2）科学的根ᣐに基䛵䛝య的に行動することによ䜚問題解Ỵに向けて実践すること䛜で䛝る。

ேయの構造とᶵ⬟およ䜃ᚰ㌟の発達

䝘ンバリングコード HOTC1 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁問は、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤する䜸フィスア䝽ー一ぴ表に掲㍕䛥䜜
䛯時間にཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授与の方㔪と当該授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動学䊠
必修 講義 1༢ 2ᖺ前期 神保洋平

䕿
Kinesio㼘o㼓y 䊠 㻔30時間)

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ)

配当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 授業に出席し、集中して授業に参加することを基本原則とする。コンディションを整え授業に臨むこと。

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング Youtubeの予習動画を配信し、反転学修を行う

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、運動生理学と神経系、運動発達と基本動作等の運動学に関す
る基本的な知識と考え方について講義する。

評価 筆記試験100％にて判定する。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の発表時に、「講評」を在学生ホームページもしくは学内掲示板に掲示する。もしくは、
再試験期間中に補講を行い、試験内容と結果についてのフィードバックを行う。

教科書
基礎運動学 第7版/中村隆一・齋藤宏・長崎浩著/医歯薬出版株式会社/2003/ISBN:978-4-263-26682-3
プロメテウス解剖学アトラス運動器/坂井建雄/医学書院/2016/ISBN:978-4260025348

15 下肢（足関節）の運動

足関節の筋学・アーチの構造的理解（教科書P260〜271)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

14 下肢（足関節）の運動

足関節の関節構造・足根骨の配列（教科書P260〜271)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。

13 下肢（膝関節）の運動

膝関節・足関節の構造、関節生理、運動方向と関与する筋（教科書P256〜260)

神保洋平
事前学習（30分）：Youtubeの予習動画の視聴。教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：国家試験過去問・Keyquestionを用い復習する。
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回

11 歩行䐠

歩行の関節運動について学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

10 歩行䐟

歩行࿘期・歩行に関する⏝ㄒについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

9 筋生理

筋⦰・筋ຊ・筋⑂ປについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

8 ጼໃ・ጼໃไᚚ

ጼໃとጼໃไᚚについて、演習を行いなが䜙学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

7
運動の୰ᯡ神経ᶵᵓ䐠
（知ぬ・ㄆ知と運動準ഛ）

知ぬ・ㄆ知、運動の準ഛẁ㝵と⬻内ᶵᵓ、運動出ຊなどに運動に関する୰ᯡ神経ᶵᵓについ
て学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

6
運動の୰ᯡ神経ᶵᵓ䐟
（㝶意運動のメ䜹ニ䝈䝮）

知ぬ・ㄆ知、運動の準ഛẁ㝵と⬻内ᶵᵓ、運動出ຊなどに運動に関する୰ᯡ神経ᶵᵓについ
て学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

5 運動学習・運動ไᚚ

ㄆ知┦か䜙⮬動┦に⮳る運動学習の㐣⛬を理ゎし、こ䜜をಁ㐍する䛯䜑のᡓ␎䜔䝉ラ䝢ストの
ᙺについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

4 運動ฎ方

運動ฎ方のᴫせと᪥ᖖ生活における運動ᙉᗘについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

3 䜶䝛ル䜼ー௦ㅰ

⢾・⬡⫫・䝍ン䝟クの分ゎと䜶䝛ル䜼ー௦ㅰの関㐃について学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

2 運動と྾

運動と྾の関ಀ、リスク⟶理ᣦ標としてのバイ䝍ル䝃インについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

1 運動とᚠ⎔

運動とᚠ⎔の関ಀ、リスク⟶理ᣦ標としてのバイ䝍ル䝃インについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

授
業
ᴫ
せ

྾・ᚠ⎔、䜶䝛ル䜼ー௦ㅰ、運動ฎ方などの運動生理学䜔、神経系による運動学習・運動ไᚚᶵᵓについて学習する。䛥䜙に、寝返り・起き上がり・❧
䛱上がりなどの基本動作をྵ䜑、䜂との運動を発達的ഃ㠃か䜙䜒ᤊえることを┠ᣦす。

฿
達
┠
標

(1) ຍ㱋にకう運動⬟ຊの変について、྾・ᚠ⎔・௦ㅰなど運動生理学のど点か䜙理ゎできる。
(2) リハビリテーション⮫ᗋでᚲせな運動ฎ方・運動学習について理ゎできる。
(3) 寝返り・起き上がりなどの基本動作およ䜃バランス反応について理ゎし、分析できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸ当教員

専門基礎科┠ 㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につけ、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵きయ的に行動することによりၥ題ゎỴにྥけて実践することができる。

人యのᵓ㐀とᶵ⬟およ䜃ᚰ㌟の発達

䝘ンバリング䝁ード  HOTC1 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵公開する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
䛯間にཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動学䊡
ᚲ修 講義 1༢ 2ᖺ後期 増田　 雄亮

䕿
㻷㼕㼚㼑㼟㼕㼛㼘㼛㼓㼥 䊡 (30間)

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(間ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 講義内容は毎回変わるので欠席しないように健康に留意し、予習・復習を行うこと。

参考図書など
人間発達学 第2版 標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野/奈良勲、鎌倉矩子 監修/医学書院/2017/ISBN978-
4260032643

アクティブ・ラーニング グループ演習、プレゼンテーションなどを実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、運動生理学と神経系、運動発達と基本動作等の運動学に関す
る基本的な知識と考え方について講義する。

評価 定期試験90％、小テスト10％

課題に対する
フィードバックの方法

定期試験の得点を公開する。

教科書
勝田茂（編）/入門運動生理学 第4版/杏林書院/2015/ISBN:978-4764411593
上杉雅之(監修)/イラストでわかる人間発達学/医歯薬出版/2015/ISBN:978-4263219454

15 バランス反射・バランス反応

バランス反応・バランス反射について学習する。【グループ学習】

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

14 起き上がりの動作分析

起き上がり動作について動作分析を行う。【グループ学習】

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

13 寝返りの動作分析

寝返り動作について動作分析を行う。【グループ学習】

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)

12 歩行③

歩行の筋活動・関節モーメントについて学習する。

増田　雄亮
事前学習：教科書の該当部分を予習しておくこと (20分)

事後学習：授業で学んだことを復習すること (30分)
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科┠

運動学演習（ᛂ⏝）
ᚲಟ 演習 1༢ 3ᖺ前ᮇ ቑ⏣　㞝ு、ᐑ内　㈗அ、岡本　絵里加

䕿
kinesiology exercises (30㛫)

授業科┠のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員

ᑓ㛛基♏科┠
D㻼1）┳ㆤཬびリハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践すること䛜できる。

D㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基づき体ⓗに行動することによ䜚ၥ題ゎỴにྥけて実践すること䛜できる。

ே体の構㐀とᶵ⬟およびᚰ㌟のⓎ㐩

䝘ンバリングコード HOTC2 オフィスア䝽ー
本科┠に㛵する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬびู㏵公開するオフィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た㛫にཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

1 生体力学の基♏①

㌟体のてこ、筋のᙇ力、㛵⠇ᛂ力、㛵⠇モー䝯ント、㏿ᗘ・加㏿ᗘなどについて、演習を通して生体
力学の基♏を学習する。【グループ学習】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

授
業
ᴫ
せ

筋骨格系（ᅄ⫥・体ᖿ）と中ᯡ神経系（⬻・⬨㧊）の運動学を統合し、基本動作および᪥ᖖ生活活動における㌟体運動䝯カニズ䝮と運動ไᚚᶵ構を学習
する。また、⬻༞中䜔⬨㧊ᦆയᝈ⪅をᐃして演習を行い、臨床運動学の視点を培う。

฿
㐩
┠
ᶆ

(1) 生体力学の基♏を理ゎできる。
(2) 筋骨格系（ᅄ⫥・体ᖿ）のᶵ⬟と構㐀についてㄝ᫂できる。
(3) 基本動作および᪥ᖖ生活ୖのྛ種ᛂ⏝ⓗ動作について、臨床運動学の視点から動作分析を㐙行できる。
(4) 動作分析から得られた⤖ᯝについて、筋骨格系と中ᯡ神経系を統合してゎ㔘できる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 生体力学の基♏③

生体力学の基♏について演習ၥ題をゎき、理ゎを深める。【グループ学習】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

2 生体力学の基♏②

Ỉᖹ運動、ᆶ┤運動、力・事・䜶ネル䜼ーなどについて、演習を通して生体力学の基♏を演習す
る。【グループ学習】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

5
筋骨格系のᶵ⬟と構㐀①
（ୖ⫥）

運動学Ⅰ/Ⅱで学んだ筋骨格系のᶵ⬟と構㐀について、ゐデ実ᢏ䜔ྛ種演習を通して理ゎを深め
る。【グループ演習】【実ᢏ演習】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

4 生体力学の基♏（まとめ）

第1ᅇ䡚第3ᅇまでの復習を行う。生体力学の基♏について演習ၥ題をゎき、理ゎを深める。
【小テストの実施・ゎㄝ】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

7 筋骨格系のᶵ⬟と構㐀（まとめ）

第5ᅇ䡚第6ᅇまでの復習を行う。筋骨格系のᶵ⬟と構㐀について演習ၥ題をゎき、理ゎを深め
る。【小テストの実施・ゎㄝ】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：教科書䜔授業の㓄ᕸプリントを復習すること (30分)

6
筋骨格系のᶵ⬟と構㐀②
（体ᖿ・ୗ⫥）

運動学Ⅰ/Ⅱで学んだ筋骨格系のᶵ⬟と構㐀について、ゐデ実ᢏ䜔ྛ種演習を通して理ゎを深め
る。【グループ演習】【実ᢏ演習】

ቑ⏣　㞝ு
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：学生ྠኈで演習を行い、理ゎを深めること (30分)

9 臨床運動学Ⅰ②

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

ᐑ内　㈗அ
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

8 臨床運動学Ⅰ①

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

ᐑ内　㈗அ
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

11 臨床運動学Ⅰ④

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

ᐑ内　㈗அ
事前学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (20分)

事後学習：動作分析を通して学んだ内容を復習しておくこと (30分)

10 臨床運動学Ⅰ③

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

ᐑ内　㈗அ
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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13 臨床運動学Ⅱ②

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

岡本　絵里加
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

12 臨床運動学Ⅱ①

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

岡本　絵里加
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

15 臨床運動学Ⅱ④

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

岡本　絵里加
事前学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (20分)

事後学習：動作分析を通して学んだ内容を復習しておくこと (30分)

14 臨床運動学Ⅱ③

臨床運動学に基づく動作分析を実施する。【グループ演習】

岡本　絵里加
事前学習：教科書の該当部分を読んでおくこと (20分)

事後学習：グループでレポートを作成し、プレゼンテーションの準備をすること (30分)

留意事項
「運動学Ⅰ」「運動学Ⅱ」の学習内容をさらに深め、臨床運動学の視点を培う内容で構成している。これまでの学びを統合できる
ように、事前学習を行っておくこと。

参考図書など

石川朗(編)、種村留美(編)、小島悟(編)、小林麻衣(編)/運動学実習(15レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト)/中山書
店/2016/ISBN:978-4521736662
Donald A、Neumann (著)/筋骨格系のキネシオロジー 原著第3版/医歯薬出版/2018/ISBN: 978-4263265819
Anne Shumway-Cook(著)、Marjorie H、Woollacott(著)/モーターコントロール 第5版 研究室から臨床実践へ/医歯薬出版
/2020/ISBN:978-4263266182

アクティブ・ラーニング グループ演習、ディスカッション、プレゼンテーションなどを実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、神経系と筋骨格系を統合した運動学について講義・演習を行う。

評価 小テスト（生体力学・筋骨格系）60％、レポート・プレゼンテーション40％

課題に対する
フィードバックの方法

小テスト・レポート・プレゼンテーションの得点を合わせて公開する。

教科書
石川朗(編)、種村留美(編)、小林麻衣(編)、小島悟(編集)/臨床運動学 (15レクチャーシリーズ　理学療法・作業療法テキスト)/中
山書店/2015/ISBN:978-4521736655
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回

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員 実務経験の
ある教員に
よる科┠

精神医学䊡
必ಟ 講義 1༢ 㻞年後期 非常勤講師

䕿
㻼㼟㼥㼏㼔㼕㼍㼠㼞㼥㻌䊡 㻔30㛫㻕

ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃メー䝹でཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

ᑓ㛛ᇶ♏科┠
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗度な知㆑と技⾡を㌟につ䛡、実㊶する䛣と䛜できる。

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫る䛣と䛜できる。

授
業
概
要

精神医学䊠にᘬき⥆き、各種の精神障害を概説するとඹに、⤫ྜኻㄪ・䛖つ・認知等の௦⾲的な精神疾患を᭷する事を㏻して、ከᵝなⓎ㐣
⛬と⮫ᗋ経㐣の理解をಁす。䜎た、精神障害者のᆅᇦ⏕άの実ែを知䜚、ᆅᇦ精神ಖά動のある䜉きጼを理解する。䛥らに、精神障害者のฎ㐝と医
療のṔྐ、精神ಖ⚟♴法、障害者⮬❧支法につ定䛥䜜るಖ医療⚟♴、精神障害者のᑵປ支施⟇等䜒あわ䛫て学習する。

฿
㐩
┠
ᶆ

精神障害者の≧と❧ሙを理解し、精神科䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン䜔心理療法のᡭ法を⏝できる。精神療法、⸆≀療法、精神ಖを概括し、精神科医療
䝏ー䝮の䛂ඹ㏻ゝㄒ䛃を⋓ᚓする。患者ཬ䜃⮬㌟のメン䝍䝹䝦䝹䝇ಖ持を実㊶できる。

疾と障害の成䜚❧䛱およ䜃回復㐣⛬のಁ㐍

㻰㻼㻠）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業等各⏺の関㐃⫋種と㐃携し、ே々のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼㻡）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クラ䜲アン䝖中心の医療を主体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑に努め、⏕ᾭにわた䜚⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡る䛣と䛜できる。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTD2 䜸フィ䝇ア䝽ー

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

1
精神ಖ䐟　精神ಖの概要　⮬
㌟の心のᗣのために

精神ಖ（メン䝍䝹䝦䝹䝇）とはఱか。精神障害の考䛘方。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠の䛖䛱、特に精神医学の概要を理解しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

2
精神ಖ䐠　わ䛜ᅜの精神障害
者対⟇

精神障害者対⟇のไ度㠃のኚ㑄、精神障害の診᩿と評価について理解する。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・精神医学ไ度に関㐃する㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

3
精神ಖ䐡　⤫ྜኻㄪの精神
理と精神ಖ

⤫ྜኻㄪを䜐とはいかなる䛣とかを理解し、関わ䜚方を知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・⤫ྜኻㄪの関㐃㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

4
精神ಖ䐢　ア䝹䝁ー䝹関㐃ၥ
題、⸆≀⏝と౫Ꮡ

ア䝹䝁ー䝹䜔⸆≀䜈のႴⒷ（し䜈き）・౫Ꮡのែᵝと支のあ䜚方を理解する。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・精神స⏝≀㉁の関㐃㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

5
精神ಖ䐣　ラ䜲フ䝃䜲ク䝹・ඣ❺
㟷年期の精神ಖ

年௦ูの精神≧ែ、その年௦特᭷に⏕じるၥ題について概括する。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・年௦ูの行動、⥴障害について確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

6
精神ಖ䐤　認知の神経心理・
精神理と精神ಖ

認知を中心に⬻ჾ㉁ᛶ精神障害の理解と対応を知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・認知の関㐃㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

7 精神ಖ䐥　ឤ障害

極ᛶ障害　䛖つ　持⥆ᛶẼ分障害について理解し関わ䜚方を知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・ឤ障害に関㐃する㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

8
精神ಖ䐦　Ᏻ障害（神経ᛶ
障害）

Ᏻ障害とはఱか。Ᏻ　ᜍᛧ　ᙉ㏕　䝟ニック障害　䝇䝖レ䝇関㐃障害　解㞳ᛶ障害　㌟体⾲⌧ᛶ
障害を知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：神医学䊠・䝇䝖レ䝇関㐃障害に関する㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

9
精神ಖ䐧　䝟ー䝋䝘䝸ティ障害
行動障害　ᦤ㣗障害

䝟ー䝋䝘䝸ティ障害を理解し関わ䜚方を知る。そのの行動障害ཬ䜃ᦤ㣗障害について知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・⏕理的障害・䝟ー䝋䝘䝸ティ障害の関㐃㒊分を確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

10
精神ಖ䐨　て䜣か䜣ཬ䜃精神
科⸆≀療法

て䜣か䜣の種類とその理解、関わ䜚方を知る。ྥ精神⸆の種類とస⏝ᶵᗎ、ຠᯝとస⏝を学習
する。

非常勤講師
事前学習（30分）：精神医学䊠・て䜣か䜣関㐃と⸆≀療法のಶᡤを確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

11 精神科䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン䐟

精神障害䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの概要と種類　理ᛕ䜔技法のṔྐとኚ㑄。

非常勤講師
事前学習：事前学習の必要はない。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

12 精神科䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ン䐠

精神科䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのไ度と法ᚊのṔྐ。　疾患ู技法の復習。

非常勤講師
事前学習（30分）：前回講義分のὶ䜜と各疾患での䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンを再確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。
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13
精神療法の理論と種類　主な精神
療法

精神分析、来談者中心療法、認知行動療法等の精神療法を概括する。

非常勤講師
事前学習：事前学習の必要はない。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

14
来談者中心療法　積極的傾聴の
実際

支持的精神療法の根幹となる積極的傾聴について理解する。

非常勤講師
事前学習（30分）：前回講義内容から非指示的療法について再確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

15
認知行動療法　～認知再構成法
を中心に～

認知行動療法の一技法である認知再構成法の理論と方法を知る。

非常勤講師
事前学習（30分）：前々回講義内容から認知行動療法について再確認しておく。

事後学習（60分）：授業全体を復習する。

評価 定期試験100%

課題に対する
フィードバックの方法

実施予定なし。

教科書 授業毎にレジュメを配布する。

留意事項 特になし。

参考図書など 必要に応じて都度紹介する。

アクティブ・ラーニング 実施予定なし。

実務経験のある
教員による授業

精神科医として長年診療に携わってきた経験から、典型的な精神障害をその考察を加味して各精神疾患について具体的理解の
浸透に努める。　主要な精神療法に関して概説する。
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回

久保田清子
作業療法基礎ⅠA

必修 講義 1単位 1年前期
－

授業科目の名称

Occupational therapy basicsⅠA (15時間)

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

ナンバリングコード HOTA1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載さ
れた時間に受け付ける

必修・
選択の別

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。
専門科目

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

基礎作業療法学

授
業
概
要

大学で学ぶために必要なスタディスキル、アカデミックスキルを習得する
大学生の現状や諸問題を取り上げ、求められる学士力と学習方法について検討し、学習が円滑に進むようにする

到
達
目
標

1) 大学という場とそこでの学びとはどういうものなのかを理解する
2) 大学で学ぶためのスタディ・スキルを理解する
3) 医療専門職に求められる素養を理解する

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

前期前半を振り返り、これまでの自分と今後どの様な医療人を目指すかを考える
マインドマップを作成する

事前学習（30分）：教科書の該当部分（chapter2)を読む

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

評価 授業内課題100％

7
医療専門職を目指す学生の礼節
について

久保田清子

8 内省・自己分析 久保田清子

社会生活の基礎となる礼儀・礼節の意義と重要性について学ぶ

事前学習（30分）：授業内容に関する資料の該当箇所を読み課題に取り組む

課題に対する
フィードバックの方法

レポートの場合：講評を記載できる場合は個々に記載して、学生へ返却する

教科書 医療系大学生のためのアカデミックリテラシー第3版/紀平知樹/仁瓶社/978-4-861080838

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布および紹介する

アクティブ・ラーニング ディスカッション・ディベート・グループワーク・プレゼンテーションを予定している

実務経験のある
教員による授業

該当なし

留意事項
第1回：学生便覧、シラバスを使用するので、持参すること
全ての科目の基礎となる科目であり、各回のテーマ・内容を理解し、学んだ内容を日々の学習に活かせることを期待する

1
大学での学びとは、
各種学習ツールの使用

久保田清子

2 SNSの利用とその注意点 久保田清子

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

大学での学びとは、履修登録＆成績評価・在学生サイト・manaba等の使い方

事前学習：なし

事後学習（30分）：履修登録、manaba、学内e-mail、在学生サイトなどを再操作する

SNSなどインターネットサービスの利用についてとその注意点を知る
ビジネスメールの書き方について学ぶ

事前学習（30分）：SNSの特徴、利用時の課題・注意すべき点について、自分の考えをまとめておく

3
講義や説明を理解するとは、
テキスト・文献を理解するとは

久保田清子

4 図書館利用と文献活用 久保田清子
事前学習（30分）：教科書の該当部分（chapter4)を読む

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

授業の受け方、学習方法について、ノートの取り方について学ぶ
学習上重要な本・文献の読み方について学ぶ

事前学習（30分）：授業内容に関する資料の該当箇所を読み課題に取り組む

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

図書館の利用・活用の仕方、目的別の資料の探し方・読み方、
レポート等での引用文献・参考文献の記載方法について学ぶ

5 レポートの書き方① 久保田清子

6 レポートの書き方② 久保田清子

パソコン操作などの学習に必要な基本的ITリテラシーを確認する

事前学習（30分）：Word、Excel、PowerPointの使い方を復習しておく

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する

基本的な文書の書き方やルール、レポートの形式について学ぶ

事前学習（30分）：作文のお作法を確認・復習する。教科書の該当部分（chapter7)を読む

事後学習（30分）：課題に取り組み復習する
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法基礎䊠B
必ಟ 講義 1༢ 1ᖺ๓ᮇ ⚄ಖὒᖹ

䕿
㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥㻌㼎㼍㼟㼕㼏㼟䊠B 㻔15㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTG1 䜸フィスアワー
ᮏ科目に関する㉁ၥは、授業の๓ᚋཬび別途බ㛤する䜸フィスアワー୍ぴ⾲にᥖ載さ
れた㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊ศ ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関㐃

専㛛科目
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝ビ䝸テーションの専㛛⫋として㧗ᗘな▱識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶することができる。

㻰㻼2）科学ⓗ᰿ᣐに基䛵きయⓗに行動することによ䜚ၥ題ゎỴにྥ䛡て実㊶することができる。

基礎作業療法学

㻰㻼3）相ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭ュニ䜿ーションを通じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさ䛫ることができる。

㻰㻼4）ಖ・་療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே々のᗣにᐤすることができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い⌮ほを䜒䛱、クライアント୰ᚰの་療をయⓗにᥦ౪することによ䜚ᆅᇦ社に㈉⊩することができる。

㻰㻼㻢）༞業ᚋ䜒自ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟た䜚自らの専㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ることができる。

授
業
ᴫ
要

臨床実習にお䛡る事๓₇習を通してึᖺḟに行䜟れるぢ学実習（作業療法）の目ⓗ䜔ᴫ要、ᗣ⟶⌮、㌟だしな䜏、ែᗘ䜔⌮⥘㡿、記㘓の方
などを学䜆。

฿
㐩
目
ᶆ

1）社ே・専㛛⫋としての㈐௵とရ・⠇ᗘのある基ᮏⓗែᗘを㌟につ䛡ることができる。
2）対㇟⪅らの❧場を⌮ゎし、ᙼらと㐺ษな㊥㞳をᣢったែᗘと行動を㌟につ䛡るための経験ができる。
3）対㇟⪅らの生άᶵ⬟と㞀ᐖについての⌮ゎを῝めることができる。
4）実習タにお䛡る䝸䝝ビ䝸テーション㒊㛛䜔作業療法㒊㛛の業務、ᙺ・ᶵ⬟を▱る。
5）実習タのᴫ要をᢕᥱすると共に、ᆅᇦにお䛡るᙜヱタ䜔作業療法㒊㛛のᙺ・ᶵ⬟を▱る。
㻢）䝉䝭䝘ーⓎ⾲（ㄝ᫂）でのウ㆟䜔グループワークに✚ᴟⓗに参ຍし、⪅の経験を⌮ゎできる。
7）ぢ学実習を通した経験をඖに、ᚋの自ᕫの学習課題をලయⓗに♧すことができる。

授業項目
授業内ᐜ

事๓・事ᚋ学習䚷（予習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

1 䜸䝸䜶ンテーション

臨床実習とは㻌䚷臨床実習にお䛡るぢ学実習の⨨䛵䛡㻌䚷ぢ学実習の目ⓗ・ᴫ要

⚄ಖὒᖹ
事๓学習：なし

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

2 個ே資料作成

ぢ学実習の個ே資料を作成

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

3
事๓₇習䊠（ᗣ⟶⌮・㌟だしな
䜏）

実習୰のᗣ⟶⌮㻌䚷実習に䜐䛡てのྛ✀ὀ意事項（㌟だしな䜏☜ㄆなど）

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

4 事๓₇習䊡（ែᗘ・⌮⥘㡿）

実習୰のែᗘ㻌実習に䜐䛡てのྛ✀ὀ意事項

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

5
事๓₇習䊢（記㘓の方・事ᨾ
の㜵Ṇ）

デイ䝸ーノートとレポート課題のㄝ᫂

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

6 事๓₇習䊣（実習ඛのᴫ要）

䜅れあいグループのྛタのᴫ要とᙺ

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

7
事๓₇習䊤（䝁䝭ュニ䜿ーションス
䜻ル）

臨床実習にお䛡る䝁䝭ュニ䜿ーションス䜻ルのྥୖを図る

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する

8
᭱⤊䜸䝸䜶ンテーション、㌟だしな
䜏᭱⤊チェック

これまでの学習内ᐜを䜚返る

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30ศ）：授業内ᐜに関する資料のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜏課題にྲྀ䜚⤌䜐

事ᚋ学習（30ศ）：課題にྲྀ䜚⤌䜏習する
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評価 授業内課題100％

課題に対する
フィードバックの方法

レポートの場合：学生個々に講評を記載できる場合はそれを記載して、学生へ返却する。

教科書 作業療法臨床実習のチェックポイント/丹羽敦・松田隆治（編）/メジカルビュー社/ISBN：978－4758320245

留意事項
臨床実習に関する基礎となる科目です。必ず専用のノートまたはファイルを作成してください。これまでの学習方法との共通
点・相違点を意識しながら、自らの成長を実感しましょう。

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布および紹介する。

アクティブ・ラーニング ディスカッション・ディベート・グループワーク・プレゼンテーションを予定している。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士として実務にあたった経験を生かし、臨床家に求められる思考、行動などについて講義する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目
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門
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目
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䝘ンバリング䝁ード HOTC1 オフィスアワー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤するオフィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥
䜜䛯時㛫に受け付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学位授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

作業療法基礎䊡㻭
㑅ᢥ 講義 1単位 1年前ᮇ 神保洋平、新規教員

䕿
㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥 㼎㼍㼟㼕㼏㼟䊡㻭 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単位ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

授
業
ᴫ
要

評価実習や⮫ᗋ実習、国家試験対⟇の基礎となる、解剖学・生理学のண習・復習となるように、知識のᩚ理およ䜃知識を⤖䜃つける䛣とによ䜚、ぬ
える䛰けでなく⮫ᗋに活䛝䛯知識の習ᚓをಁす。䜎䛯、䛣䜜䜙の科┠の㔜要ᛶを理解で䛝るよう、の⮫ᗋ医学とのつな䛜䜚も♧しつつ、⮬䜙⯆を
ᣢ䛳て学習するように授業ᒎ㛤する。

฿
㐩
┠
標

1㻕 チューター活動やグループ活動などを㏻して、学習習័を㌟につける。
2㻕 解剖学・生理学を⊂❧し䛯科┠ではなく、作業療法の対㇟となる人の構造や機能である䛣とを理解する。
3㻕 ᩥᏐでぬえる䛰けでなく、体のどの㒊分のどのようなാ䛝なのか、図や⤮で理解し、ゐデ䛜で䛝る。
4㻕 国家試験やᶍᨃ試験の㐣ཤၥを解⟅する䛣と䛜で䛝る。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習䚷（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

専門科┠
㻰P1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜で䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動する䛣とによ䜚ၥ題解決にྥけて実践する䛣と䛜で䛝る。

基礎作業療法学

㻰P6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、生ᾭに䜟䛯䜚⮬䜙の専門㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜で䛝る。

2 骨格筋①

骨（構造、骨）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P206-P213を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

1 オリ䜶ンテーション

学習の進䜑方、資料作ᡂ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P122-P144を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 中ᯡ神経系①

中ᯡ神経系（解剖、機能ᒁᅾ、基ᗏ᰾、㎶⦕系、ఏ導㊰）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P122-P144を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

3 骨格筋②

骨（構造、骨）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P206-P213を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 ᮎᲈ神経系①

ᮎᲈ神経（神経⥺⥔、⬻神経、⮬ᚊ神経、体ᛶ神経、ఏ㐩≀㉁）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P144-P168を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5 中ᯡ神経系②

ᮎᲈ神経（神経⥺⥔、⬻神経、⮬ᚊ神経、体ᛶ神経、ఏ㐩≀㉁）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P144-P168を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8 関節①

関節の構造、関節ᯈ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P213-P217を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7 ᮎᲈ神経系①

ᮎᲈ神経（神経⥺⥔、⬻神経、⮬ᚊ神経、体ᛶ神経、ఏ㐩≀㉁）
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P44-P168を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

9 関節②

関節の構造、関節ᯈ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P213-P217を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

11 ୖ肢の筋②

ୖ肢ᖏ、⫪関節、⫝関節、ᡭ、指
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P217-P243を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

10 ୖ肢の筋①

ୖ肢ᖏ、⫪関節、⫝関節、ᡭ、指
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P217-P243を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。
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留意事項 オフィスアワー以外にも、学習指導等のアポイントメントは随時受け付ける

参考図書など

藤田恒太郎著/「人体解剖学」改定第42版/南江堂/2003年/ISBN:978-4524222469
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野・生理学 /岡田隆夫、鈴木敦子、長岡正範/医学書院/第5版/ISBN:978-
4260036443
 カラー図解 人体の正常構造と機能【全10巻縮刷版】改訂第4版/ISBN:978-4-7849-3181-1

アクティブ・ラーニング
解剖学・生理学の授業進行に併せて、チューター活動を中心に、ディスカッションやグループワーク・プレゼンテーション、課題
解決型の学習等を行う

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、解剖生理学と神経系、運動学に関する基本的な知識と考え
方について講義する。

評価 授業内課題100％

課題に対する
フィードバックの方法

チューター活動時、面接や面談時など必要に応じ随時実施する

教科書 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント/専門基礎分野 基礎医学/2025/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-27022-6

13 下肢の筋②

股関節、膝関節、足、足趾
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P243-P273を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

12 下肢の筋①

股関節、膝関節、足、足趾
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P243-P273を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

15 骨格筋②

構造、種類、運動単位、収縮、張力、伸張反射
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P168-P184を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

14 骨格筋①

構造、種類、運動単位、収縮、張力、伸張反射
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P168-P184を読んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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事前学習（30分）：教科書P95-P102を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

10 ௦ㅰ①

௦ㅰ、⢾௦ㅰ、௦ㅰᙜ㔞
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P95-P102を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

9 泌ᒀჾ系・生Ṫჾ系②

⬨髄ᦆയのᴫ要、㞀ᐖ評価、ྜ併、リハビリテーション
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P77-P94を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

11 ௦ㅰ②

௦ㅰ、⢾௦ㅰ、௦ㅰᙜ㔞
神保洋平
新規教員

8 泌ᒀჾ系・生Ṫჾ系①

腎⮚・ᒀ機構、生Ṫჾの構造、ዷፎ・出⏘と䝩ル䝰ン
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P77-P94を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7 ᾘჾ系②

ᦤ㣗ᄟ下、⫶、⮅⮚、ᾘ⟶、౽
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P56-P76を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 ᾘჾ系①

ᦤ㣗ᄟ下、⫶、⮅⮚、ᾘ⟶、౽
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P56-P76を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5 呼྾ჾ②

呼྾生理、構造、呼྾運動
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P39-P55を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 呼྾ჾ①

呼྾生理、構造、呼྾運動
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P39-P55を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

3 ᚠ⎔ჾ系②

心⮚、動⬦、㟼⬦、⾑ᾮ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P6-P39を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

2 ᚠ⎔ჾ系①

心⮚、動⬦、㟼⬦、⾑ᾮ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P6-P39を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

1 オリ䜶ンテーション

学習の進䜑方、資料作ᡂ
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P6-P39を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
要

評価実習や⮫ᗋ実習、国家試験対⟇の基礎となる、解剖学・生理学のண習・復習として知識のᩚ理およ䜃知識を⤖䜃つける䛣とによ䜚、ぬえる䛰け
でなく⮫ᗋに活䛝䛯知識の理解をಁす。䜎䛯、䛣䜜䜙の科┠の㔜要ᛶを理解で䛝るよう、の⮫ᗋ医学とのつな䛜䜚も♧しつつ、⮬䜙学習するように
授業ᒎ㛤する。䜎䛯、ゐデや国家試験の㐣ཤၥの解⟅作ᡂなど学生の学習ຊをୖ䛢る。

฿
㐩
┠
標

1㻕 チューター活動やグループ活動などを㏻して、学習習័を㌟につける。
2㻕 解剖学・生理学を⊂❧し䛯科┠ではなく、作業療法の対㇟となる人の構造や機能である䛣とを理解する。
3㻕 ᩥᏐでぬえる䛰けでなく、体のどの㒊分のどのようなാ䛝なのか、図や⤮で理解し、ゐデ䛜で䛝る。
4㻕 リハビリテーションの対㇟となるᝈの≉ᚩやアプ䝻ーチ方法をᴫほで䛝る。
5㻕 国家試験やᶍᨃ試験の㐣ཤၥを解⟅する䛣と䛜で䛝る。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習䚷（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

専門科┠
㻰P1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につけ、実践する䛣と䛜で䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動する䛣とによ䜚ၥ題解決にྥけて実践する䛣と䛜で䛝る。

基礎作業療法学

㻰P6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດ䜑、生ᾭに䜟䛯䜚⮬䜙の専門㡿ᇦを実践し⥆ける䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HOTC1 オフィスアワー
本科┠に関する質ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤するオフィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥
䜜䛯時㛫に受け付ける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学位授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

作業療法基礎䊡B
㑅ᢥ 講義 1༢位 1年後ᮇ 神保洋平、新規教員

䕿
㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥 㼎㼍㼟㼕㼏㼟䊡B 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢位ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員
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15 発生と組織②

細胞の構造、染色体、細胞膜電位、発生
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P112-P119を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

14 発生と組織①

細胞の構造、染色体、細胞膜電位、発生
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P112-P119を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

13 内分泌系②

下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎皮質、副腎髄質
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P105-P111を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

12 内分泌系①

下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎皮質、副腎髄質
神保洋平
新規教員事前学習（30分）：教科書P105-P111を呼んでおく。

事後学習（20分）：配布資料など、授業全体について復習する。

留意事項 オフィスアワー以外にも、学習指導等のアポイントメントは随時受け付ける

参考図書など

藤田恒太郎著/「人体解剖学」改定第42版/南江堂/2003年/ISBN:978-4524222469
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野・生理学 /岡田隆夫、鈴木敦子、長岡正範/医学書院/第5版/ISBN:978-
4260036443
  カラー図解 人体の正常構造と機能【全10巻縮刷版】改訂第4版/ISBN:978-4-7849-3181-1

アクティブ・ラーニング
解剖学・生理学・リハビリテーション医学の授業進行に併せて、チューター活動を中心に、ディスカッションやグループワーク・
プレゼンテーション、課題解決型の学習等を行う

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、解剖生理学と神経系、運動学に関する基本的な知識と考え
方について講義する。

評価 授業内課題100％

課題に対する
フィードバックの方法

チューター活動時、面接や面談時など必要に応じ随時実施する

教科書 理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント/専門基礎分野 基礎医学2025/医歯薬出版/ISBN：978-4-263-27022-6

Ⅳ
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法基礎ⅢA
必修 講義 1単位 3年前期 三川年正

○
Occupational therapy basicsⅢA (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門科目
DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

基礎作業療法学

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTD1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1
国家試験対策の進め方①
（オリエンテーション）

作業療法士国家試験対策の進め方についてオリエンテーションを行う。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

授
業
概
要

作業療法基礎ⅢＡでは国家試験を題材にし、基礎医学の解剖学・生理学・運動学に加え、臨床医学の総復習を行う。内科学、整形外科学、神経学、病
理学、リハビリテーション概論・リハビリテーション医学、精神医学、心理学について、各科目の知識を総合的に関係づけて活用できるようにする。

到
達
目
標

1) 解剖学・生理学・運動学等の基礎医学科目を理解できる。
2) 内科学、整形外科学、神経学等の臨床医学科目を理解できる。
3) 国家試験の過去問や模試の解答を作成することができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3
解剖学・生理学・運動学①
（筋骨格系）

骨系・筋系の構造および機能を学び、基本的な運動学の知識を学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

2
国家試験対策の進め方②
（方法論）

作業療法士国家試験対策の具体的な方法論について講義する。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5
解剖学・生理学・運動学③
（内臓系）

内臓系の構造および機能を学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4
解剖学・生理学・運動学②
（神経系）

神経系の構造および機能を学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7 臨床心理学・精神医学

心理・精神科系の主要な疾患について学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 内科学・神経内科学・病理学

内科系の主要な疾患について学び、基本的な病理学の知識を学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8
リハビリテーション概論
リハビリテーション医学
整形外科学

基本的なリハビリテーションの知識を学び、リハビリテーション医学と整形外科学の主要な疾患につ
いて学ぶ。

三川年正
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など、授業全体について復習する。

留意事項 1・2年生で学んだ基礎医学・臨床医学について復習をしておくこと。

参考図書など なし

アクティブ・ラーニング 適宜ディスカッション・グループワーク・プレゼンテーションを実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーションの医療・福祉分野での実務経験を活かし、作業療法士として必要な基礎医学・臨床医学の知識修得を目指し
た講義・演習を行う。

評価 定期試験１００％

課題に対する
フィードバックの方法

レポートの場合：学生個々に講評を記載できる場合はそれを記載して、学生へ返却する

教科書
理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 基礎医学/2025/医歯薬出版/ISBN:978-4-263-27022-6
理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント専門基礎分野 臨床医学/2025/医歯薬出版/ISBN:978-4-263-27023-3
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法ᇶ♏䊢B
必修 講義 㻝༢ 3ᖺ๓期 ⚄ಖὒᖹ、ᐑ内㈗அ、ᒸᮏ⤮㔛ຍ

䕿
O㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥 㼎㼍㼟㼕㼏㼟䊢B (㻝5㛫)

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧ態

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科目
㻰P㻝）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションのᑓ㛛⫋として㧗度な▱㆑と技⾡を身につ䛡、実㊶すること䛜できる。

㻰P2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵き主体的に行動することによ䜚ၥ題ゎỴにྥ䛡て実㊶すること䛜できる。

ᇶ♏作業療法学

㻰P3）┦ᡭをᑛ㔜し、他⪅とのコミュニケーションを㏻䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いてⓎᒎ䛥䛫ること䛜できる。

㻰P4）ಖ・医療・福祉・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே々のᗣにᐤすること䛜できる。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い⌮ほを䜒䛱、クラ䜲アン䝖中心の医療を主体的にᥦ౪することによ䜚ᆅᇦ♫に㈉⊩すること䛜できる。

㻰P㻢）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟た䜚⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実㊶し⥆䛡ること䛜できる。

䝘ンバリングコード HOTF1 䜸フィ䝇ア䝽ー
ᮏ科目に㛵する㉁ၥは、授業の๓後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィ䝇ア䝽ー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥
䜜た㛫にཷ䛡付䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の㛵㐃

1

身体㞀ᐖ作業療法評価学䐟
（䜸リ䜶ンテーション）
（バ䜲䝍䝹䝃䜲ンの測定・ឤぬ検
査）

䜸リ䜶ンテーションの実施。バ䜲䝍䝹䝃䜲ン（⾑ᅽ・⬦ᢿ・྾・意㆑状態など）
ឤぬ検査について講義・演習を行う。

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚㻝40-㻝7㻝㼜㼜㻚275-290をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

授
業
ᴫ
要

作業療法ᇶ♏䊢Bでは作業療法のᑓ㛛科目について、ྛᑓ㛛㡿ᇦの▱㆑を⥲ྜ的に㛵ಀ䛵䛡て活⏝できるようにする。

฿
㐩
目
ᶆ

(㻝) 身体㞀ᐖ作業療法評価学を⌮ゎできる。
(2) 身体㞀ᐖ作業療法の検査・測定技法の一㒊を実施できる。
(3) 評価実習にྥ䛡て、実習生として必要な評価技能を身につ䛡る。

授業項目
授業内容

事๓・事後学習䚷（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

3
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐡
（ᚐᡭ➽ຊ検査・ᥱຊ・䝢ン䝏ຊ）

ᚐᡭ➽ຊ検査・ᥱຊ・䝢ン䝏ຊなどについて講義・演習を行う。

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚㻝94-22㻢をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

2
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐠
（ᚐᡭ➽ຊ検査・ᥱຊ・䝢ン䝏ຊ）

ᚐᡭ➽ຊ検査・ᥱຊ・䝢ン䝏ຊなどについて講義・演習を行う。

⚄ಖὒᖹ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚㻝94-22㻢をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

5
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐣
（㛵⠇ྍ動ᇦ検査）

㛵⠇ྍ動ᇦ検査について講義・演習を行う。

ᐑ内㈗அ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚㻝72-㻝93をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

4
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐢
（㛵⠇ྍ動ᇦ検査）

㛵⠇ྍ動ᇦ検査・༠ㄪᛶ検査について講義・演習を行う。

ᐑ内㈗அ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚㻝72-㻝93、㼜㼜㻚35㻢-38㻝をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

7
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐥
（ୖ⫥ᶵ能検査）

ୖ⫥ᶵ能検査（STE㻲）などについて講義・演習を行う。

ᒸᮏ⤮㔛ຍ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚3㻝2-330をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

6
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐤
（ୖ⫥ᶵ能検査）

㐠動㯞⑷検査（B㻾S）などについて講義・演習を行う。

ᒸᮏ⤮㔛ຍ
事๓学習（30分）：教科書㼜㼜㻚3㻝2-330をㄞんでおく。

事後学習（30分）：教科書・㓄ᕸ㈨ᩱなど授業体について復習する。

8
身体㞀ᐖ作業療法評価学䐦
（実技ᙧᡂ的評価・᭹䝏䜵ック）

１ࠥ䠓の講義・演習で行䛳た内容についてᙧᡂ評価を行う䠊 ⚄ಖὒᖹ
ᐑ内㈗அ

ᒸᮏ⤮㔛ຍ
事๓学習（30分）：ᙧᡂ評価にྥ䛡て実技⦎習を行う

事後学習（30分）：ᙧᡂ評価でのフィードバックをඖに䜚㏉䜚を行う

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 作業療法評価学（身体Ⅰ/Ⅱ）で学んだ内容をよく復習しておくこと。

参考図書など なし

アクティブ・ラーニング 学生による主体的な実技演習を中心に実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーションの医療・福祉分野での実務経験を活かし、作業療法士として必要な技能・態度面の修得を目指した講義・
演習を行う。

評価 定期試験１００％

課題に対する
フィードバックの方法

実技演習では、学生個々に「現状と今後の課題」についてフィードバックを行う。

教科書
才藤栄一(監修)，金田嘉清(編集)，冨田昌夫(編集)，他/PT・OTのための臨床技能とOSCE コミュニケーションと介助・検査測
定編 第2版補訂版 [WEB動画付き]/2020/金原出版/ISBN：978-4307750585
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ᅇ

11
高齢・加齢領域における作業療法
１

高齢及び加齢者への作業療法を概観する。特に、人にと䛳ての加齢の意を考え、同時に患
別、期別、┠標➼について解説する。

田邉　浩文
事前学習（30分）：人の老とは

事後学習（30分）：老年期作業療法とは

10
身体障害領域における作業療法
２

身体障害者への作業療法を概観する。特に、身体機⬟・障害、作業療法実施（処方、情報収集、評
価、計画立案、実施、効果判定、報告と記録）を解説する。また身体障害作業療法の実践施設（ᛴ
性期・ᅇ期）➼も学習する。 田邉　浩文

事前学習（20分）：身体障害作業療法の流れ

事後学習（40分）：身体障害作業療法の実践の場と特性

9
身体障害領域における作業療法
１

身体障害者への作業療法を概観する。人にと䛳て体の障害をᢪえるという意を考え、同時に、
患別、期別、┠標➼について解説する。

田邉　浩文
事前学習（30分）：体に障害をᢪえるということは

事後学習（30分）：身体障害領域における作業療法とは

8
精神障害領域における作業療法
２

精神障害者への作業療法を概観する。特に、院（ධ院、እ᮶、䝕䜲䜿ア、ゼၥ）、地域の♫会
ᖐ施設、保ᡤ、ᕷᙺᡤ、ฮ務ᡤ➼で実施される作業療法について解説する。

田邉　浩文
事前学習（20分）：精神科作業療法の実践の場とは

事後学習（40分）：精神科作業療法の実践の場と特性

7
精神障害領域における作業療法
１

精神障害者への作業療法を概観する。人にと䛳てのᚰを䜐という意を考え、患別、期別、
┠標➼について解説する。

田邉　浩文
事前学習（30分）：人がᚰを䜐ということ

事後学習（30分）：精神科作業療法とは

6
作業療法の流れ（評価・立案・治
療）

作業療法の基本的流れである評価（テ䝇䝖バッテリーྵ䜐）、ၥ題ᢳ出、↔点、立案、実施、再評
価の流れを解説する。

田邉　浩文
事前学習（20分）：作業療法の流れ

事後学習（40分）：作業療法の流れ図を書く

5 障害とICF

障害とICFについてはグループワークを行う。またグループ䛤とにICFをᡂさ䛫、プレゼンテーショ
ンを行う。

田邉　浩文
事前学習（30分）：障害とICF

事後学習（30分）：障害とICF

4 作業療法のཎ理・理論・障害

作業療法の基盤となるཎ理䜔理論を解説する。また障害を規定するICFྵ䜑解説する。
障害とICFについてはグループワークを行う。

田邉　浩文
事前学習（20分）：作業療法理論とICF

事後学習（20分）：障害を体験しICFと関㐃けて理解する

3
リハビリテーション・作業療法のṔ
ྐとኚ㑄

リハビリテーション及び作業療法のṔྐ䜔ኚ㑄を、日本とୡ⏺の୧㠃から解説し、そして学ぶ。

田邉　浩文
事前学習（30分）：リハビリテーションのṔྐ

事後学習（30分）：作業療法のṔྐ

2 㻼㼀・㻻㼀法をྵ䜑た法規・制度

㻼㼀・㻻㼀法をྵ䜐法制度を学習する。

田邉　浩文
事前学習（30分）：法とは

事後学習（30分）：㻼㼀・㻻㼀法

1 リハビリテーションと作業療法

医学とリハビリテーションにおける作業療法の⨨䛵けを概観し、また領域との㐪いを解説する。
領域を学ぶ時にはグループワークを行う。

田邉　浩文
事前学習（30分）：リハビリテーションとは

事後学習（30分）：作業療法とその領域

授
業
概
要

作業療法とはఱか（定義）、作業療法のṔྐ的ኚ㑄、実践の┠的、方法、♫会のኚに対ᛂした対㇟・領域、専門職としてのᙺについて学ぶ。また、
国㝿的な作業療法の₻流も学習し、よ䜚国㝿的など点も⫱䜐。講義の୰ではどぬ的䝯䝕ィアをしたල体的な作業療法の実践場㠃を♧すとඹに、対㇟
者のᤊえ方のど点䜔障害をᢪえる方に対する職業人としての㈐௵䜔倫理観の重要性を学習する。

฿
達
┠
標

1）作業療法を説᫂することがで䛝る。
2）作業療法との医療の専門職✀との㐪いを説᫂で䛝る。
3）作業療法のྛ領域別に専門性を説᫂で䛝る。

授業項┠
授業内ᐜ

事前・事後学習（分）：　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

専門科┠ 㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い倫理観をも䛱、クラ䜲アン䝖୰ᚰの医療を主体的にᥦ౪することによ䜚地域♫会に㈉⊩することがで䛝る。

㻰㻼6）༞業後も自己研㛑にດ䜑、生ᾭに䜟た䜚自らの専門領域を実践し⥆けることがで䛝る。

基♏作業療法学

䝘ンバリング䝁ード HOTE1 䜸フィ䝇アワー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後及び別㏵公開する䜸フィ䝇アワー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た時㛫にཷけける

授業科┠༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

作業療法概論
ᚲ修 講義 1単 1年前期 田邉　浩文

䕿
Introduction of Occupational Therapy 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

単ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
グループワークを多く行うが、主体的、積極的に自己の意見を言うなど、参加する。
ICF学習時に障害体験を行うが、安全に留意すること。

参考図書など 「作業療法概論」標準シリーズ/標準作業療法学/医学書院/ISBN:978-4-260-04785-2

アクティブ・ラーニング
職業倫理、障害とICF、領域別、治療の流れの単元においてはグループワークを実施する。障害の規定であるICFではグループ
でのプレゼンテーションも実施する。

実務経験のある
教員による授業

防衛省内医療機関において身体・精神および発達障害者のリハビリテーションに従事経験を生かし講義する。また米国研修にお
いて学んだ臨床実践経験の立場からも講義する。

評価 定期試験１００％

課題に対する
フィードバックの方法

試験については、講評し、学生に公開する。また授業内での課題については、毎授業内で講評し、再学習を促す。

教科書 「作業療法概論」改訂第３版/2011/日本作業療法士協会監修/協同医書出版/ISBN:978-4-7639-2118-5

15 作業療法と管理運営

作業療法部門の管理とその運営について、グループワークを交えながら学習する。

田邉　浩文
事前学習（30分）：管理とは

事後学習（30分）：管理運営とは

14 作業療法と職業倫理

医療職・専門職としての倫理を解説すると同時に、患者の重要な個人情報保護の観点、基盤となる
法制度を解説する。グループワークで職業倫理を事例を通じて学ぶ。

田邉　浩文
事前学習（20分）：倫理とは

事後学習（40分）：作業療法士の倫理規定とは

13
小児・発達障害領域における作業
療法

小児・発達障害領域における作業療法を概観する。医療、施設、地域で実施される作業療法につ
いて解説する。また、小児期の作業療法実施（処方、情報収集、評価、計画立案、実施、効果判
定、報告と記録）を解説する。 田邉　浩文

事前学習（30分）：人の発達とは

事後学習（30分）：小児・発達障害作業療法とは

12
高齢・加齢領域における作業療法
２

高齢及び加齢者への作業療法を概観する。特に、医療、施設、及び領域別に解説する。また、高齢
及び加齢者への作業療法実施（処方、情報収集、評価、計画立案、実施、効果判定、報告と記録）
を解説する。 田邉　浩文

事前学習（20分）：老年期作業療法の流れ

事後学習（40分）：老年期作業療法の実践の場と特性
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回

12
認知モデル・認知リハビリテーショ
ン①

認知モデル・認知リハビリテーションの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

11 ⏕体ຊ学モデル②

⏕体ຊ学モデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

10 ⏕体ຊ学モデル①

⏕体ຊ学モデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

9 課題ᣦྥᆺカ⦎・㻯I療法

課題ᣦྥᆺカ⦎・㻯I療法の概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

8 㐠動䝁ント䝻ールモデル

㐠動䝁ント䝻ールモデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

7 ⏕活行Ⅽྥୖマネ䝆メント②

⏕活行Ⅽྥୖマネ䝆メントの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

6 ⏕活行Ⅽྥୖマネ䝆メント①

⏕活行Ⅽྥୖマネ䝆メントの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

5 作業と⤖䜃つ䛝のカ䝘䝎モデル

作業と⤖䜃つ䛝のカ䝘䝎モデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

4 作業療法ධプ䝻䝉スモデル

作業療法ධプ䝻䝉スモデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

3 ே㛫作業モデル②

ே㛫作業モデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

2 ே㛫作業モデル①

ே㛫作業モデルの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

1
作業療法理論の概ほ
I㻯㻲と作業に↔Ⅼを当て䛯実践

作業療法理論の概ほおよ䜃I㻯㻲・作業に↔Ⅼを当て䛯実践について講義する。

専攻教員
事前学習：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

授
業
概
要

作業療法に㛵わる理論を理解することは、臨床実践での療的ጇ当ᛶと䛭のᡭᘬ䛝となる。こ䜜䜎でのᵝ䚻な作業療法理論のṔྐ的変㑄を᥈ồし、作
業療法実践でのᛮ考㐣⛬と䛭のጇ当ᛶ・現ᛶについて理解する。いくつかの理論のᡂり❧䛱と᰿ᣐについて、臨床実践との┦㛵ಀを᳨ウしな䛜䜙
各種理論の㛵㐃ᛶについて⥲ྜ的に学䜆。作業療法の医学的᰿ᣐにᇶ䛵い䛯᪂䛯な理論ᵓ⠏䜈ྥけ、ᇶ♏となる臨床◊✲法と⤫ィ学的分ᯒ㐣⛬に
ついて䜒理解する。

฿
㐩
目
ᶆ

1）作業療法理論の概要について理解で䛝る
2）主䛯る作業療法理論の概要についてㄝ᫂で䛝る
3）作業療法理論・モデルを用い䛯作業療法実践について理解で䛝る

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸ当教員

専㛛科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専㛛⫋として㧗度な知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践すること䛜で䛝る。

ᇶ♏作業療法学

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝主体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥけて実践すること䛜で䛝る。

䝘ンバリング䝁ード 3-072 䜸フィスアワー
本科目に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ表にᥖ㍕䛥䜜
䛯㛫にཷけ付ける

授業科目༊分 ༞業認ᐃ・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚲ修 講義 1༢ 3ᖺ前ᮇ ቑ⏣　㞝ு，作業療法学専攻教員
䕿

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員

作業療法理論

Ocuupational Therapy Theory

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 作業療法実践にとって大切な科目です。授業内容は毎回変わるので、健康面に留意し、欠席しないようにすること。

参考図書など
小川真寛，藤本一博，京極真/5W1Hでわかりやすく学べる 作業療法理論の教科書/メディカルビュー社/2020/ISBN:978-
4758320290

アクティブ・ラーニング 授業内に小テスト、グループワーク・発表を適宜実施し、授業における主体的な学修状況、理解度・習熟度の確認をする

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション現場における作業療法実践の経験を活かし、各種作業療法理論について講義する。

評価 レポート課題50％、小テスト・リフレクションペーパー50％

課題に対する
フィードバックの方法

レポート課題・小テストについてフィードバックする

教科書 Kielhofner,G./作業療法実践の理論　原書第4版/医学書院/東京/2014/ISBN:978-4-260-01975-0

15
認知行動療法・マインドフルネス
②

認知行動療法・マインドフルネスの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

14
認知行動療法・マインドフルネス
①

認知行動療法・マインドフルネスの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）

13
認知モデル・認知リハビリテーショ
ン②

認知モデル・認知リハビリテーションの概要と臨床実践の適用について講義する。

専攻教員
事前学習（20分）：教科書・配付資料等の該当箇所を事前に読む（20分）

事後学習（30分）：配付資料等，授業全般について復習する（30分）
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ᅇ

9
前༙分の䜅り返りと䜎とめ
よりよく生きる（䝦ルスプ䝻䝰ー䝅䝵
ンと作業）

久保田　清子

10 学䜃のሗ࿌会 久保田　清子

䜎でに学んだ内容を⌜䛤とに䜎とめ、ሗ࿌する【グループ学習】

事前学習（60分）：グループ䛤とにሗ࿌の準備を行う

事後学習（30分）：前༙を総ざらいし、ポイントを確認する

1～8ᅇの要Ⅼの確認と䜎とめ【グループワークあり】、䝦ルスプ䝻䝰ー䝅䝵ンと作業（動画視聴）

事前学習（30分）：䠍～8ᅇの学習ポイントを確認する

事後学習（30分）：第10ᅇの発⾲準備を行う

6 作業の力② 久保田　清子

7 作業（活動）の分㢮 久保田　清子

8 作業（活動）の用と療的意 久保田　清子

作業療法に䛚ける作業の分㢮、作業㐙行理論【ペアワークあり】

事前学習（30分）：䠫䠰概論䡌37-41を読む

事後学習（30分）：授業を振り返りながら学習ポイントを確認する

作業（活動）の療的意、療的手ẁとしての作業【ペアワークあり】

事前学習（30分）：OT概論䡌31-37を読む

事後学習（30分）：䜎での学䜃を㋃䜎え、ᐙ᪘➼に「作業」について説᫂する

作業の持つ力やᙉみの᳨ウ【グループ䠃ペアワークあり】

事前学習（60分）：作業療法士になろう！の第3❶にἢって㓄ᕸした㼣㼛㼞㼗㼟㼔㼑㼑㼠に記入

事後学習（30分）：授業を振り返り、ポイントを確認する

3 ᗣと作業 久保田　清子

4 ⎔ቃと作業 久保田　清子

5 作業の力 久保田　清子

⎔ቃと作業との㛵ಀの᳨ウ【ペアワークあり】

事前学習（30分）：⎔ቃの✀㢮について考えてくる

事後学習（30分）：授業を振り返りながら䠫䠰概論䡌50-52を読み、ポイントを確認する

動画視聴し、作業の持つ力やᙉみを᳨ウ

事前学習（30分）：作業療法士になろう！の第3❶を読む

事後学習（0分）：

実務経験の
ある教員に
よる科┠

基♏作業学
必ಟ ㅮ⩏ 1༢ 1ᖺ前期 久保田　清子

䕿

専門科┠

基♏作業療法学

授
業
概
要

作業療法士が介入手ẁとして用いている作業活動が、ேの生活とどのような㛵わりと療的意をもつのか、䜎た、どのように療的用が実践されて
いくのかを学習する。さらに、療的実践に活かす作業活動の㔜要性を学習する。この授業を㏻して、作業療法の対㇟となるከ✀ከ様な⫼ᬒをもった
ே䚻に対して、より㐺ษかつຠᯝ的な作業活動を提౪するための基ᮏ的な視Ⅼや考え方を学䜆。

฿
達
┠
ᶆ

1）作業のᐃ⩏を説᫂できる
2）作業をᵓᡂしている要⣲と作業㐙行との㛵㐃を説᫂できる
3）作業の療的ຠᯝを説᫂できる
4）作業療法の歴史的変遷を理解できる
5）作業的Ꮡᅾであるேが体験している作業を理解できる

1
䜸䝸䜶ンテー䝅䝵ン、作業のᐃ⩏

久保田　清子

2 作業のᐃ⩏② 久保田　清子

学習┠的、作業の意と⨨䛵け、JAOTのᐃ⩏　【ペアワークあり】

事前学習㻔30分㻕：OT概論䡌28-31を読む

事後学習㻔30分㻕：㓄ᕸ資料・教科書内容を復習・確認する

作業療法の⊂⮬性・専門性と「作業」、᪥ᮏ以እでの「作業」のᐃ⩏・ᤊえ方

事前学習（30分）：ᑠテスト対策を行う

事後学習（30分）：OT概論䡌131-137を読む

ᗣと作業との㛵ಀの᳨ウ、ワークライフバランス、作業の㔞と✀㢮がᗣにཬ䜌すᙳ㡪【ペア
ワークあり】

事前学習（30分）：作業療法士になろう！の第2❶を読む

事後学習（30分）：授業を振り返りながら䠫䠰概論䡌47-50を読み、ポイントを確認する

授業科┠༊分 ༞業認ᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

DP1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンの専門⫋として㧗度な知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践することができる。

DP2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによりၥ題解Ỵに向けて実践することができる。

DP3）相手をᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを㏻じてⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎさ䛫ることができる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員

Foundation of Occupations 㻔15時間㻕

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTE1 䜸フィスアワー
ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別㏵බ㛤する䜸フィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た時間にཷけける

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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15 総復習・確認 久保田　清子

12
生活行為向上マネジメント
（MTDLP）

久保田　清子

13 接遇態度と面接（演習） 久保田　清子

14 生活と作業 久保田　清子

私たちが「はなす」ことを可能にしているのは、話し手の語るチカラ以上に聞き手のあり方である。相
手の作業の体験を理解するにはじっくり耳を傾けて聴く力が必要である。「きく」体験をする。【ペア
ワークあり】

事前学習（0分）：

事後学習（15分）：授業内容を振り返る

ライフサイクル・ライフステージと作業、発達課題、作業と生活時間

事前学習（30分）：OT概論p41～46

事後学習（30分）：学習ポイントを確認する

そうざらい

事前学習（30分）：使用した書籍・資料・記録物を整理し持参できる様に準備する

事後学習（30分）：学習ポイントを確認し、試験対策の準備をする

生活行為向上マネジメントの紹介【ペアワークあり】

事前学習（0分）：

事後学習（30分）：JAOTの生活行為向上マネジメントの解説を確認し復習する

11 作業の歴史的変遷 久保田　清子

19世紀初頭の道徳療法に期限をもつとされる作業療法の歴史的変遷と歴史から見えてくるこれか
らの作業療法について知る

事前学習（30分）：OT概論p88-96を読む

事後学習（30分）：授業で紹介された動画を視聴する

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての実践経験も交え、実践基盤でもあり専門特性でもある「作業」の考え方を紹介する。

留意事項 グループワークやペアワークを行うため、遅刻・欠席しないように調整すること。

評価 筆記試験70％、課題30％（①Aさんのやりたい作業を聞き取る、②事例分析）

課題に対する
フィードバックの方法

課題は、提出後のmanabaにて個別にフィードバックを行う。

教科書
齋藤さわ子/作業療法士になろう！/青弓社/2017/ISBN：978-4-7872-1053-1
作業療法概論　改訂第3版/協同医書出版社/2010/ISBN：978-4-7639-2118-5

参考図書など
吉川ひろみ/「作業」ってなんだろう 作業科学入門第2版/医歯薬出版株式会社/2008
鎌倉矩子/作業療法の世界 第2版/三輪書店/東京/2004/ISBN：978-4-8959-0205-2

アクティブ・ラーニング 授業内容に応じて、グループワークやペアワークを行う。
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12 レクリエーション（企画䐠）

レクリエーションを企画する

杉村　直哉
事前学習（30分）：企画に必要な資料・情報を準備する。

事後学習（30分）：実施の練習をする。

11 レクリエーション（企画䐟）

レクリエーションを企画する

杉村　直哉
事前学習（30分）：必要な資料・情報を準備する。

事後学習（30分）：フィードバックでの意見を参考に修ṇする。

10 レクリエーション（準備）

レクリエーションの目的、対㇟⪅、方法に䛴いて理ゎする

杉村　直哉
事前学習（30分）：必要な資料・情報を準備する。

事後学習（30分）：講義内容を習する。

8 㠉⣽ᕤ（⮬⏤作品作成）

⮬⏤作品のไ作を行う

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

7 㠉⣽ᕤ（⮬⏤作品企画）

⮬⏤作品の企画を行う

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

6 㠉⣽ᕤ（レース⦅み）

ᰁⰍが⤊䜟䛳た作品にレース⦅みを行う

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

5 㠉⣽ᕤ（ᰁⰍ）

㠉にᰁⰍし、䝁ーティングを行う

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

3 㠉⣽ᕤ（᩿、้༳）

㠉を᩿し、้༳でᶍᵝをᡴ䛱㎸む

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

1 オリエンテーション

作業療法に䛚ける療的ᡭẁとしての作業に䛴いて

杉村　直哉
事前学習（ 0分）：≉になし。

事後学習（30分）：講義内容を習する。

授
業
概
要

作業活動として実践場㠃で活用䛥れている㠉⣽ᕤを安全に行うための୍㐃の作業ᕤ⛬を実㝿に経験し、講義ཬび作品を㏻して技法の基本を学䜆。
また、㞟ᅋで行うレクリエーションの企画・㐠Ⴀを行うことで、䝁䝭䝳ニ䜿ーション、㞟ᅋのാきやᙺ、他⪅との協ാを経験し、そのᙺを学䜆。

฿
㐩
目
ᶆ

1） 課題レ䝫ー䝖・課題作品、グループ発表をᡤᐃのᮇ日に提出・実施できる。
2） 安全に配៖して、作品や物品（ᮦ料・㐨ල・設備）の基本的な準備・用・管理ができる。
3） 㠉⣽ᕤの作品〇作の経験を㏻して、作業ᕤ⛬㻔ᡭ㡰）と基本的な技法がㄝ᫂できる。 
4） 㞟ᅋレクリエーションの企画❧・実施をグループワークを㏻じて経験する。
5） 他⪅との協ാ・ᙺや㞟ᅋのാきに䛴いて、経験を㏻して理ゎする。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
担当教員

ᑓ㛛科目
㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教育・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤすることができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クラ䜲アン䝖中心の医療をయ的に提供することによりᆅᇦ♫会に㈉⊩することができる。

基♏作業療法学

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑に努め、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆けることができる。

䝘ンバリング䝁ード HOTE1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後ཬび別途බ㛤するオフィスアワー୍ぴ表にᥖ㍕䛥
れた㛫に受けける

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当ヱ授業科目の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

㑅ᢥ 演習 1༢ 1ᖺ前ᮇ 杉村　直哉
䕿

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目担当教員

作業技⾡学䊠（レクリエーション・㠉⣽ᕤ）

㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 S㼗㼕㼘㼘㼟䊠
（㻾㼑㼏㼞㼑㼍㼠㼕㼛㼚 㼍㼚㼐 㻾㼑㼍㼠㼔㼑㼞 㼏㼞㼍㼒）

2 革細工（概要、リスク管理）

㠉⣽ᕤの実施ᡭ㡰と必要な㐨ල、ྛ✀技法と実施する㝿の安全管理、㠉⣽ᕤの課題の㑅ᐃと
準備

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

9 㠉⣽ᕤ（作業分ᯒ）

作品を作〇した㐣⛬を作業分ᯒとしてまとめる

杉村　直哉
事前学習（30分）：実施した作業ᕤ⛬に䛴いて記録する。

事後学習（30分）：フィードバックでの意見を参考に修ṇする。

4 㠉⣽ᕤ（䜹ー䝡ング法）

㠉⣽ᕤの䜹ー䝡ング法を行う

杉村　直哉
事前学習（30分）：に作業が行䛘るよう、ᕤ⛬の☜ㄆをする。

事後学習（30分）：作品をに成できるよう、ᕤ⛬➼の習をする。

Ⅳ
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留意事項
物品の取り扱いを含め、安全管理に努めること。
整理整頓に心がけ、望ましい作業環境の維持に努めること。

参考図書など
山根寛/ひとと作業・作業活動 作業の知をとき技を育む 新版/三輪書店/2015/ISBN: 9784895905046
その他、必要に応じて講義中に資料を配布する。参考書などは別途講義中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
本授業では、グループに分かれて意見を共有し討論するグループワークを実施する。また、学生が課題の成果を発表し、他
の学生や教員から意見や質問を受ける場を設ける。発表や演習後には教員や学生同士で建設的なフィードバックを行い、活
動を振り返る機会を提供する。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は本科目に関して作業療法士としての豊富な実務経験を有し、これに基づいて実践的な講義を行う。

評価 授業内で提示する課題の成果（80%）、取り組みの姿勢（20%）で評価する

課題に対する
フィードバックの方法

発表後とオフィスアワーを活用してフィードバックを行う。

教科書 日本作業療法士協会 監修/作業療法概論 改訂第3版/協同医書出版/2011/ISBN: 9784763921185

14 レクリエーション（実施）

企画したレクリエーションを実施する

杉村　直哉
事前学習（30分）：実施の練習をする。

事後学習（30分）：実施した結果を記録する。

15 レクリエーション（総括）

レクリエーションを総括する

杉村　直哉
事前学習（30分）：企画内容と実施内容をまとめる。

事後学習（30分）：総括から得られた学びを記録する。

13 レクリエーション（企画③）

レクリエーションを企画する

杉村　直哉
事前学習（30分）：企画に必要な資料・情報を準備する。

事後学習（30分）：実施の練習をする。
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9 陶芸：実習（たま作り）
熊谷龍太

西野由希子

10 陶芸：実習（たま作り）
熊谷龍太

西野由希子

11
陶芸：実習（電動ろくろ、たたら作
り）

熊谷龍太
西野由希子

たま作り：手ろくろによる手び䛽り、成型〜㧗ྎ๐り、釉薬がけ
        点1を品作のᗘ程㖊小、☇Ⲕ、み࿐

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

実習：電動ろくろ成型（体験のみ作品制作はなし）。
　　　 たたら作り：成型、型おこし、釉薬がけ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

たま作り：手ろくろによる手び䛽り、成型〜㧗ྎ๐り、釉薬がけ
        点1を品作のᗘ程㖊小、☇Ⲕ、み࿐

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

6 織≀：作品発表、講評、まとめ
Ṋ川ᾴ子

西野由希子

7
陶芸：基礎知識、実習（たたら作
り）

熊谷龍太
西野由希子

8 陶芸：実習（たたら作り）
熊谷龍太

西野由希子

講義：陶芸作品のできるまで
実習：たたら作り：成型　⟽を⤌み❧てる、⡆༢な㣭（象ᔐ㻔䛮うが䜣㻕・༳ⰼ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

実習：たたら作り：成型　⟽を⤌み❧てる、⡆༢な㣭（象ᔐ㻔䛮うが䜣㻕・༳ⰼ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

作品の発表・講評、レポート返༷　小テスト（そのሙで᥇点返༷）

事前学習（60分）：これまで実習で学䜣䛰ことを振りかえり、復習する。

事後学習（60分）：講評、レポートのῧ๐ෆᐜ、テスト⤖ᯝをⱄし、復習する。

3
織≀：実習（整経と⟐㏻し・経㏻し
䐟）

Ṋ川ᾴ子
西野由希子

4
織≀：実習（整経と⟐㏻し・経㏻し
䐠）

Ṋ川ᾴ子
西野由希子

5 織≀：実習（手織り）
Ṋ川ᾴ子

西野由希子

実習：整経、⟐㏻し・経㏻し、手織り

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

実習：手織り

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

実務経験の
ある教員に
よる科┠

ᚲ修 ₇習 1༢ 1年後期 西野　由希子、Ṋ川　ᾴ子、熊谷　龍太㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 S㼗㼕㼘㼘㼟䊡㻔㼏㼑㼞㼍㼙㼕㼏　㼍㼚㼐 
textile)

䕿

ᑓ㛛科┠

基礎作業療法学

授
業
ᴫ
せ

作業活動としての実践ሙ面において㢖⦾に活用されている陶芸・織≀の技法について୍㐃の工程を実㝿に経験する。作業課題による治療的技法の基
本（手㡰と㐨ලの用方法・ྛ✀技法、Ᏻ管理➼）を修得するとඹに、対象者のス䜻ルに๎した作業活動の㑅ᢥと治療的用の方、基本的活動分
析、指導方法を実技学習を㏻して学ぶ。また、␗なる作業課題を経験することで、ྛ✀作業のඹ㏻ᛶと┦㐪ᛶの理ゎを῝め、よりຠᯝ的な治療的用
に⤖びつけるための基礎知識を得るᶵ会とする。

฿
㐩
┠
ᶆ

１）✀┠䛤との知識を理ゎして、作業の≉ᚩをㄝ᫂できる。
２）実習を㏻して作業工程を体験し、対象者への適用、期待されるຠᯝ、指導方法を理ゎする。
䠏）ᮦᩱ・㐨ලのᏳな管理方法を理ゎして、実行できる。
䠐）基礎作業学の知識を用いて、基本的な活動分析を体験する。

1 織≀：基礎知識
Ṋ川ᾴ子

西野由希子

2 織≀：実習（手織り）
Ṋ川ᾴ子

西野由希子

講義：さをり織りの基礎知識（教科書）　レポート課題発表

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：レポート課題にྲྀり⤌む。

実習：手織り

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。レポート提出

事後学習（60分）：レポート課題に⥅⥆してྲྀり⤌み、ḟ㐌までに提出する。

実習：整経、⟐㏻し・経㏻し、手織り　　レポート提出

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

㻰㻼1）┳ㆤཬびリ䝝䝡リテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識と技術を㌟につけ、実践することができる。

㻰㻼2）科学的根ᣐに基䛵き体的に行動することによりၥ題ゎỴにྥけて実践することができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クラ䜲アント୰ᚰの医療を体的に提౪することによりᆅᇦ社会に㈉⊩することができる。

㻰㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり⮬らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆けることができる。

授業項┠
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

㓄当
年ḟ

科┠ᢸ当教員

作業技術学䊡（陶芸・織≀）

㻔30㛫㻕

ナンバリング䝁ード HOTE1 オフィスアワー 本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬびメールで受け付ける
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門
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15 作業分析と治療的応用 西野　由希子

12
陶芸：実習（電動ろくろ、たたら作
り）

熊谷龍太
西野由希子

13
陶芸：実習（電動ろくろとランプ
シェード作り）

熊谷龍太
西野由希子

14
陶芸：実習（電動ろくろとランプ
シェード作り）

熊谷龍太
西野由希子

実習：電動ろくろ成型（体験のみ作品制作はなし）。
　　　ランプジェードとクリスマスオーナメント作り：成型〜釉薬がけ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：グループワーク課題について調べておく。

実習：電動ろくろ成型（体験のみ作品制作はなし）。
　　　ランプジェードとクリスマスオーナメント作り：成型〜釉薬がけ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：グループワーク課題について調べておく。

これまで経験した作業活動の作業分析と治療適応の基礎を講義する

事前学習（30分）：作業分析について教科書該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：グループ課題をまとめ、提出する。

実習：電動ろくろ成型（体験のみ作品制作はなし）。
　　　 たたら作り：成型、型おこし、釉薬がけ

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：作業工程について実習を振り返り、教科書を参照しながら復習する。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての臨床経験を活かして、作業技術の基本的な知識と支援技術について実践的な授業を行う。

留意事項
代表的な作業技術を実習形式で学び、対象者の疑似体験をすることにもなる。作業環境を整える視点での準備・後片付けを含
む管理面、グループワークへの積極的な参加を期待する。

評価 作品評価50%、レポート40%、小テスト10%

課題に対する
フィードバックの方法

作品の発表会で指導教員から教育的フィードバックを受ける。個人レポートに対して、指導教員から個別に指導を受ける。

教科書
城みさを・城英二/さをり織り－好きに好きに織る/ぶどう社/2011年/ISBN:978-4892402111
'つくる・あそぶを治療にいかす作業活動実習マニュアル第2版/古川宏監修/医歯薬出版株式会社/2018/ISBN:978-4263265802

参考図書など

つくる・あそぶを治療にいかす作業活動実習マニュアル第2版/古川宏監修/医歯薬出版株式会社/2018年/ISBN:978-
4263265802
'日本作業療法士協会編集/作業ーその治療的応用 改訂第2版/協同医書出版社/2003年/ISBN:9784763921079
'ひとと作業・作業活動　作業の知をとき技を育む/山根寛/三輪書店/2015年/ISBN:9784895905046
作業療法ルネッサンス５ ひとと生活障害 創る・楽しむことの障害とアプローチ/山根寛/三輪書店/2007年/ISBN:9784895902786
作業療法マニュアル１６　片手でできる楽しみ/日本作業療法士協会編集/ISBNなし
作業療法マニュアル２１　作業活動アラカルト/日本作業療法士協会編集/ ISBNなし

アクティブ・ラーニング 学生は、指導教員の模範的技法を見学し、技法を模倣、習得する。さらにその工程を把握する。
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ᅇ

授業科目の名称
必修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢数
㻔㛫数㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員

㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 S㼗㼕㼘㼘㼟 䊢　㻔㻴㼍㼚㼐㼕㼏㼞㼍㼒㼠㻕 㻔30㛫㻕

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTE1 䜸フィスア䝽ー
本科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ載され
た㛫に受けける

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識と技術を㌟につけ、実践することができる。

㻰㻼3）相手をᑛ㔜し、者との䝁䝭ュニ䜿ー䝅䝵ンを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎᒎさせることができる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教育・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、人々のᗣにᐤすることができる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と㧗い⌮ほをも䛱、クライアント中ᚰの医療をయ的に提౪することによりᆅᇦ社会に㈉⊩することができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸ当教員

䜸䝸䜶ンテー䝅䝵ン、【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業技術学䊢（手工芸）
㑅ᢥ ₇習 1༢ 2ᖺ前ᮇ 西野　由希子

䕿

ᑓ㛛科目

基♏作業療法学

授
業
概
要

作業活動としての実践場㠃に䛚いて㢖⦾に活用されているྛ✀手工芸の技法について୍㐃の工程を実㝿に経験する。作業課題による治療的技法の
基本（手㡰と道具の使用方法・ྛ✀技法、Ᏻ⟶⌮➼）を修ᚓするとඹに、対㇟者のス䜻ルに๎した作業活動の㑅ᢥと治療的用の方、基本的活動
分ᯒ、ᣦᑟ方法を実技学習を㏻して学ぶ。䜎た、␗なる作業課題を経験することで、ྛ✀作業のඹ㏻ᛶと相㐪ᛶの⌮ゎを῝め、よりຠᯝ的な治療的
用に⤖䜃つけるための基♏知識をᚓるᶵ会とする。科目ᢸ当者の臨床経験をもとに₇習を行う。

฿
㐩
目
ᶆ

１㻕 ྛ✀作業活動の作業工程㻔手㡰）と基本的な技法が説᫂できる。
２㻕 Ᏻに配៖して、作品や≀品（材料・道具・タ備）の基本的な準備・使用・⟶⌮ができる。
䠏㻕 作品製作の経験を㏻して、作業工程（手㡰）と基本的な技法が修ᚓできる。
䠐㻕 ึṌ的な作業活動の分ᯒ（作業活動がᣢつ≉ᛶや必要となる要⣲技⬟、ẁ㝵けなど）が説᫂できる。
５㻕 ึṌ的な作業活動の治療的応用が説᫂できる。
６㻕 課題レポートと課題作品を、所ᐃのᮇ日に提出できる。

1
䡱䢔䡰䢙䡿䡬䡸䡪䢙
実習：マクラ䝯

西野　由希子

2 マクラ䝯 西野　由希子

3 ่し子 西野　由希子

4 ่し子 西野　由希子

5 組み⣣䜎たは䝸䝸アン 西野　由希子

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

6 組み⣣䜎たは䝸䝸アン 西野　由希子

7 スト䝸ングアート 西野　由希子

8 スト䝸ングアート 西野　由希子

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。

9 スト䝸ングアート 西野　由希子

10 䜶䝁クラフト 西野　由希子

11 䜶䝁クラフト 西野　由希子

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。

12 䜶䝁クラフト 西野　由希子

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。
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評価 レポート・作品課題提出100％

課題に対する
フィードバックの方法

レポート課題は学生個々に講評を記載し、返却する。

教科書 つくる・あそぶを治療にいかす作業活動実習マニュアル第2版/古川宏監修/医歯薬出版株式会社/2018/ISBN:978-4263265802

参考図書など

ひとと作業・作業活動　作業の知をとき技を育む/山根寛/三輪書店/2015/ISBN:9784895905046
作業・その治療的応用　第２版/日本作業療法士協会編/協同医書出版社/2003/ISBN：9784763921079
作業療法ルネッサンス５ ひとと生活障害 創る・楽しむことの障害とアプローチ/山根寛/三輪書店/2007/ISBN:978-4-89590-
278-6
作業療法マニュアル１６　片手でできる楽しみ；日本作業療法士協会編集
作業療法マニュアル２１　作業活動アラカルト；日本作業療法士協会編集
必要に応じて講義中に資料を配布する。参考書などは別途講義中に紹介する。

アクティブ・ラーニング この科目では作業療法で活用される手工芸を実習して経験し、治療的応用についてレポートする。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての臨床経験を活かして、作業技術の基本的な知識と治療的応用について実践的な授業を行う。

留意事項
道具や材料の取り扱いに注意し、作業環境の整備を意識して取り組むこと。準備・片づけを積極的に行うこと。
創造する過程そのものを楽しみつつ、どういう治療に応用できるのかを意識しながら取り組んでほしい。
受講者少人数であった場合、学生と相談しながら技術内容を進めていく。

15 タイルモザイク 西野　由希子

13 タイルモザイク 西野　由希子

14 タイルモザイク 西野　由希子

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】道具の名称と使い方・作業工程の学習、作品製作

事前学習（30分）：教科書の該当箇所を精読する。

事後学習（60分）：使用する道具や材料、作業工程を振り返る。

【実習】作品製作・準備・片づけ　治療的応用の概説

事前学習（30分）：使用する道具や材料、作業工程に関する配布資料を読む。

事後学習（120分）：作品を完成させる。レポート課題に取り組む。
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回

4 作業を用いた療（講義）

作業を用いた療について講義を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌ึ回講義の内容の復習

事後学習（30分）：㻌次回の実習にྥ䛡て、回の資料の復習

5 作業を用いた療（実習）

前回の講義にἢった内容で、実際のሙ面を定して療を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌前回の資料の確認

事後学習（30分）：㻌提示された課題を作ᡂする

6
精神科作業療法領域にお䛡る作
業療法と作業分析

作業療法にお䛡る療的な作業の意義について講義を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌までの⥲復習をする

事後学習（30分）：㻌回の資料の復習をする

3 作業を用いた評価（実習）

前回の講義にἢった内容で、実際のሙ面を定して評価を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌前回の資料の確認

事後学習（30分）：㻌提示された課題を作ᡂする

2 作業を用いた評価（講義）

作業を用いた評価について講義を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌ึ回講義の内容の復習

事後学習（30分）：㻌次回の実習にྥ䛡て、回の資料の復習

1
精神科作業療法領域にお䛡る作
業分析の意義

精神科作業療法で用い䜙れる作業について講義を行う。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌㛵㐃資料の᳨⣴

事後学習（30分）：㻌配布した資料の⇍読

授
業
ᴫ
要

作業の方は、ྠじ作業活動を行うሙྜでも動作や行動がኚし、そのኚが身体・㐠動学的にえるᙳ㡪・ຠᯝと心⌮・精神的にえるᙳ㡪・ຠᯝを
分析し⌮ゎする䛣とで、どのような作業活動をどのように行っていくかをタ定する䛣とで、┠的とするຠᯝを確実に㐩ᡂさ䛫る技⾡の基ᮏを学習し⌮ゎし
応用で䛝るようになる。

฿
㐩
┠
ᶆ

作業の方は、ྠじ作業活動を行うሙྜでも動作や行動がኚし、そのኚが身体・㐠動学的にえるᙳ㡪・ຠᯝと心⌮・精神的にえるᙳ㡪・ຠᯝを
分析し⌮ゎする。どのような作業活動をどのように行っていくかをタ定する䛣とで、┠的とするຠᯝを確実に㐩ᡂさ䛫る技⾡の基ᮏを学習し⌮ゎし応用
で䛝るようになる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科┠ 㻰P1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テーションのᑓ㛛⫋として高度な知識と技⾡を身につ䛡、実践する䛣とがで䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動する䛣とによ䜚ၥ題ゎỴにྥ䛡て実践する䛣とがで䛝る。

基♏作業療法学

㻰P3）相ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを通じてⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎさ䛫る䛣とがで䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTE1 オフィスアワー
ᮏ科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤するオフィスアワー一ぴ表にᥖ㍕され
た時㛫にཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

作業分析学
必ಟ 演習 1༢ 3ᖺ前期 ୕川　ᖺṇ、西野由希子

䕿
Occupational analysis 㻔30時㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔時㛫ᩘ㻕

配ᙜ
ᖺ次

科┠ᢸᙜ教員

7 ᅜᐙヨ験対⟇（ၥ題ゎㄝ）

ᅜᐙヨ験のၥ題のゎㄝを通して、作業分析を学䜆。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌ᅜᐙヨ験のၥ題を᳨⣴する

事後学習（30分）：㻌定期ヨ験にྥ䛡て⥲復習する。

8 ᅜᐙヨ験対⟇（ၥ題ゎㄝ）

ᅜᐙヨ験のၥ題のゎㄝを通して、作業分析を学䜆。

୕川㻌ᖺṇ
事前学習（30分）：㻌ᅜᐙヨ験のၥ題を᳨⣴する

事後学習（30分）：㻌定期ヨ験にྥ䛡て⥲復習する。

9
身体・高齢期障害領域にお䛡る作
業分析のᴫ要とその意義

身体・高齢期障害領域にお䛡る作業分析のᴫ要とその意義、また作業分析に必要となるど点とし
て作業の意と䝘ラティブについて講義する

西野由希子
事前学習（30分）：事前に提示した資料等を通読する。

事後学習（60分）：次回௨㝆の演習に備え、授業内容を復習する。

10 作業のᙧ態・ᶵ⬟・意①講義

作業のᙧ態・ᶵ⬟・意について講義する。

西野由希子
事前学習（30分）：事前に提示した資料等を通読する。

事後学習（60分）：次回の演習に備え、授業内容を復習する。

11 作業のᙧ態・意・ᶵ⬟②演習

作業をしているᵝ子をった写真をぢなが䜙、⪺䛝ᡭとㄒ䜚ᡭとなって、ㄒ䜚ᡭの作業（ᙧ態・意・
ᶵ⬟）を⌮ゎするための演習を行う

西野由希子
事前学習（30分）：演習で用する⮬身が作業している写真をってくる。

事後学習（60分）：各ペアごとに演習した内容をレポートにまとめる。

12
作業を特定するための面接①講
義

クライエントの大切な作業を特定するために必要となる知識と実施方法を講義する

西野由希子
事前学習（30分）：事前に提示した資料等を通読する。

事後学習（60分）：次回の演習に備え、授業内容を復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目
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目
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留意事項 講義後にグループ演習を行うため、講義内容の予習復習は必須である。演習は熱心かつ積極的に参加する態度が望ましい。

参考図書など
「作業的写真」プロジェクトとは　作業を基盤に、我々の健康と幸福を考える/小田原悦子著/幻冬舎ルネッサンス/ISBN：978-4-
344-93461-0
必要に応じて講義中に資料を配布する。参考書などは別途講義中に紹介する。

アクティブ・ラーニング
【グループワーク・ディスカッション】：具体的活動分析をグループで行い協議する。【フィールドワーク】：さまざな作業や活動につ
いて実際の体験や観察を行い分析する。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての臨床経験と研究活動を活かして実践的な講義を行う。

評価
精神障害領域　：　課題40%、講義への参加態度（発表、提出）10%
身体・高齢期障害領域　：　課題40%、演習への参加態度（相互評価）10％

課題に対する
フィードバックの方法

精神障害領域　：　発表後とオフィスアワーを活用してフィードバックを行う。
身体・高齢期障害領域　：　演習中に随時フィードバックを行う。課題等はmanabaでフィードバックを行う。

教科書 作業療法をはじめよう（COPM・AMPS・ESIスターティングガイド）第2版/吉川ひろみ（編著）/医学書院/ISBN：978-4260056649

15 作業遂行の観察②演習

作業遂行の観察と分析の一部を経験する演習を行う。学生は、それぞれの体験をレポートする。

西野由希子
事前学習（30分）：作業工程と必要となる道具や材料をペアと確認しておく。

事後学習（60分）：各ペアごとに演習した内容をレポートにまとめる。

14 作業遂行の観察①講義

クライエントの日常的に行われる作業を観察するために必要となる知識と実施方法（事前準備と工
程分析、作業遂行観察、課題分析）について講義する。

西野由希子事前学習（30分）：事前に提示した資料等を通読する。

事後学習（60分）：次回の演習に備え、授業内容を復習する。また次回実施する作業遂行について工程分析を
行うとともに、必要となる道具や材料を準備しておく。

13
作業を特定するための面接②演
習

クライエントの大切な作業を特定するための面接の演習をする。学生は、クライエント役、セラピスト
役となって体験し、それぞれの体験をレポートする。

西野由希子
事前学習（30分）：作業療法での面接技法の注意点について復習しておく。

事後学習（60分）：各ペアごとに演習した内容をレポートにまとめる。
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回

12
１要因分散分析・２要因分散分析
䐠

㻝要因分散分析について，実践的な分析方法を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

11
オン䝕䝬ンド１要因分散分析・２要
因分散分析䐟

㻝要因分散分析およ䜃2要因分散分析の考䛘方について学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

10 回ᖐ分析・ᕪの᳨定③

2⩌の平ᆒ್のᕪの᳨定について，実践的な分析方法を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

9 回ᖐ分析・ᕪの᳨定䐠

回ᖐ分析について，実践的な分析方法を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

8
オン䝕䝬ンド
回ᖐ分析・ᕪの᳨定䐟

回ᖐ分析およ䜃2⩌の平ᆒ್のᕪの᳨定の考䛘方について学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

7
䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンとカテ䝂䝸ー䝕ー䝍
の分析③

カテ䝂䝸ー䝕ー䝍について，実践的な分析方法を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

6
䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンとカテ䝂䝸ー䝕ー䝍
の分析䐠

䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンを通じて、確⋡分布の考䛘方を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

5
オン䝕䝬ンド
䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンとカテ䝂䝸ー䝕ー䝍
の分析䐟

䝅䝭䝳䝺ー䝅䝵ンを通じて、確⋡分布の考䛘方について紹介し，カテ䝂䝸䝕ー䝍に㛵する分析につい
てᴫㄝする

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

4 ᧯స方法とグ㏙統計㔞の⟬ฟ③

┦㛵ಀᩘ・ඹ分散

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

3 ᧯స方法とグ㏙統計㔞の⟬ฟ䐠

分散およ䜃ᶆ‽೫ᕪの意義を学ぶとと䜒に、実際の計⟬ᡭ㡰を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

2
᧯స方法とグ㏙統計㔞の⟬ฟ䐟
䛆オン䝕䝬ンド䛇

分散・ᶆ‽೫ᕪ・┦㛵ಀᩘ・ඹ分散の⟬ฟ方法について学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）  䝅ラバ䝇を確認し、疑問点等を整理する  　　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する    

1 イント䝻䝎ク䝅䝵ン

この授業のᴫ要についてㄝ᫂するとྠに、ᇶᮏ的な使用方法を紹介する

後藤　晶
事前学習（90分）  䝅ラバ䝇を確認し、疑問点等を整理する  　　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する 　 

授
業
ᴫ
要

ᮏ講義では௬ㄝを䝕ー䝍にᇶ䛵いて統計的に᳨ドし䛯り、䝕ー䝍解析の⤖ᯝ䛛ら、᪂䛯な事実をⓎぢし䛯りすると䛝にᙺ❧つ統計的ᡭ法を身に䛡る。
講義は䝕ー䝍の整理の方、平ᆒ、分散等をồめるグ㏙統計学よりጞめ、確⋡、ẕ㞟ᅋ、ᶆᮏᢳฟ、確⋡分布を学䜃、最⤊的に᥎定、᳨定といっ䛯᥎
 統計学を解ㄝ、演習する。ᮏ講義は、理学⒪法学◊✲法、స業⒪法◊✲法、༞業◊✲のᇶ♏となる科目である。

฿
㐩
目
ᶆ

㻝）各統計ᡭ法について、䛭の目的と意義をㄝ᫂することがで䛝る。
2）各統計ᡭ法について、各自で分析を実行で䛝る。
3）分析⤖ᯝについて、適ษに者にㄝ᫂で䛝る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸ当教員

ᑓ㛛科目 㻰㻼㻝）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を身につ䛡、実践することがで䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝体的に行ືすることにより問題解Ỵにྥ䛡て実践することがで䛝る。

ᇶ♏స業⒪法学

㻰㻼㻠）ಖ・་⒪・⚟♴・教⫱・⏘業等各⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤすることがで䛝る。

㻰㻼㻢）༞業後䜒自ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟䛯り自らのᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡ることがで䛝る。

䝘ンバ䝸ングコード HOTB1 オフィ䝇アワー ᮏ科目に㛵する㉁問は、授業の前後ཬ䜃メールでཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

統計学
必修 講義 㻝༢ 㻝ᖺ後期 後藤　晶

䠉
Statistics 㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員
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留意事項
授業内容は履修者の状況に応じて、一部変更することがある。
Google Colaboratoryを使って、実践的に分析を進めながら統計学を学ぶ。各自が講義内で紹介する参考図書等に目を通しなが
ら、積極的に学ばれることを期待している。なお、講義の際にはGoogleアカウントを各自で用意すること．

参考図書など 適宜、授業内で紹介します。

アクティブ・ラーニング グループワークを一部で行う予定である。

実務経験のある
教員による授業

該当なし。

評価 平常点：20%、講義内の課題：50%、問題演習：30%

課題に対する
フィードバックの方法

フィードバックとして、課題に対して全体的なコメントを返します。

教科書 必要な資料をオンラインで配布、紹介します。

15 問題演習

講義の総まとめとして、最後の問題演習を行う

後藤　晶
事前学習（90分）  事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  自身の回答を振り返る  

14 振り返り

今までの講義を振り返る

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      

13
１要因分散分析・２要因分散分析
③

2要因分散分析について，実践的な分析方法を学ぶ

後藤　晶
事前学習（90分）　事前配布資料を確認し、疑問点等を整理する  　　

事後学習（90分）  配布資料を振り返り、内容を復習・理解する      
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ᅇ

12
㉁的研究
（ト䝢ック䝰デル）

ト䝢ック䝰デルについて講義を行䛖。

三ᕝ　ᖺṇ事前学習（30分）：前㐌までの講義内での㉁的研究の課題について考ᐹする。

事後学習（30分）：ト䝢ック䝰デルの≉ᚩについて記㍕し提出する。

11
㉁的研究
（㻳㼀㻭、内ᐜ分ᯒ、他）

グラ䜴ンデッド䝉䜸䝸ーアプ䝻ー䝏、内ᐜ分ᯒ➼の㉁的研究法について講義を行䛖。

三ᕝ　ᖺṇ事前学習（30分）：配布ண定の資料に目を通す。

事後学習（30分）：各㉁的研究法の≉ᚩについて記㍕し提出する。

10 単୍事研究

作業療法にお䛡る 単୍事研究（シングル䜿ースデザイン）について⤂する。

三ᕝ　ᖺṇ事前学習（30分）：参考図書の109-122まで読䜣でおく。

事後学習（30分）：シングル䜿ースス䝍ディの課題について、⮬身の意見を記㍕し提出する。

9
䝸䝝䝡䝸テーション⤫計学
（記㏙⤫計䡚ከኚ㔞ゎᯒ）

䝸䝝䝡䝸テーション科学分㔝にお䛡る基礎⤫計䡚ከኚ㔞ゎᯒの方法論について講義する。

ቑ⏣　㞝ு事前学習（30分）：⤫計学の基礎知識について習しておくこと。

事後学習（30分）：基礎⤫計䡚ከኚ㔞ゎᯒについて習すること。

8
ᑻᗘのಙ㢗ᛶとጇᙜᛶ
（ᑻᗘ㛤発研究）

ᑻᗘ㛤発研究の実㝿とಙ㢗ᛶ・ጇᙜᛶの᳨ウ方法について講義する。

ቑ⏣　㞝ு事前学習（30分）：ᑻᗘのಙ㢗ᛶ・ጇᙜᛶについてண習しておくこと。

事後学習（30分）：ᑻᗘ㛤発の実㝿とᑻᗘのಙ㢗ᛶ・ጇᙜᛶについて習すること。

7
ㄪᰝ研究（ᶓ᩿・⦪᩿）
臨床研究（䜿ースシ䝸ー䝈・
✚研究）

㔞的研究の䛖䛱、ᑓ門⫋を対㇟としたㄪᰝ研究および臨床研究（䜿ースシ䝸ー䝈研究・✚研
究）について講義する。

ቑ⏣　㞝ு
事前学習（30分）：ㄪᰝ研究・臨床研究についてண習しておくこと。

事後学習（30分）：ㄪᰝ研究・臨床研究について習すること。

6 ㄪᰝ研究

作業療法にお䛡るㄪᰝ研究のሗ࿌⤂をする。㒑㏦・㟁ヰによるㄪᰝ方法、デー䝍のฎ⌮、分ᯒ
法など具体的なほᐹ的研究手法について講義する。

㕥ᮌ　㞝
事前学習（30分）：配布資料の「ㄪᰝ研究」項を通読しておく。

事後学習（30分）：⤫計手法のフ䝻ー䝏䝱ートを活⏝して課題を⣬፹体で提出する。

5 ほᐹ的研究

グループẖにほᐹ的研究に関する文⊩をᢒ読して、コ䝩ート研究、䜿ースコント䝻ール研究、䜿ース
シ䝸ー䝈研究の方法論のⅬとḞⅬについてウ㆟する。

㕥ᮌ　㞝
事前学習（30分）：配布資料の「ほᐹ的研究」項を通読しておく。

事後学習（30分）：ほᐹ的研究論文を1本᳨⣴ᢳ出しḟᅇ講義前に⣬፹体で提出する。

4 文⊩レ䝡䝳ーと文⊩研究

研究の୍連のプ䝻䝉スとㄪᰝ的研究、文⊩レ䝡䝳ーと文⊩研究について講義する。

㕥ᮌ　㞝事前学習（30分）：配布資料の「研究プ䝻䝉ス」項を通読しておく。

事後学習（30分）：ㄪᰝ的研究論文を1本᳨⣴ᢳ出しḟᅇ講義前に⣬፹体で提出する。

3 研究に関䜟る基礎知識

㔞的研究ཬび㉁的研究に関する文⊩をグループẖにᢒ読し、論文のᵓ成、㔞的研究・㉁的研究に
ついてまとめる。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：配布資料の「研究の種類」の項を通読しておく。

事後学習（30分）：原ⴭ論文のᵓ成についてまとめḟᅇ講義前に⣬፹体で提出する。

2 研究疑問と研究⌮

研究疑問と䛿ఱか、疑問のゎỴについて、研究デザインの種類について、ㄝ᫂ኚ数と基‽ኚ数に
ついて概念図を⏝いて講義する。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：事前に配布された資料の「研究疑問と研究⌮」の項を通読しておく。

事後学習（30分）：研究疑問を୍つᥖ䛢てḟᅇ講義前に⣬፹体で提出する。

1 䜸䝸䜶ンテーション

本講義の㐍ᤖについてㄝ᫂。研究と䛿ㄡが、ఱのためにするのか、研究の時௦的⫼ᬒについて学
習する。また研究⌮について講義する。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：作業療法士が執筆した論文を1本௨ୖ通読しておくこと。

事後学習（30分）：配布した資料を読䜣で習しまとめをḟᅇ講義前に提出する。

授
業
概
要

研究の定義、研究の⌮・⟶⌮、研究の種類、基本的なὶれとデー䝍のฎ⌮・ゎ㔘の手法➼、作業療法領域での研究法の基本を学䜆。この科目を通し
て、科学的᰿ᣐや臨床的な䛵䛡の㔜要ᛶを⌮ゎしつつ、実㊶⌧ሙでの問題ゎỴの手法として研究法を⏝いることができるよ䛖、基本的な知識・ᢏ⾡を
修ᚓする。また、研究発表の種類や具体的な方法について䜒学び、研究発表会にྥ䛡て必要な知識・ᢏ⾡・コ䝭䝳ニ䜿ーション⬟ຊのྥୖを図る。

฿
㐩
目
ᶆ

1） 作業療法にお䛡る研究の意義について⌮ゎし、ㄝ᫂することができる。
2） 研究デザインを作成することができる。
3） さま䛦まな研究手法の概要をㄝ᫂することができる。
4） 研究の㛤ጞから論文作成に⮳る୍連の㐣⛬を⌮ゎすることができる。

授業項目
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

ᑓ門科目
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テーションのᑓ門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືすることにより問題ゎỴにྥ䛡て実㊶することができる。

基礎作業療法学

㻰㻼3）┦手をᑛ㔜し、他⪅とのコ䝭䝳ニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎさ䛫ることができる。

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼各⏺の関連⫋種と連ᦠし、ே々のᗣにᐤすることができる。

䝘ンバ䝸ングコード HOTH1 䜸フィスアワー
本科目に関する㉁問䛿、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィスアワー୍ぴ表にᥖ㍕され
た時㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法研究法
必修 講義 1単 3ᖺ前期 ⏣㑓ᾈ文、㕥ᮌ㞝、ቑ⏣㞝ு、三ᕝᖺṇ、杉村直哉

䕿
Occupational therapy research 㻔30時㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

単数
㻔時㛫数㻕

配ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
作業療法を科学的に捉えるための科目であり、研究法演習の基礎となる大切な科目です。講義前に作業療法に関する様々な論
文を複数、通読しておくこと。

参考図書など 「作業療法士のための研究法入門」/鎌倉他編/三輪書店/ISBN:978-4-89590-068-3

アクティブ・ラーニング 各講義の課題に対してプレゼンテーションを求める。

実務経験のある
教員による授業

基礎研究から臨床研究まで幅広い研究経験を活かして、作業療法領域での研究法の基本的な知識と手法についての考え方に
ついて講義する。

評価 授業内レポート40％定期試験時に実施する筆記試験60％により評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

提出された課題・レポートに評価とコメントを記入し返却する。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害／日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集／協同医書出版／3版／
ISBN:978-4-7639-21215

15 研究計画書発表および総括

学生が作成した計画書をグループ発表しディスカッションする。総括とまとめ

杉村　直哉事前学習（120分）：簡単な研究計画書を手引きを見ながら作成する。

事後学習（30分）：他学生が発表した研究計画のデザインについてレポート提出する。

14 研究論文の発表と手続きについて

研究発表の種類や具体的な方法について、その研究実施に必要な知識、さらに論文執筆に必要な
事項について講義する。

杉村　直哉
事前学習（30分）：配布資料の「研究発表の種類」の項を通読しておく。

事後学習（30分）：配布する本講義に関連する4項目の課題を行い、レポート提出する。

13 研究計画書の作成

グループワークにより研究計画書を作成し、また体験的に簡単な概念図を作成する。

杉村　直哉事前学習（30分）：研究疑問を1つ考え概念図を作成してくる。

事後学習（60分）：概念図を完成し研究計画書を作成する。
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法研究法₇習
ᚲ修 ₇習 1༢ 3ᖺ後ᮇ ⏣㑓ᾈ文、㕥ᮌ㞝、ቑ⏣㞝ு、三ᕝᖺ正、杉村直哉

䕿
Occupational therapy research practice 㻔30時㛫㻕

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢数
㻔時㛫数㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員

ᑓ門科目
㻰㻼1）┳ㆤཬび䝸䝝䝡䝸テーションのᑓ門⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を身につけ、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に⾜ືすることによりၥ題ゎỴに向けて実践することができる。

基礎作業療法学

㻰㻼5）幅広い教㣴と㧗い⌮ほを䜒䛱、クラ䜲アント୰ᚰの医療を体的に提౪することによりᆅ域♫会に㈉⊩することができる。

㻰㻼6）卒業後䜒自ᕫ研㛑にດめ、⏕ᾭに䜟たり自らのᑓ門領域を実践し⥆けることができる。

䝘ンバ䝸ングコード HOTH2 䜸フィ䝇ア䝽ー
本科目に関する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬびู㏵බ㛤する䜸フィ䝇ア䝽ー୍ぴ表にᥖ㍕され
た時㛫にཷけける

授業科目༊分 卒業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関㐃

1 䜸䝸䜶ンテーション

教⫱の手㡰、༢ඖのᵓ成と目的、講義の㐍ᤖについてㄝ᫂をする。事前㓄ᕸ㈨ᩱに基䛵いて༢ඖ
䛤との事前学習についてㄝ᫂する。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：ᶵ関紙作業療法から論文を1本㑅んで通読しておくこと。

事後学習（30分）：研究の目的について200Ꮠ௨内にまとめ、ḟᅇ講義前に提出する。

授
業
ᴫ
せ

作業療法研究法での学びを基に、実㝿の研究がどのように計画され実⾜されていくか、䛭の基本的なὶれについて₇習を通して学習する。ල体的に
䛿、文⊩᳨⣴、研究テー䝬のᩚ⌮、論文の読み方、研究ၥのタᐃ、研究計画書の作成、入研究に関㐃する⌮的㓄៖の㔜せᛶ➼を₇習により学
習する。୍㐃の₇習を通して、研究にᚲせな考え方や実方法についての⌮ゎを῝め、作業療法研究をに㐍めるためにᚲせな知識やᢏ⾡を身に
つける。

฿
㐩
目
ᶆ

1）作業療法研究に関する研究テー䝬を自ら考えて㐺切にタᐃできる。
2）文⊩᳨⣴䜶ン䝆ンを活⏝して作業療法研究にᚲせな文⊩レ䝡䝳ーができる。
3）作業療法研究のල体を基にした研究計画の❧ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

3 研究テー䝬の㑅ᐃとᩚ⌮䐟

研究ၥ、௬ㄝの❧、ㄪᰝ対㇟と⠊ᅖの⤠りこみについて、グ䝹ープ䝽ークにより論文からᢳ出
してまとめる。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：ᶵ関紙作業療法の୰から各自1本論文を༳ๅしてᣢ参する。

事後学習（30分）：グ䝹ープ発表した内容を800Ꮠ௨内にまとめて紙媒体で提出する。

2 文⊩᳨⣴の方法と文⊩レ䝡䝳ー

文⊩᳨⣴の意義と᳨⣴方法、図書と㞧ㄅの㐪いについて、研究ẁ㝵༊分における文⊩の意義につ
いて講義する。また文⊩のレ䝡䝳ーについて実㝿に体験しながら講義する。

⏣㑓　ᾈ文
事前学習（30分）：事前に㓄ᕸされた㈨ᩱの「研究༊分」項を通読しておく。

事後学習（30分）：ᶵ関紙作業療法から䠍本の論文を㑅びレ䝡䝳ーし、提出する。

5 文⊩᳨ウ䐟

作業療法関㐃文⊩をグ䝹ープẖにᢒ読し、ᴫᛕᯟ組み、表⌧の㐺正とጇᙜᛶ、䜟かりやすさなど
ᢈุ的にᢒ読し㐺切な論文の書き方について䝕ィ䝇䜹ッションし発表する。

㕥ᮌ　㞝
事前学習（30分）：ᶵ関紙作業療法の୰から各自1本のᮍ読論文を༳ๅしてᣢ参する。

事後学習（30分）：グ䝹ープ発表した内容を800Ꮠ௨内にまとめて紙媒体で提出する。

4 研究テー䝬の㑅ᐃとᩚ⌮②

研究テー䝬の㑅ᐃせ領およびᩚ⌮方法について講義する。

㕥ᮌ　㞝事前学習（30分）：㓄ᕸ㈨ᩱの「研究テー䝬の㑅ᐃ」項を通読しておく。

事後学習（30分）：授業୰に㓄ᕸされた研究テー䝬୍ぴをᢈ評し、まとめ、提出する。

7 研究計画書の作成

教員の指導のୗ、各自、研究計画書を作成する。

ቑ⏣　㞝ு事前学習（30分）：事前に㓄ᕸする「研究計画書の作成方法」を通読しておく。

事後学習（30分）：研究計画書を作成しᴫ成する。

6 文⊩᳨ウ②

前༢ඖにつ䛵いて作業療法に関する文⊩をグ䝹ープẖにᢒ読し、ᴫᛕᯟ組み、表⌧の㐺正とጇᙜ
ᛶ、䜟かりやすさなどᢈุ的にᢒ読し㐺切な論文の書き方について䝕ィ䝇䜹ッションしてまとめ、発
表する。 㕥ᮌ　㞝

事前学習（30分）：グ䝹ープが取り組䜐課題作業を⥅⥆して⾜う。

事後学習（30分）：グ䝹ープ発表した内容を800Ꮠ௨内にまとめて紙媒体で提出する。

9 研究計画書の作成

教員の指導のୗ、各自、研究計画書を作成する。

ቑ⏣　㞝ு事前学習（30分）：事前に㓄ᕸする「研究計画書の作成方法」を通読しておく。

事後学習（30分）：研究計画書を作成しᴫ成する。

8 研究計画書の作成

教員の指導のୗ、各自、研究計画書を作成する。

ቑ⏣　㞝ு事前学習（30分）：事前に㓄ᕸする「研究計画書の作成方法」を通読しておく。

事後学習（30分）：研究計画書を作成しᴫ成する。

11 研究計画書の作成

教員の指導のୗ、各自、研究計画書を作成する。

三ᕝ　ᖺ正事前学習（60分）：研究計画書の作成作業を㐍めておく。

事後学習（60分）：研究計画書を作成し提出する。

10 研究計画書の作成

教員の指導のୗ、各自、研究計画書を作成する。

三ᕝ　ᖺ正事前学習（30分）：事前に㓄ᕸする「研究計画書の作成方法」を通読しておく。

事後学習（30分）：研究計画書を作成しᴫ成する。

12 研究計画書発表䐟

各自が作成した研究計画書について発表する。

三ᕝ　ᖺ正事前学習（30分）：作成した研究計画を発表できるように準備する。

事後学習（30分）：発表時のコメントや指摘事項についてまとめ、紙媒体で提出する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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13 研究計画書発表②

各自が作成した研究計画書について発表する。

杉村　直哉事前学習（30分）：作成した研究計画を発表できるように準備する。

事後学習（30分）：発表時のコメントや指摘事項についてまとめ、紙媒体で提出する。

15 総括とまとめ

本講義で学んだ内容の総評とまとめ、卒論研究に向けた取り組みについて講義する。

杉村　直哉事前学習（120分）：卒業研究の大綱についてまとめておく。

事後学習（30分）：卒業研究の大綱指導内容を修正し提出する。

14 研究計画書発表③

各自が作成した研究計画書について発表する。

杉村　直哉事前学習（30分）：作成した研究計画を発表できるように準備する。

事後学習（30分）：発表時のコメントや指摘事項についてまとめ、紙媒体で提出する。

留意事項
作業療法を科学的に捉えるための科目であり、作業療法研究の基礎となる大切な科目です。講義前に作業療法に関する様々な
論文を複数、通読しておくこと。

参考図書など 「作業療法士のための研究法入門」/鎌倉他編/三輪書店/ISBN:978-4-89590-068-3

アクティブ・ラーニング 各講義の課題に対してプレゼンテーションを求める

実務経験のある
教員による授業

基礎研究から臨床研究まで幅広い研究経験を活かして、作業療法領域での研究法の実践的な知識と手法についての考え方に
ついて講義する。

評価 授業内レポート50％、発表内容50％により評価する。

課題に対する
フィードバックの方法

提出された課題・レポートおよび発表のまとめに評価とコメントを記入し返却する。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害／日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集／協同医書出版／3版／
ISBN:978-4-7639-2121
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留意事項 作業療法士学生や新人作業療法士として働く基盤となるテーマや意識しておく内容を学びます。積極的に参加してください。

参考図書など 作業療法概論/改訂第３版/2011/日本作業療法士協会監修/協同医書出版/ISBN:978-4-7639-2118-5

アクティブ・ラーニング 授業は、小グループに分かれてのグループディスカッション等を適宜実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験と現場リーダー・役職者としての経験を活かし、作業療法管理運営に関す
る講義・演習と症例基盤型学習を実施する。

評価 筆記試験50％，プレゼンテーション50％

課題に対する
フィードバックの方法

授業中に筆記試験・プレゼンテーションに対するフィードバックをおkなう。

教科書 作業療法管理学入門　第2版/大庭潤平編著/医歯薬出版/2021/ISBN:978-4-263-26642-7

8 まとめ

まちづくりと作業療法，これまでのまとめ

増田　雄亮
事前学習（30分）：配布資料の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

7 OT業務のマネジメント②

作業療法業務のマネジメント（訪問・通所，介護保険施設について），医療連携の実際

増田　雄亮
事前学習（30分）：配布資料の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

6 OT業務のマネジメント①

作業療法業務のマネジメント（急性期，回復期，生活期について），医療連携の実際

増田　雄亮
事前学習（30分）：配布資料の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

5 OTをとりまく諸制度

作業療法をとりまく諸制度，疾患別リハビリテーションの算定について

増田　雄亮
事前学習（30分）：第11章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

4 OTの役割と職域，職業倫理

作業療法の役割と職域，職業倫理

増田　雄亮
事前学習（30分）：第9・10章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

3 情報のマネジメント

情報のマネジメント，診療記録，SOAPの記載方法について

増田　雄亮
事前学習（30分）：第3章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

2 医療安全・OT業務のマネジメント

医療におけるリスクマネジメントと医療事故

増田　雄亮
事前学習（30分）：第5章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

1
オリエンテーション
臨床実習の理解

臨床実習の理解

増田　雄亮
事前学習（30分）：第12章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

授
業
概
要

作業療法技術の向上だけでなく、より質の高い作業療法を提供するため、保健、医療、福祉に関する制度の理解を深め活用できるようにする。この科目
では、作業療法に関する、関連法規（医療保険、介護保険制度）など作業療法部門を管理運営するための基本的な知識とその活用を学習する。

到
達
目
標

1）作業療法の関連法規・各種制度について説明できる。
2）作業療法士の職業人としての責任と倫理について説明できる。
3）職業人として基本的な視点となる組織論・安全管理・部門管理について説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業療法管理学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTE1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 講義 1単位 3年後期 増田 雄亮
○

(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

作業療法管理・運営Ⅰ

Occupational therapymanagement and 
operation Ⅰ

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 作業療法管理・運営Ⅰでの学習内容を復習しておくこと

参考図書など
作業療法概論/改訂第３版/2011/日本作業療法士協会監修/協同医書出版/ISBN:978-4-7639-2118-5
作業療法管理学/作業療法学ゴールデンマスター・テキスト/長崎重信監修/メジカルビュー社/ISBN:978-4-7583-2265-2

アクティブ・ラーニング 授業は小グループに分かれてのグループディスカッション等を適宜実施する

実務経験のある
教員による授業

作業療法部門の開設や管理者、身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、作業療法部門の管理や運営に関する基本的
な知識や考え方についての授業を行う。

評価 レポート課題100％

課題に対する
フィードバックの方法

個別に講評を伝える

教科書 作業療法管理学入門　第2版/大庭潤平編著/医歯薬出版/2021/ISBN:978-4-263-26642-7

8 作業療法士のキャリア開発

臨床と実践知と研究、作業療法士資格認定制度、大学院進学と国際貢献、学会・研修会、ワークラ
イフバランス

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第13章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

7 実践からの学び②

地域で活動する作業療法のマネジメント、行政機関で働く作業療法士の地域住民の生活を支える
マネジメント、災害時の作業療法士の役割

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第8章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

6 実践からの学び①

作業療法部門の業務管理、人材育成のマネジメント、連携のマネジメント

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第8章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

5 情報・時間・ストレスのマネジメント

情報のマネジメント、タイムマネジメントとストレスマネジメント

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第7章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

4 人・物・経済性のマネジメント

新人教育と人材育成、環境整備と物品管理、経済性のマネジメント

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第6章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

3 作業療法と医療サービス

サービスとは何か、サービスの基本的特性と構成、医療におけるサービスの特徴、作業療法にお
けるサービスのマネジメント

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第4章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

2 組織の成り立ちとマネジメント

組織とは、組織と個人、病院組織の特徴と組織のなかでの作業療法士の役割、作業療法部門組織

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第2章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

1
オリエンテーション
作業療法におけるマネジメント

作業療法とマネジメント、マネジメントとは、マネジメントプロセスの機能とPDCAサイクル、作業療法
における目標管理

鈴木 雄介
事前学習（30分）：教科書第1章の予習

事後学習（30分）：授業内容の復習

授
業
概
要

作業療法士に求められる職業倫理について学習し、人事を含む作業療法等の組織運営に関するマネジメント能力を養うとともに学生・作業療法士の教
育を含む職場管理についての理解を深める。

到
達
目
標

1）作業療法士の職業人としての責任と倫理について説明できる。
2）職業人として基本的な視点となる組織論・安全管理・部門管理について説明できる。
3）人事を含む作業療法等の組織運営に関するマネジメントについて説明できる。
4）作業療法士の教育を含む職場管理について説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業療法管理学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTE1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法管理・運営Ⅱ

必修 講義
1単位

4年後期 鈴木 雄介
○Occupational therapymanagement and 

operation Ⅱ
(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法評価学概論
必修 講義 1単位 1年後期 神保洋平、杉村直哉

○
Occupational Therapy Assessment Overview (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業療法評価学

授
業
概
要

作業療法における評価の目的や意義、評価の役割について理解するため、カルテなどからの医療情報収集（画像評価を含む）、観察、面接方法、検査
測定の結果の読み方について講義する。

到
達
目
標

1） 作業療法が対象とする評価と評価の種類について説明できる。
2） 作業療法評価の目的と役割について説明できる。
3） 作業療法評価の基本技術について概説できる。
4） 作業療法評価の流れについて概説できる。
5） 情報収集の方法について説明できる。
6） 観察・面接の方法について説明できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 作業療法評価の流れ

作業療法における評価から治療までの一般的な流れについて講義する。

神保　洋平事前学習：特になし

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

2 作業療法における面接

クライアントのニードの捉え方（ニード、デマンド、デザイア）

神保　洋平
事前学習（30分）：事前配布資料を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

3 作業療法理論を通した評価

作業療法理論を通して漫画の主人公を読み解く

神保　洋平
事前学習（30分）：事前配布資料を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 作業療法評価の流れ

作業療法の評価の原則を理解する

神保　洋平
事前学習（30分）：事前配布資料を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5 評価手法の概論

評価の手段、評価尺度の読み方、信頼性・妥当性について理解する。

杉村　直哉
事前学習（30分）：教科該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6
評価技法の実際①
面接法（作業面接）

作業療法評価における面接法（特に作業面接）について理解する。

杉村　直哉
事前学習（30分）：教科該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7
評価技法の実際②
観察法

作業療法評価における観察法について理解する。

杉村　直哉
事前学習（30分）：教科該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8
評価技法の実際③
コミュニケーションについて

作業療法評価におけるコミュニケーション技法について理解する。

杉村　直哉
事前学習（30分）：教科該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

評価 課題による評価100% （神保担当分50%、杉村担当分50%）

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の発表時に、「講評」を在学生ホームページもしくは学内掲示板に掲示する。もしくは、
再試験期間中に補講を行い、試験内容と結果についてのフィードバックを行う。

教科書 標準作業療法学 専門分野 ＯＴ 第3版 作業療法評価学/ ISBN:978-4-260-03003-8

留意事項 質問は対面により回答する。本授業で作業療法の流れを視野に入れた評価の役割やあり方について理解して欲しい。

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング
本授業では、小グループに分かれて意見を共有し討論するグループワークや、ペアでのロールプレイや実技練習を実施する。ま
た、学生が課題の成果を発表し、他の学生や教員から意見や質問を受ける場を設ける。発表や演習後には教員や学生同士で
建設的なフィードバックを行い、活動を振り返る機会を提供する。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は、身体障害領域および精神障害領域での作業療法士として実務にあたった経験を生かし、作業療法評価に関連する
基本的な考え方を講義する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

䝘ンバリングコード HOTF2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤する䜸フィスア䝽ー一ぴ表に掲㍕䛥䜜
た時間にཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

必修 演習 㻝༢ 2ᖺ前期 神保洋平、宮内貴之
䕿

㻔30時間㻕

授業科┠のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢数
㻔時間数㻕

配当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員

作業療法評価学（身体䊠）

Occupational Therapy Assessment
㻔P㼔㼥㼟㼕㼏㼍㼘 㻰㼕㼟㼛㼞㼐㼑㼞䊠㻕

授
業
ᴫ
要

作業療法評価の中で、身体障害領域に関㐃した一⯡的な評価法について、評価┠的と適用対㇟を᫂䜙かにして、実技演習を通したྛ✀評価のᡭ技を
演習して学䜆。学習対㇟とする評価ᡭ技には、バイ䝍䝹䝃イン、ᚠ⎔・྾、関節可動域ィ測（ROM）、⬻神経・⬨㧊ᑕ、➽⥭ᙇ➼の、身体障害領域
で㔜要な身体ྛ部の㼄⥺、CT、MRIなど⏬ീ評価をྵむ評価技法を、想定䛥䜜る臨床のሙで適ษに実㊶・実施で䛝るよう学習する。

฿
㐩
┠
標

㻝㻕 身体障害領域に関ಀする一⯡的な評価法の評価┠的や意義をㄝ᫂で䛝る。
2㻕 バイ䝍䝹䝃インの確認、ROM-T、ྛ✀神経学的所見の確認、⬻༞中患者に対する標準的な評価ᡭ技が実施で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

専門科┠ 㻰P㻝）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として㧗ᗘな▱㆑と技⾡を身につ䛡、実㊶することがで䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することがで䛝る。

作業療法評価学

2 ឤぬ検査

表在ឤぬ、῝部ឤぬ　【講義と実習】

神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

1 バイ䝍䝹䝃インの確認

体 、⾑ᅽ、⬦ᢿ、྾、意㆑レ䝧䝹【講義と実習】

神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 ᑕ検査

῝部⭝ᑕ、➽⥭ᙇ、病的ᑕ 　【講義と実習】

神保　洋平事前学習：≉になし

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

3 ឤぬ検査

表在ឤぬ、῝部ឤぬ　【講義と実習】

神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 ➽⥭ᙇ検査

➽⥭ᙇ検査の講義と実習

神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5 ➽⥭ᙇ検査

➽⥭ᙇ検査の講義と実習

神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8 ༠ㄪ性検査

༠ㄪ性検査の講義と実習

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

7 実技確認 神保　洋平事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

バイ䝍䝹・ឤぬ検査の実技を確認する。

9 ROM-T　上⫥䐟

日本リハビリテーション医学会による関節可動域測定法　【講義と実習】

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

11 ROM-T　ୗ⫥䐟

日本リハビリテーション医学会による関節可動域測定法　【講義と実習】

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

10 ROM-T　上⫥䐠

日本リハビリテーション医学会による関節可動域測定法　【講義と実習】

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

12 ROM-T　ୗ⫥䐠

日本リハビリテーション医学会による関節可動域測定法　【講義と実習】

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。
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留意事項 学生相互が理学所見を取りやすい服装で参加のこと

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング
実技の習得のためには、授業以外の時間も積極的に活用し、学生同士で患者役とセラピスト役を模してのトレーニングを数多く
行う必要があります。

実務経験のある
教員による授業

急性期病院身体障害領域での作業療法士として実務にあたった経験を生かし、様々な臨床症例を想定した評価実施上のポイン
トなども適宜紹介する。

評価 筆記試験50％・実技試験50％にて判定する。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の発表時に、「講評」を在学生ホームページもしくは学内掲示板に掲示する。もしくは、
再試験期間中に補講を行い、試験内容と結果についてのフィードバックを行う。

教科書

才藤栄一監修/PT・OTのための臨床技能とOSCE コミュニケーションと介助・検査測定編/第2版補訂版/金原出版
/2020/ISBN:9784307750585
能登真一,山口昇,玉垣努,新宮尚人,加藤寿宏,松房利憲【編】/標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学第3版/医学書院
/ISBN：978-4260030038

13 ROM-T　頸部・体幹

日本リハビリテーション医学会による関節可動域測定法　【講義と実習】

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

15 評価結果の考え方

事例と通して評価結果を分析する　【講義と実習】

神保　洋平事前学習（30分）：可動域制限の解釈について教科書を読む

事後学習（60分）：演習内容について復習する。

14 実技確認

ROM-Tの実技を確認する。

宮内　貴之事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ表に掲㍕䛥䜜
た時間にཷけ付ける

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

必ಟ 演習 1༢ 2ᖺ前期 神保洋平、ᒸ本⤮㔛加
䕿

㻔30時間㻕

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢数
㻔時間数㻕

配当
ᖺḟ

科┠ᢸ当教員

作業療法評価学（身体䊡）

Occupational Therapy Assessment
 㻔㻼hys㼕㼏al D㼕sor㼐er䊡㻕

授
業
ᴫ
要

ឤぬ、ጼໃ・バランス、協ㄪ性、上肢ᶵ⬟などに㛵する基本的な評価法について、䛭の┠的や適用対㇟、課題や┠ᶆ䜈のᛮ考・判᩿㐣⛬を演習して学
䜆。䛥䜙に、ጼໃや動作をほᐹ・分析し、筋の活動や㛵⠇の㐠動を、⬻⬨㧊をྵむ身体ྛ㒊の㼄⥺、㻯T、M㻾Iなど画ീ評価と㛵㐃付けて᥎ する技⾡
を学䜆。

฿
達
┠
ᶆ

1㻕 作業療法評価学（身体䊠）で学ん䛰評価法の中か䜙、ྛ✀の症ೃや患にྜ䜟䛫て、必要と䛥䜜る評価法を㑅ᢥで䛝る。
2㻕 評価結果を解釈し、ၥ題となるⅬや㏣加で必要な検査・評価項┠をᣲ䛢ることがで䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

ᑓ㛛科┠ D㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑と技⾡を身につけ、実㊶することがで䛝る。

D㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動することによりၥ題解Ỵにྥけて実㊶することがで䛝る。

作業療法評価学

2 ⬻༞中ᶵ⬟評価/上肢ᶵ⬟評価

ブ䝹ーンスト䝻ームステージ、䠯䠥䠝䠯、䠢䠩䠝、バランスᶵ⬟評価　・ST㻱㻲など【講義と実習】

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

1 ⬻༞中ᶵ⬟評価/上肢ᶵ⬟評価

ブ䝹ーンスト䝻ームステージ、䠯䠥䠝䠯、䠢䠩䠝・ST㻱㻲など【講義と実習】

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

4 実技試験（形成評価）

ブ䝹ーンスト䝻ームステージ、䠯䠥䠝䠯、䠢䠩䠝、バランスᶵ⬟評価　・ST㻱㻲などの実技試験を行う

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

3 ⬻༞中ᶵ⬟評価/上肢ᶵ⬟評価

ブ䝹ーンスト䝻ームステージ、䠯䠥䠝䠯、䠢䠩䠝、バランスᶵ⬟評価　・ST㻱㻲など【講義と実習】

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

6 ⬻神経検査

⬻神経検査の講義と実習

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

5 バランス検査

バランス検査の講義と実習

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

8 㢕㒊・体ᖿの筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、上肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

7 ⬻神経検査

⬻神経検査の講義と実習

ᒸ本⤮㔛加
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

9 上肢の筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、上肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

11 上肢の筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、上肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

10 上肢の筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、上肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

12 下肢の筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、下肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

280



留意事項 学生相互が理学所見を取りやすい服装で参加のこと

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング
実技の習得のためには、授業以外の時間も積極的に活用し、学生同士で患者役とセラピスト役を模してのトレーニングを数多く
行う必要があります。

実務経験のある
教員による授業

急性期・回復期病院身体障害領域での作業療法士として実務にあたった経験を生かし、様々な臨床症例を想定した徒手筋力検
査実施上のポイントなども適宜紹介する。
発達障害領域での作業療法経験を活かし、発達検査における基本的なポイントについての演習授業を行う。

評価 １～７実技試験50％　8～15実技試験40％・小テスト10％にて判定する

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の発表時に、「講評」を在学生ホームページもしくは学内掲示板に掲示する。もしくは、
再試験期間中に補講を行い、試験内容と結果についてのフィードバックを行う。

教科書
新・徒手筋力検査法 原著第10版[Web動画付]/Dale Avers,Marybeth Brown 著/協同医書出版社/原著第10版 /2020/ISBN: : 
978-4763900418

13 下肢の筋力検査

徒手筋力検査　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：教科該当箇所を読み、上肢の徒手筋力検査手技を事前トレーニングしておく。

事後学習（60分）：実技について復習する。

15 実技確認（形成評価）

MMTの実技を確認する。

神保洋平
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

14 評価結果の考え方

事例と通して評価結果を分析する　【講義と実習】

神保洋平
事前学習（30分）：可動域制限の解釈について教科書を読む

事後学習（60分）：演習内容について復習する。

Ⅳ

専
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ᅇ

ナンバリング䝁ード HOTF2 䜸フィスア䝽ー
ᮏ科目に関する質ၥは、授業の前後ཬ䜃別㏵බ開する䜸フィスア䝽ー一ぴ表にᥖ㍕され
た間にཷけける

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当ヱ授業科目の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 講義 1༢ 2ᖺ前ᮇ 杉村 直哉
䕿

(30間)

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢ᩘ
(間ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科目担当教員

作業療法評価学（精神）

Evaluation of Occupational
Therapy(Psychiatry)

ᮏ授業では、䝠トを理ゎする心ᵓ䛘と基ᮏ的なᢏ法を学䜆。作業療法の対㇟となる人（≉に精神障害、メン䝍䝹䝦䝹スㄪ）のさま䛦まな評価ᢏ法につ
いて、検者ー被検者（評価するー評価される）を経験し、評価内ᐜか䜙䝠トの全体ീをまとめて報告する。また⮬㌟の≉性（ᙉ䜏・ᙅ䜏・ㄆ知䝟䝍ーンな
ど）を理ゎし、作業療法における㔜要な療要ᅉとなる䛂⮬ᕫの療的⏝（㼠㼔㼑 㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼑㼡㼠㼕㼏 㼡㼟㼑 㼛㼒 㼟㼑㼘㼒）䛃について体得する。
これ䜙一㐃の授業は事前学習→授業内での発表→講義とフィードバック→評価実施という䛂反転授業䛃の形式で展開される。

1） 作業療法で⏝いる評価の目的䜔ὶれをㄝ᫂することができる。
2） 作業療法で⏝いる評価の結果をゎ㔘できる。
3） 作業療法で⏝いる評価の手法を体得できる。
4） 検者䇶被検者を経験し、⮬㌟の≉性について理ゎできる。
5） 評価に必要な基ᮏ的な䝁ミ䝳ニ䜿ーション（ゝㄒ的・㠀ゝㄒ的）ᢏ法を習得できる。

฿
㐩
目
標

授
業
ᴫ
要

専門科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として高ᗘな知㆑とᢏ⾡を㌟につけ、実践することができる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基づき体的に行ືすることによりၥ題ゎỴにྥけて実践することができる。

作業療法評価学

㻰㻼3）相手をᑛ㔜し、他者との䝁ミ䝳ニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発展させることができる。

1 䜸リ䜶ンテーション

ᮏ授業の㐍め方、ᙺ分担、約束事、課題、成⦼評価について

杉村　直哉事前学習(30分)：≉になし

事後学習(30分)：授業後の課題ᩚ理

授業項目
授業内ᐜ

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
担当教員

3 基♏的な情報㞟

成⫱Ṕ/生άṔ（ライフ䝏䝱ート）、生ά形ែㄪᰝ、άືグ㘓表、
㻲㻭I、⯆・関心䝏䜵ックシート(㻹㼀㻰㻸㻼版）

杉村　直哉
事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

2 評価とは

評価ーධのὶれ、評価方法、評価項目、評価ᑻᗘ、な䛬評価が㔜要か

杉村　直哉事前学習(30分)：䜸リ䜶ンテーションの習

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

5 精神ᗣᗘ・スト䝺スの評価

㻷6、㻳㻴㻽、㼃㻴㻻㻰㻭S 2㻚0、⫋業性スト䝺ス⡆᫆ㄪᰝ⚊

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

4 心理検ᰝ・性᱁検ᰝ

㼀㻱㻳、㻽㻻㻸-26、㻳S㻱S、B㻾S-㻶、S㻲-36

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

7 ⫋業関㐃評価

㻳㻭㼀B、㼂㻼I⫋業⯆検ᰝ、䝬イク䝻䝍䝽ー法

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

6
神経ㄆ知機能䠈作業㐙行能力の
評価

B㻭㻯S、S㻯㼛㻾S、内⏣ク䝺ペリン精神検ᰝ、⟽づ䛟り法、ブ䝹ドンᾘ検ᰝ䠈㼁B㻻㻹

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

9 臨ᗋ≧の評価䐟

B㻼㻾S、㻼㻭NNS、㻳㻭㻲、S㻭SS、㻭S㻾S

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

8 生ά機能・作業の評価

㻸㻭S㻹I、㻾㻱㻴㻭B、S㻹S㻲、IS㻰㻭、㻻S㻭、㻭㻰㻻㻯、㻭㻹㻼S、㻯㻭㻻㻰、㻯㻻㻼㻹

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

11 ᢞᙳ法

バ䜴䝮テスト、S㻯㼀、䝻ー䝹シ䝱ッハテスト、㢼ᬒᵓ成法

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

10 臨ᗋ≧の評価②

㻴㻭㻹-㻰、B㻰I-䊡、㻯㻱S-㻰、㼅㻹㻾S、㻭㼁㻰I㼀、S㼀㻭I、㻭㻽

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

12 評価報告セミナー䐟

実施した評価結果について報告する

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ
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13 評価報告セミナー②

実施した評価結果について報告する

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

15 評価報告セミナー④

実施した評価結果について報告する

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

14 評価報告セミナー③

実施した評価結果について報告する

杉村　直哉事前学習(30分)：反転授業のための発表資料準備

事後学習(30分)：学習した評価の実施とまとめ

留意事項

この授業では、学生間でペアを作り、各種評価をお互いに検者ー被検者となって体験する。そのため相互協力の姿勢が欠かせ
ず、友人同士であっても“馴れ合い”は厳禁である。評価の過程で知り得た被検者（ペアの相手）についての情報は、相互学習に
資する目的でこの授業の中だけでクラスメイトに共有される。以上のような相互協力と約束が、心理的な安全性を保証し、学修の
質を高めるということを肝に銘じて授業に臨んでいただきたい。

参考図書など
早坂友成(編)/最新作業療法学講座 精神障害作業療法学/医歯薬出版/2025/ISBN:978-4263267233
能登真一、他(編)/標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 第4版/医学書院/2023/ISBN:978-4260052498
山内俊雄、他(編)/精神・心理機能評価ハンドブック/中山書店/2015/ISBN:978-4521741925

アクティブ・ラーニング 反転授業（事前学習→授業内での発表→講義とフィードバック→評価実施）の形式で展開する。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は、精神科作業療法に関する豊富な実務経験を有し、これに基づいて実践的な指導を行う。

評価 授業課題50%、セミナー50%

課題に対する
フィードバックの方法

課題は毎授業内でフィードバックを行う。必要に応じて個別指導を実施する。

教科書 早坂友成、他(編)/精神科リハビリテーション評価ハンドブック/中外医学社/2023/ISBN:978-4498229464
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8 䝁䝭䝳ニケーシ䝵ン演習

㻻㼀実践㐣⛬にお䛡る治療⪅䇶ᝈ⪅䝁䝭䝳ニケーシ䝵ンのᵓ⠏にᚲ要となるែᗘ・ᢏ⬟について演
習を行䛖。

ᮡ村┤ဢ
事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

7
㻻㼀ᛮ考㐣⛬事例䝽ーク䐢
┠ᶆタ定と作業療法ィ画❧

㻻㼀実践㐣⛬にお䛡るᛮ考㐣⛬に↔点を当てた演習を行䛖。ᶍᨃ事例をもとに┠ᶆタ定と作業療
法ィ画❧について演習する。

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

6
㻻㼀ᛮ考㐣⛬事例䝽ーク䐡
⤫ྜとゎ㔘、課題の↔点

㻻㼀実践㐣⛬にお䛡るᛮ考㐣⛬に↔点を当てた演習を行䛖。ᶍᨃ事例をもとに⤫ྜとゎ㔘、課題
の↔点について演習する。

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

5
㻻㼀ᛮ考㐣⛬事例䝽ーク䐠
評価⤖ᯝのグ㘓とྛ項┠の考ᐹ

㻻㼀実践㐣⛬にお䛡るᛮ考㐣⛬に↔点を当てた演習を行䛖。ᶍᨃ事例をもとに評価⤖ᯝのグ㘓
方法とྛ項┠の考ᐹの演習する。

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

4
㻻㼀ᛮ考㐣⛬事例䝽ーク䐟
ሗ㞟と評価ィ画❧

㻻㼀実践㐣⛬にお䛡るᛮ考㐣⛬に↔点を当てた演習を行䛖。ᶍᨃ事例をもとにᚲ要となるሗ
㞟と評価ィ画❧について演習する。

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

3 実習グ㘓䐠（S㻻APのグ㍕）

実習にお䛡る᪥䚻の実習グ㘓のグ㍕方法について演習する

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習（30分）：前ᅇの授業内容を習しておく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

2 実習グ㘓䐟（ᐈほほのグ㍕）

実習にお䛡る᪥䚻の実習グ㘓のグ㍕方法について演習する（ᐈほ・ほ）

す㔝⏤ᕼᏊ
事前学習（30分）：教科ヱ当箇所をㄞ䜣でおく。

事後学習（60分）：授業内でᥦ♧䛥䜜た課題に取り組䜐。

1

䜸リ䜶ンテーシ䝵ン
評価実習、⥲ྜ⮫ᗋ実習の฿㐩
┠ᶆと内容、実習方法、作業療
法実践㐣⛬

䜸リ䜶ンテーシ䝵ン
評価実習、⥲ྜ⮫ᗋ実習でồめら䜜る฿㐩┠ᶆと内容、作業療法参加ᆺ⮫ᗋ実習、作業療法の実践㐣⛬
について講義する。 す㔝⏤ᕼᏊ

事前学習(30分㻕：3年前期までに習ᚓした作業療法評価について習しておく。

事後学習（60分）：3年前期までに習ᚓした評価ᢏ法の実ᢏ⦎習をする。

授
業
ᴫ
要

⮫ᗋ実践でᏳ全かつຠᯝ的な⮫ᗋ実習を行䛖ため、⮫ᗋ実習にお䛡る対㇟⪅への᥋㐝ែᗘ、Ᏻ全⟶理・ឤᰁ症対⟇➼、⮫ᗋ実践でồめら䜜る実
習生としてのᇶ本的ጼໃやᇶ本的評価ᢏ⾡について⥲ྜ的に修ᚓする。䛣の科┠を㏻して、ᇶ本的ጼໃやྛ✀のほᐹ、㠃᥋、検ᰝ・ 定などにつ
いて、ྛ䚻䛜習ᚓ状況を☜認する䛣とで、⮫ᗋ実習にഛえて⮬らにᚲ要な課題を᫂☜にするᶵとする。

฿
㐩
┠
ᶆ

1㻕対㇟⪅への᥋㐝ែᗘなど、ᇶ本的ጼໃを㌟につ䛡る䛣と䛜で䛝る。
2㻕Ᏻ全⟶理・ឤᰁ症対⟇を実行で䛝る。
3㻕㠃᥋・ほᐹ・検ᰝ 定などのྛ✀評価ᢏ⾡を実で䛝る。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題➼）
担当教員

ᑓ㛛科┠
DP1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として高ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践する䛣と䛜で䛝る。

DP2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行ືする䛣とによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実践する䛣と䛜で䛝る。

作業療法評価学

DP3）┦ᡭをᑛ重し、⪅との䝁䝭䝳ニケーシ䝵ンを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜で䛝る。

DP4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤする䛣と䛜で䛝る。

DP5）ᖜᗈい教㣴と高い倫理ほをも䛱、クライアント中ᚰの医療をయ的にᥦ౪する䛣とによりᆅ域♫に㈉⊩する䛣と䛜で䛝る。

DP6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり⮬らのᑓ㛛領域を実践し⥆䛡る䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HOTF2 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇみཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
୍ぴ表にグ㍕䛥䜜ている㛫ᖏにཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当ヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

作業療法評価学⥲ྜ演習
Occupational Therapy Evaluation 

Comprehensive
ᚲ修 演習 1༢ 3年後期 す㔝⏤ᕼᏊ、ᮡ村┤ဢ

䕿
(15㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠担当教員
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留意事項
・本科┠は、⮫ᗋ実習䛂評価実習䛃をᒚ修するために修ᚓぢ㎸みであるᚲ要䛜ある。
・教科書を⏝するためẖ㛫ᣢ参する䛣と。
・授業内容は、実習に⮫䜐にあたり㠀ᖖに重要となるため、積極的に参加する䛣と。

参考図書など

➉ᯘᓫ(編㻕㻚 P㼀・㻻㼀・S㼀のための⮫ᗋ5年┠までに知䛳てお䛝たい予後予 の考え方㻚  医学書㝔㻚 2023 ISBN㻦987-4-260-
04961-0
㻓ᩪ⸨భ樹(編㻕㻚 作業でㄒる事例ሗ࿌ 作業療法レ䝆䝯の書䛝かた・考えかた　第２版㻚 医学書㝔㻚 2022 ISBN㻦978-4-260-0525-
8
京極┿, ⸨本୍༤, 小ᕝ┿ᐶ(೫㻕㻚 㻻CP・㻻㻲P・㻻BPで学作業療法実践の教科書㻚 䝯䝆カル䝡䝳ー♫㻚 2024 ISBN㻦978-4-7583-
2099-3
小ᯘ ᖾ治　ᒾ㷂 テルᏊ (編㻕㻚 䛣䛭ኚえよ䛖⮫ᗋ実習 㻍 作業療法のクリニカル・クラークシップ(CCS㻕䜺イド㻚 ୕㍯書ᗑ㻚 2017 
ISBN:978-4-89590-604-3
℈口㇏ኴ(編㻕㻚 ᶆ‽作業療法ᑓ㛛分㔝 作業療法 ⮫ᗋ実習とケースス䝍䝕ィ第䠏版㻚 医学書㝔㻚 2020 ISBN㻦978-4-260-
04126-3
京極┿㻚 作業療法ኈのための㠀ᵓᡂ的評価トレーニングブック䠐᮲௳䝯䝋ッド㻚 ㄔಙ書ᡣ㻚 2010 ISBN㻦 978-4-414-80204-7

アクティブ・ラーニング ᶍᨃ事例に対する⮫ᗋᛮ考㐣⛬➼のグループ䝽ークを実する

実務経験のある
教員による授業

リ䝝䝡リテーシ䝵ンの医療・⚟♴分㔝での実務経験を活かし、作業療法ኈとしてᚲ要なែᗘ・ᢏ⬟・ᛮ考㐣⛬の修ᚓを┠ᣦし
た講義・演習を行䛖。

評価 実ᢏ試験（ᢏ⬟・ែᗘ評価）100㻑

課題に対する
フィードバックの方法

授業内、㻓実ᢏ試験後に学生に対して講評を行䛖。

教科書

䛂⮫ᗋ実習　実習要⥘䛃を配布する。
㻓ᡯ⸨ᰤ୍(監修㻕，㔠田Ύ(編㞟㻕，田ᫀኵ(編㞟㻕，：P㼀・㻻㼀のための⮫ᗋᢏ⬟と㻻SCE 䝁䝭䝳ニケーシ䝵ンとຓ・検ᰝ 
定編 第2版補訂版 㼇WEBື画䛝㼉，㔠ཎ出版，2020，ISBN：978-4307750585．
⩚ᩔ・ᯇ田㝯治（編）．実習の要点を⥙⨶䟿作業療法⮫ᗋ実習のチ䜵ックポイント．䝯䝆カル䝡䝳ー♫㻚2020㻚 ISBN㻦978-4-
7583-2024-5
Ẽ䛜ぢえる 㼢㼛㼘㻚7　⬻・⚄経㻚 MEDIC MEDIA㻚 2017㻚 ISBN㻦 978-4-89632-686-4
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12
⬨㧊ᦆയにお䛡る作業療法
評価・治療方法②

⬨㧊ᦆയに対する作業療法介入・治療課⛬について講義・演習を行う。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

11
⬨㧊ᦆയにお䛡る作業療法
評価・治療方法①

⬨㧊ᦆയに対する作業療法評価について講義を行う。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

10
⬨㧊ᦆയ
ែ・障害ീ

⬨㧊ᦆയにお䛡るែと障害ീについて事例をえて講義を行う。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

9 症例基盤学習（㢌㒊外യ）

事例を通して㢌㒊外യ⪅の作業療法に関してグループワークを行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：該当箇所の教科書と配布資料を読み㏉し、理解する。

事後学習（60分）：グループワーク䛷の内容をᩚ理する。

8
症例基盤学習（㢌㒊外യ）
ែ・障害ീ

事例を通して㢌㒊外യ⪅の作業療法に関してグループワークを行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：該当箇所の教科書と配布資料を読み㏉し、理解する。

事後学習（30分）：グループワーク䛷の内容をᩚ理する。

7
㢌㒊外യにお䛡る作業療法の介
入・治療方法

㢌㒊外യにお䛡る作業療法の介入・治療方法に関する講義を行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：教科書・配資料の内容を復習する。

6
㢌㒊外യにお䛡る作業療法の評
価

㢌㒊外യにお䛡る作業療法の評価に関する講義を行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：教科書・配資料の内容を復習する。

5
㢌㒊外യ
ែ・障害ീ

㢌㒊外യのែ・障害ീに関する講義を行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：教科書・配資料の内容を復習する。

4
⬻⾑⟶障害にお䛡る作業療法
評価・治療方法②

⬻⾑⟶障害に対する作業療法介入・治療課⛬について講義・演習を行う。

岡本絵里加事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

3
⬻⾑⟶障害にお䛡る作業療法
評価・治療方法①

⬻⾑⟶障害に対する作業療法評価について講義を行う。

岡本絵里加事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

2
⬻⾑⟶障害
ែ・障害ീ

⬻⾑⟶障害にお䛡るែと障害ീについて事例をえて講義を行う。

岡本絵里加事前学習（30分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

1 身体障害作業療法の対㇟とᙺ

身体障☀作業療法の対㇟とᙺについて講義を行う。

宮内㈗அ事前学習（30分）：教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：教科書・配資料の内容を復習する。

授
業
ᴫ
要

作業療法の対㇟となる身体障害のある⪅の⠊ᅖ、作業療法のᙺ、障害とその介入・治療方法の基本を理解する。そのୖ䛷、௦表的な作業療法の対
㇟疾患䛷ある⬻⾑⟶障害などの中枢神経系疾患䜔、」㞧なែ䜔障害を♧す㢌㒊外യを中ᚰに、評価か䜙介入䜈の୍㐃の作業療法実㊶㐣⛬の基本
を学ぶ。また、医療ス䝍ッフの協ാ・㐃ᦠによる䝏ー䝮医療の᥎㐍をに㐍めるための྾䜔ᄟୗにకう䝸スク⟶理としてのၻ⑱等の྾ᘬのᢏ⾡等を
理解する。

฿
㐩
目
ᶆ

作業療法の対㇟となる身体障害のある⪅の⠊ᅖ、作業療法のᙺ、障害とその介入・治療方法の基本を理解する。そのୖ䛷、௦表的な作業療法の対
㇟疾患䛷ある⬻⾑⟶障害などの中枢神経系疾患䜔、」㞧なែ䜔障害を♧す㢌㒊外യを中ᚰに、評価か䜙介入䜈の୍㐃の作業療法実㊶㐣⛬の基本
を学ぶ。ྛ✀疾患䜈のල体的な介入ᢏ⬟の基本が修ᚓ䛷䛝るよう演習も✚ᴟ的に行う。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
担当教員

ᑓ㛛科目 㻰P1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝ビ䝸テーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶することが䛷䛝る。

作業治療学

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF1 䜸フィスアワー
本科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスアワー୍ぴ表にᥖ㍕さ䜜
た㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

身体障害作業療法学䊠
（⥲論・中枢神経系）

必修 講義

1༢

2ᖺ後ᮇ 岡本絵里加、宮内㈗அ
䕿Occupational Therapy for the Physically

Handicapped I (General, Central
Nervous System)

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目担当教員
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留意事項 臨床医学系の科目を復習しておくことが望ましい。

参考図書など
身体障害の作業療法改訂第6版／Heidi McHugh Pendleton，Winifred Schultz-Krohn 編著山口　昇，宮前珠子 監訳／協同医書
出版／6版／ISBN:978-4-7639-2137-6
作業処方（症例の分析と思考プロセス）／監修：武田淳史、編集：浅沼辰志／メジカルビュー／ISBN:978-4-7583-1475-6

アクティブ・ラーニング
【ディスカッション・実習とグループワーク】摂食障害について実習を通じてその要因について学ぶ。
【ディベート】対峙する治療理論を担当させ協議体験を通じて有効な介入法について理解する。

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、身体障害領域、特に中枢神経系に対する作業療法の基本的な知識と手法につ
いての考え方について講義する。

評価 学習評価は筆記試験（50％），小テスト（30％）,レポート課題・発表点等（20％）によって行う。

課題に対する
フィードバックの方法

授業内もしくは必要に応じて授業外にて学生に対してフィードバックを行う。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害／日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集／協同医書出版／3版／
ISBN:978-4-7639-2121-5

15 まとめ

学習した疾患の内容の復習を行う。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

14 症例基盤型学習②

学習した疾患の症例を通し、実際の支援について考える演習を通して理解を深める。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

13 症例基盤型学習①

学習した疾患の症例を通し、実際の支援について考える演習を通して理解を深める。

岡本絵里加事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読み、理解を深める。

事後学習（30分）：配布資料と説明した教科書の内容を復習しておくこと。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
形態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
ᖺ次

科目ᢸ当教員 実務経験の
ある教員に
よる科目

身体障害作業療法学䊡
（整形外科系・変性疾患）

ᚲ修 講義

1༢

3ᖺ前期 㕥ᮌ　㞝、畑中　康志
䕿

Occupational Therapy for Physical
Disorders II (Orthopedic Surgery /

Degenerative Diseases)

㻔30㛫㻕

本科目に関する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関㐃

ᑓ㛛科目
㻰P1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝ビ䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶することがで䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行ືすることによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶することがで䛝る。

授
業
ᴫ
せ

こ䜜までに学ん䛰身体障害領域の作業療法の基本を䜒とに、整形外科系疾患、⬨㧊損傷、呼吸器疾患、心疾患、⚄経変性疾患・がん（䝍ー䝭䝘ルをྵ
䜐）➼、評価か䜙ධ䜈の୍㐃の作業療法実㊶㐣⛬の基本を学䜆。ྛ✀疾患䜈のල体的な実㊶ᢏ⬟の基本が修ᚓで䛝るよう₇習䜒✚ᴟ的に行う。୍
㐃の経験を㏻し、整形外科系のྛ✀疾患䜔変性疾患を対㇟としたල体的な訓練方法䜔✀䚻のධ方法に関する⌮解を῝める。

฿
㐩
目
標

1）整形外科系疾患、⬨㧊損傷、呼吸器疾患、心疾患、⚄経変性疾患・がんの୍㐃の作業療法実㊶㐣⛬が説᫂で䛝る
2）整形外科系のྛ✀疾患䜔変性疾患のල体的な訓練方法䜔ධ方法について説᫂で䛝る

作業治療学

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い⌮ほを䜒䛱、クラ䜲アント中心の医療を体的にᥦ౪することによ䜚ᆅ域♫会に㈉⊩することがで䛝る。

㻰P6）༞業後䜒⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟た䜚⮬䜙のᑓ㛛領域を実㊶し⥆䛡ることがで䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF1 䜸フィスア䝽ー

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

1 ⬨㧊損傷

作業療法実㊶（治療・訓練・指導・援助）、事例検討（教科書第3❶䊢）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

2 関⠇䝸䜴䝬䝏

1.関⠇䝸䜴䝬䝏とは、2.䠮䠝の基♏知識、3.実㊶、4.日ᖖ⏕活活ືᨭ援のテクニック、5.ఫ⎔ቃ整ഛᨭ
援、6.䠮䠝教⫱（教科書第3❶䊦）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

3 整形外科

㦵ᢡ、変形性関⠇症、䛭のの整形外科疾患（教科書第3❶䊤）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

4 䝟ー䜻ン䝋ン病

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討（教科書第3❶䊧）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

5 ⬨㧊小⬻変性症

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討（教科書第3❶䊨）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

6 ⚄経➽疾患

⚄経➽疾患（ϸ.䜼ランバ䝺ー症ೃ⩌、Ϲ.➽ᙉ┤性ジストロフィー（教科書第3❶䊩）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

7 ⚄経➽疾患

⚄経➽疾患（Ϻ.ከⓎ性◳症、ϻ.➽ⴎ⦰性ഃ⣴◳症、㔜症➽↓ຊ症、䛭の）（教科書第3❶
䊩）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

8 ⭘⒆

⭘⒆（ϸ.ஙがん、Ϲ.⤊ᮎ期がん）（教科書第3❶䊫）

㕥ᮌ　㞝
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

9
上肢と手の外科
【⥲ㄽ】

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

10
上肢と手の外科
【ᮎᲈ⚄経障害】

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助，4.事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

11
上肢と手の外科
【⫪，⫝の㦵ᢡ・⬺⮻】

1.病態と障害像，2.評価と目標設定，3.治療・訓練・指導・援助　4䠊事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

12
上肢と手の外科
【手，手指の㦵ᢡ・⬺⮻】

1.病態と障害像，2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4䠊事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する
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13
上肢と手の外科
【腱損傷，切断，熱傷】

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

14
内部障害
【心臓，呼吸器疾患】

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

15
内部障害
【腎疾患，糖尿病】

1.病態と障害像、2.評価と目標設定、3.治療・訓練・指導・援助、4.事例検討

畑中　康志
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

評価 定期試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

授業中に予習確認のための小テストと事後学習としての宿題を課し、次回の授業中に課題に対する解説を行う。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害／日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集／協同医書出版／3版／
ISBN：978-4-7639-2121-5

留意事項 臨床医学系の科目を復習しておくことが望ましい。

参考図書など
身体障害の作業療法改訂第6版／Heidi McHugh Pendleton，Winifred Schultz-Krohn 編著山口　昇，宮前珠子 監訳／協同医書
出版／6版／ISBN：978-4-7639-2137-6
作業処方（症例の分析と思考プロセス）／監修：武田淳史、編集：浅沼辰志／メジカルビュー／ISBN：978-4-7583-1475-6

アクティブ・ラーニング 本講義では特に設定していない

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、整形外科系・変性疾患に対する作業療法の基本的な知識と手法についての考
え方について講義する。
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

身体障害作業療法学䊢（応用）
ᚲ修 演習 1༢ 3ᖺ後期 増田䚷雄亮䠈岡本 ⤮㔛ຍ䠈宮内 ㈗அ

䕿
㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥 㼒㼛㼞 㼜㼔㼥㼟㼕㼏㼍㼘 㼔㼍㼚㼐㼕㼏㼍㼜㼟䊢 (30㛫)

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄ᙜ
ᖺ次

科目ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科目
㻰㻼1）┳ㆤཬびリハビリテーションのᑓ㛛⫋として高ᗘな▱㆑と技⾡を身につけ、実践すること䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行動することによりၥ題ゎỴにྥけて実践すること䛜できる。

作業治療学

㻰㻼㻡）ᖜᗈい教㣴と高い理ほを䜒䛱、クライアント中ᚰの医療を体的にᥦ౪することによりᆅᇦ社会に㈉⊩すること䛜できる。

㻰㻼㻢）卒業後䜒⮬ᕫ研㛑に努め、生ᾭにわたり⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆けること䛜できる。

䝘ンバリング䝁ード HOTF2 䜸フィスア䝽ー
本科目に関する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬびู㏵公開する䜸フィスア䝽ー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥れ
た㛫にཷけける

授業科目༊分 卒業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関連

1
作業に↔点をᙜてた実践
「意のある作業」について

作業に↔点をᙜてた実践（㻻B㻼）䜔行動理論、意のある作業について学䜆。

岡本 ⤮㔛ຍ
事前学習：作業に↔点をᙜてた実践（㻻B㻼）について、調べ学習をしてお䛟こと（30分）

事後学習：第1回の授業で学んだ内容について復習すること (20分)

授
業
ᴫ
せ

に中ᯡ⚄経⣔にᝈ䜔障害のある対㇟⪅への基本的な身体障害作業療法プログラムと、䜶ビ䝕ンスに基䛵いたリハビリテーションの適用㐣⛬につい
て、実践的に学習する。䛥䜙に、医学的リハビリテーションの❧ሙか䜙I㻯㻲をゎ㔘し、「活動と参ຍ」のᣑを目指した目ᶆ（課題）指ྥ型の作業療法ᡓ␎
（基本方㔪・目ᶆタᐃ・プログラム）を❧・ィ⏬するための演習を行う。

฿
㐩
目
ᶆ

(1) ⮫ᗋ⌧ሙにおいて、作業に↔点をᙜてた実践䜔行動理論に基䛵いた評価䜔治療をㄝ᫂すること䛜できる。
(2) ᛴᛶ期リハビリテーションの特ᚩとᙺを理ゎし、ᛴᛶ期での作業療法に関してㄝ᫂できる。
(3) 回復期リハビリテーションにおける作業療法の実践プロ䝉スについてㄝ᫂できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習䚷（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

3 作業療法評価・演習䐠

作業㉁ၥ⣬（㻻㻽）、意ᚿ㉁ၥ⣬（㼂㻽）の評価を学䜆。【評価演習】

岡本 ⤮㔛ຍ
事前学習：ே㛫作業䝰䝕ルにおける評価について、調べ学習をしてお䛟こと（30分）

事後学習：第3回の授業で学んだ内容について復習すること (20分)

2 作業療法評価・演習䐟

作業に関する⮬ᕫ評価改ᐃ第2版（㻻S㻭-Ⅱ）の評価を学䜆。【評価演習】

岡本 ⤮㔛ຍ
事前学習：ே㛫作業䝰䝕ルにおける評価について、調べ学習をしてお䛟こと（30分）

事後学習：第2回の授業で学んだ内容について復習すること (20分)

5
症例基盤型学習
（㻹㻻㻴㻻によるゎ㔘）

クライ䜶ントにとって㔜せな作業、作業㐙行障害について、症例を検討する。【事例検討】

岡本 ⤮㔛ຍ
事前学習：第4回までの講義を復習をしてお䛟こと（30分）

事後学習：㻓第㻡回の授業で学んだ内容について復習すること (20分)

4 作業療法評価・演習䐡

生活行Ⅽྥୖ䝬䝛䝆䝯ント（㻹㼀㻰㻸㻼）について学び、演習シートを作ᡂして䜏よう。

岡本 ⤮㔛ຍ
事前学習：生活行Ⅽྥୖ䝬䝛䝆䝯ントについて、調べ学習をしてお䛟こと（30分）

事後学習：第4回の授業で学んだ内容について復習すること (20分)

7
症例基盤型学習
（ᛴᛶ期：䜹ルテሗ）

各ᝈのリスクを理ゎし、Ᏻ全に作業療法をᒎ開できるための方法の理ゎを῝める。【ಶู・グ
ループ演習】

宮内 ㈗அ
事前学習：身体障害作業療法学Ⅰ/Ⅱで学んだ内容を復習してお䛟こと（30分）

事後学習：第7回の講義で学んだ内容を復習すること（20分）

6 ᛴᛶ期リハビリテーションのᴫせ

ᛴᛶ期リハビリテーションの特ᚩとᙺを理ゎする。

宮内 ㈗அ
事前学習：身体障害作業療法学Ⅰ/Ⅱで学んだ内容を復習してお䛟こと（30分）

事後学習：第㻢回の講義で学んだ内容を復習すること（20分）

9
症例基盤型学習
（ᛴᛶ期：ண後ண ）

中ᯡ⚄経⣔のண後ண を学䜆。【ಶู・グループ演習】

宮内 ㈗அ
事前学習：身体障害作業療法学Ⅰ/Ⅱで学んだ内容を復習してお䛟こと（30分）

事後学習：第9回の講義で学んだ内容を復習すること（20分）

8
症例基盤型学習
（ᛴᛶ期：リスク⟶理）

症例を㏻してリスク⟶理を学び、各リスクに対する理ゎを῝める。【ಶู・グループ演習】

宮内 ㈗அ
事前学習：身体障害作業療法学Ⅰ/Ⅱで学んだ内容を復習してお䛟こと（30分）

事後学習：第8回の講義で学んだ内容を復習すること（20分）

11
回復期リハビリテーション病棟に
おける作業療法

回復期リハビリテーション病棟における作業療法実践について講義する。

増田 雄亮
事前学習：回復期リハビリテーションについて復習してお䛟こと (20分)

事後学習：㓄ᕸ㈨ᩱを復習すること (30分)

10
症例基盤型学習
（ᛴᛶ期：I㻯㼁）

I㻯㼁のᙺ䜔特ᚩ、作業療法評価・介ධに関して理ゎを῝める。【ಶู・グループ演習】

宮内 ㈗அ
事前学習：身体障害作業療法学Ⅰ/Ⅱで学んだ内容を復習してお䛟こと（30分）

事後学習：第10回の講義で学んだ内容を復習すること（20分）
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13
回復期リハビリテーション病棟に
おける作業療法
（症例基盤型学習）

回復期リハビリテーション病棟における作業療法実践について事例検討を行う。【グループ演習】

増田 雄亮
事前学習：回復期リハビリテーションにおける作業療法についてグループ演習を行うこと (20分)

事後学習：教員指導の下で、症例基盤型学習を行うこと (30分)

12
回復期リハビリテーション病棟に
おける作業療法
（症例基盤型学習）

回復期リハビリテーション病棟における作業療法実践について事例検討を行う。【グループ演習】

増田 雄亮
事前学習：回復期リハビリテーションにおける作業療法についてグループ演習を行うこと (20分)

事後学習：教員指導の下で、症例基盤型学習を行うこと (30分)

15
回復期リハビリテーション病棟に
おける作業療法
（症例基盤型学習）

回復期リハビリテーション病棟における作業療法実践について事例検討を行う。【グループ演習】

増田 雄亮
事前学習：回復期リハビリテーションにおける作業療法についてグループ演習を行うこと (20分)

事後学習：教員指導の下で、症例基盤型学習を行うこと (30分)

14
回復期リハビリテーション病棟に
おける作業療法
（症例基盤型学習）

回復期リハビリテーション病棟における作業療法実践について事例検討を行う。【グループ演習】

増田 雄亮
事前学習：回復期リハビリテーションにおける作業療法についてグループ演習を行うこと (20分)

事後学習：教員指導の下で、症例基盤型学習を行うこと (30分)

留意事項
これまでの各科目で学んだ内容を作業療法実践へ応用するために、統合的な演習を実施する。特に、「身体障害作業療法学Ⅰ/
Ⅱ」「高次脳機能障害作業療法学」「運動学」「日常生活支援論」「作業分析学」「作業療法理論」「作業療法研究法」に関連する内
容を取り扱う。事前学習と事後学習をしっかり行い、これまでの学びを統合できるように努めること。

参考図書など 脳卒中治療ガイドライン、作業療法ガイドラインなどの診療ガイドラインを適宜紹介する。

アクティブ・ラーニング 実技演習、調べ学習、プレゼンテーションなどを実施する。

実務経験のある
教員による授業

リハビリテーション医療における作業療法実践の経験を活かし、身体障害作業療法の基本的な治療プログラムに関する講義・演
習と症例基盤型学習を実施する。

評価
岡本：小テスト・学習課題
宮内：グループレポート・プレゼンテーション
増田：グループレポート・プレゼンテーション

課題に対する
フィードバックの方法

レポート課題とプレゼンテーションの得点を合わせて公開する。

教科書
日本作業療法士協会（監修）/作業療法学全書改訂第3版 第4巻 作業治療学1 身体障害/協同医書出版社/2008/ISBN:978-4-
7639-2121-5
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ᅇ

12 事例検討②

グループワーク

杉村 直哉
事前学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

事後学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

11 事例検討①

グループワーク

杉村 直哉
事前学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

事後学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

10 ᝈ別作業療法䐢

パー䝋䝘リティー（≉にB㻼㻰）䠈㌟య表⌧ᛶ障害（≉に転ᛶ障害）䠈
大ேの発㐩障害（≉に㻭S㻰と㻭㻰㻴㻰をྵめる）䠈ჾ㉁ᛶ精神ᝈ䠈てん䛛ん

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

9 実ឤ別作業療法③

Ᏻ䠈ᙉ㏕ᛶ障害䠈ᦤ㣗障害䠈౫Ꮡ（≉にアル䝁ール౫Ꮡ）䠈
㐺応反応䠈ᚰ的外യ後䝇トレ䝇

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

8 ᝈ別作業療法②

う䛴䠈極

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

7 ᝈ別作業療法①

⤫ྜኻㄪ

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

6
作業療法の࿘㎶にある
多ᵝな療法・ᨭ③

精神科䝕䜲䜿ア、精神科ゼၥ┳ㆤ、ᑵປᨭ（I㻼Sをྵめる）、
リワークプ䝻グラ䝮、㻭㻯㼀、䝢ア䝃ポート、ᐙ᪘ᨭ

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

5
作業療法の࿘㎶にある
多ᵝな療法・ᨭ②

N㻱㻭㻾、S㻯I㼀、㻹㻯㼀、ᚰ⌮教⫱（I㻹㻾をྵめる）、䝬䜲ンドフル䝛䝇、リラク䝉ーション、
㐠ື（㌟యアプ䝻ー䝏）、ᅬⱁ療法、ⱁ⾡療法

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

4
作業療法の࿘㎶にある
多ᵝな療法・ᨭ①

ㄆ知行ື療法、SS㼀、対ே関ಀ・社リ䝈䝮療法、行ືάᛶ療法、
精神分ᯒ療法、᳃⏣療法、内ほ療法

杉村 直哉
事前学習（30分）：発表資料作成

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

3 精神科作業療法の実践プ䝻䝉䝇

障害のᴫᛕ、医学䝰䝕ルと⏕ά䝰䝕ル、I㻯㻲に䛴いて、
作業療法の実㝿のὶれ、ᅇẁ㝵にἢった作業療法

杉村 直哉
事前学習（30分）：教科書のヱ当⟠ᡤをㄞんでண習する

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

2 精神科作業療法の治療ᵓ㐀

治療ᵓ㐀とはఱ䛛、作業療法の実施形態（個ே・㞟ᅋ）、作業㠃᥋に䛴いて

杉村 直哉
事前学習（30分）：教科書のヱ当⟠ᡤをㄞんでண習する

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

1 精神医療のṔྐ

精神医療のṔྐ、ㅖ外ᅜにお䛡る精神科作業療法のኚ㑄、
䜟がᅜにお䛡る精神科作業療法のὶれ

杉村 直哉
事前学習（30分）：作業療法ᴫㄽの習

事後学習（30分）：講義の習、知識のᩚ⌮

授
業
ᴫ
要

ᮏ授業では、精神科作業療法実践の基ᮏとなる治療ᵓ㐀のᤊえ方に䛴いて学び、評価、ィ⏬、ධ、䝰ニ䝍リング、評価の୍㐃の治療プ䝻䝉䝇を⌮
ゎする。ධのᡭ法として、精神科作業療法でά⏝䛥れるᵝ䚻なᚰ⌮社的治療䜔䝰䝕ルを知り、㐺ษにά⏝するための知識を㌟に䛴䛡る。この学び
を事例の作業療法経過と対ẚして⌮ゎし、考察・実践できる力を㣴う。
これ䜙୍㐃の授業は事前学習→授業内での発表→講義とフィードバック→振り返り という䛂反転授業䛃の形式で展開䛥れる。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）精神科作業療法の治療ᵓ㐀に䛴いて⌮ゎできる
2）精神科作業療法の展開方法に䛴いて⌮ゎできる
3）精神科作業療法でά⏝䛥れるᚰ⌮社的治療䜔䝰䝕ルに䛴いて⌮ゎできる
4）ྛᝈに対する作業療法実践例䛛䜙㐺ษな臨ᗋᛮ考過⛬を導き出すことができる

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題➼）
担当教員

ᑓ㛛科┠
㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基づきయ的に行ືすることによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実践することができる。

㻰㻼3）相ᡭをᑛ㔜し、他⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを㏻じてⰋዲな関ಀを⠏いて発展䛥䛫ることができる。

作業治療学

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤ与することができる。

䝘ンバリング䝁ード HPTE2/HOTF1 䜸フィ䝇アワー
ᮏ科┠に関する㉁ၥは、授業の前後ཬび別㏵බ開する䜸フィ䝇アワー୍ぴ表にᥖ㍕䛥れ
た㛫にཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授与の方㔪と当ヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

精神障害作業療法学䊠（⥲ㄽ）
必ಟ 講義 1༢ 2ᖺ後ᮇ 杉村 直哉

䠉
㻼㼟㼥㼏㼔㼕㼍㼠㼞㼕㼏 㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼀㼔㼑㼞㼍㼜㼥 䊠 (30㛫)

授業科┠のྡ⛠
必ಟ・

㑅ᢥの別
授業
形態

༢ᩘ
(㛫ᩘ)

㓄当
ᖺḟ

科┠担当教員
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留意事項
この授業では、グループごとに役割を分担し、事前のレポート課題に取り組む。またグループワークで事例の作業療法経過をま
とめる課題に取り組む。したがって、相互協力の姿勢が学びに多大な影響を与える。このことを肝に銘じて積極的に授業に臨ん
でいただきたい。

参考図書など
冨岡詔子、他(編)/作業治療学2　精神障害 改訂第3版/協同医書出版/2010/ISBN: 978-4763921222
早坂友成、他(編)/精神科リハビリテーション評価ハンドブック/中外医学社/2023/ISBN: 978-4498229464

アクティブ・ラーニング
反転授業（事前学習→授業内での発表→講義とフィードバック→振り返り）の形式で展開する。
またグループワークで事例の作業療法経過をまとめ、発表・討議する。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は、精神科作業療法に関する豊富な実務経験を有し、これに基づいて実践的な指導を行う。

評価 授業内のレポート発表と参加態度30%、事例報告の発表内容および参加態度40%、リアクションペーパー（意欲・気づき）30%、

課題に対する
フィードバックの方法

課題は毎授業内でフィードバックを行う。必要に応じて個別指導を実施する。

教科書 早坂友成(編)/最新作業療法学講座 精神障害作業療法学/医歯薬出版/2025/ISBN: 978-4263267233

15 事例報告②

グループごとに、事例の作業療法経過と考察を発表する

杉村 直哉
事前学習（30分）：事例報告の発表資料準備

事後学習（30分）：事例報告で学んだ知識の振り返り

14 事例報告①

グループごとに、事例の作業療法経過と考察を発表する

杉村 直哉
事前学習（30分）：事例報告の発表資料準備

事後学習（30分）：事例報告で学んだ知識の振り返り

13 事例検討③

グループワーク

杉村 直哉
事前学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

事後学習（30分）：事例報告に必要な文献検索、まとめ

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

11
ჾ㉁ᛶ精神障害に対する作業療
法

ჾ㉁ᛶ精神障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P174-P181の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

10
ඣ❺・ᛮ期の障害に対する作
業療法

ඣ❺・ᛮ期の障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P168-P174の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

9
䝟ー䝋䝘䝸ティ障害に対する作業
療法

䝟ー䝋䝘䝸ティ障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P161-P167の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

8 神経ᅪに対する作業療法

神経ᅪに対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P149-P154の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

7 神経ᅪに対する評価

神経ᅪに対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P149-P154の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

6 Ẽ分障害に対する作業療法

Ẽ分障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P141-P148の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

5 Ẽ分障害に対する評価

Ẽ分障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P141-P148の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

4 ⤫ྜኻㄪに対する作業療法

⤫ྜኻㄪに対する作業療法の理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P131-P140の該当箇所を読んでくる。　

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

3 ⤫ྜኻㄪに対する評価

⤫ྜኻㄪに対する作業療法評価の理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P131-P140の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

2 作業療法䛜䛚䛣な䜟䜜るሙ

作業療法の治療ᵓ㐀と実践のሙ、プ䝻䝉ス

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P87-P130の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

1 精神科作業療法の手段

作業・作業活動をしたᅇ復ᨭ、⏕活ᨭ

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P87-P130の該当箇所を読んでくる。　

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

授
業
ᴫ
せ

　精神障害作業療法学䊠（⥲ㄽ䠅で学ん䛰知㆑を䜒とに、対象者に対する疾患別・障害別の評価や治療ᢏ法について₇習や実ᢏを通して、䛭の知
㆑・ᢏ⬟を深める。評価では、ሗ㞟やグ㘓・ሗ࿌、ほᐹ、㠃᥋、㉁ၥ⣬を⏝いた評価法の実践ᢏ⬟を修ᚓする。治療ᢏ法については作業活動
や㞟ᅋ療法、ᚰ理教⫱やᐙ᪘ᨭ、SS㼀（⏕活ᢏ⬟カ⦎䠅➼について、目的や方法を理解し治療プ䝻グラ䝮の❧䛜ฟ᮶るように学習をすすめる。

฿
達
目
ᶆ

1䠅疾患別の作業療法評価について、理解で䛝る。
2䠅疾患別の作業療法の治療について、理解で䛝る。
3䠅評価⤖ᯝか䜙治療プ䝻グラ䝮の❧までのὶ䜜を理解で䛝る。

授業項目
授業ෆᐜ

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼䠅
ᢸ当教員

ᑓ㛛科目
㻰P1䠅┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テーションのᑓ㛛⫋として㧗度な知㆑とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践する䛣と䛜で䛝る。

㻰P2䠅科学的᰿ᣐに基䛵䛝体的に行動する䛣とによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実践する䛣と䛜で䛝る。

作業治療学

㻰P3䠅┦ᡭをᑛ㔜し、者とのコ䝭䝳ニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜で䛝る。

㻰P4䠅ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜で䛝る。

㻰P5䠅ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほを䜒䛱、クラ䜲アン䝖中ᚰの医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅᇦ♫会に㈉⊩する䛣と䛜で䛝る。

㻰P6䠅༞業後䜒⮬ᕫ研㛑にດめ、⏕ᾭに䜟た䜚⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡る䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別㏵බ㛤するオフィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕䛥
䜜た㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚲ修 ₇習 1༢ 3年前期 三川 年正
䕿

㻔30㛫)

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧ態

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ)

配当
年ḟ

科目ᢸ当教員

精神障害作業療法学䊡（ྛㄽ䠅

Study of psychiatric ocupational
㼠㼔㼑㼞㼍㼜㼥䊡
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留意事項 授業の参加態度とは、積極的な授業への参加を指す。

参考図書など 精神障害と作業療法/新版 /ISBN:978-4-89590-583-1

アクティブ・ラーニング ディスカッションやグループワークを行う

実務経験のある
教員による授業

精神科作業療法士としての臨床経験と研究活動を活かして実践的な講義を行う。

評価 期末試験70%　授業の参加態度30%

課題に対する
フィードバックの方法

希望者を対象にオフィスアワーにてフィードバックを実施する。

教科書 作業治療学2　精神障害/改訂第3版/2010/日本作業療法協会監修/協同医書/ISBN:978-4-7639-2122-2

15 疾患・障害別作業療法のまとめ

疾患・障害別作業療法の実際について理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 講義中に配布した資料に目を通す。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

14 摂食障害に対する作業療法

知的障害・発達障害に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P154-P160の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

13
アルコール・薬物依存に対する作
業療法

アルコール・薬物依存に対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P194-P197の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

12 てんかんに対する作業療法

てんかんに対する作業療法を理解を深める。

三川 年正
事前学習（30分)： 教科書P188-P193の該当箇所を読んでくる。

事後学習（30分)： 参考図書、配布資料を基に授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
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ᅇ

11 作業の発達

人、作業、⎔ቃのど点か䜙作業の発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲事前学習（30分）：作業療法ᴫㄽの当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

10 ア䜹デ䝭ックス䜻ルの発達

㖄➹のᢕᣢ、書Ꮠ動作など学⏝ရの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

9 ADLの発達

㣗事、᭦⾰、ἥなどADLの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：評価学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

8 社ᛶの発達

ẕ子関ಀ、ឡ╔のᙧ成などの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

7 ゝㄒの発達

ヰこと䜀などのゝㄒの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

6 認知の発達

䝢ア䝆䜵などの認知理ㄽを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

5 ឤぬ⤫ྜの発達

前ᗞぬ、ᅛ有ཷ容ぬなどのឤぬ⤫ྜの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：㐠動学などで学習した動作分ᯒの方法について確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

4 ឤぬの発達

どぬ、⫈ぬ、ゐぬなどឤぬの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲事前学習（30分）：㐠動学などで学習した動作分ᯒの方法について確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

3 ᚤ⣽㐠動の発達

ᚤ⣽㐠動の発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲事前学習（30分）：㐠動学などで学習した動作分ᯒの方法について確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

2 ⢒㐠動の発達

⢒㐠動・原ጞᑕ・ᛂの発達にకうኚを理解し、䛭れ䜙の評価方法を学習する

笹田　哲事前学習（30分）：㐠動学などで学習した動作分ᯒの方法について確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

1 発達とは、発達の原理

発達の定⩏や原理を理解し、作業療法の果たすᙺや特徴を学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

授
業
ᴫ
要

発達障害にお䛡る対㇟と障害ീを理解し、作業療法ኈにồめ䜙れるᙺについて学習する。ライフステー䝆にἢった支援のあり方、㐟びの発達を学習
し、発達障害にお䛡る㐟びのᙺについて考え、治療にᛂ⏝するためのᇶ本的知識を㌟につ䛡る。

฿
達
目
ᶆ

1）㻌発達障害のᇶ本的なᴫᛕを理解で䛝る
2）㻌発達障害に対する作業療法評価にᚲ要な知識（㐠動や認知䠈社ᛶ䠈㐟びなどの定型発達）を習ᚓで䛝る
3）㻌評価結果か䜙作業療法介ධまでのᇶ本的な方␎についてㄝ᫂で䛝る

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

ᑓ㛛科目 DP1）┳ㆤ及び䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶すること䛜で䛝る。

DP2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行動することにより問題解決にྥ䛡て実㊶すること䛜で䛝る。

作業治療学

DP3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを通䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫ること䛜で䛝る。

DP4）ಖ・་療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関連⫋✀と連ᦠし、人䚻のᗣにᐤすること䛜で䛝る。

DP5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クライアント୰心の་療をయ的にᥦ౪することによりᆅ域社に㈉⊩すること䛜で䛝る。

DP6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟たり⮬䜙のᑓ㛛領域を実㊶し⥆䛡ること䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF1 䜸フィスアワー 本科目に関する㉁問は、授業の前後及び䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚲ修 講⩏ 1༢ 3ᖺ前期 笹田　哲
䕿

㻔30時間㻕

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

㓄当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員

発達障害作業療法学䊠（総ㄽ）

Occupational Therapy in the 
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留意事項 小児科学、発達心理学など既習科目の知識をもとに授業を行う

参考図書など 随時紹介する

アクティブ・ラーニング
課題解決型の事前学習を元に授業内を進行する。また学習の振り返りを目的として授業内確認テスト、定期テストの設問の一部
をグループワークを通して作成検討する

実務経験のある
教員による授業

発達障害領域での作業療法経験を活かし、発達障害の要因や支援の枠組み、評価について授業を実施する

評価 定期試験60%、授業内確認テスト40%

課題に対する
フィードバックの方法

定期試験は結果の講評の掲示及び個別に伝える

教科書
笹田哲監修：イラストと動画で学ぼう！人間発達学/診断と治療社/2023/新田収,笹田哲,内昌之編集/ISBN:978-4787826237、知
りたかった！PTOTのための発達障害ガイド/金原出版/2012/ISBN：978-4307251549

15 まとめ

本授業をまとめ、総括する

笹田　哲
事前学習（60分）：これまでに学習した内容を確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

14 発達関連検査

子どものADL検査、疾患特有の発達系検査の特徴と採点法について学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

13 知能検査

WISC-Ⅴなどの知能検査の特徴と採点法について学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

12 発達検査

デンバーⅡ、遠城寺などの発達検査の特徴と採点法について学習する

笹田　哲
事前学習（30分）：小児科学、人間発達学、発達心理学の当該内容を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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ᅇ

12 作業療法介入䐠

発達障害作業療法領域と᥋㏆する理ㄽ、アプ䝻ー䝏について学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

11 作業療法介入䐟

発達障害作業療法領域で実㊶䛥れる理ㄽ、アプ䝻ー䝏について学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

10 発達ᛶ༠ㄪ㐠動障害

発達ᛶ༠ㄪ㐠動障害の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

9 㝈ᒁᛶ学習

㝈ᒁᛶ学習の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

8 ὀ意Ḟ㝗ከ動

ὀ意Ḟ㝗ከ動の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

7 ⮬㛢ス䝨クトラ䝮

⮬㛢ス䝨クトラ䝮の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

6 䝎䜴ンೃ⩌

⮬㛢ス䝨クトラ䝮の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

5 ⢭⚄発達㐜

⢭⚄発達㐜の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

4 㔜心㌟障害

㔜心㌟障害の定義、な䜙びに評価、目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

3 ➽ᝈ

➽ᝈの評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

2 ⬻ᛶ㯞⑷䐠

アテトーゼ型⬻ᛶ㯞⑷の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

1 ⬻ᛶ㯞⑷䐟

②┤型⬻ᛶ㯞⑷の評価な䜙びに目ᶆ設定、介入プ䝻グラ䝮などについて学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

授
業
ᴫ
要

発達障害別の作業療法について学習する。なᝈの原因や障害との㛵ಀを理解し、作業療法ኈとして治療実㊶をලయ的に設定する。また、୧親や
家族の心理的社的≧ἣを理解し支援の方法を理解する。

฿
達
目
ᶆ

1）なᝈの原因と≉ᚩ、問題Ⅼをᣲ䛢ること䛜で䛝る。
2）ྛ障害にあ䜟䛫て、作業療法のලయ的な治療ィ画を❧すること䛜で䛝る。
3）୧親や家族に対する援ຓやᣦᑟを検討すること䛜で䛝る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科目
㻰P1）┳ㆤ及び䝸䝝䝡䝸テー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実㊶すること䛜で䛝る。

㻰P2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行動することにより問題解決にྥ䛡て実㊶すること䛜で䛝る。

作業治療学

㻰P3）┦ᡭをᑛ㔜し、⪅との䝁䝭䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを通じてⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫ること䛜で䛝る。

㻰P4）ಖ・་療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の㛵㐃⫋✀と㐃ᦠし、人䚻のᗣにᐤすること䛜で䛝る。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と㧗い理ほをも䛱、クライアント୰心の་療をయ的にᥦ౪することによりᆅ域社に㈉⊩すること䛜で䛝る。

㻰P6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、⏕ᾭに䜟たり⮬䜙のᑓ㛛領域を実㊶し⥆䛡ること䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF1 䜸フィスアワー 本科目に㛵する㉁問は、授業の前後及び䝯ールでཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科目

ᚲ修 ₇習 1༢ 3ᖺ後期 笹田　哲
䕿

㻔30時間㻕

授業科目のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科目ᢸᙜ教員

発達障害作業療法学䊡（ྛㄽ）

Occupational Therapy in the 
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留意事項 小児科学、発達心理学など既習科目の知識をもとに授業を行う

参考図書など 随時紹介する

アクティブ・ラーニング
課題解決型の事前学習を元に授業内を進行する。また学習の振り返りを目的として授業内確認テスト、定期テストの設問の一部
をグループワークを通して作成検討する

実務経験のある
教員による授業

発達障害領域での作業療法経験を活かし、発達障害の要因や支援の枠組み、評価について授業を実施する

評価 定期試験60%、授業内確認テスト40%

課題に対する
フィードバックの方法

定期試験は結果の講評の掲示及び個別に伝える

教科書
笹田哲/不器用外来.診断と治療社/2025、笹田哲監修/イラストと動画で学ぼう！人間発達学/診断と治療社/2023/ISBN:978-
4787826237、新田収,笹田哲,内昌之編集/知りたかった！PTOTのための発達障害ガイド/金原出版/2012/ISBN:978-
4307251549

15 まとめ

本授業をまとめ、総括する

笹田　哲事前学習（60分）：これまでに学習した内容を確認しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

14 事例検討

小児作業療法の事例をもとに、グループに分かれプレゼンし、評価、介入について考察する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

13 家族支援

母親支援をはじめ、兄弟サポートなどの家族支援について学習する

笹田　哲事前学習（30分）：人間発達学、発達障害作業療法学Ⅰの講義資料を復習しておく

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる

Ⅳ
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ᅇ

12 ㆤಖ㝤法と高齢期作業療法䐢

ㆤಖ㝤法のもとで実䛥䜜る作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

11 ㆤಖ㝤法と高齢期作業療法䐡

ㆤಖ㝤法のもとで実䛥䜜る作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

10 ㆤಖ㝤法と高齢期作業療法䐠

ㆤಖ㝤法のもとで実䛥䜜る作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

9 ㆤಖ㝤法と高齢期作業療法䐟

ㆤಖ㝤法のもとで実䛥䜜る作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

8 高齢期とᐙ᪘䐠

高齢期をᐙ᪘のഃ㠃からᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

7 高齢期とᐙ᪘䐟

高齢期をᐙ᪘のഃ㠃からᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

6
高齢期の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩ
䐣

高齢⪅の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

5
高齢期の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩ
䐢

高齢⪅の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

4
高齢期の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩ
䐡

高齢⪅の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

3
高齢期の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩ
䐠

高齢⪅の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

2
高齢期の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩ
䐟

高齢⪅の㌟య・⢭⚄・♫的≉ᚩについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

1
老いについて考える

䛂老いる䛃䛣とについてᴫㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

授
業
ᴫ
要

ᛴ㏿な高齢への対ᛂ䛜、♫全యでの重要な課題の୍つとな䛳ている。䛣の講義では、老年期障害の対㇟⪅を理ゎするため、人生のまとめのẁ㝵と
しての老年期のᤊえ方や、ᛴ㏿な高齢の㐍ᒎと高齢⪅・ㅖไᗘやᐙ᪘の状況、老年期に≉ᚩ的なᝈ、評価法と治療㐣⛬・ධ方法と䛭の理論、リ
スク⟶理などを㏻して、老年期作業療法の⮫ᗋ実践で⏝いら䜜るᇶ本的知識やᢏ⾡を修ᚓする

฿
㐩
┠
ᶆ

１）高齢⪅の医療・⚟♴にお䛡る⌧状を理ゎする
２）高齢⪅の㌟య的・⢭⚄的・♫的≉ᚩを理ゎする
䠏）高齢⪅に対する作業療法のᇶ┙を理ゎする
䠐）作業療法の対㇟となる認知症のᴫ要を理ゎする

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題➼）
担当教員

ᑓ㛛科┠ DP1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として高ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践する䛣と䛜で䛝る。

DP2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行ືする䛣とによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実践する䛣と䛜で䛝る。

作業治療学

䝘ンバリング䝁ード HOTF1 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇみཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
୍ぴ表にグ㍕䛥䜜ている㛫ᖏにཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当ヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠老年期作業療法学䊠（⥲論）

ᚲ修 講義 1༢ 3年前期 岡本絵里加Occupational Therapy for Senile 
D㼕㼟㼛㼞㼐㼑㼞㼟䊠

䕿
(30㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠担当教員
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留意事項
本科┠で学ぶ高齢期領域にお䛡る作業療法は、老年期作業療法学䊡（ྛ論）で実践事例へのᛂ⏝を考える㝿の重要なᇶ本事
項になります

参考図書など
１）㫽⩚◊：高齢⪅の生活ᶵ⬟の⥲ྜ的評価，᪂⯆医学出版♫，東京，2010．（ISBN：9784880027104）
２）山田孝監修：クリニカル作業療法シリーズ 高齢期領域の作業療法 第2版,中央法規，東京,2016．（ISBN：978-4805853204）
䠏）㻷㼕㼑㼘㼔㼛㼒㼚㼑㼞,㻳㻚：人㛫作業䝰䝕ル　理論とᛂ⏝  改訂第4版，協同医書出版，東京，2012．（ISBN：978-4763921444）

アクティブ・ラーニング 授業内に小テスト、グループ䝽ーク・発表を㐺ᐅ実し、授業にお䛡るయ的な学修状況、理ゎᗘ・習⇍ᗘの☜認をする

実務経験のある
教員による授業

老年期障害をもつ方への実践経験を踏まえ、ᝈ・障害の理ゎをは䛨め、♫⫼ᬒなど取り巻く環境について伝える。

評価 定期試験50％，小テスト・学習課題：50％

課題に対する
フィードバックの方法

授業内もしくはᚲ要にᛂ䛨て授業እにて学生に対してフィードバックを行䛖。

教科書
作業療法学全書 改訂第3版 第7巻 作業治療学4 老年期，村田和香　編,，協同医書出版，東京，2008．（ISBN：978-
4763921246）
生活環境学テキスト 改訂第2版 シンプル理学療法学･作業療法学シリーズ，南江堂，2020．（ISBN：978-4524227020）

15 認知症の人の理ゎと作業療法䐡

認知症の人の理ゎと作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

14 認知症の人の理ゎと作業療法䐠

認知症の人の理ゎと作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

13 認知症の人の理ゎと作業療法䐟

認知症の人の理ゎと作業療法を中ᚰにゎㄝする．

岡本 絵里加
事前学習（20分）：教科書・配資料➼のヱ当箇所を事前にㄞ䜐

事後学習（30分）：配資料➼，授業全⯡について習する

Ⅳ

専
門
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礎
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ᅇ

12 発表・り㏉り

事例検討の⤖ᯝを発表し、ྛグループでの学䜃を参加⪅全員でඹ᭷しྜ䛖ᶵとする。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　　

事後学習(60分）講義内容をノートに整理する。　　　　　

11
症例ᇶ┙ᆺ学習䊡
認知症の症例を㏻して、学ぶ䐡

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　

10
症例ᇶ┙ᆺ学習䊡
認知症の症例を㏻して、学ぶ䐠

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　

9
症例ᇶ┙ᆺ学習䊡
認知症の症例を㏻して、学ぶ䐟

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　　　　　

8 発表・り㏉り

事例検討の⤖ᯝを発表し、ྛグループでの学䜃を参加⪅全員でඹ᭷しྜ䛖ᶵとする。

岡本絵里加
事前学習(60分）：ㆤಖ㝤領域の実践を習しておく。　　　　　　　　　

事後学習(60分）：発表課題にྥ䛡てグループ䝽ークの⤖ᯝを整理する。　

7
症例ᇶ┙ᆺ学習䊠
老年期障害の症例を㏻して、学ぶ
䐡

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：医療領域の実践を習しておく。　　　　　　　　

事後学習(60分）：発表課題にྥ䛡てグループ䝽ークの⤖ᯝを整理する。　

6
症例ᇶ┙ᆺ学習䊠
老年期障害の症例を㏻して、学ぶ
䐠

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　

5
症例ᇶ┙ᆺ学習䊠
老年期障害の症例を㏻して、学ぶ
䐟

ᥦ♧䛥䜜た事例について、評価、ධィ画を❧する。グループ䝽ークによりಶ人の意ぢをඹ᭷
し、グループのぢゎをまとめる。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　　　

4
老年期作業療法にお䛡るධ方
法䐡

老年期にお䛡るᵝ䚻な支援方法を䜅まえ、治療理論や䛭の方法を講義する。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　　　

3
老年期作業療法にお䛡るධ方
法䐠

老年期にお䛡るᵝ䚻な支援方法を䜅まえ、治療理論や䛭の方法を講義する。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　

2
老年期作業療法にお䛡るධ方
法䐟

老年期にお䛡るᵝ䚻な支援方法を䜅まえ、治療理論や䛭の方法を講義する。

岡本絵里加
事前学習(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　

1
老年期作業療法にお䛡る作業療
法支援

老年期にお䛡るᵝ䚻な支援方法を䜅まえ、治療理論や䛭の方法を講義する。

岡本絵里加
事前学習　(60分）：老年期作業療法学䊠で学䜣䛰ᇶ本事項を習しておく。　　

事後学習　(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　　　

授
業
ᴫ
要

老年期障害の作業療法を対㇟ู・期ู（高齢期に≉ᚩ的なᝈ、認知症、䛖つ症状などの⢭⚄障害をもつ高齢⪅➼）に学習する。≉に認知症高齢⪅
へのຠᯝ的な支援方⟇に㍈を⨨いた、障害ᵓ㐀・行ື≉ᛶ➼をྵめたලయ的な作業療法の⮫ᗋ実践を実症例ሗをして学ぶ。症例検討はグ
ループูで実し、症例についての検討内容をඹ᭷してሗする䛣とで、老年期障害への作業療法の視点や考え方についての理ゎを῝める

฿
㐩
┠
ᶆ

1㻕老年期障害への作業療法実践について、対㇟・期ูの≉ᚩを理ゎする
2㻕老年期作業療法の実㝿について、領域ูに事例を㏻して理ゎする
3㻕事例検討のグループ䝽ークにより、老年期作業療法にお䛡る評価の視点とධのὶ䜜をඹ᭷し、整理する䛣とで理ゎを῝める

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・習・課題➼）
担当教員

ᑓ㛛科┠
DP1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテーシ䝵ンのᑓ㛛⫋として高ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践する䛣と䛜で䛝る。

作業治療学

DP2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行ືする䛣とによりၥ題ゎỴにྥ䛡て実践する䛣と䛜で䛝る。

DP3）┦ᡭをᑛ重し、⪅との䝁䝭䝳ニケーシ䝵ンを㏻䛨てⰋዲな関ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫る䛣と䛜で䛝る。

䝘ンバリング䝁ード HOTF1 䜸フィスア䝽ー
本科┠に関する㉁ၥは、授業の前後、ఇみཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスア䝽ー
୍ぴ表にグ㍕䛥䜜ている㛫ᖏにཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当ヱ授業科┠の関㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠老年期作業療法学䊡（ྛ論）

ᚲ修 講義 1༢ 3年後期 岡本絵里加Occupational Therapy for Senile 
D㼕㼟㼛㼞㼐㼑㼞㼟䊡

䕿
(30㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(㛫ᩘ㻕

配当
年ḟ

科┠担当教員
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留意事項 演習への積極的な参加、レポート・発表の内容を重視します。

参考図書など
１）山田孝・監修：クリニカル作業療法シリーズ 高齢期領域の作業療法 第2版．中央法規，2016年．
２）宮口英樹監修：認知症をもつ人への作業療法アプローチ―視点・プロセス・理論―,MEDICALVIEW,2014年

アクティブ・ラーニング PBLにて事例検討を行い、グループごとに担当した事例の発表をする。発表後に知識を補習するための講義をする。

実務経験のある
教員による授業

老年期障害をもつ方への実践経験を踏まえ、評価や支援方法のポイントを伝える。

評価 定期試験50％，小テスト・学習課題50％

課題に対する
フィードバックの方法

課題の取り組み状況について改善を要する点は翌週授業内でフィードバックする。

教科書
作業療法学全書 改訂第3版 第7巻 作業治療学4 老年期，村田和香　編,，協同医書出版，東京，2008．（ISBN：978-
4763921246）
生活環境学テキスト 改訂第2版 シンプル理学療法学･作業療法学シリーズ，南江堂，2020．（ISBN：978-4524227020）

15 まとめ

認知症の人へのケアの倫理や関わり方を学ぶ。

岡本絵里加
事前学習(60分）：配布資料の重点箇所を予習しておく。　　　　　　　　　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　

14
映画から認知症の人との関わり方
を学ぶ

認知症の人へのケアを考える映像教材を視聴する。

岡本絵里加
事前学習(60分）：配布資料の重点箇所を予習しておく。　　　　　　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　　　　

13
映画から認知症の人との関わり方
を学ぶ

認知症の人へのケアを考える映像教材を視聴する。

岡本絵里加
事前学習(60分）：配布資料の重点箇所を予習しておく。　　　　　　　　

事後学習(60分）：講義内容をノートに整理する。　　　

Ⅳ
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 講義 1༢ 3年前期 鈴木　雄介
䕿

㻔30㛫㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢ᩘ
㻔㛫ᩘ㻕

配当
年次

科目ᢸ当教員

高次脳機能障害作業療法学Ⅰ（⥲論）

Higher Brain Dysfunction Occupational
㼀㼔㼑㼞㼍㼜㼥 Ⅰ㻔㻳㼑㼚㼑㼞㼍㼘㻕

専門科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リハビリテーションの専門⫋として高ᗘな知識とᢏ⾡を身につ䛡、実㊶する䛣と䛜できる。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐに基䛵き体的に行ືする䛣とによ䜚ၥ題解Ỵにྥ䛡て実㊶する䛣と䛜できる。

作業治療学

㻰㻼4）ಖ・医療・⚟♴・教⫱・⏘業➼ྛ⏺の関連⫋種と連ᦠし、ே䚻のᗣにᐤする䛣と䛜できる。

㻰㻼5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほをも䛱、クラ䜲アント中心の医療を体的にᥦ౪する䛣とによ䜚ᆅ域♫会に㈉⊩する䛣と䛜できる。

㻰㻼6）༞業後も⮬ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭに䜟た䜚⮬䜙の専門領域を実㊶し⥆䛡る䛣と䛜できる。

䝘ンバリング䝁ード HOTF1 䜸フィスアワー
本科目に関する㉁ၥ䛿、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤する䜸フィスアワー一ぴ⾲にᥖ㍕䛥䜜
た㛫にཷ䛡䛡る

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪と当該授業科目の関連

1 高次脳機能障害と䛿

高次脳機能障害と䛿どのような障害なのか（教科書第1・6❶）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

授
業
概
せ

脳⾑⟶障害䜔㢌㒊外യ、認知症など、脳のኚ䜔ᦆയによってᘬき㉳䛣䛥䜜る認知障害䛿、䛥䜎䛦䜎な生活障害のཎᅉとなるため、作業療法目ᶆのタ
定䜔治療ィ⏬❧に考៖す䜉き㔜せなせ⣲の一つである。作業療法士として臨床で必せな知識である高次脳機能障害の定義、症状とⓎ⌧䝯䜹ニズ
䝮、⏬ീデ᩿・症状・障害のぢ方と䛭の評価、治療理論と具体的な治療方法➼の基本を学䜆。

฿
㐩
目
ᶆ

1）脳のᒁ所機能とྛ高次脳機能障害のែを関連䛵䛡て説᫂する䛣と䛜できる
2）ྛ高次脳機能障害の評価ᢏ⾡（ほᐹ、㠃᥋、検ᰝ、 定、解㔘など）を身につ䛡る
3）評価⤖ᯝを基にၥ題Ⅼのิᣲと作業療法介入ィ⏬䛜❧できる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3
脳⓶㉁の機能と脳⏬ീの読䜏
方

脳⓶㉁の機能と脳⏬ീの読䜏方を理解する（教科書第3❶）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

2 脳⓶㉁の解剖と機能

脳⓶㉁の脳⁁・脳回、機能について理解する

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する予習をしてくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を⏝いて復習する

5 ゝㄒ障害のែと評価

ኻㄒ症と䛿どのようなែか、ᵓ㡢障害との㐪い䛿なにか（教科書第5❶䊥）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

4 ὀ意障害のែと評価

ὀ意機能のྛഃ㠃と評価方法について理解する（教科書第2❶䊥・䊨、第5❶䊣）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

7
高次知ぬに関する障害のែと
評価

ྛឤぬᵝᘧの知ぬについて学習しኻ認症を理解する（教科書第2❶䊣、第5❶Ⅰ）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

6 グ᠈障害のែと評価

グ᠈の分㢮、グ᠈障害の評価について理解する（教科書第2❶䊧、第5❶䊤）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

9 㐙行機能障害のែと評価

前㢌ⴥ機能を学習し㐙行機能障害を理解する（教科書第2❶䊩、第5❶䊢）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

8 行Ⅽの障害のែと評価

ほᛕኻ行などのኻ行症のែと評価について理解する（教科書第2❶䊢、第5❶Ⅱ）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

11 ⏬ീデ᩿

㻯㼀䠈㻹㻾Iの⏬ീか䜙ኚ㒊を読䜏ྲྀ䜚障害を予 する（教科書第3❶）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

10 ♫会的行ື障害のែと評価

ືについて学習し♫会的行ື障害を理解する（教科書第5❶䊦）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる（予習確認テスト対⟇）

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

12
高次脳機能障害の治療とຓの
基本

治療とຓの基本ཎ๎について理解する（教科書第4❶）

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を復習する
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13 高次脳機能障害の作業療法（Ⅰ）

特徴的な症状に対するアプローチを具体的に考え議論する

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を復習する

15 症例検討

具体的な症例をもとに一連の作業療法介入をグループワークを中心に議論する

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を復習する

14 高次脳機能障害の作業療法（Ⅱ）

特徴的な症状に対するアプローチを具体的に考え議論する

鈴木　雄介
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を復習する

留意事項
「解剖学」、「生理学」、「脳神経外科学」、「神経内科学」、「リハビリテーション医学」、「老年医学概論」などの専門基礎科目での
学習に関連する。必ず事前学習を行って授業に臨んでいただきたい。

参考図書など
高次脳機能障害マエストロシリーズ（3） リハビリテーション評価／鈴木孝治・早川裕子・種村留美／ 医歯薬出版/ISBN:978-4-
263-21563-0

アクティブ・ラーニング 具体的な症例をもとに一連の作業療法介入をグループワークを中心に議論する。

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、高次脳機能障害に関する基本的な知識とリハビリテーション手法についての考
え方について講義する。

評価 定期試験100％

課題に対する
フィードバックの方法

授業中に予習確認のための小テストと事後学習としての宿題を課し、次回の授業中に課題に対する解説を行う。

教科書
作業療法学全書　改訂第3版　第8巻　作業治療学5　高次脳機能障害／日本作業療法士協会 監修
渕　雅子 編集／協同医書出版／3版／ISBN:978-4-7639-2125-3

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

留意事項 「高次脳機能障害作業療法学Ⅰ（総論）」での学習に関連するので必ず復習しておくこと。

参考図書など
各検査のマニュアル，神経心理検査ベーシック改訂2版/武田克彦・山下光/中外医学社/ISBN978-4-498-22913-6、石合純夫
(編集)/高次脳機能障害学　第3版/医歯薬出版/2022/ISBN978-4-263-26651-9

アクティブ・ラーニング グループワークで学習した神経心理学検査方法を学生同士でプレゼンテーションし議論する。

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験と専門作業療法士（脳血管障害）の資格を活かして、高次脳機能障害に関する応用的な知
識とリハビリテーション介入手法についての考え方について講義する。

評価 プレゼンテーションおよび参加状況60％、小テスト40％

課題に対する
フィードバックの方法

グループ発表内容および課題に対して授業内に講評を行う。

教科書
作業療法学全書　改訂第3版　第8巻　作業治療学5　高次脳機能障害／日本作業療法士協会 監修
渕　雅子 編集／協同医書出版／3版／ISBN:978-4-7639-2125-3

8 8．症例検討

症例をもとに必要な神経心理学検査ならびに作業療法介入を議論する（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料を用いて復習する

7 7．失行症の評価

SPTA、WABの行為の下位検査の検査方法を理解する（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

6 6．記憶の評価②

RBMT、BVRT、Rey複雑図形再生課題の検査方法を理解する　（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

5 5．記憶の評価①

WMS-R、三宅式記銘力検査、S-PAの検査方法を理解する　（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

4 4．失認の評価

VPTAの検査方法を理解する（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

3 3．前頭葉機能・遂行機能の評価

BADS、FAB、WCST、ハノイの塔の検査方法を理解する（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

2
2-1．注意機能・半側空間無視の
評価

TMT、CAT、BITの検査方法を理解する（演習）

宮内　貴之事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

1
1-1．神経心理学的検査（概論）
1-2．知的機能の評価

1-1．神経心理学的検査の基本原則について理解する
1-2．MMSE，HDS-R，WAIS-Ⅲ、コース立方体組み合わせテスト、レーブン色彩マトリックス検査の
検査方法を理解する（演習） 宮内　貴之

事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：授業中に配布した資料と教科書を用いて復習する

授
業
概
要

臨床場面で実践できる高次脳機能障害に関わる各種検査の具体的方法を学ぶと共に、評価や結果の解釈とその思考の流れ等を学ぶ。具体的な高次
脳機能障害の症例を題材に検討し、評価・介入方法の立案や実践についてまとめる。得られた結果を基に、グループごとに発表・討論を通して実用的な
着眼点を明確にする。一連の学習を通して、高次脳機能障害のある人々への理解を深めると共に、効果的な介入に向けた作業療法士の役割について
理解を深める。

到
達
目
標

1）高次脳機能障害に対する各種神経心理学的検査を選択できる
2）神経心理学的検査の結果から障害を解釈できる
3）各高次脳機能障害に対する介入方法が立案できる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

高次脳機能障害作業療法学Ⅱ（各論）

Higher brain dysfunction occupational
therapy II

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 演習 1単位 3年後期 宮内　貴之
○

(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Activities of Daily Living SupportⅠ(General) (30時間)

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

ADL、手段的ADL(IADL)、生活関連動作(APDL)の意味を理解する。ICFを踏まえたADLへのアプ
ローチ方法を検討する。

事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（30分）：配布資料など授業全体について復習し、ADLの概念と範囲、OTの役割を再確認する。

【小テスト】前回の講義内容の試験をする。【講義】ADL評価の目的、各評価指標の特徴と実施方法
について理解する。【実習】ペイパーペイシエントからFIMの項目を採点し、尺度間の違いや特徴を
理解する

事前学習（30分）：前回の講義内容を復習しておく

事後学習（60分）：レポート課題を進める

【小テスト】前回の講義内容の試験する。【講義】姿勢及び起居移動・床上動作の種類と特徴、実施
における注意点を理解する。【実習】起居移動・床上動作を実施し、臥位から立位に至る動作指導
の流れを確認する

事前学習（30分）：普段行っている起居動作を工程分析しておく。

事後学習（60分）：あらためて自身や同級生の起居動作についてポイントを押さえながら観察する。

実務経験の
ある教員に
よる科目

日常生活支援論Ⅰ（総論）
必修 演習 1単位 2年前期 西野　由希子

○

専門科目

作業治療学

授
業
概
要

日常生活活動(ADL）の基本的な概念と範囲、種々の動作と日常生活との関係、クライエントを取り巻く環境と日常生活との関係について学ぶ。また、身
辺処理、家庭生活・生活関連活動、社会活動へと広がりをもった視点でクライエントの生活を捉えられるようその知識を習得する。さらに、各種のADL評
価法や関連活動の評価法について学ぶ。また、起居動作について観察評価し、介助技法を習得する。科目担当者の臨床経験を活かした演習をする。

到
達
目
標

1）日常生活活動の基本的な概念と範囲、その中での作業療法の役割について説明できる。
2）各日常生活活動の障害について理解する。
3）各種日常生活活動の評価の目的と方法を理解し、実施できるようになる。
4）基本動作とその介助・支援の方法が説明でき、且つ実施できる。
5）日常生活活動における環境の影響とその支援方法について検討できる。

1

オリエンテーション
日常生活活動の概念と範囲
生活機能分類（ICF）と日常生活活
動

西野　由希子

2 ADL評価 西野　由希子

3 姿勢・起居移動・床上動作 西野　由希子

4
動作介助（寝返り・起き上がり・立
ち上がり・移乗）

西野　由希子

5
動作介助（寝返り・起き上がり・立
ち上がり・移乗）

西野　由希子

【実習】脳卒中片麻痺を想定した対象者への起居動作介助法を確認する。

事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：介助が実施できるよう演習内容について学生間で実技練習を行う。

【実習】脳卒中片麻痺を想定した対象者の起居移乗動作を一連の流れとして行う動作介助法につ
いて確認する。

事前学習（30分）：第4回内容を復習しておく。

事後学習（60分）：介助が実施できるよう演習内容について学生間で実技練習を行う。

6
動作介助（寝返り・起き上がり・立
ち上がり・移乗）【実技試験】

西野　由希子

7
移動動作（歩行動作と歩行補助
具、車椅子移動）

西野　由希子

8 食事動作 西野　由希子

【講義】歩行動作、杖を使用した歩行と段差昇降、歩行補助具の種類と使用方法、車椅子の操作方
法（自走と介助方法）、自動車の利用について理解する。【実習】杖を用いた歩行と段差昇降、車椅
子の操作と介助における動作指導の流れを確認する

事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。小テストに備え復習する。

事後学習（60分）：実習内容を復習し、実施できるように練習する。

【小テスト】前回の講義内容の試験をする。【講義】食事動作における知的活動と身体動作、食事具
の使用と指導法について理解する。【実習】食事動作を模擬的に実施し、食器、食事具の持ち方、
姿勢などの違いにより動作や難易度が異なることを確認する。

事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。小テストに備え復習する。

事後学習（60分）：実習内容を復習し、実施できるように練習する。

【実技試験】
脳卒中片麻痺を想定した対象者の起居移乗動作を一連の流れとして行う動作介助法について【実
技試験】を実施する。

事前学習（30分）：第4・5回の介助法を習得しておく。

事後学習（60分）：介助が実施できるよう演習内容について学生間で実技練習を行う。
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9 ᭦⾰・整容動作

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇᭦⾰・整容動作の目的・目標と、自助具の使用と
指導法について理解する。䛆実習䛇᭦⾰動作をᶍᨃ的に実施し、設ഛやጼໃのኚ᭦で動作や㞴᫆
度が␗なることを確認する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

11 ධᾎ動作

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇ධᾎが動作能ຊとᾎᐊ⎔ቃにᙳ㡪を受けるά動
であることを理解し、ᕤ⛬ごとに動作の特ᚩを説明できる。䛆実習䛇ධᾎ動作をᶍᨃ的に実施し、❧
ち上がり動作を確認し、手すりの設⨨を提する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

10 ἥ動作

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇ἥ動作の特ᚩと方法、用具やトイレ⎔ቃによ
るᙳ㡪、指導方法について理解する。䛆実習䛇ἥ動作をᶍᨃ的に実施し、設ഛやጼໃのኚ᭦で㞴
᫆度が␗なることを確認する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

13 福祉・日ᖖ生ά用具

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇護保㝤法や㞀ᐖ者総合ᨭ法に関連する福
祉・日ᖖ生ά用具の種㢮、機能、構㐀、使用方法について理解する。䛆実習䛇護用䝧ッドの使用方
法、㌴᳔子の調整方法を確認する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

12 ᐙ事動作

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇ᐙ事動作にᙳ㡪を与える要ᅉと⫼ᬒを確認し、
ᐙ事の項目を䜅まえて方法や用具を理解する。䛆実習䛇∦㯞⑷及び関節リ䜴マチの調理動作の方
法と用具を確認し、リスクや指導方法を理解する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

15 ఫ⎔ቃ整ഛ

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇ఫᏯᨵ修の目的・ὶれ・留意点、護保㝤で
用できるไ度について理解する。䛆実習䛇ᖹ面図を作〇し、ᶍᨃᝈ者を定したఫᏯᨵ修䜈のධ
方法を᳨討する。 す㔝　⏤ᕼ子

事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

14 自助具

䛆ᑠテスト䛇前ᅇのㅮ⩏内容のヨ験をする。䛆ㅮ⩏䛇自助具の定⩏と種㢮、使用方法、作〇における
注意事項について理解する。䛆実習䛇自助具を作〇・使用し、構㐀を理解する。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（30分）䠖教科書該当⟠所をㄞ䜣でお䛟。ᑠテストにഛえ習する。

事後学習（60分）䠖実習内容を習し、実施できるように⦎習する。

留意事項
作業療法士が生άᨭを行うための基礎となるㅮ⩏である。本科目の内容を基に後期の日ᖖ生άᨭㄽ䊡につな䛢てい䛟た
め、✚ᴟ的に臨むこと。実習のある㝿には、動きやすい᭹で臨むこと。

参考図書など

ᰘ႐ᓫ・下田ಙ明⦅集䠖PT・OTビジュアルテ䜻スト 㻭D㻸 第䠎版 䠊羊土社　ISBN:978-4-7581-0256-8
㻓日本作業療法士༠会監修、㓇䜂とみ⦅集䠖作業療法学全書ᨵゞ第3版第11ᕳ　作業療法技術学3 日ᖖ生άά動䠊༠ྠ医書
出版社　ISBN䠖9784763921284
㝰ඖᗤኵⴭ䠖例動作分ᯒ䠉動画から学ぶጼໃと動作䛆全例㼣e㼎動画付き䛇䠊䝠ューマンプレス　ISBN㻧978-4-908933-09-7
中ᮧ子監修、ᒣ本康⛱・బ々ᮌ良ⴭ䠖もっと！ら䛟ら䛟動作助マニュアル　ᐷ㏉りからトランスファーまで䠊医学書㝔　
ISBN:978-4-260-33402-0

アクティブ・ラーニング 実習や䝨アワークを行い、理解のಁ進と実技習得を図る。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての臨床経験をάかして、㻭D㻸の基本的な知識とᨭ技術について実践的な授業を行う

評価 授業内のᑠテスト、実技ヨ験、課題によって行う。ᑠテスト40㻑、実技ヨ験40䠂、課題20㻑

課題に対する
フィードバックの方法

ᑠテスト・実習・実技ヨ験ともに授業内で┤接ఏえるかもし䛟は学生個々にㅮ評しフィードバックする。

教科書 長ᑿᚭ・長㔝⪷⦅集䠊15レクチ䝱ーシリー䝈理学療法・作業療法テ䜻スト　㻭D㻸・実習㻚 中ᒣ書ᗑ㻚 ISBN䠖 978-4-521-74812-2
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ᅇ

実務経験の
ある教員に
よる科目

日ᖖ生άᨭㄽ䊡（各ㄽ）
㻭㼏㼠㼕㼢㼕㼠㼕es o㼒 Da㼕ly 㻸㼕㼢㼕㼚g Suppor㼠䊡

(Dtails)
必修 ₇習 1単位 2年後期 す㔝　⏤ᕼ子　田㑓　ᾈᩥ

○
(30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的᰿ᣐに基䛵き主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり自らの専門㡿域を実践し⥆けることができる。

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、ఇみ及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間ᖏに受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1 ྾引・྾⑱の技術その䐟

清₩区域と₩区域について䠈྾引の対㇟ᝈと目的についてグループワークにより討議・整理
する。Ẽ⟶ษ開チューブの構㐀、྾引ჾの構㐀とㅖඖ、྾引チューブの構㐀についてㅮ⩏する。

田㑓　ᾈᩥ
事前学習（120分）䠖ཱྀ⭍・ဗ㢌・Ẽ㐨の解๗学について習してお䛟こと。また、ᄟ下ᑕをㄏ発する部位につ
いて調べて䛟ること。

事後学習（60分）䠖配ᕸ資料を参考に授業全体について習をする。

授
業
概
要

日ᖖ生άᨭㄽ䊠（総ㄽ）やこれまでの履修してきた他科目で学䜣䛰内容を踏まえ、担当教員としての臨床経験をάかし、ᵝ々な生ά㞀ᐖをᢪえな
がらᬽらす人々に応じたᨭが᳨討できるよう、Pro㼎lem 㼎ase㼐 lear㼚㼕㼚gの方法で事例から問題解決に向けて᳨討することで実践的に知識・技術を習
得する。また、ᦤ㣗・ᄟ下の理解を῝め、྾引・྾⑱の技術を具体的に₇習する。

到
達
目
標

䠍）྾引・ၻ⑱に必要な知識と技術を習得できる。
䠎）事例に応じた日ᖖ生άのᨭ方法が᳨討できる。

日ᖖ生άά動のᨭについての Team 㼎ase㼐 㻸ear㼚㼕㼚gにおけるPro㼎lem 㼎ase㼐 㻸ear㼚㼕㼚g に基䛵䛟学習を通して、以下の4点を学ぶ。
䠏）臨床現場には多ᵝな問題がある。与えられた知識の記᠈にとどまら䛪、日ᖖ生άά動のᨭに必要な知識を自ら⋓得する方法と習័を身に付け
る。
４）事例に基䛵いて学ぶことにより、これまでの基礎的知識・技術を応用し日ᖖ生άά動に関わる問題の解決方法を᥈✲し、臨床に必要な基本的問
題解決ス䜻ルと知識を習得する。
５）グループ学習を通じてコミュニケーション能ຊを身に付け、チーム医療の基本を学ぶ。
䠒）㐺ษにᐈ観的に自ᕫ評価することができる。ఱが得意で、ఱが得意なのか、自分の特ᛶを理解し、その特ᛶをά用できる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

3
オリエンテーション
各ᝈによる日ᖖ生άά動の㞀
ᐖ

㻭D㻸概ᛕや評価の習、各ᝈによる日ᖖ生άά動における㞀ᐖについてㅮ⩏する。₇習の進
め方についてオリエンテーションし、グループの基礎がためをする。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖前期の日ᖖ生άᨭㄽ䊠の内容を習してお䛟。

事後学習（60分）䠖配ᕸ資料など、授業全体について習する。

2 ྾引・྾⑱の技術その②

手Ὑい・手指ᾘẘ䠈ガ䜴ンテクニックと手⿄の╔法について展示・実習を行う。
実習は、ၻ⑱྾引（ཱྀ⭍内と㰯⭍内）、Ẽ⟶カニューレ内部のၻ⑱྾引の方法について行う。

田㑓　ᾈᩥ
事前学習（60分）䠖事前に配ᕸする「྾引・ၻ⑱技術」を通ㄞしてお䛟。

事後学習（60分）䠖基本的なၻ⑱྾引技術を習得できるまで実㝿の྾引ჾ及び必要物ရを用いて⦎習す
る。

5
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ䠍-2

提示されたシナリオ䠍をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

4
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ䠍-1

提示されたシナリオ䠍をもとに、専門用ㄒの確認やᝈの特ᛶを調べ、㞀ᐖീをᢕᥱする。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖⬻⾑⟶㞀ᐖについて習してお䛟。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

7
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ䠍-4

提示されたシナリオ䠍をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法・ᨭ技術の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

6
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ䠍-3

提示されたシナリオ䠍をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法・ᨭ技術の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

8 シナリオ䠍の発表

グループごとにシナリオ䠍で学䜣䛰ことを発表し、ディスカッションする。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（120分）䠖発表‽ഛ

事後学習（120分）䠖他のグループ発表で学䜣䛰ことをྵめたシナリオ䠍の総習をする
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9
ᅜ㝿福祉機ჾ展（㻴CR）参ຍ報告
会の⫈ㅮ

㻴CRに参ຍした先㍮のリポートを⪺き、さま䛦まなᨭ機ჾ・用具を知る。

す㔝　⏤ᕼ子
久保田清子

事前学習（60分）䠖䐟㻴CRの㻴ome pageにアク䝉スし、どのᵝなイ䝧ントか下調べをする。②「テク䝜エイド・福祉
用具」とはなにか、調べる。

事後学習（60分）䠖⯆を持った用具をさらに調べてみる。

11
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ2-2

提示されたシナリオ䠎をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

10
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ2-1

提示されたシナリオ2をもとに、専門用ㄒの確認やᝈの特ᛶを調べ、㞀ᐖീをᢕᥱする。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖神経➽ᝈについて習してお䛟。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

13
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ2-4

提示されたシナリオ䠎をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法・ᨭ技術の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

12
PB㻸課題䠖㻭D㻸㞀ᐖとその評価、
ᨭ法　シナリオ2-3

提示されたシナリオ䠎をもとに、ண される㻭D㻸㞀ᐖとその評価法、ᨭ法について各グループご
とにPB㻸で₇習を進める。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオ内のわからない単ㄒを調べたり評価法・ᨭ技術の確認するなどPB㻸にഛえる。

事後学習（120分）䠖₇習課題を進める。

15 シナリオ䠍と2のまとめとㅮ評

シナリオ䠍と䠎に関する⿵㊊とフィードバック、ᑠテストの実施

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（60分）䠖シナリオで学䜣䛰ことを習し、ᑠテストにഛえる。

事後学習（60分）䠖シナリオを通して学䜣䛰ことに関する個人課題に取り組む。

14 シナリオ2の発表

グループごとにシナリオ䠎で学䜣䛰ことを発表し、ディスカッションする。

す㔝　⏤ᕼ子
事前学習（120分）䠖発表‽ഛ

事後学習（120分）䠖他のグループ発表で学䜣䛰ことをྵめたシナリオ䠍の総習をする

留意事項
㻭D㻸ᨭはᝈ者やᐙ᪘、生ά⎔ቃ等をྵめて多ᵝな状況に応じたᰂ㌾なᛮ考ຊと実践技術がồめられる。臨床的ᛮ考ຊを育
むためにもPB㻸に✚ᴟ的に参与し、課題解決法を身につけてḧしい。

参考図書など

ᰘ႐ᓫ・下田ಙ明⦅集䠖PT・OTビジュアルテ䜻スト 㻭D㻸 第䠎版 䠊羊土社　　ISBN:978-4-7581-0256-8
日本作業療法士༠会監修、㓇䜂とみ⦅集䠖作業療法学全書ᨵゞ第3版第11ᕳ　作業療法技術学3 日ᖖ生άά動䠊༠ྠ医書
出版社　　ISBN䠖9784763921284
日本作業療法士༠会監修、ᮌஅ℩㝯⦅集䠖作業療法学全書ᨵゞ第3版第10ᕳ 作業療法技術学2 福祉用具の使い方、ఫ⎔ቃ
整ഛ㻚 ༠ྠ医書出版社　ISBN䠖9784763921277
ᐑ前⌔子・᪂ᐑᑦ人⦅集䠖作業療法がわかるPB㻸テュートリアル S㼠ep 㼎y S㼠ep 㻚医学書㝔　ISBN㻧978-4-260-01700-8
B㻚マジェン䝎ⴭ䠖PB㻸のすすめ䇷「教えられる学習」から「自ら解決する学習」䜈䠊学◊メディカル⚽₶社　ISBN䠖978-4-05-
152233-9

アクティブ・ラーニング 実技₇習とTeam 㼎ase㼐 㻸ear㼚㼕㼚gとPro㼎lem 㼎ase㼐 㻸ear㼚㼕㼚gを組み合わせたアクティブラーニングの実施

実務経験のある
教員による授業

作業療法士としての臨床経験をάかして、㻭D㻸の基本的な知識とᨭ技術について実践的な授業を行う

評価 PB㻸課題（提出物・発表内容・ᑠテスト等）60㻑、PB㻸自ᕫ評価・䝢ア評価40㻑

課題に対する
フィードバックの方法

PB㻸課題、自ᕫ評価・䝢ア評価とも、授業内でㅮ評する。

教科書 生田᐀༤䠖I・㻭D㻸 第3版䇷作業療法のᡓ␎・ᡓ術・技術㻚 ୕㍯書ᗑ ISBN:978-4-8959-0395-0
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実務経験の
ある教員に
よる科目

義⫥装具学
必修 講義 1༢ 3ᖺ後期 ⏣㑓 ᾈᩥ、鈴木 雄介

䕿
PROSTHESIS AND ORTHOSIS 㻔30時間㻕

授業科目のྡ⛠
必修・

㑅ᢥの別
授業
形ែ

༢ᩘ
㻔時間ᩘ㻕

配当
ᖺḟ

科目ᢸ当教員

ᑓ㛛科目
㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃リ䝝䝡リテー䝅䝵ンのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな知識とᢏ⾡を㌟につけ、実㊶すること䛜で䛝る。

作業治療学

䝘ンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
ᮏ科目に㛵する㉁ၥは、授業の前後ཬ䜃別途බ㛤するオフィスアワー୍ぴ表に掲㍕䛥れ
た時間に受け付ける

授業科目༊分 ༞業ㄆ定・学授の方㔪と当該授業科目の㛵㐃

1 義⫥・装具⥲ㄽ

義⫥・装具に㛵する⥲ㄽについて講義する。㻔教科書第1❶と配布資料㻕

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：教科書第１❶を通読すること

事後学習（60分）：事後学習：ྛ⮬に䛘る課題についてまと䜑る。

授
業
ᴫ
要

義⫥装具のᴫᛕと作業療法士のᙺ、義⫥に㛵する知識（評価をྵ䜐）、適用・カ⦎（上⫥ษ᩿⪅䜈の義手の適用・カ⦎）のᇶᮏを修ᚓする。また、装
具に㛵する知識（評価をྵ䜐）とその作ᡂ・適ྜᢏ⾡のᇶᮏを修ᚓする。䛥䜙に、ྛ✀補装具のᨭ⤥に㛵わるㅖไᗘについて学䜆。上⫥のゎ๗・㐠ື学
的なᇶ♏⌮ㄽを☜ㄆしな䛜䜙、具体的な手指・上⫥のᶵ⬟㞀ᐖに対する装具治療学を学䜆。⥲ྜして、義⫥・装具の活用目的䜔導ධのᇶᮏཎ๎を⌮
ゎし、装具の製作の実㊶症例を通して作製ᢏ⾡と装╔☜ㄆ法を⌮ゎする。

฿
㐩
目
ᶆ

 １）義⫥の✀㢮䠈ᵓ㐀䠈ᶵ⬟䠈ᮦ料䠈製作㐣⛬䠈適ྜ判定を⌮ゎする。
 䠎）ྛ補装具の✀㢮・ᵓ㐀・ᶵ⬟を⌮ゎする。
 䠏）⡆༢な手用スプリントを作製で䛝る。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題➼）
ᢸ当教員

3 上⫥義⫥䐠

上⫥義⫥の適ྜ判定方法について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：配布資料を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

2 上⫥義⫥䐟

上⫥義⫥の✀㢮、ᵓ㐀、ᶵ⬟、用い方について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：配布資料を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

5 体ᖿ・ୗ⫥装具

体ᖿ・ୗ⫥の装具の✀㢮、ᵓ㐀、ᶵ⬟、活用法について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：配布資料を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

4 ୗ⫥装具

ୗ⫥義⫥の✀㢮、ᵓ㐀、ᶵ⬟、活用法について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：配布資料を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

7 上⫥装具

上⫥装具の✀㢮と活用法について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：教科書第５❶を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

6 ㌴いす・Ṍ行補ຓ具

㌴いすのᇶᮏᵓ㐀、㌴いすの✀㢮、、Ṍ行補ຓ具の✀㢮と適応について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：㌴᳔Ꮚに㛵する事前紹介ື⏬をぢておくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

9 手指のᶵ⬟㞀ᐖ

手指のゎ๗、手指に㉳こるᮎᲈ⚄経㯞⑷、ᣊ⦰の≉ᚩについて講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：教科書第11❶を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

8 手指のᶵ⬟㞀ᐖ

ྛ✀疾患䜔㞀ᐖに対する上⫥装具の適用について講義する。

⏣㑓ᾈᩥ
事前学習（30分）：教科書第6❶を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

11 スプリント作ᡂ（ト䝺ース）

スプリントのຊ学的ཎ⌮、スプリントᮦ料とྲྀᢅいについて【実習】を通して講義する。

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

10 スプリント作ᡂのᇶ♏知識

スプリントのຊ学的ཎ⌮、スプリントᮦ料とྲྀᢅいについて【実習】を通して講義する。

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

コックアップスプリント作製12

背側型コックアップスプリントを実際に作製する【実習】

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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15 短対立スプリント作製

拇指短対立スプリントを実際に作製する【実習】

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおく。

事後学習（60分）：配布資料など、授業全体について復習する。

14

拇指短対立スプリントを実際に作製する【実習】

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

短対立スプリント作製

13 コックアップスプリント作製

背側型コックアップスプリントを実際に作製する【実習】

鈴木雄介
事前学習（30分）：教科書該当箇所を読んでおくこと

事後学習（60分）：事後学習：配布資料など、授業全体について復習する。

留意事項 オフィスアワー以外にも、学習指導についてのアポイントメントは随時受け付ける。

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング
第１５回目講義の準備では、それまでの全講義を通じて学んだ知識を活用し、架空症例を立てた上で、その治療用装具を具体的
にデザインしておくこと。

実務経験のある
教員による授業

急性期病院の作業療法士として主に整形外科疾患を中心とした症例に対する実務経験を生かし、様々な臨床症例を想定した装
具処方のポイントなども適宜紹介する。手の外科領域で作製したスプリントについて紹介する。

評価 筆記試験100％にて判定する

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の発表時に、「講評」を在学生ホームページもしくは学内掲示板に掲示する。もしくは、
再試験期間中に補講を行い、試験内容と結果についてのフィードバックを行う。

教科書 上杉雅之　監修/イラストでわかる装具療法/医歯薬出版株式会社/ ISBN:978-4-263-26646-5
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留意事項
小グループでのディスカッションも行うため、他者に迷惑を掛けないように遅刻・欠席に注意しましょう。他科目で使った資料も持
ち寄り、知識・情報の整理・活用を期待します。

参考図書など 作業療法のリーズニングの教科書/ISBN：978-4-7583-2056-6

アクティブ・ラーニング グループワークで学習した事例を基に学生同士でプレゼンテーションし議論する

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、クリニカルリーズニングの基本的な知識と手法についての考え方について講義
する。

評価 プレゼンテーションおよび参加状況70％、レポート課題30％

課題に対する
フィードバックの方法

プレゼンテーションに対し授業中に講評を行う

教科書
標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 第3版/能登真一,山口昇,玉垣努,新宮尚人,加藤寿宏,松房利憲【編】/医学書院
/ISBN:978-4260030038

8
治療の選択と決定プロセス④
（各種エビデンスの発表）

グループ学習で取り組んだ内容について口述発表を行う【プレゼンテーション】

増田　雄亮
事前学習（20分）：グループ学習で取り組んだ内容について発表準備を行うこと

事後学習（30分）：各グループの発表内容について復習すること

7
治療の選択と決定プロセス③
（エビデンスの活用）

科学的リーズニングのうち、特にエビデンスに基づく実践について学習する。具体的には、治療の
選択と決定に際して重要となるエビデンスの活用方法について学習する【グループ学習】

増田　雄亮
事前学習（20分）：エビデンスの高いリハビリテーション手法についてグループで調べ学習を行うこと

事後学習（30分）：エビデンスの高いリハビリテーション手法についてグループで調べ学習を行うこと

6
治療の選択と決定プロセス②
（エビデンスの活用）

科学的リーズニングのうち、特にエビデンスに基づく実践について学習する。具体的には、治療の
選択と決定に際して重要となるエビデンスの活用方法について学習する【グループ学習】

増田　雄亮
事前学習（20分）：配布資料などの該当箇所を読んでくること

事後学習（30分）：エビデンスの高いリハビリテーション手法についてグループで調べ学習を行うこと

5
治療の選択と決定プロセス①
（共有意思決定とエビデンスに基
づく実践）

共有意思決定 (Shared Decision-Making: SDM) およびエビデンスに基づく実践 (Evidence-Based
Practice: EBP) の実施過程について学習する

増田　雄亮
事前学習（20分）：クリニカルリーズニングの全体像について復習しておくこと

事後学習（30分）：科学的リーズニングについて復習すること

4
実践事例を通した作業療法の基
本的な臨床推論の過程

小グループになり、事例を通してディスカッションを行う

鈴木　雄介
事前学習（20分）：実践事例のまとめ作業

事後学習（30分）：実践事例と配布資料などを基に授業全体について復習

3
作業療法の基本的な臨床推論の
過程

評価結果の解釈、問題点の焦点化

鈴木　雄介
事前学習（20分）：：教科書第Ⅰ章1.作業療法と評価（P20～22）を読んでくる

事後学習（30分）：教科書、配布資料など、授業全体について復習する

2
作業療法の基本的な臨床推論の
過程

評価項目の列挙、評価、評価のまとめ

鈴木　雄介
事前学習（20分）：教科書第Ⅰ章1.作業療法と評価（P13～19）を読んでくる

事後学習（30分）：教科書、配布資料など、授業全体について復習する

1 オリエンテーション・概論

講義の展開の概説、クリニカルリーズニングの概要

鈴木　雄介
事前学習（20分）：教科書第Ⅰ章1.作業療法と評価（P2～12）を読んでくる

事後学習（30分）：教科書、配布資料など、授業全体について復習する

授
業
概
要

クリニカルリーズニングとは、対象者の臨床的な問題を明確にしてその問題を解決するために、情報を収集、評価・分析しこれを統合・解釈し、より安全
で効果的な臨床実践の根拠、筋道を考える思考と意思決定の過程である。実践事例を通して作業療法の基本的な臨床推論の過程を学び、治療計画作
成や症例検討のなかで、「なぜその問題に注目したか」、「なぜその治療方法を考えたのか」、「なぜ他の方法を選択せずその方法を使用したのか」、「そ
の根拠はなにか」といった視点で、対象者に最も適した介入を決定していく一連の過程を思考する力を修得する。

到
達
目
標

1）対象者の臨床的な問題点を明確にできる
2）より安全で効果的な臨床実践の根拠が説明できる
3）実践事例を通して作業療法の基本的な臨床推論の過程を学び、治療計画作成や症例検討ができる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

クリニカルリーズニング
必修 講義 1単位 3年後期 鈴木　雄介、増田　雄亮

○
Clinical Reasoning (15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

作業療法特論Ⅰ（身体障害）
Advanced Occupational TherapyⅠ

(Physical Disability)

留意事項 講義後にグループ演習を行うため、講義内容の予習復習は必須である。演習は熱心かつ積極的に参加する態度が望ましい。

参考図書など 講義の都度、紹介する。事前学習としてhttps://www.uab.edu/citherapy/を通読しておくこと。

アクティブ・ラーニング 【ディスカッション・ディベート・グループワーク・プレゼンテーション】により主体的に学習させる。

実務経験のある
教員による授業

中枢神経疾患に対する最先端リハビリテーション介入研究の臨床経験を活かして、身体障害作業療法の最新の知識や理論に
ついての考え方について講義する。

評価 講義終了時に実施する小テストの成績（100%）により行う。

課題に対する
フィードバックの方法

試験結果の講評を掲示して公開する。または、個別に講評を伝える。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害/日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集/協同医書出版/3版
/ISBN:978-4-7639-21215

8
脳卒中片麻痺事例の介入その③
（頭部外傷事例）

グループごとに自験例を基にしたケーススタディーレビューを行う。

神保洋平事前学習（30分）：事前に配布した資料を通読しておく。

事後学習（60分）：レビューした内容を簡潔にまとめておく。

7
脳卒中片麻痺事例の介入その②
（復職を目標とする事例）

グループごとに自験例を基にしたケーススタディーレビューを行う。

神保洋平事前学習（30分）：事前に配布した資料を通読しておく。

事後学習（60分）：発表内容を簡潔にまとめておく。

6
脳卒中片麻痺事例の介入その①
（家庭復帰を目標とした事例）

自験例を基にしたケーススタディー

神保洋平事前学習（30分）：事前に配布した資料を通読しておく。

事後学習（60分）：発表内容を簡潔にまとめておく。

5 医学・工学・産学連携

医学・工学・産学連携によるリハビリテーション支援ロボット開発についてグループワークを行う。

神保洋平事前学習（20分）：医工連携に関する論文を通読しておく。

事後学習（60分）：本講義で扱った工学とリハビリテーションの応用をまとめて提出する。

4
中枢神経疾患に関する各種理論
とアプローチの利点と欠点

中枢神経疾患に対する各種理論と実践および、その利点と欠点についてグループワークを行う。

神保洋平事前学習（30分）：作業療法ジャーナル脳卒中の作業療法 最前線を通読すること。

事後学習（60分）：本講義で討議した内容を800字以内にまとめて提出する。

3
中枢神経疾患に関する各種理論
とアプローチ（総論）

身体障害領域に関するリハビリテーションのトピックスⅡ【ディスカッションとプレゼンテーション】中
枢神経疾患の各種介入方法についてディスカッションし発表する。

神保洋平
事前学習（30分）：事前に配布した資料を通読してくること。

事後学習（60分）：討議で扱った介入方法論の内容を800字以内にまとめて提出する。

2 作業療法士が関わる各種理論

身体障害領域に関するリハビリテーションのトピックスⅠ：【ディベート】対峙する理論について肯定・
否定各グループ討議を実施し、プレゼンテーションを行う。

神保洋平
事前学習（30分）：作業療法ジャーナル 55巻増刊号を通読しておくこと。

事後学習（60分）：討議で扱った各種理論の内容を800字以内にまとめて提出する。

1 1.総論・オリエンテーション

身体障害領域の各種疾患をとりまく現状と課題

神保洋平事前学習（20分）：作業療法白書「わが国の作業療法」を通読しておくこと。

事後学習（30分）：本講義内容を簡潔にまとめる。

授
業
概
要

身体障害領域の作業療法における最近の知見、実践上注目されている課題や治療・支援方法など、現状での作業療法実践が注目するテーマを紹介し
て知見を広げ、報告や検討の中で明らかとした課題について授業討論し、現実的な課題解決の方法について考察する。一連の学習を通して、現況に即
応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、身体障害領域への効果的な作業療法実践への理解を深める。

到
達
目
標

1）中枢神経疾患の機能回復メカニズムについて概要を説明できる。
2）中枢神経疾患等身体障害領域における各種の理論について理解する。
3）心身機能回復メカニズムを視野に入れた作業療法実践方法の選択や具体的課題設定ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

選択 講義 1単位 4年後期 神保洋平
○

(15時間)

科目担当教員授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次
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回

作業療法特論Ⅱ（精神障害）
spcial lecture for psychiatric

occupational therapy

実務経験の
ある教員に
よる科目

選択 講義 1単位 4年後期 杉村 直哉
○

(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1 精神医学総論

精神医学Ⅰ・Ⅱの復習を中心に行う。

杉村 直哉
事前学習（60分）：精神医学の資料に目を通す。　　　　　　　　　

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

授
業
概
要

精神疾患および作業療法学（精神障害）に関する最近の知見を紹介し、効果的な作業療法実践につながる知識・技能を学ぶ。

到
達
目
標

1）今までの知識が再確認できる。
2）精神障害及び周辺領域の最近の知見について理解できる。
3）精神科作業療法を効果的な実施の理解ができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 精神医学、臨床心理学

精神医学、臨床心理学の問題を通して、理解を深める。

杉村 直哉
事前学習（60分）：1回目、２回目の講義資料を復習する。　　　　　　

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

2 臨床心理学総論

臨床心理学の復習を中心に行う。

杉村 直哉
事前学習（60分）：臨床心理学の資料に目を通す。　　　　　　

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

5
作業療法学（精神障害）
実践モデル

精神科作業療法における実践モデルについて網羅的に理解する。

杉村 直哉
事前学習（60分）：精神科作業療法の教科書から事例報告に目を通す。

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

4
作業療法学（精神障害）
評価

精神科作業療法における評価（検査・測定・質問紙法 等）について網羅的に理解する。

杉村 直哉
事前学習（60分）：精神科作業療法の教科書から検査を調べる。　　　

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

7
作業療法学（精神障害）
セルフケア、リラクセーション

精神科作業療法におけるセルフケアやリラクセーションの活用について網羅的に理解する。

杉村 直哉
事前学習（60分）：精神科作業療法の教科書から対応方法に目を通す。

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

6
作業療法学（精神障害）
治療・介入の実際

精神科作業療法における治療・介入の実際について網羅的に理解する。

杉村 直哉
事前学習（60分）：精神科作業療法の教科書から対応方法に目を通す。

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

8 国家試験対策総復習

本講義の総復習を行う。

杉村 直哉
事前学習（60分）：今まで作成した解説に目を通す。　　　　　　

事後学習（60分）：配布する国家試験の問題の解説を作成する。　　

留意事項 学習の成果として国家試験過去問や模試試験などの結果を参照する

参考図書など
①PTOT国家試験必修ポイント 臨床医学/ISBN:978-4-263-27017-2
②PTOT国家試験必修ポイント 障害別OT治療学/ISBN:978-4-263-27021-9

アクティブ・ラーニング 課題を提示し、グループディスカッションを通してのアクティブラーニングを実施。

実務経験のある
教員による授業

担当教員は本科目に関して作業療法士としての豊富な実務経験を有し、これに基づいて実践的な講義を行う。

評価 授業で提示する課題の結果および取り組み100%

課題に対する
フィードバックの方法

講義後もしくはオフィスアワーにて行う。

教科書 日本作業療法士協会 監修/作業療法概論 改訂第3版/協同医書出版/2011/ISBN: 9784763921185

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

315



回

6
認知症と対応
（OTとしての関わり）

久保田清子

7 高齢期の作業療法の今 久保田清子

8 まとめ 久保田清子

高齢期作業療法で注目されているテーマに関する知見を広げる。

事前学習（30分）：過去1年程度の学術雑誌・専門誌からトピックスとなるテーマを探す。

事後学習（15分）：授業内容の中でとくに重要なポイントがなにかを確認する。

生涯発達の考え方を踏まえたOTの関わり方を考えまとめる。

事前学習（15分）：過去7回の内容を振り返り、重要なポイントを確認する。

事後学習（30分）：総ざらいし、理解度を確認する。

認知症症状・型別対応方法を事例を踏まえてOTとしての関わりについて復習・確認する。

事前学習（15分）：臨床実習で学んだ支援を中心に振り返り、具体例が説明できる様に準備する。

事後学習（15分）：授業内容の中でとくに重要なポイントがなにかを確認する。

3
遊び，生活，学習への支援①
（基礎知識の確認）

久保田清子

4
遊び，生活，学習への支援②
（知識の応用）

久保田清子

5 認知症とその評価 久保田清子

第3回の学びを踏まえ、OTの関わりについて復習・理解する。

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：授業で扱った内容について、理解度を確認する。

認知症と実践現場で用いられる代表的な評価方法について復習・確認する。

事前学習（15分）：臨床実習で経験した評価法を中心に、具体的な評価について振り返る。

事後学習（15分）：授業内容の中でとくに重要なポイントがなにかを確認する。

実務経験のある
教員による授業

障害者総合支援法下の生活介護サービス、'高齢期の各種サービス（介護老人保健施設・介護老人福祉施設・通所リハ・訪問リ
ハ・介護予防事業など）への従事経験も交えた内容を伝達予定である。

留意事項
人間発達学、小児科学、発達心理学、発達障害作業療法学、老年医学、老年期作業療法学など既習科目の知識を交えた授業
展開を行う。

実務経験の
ある教員に
よる科目

選択 講義
1単位

4年後期 久保田 清子Advanced Occupational Therapy III 
(Lifelong developmental occupational 

therapy)
○

専門科目

作業治療学

授
業
概
要

小児期から老年期までのライフステージを通した作業療法実践で注目されている課題や介入・支援方法、作業療法の最新のテーマを紹介し知見を広げ
る。また、一連の学習を通して、現況に即応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、生涯を通した効果的な作業療法実践への理解を深める。

到
達
目
標

1）生涯発達の概念を知る
2）遊びや学習支援、生活支援に用いる支援機器について知る
3）ライフステージに応じたICTなど支援技術などについて知る
4）高齢期の作業療法実践で必要となる知識・技術・態度を理解する。さらに、最近注目されているテーマについて知る

1
生涯発達について①
（概念の確認）

久保田清子

2
生涯発達について②
（OTとの関わり）

久保田清子

評価 課題100%

課題に対する
フィードバックの方法

授業内での講評、レポート課題は個別に伝達する。

教科書 理学療法士・作業療法士 国家試験 必修ポイント　障害別OT治療学 2026/医歯薬出版/2025/ISBN：未定

参考図書など
生涯人間発達学 改訂第2版増補版/上田礼子/三輪書店/2012/9784895903998
授業中に別途伝達・配布を行う。

アクティブ・ラーニング 提示されたテーマに関して、臨床実習経験を振り返りながらペア・集団でのディスカッションを行う。

生涯発達の概念を復習・理解する。

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：授業で扱った内容について整理しまとめる。

第1回の学びを元に、ライフステージに応じたOTの関わりについて復習・理解する。

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：授業で扱った内容について、理解度を確認する。

障害のあるこどもの遊びや生活支援、ICTや遊具の活用などについて知る。

事前学習（0分）：なし

事後学習（30分）：授業で扱った内容について、理解度を確認する。

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

作業療法特論Ⅲ（生涯発達）

(15時間)

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける
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回

実務経験の
ある教員に
よる科目

作業療法特論Ⅳ（がん）
選択 講義 1単位 4年後期 岡本絵里加

○
Advanced Occupational TherapyⅣ

(Cancer)
(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1
オリエンテーション・がんリハビリ
テーション総論①

がんの基礎知識、がん治療（教科書Ⅰ　総論　がんの基礎知識、がん治療）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

授
業
概
要

がん領域の作業療法における最近の知見、実践上注目されている課題や治療・支援方法等、現状での作業療法実践が注目するテーマを紹介して
知見を広げ、報告や検討の中で明らかとした課題について授業討論し、現実的な課題解決の方法について考察する。一連の学習を通して、現況
に即応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、がんのリハビリテーション領域への効果的な作業療法実践への理解を深める。

到
達
目
標

1）がんリハビリテーション領域の作業療法における最近の知見が理解できる
2）がんリハビリテーション領域のさまざまな支援内容を理解できる
3）がんリハビリテーション領域の作業療法の事例検討を通して現実的な課題解決の方法が選択できる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

3 原発巣別各論①

肺がん、消化器がん、乳がん、前立腺がん、腎がん（教科書Ⅱ　原発巣別各論）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

2 がんリハビリテーション総論②

がんリハビリテーション治療計画、練習中止を考慮する状態（教科書Ⅰ　総論　リハビリテーション
治療計画、練習中止を考慮する状態）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

5 リハビリテーション治療①

化学療法・放射線療法、造血幹細胞移植（教科書Ⅲ　リハビリテーション治療）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

4 原発巣別各論②

尿路上皮がん、婦人科がん、頭頚部がん、血液がん、脳腫瘍（教科書Ⅱ　原発巣別各論）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

7 有害事象対策①

骨転移、がん関連血栓症、神経障害（教科書Ⅳ　有害事象対策）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

6 リハビリテーション治療②

リンパ浮腫、進行がん（教科書Ⅲ　リハビリテーション治療）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

8 有害事象対策②

低栄養・サルコペニア、せん妄、疼痛（教科書Ⅳ　有害事象対策）

岡本 絵里加
事前学習（20分）：授業内容に関する教科書の該当箇所を読んでくる

事後学習（30分）：教科書や授業中に配布した資料を復習する

留意事項 特になし。

参考図書など がんリハビリテーション実践マニュアル/宮腰浩一 編集/メジカルビュー社/ISBN:978-4-7583-2038-2

アクティブ・ラーニング 具体的な症例をもとに一連の作業療法介入をグループワークを中心に議論する。

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、がんに関する基本的な知識とリハビリテーション手法についての考え方につい
て講義する。

評価 小テスト50％，定期試験50％

課題に対する
フィードバックの方法

次回の授業中に課題に対する解説を行う。

教科書
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害/日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集/協同医書出版/3版
/ISBN:978-4-7639-2121-5

Ⅳ

専
門
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目

専
門
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目
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

実務経験の
ある教員に
よる科目

選択 講義 1単位 4年後期 宮内　貴之
○

(15時間)

科目担当教員

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

1
オリエンテーション・高次脳機能障
害総論

高次脳機能障害をとりまく現状と課題

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

授
業
概
要

高次脳機能障害領域の作業療法における最近の知見、実践上注目されている課題や治療・支援方法等、現状での作業療法実践が注目するテーマを
紹介して知見を広げ、報告や検討の中で明らかとした課題について授業討論し、現実的な課題解決の方法について考察する。一連の学習を通して、現
況に即応したより実践的な知識・技術を学ぶ機会とし、高次脳機能障害領域への効果的な作業療法実践への理解を深める。

到
達
目
標

1）高次脳機能障害領域の作業療法における最近の知見が理解できる
2）高次脳機能障害のさまざまな支援内容を理解できる
3）高次脳機能障害の作業療法の事例検討を通して現実的な課題解決の方法が選択できる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

2 高次脳機能障害各論①

高次脳機能障害リハビリテーションのトピックス

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

3 高次脳機能障害各論②

高次脳機能障害リハビリテーションのトピックス

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

5 高次脳機能障害各論④

高次脳機能障害患者の地域生活支援

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

4 高次脳機能障害各論③

高次脳機能障害患者の地域生活支援

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

7 事例検討②

自験例を基にしたケーススタディー

教科書
作業療法学全書　改訂第3版　第8巻　作業治療学5　高次脳機能障害/日本作業療法士協会 監修/渕　雅子 編集/協同医書出
版/3版/ISBN:978-4-7639-2125-3

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

留意事項 「高次脳機能障害作業療法学Ⅰ・Ⅱ」での学習に関連するので必ず復習しておくこと。

参考図書など
作業療法学全書改訂第3版第4巻作業治療学1身体障害/日本作業療法士協会 監修　菅原洋子 編集/協同医書出版/3版
/ISBN:978-4-7639-2121-5、石合純夫(編集)/高次脳機能障害学　第3版/医歯薬出版/2022/ISBN978-4-263-26651-9

アクティブ・ラーニング グループワークで学習した高次脳機能障害の最近の知見を学生同士でプレゼンテーションし議論する

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験と専門作業療法士（脳血管障害）の資格を活かして、高次脳機能障害に関する応用的な知
識とリハビリテーション介入手法についての考え方について講義する。

作業療法特論Ⅴ（高次脳機能障害）

Advanced Occupational TherapyⅤ
(Cognitive Dysfunction)

評価 講義終了時に実施する小テスト100%

課題に対する
フィードバックの方法

グループ発表内容および課題に対して授業内に講評を行う。

8 事例検討③、まとめ

自験例を基にしたケーススタディー、まとめ

宮内　貴之事前学習（20分）：新聞記事などで高次脳機能障害に関するトピックスを調べる

事後学習（30分）：授業中に配布する宿題をする

6 事例検討①

自験例を基にしたケーススタディー

宮内　貴之
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実務経験の
ある教員に
よる科目作業療法◊✲

選択 ₇習
4単位

4年通期 田㑓ᾈᩥ、作業療法学専攻（専任）教員OCCUPATIONAL THERAPY 
GRADUATION THESIS

○
(120時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

ナンバリングコード HOTH2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後、ఇみ及び別途公開するオフィスアワー
一覧表に記載されている時間ᖏに受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的᰿ᣐに基䛵き主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業療学

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自ᕫ◊㛑にດめ、生ᾭにわたり自らの専門㡿域を実践し⥆けることができる。

授
業
概
要

䠏年次の作業療法◊✲法・₇習を基に、倫理ᑂᰝ⏦ㄳ書の指導と作成、◊✲計画の指導と作成、手㡰に沿った◊✲実施を担当教員指導の下で実施す
る。各学生は◊✲課題をまとめ、報告する。
なお、䝠トධ◊✲では各担当教員の指導の下に倫理ᑂᰝ⏦ㄳ書を作成し、◊✲倫理ᑂᰝጤ員会のᢎ認を得た上で実施することとする。
一連の◊✲㐣⛬を作業療法学専攻の全専任教員より助言と指導を受けながら実施する。各専任教員あたり᭱4名⛬度の学生を担当・実施する。

到
達
目
標

䠍）◊✲ㄽᩥをㄞみ、内容を理解することができる
䠎）作業療法の臨床における◊✲問を具現することができる
䠏）◊✲問を解決するための手法を理解し、実施するこができる
４）◊✲の成果をㄞ者や⫈⾗にఏわるようにᩥ❶にすることができる

授
業
の
進
め
方

◇各指導教員のもと、ᑠグループないし1対1で、一連の◊✲㐣⛬を経験し学ぶ。

◇◊✲手法は多ᒱにΏり、実験・社会的調ᰝ・心理学的◊✲・事例◊✲・実践報告・ᩥ献᳨討等、◊✲テーマに応じたものを用いる。

◇◊✲成果は、専攻における発表や報告書としてまとめる。

評価 ㄽᩥ60䠂、指導教員による個別指導䜈の参ຍ状況30䠂、◊✲発表10䠂

課題に対する
フィードバックの方法

個別指導中に㐺ᐅ指導教員によるフィードバックが行われる。

教科書
作業療法概ㄽ　ᨵゞ第3版　༠ྠ医書出版社　ISBN䠖978-4763921185
◊✲テーマに基䛵䛟これまでに用いた教科書及び必要に応じた資料配ᕸ

留意事項 授業開ㅮの日時等は指導教員の指示にᚑうこと。

参考図書など
「作業療法士のための◊✲法ධ門」㙊他⦅、୕㍯書ᗑ、ISBN䠖978-4895900683
◊✲テーマに基䛵䛟これまでに用いた教科書及び配ᕸ

アクティブ・ラーニング 指導教員は◊✲テーマおよび計画の❧、実施に㝿しては学生の主体ᛶを尊重し、㐺ᐅ方向付けや必要なサポートを行う。

実務経験のある
教員による授業

作業療法関連の◊✲経験をάかして、作業療法に関する◊✲を指導、実践させる。

Ⅳ
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回

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修 講義 1単位 4年後期
田邉浩文、三川年正、西野由希子、

作業療法学専攻（専任）教員 ○
(15時間)

科目担当教員

ナンバリングコード HOTF2 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

作業治療学

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

これまでの学習の総まとめとして作業療法およびリハビリテーションに関する知識と技術を整理し、統合的な能力を培う機会とする。医学系領域と作業
療法の専門領域を統合し、実践場面で活用できる知識及び技術として定着できるように、グループワークも交えて確実なものにしてゆく。一連の学習を
通して、国家試験受験に向けた情報・知識の整理についての意識を高める。

到
達
目
標

1）将来、作業療法士として仕事をするために必要不可欠な知識と技術について整理し、説明することができる。
2）国家試験に必要な知識を理解、整理し、例示することができる

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1 専門基礎分野の学習１

専門基礎分野の学習テーマを選定して自己学習し、発表して学生相互の質疑応答と教員による補
助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：専門基礎分野の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：本講義で学習した専門基礎分野の内容をノートにまとめて整理する。

2 専門基礎分野の学習２

専門基礎分野の学習テーマを選定して自己学習し発表して学生相互の質疑応答と教員による補助
的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：専門基礎分野の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：本講義で学習した専門基礎分野の内容をノートにまとめて整理する。

3 基礎作業療法学分野の学習

作業療法概論と技法の学習テーマを選定して自己学習し、発表して学生相互の質疑応答と教員に
よる補助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：基礎作業療法学分野の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：学習した基礎作業療法学分野の内容をノートにまとめて整理する。

4 作業療法評価学

作業療法評価法の学習テーマを選定して自己学習し、発表して学生相互の質疑応答と教員による
補助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：作業療法評価学の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：学習した作業療法評価学分野の内容をノートにまとめて整理する。

5
作業療法学・身体障害領域の学
習

身体障害領域の学習テーマを選定して自己学習し、発表して学生相互の質疑応答と教員による補
助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：身体障害領域の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：学習した身体障害領域の内容をノートにまとめて整理する。

6
作業療法学・精神障害領域の学
習

精神障害領域の学習テーマを選定して自己学習し、発表して学生相互の質疑応答と教員による補
助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：精神障害領域の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：学習した精神障害領域の内容をノートにまとめて整理する。

7
作業療法学・発達障害領域の学
習

発達障害領域の学習テーマを選定して、それを調べてまとめ発表し、学生相互の質疑応答と教員
による補助的関わりを通して総合的な知識の習得を図る。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（30分）：発達障害領域の学習テーマを選択しておく。

事後学習（30分）：学習した発達障害領域の内容をノートにまとめて整理する。

8 総合的作業療法学習

これまで学んだすべての分野の学習理解を模擬試験の実践を通じて確認し、理解不十分な領域に
ついて再学習する。

田邉浩文
三川年正

西野由希子
OT専任教員

事前学習（120分）：模擬試験の範囲に関する事前学習をしておく。

事後学習（120分）：模擬試験の採点をして不正解問題について再学習する。

COMPREHENSIVE LECTURE OF
 OCCUPATIONAL THERAPY

作業療法学総合講義

留意事項 卒業に向けての最終授業です。主体的に参加してください。

参考図書など 国家試験対策関連の各種参考書

アクティブ・ラーニング 【ディスカッションとグループワーク】各学修領域ごとに学生主体となり学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

身体障害領域の作業療法臨床経験を活かして、作業療法の実地問題に関する基本的な知識と手法についての考え方について
講義する。

評価 筆記試験にて判定する。模擬試験の結果も参考とする。

課題に対する
フィードバックの方法

適宜、教員による補習講義を開講するので参加すること。また、国家試験に関連する業者模試およびオリジナル模試を定期的に
実施するので必ず受験すること。模擬試験の結果をもとに自己学習の方法や方向性についてのアドバイスや指導を教員から行
います。

教科書
理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント 障害別OT治療学2026/医歯薬出版(未刊にてISBN未定）
理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント 基礎OT学2026/医歯薬出版(未刊にてISBN未定）
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ᅇ

9
地域作業療法のᇶ♏と実践
（通所系・学ᰯ：ஙᗂඣ期䡚学齢
期）

久保田　清子

10
⤊ᮎ期の地域作業療法と
ライフステージに応じた地域支援

久保田　清子

⤊ᮎ期のリハとこれまでの内容の総ざらい

事前学習（60分）：①の第6章䛂地域作業療法の実際。4　⤊ᮎ期における療法䛃に目を通す。
第1䡚9ᅇの学習ポイントを確認する

事後学習（60分）：理解が不༑分な㒊分をᢕᥱし、補う

特別支援教⫱、ඣ❺福祉法とඣ❺待

事前学習（30分）：①の第6章䛂地域作業療法の実際。3　学ᰯおよび保⫱所等訪問支援における作業療法䛃に目
を通す。

事後学習（30分）：②の子ど䜒が用するサービスのඣ❺Ⓨ達支援、ᨺ課後等デーサービス等の内容を確認す
る

6
社会保障制度：障害者の職業関
連活動とᑵປ支援

久保田　清子

7
社会保障制度：障害ඣ・者のᑵ学
支援

久保田　清子

8
地域作業療法のᇶ♏と実践
（訪問系：ஙᗂඣ期䡚高齢期）

久保田　清子

各種制度の目的・対㇟・具体的な内容（障害者䜈の施策：障害者㞠用⋡制度、ᑵປ支援施設・サー
ビス、ᕪ別解ᾘ法・合理的㓄៖）

事前学習（30分）：䛂障害者総合支援法䛃の内容を確認する

事後学習（30分）：①の第6章䛂䊡地域作業療法の実際。2 ᑵປ支援としての作業療法䛃に目を通す。
②の障害者䡡ඣサービスの䛂し䛤と䛃の章に目を通し、施設・制度を復習する

訪問系作業療法の評価と介ධ

事前学習（30分）：①の第6章䛂地域作業療法の実際。1　訪問系作業療法䛃に目を通す

事後学習（15分）：②のこど䜒が用するサービスのᒃᏯ訪問ᆺඣ❺Ⓨ達支援の内容を確認する

各種制度の目的・対㇟・具体的な内容（障害者䜈の施策：障害者㞠用⋡制度、ᑵປ支援施設・サー
ビス、ᕪ別解ᾘ法・合理的㓄៖）

事前学習（30分）：䛂障害者総合支援法䛃の内容を確認する

事後学習（30分）：①の第6章䛂䊡地域作業療法の実際。2 ᑵປ支援としての作業療法䛃に目を通す。
②の障害者䡡ඣサービスの䛂し䛤と䛃の章に目を通し、施設・制度を復習する

3
⏘業作業療法
ᑵປと䜻䝱リアᙧ成・Ⓨ達

久保田　清子

4
社会保障制度：に⢭⚄科㡿域
（復習・確認をྵむ）

久保田　清子

5
社会保障制度：に障害者
（復習・確認をྵむ）

久保田　清子

各種制度の目的・対㇟・具体的な内容
（⢭⚄障害者・⢭⚄ᝈを᭷する者䜈の社会復ᖐ施設対策、地域対策）

事前学習（30分）：㞄᥋科目で学䜣䛰地域リハと関連の῝い用ㄒと䛭の意を復習する

事後学習（30分）：②の障害者䡡ඣサービスの䛂し䛤と䛃の章に目を通し、施設・制度を復習する

各種制度の目的・対㇟・具体的な内容（障害者䜈の施策：障害者総合支援法、障害者ᕪ別解ᾘ
法、合理的㓄៖）䛆グループ学習䛇

事前学習（30分）：事前学習資料にἢ䛳て、課題に取り組む　䊻　事前学習確認小テスト

事後学習（45分）：①の第2章䛂障害者総合支援法䛃、②の障害者総合支援法、障害者ᕪ別解ᾘ法、障害者待
防Ṇ法の章に目を通す

実務経験の
ある教員に
よる科目

地域作業療法学䊠（総ㄽ）
ᚲಟ 講⩏ 1༢ 3年前期 久保田　清子

䕿

専門科目

地域作業療法学

授
業
ᴫ
せ

地域のᤊえ方、地域におけるリハビリテーション及び作業療法と⫼ᬒにある理ᛕを学䜆。また、地域作業療法に関䜟る社会保障制度のṔྐ的ኚ㑄と⌧
行制度のᴫせ、地域作業療法の対㇟と評価及び支援内容に関するධ門的な内容を学䜆。地域での実践にあた䛳ては、ከ職種連ᦠ・協ാが㠀ᖖに重せ
であり、保健医療職に留まらず指職と協ാする他職種䝏ー䝮において作業療法士にồめられる役割を理解する。

฿
達
目
ᶆ

1）地域とはなに䛛、検討した⤖ᯝを説明できる。
2）地域生活⥅⥆のためのせ௳が説明できる。
3㻕地域リハと䛭の⫼ᬒにあるᇶᮏ理ᛕを自分のこと䜀で⾲⌧できる。
4㻕地域作業療法の対㇟と地域でのከ職種連ᦠにおける作業療法士の役割・ᶵ⬟が説明できる。
5㻕提出期㝈やルールをᏲることができる。

1
オリエンテーション
地域・地域社会

久保田　清子

2
地域リハビリテーション
（復習・確認をྵむ）

久保田　清子

地域の定⩏、ᅪ域、地域社会のᵓ成せ⣲、
（ᚓた▱㆑を踏まえ、自らを地域のᵓ成員として見つめ┤す）

事前学習（30分）：科目⩌を確認する。䛂地域䛃とはなに䛛、自分なりの考えをまとめ、授業に⮫む

事後学習（45分）：学䜣䛰内容をふり返り、学習ポイントを確認する。①の第1章に目を通す

地域リハの定⩏や地域リハに関するᇶ♏▱㆑の確認
関連する理ᛕの復習・確認（ノーマライゼーション、I㻸㐠動、エン䝟䝽メント、アド䝪䜿イト、インク
ルージョン、䜿ア・䜿ースマ䝛ジメント、䝏ー䝮マ䝛ジメント、䜿アプラン、地域包括䜿アシステ䝮）

事前学習（45分）：㞄᥋科目で学䜣䛰地域リハと関連の῝い用ㄒと䛭の意を復習する　䊻　小テスト

事後学習（30分）：学䜣䛰内容をふり返り、学習ポイントを確認する。①の第1章に目を通す

⏘業作業療法
ാくということと䜻䝱リアᙧ成・䜻䝱リアⓎ達䛆ペア＆グループ・䝽ーク䛇

事前学習（60分）：㓄ᕸ資料をㄞ䜏、䜻䝱リアアンカー・䜻䝱リアサバイバル等について考える

事後学習（15分）授業内容をふり返り、学習ポイントを確認する

授業科目༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科目の関連

㻰P1）┳護及びリハビリテーションの専門職として高度な▱㆑とᢏ⾡を身につけ、実践することができる。

㻰P3）相ᡭをᑛ重し、他者とのコ䝭ュニ䜿ーションを通じてⰋዲな関ಀを⠏いてⓎ展さ䛫ることができる。

㻰P4）保健・医療・福祉・教⫱・⏘業等各⏺の関連職種と連ᦠし、人䚻の健ᗣにᐤすることができる。

㻰P5）ᖜᗈい教㣴と高い理ほを䜒䛱、クライアント中心の医療を体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

㻰P6）༞業後䜒自己◊㛑にດめ、生ᾭに䜟たり自らの専門㡿域を実践し⥆けることができる。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

授業科目のྡ⛠
ᚲಟ・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢数
㻔時間数㻕

㓄ᙜ
年ḟ

科目ᢸᙜ教員

Community based OT 㻔30時間㻕

ナンバリングコード HOTF1 オフィスア䝽ー
ᮏ科目に関する㉁問は、授業の前後及び別㏵බ開するオフィスア䝽ー୍覧⾲にᥖ㍕され
た時間にཷけける

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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15
福祉用具
振り返りとまとめ

久保田　清子

12 地域の防災・災害支援 久保田　清子

13 行政の療法士 久保田　清子

14 国際リハビリテーション 久保田　清子

行政における療法士の役割

事前学習（120分）：他OTS向け解説資料の作成とプレゼンテーションの準備をする。

事後学習（30分）：他OTSの報告内容を振り返る

国境を越えたリハ活動、JICA、WFOT

事前学習（30分）：

事後学習（30分）：オリジナル自助具について検討する。

福祉用具の種別に応じた支援情報整理
確認/総ざらい

事前学習（30分）：テクノエイド協会HPの福祉用具の内容・種類を確認する。

事後学習（30分）：各種用具の特徴を復習する。

地域の防災と災害支援、障害者・高齢者の避難

事前学習（30分）：①の第8・9章に目を通す

事後学習（180分）：設定された課題に取り組む

11
地域におけるふれあいグループ
の役割

久保田　清子

前半：地域におけるグループ施設の役割・社会貢献
後半：聴講後、小グループディスカッション

事前学習（30分）：関連施設のHPを閲覧し、ふれあいグループが取り組む事業等について下調べを行う。

事後学習（45分）：地域社会に貢献できる専門職業人像（将来の自己像）を考える

実務経験のある
教員による授業

身体障害者に関する専門的相談・判定、補装具・自立支援医療（更生医療）に関する相談、障害者総合支援法下の生活介護、
介護保険における介護老人保健施設＆福祉施設・通所系・訪問系でのリハビリテーションサービスの提供、等に従事した。この
経験を踏まえて授業展開する。

留意事項
オリエンテーションで詳細を伝達する。
国試対策に関連する内容は法制度中心のため、重く固い内容となる。諦めず投げ出さずに取り組むことを期待する。
事前・事後学習の具体的な指示はmanabaで行うので、忘れず確認すること。

評価 指定課題：25%、小テスト：25%、筆記試験：50%

課題に対する
フィードバックの方法

授業時間内及び個別コメントにて伝達する。

教科書
①地域リハビリテーション学 第2版/羊土社/2019/ISBN:978-4-7581-0238-4
②医療福祉総合ガイドブック2025年度版/医学書院/ISBN:不明

参考図書など
地域包括リハビリテーション実践マニュアル/羊土社/2018/ISBN:978-4-7581-0229-2
作業療法士プロフェッショナル・ガイド/文光堂/2013/ISBN:9784830643996

アクティブ・ラーニング 学生間（ペア＆少人数グループ）での学習ポイントの確認・情報や意見交換を行う。
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回

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥの別
授業
ᙧែ

༢ᩘ
(時間ᩘ㻕

㓄ᙜ
ᖺḟ

科┠ᢸᙜ教員

㻯ommunity based OT 䊡 (30時間㻕

䝘ンバリングコード HOTF1 䜸フィスアワー
本科┠に関する㉁問は、授業の前後及び別㏵බ開する䜸フィスアワー୍ぴ⾲にᥖ㍕され
た時間にཷけける

授業科┠༊分 ༞業認定・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の関㐃

㻰P1）┳護及びリハビリテーションの専門職として高度な▱㆑とᢏ⾡を身につけ、実践することができる。

㻰P2）科学的᰿ᣐにᇶづき主体的に行動することにより問題ゎỴに向けて実践することができる。

㻰P3）┦手をᑛ重し、他者とのコミュニケーションを通䛨てⰋዲな関ಀを築いてⓎ展さ䛫ることができる。

授業項┠
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
ᢸᙜ教員

加齢に伴う心身機能の変化とそれに伴う活動・参加の変化について理ゎする。
高齢期の地域リハ・地域作業療法の対象者を理ゎする。

事前学習(20分㻕：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ

事後学習(30分㻕：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する

高齢期の法・制度と介護保険の組䜏を理ゎする。
（高齢者への策：介護保険制度・認▱策、ᶒ利᧦護制度）

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

地域包括システ䝮とそれに関㐃する高齢期のリハビリテーション・作業療法を理ゎする。

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

実務経験の
ある教員に
よる科┠

地域作業療法学䊡（⪁ᖺ期㞀害）
ᚲ修 ㅮ⩏ 1༢ 3ᖺ前期 久保田清子、新任教員

䕿

専門科┠

地域作業療法学

授
業
ᴫ
要

高齢期の地域作業療法について具体的に学習する。高齢の方の地域生活自❧を┠ᣦして、（୍部ᗣ高齢者ྵむ）高齢㞀害者の地域支援のあり方や
ケア䡡ケースマ䝛ジメントのあり方について理ゎする。また、身㏆な地域に↔点をあてた特定テーマの演習に取り組䜏、地域生活者である学生自身のど
点䜒䛘て高齢期地域作業療法のᮃましいጼを考䛘る。୍㐃の検討の中で、་療職の❧ሙから他職種協ാでどのᵝな課題があるか䜒検討する。さら
に、ᅾ宅生活支援のための福祉機ჾの適用と関㐃法つ、住環境整備を理ゎする。

฿
㐩
┠
ᶆ

䠍）䜟が国における高齢化の≧ἣと、高齢者の法制度について理ゎする。
䠎）や㞀害の予防的意⩏とリハビリテーション・作業療法の展開を理ゎできる。
䠏）地域包括システ䝮のなかで作業療法士に期ᚅされる役割と実践を理ゎできる。
䠐）高齢期地域作業療法の事について作業療法の流れをグループワークを通して構築できる。
䠑）高齢期地域作業療法で用いられるᵝ䚻な実践方法を理ゎし、活用できる。

1
高齢期の地域リハビリテーション・
地域作業療法の対象者について

新任教員

2
高齢期の法・制度と介護保険の
組䜏

新任教員

3
地域包括ケアシステ䝮とリハビリ
テーション・作業療法

新任教員

4
や㞀害の予防とリハビリテー
ション・作業療法

新任教員

5 事検討（䠍） 新任教員

6
高齢期の通所系・訪問系サービス
とリハ（介護保険ୗの通所介護、
通所リハ、訪問リハ）

久保田　清子

高齢期地域作業療法に関㐃して、ᗣ生ᡂ論や䝦ルスプロ䝰ーションのど点を理ゎする。
（介護予防・䝦ルスプロ䝰ーション、フ䝺イル・サルコ䝨ニアと転ಽ、認▱とその予防）

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

1～4回の授業を㋃ま䛘、実㝿の事についてグループ学習を通して主体的に学ぶ。

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

介護保険ୗでの各種リハサービスとそこでのリハ職の役割、他職種との㐃ᦠ、地域㐃ᦠクリティカ
ル䝟ス）䈜地域リハ実習に向けたᇶ♏▱㆑の確認

事前学習：介護保険の各種リハサービスについて、manabaのᣦ定動⏬をど⫈し、予習課題に取り組む。

事後学習：各種リハサービスの特徴やOTの役割・他職種との㐃ᦠを復習する（15分）

7
高齢期の通所・訪問系リハサービ
スの⤂介（グループでの演習）

久保田　清子

8
高齢期の地域リハビリテーション
と評価

新任教員

9
高齢期の地域リハビリテーション
と評価

新任教員

通所・訪問系リハタにおける高齢者への㌴いす・シーティングの検討【グループでの学内演習】

事前学習:manabaのᣦ定動⏬をど⫈・ᣦ定コンテン䝒の内容を確認し、ᇶ♏を理ゎする（45分）䊻ᑠテスト

事後学習高齢者への㌴いす・シーティングについて復習する（15分）

高齢期地域リハビリテーションで用いられる௦⾲的な評価法を学ぶ。

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

地域リハビリテーションで用いられる評価法を学ぶ。

事前学習：教科書・㓄㈨ᩱ等のヱᙜ⟠所を事前にㄞむ　　　　　　　(20分）

事後学習：㓄㈨ᩱ等䠈授業全⯡について復習する　　　　　　　　　(30分）

10
高齢者における予防と生活支援、
住まいの支援と住環境整備

久保田　清子

11
ᶆ‽型㌴いすと住環境整備
（グループでの演習）

久保田　清子

12 高齢者の自動㌴運転 久保田　清子

୍ḟ予防から三ḟ予防と留意点、教⫱㠃（生ᾭ学習ྵむ）、職業・事㠃、地域・௰間関ಀ、家ᗞ・
住ᒃ㠃、社会的ഃ㠃・地域の環境㠃で考䛘る

事前学習：加齢に伴うከ種ከᵝな心身機能の変化と高齢期にከいᝈと≧の確認する（60分）

事後学習：国家試験で出題された内容と適切な回答とその理由を確認する（30分）

ᶆ‽型㌴いすに対ᛂした住環境整備【グループでの学内演習】

事前学習：ᶆ‽型㌴いすのサイ䝈や回転༙ᚄ、ഴᩳ等をㄪ䜉る（30分）

事後学習：国家試験で出題された内容と適切な回答とその理由を確認する（30分）

㐨㊰通法と高齢㞀害者の自動㌴運転（䈜୍部に身体㞀害者をྵむ）

事前学習：地域で㐃ᦠする௦⾲的な他職種とその役割を確認する（30分）䊻ᑠテスト

事後学習：国家試験で出題された内容と適切な回答とその理由を確認する（30分）

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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事後学習国家試験で出題された内容と適切な回答とその理由を確認する（30分）

加齢に伴う心身機能の変化と住環境整備、住環境整備の流れ、スロープ・手すりに関する演習

事前学習：日常生活支援論で学んだ内容を確認する（30分）

住民参加型の地域づくり活動、防災と予防リハ、対象とリハ専門職の役割、留意点

事前学習介護保険の訪問リハビリテーションについて、テキストの内容を確認する（20分）

事後学習訪問リハの特徴やセラピストの役割をテキストで復習する（15分）

全体をふり返り、高齢者の地域生活支援における留意点の検討

事前学習1～14回分の総ざらいをし、重要な点や留意点を確認する（30分）

事後学習全体のふり返りを行う（30分）

評価
新任教員分：
クボタ分：筆記試験35%、課題15%

13
高齢期が利用できる住まいに関す
る各種制度・サービス
自助具

久保田　清子

14 高齢者の地域活動、防災 久保田　清子

15
地域生活支援
（グループディスカッション）

久保田　清子

課題に対する
フィードバックの方法

'新任教員分：
クボタ分：集団での課題は全体に向けて授業時間中及びmanabaで、個別課題は提出物等に直接、批評やコメント等を行う。

教科書
生活環境学/メジカルビュー社/2023/ISBN：978-4-7583-2098-6（第7、11、13回）
地域リハビリテーション学/第2版/羊土社/2019/ISBN：978-4-7581-0238-4（第6、10、11、13、14回）

参考図書など

OT・PTのための住環境整備論　第3版/三輪書店/2021/ISBN:978-4-89590-731-6（第10、11回）
生活環境学テキスト 改定第2版/南江堂/2020/ISBN：978-4-524-22702-0（第7、11、13回）
ライフステージから学ぶ地域包括リハビリテーション実践マニュアル/羊土社/2018/ISBN:978-4-7581-0229-2（第6、10回）
地域作業療法学 改訂第2版/メジカルビュー社/2023/ISBN：978-4-7583-2049-8（第7、14回）
生活環境学/メジカルビュー社/2023/ISBN978-4-7583-2098-6（第10、11回）
日本作業療法士協会HP『地域社会振興部地域事業支援課【運転と地域移動推進班】』
https://www.jaot.or.jp/seikatukankyou/driving-committee/　(第12回）
日本作業療法士協会HP『災害対策』　https://www.jaot.or.jp/disaster_prevention/saigai/（第14回）

アクティブ・ラーニング グループワークやディスカッション等に取り組むことで、学生同士コミュニケーションを構築し主体的に学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

通所系と訪問系リハへの従事経験や、介護保険制度を使った住宅改修や福祉用具の活用の実践経験を活かした授業展開を行
う。

留意事項
グループ学習に積極的に参加し、班員としてグループ貢献に努めること。他のメンバーに影響がでるため、遅刻や欠席をしない
ように心がけること。
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ᅇ

12
⮬㌟のᆅᇦの♫会資※につい
て、発表と聴講、質疑応答

⮬㌟のᆅᇦの♫会資※について、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。

11
⮬㌟のᆅᇦの♫会資※につい
て、発表と聴講、質疑応答

⮬㌟のᆅᇦの♫会資※について、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。

10
⮬㌟のᆅᇦのไᗘについて、発
表と聴講、質疑応答

⮬㌟のᆅᇦのไᗘについて、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。

9
⮬㌟のᆅᇦの精神科医療につい
て、発表と聴講、質疑応答

⮬㌟のᆅᇦの精神科医療について、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。

8 生活支援についてㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦの生活支援についてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の生活支援についてㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

7 就労支援についてㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦの就労支援についてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の就労支援についてㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

6
⮬㌟のᆅᇦの精神障害者につい
てㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦの精神障害者についてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の精神障害者についてㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

5 ⮬㌟のᆅᇦの♫会資※のㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦの♫会資※についてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の精神科医療のㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

4 ⮬㌟のᆅᇦのไᗘのㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦのไᗘについてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の精神科医療のㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

3 ⮬㌟のᆅᇦの精神科医療のㄪᰝ

⮬㌟のᆅᇦの精神科医療についてㄪᰝする。

三川 年正
事前学習(30分）： ⮬分のఫ䜐⾤の精神科医療のㄪᰝをする。

事後学習(60分）： 発表資料の作成、⦎習。

2
精神科㡿ᇦに䛚䛡るᆅᇦ生活支
援の実践

精神科㡿ᇦのᆅᇦ生活支援の実㝿を⌮ゎする。

三川 年正
事前学習(30分）： 参考図書䐟䠬217-㻼221のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜣で䛟る。　

事後学習(30分）： 参考図書、㓄ᕸ資料をᇶに授業యについて習する。

1
精神科㡿ᇦに䛚䛡るᆅᇦ生活支
援のᇶ♏

精神科㡿ᇦのᆅᇦ生活支援のᇶ♏を⌮ゎする。

三川 年正
事前学習(30分）： 参考図書䐟䠬201䡚㻼221のヱᙜ⟠ᡤをㄞ䜣で䛟る。　

事後学習(30分）： 参考図書、㓄ᕸ資料をᇶに授業యについて習する。

授
業
ᴫ
せ

精神科㡿ᇦに䛚䛡るᆅᇦ䝸䝝䝡䝸テーションを学䜃、⫋✀との㐃ᦠ、作業療法のᙺを⌮ゎする。
ᆅᇦ生活支援を行うにあ䛯䛳ての法ไᗘ䜔⎔ቃᩚഛを⌮ゎし、作業療法士としての支援を学䜆。

฿
㐩
┠
ᶆ

1）精神科㡿ᇦのᆅᇦ䝸䝝䝡䝸テーションのᇶ本的な考䛘方をㄝ᫂で䛝る。
2）精神科㡿ᇦの㛵㐃法つ、♫会資※をㄝ᫂で䛝る。
3）ᆅᇦの♫会資※についてㄝ᫂で䛝る。
4）ᆅᇦの精神障害をྲྀ䜚ᕳ䛟≧ἣについてㄝ᫂で䛝る。
5）実㝿のᆅᇦに䛚䛡る生活支援についてㄝ᫂で䛝る。

授業項┠
授業ෆᐜ

事前・事後学習　䠄ண習・習・課題➼）
ᢸᙜ教員

ᑓ㛛科┠ 㻰㻼1）┳ㆤཬ䜃䝸䝝䝡䝸テーションのᑓ㛛⫋として㧗ᗘな▱㆑とᢏ⾡を㌟につ䛡、実践すること䛜で䛝る。

㻰㻼2）科学的᰿ᣐにᇶ䛵䛝య的に行動することによ䜚ၥ題ゎỴにྥ䛡て実践すること䛜で䛝る。

ᆅᇦ作業療法学

㻰㻼3）┦ᡭをᑛ㔜し、者との䝁䝭䝳ニ䜿ーションを通䛨てⰋዲな㛵ಀを⠏いて発ᒎ䛥䛫ること䛜で䛝る。

㻰㻼5）幅ᗈい教㣴と㧗い⌮ほを䜒䛱、クラ䜲アン䝖୰ᚰの医療をయ的に提౪することによ䜚ᆅᇦ♫会に㈉⊩すること䛜で䛝る。

㻰㻼6）༞業後䜒⮬ᕫ研㛑にດ䜑、生ᾭに䜟䛯䜚⮬䜙のᑓ㛛㡿ᇦを実践し⥆䛡ること䛜で䛝る。

䝘ンバ䝸ング䝁ード HOTF1 オフィスアワー
本科┠に㛵する質ၥは、授業の前後ཬ䜃ู㏵බ㛤するオフィスアワー୍ぴ表にᥖ㍕䛥䜜
䛯㛫にཷ䛡䛡る

授業科┠༊分 ༞業ㄆᐃ・学授の方㔪とᙜヱ授業科┠の㛵㐃

実務経験の
ある教員に
よる科┠

ᚲ修 ₇習
1༢

3年後ᮇ 三川 年正
䕿(30㛫㻕

授業科┠のྡ⛠
ᚲ修・

㑅ᢥのู
授業
ᙧែ

༢数
(㛫数㻕

㓄ᙜ
年ḟ

科┠ᢸᙜ教員

ᆅᇦ作業療法学䊢䠄精神障害）
㻻㼏㼏㼡㼜㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘 㼀㼔㼑㼞㼍㼜㼥 㼒㼛㼞 㼘㼛㼏㼍㼘 㻭㼞㼑㼍 䊢

䠄㻼㼟㼥㼏㼔㼕㼍㼠㼞㼕㼏 㻰㼕㼟㼛㼞㼐㼑㼞）

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項 課題の未提出、提出の遅延は大幅な減点となるので、留意すること。

参考図書など 精神障害と作業療法　新版/三輪書店/ISBN:978-4-89590-583-1

アクティブ・ラーニング 課題発表を通して、ディスカッションを行う。

実務経験のある
教員による授業

精神科作業療法士としての臨床経験と研究活動を活かして実践的な講義を行う。

評価 課題60%、発表20%、提出20%

課題に対する
フィードバックの方法

発表後とオフィスアワーを活用してフィードバックを行う。

教科書 作業治療学2 精神障害 改訂第3版/2010/日本作業療法協会監修/協同医書/ISBN:978-4-7639-2122-2

15 精神障害者の支援　総括

講義の課題について講評する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 資料の修正を行う。

14
精神障害者数の生活支援につい
て、発表と聴講、質疑応答

精神障害者の生活支援について、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。

13
精神障害者数の就労支援につい
て、発表と聴講、質疑応答

精神障害者の就労支援について、発表と聴講、質疑応答する。

三川 年正
事前学習(30分）： 発表資料を作成する。

事後学習(60分）： 発表後に資料の修正を行う。
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ᅇ

12
発達特ᛶのある人䜈の職場ᖐ・
職場定╔ᨭと訪問による生ά
ᨭについて䐟

発達特ᛶがありながらാ䛟人䜈の職場ᖐᨭおよび定╔ᨭ、また地域生άを㏦るための訪問
ᨭについて、理解する

ᮡᮧ┤ဢ
事前学習（30分）䠖人の発達㞀ᐖについて学習する

事後学習（30分）䠖授業で学䜣䛰ことを習する

11 身体㞀ᐖ㡿域の総まとめ

福祉機ჾとఫ⎔ቃ整ഛに関する総䛦らい

久保田 清子
事前学習（30分）䠖第1䡚10ᅇの内容をり㏉り、学習ポイントを確認する

事後学習（30分）授業内容を全⯡を䜅り㏉り、定期ヨ験に向けた報整理を行う

10
ᝈ・㞀ᐖ別のఫ⎔ቃ整ഛ䐢
ఫ⎔ቃ整ഛのり㏉りとまとめ

各⌜の発表を踏まえ、各種ᝈ・㞀ᐖに応じたఫ⎔ቃにおける重要な点の確認や⿵㊊説明によ
り、理解を῝める、ᅜヨ出題ഴ向についてᢕᥱする

久保田 清子
事前学習（30分）䠖ᅜヨ出題問題に目を通す

事後学習（30分）授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを確認する

9
ᝈ・㞀ᐖ別のఫ⎔ቃ整ഛ䐡
作成資料をもちいたఏ達䛆グルー
プ学習䛇

第7・8ᅇで作成した資料を用い、得られた知識を他学生にఏ達する

久保田 清子
事前学習（60分）䠖他学生が理解しやすいఏ達内容・方法について考え‽ഛする

事後学習（30分）授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを確認する

8
ᝈ・㞀ᐖ別のఫ⎔ቃ整ഛ②
集した報のまとめと資料作成
䛆グループ学習䛇

担当のᝈ・㞀ᐖに関するఫ⎔ቃ整ഛについてまとめ、他学生にఏ達するための資料を作成する

久保田 清子
事前学習（30分）䠖リハが関わる௦表的なᝈとその㞀ᐖを確認する（と䛟にά動ไ㝈や参ຍไ⣙の内容）

事後学習（30分）䠖授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを確認する

7
ᝈ・㞀ᐖ別のఫ⎔ቃ整ഛ䐟
報集・整理䛆グループ学習䛇

ᝈ・㞀ᐖ別（⬻⾑⟶㞀ᐖ、⬨㧊ᦆയ、神経ኚᛶᝈ等）のఫ⎔ቃ整ഛ

久保田 清子
事前学習（30分）䠖担当ᝈ・㞀ᐖに関する㻭D㻸状況や௦表的なఫ⎔ቃ整ഛについて確認する

事後学習（30分）䠖授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを確認する

6

身体㞀ᐖ㡿域における
ఫ⎔ቃ整ഛ（ᘓ築の基礎知識）
場所別のఫ⎔ቃ整ഛの基本と⎔
ቃ整ഛに関わる法ไ度

ᘓ築に関する㉸ධ門的基礎知識、段ᕪ・ス䝨ース・床ᮦ、手すり・ᘓ具に関する基礎知識とఫ⎔ቃ
整ഛの基本、生ά⎔ቃ整ഛに関連するㅖไ度、護保㝤ไ度、㞀ᐖ者福祉施⟇と総合ᨭ法

久保田 清子事前学習（60分）䠖配ᕸ資料に目を通し、ᘓ築用ㄒを理解する㞀ᐖ者総合ᨭ法と護保㝤等の福祉用具の種
目・対㇟等を確認する

事後学習（30分）䠖授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを確認する

5
身体㞀ᐖ者に対する福祉用具䐣
䛆グループ学習䛇

学習テーマの内容ごとに相ఏ達・報を行う（㻴CRで得た内容をඖに、OT2年生と他の⌜員
に向けて各自が得た知識・報を共有・理解する。にわかリポーターを経験する）

久保田 清子
事前学習（60分）䠖配ᕸ資料に目を通し、問点を整理してお䛟

事後学習（30分）䠖グループ学習で持ち寄った知識をり㏉り、理解を῝める

4
身体㞀ᐖ者に対する福祉用具䐢
䛆グループ学習䛇

テーマごとに、⌜別に₇習に取り組む（ᅜ㝿福祉機ჾ展で得た内容のまとめ、ఏ達資料作成）

久保田 清子
事前学習（30分）䠖提示された課題に取り組む

事後学習（60分）䠖授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを他学生にఏ達できるように確認・‽ഛする

3
身体㞀ᐖ者に対する福祉用具䐡
䛆グループ学習䛇

ᅜ㝿福祉機ჾ展に参ຍし、課題テーマに沿って、各種福祉用具について報集し理解を῝める

久保田 清子
事前学習（30分）䠖提示された課題に取り組む

事後学習（60分）䠖授業内容を䜅り㏉り、学習ポイントを他学生にఏ達できるように確認・‽ഛする

2
身体㞀ᐖ者に対する福祉用具②
䛆グループ学習䛇

ᅜ㝿福祉機ჾ展に参ຍし、各種䝉ミナーを⫈ㅮし、各種福祉用具について学ぶ

久保田 清子
事前学習（0分）䠖

事後学習（45分）䠖グループ学習で持ち寄った知識を整理する

1
身体㞀ᐖ者に対する福祉用具䐟
ス䝻ープの໙配、㻴CR
䛆グループ学習䛇

ᅜ㝿福祉機ჾ展（㻴CR䠖10/8䡚10開ദ）䜈の参ຍ‽ഛ、ス䝻ープの໙配の計⟬₇習

久保田 清子
事前学習（90分）䠖テク䝜エイド༠会や㻴CR2025等の䝩ーム䝨ージで、事前知識を得る

事後学習（0分）䠖

授
業
概
要

ᑠඣ期から成人期の身体㞀ᐖと発達㞀ᐖに対する、各期・㡿域別の地域作業療法について学習する。ライフステージに応じた生ά者としての当事者
の❧場を踏まえた地域ᨭのあり方、よりよい地域生άを㏦るために、他職種との༠ാについてマネジメントなどのど点や、どのᵝな課題があるかを₇
習を通して理解する。

到
達
目
標

1)௦表的な身体機能の㞀ᐖに対する福祉用具について知る。
2)ᘓ築に関するึṌ的な知識を得る。
3)対㇟者に合わせたఫ⎔ቃ整ഛと作業療法士の役割を知る。
4）発達特ᛶがありながらാ䛟人䜈の職場ᖐᨭおよび定╔ᨭ、また地域生άを㏦るための訪問ᨭについて、理解する。
5）発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもの学習段階や取りま䛟⎔ቃのᨭについて理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（ண習・習・課題等）
担当教員

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

地域作業療法学

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HOTF1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

地域作業療法学䊣（身体㞀ᐖ・発達㞀ᐖ）

必修 ₇習
1単位

3年後期 久保田 清子・ᮡᮧ┤ဢ・ᒸ本⤮㔛ຍ
○Commu㼚㼕㼠y 㼎ase㼐 OT 䊣

（P㼔ys㼕㼏al D㼕sa㼎㼕l㼕㼠y ・De㼢elopme㼚㼠al D㼕sa㼎㼕l㼕㼠y）
(30時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
グループ学習を行うため、他者に㏞ᝨをけないように㐜้・Ḟ席に注意しまし䜗う。他科目で使った資料も持ち寄り、知識・報
の整理・ά用を期ᚅします。

参考図書など

久保田分䠖OT・PTのためのఫ⎔ቃ整ഛㄽ第3版/୕㍯書ᗑ/2021/ISBN:978-4-89590-731-6、
               生ά⎔ቃ学テ䜻ストᨵ定第2版/༡Ụᇽ/2020/ISBN:978-4-524-22702-0
ᮡᮧ分䠖授業内で㐺ᐅ⤂する
ᒸ本分䠖授業中に配ᕸする。

アクティブ・ラーニング
福祉用具に関するフィールドワークを行う。
䝨ア䠃グループ・ワークを通して、主体的に課題に取り組む機会を持つ。

実務経験のある
教員による授業

久保田䠖㻓㞀ᐖ者のఫᏯᨵ修・ᨵ㐀の実践経験を踏まえ、ᝈ・㞀ᐖ別、場所別の⎔ቃ調整ポイントをఏえる。
ᮡᮧ䠖担当教員は本科目に関する㇏ᐩな実務経験を有し、これに基䛵いて実践的なㅮ⩏を行う。
ᒸ本䠖発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもに関する実務経験を有し、ᨭの方法について実践的なㅮ⩏を行う。

評価
久保田分（70㻑)䠖₇習とレポート課題45㻑、➹記ヨ験25㻑
ᮡᮧ分（15㻑）䠖授業内に提示する課題の⤖果および取り組みのጼໃ 15㻑
ᒸ本分（15㻑)䠖ᑠテスト5㻑、学習課題10䠂

課題に対する
フィードバックの方法

久保田分䠖⌜別は⌜単位で授業中に、個別の課題は個別に行う。
ᮡᮧ分䠖個別またはᑠグループ単位で行う。
ᒸ本分䠖個別またはグループ単位で行う。

教科書

久保田分䠖生ά⎔ቃ学/メジカルビュー社/2023/ISBN:978-4-7583-2098-6（第1䡚11ᅇ）
　　　　　　　医療福祉総合ガイドブック2025年度版（第1䡚11ᅇ）ISBN:未定
ᮡᮧ分䠖指定なし
ᒸ本分䠖授業中に資料配ᕸをする。

15
発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ
子どもに対する作業療法ᨭ②

発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもが学習段階や取りま䛟⎔ቃのᨭについて理解する

ᒸ本⤮㔛ຍ事前学習（30分）䠖発達㞀ᐖや高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもについて該当するテ䜻ストを確認してお䛟こと

事後学習（30分）䠖授業で学䜣䛰ことを習する

14
発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ
子どもに対する作業療法ᨭ䙵

発達㞀ᐖ・高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもが学習段階や取りま䛟⎔ቃのᨭについて理解する

ᒸ本⤮㔛ຍ
事前学習（30分）䠖発達㞀ᐖや高次⬻機能㞀ᐖをもつ子どもについて該当するテ䜻ストを確認してお䛟こと

事後学習（30分）䠖授業で学䜣䛰ことを習する

13
発達特ᛶのある人䜈の職場ᖐ・
職場定╔ᨭと訪問による生ά
ᨭについて②

発達特ᛶがありながらാ䛟人䜈の職場ᖐᨭおよび定╔ᨭ、また地域生άを㏦るための訪問
ᨭについて、理解する

ᮡᮧ┤ဢ
事前学習（30分）䠖人の発達㞀ᐖについて学習する

事後学習（30分）䠖授業で学䜣䛰ことを習する
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配当
年次

科目担当教員

作業療法士の行う治療や支援の内容を理解するとともに、施設の概要、作業療法（士）と他職種との連携について理解する。実習前に記録の方法や接
遇などのオリエンテーション、実習後には実習報告会を行い2年次の授業に活用できるようにする。実習期間中は、実習時間外に行う学修として、１時間
程度の記録・準備を行う。

見学実習（作業療法）
必修 実験･実習 1単位 1年後期

Tour Training (45時間)

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

神保洋平、久保田清子、新規教員
○

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

到
達
目
標

1）社会人・専門職としての責任と品位・節度のある基本的態度を身につけることができる。
2）対象者らの立場を理解し、彼らと適切な距離を持った態度と行動を身につけるための経験ができる。
3）対象者らの生活機能と障害についての理解を深めることができる。
4）実習施設におけるリハビリテーション部門や作業療法部門の業務、役割・機能を知る。
5）実習施設の概要を把握すると共に、地域における当該施設や作業療法部門の役割・機能を知る。
6）セミナー発表会（説明会）での討議やグループワークに積極的に参加し、他者の経験を理解できる。
7）見学実習を通した経験を元に、今後の自己の学習課題を具体的に示すことができる。

ナンバリングコード HOTG1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

評価

全日程の４／５以上に出席することで単位認定の資格を得る。
実習の合否ならびに成績の判定は出席状況、実習課題、実習指導報告書、学内報告会などを基にして専任教員全員による総
合的な判断で行う。
詳細は、「臨床実習　実習要綱」にて提示する。

課題に対する
フィードバックの方法

実習終了後は全体で行う実習報告会や個別指導時間の中で到達目標全般に沿ったフィードバックを教員から行う。

教科書
「作業療法臨床実習の手引き」を配布する。
丹羽敦・松田隆治（編）/実習の要点を網羅！作業療法臨床実習のチェックポイント/メジカルビュー社/2020/ISBN:978-4-7583-
2024-5

留意事項
「臨床実習　実習要綱」に沿って、段階的に伝達する。
実習前後に行う事前・事後演習に毎回必ず出席すること。

参考図書など 必要に応じて参考資料を別途配布する。

アクティブ・ラーニング 実習終了後に学内にてディスカッション・グループワーク・プレゼンテーションを実施する。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士として実務にあたった経験を生かし、臨床家に求められる思考、行動などについて講義する。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

「臨床実習　実習要綱」に沿って、臨床実習の目的や方法、実践現場に臨むための心構えや注意点などを確認する。

以下の内容を、各施設の状況に合わせて実践を通して学ぶ。
１．施設オリエンテーション（施設概要説明リハビリテーション部門、OT部門、実習中のルール、他）
２．実習施設の見学、リハ部門・OT部門の見学、関連部署・病棟等の見学・他職種との連携状況等の見学・講義、他
３．実践現場における実習生としての基本的態度・行動の実践・修得

各学生が経験・理解した内容を持ち寄り、実習施設の概要や実習内容および経験についてグループ討議を通して要
点をまとめ発表する。

授
業
の
進
め
方

実習ガイダンス

見学実習（1週間）

実習報告会

Ⅳ

専
門
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礎
科
目

専
門
科
目
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留意事項
「作業療法臨床実習の手引き」の内容にそって、段階的に進める。
履修には3年次前期までに配当された必修の専門基礎科目と専門科目をすべて履修していることが必要。

参考図書など
「作業療法臨床実習の手引き」を使う。
必要に応じて資料を配付する。

アクティブ・ラーニング
学内では、ディスカッション・グループワーク・プレゼンテーションを行う。
実践現場では、現場スタッフの実践に臨み、経験を通して学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

作業療法士の実務経験をもとに、助言等を行う。

以下の内容を、各施設の状況に合わせて実践を通して学ぶ。
◇実習オリエンテーションを受ける。
◇通所リハビリテーションや精神科デイケアで提供されているサービスを見学する
◇特定の事例に関するケアプランやリハビリテーション実施計画書等の提示を受け、各種サービスの内容や関係機
関・関係職種について説明をうける。
◇実習施設で提供されている作業療法と作業療法士の役割について説明を受け、実践場面を見学する。
◇実習施設で提供されているサービスや他職種の役割、行われている多職種連携について説明を受ける。さらにカ
ンファレンスなどの多職種連携場面を見学する。
◇実習記録②取り組み、臨床実習指導者から指導をうける。
◇記録及び報告を行う。
◇実習終了時、臨床実習指導者から実習全体のフィードバックを受け、内省する。

評価

・規定の実習日数の４／５以上出席することで単位認定の資格を得る。
・先修科目を満たしていることが履修条件となる。
・実習の成績は実習前評価、実習報告書、実習課題と提出物、学内報告会、実習後評価などをもとに、作業療法学専攻専任教
員全員の総意をもって決定される。

課題に対する
フィードバックの方法

実習前評価、実習報告書、実習課題、学内報告会、実習後評価、ポートフォリオ等を踏まえ、教員から学生ごとにフィードバックを
行う。

教科書

実習の要点を網羅！作業療法臨床実習のチェックポイント/メジカルビュー社/2020/ISBN:978-4-7583-2024-5
地域リハビリテーション学 第2版/羊土社/2019/ISBN:978-4-7581-0238-4 
ライフステージから学ぶ地域包括リハビリテーション実践マニュアル/羊土社/2018/ISBN:978-4-7581-0229-2
医療福祉サービスガイドブック2025年度版/ISBN未定

授
業
概
要

臨床実習指導者の指導・監督の下、事例を通じて地域包括ケアシステムにおける通所リハビリテーションや精神科デイケアの役割、作業療法士の役
割、多職種の役割と連携、リハビリテーションマネジメント等について学ぶ。

到
達
目
標

1) 医療専門職を目指す学生として的確に状況判断し、節度のある態度と行動が取れる。 
2) 作業療法士が勤務する地域リハビリテーション施設の機能・概要を理解する。
3) 地域リハビリテーション部門（通所リハビリテーションor精神科デイケア）の役割、関連職種部門の役割、そこでの作業療法士が果たすべき役割を理
解する。
4) 地域リハビリテーションにおける多職種連携・他機関との連携について理解する。
5)必要な記録と報告ができる。
6) 今後の学内学習と「評価実習」に向けた自身の課題を具体的に報告できる。

授
業
の
進
め
方

実習前オリエンテーション 「作業療法臨床実習の手引き」に沿って、目的や方法、実践現場に臨むための心構えや注意点などを確認する。

実習前評価
学内実習（プレ・ポスト）
施設での実習
学内報告会
実習後評価

◇実習生ごとに施設担当教員が面接等により実習前評価を実施し、総合的知識および基本的技術・態度をそなえて
いることを確認する。ポートフォリオを用いて実習生個々の目標や課題を整理共有する。
◇事前学習として、実習施設の概要の下調べを行う。
◇※下欄「地域リハの実践現場での実習」を参照のこと。
◇通所や訪問リハ・精神科デイケアの業務について、基礎知識を整理する。
◇実習経験を発表し、集団討議を行う（各学生が経験・理解した内容を持ち寄り、実習施設の概要や実習内容および
経験についてグループ討議を通して要点をまとめ報告する）。
◇実習生ごとに施設担当教員が面接等による実習後評価を実施し、ポートフォリオを用いて実習の成果、成長、今後
の課題を総括する。

地域リハの実践現場での実習

専門科目 DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

臨床実習

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

ナンバリングコード HOTG1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

実務経験の
ある教員に
よる科目

地域リハビリテーション実習
（作業療法）

必修 実験･実習
1単位

3年前期 久保田清子
○early　exposure program

（CBR & CBOT)
(45時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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HOTG3

配当
年次

科目担当教員

評価実習の目的は、臨床実習指導者の指導・監督の下、主として作業療法の評価に関する実習を行うことである。
実習生は臨床チームの一員として、見学・模倣・実施を通じて様々な作業療法場面を経験することで実践力を養う。この過程には、職業人としての望まし
い態度や行動力を身につけることが含まれる。一事例については、情報収集、評価計画立案、評価実施、結果の記録、結果のまとめ、課題の焦点化、
目標設定、計画立案までの作業療法過程を経験することで、対象者の障害像や生活機能、背景因子を統合的に理解し、臨床思考を深めていく。

評価実習
必修 実験･実習 4単位 3年後期

Evaluation training (180時間)

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

杉村 直哉、作業療法学専攻（専任）教員
○

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

到
達
目
標

①医療専門職を目指す実習生として的確に状況判断し、チームの一員として節度のある態度や行動がとれる
②作業療法の評価に関する知識と技能を経験し、臨床実習指導者の指導の下、実践できる
③特定の領域での作業療法の経験を通して、その領域の作業療法の特徴を理解できる
④実習生として必要な記録と報告ができる
⑤事例報告書を作成できる

ナンバリングコード オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

専門科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

臨床実習

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授
業
概
要

留意事項
・別に配布する「作業療法臨床実習の手引き」を熟読すること。
・本科目には履修条件として先修科目の設定があることに留意する。

参考図書など 必要に応じて資料を配付する。

アクティブ・ラーニング
学内では、ディスカッション・グループワーク・プレゼンテーションを行う。
実践現場では、現場スタッフの実践に臨み、経験を通して学ぶ。

実務経験のある
教員による授業

本科目に関わる教員は、本科目に関する豊富な実務経験を有し、これに基づいて実践的な指導を行う。

評価
・単位認定基準は、規定の実習日数の４／５以上出席することである。
・成績は、実習前評価、実習報告書、実習課題と提出物、学内報告会、実習後評価などから総合的に評価し、作業療法学専攻
専任教員全員の総意をもって決定する。

課題に対する
フィードバックの方法

実習前評価、実習報告書、実習課題、学内報告会、実習後評価等を踏まえ、教員から学生ごとにフィードバックを行う。

教科書

「作業療法臨床実習の手引き」を配布する。

能登真一,山口昇,玉垣努,新宮尚人,加藤寿宏,松房利憲【編】/標準作業療法学 専門分野 作業療法評価学 第4版/医学書院
/ISBN：978-4260052498
丹羽敦・松田隆治（編）/実習の要点を網羅！作業療法臨床実習のチェックポイント/メジカルビュー社/2020/ISBN:978-4-7583-
2024-5

「作業療法臨床実習の手引き」に沿って、目的や方法、実践現場に臨むための心構えや注意点などを確認する。

実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習前評価を実施し、総合的知識および基本的技能・態度を備えている
ことを確認する。ポートフォリオを用いて実習生個々の目標や課題を整理・共有する。

実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習後評価を実施し、ポートフォリオを用いて実習の成果、成長、今後の
課題を総括する。

授
業
の
進
め
方

実習前オリエンテーション

実習前評価

実習後評価

施設での実習

①実習初日に臨床実習指導者から実習オリエンテーションを受ける
②臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な臨床場面を経験する
③臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な対象者に対する作業療法の評価を部分的に担う
④実習の様々な場面を経験し、臨床実習指導者の臨床思考過程に触れる
⑤一事例については、主に作業療法評価に関する一連の流れを経験し、事例報告書を作成し、臨床実習指導者から
指導を受ける。
⑥可能な範囲で、他部署を見学したり、カンファレンスなど多職種連携場面に参加したりする
⑦実習課題に取り組み、臨床実習指導者からの指導を受ける
⑧記録および報告を行う
⑨作業療法部門の業務に協力し、役割の一部を担う
⑩実習終了時、臨床実習指導者から実習全体のフィードバックを受け、内省する

実習後フォローアップ
実習終了後、実習生は学内で施設担当教員によるフォローアップ（事例報告書のブラッシュアップ、学内報告会の準
備）を受ける。

学内報告会 実習経験を発表し、集団討議を行うことにより理解を深める。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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実務経験の
ある教員に
よる科目

必修
実験･実

習
8単位 4年前期

三川年正、西野由紀子
作業療法学専攻（専任）教員 ○

ナンバリングコード HOTG3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載さ
れた時間に受け付ける

CLINICAL EDUCATION Ⅰ
（OCCUPATIONAL THERAPY）

専門科目

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

科目担当教員

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

必修・
選択の別

(360時間)

授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

総合臨床実習Ⅰ（作業療法）

授業科目の名称

臨床実習

授
業
概
要

総合臨床実習Ⅰの目的は、臨床実習指導者の指導・監督の下、学内およびこれまでの実習で修得した専門知識と技術を活かし、総合的な作業療
法の実習を行うことである。原則的に総合臨床実習Ⅱとは異なる領域になるよう配置しており、実習生が多様な作業療法の実践を経験できるよう配
慮している。
実習生は臨床チームの一員として、見学・模倣・実施を通じて様々な作業療法場面を経験することで実践力を養う。この過程には、職業人としての
望ましい態度や行動力を身につけることが含まれる。また、一事例については、情報収集、評価、目標設定、計画立案、介入、再評価に至る作業療
法の全過程を経験することで、対象者の障害像や生活機能、背景因子を統合的に理解し、臨床思考を深めていく。

到
達
目
標

①医療専門職を目指す実習生として的確に状況判断し，チームの一員として節度のある態度と行動が取れる．
②対象者の課題解決を図るための基本的な作業療法（評価から作業療法計画の立案，作業療法実施，効果判定までの一連の過程）を総合的に理
解し、実践できる
③特定の領域での作業療法の経験を通して，その領域の作業療法の特徴を理解できる
④実習生として必要な記録と報告ができる
⑤事例報告書を作成できる

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

実習後評価

評価
・単位認定基準は、規定の実習日数の４／５以上出席することである。
・成績は、実習前評価、実習報告書、実習課題と提出物、学内報告会、実習後評価などから総合的に評価し、作業療法学専
攻専任教員全員の総意をもって決定する。

授
業
の
進
め
方

実習前評価
実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習前評価を実施し、総合的知識および基本的技能・態度を備えて
いることを確認する。ポートフォリオを用いて実習生個々の目標や課題を整理・共有する。

施設での実習

①実習初日に臨床実習指導者から実習オリエンテーションを受ける
②臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な臨床場面を経験する
③臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な対象者に対する作業療法の評価と介入を部分的に担う
④実習の様々な場面を経験し、臨床実習指導者の臨床思考過程に触れる
⑤一事例については作業療法の全過程を経験し、事例報告書を作成し、臨床実習指導者から指導を受ける。
⑥可能な範囲で、他部署を見学したり、カンファレンスなど多職種連携場面に参加したりする
⑦実習課題に取り組み、臨床実習指導者からの指導を受ける
⑧記録および報告を行う
⑨作業療法部門の業務に協力し、役割の一部を担う
⑩実習終了時、臨床実習指導者から実習全体のフィードバックを受け、内省する

実習後フォローアップ
実習終了後、実習生は学内で施設担当教員によるフォローアップ（事例報告書のブラッシュアップ、学内報告会の
準備）を受ける。

学内報告会 実習経験を発表し、集団討議を行うことにより理解を深める。

実習前オリエンテーション 実習開始前に学内オリエンテーションを行い、実習の目的や課題、諸手続き、注意事項などについて確認する。

実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習後評価を実施し、ポートフォリオを用いて実習の成果、成長、今
後の課題を総括する。

課題に対する
フィードバックの方法

実習前評価、実習報告書、実習課題、学内報告会、実習後評価等を踏まえ、教員から学生ごとにフィードバックを行う。

教科書
「作業療法臨床実習の手引き」を配布する。
丹羽敦・松田隆治（編）/実習の要点を網羅！作業療法臨床実習のチェックポイント/メジカルビュー社/2020/ISBN:978-4-
7583-2024-5

参考図書など これまでに使用した書籍と配布資料等。

アクティブ・ラーニング 実習指導者の指導援助のもと主体的に学ぶこと。

実務経験のある
教員による授業

臨床実習指導者の助言・指導に加え、各教員の作業療法士としての実践経験を活かし、臨床実習前から実習後の事後演習
まで、実習生の抱える課題に応じた助言や支援を行う。

留意事項
・別に配布する「作業療法臨床実習の手引き」を熟読すること。
・本科目には履修条件として先修科目の設定があることに留意する。
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アクティブ・ラーニング 実習指導者の指導援助のもと主体的に学ぶこと。

実務経験のある
教員による授業

臨床実習指導者の助言・指導に加え、各教員の作業療法士としての実践経験を活かし、臨床実習前から実習後の事後演習
まで、実習生の抱える課題に応じた助言や支援を行う。

留意事項
・別に配布する「作業療法臨床実習の手引き」を熟読すること。
・本科目には履修条件として先修科目の設定があることに留意する。

課題に対する
フィードバックの方法

実習前評価、実習報告書、実習課題、学内報告会、実習後評価等を踏まえ、教員から学生ごとにフィードバックを行う。

教科書
「作業療法臨床実習の手引き」を配布する。
丹羽敦・松田隆治（編）/実習の要点を網羅！作業療法臨床実習のチェックポイント/メジカルビュー社/2020/ISBN:978-4-
7583-2024-5

参考図書など これまでに使用した書籍と配布資料等。

評価
・単位認定基準は、規定の実習日数の４／５以上出席することである。
・成績は、実習前評価、実習報告書、実習課題と提出物、学内報告会、実習後評価などから総合的に評価し、作業療法学専
攻専任教員全員の総意をもって決定する。

授
業
の
進
め
方

実習後フォローアップ
実習終了後、実習生は学内で施設担当教員によるフォローアップ（事例報告書のブラッシュアップ、学内報告会の
準備）を受ける。

学内報告会 実習経験を発表し、集団討議を行うことにより理解を深める。

実習後評価
実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習後評価を実施し、ポートフォリオを用いて実習の成果、成長、今
後の課題を総括する。

実習前評価

施設での実習

実習開始前に学内オリエンテーションを行い、実習の目的や課題、諸手続き、注意事項などについて確認する。

実習生ごとに施設担当教員が面談等により実習前評価を実施し、総合的知識および基本的技能・態度を備えて
いることを確認する。ポートフォリオを用いて実習生個々の目標や課題を整理・共有する。

①実習初日に臨床実習指導者から実習オリエンテーションを受ける
②臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な臨床場面を経験する
③臨床実習指導者の指導・監督の下、様々な対象者に対する作業療法の評価と介入を部分的に担う
④実習の様々な場面を経験し、臨床実習指導者の臨床思考過程に触れる
⑤一事例については作業療法の全過程を経験し、事例報告書を作成し、臨床実習指導者から指導を受ける。
⑥可能な範囲で、他部署を見学したり、カンファレンスなど多職種連携場面に参加したりする
⑦実習課題に取り組み、臨床実習指導者からの指導を受ける
⑧記録および報告を行う
⑨作業療法部門の業務に協力し、役割の一部を担う
⑩実習終了時、臨床実習指導者から実習全体のフィードバックを受け、内省する

実習前オリエンテーション

授
業
概
要

総合臨床実習Ⅱの目的は、臨床実習指導者の指導・監督の下、学内およびこれまでの実習で修得した専門知識と技術を活かし、総合的な作業療
法の実習を行うことである。原則的に総合臨床実習Ⅰとは異なる領域になるよう配置しており、実習生が多様な作業療法の実践を経験できるよう配
慮している。
実習生は臨床チームの一員として、見学・模倣・実施を通じて様々な作業療法場面を経験することで実践力を養う。この過程には、職業人としての
望ましい態度や行動力を身につけることが含まれる。また、一事例については、情報収集、評価、目標設定、計画立案、介入、再評価に至る作業療
法の全過程を経験することで、対象者の障害像や生活機能、背景因子を統合的に理解し、臨床思考を深めていく。

到
達
目
標

①医療専門職を目指す実習生として的確に状況判断し，チームの一員として節度のある態度と行動が取れる．
②対象者の課題解決を図るための基本的な作業療法（評価から作業療法計画の立案，作業療法実施，効果判定までの一連の過程）を総合的に理
解し、実践できる
③特定の領域での作業療法の経験を通して，その領域の作業療法の特徴を理解できる
④実習生として必要な記録と報告ができる
⑤事例報告書を作成できる

DP5）幅広い教養と高い倫理観をもち、クライアント中心の医療を主体的に提供することにより地域社会に貢献することができる。

DP6）卒業後も自己研鑽に努め、生涯にわたり自らの専門領域を実践し続けることができる。

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP2）科学的根拠に基づき主体的に行動することにより問題解決に向けて実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

専門科目

臨床実習

総合臨床実習Ⅱ（作業療法）

(360時間)

ナンバリングコード HOTG3 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載さ
れた時間に受け付ける

実務経験の
ある教員に
よる科目

必修
実験･実

習
8単位 4年前期

三川年正、西野由紀子
作業療法学専攻（専任）教員CLINICAL EDUCATION Ⅱ

（OCCUPATIONAL　THERAPY）
○

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

Ⅳ

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目
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回

評価 授業レポート（100％）＜第1～6回の各回最後にレポート提出および第7、8回の実習レポート＞

課題に対する
フィードバックの方法

授業内に適宜フィードバックをする。

教科書
（公財）日本パラスポーツ協会編/2023/改訂版　障がいのある人のスポーツ指導教本（初級・中級）2020年改訂カリキュラム対応
/ぎょうせい/ISBN978-4-324-11250-2

留意事項
障がいのある方との交流（第7、8回）では、学外での実習を行う。
1年次に「障害者スポーツ」および「コミュニケーション論」の単位を取得済みであることを履修条件とする。

参考図書など 参考図書、参考WEBは、授業内にて説明をします。

アクティブ・ラーニング 障がいのある方との交流（実習）を通じ、障がい者がスポーツを行う意義について議論する。

実務経験のある
教員による授業

講師はその専門分野において活動経験が豊富である。

8
障がいのある人との交流２
（実習）

実習を通して障がい者にとってのスポーツの必要性・意義・価値を学ぶ。 中尾　陽光
下田　栄次
土田　将之

事前学習（30分）：実習に向けた準備を行う。

事後学習（60分）：実習の感想をレポートにまとめる。

6
全国障がい者スポーツ大会の概
要

全国障がい者スポーツ大会の基本理念・概要や開催の目的・意義について学ぶ。

中尾　陽光
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

7
障がいのある人との交流１
（実習）

実習を通して障がい者にとってのスポーツの必要性・意義・価値を学ぶ。 中尾　陽光
下田　栄次
土田　将之

事前学習（30分）：実習に向けた準備を行う。

事後学習（60分）：実習の感想をレポートにまとめる。

4
障がい者スポーツに関する諸施
策

わが国の障碍者福祉施策および障がい者スポーツに関する施策について学ぶ。

土田　将之
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

5
障がい者スポーツにおける安全管
理

障がい者がスポーツを実施する際の安全管理の基本的な項目と内容を学ぶ。

土田　将之
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

2 障がい者スポーツの意義と理念

障がい者にとってのスポーツの意義と理念を理解する。

下田　栄次
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

3
スポーツのインテグリティと指導者
に求められる資質

プレーヤーズファーストの視点からスポーツにおけるインテグリティを理解する。

下田　栄次
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

授
業
概
要

本講義は「初級パラスポーツ指導員」資格取得のための必須授業として実施する。
講義内容は障がい者がスポーツを行うことの意義や理念、指導者の資質および現在の我が国における障がい者スポーツへの取り組みや施策等につい
て講義する。また障がい者のある人との交流として、外部での実習を行う。

到
達
目
標

障がい者にとってのスポーツの意義と理念を理解し、障がい者の指導者に求められる資質について理解する。
障がい者スポーツにおいて、我が国の取り組みや施策について理解する。
障がいのある人との交流を通し、障がい者にとってスポーツの必要性や価値について理解する。

授業項目
授業内容

事前・事後学習　（予習・復習・課題等）
担当教員

1
障がい者スポーツ推進の取り組
み

地域の障がい者スポーツ振興の現状について学ぶ。

中尾　陽光
事前学習（30分）：教科書の該当部分を予習する。

事後学習（60分）：授業内容を振り返り、まとめる。

ナンバリングコード YCOO1 オフィスアワー
本科目に関する質問は、授業の前後及び別途公開するオフィスアワー一覧表に掲載され
た時間に受け付ける

授業科目区分 卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

総合教育科目
DP1）看護及びリハビリテーションの専門職として高度な知識と技術を身につけ、実践することができる。

DP3）相手を尊重し、他者とのコミュニケーションを通じて良好な関係を築いて発展させることができる。

人間と健康

DP4）保健・医療・福祉・教育・産業等各界の関連職種と連携し、人々の健康に寄与することができる。

実務経験の
ある教員に
よる科目

障がい者スポーツ概論

自由 講義
1単位

2年前期 中尾陽光、下田栄次、土田将之
○Introduction to Universal Sports for 

People with Disability
(15時間)

授業科目の名称
必修・

選択の別
授業
形態

単位数
(時間数)

配当
年次

科目担当教員
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